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序

　上信自動車道は、群馬県渋川市の関越自動車道渋川伊香保インターチェンジと長野

県東御市の上信越自動車道東部湯の丸インターチェンジとを結ぶ総延長約80㎞に及ぶ

自動車専用の地域高規格道路です。この事業は、群馬県の「はばたけ群馬・県土整備

プラン」で示された「7つの交通軸構想」のうちの「吾妻軸」に属し、関越自動車道と上

信越自動車道とを結ぶ新たな交通体系として、吾妻地域の活性化に寄与することが期

待されています。

　この上信自動車道の8箇所の整備区間の一つである吾妻西バイパスは、吾妻郡東吾

妻町大字厚田から大字松谷に至る約7㎞の区間で、平成21年3月に整備区間に指定さ

れ、目下、事業完了を目指して本工事等が鋭意進められているところです。

　吾妻郡東吾妻町大字三島字唐堀に所在する当遺跡は、事業対象地において埋蔵文化

財の包蔵が確認されたため、群馬県県土整備部と群馬県教育委員会との間での調整を

経まして、平成28年度と平成30年度に当事業団が発掘調査を実施しました。その結果、

縄文時代の竪穴建物、古墳時代～古代の集落、近世の畑や掘立柱建物等の遺構が発見

され、縄文時代と古代における集落の様相が明らかとなりました。

　平成31・令和元年度と令和2年度の2箇年にわたって、当事業団が整理事業を実施

し、このたび、発掘調査の成果をまとめ、発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

　発掘調査から報告書の刊行に至るまでには、群馬県県土整備部、群馬県中之条土木

事務所、群馬県上信自動車道建設事務所、群馬県文化財保護課、東吾妻町教育委員会、

地元関係者の方々などに多大なるご指導とご協力を賜りました。ここに篤く御礼を申

し上げますとともに、本書が地域における歴史の解明に役立てられますことを願いま

して、序といたします。

令和3年3月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　　向 田 忠 正





例 言

１．本書は、平成28・30年度上信自動車道吾妻西バイパス建設事業に伴い発掘調査された唐堀C遺跡の発掘調査報告書

　である。

2．遺跡は、群馬県吾妻郡東吾妻町大字三島字唐堀B961-１、B963、B972-１、B973-１、B975-１、B976-１、B977-１、

B3962、B3965、B3966、B3967-１、B3967-2、B3968、3969、3970、3971、B3974-１、3978、3979、B3980-１、B3980-

2、B3981、B3982-１、B3995、B3995-１、B3995-3、B3996、B3997、B3999、B4003、B4004、B4005、B4006、B4007-

１、4007-2、4009、4010、B4011、4012-2、B4012、B4013-１、B4013-2、B4013- 3、4014-１、B4015-１、B4015-

2、B4016、B4017-１、4017-2、B4052-2、4053、B4054、B4055、B4058、B4059、B4061-１、B4061-3、B4061-5、

B4061- 6、4061-7、B4062-１、B4062-2、B4062-4、4063、B4065-１、B4066-１、B4066-4、B4066-5、4067、

4068、4069、B4070、4071、B4079-１に所在する。

3．平成28年度調査の事業主体は群馬県中之条土木事務所、平成30年度調査及び平成31年度・令和2年度整理の事業主

体は群馬県上信自動車建設事務所である。

4．調査主体は公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団である。

5．発掘調査の期間と体制は次のとおりである。

　（平成28年度）

　　　名　　称：平成27年度上信自動車道吾妻西バイパス建設事業

　　　履行期間：平成28年4月１日～平成29年3月31日

　　　調査期間：平成28年4月１日～平成28年12月31日（細谷E遺跡、根古屋B遺跡と通算）

　　　調査担当：関口博幸（主任調査研究員）、飯田陽一（専門調査役）

　　　遺跡掘削工事請負：株式会社測研・技研コンサル株式会社・瑞穂建設株式会社吾妻地区埋蔵文化財遺跡掘削工事

　　　　　　　　　　　　経常共同企業体

　　　地上測量委託　　：株式会社測研

　（平成30年度）

　　　名　　称：平成30年度上信自動車道吾妻西バイパス建設事業

　　　履行期間：平成30年7月１日～平成31年3月31日

　　　調査期間：平成30年7月１日～平成30年11月30日

　　　調査担当：山本光明・佐藤賢一（主任調査研究員）、武井学・千明隼（調査研究員）

　　　遺跡掘削工事請負：株式会社測研・技研コンサル株式会社・瑞穂建設株式会社吾妻地区埋蔵文化財遺跡掘削工事

　　　　　　　　　　　　経常共同企業体

　　　地上測量委託　　：株式会社測研

6．整理事業の期間と体制は次のとおりである。

　（平成31・令和元年度）

　　　名　　称：平成31年度上信自動車道吾妻西バイパス建設事業

　　　履行期間：平成31年4月１日～令和2年3月31日

　　　整理期間：平成31年4月１日～令和2年3月31日

　　　整理担当：齊田智彦（主任調査研究員・資料統括、平成31年4月１日～令和元年9月30日）、高島英之（専門員（総

　　　　　　　　括）、令和元年10月１日～令和2年3月31日）



　（令和2年度）

　　　名　　称：令和2年度上信自動車道吾妻西バイパス建設事業

　　　履行期間：令和2年4月１日～令和3年3月31日

　　　整理期間：令和2年4月１日～令和3年3月31日

　　　整理担当：高島英之（専門員（総括）・齊田智彦（主任調査研究員・資料統括、令和2年12月１日～令和3年3月31日）

7．本書作成担当は次のとおりである。

　　　編集・本文執筆：高島英之（専門員（総括））・齊田智彦（主任調査研究員・資料統括）・関口博幸（主任調査研究員、

　　　　　　　　　　　第4章5節）

　　　遺物観察　　　：石器・石製品―津島秀章（資料2課長、令和元年度）・松村和男（上席調査研究員、令和2年度）

　　　　　　　　　　　縄文・弥生土器―関口博幸（主任調査研究員）

　　　　　　　　　　　土師器・須恵器―神谷佳明（専門調査役）

　　　　　　　　　　　中近世陶磁器・土器―矢口裕之（資料１課長）

　　　　　　　　　　　金属製品―板垣泰之（専門員）

　　　デジタル編集　：齊田智彦（主任調査研究員・資料統括）

　　　遺物写真撮影　：石器・石製品―津島秀章・松村和男

　　　　　　　　　　　縄文・弥生土器―関口博幸

　　　　　　　　　　　土師器・須恵器―高島英之

　　　　　　　　　　　中近世陶磁器・土器―矢口裕之

　　　　　　　　　　　金属器―板垣泰之

　　　遺物保存処理　：板垣泰之・関邦一

8．石材同定は飯島静男氏（群馬地質研究会）に依頼した。

9．出土遺物および写真・図面等記録類は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管している。

10．発掘調査および報告書作成には、次の関係機関、諸氏にご助言をいただいた。

　　　群馬県教育委員会、東吾妻町教育委員会、群馬県地域創生部



凡 例

１．本報告書に用いた遺構名称は、発掘調査時の名称を踏襲したが、整理作業の過程で変更したものもある。

2．本報告書に用いた座標・方位は、すべて国家座標第Ⅸ系（世界測地系）による。主軸方位等の計算にもこれを用いた。

3．本報告書の遺構図版縮尺は以下の通り。ただし、遺構によってはこの限りではない。

　　　遺構平面図　溝・畑　1/80、竪穴建物・掘立柱建物・柱穴列　1/30・1/60、土坑・ピット　1/40。

　　　遺構断面図　溝　1/40、その他は平面図に同じ。

4．本報告書の遺物図版縮尺は以下の通り。ただし、遺物によってはこの限りではない。

　　　縄文土器・弥生土器　1/2・1/3・1/4、土師器・須恵器・石器（石鏃以外）・石製品　1/3、石器（石鏃）1/1

5．本報告書のスクリーントーン表現は以下の通り。

　　　焼土　 　　　炭化物　 　　灰　 　　撹乱　 　　石器磨面　

6．本報告書における遺構等の略称は以下の通り。

　　　竪建…竪穴建物、竪穴…竪穴状遺構、掘立…掘立柱建物、土…土坑、Ｐ…ピット

7．本報告書中の遺構断面図の標高値は、原則として断面図下に「Ｌ＝○○ｍ」のように表記した。

8．本報告所における土層断面図及び遺物観察表に記した色調表現は、農林水産省水産技術事務局・財団法人日本色彩

　研究所色票監修1988『新版標準土色帳』によった。

9．本報告書におけるテフラ（火山噴出物）の略号は以下の通り（テフラの名称は町田洋・新井房夫1992『火山灰アトラス』

　東京大学出版会による）。

　　　As-A…浅間Ａ、As-Kk…浅間粕川、As-B…浅間B、As-C…浅間C、As-YP…浅間板鼻黄色、As-OK2…浅間大窪沢2、

　　　As-OK1…浅間大窪沢１

10．近世土器・陶磁器類の図版は、遺物写真図版頁（PL.163〜 182）に掲載した。
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PL．7・ １区１面112号土坑全景（東より）・
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・ １区１面113号土坑全景（西より）・
・ １区１面114号土坑断面（南より）・
・ １区１面115号土坑礫出土状態（南より）・
・ １区１面115号土坑断面（西より）・
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PL．8・ １区１面116号土坑全景（南西より）・
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・ １区１面121号土坑全景（南西より）・
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・ １区１面126号土坑遺物出土状態（北より）・
・ １区１面126号土坑全景（北より）・
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・ １区１面67号ピット全景（南より）・
・ １区１面68号ピット全景（南より）・
・ １区１面69号ピット全景（南より）・
・ １区１面70号ピット全景（南より）・
・ １区１面71号ピット断面（南より）・
・ １区１面75号ピット断面（南より）・



・ 2区１面153号土坑全景（南より）・
・ 2区１面154号土坑断面（南より）・
PL．21・ 2区１面154号土坑全景（南より）・
・ 2区１面155号土坑断面（南より）・
・ 2区１面155号土坑全景（南より）・
・ 2区１面156号土坑断面（西より）・
・ 2区１面156号土坑全景（南より）・
・ 2区１面157号土坑断面（西より）・
・ 2区１面157号土坑全景（南より）・
・ 2区１面158号土坑断面（南より）・
PL．22・ 2区１面158号土坑全景（南より）・
・ 2区１面159号土坑断面（南より）・
・ 2区１面159号土坑全景（南より）・ 　
・ 2区１面160号土坑断面（南より）・
・ 2区１面160号土坑全景（南より）・
・ 2区１面161号土坑断面（南より）・
・ 2区１面162号土坑断面（南西より）・
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PL．23・ 2区１面78号ピット全景（南より）・
・ 2区１面79号ピット全景（南より）・
・ 2区１面80号ピット全景（南より）・
・ 2区１面81号ピット全景（南より）・
・ 2区１面82号ピット全景（南より）・
・ 2区１面83号ピット全景（西より）・
・ 2区１面84号ピット全景（西より）・
・ 2区１面85号ピット全景（西より）・
・ 2区１面86号ピット全景（南より）・
・ 2区１面87号ピット全景（南より）・
・ 2区１面88号ピット全景（南より）・
・ 2区１面89号ピット全景（南より）・
・ 2区１面90号ピット全景（南より）・
・ 2区１面91号ピット全景（南より）・
・ 2区１面92号ピット全景（南より）・
PL．24・ 2区１面93号ピット全景（南より）・
・ 2区１面94号ピット全景（南より）・
・ 2区１面95号ピット全景（南より）・
・ 2区１面96号ピット全景（南より）・
・ 2区１面97号ピット全景（南より）・
・ 2区１面98号ピット全景（南より）・
・ 2区１面99号ピット全景（南より）・
・ 2区１面100号ピット全景（南より）・
・ 2区１面101号ピット全景（南より）・
・ 2区１面102号ピット全景（南より）・
・ 2区１面103号ピット全景（西より）・
・ 2区１面104号ピット全景（南より）
・ 2区１面105号ピット全景（西より）
・ 2区１面106号ピット全景（南より）
・ 2区１面107号ピット全景123土底（南より）
PL．25・ 2区１面108（左）・109（右）号ピット全景（南より）
・ 2区１面110号ピット全景（南より）
・ 2区１面111号ピット全景（南より）
・ 2区１面112号ピット全景（南より）
・ 2区１面113号ピット全景（南より）
・ 2区１面114号ピット全景（南より）
・ 2区１面115号ピット全景（南より）
・ 2区１面116号ピット全景（南より）
・ 2区１面117号ピット全景（西より）
・ 2区１面118号ピット全景（南より）
・ 2区１面120号ピット全景（南より）
・ 2区１面121号ピット全景（西より）
・ 2区１面122号ピット全景（西より）
・ 2区１面123号ピット全景（南より）
・ 2区１面124号ピット全景（南より）
PL．26・ 2区１面125号ピット全景（南より）
・ 2区１面126号ピット全景（南より）
・ 2区１面127号ピット全景（南より）

・ 2区１面130号ピット全景（南より）
・ 2区１面131号ピット全景（南より）
・ 2区１面132号ピット全景（南より）
・ 2区１面133号ピット全景（南より）
・ 2区１面134号ピット全景（南より）
・ 2区１面135号ピット全景（南より）
・ 2区１面136号ピット全景（南より）
・ 2区１面137号ピット断面（南より）
・ 2区１面138号ピット全景（南より）
・ 2区１面139号ピット断面（南より）
・ 2区１面140号ピット断面（南より）
・ 2区１面141号ピット全景（南より）
PL．27・ 2区１面142号ピット全景（南より）
・ 2区１面143号ピット全景（南より）
・ 2区１面144号ピット全景（南より）
・ 2区１面145号ピット全景（南より）
・ 2区１面146号ピット全景（南より）
・ 2区１面147号ピット全景（南より）
・ 2区１面148号ピット全景（南より）
・ 2区１面149号ピット全景（南より）
・ 2区１面150号ピット全景（南より）
・ 2区１面151号ピット全景（南より）
・ 2区１面152号ピット全景（南より）
・ 2区１面153号ピット全景（南より）
・ 2区１面154号ピット全景（南より）
・ 2区１面155号ピット全景（南より）
・ 2区１面156号ピット全景（南より）
PL．28・ 2区１面157号ピット全景（南より）
・ 2区１面158号ピット全景（南より）
・ 2区１面159号ピット全景（南より）
・ 2区１面161号ピット全景（南より）
・ 2区１面162号ピット全景（南より）
・ 2区１面163号ピット全景（南より）
・ 2区１面164号ピット全景（南より）
・ 2区１面165号ピット全景（南より）
・ 2区１面166号ピット全景（南より）
・ 2区１面167号ピット全景（南より）
・ 2区１面168号ピット全景（南より）
・ 2区１面169号ピット全景（南より）
・ 2区１面171号ピット全景（南より）
・ 2区１面172号ピット全景（南より）
・ 2区１面173号ピット全景（南より）
PL．29・ 2区１面174号ピット全景（南より）
・ 2区１面175号ピット全景（南より）
・ 2区１面176号ピット全景（南より）
・ 2区１面177号ピット全景（南より）
・ 2区１面178号ピット全景（南より）
・ 2区１面179号ピット全景（南より）
・ 2区１面180号ピット全景（南より）
・ 2区１面181号ピット全景（南より）
・ 2区１面182号ピット全景（南より）
・ 2区１面183号ピット全景（南より）
・ 2区１面184号ピット全景（南より）
・ 2区１面185号ピット全景（南より）
・ 2区１面186号ピット全景（南より）
・ 2区１面187号ピット全景（南より）
・ 2区１面188号ピット全景（南より）
PL．30・ 2区１面189号ピット全景（南より）
・ 2区１面190号ピット全景（南より）
・ 2区１面191号ピット全景（南より）
・ 2区１面192号ピット全景（南より）
・ 2区１面193号ピット全景（南より）
・ 2区１面194号ピット全景（南より）
・ 2区１面195号ピット全景（南より）
・ 2区１面196号ピット全景（南より）
・ 2区１面197号ピット全景（西より）



PL．31・ 3区１面東側全景北より空撮）
・ 3区１面１号掘立柱建物全景（南より）
PL．32・ 3区１面１号掘立柱建物PL．１全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．2全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．3全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．4全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．5全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．6全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．7全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．8全景（南より）
・ 3区１面１号掘立柱建物PL．9全景（南より）
PL．33・ 3区１面2号掘立柱建物全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．１全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．2全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．3全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．4全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．5全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．6全景（南より）
PL．34・ 3区１面2号掘立柱建物PL．7全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．8全景（南より）
・ 3区１面2号掘立柱建物PL．9全景（南より）
・ 3区１面１号畑工具痕（北より）
・ 3区１面１号畑工具痕（西より）
・ 3区１面2号畑冊断面（西より）
・ 3区１面2号畑冊断面（西より）
・ 3区１面１号土坑断面（南より）
・ 3区１面１号土坑全景（南より）
PL．35・ 3区１面2号土坑断面（南より）
・ 3区１面4号土坑断面（南より）
・ 3区１面4号土坑全景（西より）
・ 3区１面6号土坑断面（西より）
・ 3区１面6号土坑全景（西より）
・ 3区１面7号土坑断面（西より）
・ 3区１面7号土坑全景（西より）
・ 3区１面8（左）・9（右）号土坑断面（西より）
PL．36・ 3区１面8（左）・9（右）号土坑全景（西より）
・ 3区１面10号土坑断面（北より）
・ 3区１面10号土坑全景（北より）
・ 3区１面11号土坑断面（南より）
・ 3区１面11号土坑全景（西より）
・ 3区１面12号土坑断面（西より）
・ 3区１面12号土坑全景（南より）
・ 3区１面13号土坑断面（西より）
PL．37・ 3区１面13号土坑全景（北より）
・ 3区１面14号土坑断面（南より）
・ 3区１面14号土坑全景（南より）
・ 3区１面15号土坑断面（西より）
・ 3区１面15号土坑全景（西より）
・ 3区１面16号土坑断面（西より）
・ 3区１面16号土坑全景（西より）
・ 3区１面20号土坑断面（西より）
PL．38・ 3区１面20号土坑全景（西より）
　・ 3区１面22号土坑断面（西より）
・ 3区１面22号土坑全景（北より）
・ 3区１面23号土坑断面（西より）
・ 3区１面23号土坑全景（西より）
・ 3区１面24号土坑断面（西より）
・ 3区１面24号土坑全景（西より）
・ 3区１面25号土坑断面（西より）
PL．39・ 3区１面25号土坑全景（西より）
・ 3区１面26号土坑断面（西より）
・ 3区１面26号土坑全景（西より）
・ 3区１面27号土坑断面（西より）
・ 3区１面27号土坑全景（西より）
・ 3区１面28号土坑断面（南より）
・ 3区１面28号土坑遺物出土状態（東より）

・ 3区１面28号土坑全景（東より）
PL．40・ 3区１面29号土坑断面（南より）
・ 3区１面29号土坑全景（東より）
・ 3区１面30号土坑断面（西より）
・ 3区１面30号土坑全景（北より）
・ 3区１面31号土坑断面（西より）
・ 3区１面31号土坑全景（北より）
・ 3区１面32号土坑断面（南より）
・ 3区１面32号土坑全景（南より）
PL．41・ 3区１面33号土坑断面（西より）
・ 3区１面33号土坑全景（西より）
・ 3区１面34号土坑断面（西より）
・ 3区１面34号土坑全景（西より）
・ 3区１面35号土坑断面（西より）
・ 3区１面35号土坑全景（西より）
・ 3区１面36号土坑断面（西より）
・ 3区１面36号土坑全景（西より）
PL．42・ 3区１面37号土坑遺物出土状態（近接より）
・ 3区１面37号土坑断面（北西より）
・ 3区１面37号土坑全景（北より）
・ 3区１面38号土坑断面（南より）
・ 3区１面38号土坑全景（南より）
・ 3区１面39号土坑断面（西より）
・ 3区１面39号土坑全景（西より）
・ 3区１面40号土坑断面（西より）
PL．43・ 3区１面40号土坑全景（西より）
・ 3区１面41号土坑断面（西より）
・ 3区１面41号土坑全景（西より）
・ 3区１面42号土坑全景（北より）
・ 3区１面43号土坑断面（南より）
・ 3区１面43号土坑全景（南より）
・ 3区2面44号土坑断面縄文検出（南西より）
・ 3区2面44号土坑全景（南西より）
PL．44・ 3区2面45号土坑断面（南西より）
・ 3区2面45号土坑全景（南西より）
・ 3区2面46号土坑断面（南西より）
・ 3区2面46号土坑全景（南より）
・ 3区2面46（手前）・66（奥）号土坑全景（西より）
・ 3区2面47号土坑断面（南より）
・ 3区2面47号土坑全景（南より）
・ 3区2面48号土坑断面（南より）
PL．45・ 3区2面48号土坑全景（南より）
・ 3区2面49号土坑断面（南より）
・ 3区2面49号土坑全景（南より）
・ 3区2面49（左）・50（右）号土坑全景（西より）
・ 3区2面50号土坑遺物出土状態（西より）
・ 3区2面50号土坑断面（南より）
・ 3区2面50号土坑全景（南より）
・ 3区2面51号土坑断面（南より）
PL．46・ 3区2面51号土坑全景（南より）
・ 3区2面52号土坑断面（東より）
・ 3区2面52号土坑全景（東より）
・ 3区2面53号土坑遺物出土状態（南より）
・ 3区2面53号土坑断面（南より）
・ 3区2面53号土坑全景（南より）
・ 3区2面54号土坑断面（南より）
・ 3区2面54号土坑全景（南より）
PL．47・ 3区2面55号土坑断面（南より）
・ 3区2面55号土坑出土遺物（南より）
・ 3区2面55号土坑全景（南より）
・ 3区2面56号土坑断面（南より）
・ 3区2面56号土坑全景（南より）
・ 3区2面57号土坑断面（南より）・
・ 3区2面57号土坑全景（南より）
・ 3区2面58号土坑断面（南より）
PL．48・ 3区2面58号土坑出土遺物（北より）



・ 3区2面58号土坑全景（南より）
・ 3区2面59号土坑断面（南より）・
・ 3区2面59号土坑全景（南より）
・ 3区2面60号土坑断面（南より）
・ 3区2面60号土坑遺物出土状態（西より）
・ 3区2面60号土坑全景（南より）
・ 3区2面61号土坑断面（北より）
PL．49・ 3区2面61号土坑全景（北より）
・ 3区2面62号土坑断面（北より）
・ 3区2面62号土坑全景（北より）
・ 3区2面63号土坑断面（東より）
・ 3区2面63号土坑全景（東より）
・ 3区2面64号土坑断面（南より）
・ 3区2面64号土坑全景（南より）
・ 3区2面65号土坑断面（南より）
PL．50・ 3区2面65号土坑全景（南より）
・ 3区2面66号土坑断面（南より）
・ 3区2面66号土坑全景（南より）
・ 3区2面67号土坑断面（南より）
・ 3区2面67号土坑全景（南より）
・ 3区2面68号土坑断面（南東より）
・ 3区2面68号土坑出土遺物（東より）
・ 3区2面68号土坑全景（東より）
PL．51・ 3区2面69号土坑断面（南より）
・ 3区2面69号土坑全景（南より）
・ 3区2面70号土坑断面（南より）
・ 3区2面70号土坑全景（南より）
・ 3区2面71号土坑断面（北西より）
・ 3区2面71号土坑全景（南より）
・ 3区2面72号土坑断面（北西より）
・ 3区2面72号土坑全景（南より）
PL．52・ 3区2面73号土坑断面（北西より）
・ 3区2面73号土坑全景（東より）
・ 3区2面74号土坑断面（北より）
・ 3区2面74号土坑出土遺物（西より）
・ 3区2面74号土坑全景（南西より）
・ 3区2面75号土坑断面（南より）
・ 3区2面75号土坑全景（南より）
・ 3区2面76号土坑断面（南より）
PL．53・ 3区2面76号土坑全景（南より）
・ 3区2面77号土坑断面（南より）
・ 3区2面77号土坑出土遺物（北より）
・ 3区2面77号土坑全景（南より）
・ 3区2面78号土坑断面（南より）
・ 3区2面78号土坑出土遺物（南より）
・ 3区2面78号土坑全景（南より）
・ 3区2面79号土坑断面（南より）
PL．54・ 3区2面79号土坑全景（南より）
・ 3区2面80号土坑断面（南より）
・ 3区2面80号土坑遺物出土状態（東より）
・ 3区2面80号土坑全景（南より）
・ 3区2面81号土坑断面（南より）
・ 3区2面81号土坑全景（南より）
・ 3区2面82号土坑断面（南西より）
・ 3区2面82号土坑全景（南より）
PL．55・ 3区2面83号土坑断面（南より）
・ 3区2面83号土坑全景（南より）
・ 3区2面84号土坑断面（南より）
・ 3区2面84号土坑全景（南より）
・ 3区2面85号土坑断面（南より）
・ 3区2面85号土坑全景（南より）
・ 3区2面86号土坑断面（南西より）
・ 3区2面86号土坑全景（南西より）
PL．56・ 3区2面87号土坑断面（南より）
・ 3区2面87号土坑遺物出土状態（南より）
・ 3区2面87号土坑全景（南より）

・ 3区2面88号土坑断面（南より）
・ 3区2面88号土坑全景（南より）
・ 3区2面89号土坑断面（南より）
・ 3区2面89号土坑全景（南より）
・ 3区2面90号土坑断面（南より）
PL．57・ 3区2面90号土坑全景（南より）
・ 3区2面91号土坑断面（南西より）
・ 3区2面91号土坑全景（南東より）
・ 3区１面92（横）・93（右）・94（左）号土坑断面（南より）
・ 3区１面92号土坑断面（南より）
・ 3区１面93号土坑断面（西より）
・ 3区１面94号土坑断面（西より）
・ 3区１面95号土坑断面（南より）
PL．58・ 3区１面95号土坑全景（南より）
・ 3区１面96号土坑断面（南より）
・ 3区１面96号土坑全景（西より）
・ 3区１面97号土坑断面（西より）
・ 3区１面97号土坑全景（西より）
・ 3区１面98号土坑断面（西より）
・ 3区１面98号土坑全景（西より）
・ 3区2面99号土坑断面（南西より）
PL．59・ 3区2面99号土坑全景（南西より）
・ 3区2面100号土坑断面（南より）
・ 3区2面100号土坑全景（南より）
・ 3区１面118号土坑（手前左）断面（西より）
・ 3区１面332号土坑断面（西より）
・ 3区１面332号土坑全景（西より）
・ 3区１面333号土坑断面（南より）
・ 3区１面333号土坑全景（南より）
PL．60・ 3区１面334号土坑断面（西より）
・ 3区１面334号土坑全景（西より）
・ 3区１面335号土坑断面（南より）
・ 3区１面335号土坑全景（南より）
・ 3区１面336号土坑断面（南より）
・ 3区１面336号土坑全景（南より）
・ 3区１面337号土坑断面（西より）
・ 3区１面337号土坑全景（西より）
PL．61・ 3区１面338号土坑断面（南より）
・ 3区１面338号土坑全景（南より）
・ 3区１面339号土坑断面（西より）
・ 3区１面339号土坑全景（西より）
・ 3区１面１号ピット全景（南より）
・ 3区１面2号ピット全景（南より）
・ 3区１面3号ピット全景（南より）
・ 3区１面4号ピット全景（南より）
・ 3区１面5号ピット全景（南より）
・ 3区１面6号ピット全景（南より）
・ 2区１面7（右）・8（左）号ピット全景（西より）
・ 3区１面9号ピット全景（南より）
・ 3区１面10号ピット全景（南より）
PL．62・ 3区１面11号ピット全景（南より）
・ 3区１面12号ピット全景（南より）
・ 3区１面13号ピット全景（南より）
・ 3区１面14号ピット全景（西より）
・ 3区１面15号ピット全景（西より）
・ 3区１面16号ピット全景（南西より）
・ 3区１面17号ピット全景（南より）
・ 3区１面18号ピット全景（南より）
・ 3区１面19号ピット全景（南より）
・ 3区１面20号ピット全景（南より）
・ 3区１面21号ピット全景（西より）
・ 3区１面22号ピット全景（西より）
・ 3区１面23号ピット全景（西より）
・ 3区１面24号ピット全景（南より）
・ 3区１面25号ピット全景（南より）
PL．63・ 3区１面26（左）・27（右）号ピット全景（西より）



・ 3区１面28号ピット全景（南より）
・ 3区１面29号ピット全景（南より）
・ 3区１面30号ピット全景（南西より）
・ 3区１面31号ピット全景（南より）
・ 3区１面32号ピット全景（南より）
・ 3区１面33号ピット全景（南より）
・ 3区１面34号ピット全景（南より）
・ 3区１面35号ピット全景（南より）
・ 3区１面36号ピット全景（南より）
・ 3区１面37号ピット全景（南より）
・ 3区１面38号ピット全景（南より）
・ 3区１面39号ピット全景（南より）
・ 3区１面40号ピット全景（南より）
・ 3区１面41（左）・42（右）号ピット全景（南より）
PL．64・ 3区１面43号ピット全景（南より）
・ 3区１面44号ピット断面（南より）
・ 3区１面45号ピット全景（南より）
・ 3区１面46号ピット全景（南より）
・ 3区１面47号ピット全景（南より）
・ 3区１面48（左）・49（右）号ピット全景（西より）
・ 3区１面50号ピット全景（南より）
・ 3区１面51号ピット全景（南より）
・ 3区１面52号ピット全景（南より）
・ 3区１面53号ピット全景（南より）
・ 3区１面54号ピット全景（南より）
・ 3区１面55号ピット全景（南より）
・ 3区１面56号ピット全景（南より）
・ 3区１面58号ピット全景（南より）
・ 3区１面59号ピット全景（北より）
PL．65・ 3区１面60号ピット全景（南より）
・ 3区１面62号ピット全景（南より）
・ 3区１面72号ピット全景（西より）
・ 3区１面73号ピット全景（西より）
・ 3区１面74号ピット全景（西より）
・ 4区１面全景（西より）・
PL．66・ 4区１面全景（東より）
・ 4区１面中央全景（西より）・
PL．67・ 4区１面3号堀立柱建物全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ１全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ2全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ3全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ4全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ5全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ6全景（南より）
PL．68・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ7全景（南より）
・ 4区１面3号堀立柱建物Ｐ8全景（南より）
・ 4区１面4号堀立柱建物全景（南より）
・ 4区１面4号堀立柱建物Ｐ１全景（南より）
・ 4区１面4号堀立柱建物Ｐ2全景（南より）
・ 4区１面4号堀立柱建物Ｐ3全景（南より）
PL．69・ 4区１面4号堀立柱建物Ｐ4全景（南より）
・ 4区１面4号堀立柱建物Ｐ5全景（南より）
・ 4区１面4号堀立柱建物Ｐ6全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ１全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ2全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ3全景（南より）
PL．70・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ4全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ5全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ6全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ7全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ8全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ9全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ10全景（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ11（南より）
・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ12全景（南より）

・ 4区１面5号堀立柱建物Ｐ13（南より）
PL．71・ 4区１面6号堀立柱建物（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ１全景（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ2全景（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ3全景（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ4全景（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ5全景（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ6全景（南より）
PL．72・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ7全景（西より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ8全景（南より）
・ 4区１面6号堀立柱建物Ｐ9全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ１全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ2全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ3全景（南より）
PL．73・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ4全景（北より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ5全景（北より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ6全景（北より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ7全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ8全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ9全景（南より）
・ 4区１面7号堀立柱建物Ｐ10全景（南より）
・ 4区１面5号畑（東より）
・ 4区１面5号畑全景（北西より）
PL．74・ 4区１面5号畑検出状況（南東より）
・ 4区１面5号畑断面（南より）
・ 4区１面6号畑全景（南東より）　
・ 4区１面6号畑全景（南西より）
・ 4区１面6号畑断面（南より）
・ 4区１面6号畑断面（南より）
・ 4区１面7号畑全景（南より）
・ 4区１面7号畑拡張部（北より）
PL．75・ 4区１面7号畑断面（北より）
・ 4区１面7号畑断面（北より）
・ 4区１面20号溝全景（北西より）
・ 4区１面20号溝断面（南より）
・ 4区１面164号土坑断面（南より）
・ 4区１面164号土坑全景（南東より）
・ 4区１面165号土坑断面（南より）
・ 4区１面165号土坑全景（北西より）
PL．76・ 4区１面168号土坑断面（南より）
・ 4区１面168号土坑全景（北西より）
・ 4区１面168号土坑出土遺物出土状況（南より）
・ 4区１面168号土坑遺物出土状況（南より）
・ 4区１面169号土坑断面（南より）
・ 4区１面169号土坑全景（北より）
・ 4区１面170号土坑全景（南より）
・ 4区１面170号土坑全景（南より）
PL．77・ 4区１面171号土坑断面（南西より）
・ 4区１面171号土坑全景（北西より）
・ 4区１面172号土坑断面（南西より）
・ 4区１面172号土坑全景（南より）
・ 4区１面173号土坑断面（南西より）
・ 4区１面173号土坑全景（南より）
・ 4区１面174号土坑断面（南より）
・ 4区１面174号土坑全景（南より）
PL．78・ 4区１面175号土坑断面（西より）
・ 4区１面175号土坑全景（南より）
・ 4区１面176号土坑断面（東より）
・ 4区１面176号土坑全景（南より）
・ 4区１面177号土坑断面（北より）
・ 4区１面177号土坑全景（北より）
・ 4区１面180号土坑断面（東より）
・ 4区１面180号土坑全景（北西より）
PL．79・ 4区１面181号土坑断面（東より）・
・ 4区１面181号土坑全景（東より）



・ 4区１面182号土坑断面（東より）
・ 4区１面182号土坑全景（南東より）
・ 4区１面183号土坑断面（東より）
・ 4区１面183号土坑全景（南東より）
・ 4区１面184号土坑断面（東より）
・ 4区１面184号土坑全景（東より）
PL．80・ 4区１面185号土坑断面（南より）
・ 4区１面185号土坑全景（北東より）
・ 4区１面186号土坑断面（西より）
・ 4区１面186号土坑全景（東より）
・ 4区１面187号土坑断面（北東より）
・ 4区１面187号土坑全景（北より）
・ 4区１面188号土坑断面礫出土状況（西より）・
・ 4区１面188号土坑全景（北より）
PL．81・ 4区１面189号土坑断面（西より）
・ 4区１面189号土坑全景（東より）
・ 4区１面190号土坑断面（南より）
・ 4区１面190号土坑全景（南より）
・ 4区１面191号土坑断面（西より）
・ 4区１面191号土坑全景全景（北東より）
・ 4区１面192号土坑断面（西より）
・ 4区１面192号土坑全景（北東より）
PL．82・ 4区１面193号土坑断面（南東より）
・ 4区１面193号土坑全景（南東より）
・ 4区１面194号土坑断面（西より）
・ 4区１面194号土坑全景（西より）
・ 4区１面195号土坑断面（南より）
・ 4区１面196号土坑全景（南より）
・ 4区１面196号土坑全景（南より）
・ 4区１面197号土坑断面（東より）
PL．83・ 4区１面197号土坑全景（南より）
・ 4区１面198号土坑断面（南より）
・ 4区１面198号土坑全景（南より）
・ 4区１面199号土坑断面（西より）
・ 4区１面199号土坑全景（東より）
・ 4区１面200号土坑断面（東より）
・ 4区１面200号土坑全景（西より）
・ 4区１面201号土坑断面（西より）
PL．84・ 4区１面201号土坑全景（西より）
・ 4区１面202号土坑断面（北東より）
・ 4区１面202号土坑全景（北東より）
・ 4区１面203号土坑断面（東より）
・ 4区１面203号土坑全景（東より）
・ 4区１面204号土坑断面（西より）
・ 4区１面204号土坑全景（東より）
・ 4区１面205号土坑断面（東より）
PL．85・ 4区１面205号土坑全景（東より）
・ 4区１面206（左）・210（右）号土坑断面（南より）
・ 4区１面206（左）・210（右）号土坑全景（南より）・
・ 4区１面207号土坑断面（南より）・
・ 4区１面207号土坑全景（北より）
・ 4区１面208号土坑断面（北東より）
・ 4区１面208号土坑全景（北東より）
・ 4区１面209号土坑断面（北東より）
PL．86・ 4区１面209号土坑全景（北東より）
・ 4区１面211号土坑断面（東より）
・ 4区１面211号土坑全景（東より）
・ 4区１面212号土坑断面（東より）
・ 4区１面212号土坑全景（東より）
・ 4区１面213号土坑断面（東より）
・ 4区１面213号土坑全景（東より）
・ 4区１面214号土坑断面（東より）
PL．87・ 4区１面214号土坑全景（東より）
・ 4区１面215号土坑断面（南より）
・ 4区１面215号土坑全景（北より）
・ 4区１面216号土坑断面（東より）

・ 4区１面216号土坑全景（東より）
・ 4区１面217号土坑断面（南より）
・ 4区１面217号土坑全景（北より）
・ 4区１面218号土坑断面（東より）
PL．88・ 4区１面218号土坑全景（西より）
・ 4区１面219号土坑断面（東より）
・ 4区１面219号土坑全景（東より）
・ 4区１面220号土坑断面（南より）・
・ 4区１面220号土坑全景（西より）
・ 4区１面221号土坑断面（南より）
・ 4区１面221号土坑全景（北より）
・ 4区１面222号土坑断面（南より）
PL．89・ 4区１面222号土坑全景（南より）
・ 4区１面223号土坑断面（東より）
・ 4区１面223号土坑全景（西より）
・ 4区１面224号土坑断面（東より）
・ 4区１面224号土坑全景（東より）
・ 4区１面225（横）・234（縦）号土坑断面（北より）
・ 4区１面225（横）・234（縦）号土坑全景（北より）
・ 4区１面226号土坑断面（南より）
PL．90・ 4区１面226号土坑全景（南より）
・ 4区１面227号土坑断面（東より）
・ 4区１面227号土坑全景（東より）
・ 4区１面228号土坑断面（南西より）
・ 4区１面228号土坑全景（西より）
・ 4区１面229号土坑断面（南より）
・ 4区１面229号土坑全景（南より）
・ 4区１面230号土坑断面（南より）
PL．91・ 4区１面230号土坑全景（北より）
・ 4区１面231号土坑断面（東より）
・ 4区１面231号土坑全景（東より）
・ 4区１面232号土坑断面（東より）
・ 4区１面232号土坑全景（東より）
・ 4区１面233号土坑断面（南より）
・ 4区１面233号土坑全景（西より）
・ 4区１面235号土坑全景（西より）
PL．92・ 4区１面236号土坑断面（南より）
・ 4区１面236号土坑全景（北より）
・ 4区１面237号土坑全景（南東より）
・ 4区１面238号土坑全景（北より）
・ 4区１面239号土坑全景（東より）
・ 4区１面240号土坑断面（西より）
・ 4区１面240号土坑全景（西より）
・ 4区１面241号土坑全景（北東より）
PL．93・ 4区１面242号土坑断面（北より）
・ 4区１面242号土坑全景（北より）
・ 4区１面243号土坑断面（南より）
・ 4区１面243号土坑全景（南より）
・ 4区１面244号土坑断面（南より）
・ 4区１面244号土坑全景（南より）
・ 4区１面245号土坑断面（南より）
・ 4区１面245号土坑全景（東より）
PL．94・ 4区１面246号土坑断面（南より）
・ 4区１面246号土坑全景（北より）
・ 4区１面247号土坑断面（東より）
・ 4区１面247号土坑全景（西より）
・ 4区１面248号土坑断面（東より）
・ 4区１面248号土坑全景（西より）
・ 4区１面249号土坑断面（南西より）
・ 4区１面249号土坑全景（南西より）
PL．95・ 4区１面250号土坑断面（東より）
・ 4区１面250号土坑全景（東より）
・ 4区１面266号土坑断面（西より）
・ 4区１面266号土坑全景（北より）
・ 4区１面267号土坑断面（南より）
・ 4区１面267号土坑全景（北より）



・ 4区１面268号土坑断面（北より）
・ 4区１面268号土坑全景（北より）
PL．96・ 4区１面269号土坑断面（南より）
・ 4区１面269号土坑全景（南より）
・ 4区１面270号土坑断面（南より）
・ 4区１面270号土坑全景（南より）
・ 4区１面271号土坑断面（南より）
・ 4区１面271号土坑全景（南より）
・ 4区１面272号土坑断面（南より）
・ 4区１面272号土坑全景（南より）
PL．97・ 4区１面273号土坑断面（北より）
・ 4区１面273号土坑全景礫検出（南より）
・ 4区１面274号土坑断面（東より）
・ 4区１面274号土坑全景（東より）
・ 4区１面275号土坑断面（西より）
・ 4区１面275号土坑全景（西より）
・ 4区１面276号土坑断面（西より）
・ 4区１面276号土坑全景（西より）
PL．98・ 4区１面277号土坑断面（西より）
・ 4区１面277号土坑全景（西より）
・ 4区１面278号土坑断面（東より）
・ 4区１面278号土坑全景（東より）
・ 4区１面279号土坑断面（西より）
・ 4区１面279号土坑全景（南より）
・ 4区１面280号土坑断面（東より）
・ 4区１面280号土坑全景（東より）
PL．99・ 4区１面281号土坑断面（南より）
・ 4区１面281号土坑全景（南より）
・ 4区１面282号土坑断面（南より）
・ 4区１面282号土坑全景（南より）
・ 4区１面283号土坑断面（東より）
・ 4区１面283号土坑全景（東より）
・ 4区１面284号土坑断面（北より）
・ 4区１面284号土坑全景（北より）
PL．100・ 4区１面285号土坑断面（北より）
・ 4区１面285号土坑全景（北より）
・ 4区１面286号土坑断面（南より）
・ 4区１面286号土坑全景（南より）
・ 4区１面287号土坑断面（南より）
・ 4区１面287号土坑全景（北より）
・ 4区１面288号土坑断面（南より）
・ 4区１面289号土坑全景（南より）
PL．101・ 4区１面290号土坑断面（東より）
・ 4区１面290号土坑全景（東より）
・ 4区１面291号土坑断面（南より）
・ 4区１面291号土坑全景（南より）
・ 4区１面292号土坑断面（南より）
・ 4区１面292号土坑全景（南より）
・ 4区１面293号土坑断面（北より）
・ 4区１面293号土坑全景（西より）
PL．102・ 4区１面294号土坑断面（南より）
・ 4区１面294号土坑全景（南より）
・ 4区１面295号土坑断面（北より）
・ 4区１面295号土坑全景（北より）
・ 4区１面296号土坑断面（東より）
・ 4区１面296号土坑全景（東より）
・ 4区１面297号土坑断面（南より）
・ 4区１面297号土坑全景（南より）
PL．103・ 4区１面298号土坑断面（東より）
・ 4区１面298号土坑全景（東より）
・ 4区１面299号土坑断面（南より）
・ 4区１面299号土坑全景（南より）
・ 4区１面302号土坑断面（西より）
・ 4区１面302号土坑全景（西より）
・ 4区１面309号土坑断面（西より）
・ 4区１面309号土坑全景（西より）

PL．104・ 4区１面342号土坑断面（南より）
・ 4区１面342号土坑全景（南より）
・ 4区１面343号土坑断面（南より）
・ 4区１面343号土坑全景（南より）
・ 4区１面198号ピット全景（南より）
・ 4区１面222号ピット全景（南より）
・ 4区１面223号ピット全景（南より）
・ 4区１面224号ピット全景（南より）
・ 4区１面225号ピット全景（南より）
・ 4区１面226号ピット全景（南より）
PL．105・ 4区１面227号ピット全景（西より）
・ 4区１面228号ピット全景（東より）
・ 4区１面229号ピット全景（南より）
・ 4区１面230号ピット全景（南より）
・ 4区１面231号ピット全景（南より）
・ 4区１面234号ピット全景（南より）
・ 4区１面235号ピット全景（南より）
・ 4区１面239号ピット全景（南より）
・ 4区１面240号ピット全景（東より）
・ 4区１面242号ピット全景（南より）
・ 4区１面249号ピット全景（北より）
・ 4区１面252号ピット全景（南より）
・ 4区１面254号ピット全景（南より）・
・ 4区１面256号ピット全景（南より）
・ 4区１面257号ピット全景（西より）
PL．106・ 4区１面259号ピット全景（南より）
・ 4区１面260号ピット全景（南より）
・ 4区１面261号ピット全景（南より）
・ 4区１面262号ピット全景（南より）
・ 4区１面263号ピット全景（南より）
・ 4区１面264号ピット全景（南より）
・ 4区１面280号ピット全景（南より）
・ 4区１面281号ピット全景（南より）
・ 4区１面289号ピット全景（西より）
・ 4区１面290号ピット全景（東より）
・ 4区１面291号ピット全景（北より）
・ 4区１面292号ピット全景（南より）
・ 4区１面293号ピット全景（北より）
・ 4区１面294号ピット全景（南より）
・ 4区１面302号ピット全景（南より）
PL．107・ 4区１面303号ピット全景（南より）
・ 4区１面304号ピット全景（南より）
・ 2区2面全景（東より）
PL．108・ 2区2面13号竪穴建物全景（東より）
・ 2区2面13号竪穴建物a-a′断面（南より）
・ 2区2面13号竪穴建物ｂ-ｂ′断面（東より）
・ 2区2面13号竪穴建物竈全景（南より）
・ 2区2面13号竪穴建物竈断面（南より）
PL．109・ 2面2区2面14号竪穴建物全景（北より）
・ 2区2面14号竪穴建物a-a′断面（南より）
・ 2区2面14号竪穴建物焼土（西より）
・ 2区2面14号竪穴建物竈全景（北西より）
・ 2区2面14号竪穴建物竈掘方全景（南より）
PL．110・ 2区2面15号竪穴建物全景（南より）
・ 2区2面15号竪穴建物竈全景（南より）
・ 2区2面15号竪穴建物竈断面（南西より）
・ 2区2面15号竪穴建物竈煙道（南より）
・ 2区2面15号竪穴建物竈掘方（南より）
PL．111・ 2区2面16号竪穴建物断面（西より）
・ 2区2面16号竪穴建物掘方全景（南より）
・ 2区2面16号竪穴建物遺物出土状態（北より）
・ 2区2面16号竪穴建物竈全景（南西より）
・ 2区2面16号竪穴建物竈掘方（南東より）
PL．112・ 2区2面17号竪穴建物全景（南より）
・ 2区2面17号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 2区2面17号竪穴建物１号床下土坑全景（東より）



・ 2区2面17号竪穴建物竈全景（北より）
・ 2区2面17号竪穴建物竈掘方（西より）
PL．113・ 2区2面18号竪穴建物全景（北より）
・ 2区2面18号竪穴建物焼土（西より）
・ 2区2面18号竪穴建物竈全景（北より）
・ 2区2面18号竪穴建物竈断面（北より）
・ 2区2面18号竪穴建物竈掘方遺物出土状態（北より）
PL．114・ 2区2面19号竪穴建物全景（西より）
・ 2区2面19号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 2区2面19号竪穴建物ピット１断面（西より）
PL．115・ 2区2面20号竪穴建物全景（北より）
・ 2区2面20号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 2区2面20号竪穴建物出土遺物（西より）
・ 2区2面20号竪穴建物竈全景（西より）
・ 2区2面20号竪穴建物ピット１（西より）
PL．116・ 2区2面21号竪穴建物全景（南より）
・ 2区2面21号竪穴建物掘方全景（南より）・
・ 2区2面21号竪穴建物遺物出土状態（東より）
・ 2区2面21号竪穴建物竈全景（東より）
・ 2区2面21号竪穴建物竈煙道（北西より）
PL．117・ 2区2面22号竪穴建物全景（西より）
・ 2区2面22号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 2区2面22号竪穴建物土坑１全景（北より）
・ 2区2面22号竪穴建物竈全景（西より）
・ 2区2面22号竪穴建物竈断面（南より）
PL．118・ 2区2面23号竪穴建物全景（北より）
・ 2区2面23号竪穴建物断面（北より）
・ 2区2面23号竪穴建物土坑１断面（南より）
・ 2区2面23号竪穴建物竈全景（西より）
・ 2区2面23号竪穴建物竈断面（西より）
PL．119・ 2区2面24号竪穴建物断面（南より）
・ 2区2面24号竪穴建物断面（西より）
PL．120・ 2区2面25号竪穴建物全景（南より）
・ 2区2面25号竪穴建物断面（西より）
・ 2区2面25号竪穴建物１号土坑全景（西より）
・ 2区2面25号竪穴建物竈遺物出土状態（南東より）
・ 2区2面25号竪穴建物竈断面（南西より）
PL．121・ 2区2面26号竪穴建物全景（南より）
・ 2区2面26号竪穴建物断面（南東より）
・ 2区2面26号竪穴建物貯蔵穴全景（南より）
・ 2区2面26号竪穴建物竈全景（南東より）
・ 2区2面26号竪穴建物竈石組（南より）・
PL．122・ 2区2面27号竪穴建物全景（西より）
・ 2区2面27号竪穴建物南西隅出土遺物（北東より）
・ 2区2面27号竪穴建物１号土坑断面（北より）
・ 2区2面27号竪穴建物竈全景（東より）
・ 2区2面27号竪穴建物竈掘方（南より）
PL．123・ 2区2面28号竪穴建物全景（西より）
・ 2区2面28号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 2区2面28号竪穴建物貯蔵穴全景（北より）
・ 2区2面28号竪穴建物竈全景（西より）
・ 2区2面28号竪穴建物竈掘方（西より）
PL．124・ 2区2面29号竪穴建物全景（西より）
・ 2区2面29号竪穴建物貯蔵穴断面（南より）
・ 2区2面29号竪穴建物炭化物（より）
・ 2区2面29号竪穴建物竈全景（西より）
・ 2区2面29号竪穴建物竈袖石（北西より）
PL．125・ 2区2面20・27号竪穴建物南西側全景（東より）
・ 2区2面20・27号竪穴建物南西側全景（北より）
PL．126・ 2区2面31号竪穴建物全景（南より）
・ 2区2面31号竪穴建物遺物出土状態（南より）
・ 2区2面31号竪穴建物断面（北西より）
・ 2区2面31号竪穴建物竈全景（南より）
・ 2区2面31号竪穴建物竈掘方（南より）・
PL．127・ 2区2面32号竪穴建物南側全景（南西より）
・ 2区2面32号竪穴建物出土遺物（南西より）

・ 2区2面32号竪穴建物出土遺物（南西より）
・ 2区2面32号竪穴建物出土遺物（南西より）
・ 2区2面32号竪穴建物出土遺物（西より）
PL．128・ 2区2面143号土坑断面（南より）
・ 2区2面143号土坑全景（南より）
・ 2区2面144号土坑全景（南西より）
・ 2区2面145号土坑全景（南より）
・ 2区2面163号土坑断面縄文（南より）
・ 2区2面163号土坑全景縄文（南より）
・ 2区2面128・129号ピット断面（西より）
・ 4区2面160号ピット全景（南より）
・ 4区2面170号ピット全景（南より）
PL．129・ 2区2面3号旧石器確認調査トレンチ全景（北より）
・ 2区2面5号旧石器確認調査トレンチ全景（南より）
・ 2区2面6号旧石器確認調査トレンチ全景（南より）
・ 2区2面7号旧石器確認調査トレンチ全景（西より）
・ 2区2面8号旧石器確認調査トレンチ全景（西より）
・ 2区2面9号旧石器確認調査トレンチ全景（西より）
・ 2区2面10号旧石器確認調査トレンチ全景（東より）
・ 2区2面11号旧石器確認調査トレンチ全景（西より）
PL．130・ 2区2面12号旧石器確認調査トレンチ全景（西より）
・ 2区2面13号旧石器確認調査トレンチ基本土層（西より）
・ 2区2面14号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 2区2面15号旧石器確認調査トレンチ断面（西より）
・ 2区2面16号旧石器確認調査トレンチ全景（西より）
PL．131・ 3区2面全景（北より空撮
・ 3区2面全景（西より空撮）
PL．132・ 3区2面１号竪穴建物全景（西より）
・ 3区2面１号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 3区2面１号竪穴建物掘方全景（西より）
・ 3区2面１号竪穴建物竈全景（西より）
・ 3区2面１号竪穴建物竈石組（北より）
PL．133・ 3区2面2号竪穴建物全景（西より）
・ 3区2面2号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 3区2面2号竪穴建物掘方全景（西より）
・ 3区2面2号竪穴建物竈全景（南より）
・ 3区2面2号竪穴建物竈石組（南西より）
PL．134・ 3区2面3号竪穴建物全景（西より）
・ 3区2面3号竪穴建物断面（南より）
・ 3区2面3号竪穴建物炭化物（北より）
・ 3区2面3号竪穴建物竈断面（北西より）
・ 3区2面3号竪穴建物竈掘方断面（南西より）
PL．135・ 3区2面4号竪穴建物全景（西より）
・ 3区2面4号竪穴建物遺物出土状態（東より）
・ 3区2面4号竪穴建物竈全景（西より）
・ 3区2面4号竪穴建物竈底面（西より）
・ 3区2面4号竪穴建物竈掘方（西より）
PL．136・ 3区2面5号竪穴建物全景（北より）
・ 3区2面5号竪穴建物遺物出土状態（北より）
・ 3区2面5号竪穴建物竈出土遺物（北より）
・ 3区2面5号竪穴建物竈全景（北より）
・ 3区2面5号竪穴建物竈石組（北西より）
PL．137・ 3区2面6号竪穴建物全景（北より）
・ 3区2面6号竪穴建物炭化物出土状態（南より）
・ 3区2面6号竪穴建物出土遺物（近接）
・ 3区2面6号竪穴建物竈全景（東より）
・ 3区2面6号竪穴建物竈掘方（北より）
PL．138・ 3区2面7号竪穴建物全景（北より）
・ 3区2面7号竪穴建物断面（南より）
・ 3区2面7号竪穴建物竈確認面（東より）
・ 3区2面7号竪穴建物竈掘方全景（北より）
・ 3区2面7号竪穴建物竈掘方（北より）
PL．139・ 3区2面8号竪穴建物全景（北より）
・ 3区2面8号竪穴建物１号床下ピット断面（西より）
・ 3区2面8号竪穴建物出土遺物（南西より）
・ 3区2面8号竪穴建物竈断面（西より）



・ 3区2面8号竪穴建物竈掘方（西より）
PL．140・ 3区2面9号竪穴建物全景（南より）
・ 3区2面9号竪穴建物出土遺物（北より）
・ 3区2面9号竪穴建物出土遺物№89№90（南より）
・ 3区2面9号竪穴建物Ｐ6出土遺物（南より）
・ 3区2面9号竪穴建物炉出土遺物（南より）
PL．141・ 3区2面10号竪穴建物全景（北より）
・ 3区2面10号竪穴建物（西より）
PL．142・ 3区2面11号竪穴建物全景（西より）
・ 3区2面11号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 3区2面11号竪穴建物掘方全景（西より）
・ 3区2面11号竪穴建物炭化物出土状況（東より）
・ 3区2面11号竪穴建物As-BとAs-Kk（北東より）
PL．143・ 3区2面12号竪穴建物全景（南より）
・ 3区2面12号竪穴建物遺物出土状態（南より）
・ 3区2面12号竪穴建物竈全景（南より）
・ 3区2面12号竪穴建物竈煙道（南より）
・ 3区2面12号竪穴建物竈石組（南より）
PL．144・ 3区2面3号土坑断面（西より）
・ 3区2面3号土坑全景（西より）
・ 3区2面5号土坑断面（西より）
・ 3区2面5号土坑全景（西より）
・ 3区2面17号土坑断面（南より）
・ 3区2面17号土坑全景（北より）
・ 3区2面18号土坑断面（西より）
・ 3区2面18号土坑全景（南より）
PL．145・ 3区2面19号土坑断面（西より）
・ 3区2面19号土坑全景（西より）
・ 3区2面21号土坑断面（西より）
・ 3区2面21号土坑全景（西より）
・ 3区2面１号旧石器確認調査トレンチ断面（西より）
・ 3区2面2号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 3区2面3号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 3区2面4号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
PL．146・ 3区2面5号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 3区2面6号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 3区2面7号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 4区2面全景（より）
PL．147・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ１全景（南より）
・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ2全景（南より）
・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ3全景（南より）
・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ4断面（南東より）
・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ5断面（南より）
・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ6断面（東より）
・ 4区2面8号堀立柱建物Ｐ7全景（南より）
PL．148・ 4区2面33号竪穴建物全景（西より）
・ 4区2面33号竪穴建物断面（東より）
・ 4区2面33号竪穴建物掘方全景（東より）
・ 4区2面33号竪穴建物竈全景（西より）
・ 4区2面33号竪穴建物竈断面（東より）
PL．149・ 4区2面34号竪穴建物全景（南より）
・ 4区2面34号竪穴建物遺物出土状態（南より）
・ 4区2面34号竪穴建物掘方全景（南西より）
・ 4区2面34号竪穴建物竈全景（南より）
・ 4区2面34号竪穴建物竈掘方断面（南より）
PL．150・ 4区2面35号竪穴建物全景（西より）
・ 4区2面35号竪穴建物掘方全景（西より）
・ 4区2面35号竪穴建物竈全景（西より）
・ 4区2面35号竪穴建物竈断面（西より）
・ 4区2面35号竪穴建物竈煙道（西より）
PL．151・ 4区2面36号竪穴建物全景（西より）
・ 4区2面36号竪穴建物断面（西より）
・ 4区2面36号竪穴建物Ｐ2断面（南より）
・ 4区2面36号竪穴建物竈断面（西より）
・ 4区2面36号竪穴建物竈掘方（西より）
PL．152・ 4区2面37号竪穴建物全景（西より）

・ 4区2面37号竪穴建物遺物出土状態（西より）
・ 4区2面37号竪穴建物掘方全景（西より）
・ 4区2面37号竪穴建物竈全景（西より）
・ 4区2面38号竪穴建物竈掘方（西より）
PL．153・ 4区2面38号竪穴建物全景（南より）
・ 4区2面38号竪穴建物出土遺物（南西より）
・ 4区2面38号竪穴建物掘方全景（南西より）
・ 4区2面38号竪穴建物竈全景（南より）
・ 4区2面38号竪穴建物竈断面（南より）
PL．154・ 4区2面39号竪穴建物全景（南より）
・ 4区2面39号竪穴建物断面（南より）
・ 4区2面39号竪穴建物掘方全景（南より）
・ 4区2面39号竪穴建物竈断面（西より）
・ 4区2面39号竪穴建物遺物出土状態（南西より）
PL．155・ 4区2面１号柱穴列Ｐ１全景（北より）
・ 4区2面１号柱穴列Ｐ2全景（北より）
・ 4区2面１号柱穴列Ｐ3全景（北より）
・ 4区2面１号柱穴列Ｐ4全景（北より）
・ 4区2面2号柱穴列Ｐ１全景（南より）
・ 4区2面2号柱穴列Ｐ2全景（南より）
・ 4区2面2号柱穴列Ｐ3全景（南より）
・ 4区2面199号ピット全景（南より）
・ 4区2面200号ピット全景（北より）
・ 4区2面201号ピット全景（北より）
PL．156・ 4区2面202号ピット全景（北より）
・ 4区2面203号ピット全景（北より）
・ 4区2面204号ピット全景（北より）
・ 4区2面205号ピット全景（南東より）
・ 4区2面206号ピット全景（北西より）
・ 4区2面207号ピット全景（北より）
・ 4区2面208号ピット全景（南西より）
・ 4区2面209号ピット全景（西より）
・ 4区2面210号ピット全景（南西より）
・ 4区2面218号ピット全景（南より）
・ 4区2面219号ピット全景（北より）
・ 4区2面220号ピット全景（南より）
・ 4区2面221号ピット全景（南より）
・ 4区2面305号ピット全景（南より）
・ 4区2面306号ピット全景（南より）
PL．157・ 4区2面307号ピット全景（南より）
・ 4区2面308号ピット全景（南より）
・ 4区2面309号ピット全景（南より）
・ 4区2面310号ピット全景（南より）
・ 4区2面311号ピット全景（南より）
・ 4区2面312号ピット全景（南より）
・ 4区2面313号ピット全景（南より）
・ 4区2面314号ピット全景（南より）
・ 4区2面320号ピット断面（南西より）
・ 4区2面321号ピット断面（南西より）
・ 4区2面322号ピット全景（南より）
・ 4区2面323号ピット断面（南より）
・ 4区2面324号ピット断面（東より）
・ 4区2面325号ピット断面（東より）
・ 4区2面326号ピット断面（南西より）
PL．158・ 4区2面327号ピット断面（南より）
・ 4区2面328号ピット断面（南西より）
・ 4区2面329号ピット断面（北東より）
・ 4区2面330号ピット断面（南より）
・ 4区2面331号ピット断面（南東より）
・ 4区2面332号ピット断面（南より）
・ 4区2面333号ピット断面（南より）
・ 4区2面334号ピット断面（南より）
・ 4区2面335号ピット断面（南より）
・ 4区2面336号ピット断面（南より）
・ 4区2面337号ピット断面（南より）
・ 4区2面338号ピット断面（北より）



・ 4区2面339号ピット断面（南より）
・ 4区2面340号ピット断面（南より）
・ 4区2面341号ピット断面（南より）
PL．159・ 4区2面345号ピット断面（南より）
・ 4区2面346号ピット断面（南より）
・ 4区2面347号ピット断面（南より）
・ 4区2面348号ピット断面（南より）
・ 4区2面349号ピット断面（東より）
・ 4区2面350号ピット断面（南より）
・ 4区2面351号ピット断面（南より）
・ 4区2面352号ピット断面（南より）
・ 4区2面353号ピット断面（南より）
・ 4区2面354号ピット断面（南より）
・ 4区2面355号ピット断面（南より）
・ 4区2面356号ピット断面（南より）
・ 4区2面357号ピット断面（南より）
・ 4区2面358号ピット断面（南より）
・ 4区2面359号ピット断面（南より）
PL．160・ 4区2面360号ピット断面（南より）
・ 4区2面361号ピット断面（南より）
・ 4区2面362号ピット断面（南より）
・ 4区2面363号ピット断面（西より）
・ 4区2面364号ピット断面（南より）
・ 4区2面365号ピット断面（南より）
・ 4区2面366号ピット全景（南より）
・ 4区2面367号ピット全景（南より）
・ 4区2面368号ピット全景（南より）
・ 4区2面369号ピット全景（南より）
・ 4区2面370号ピット全景（南より）
・ 4区2面371号ピット全景（南より）
・ 4区2面372号ピット全景（南より）
・ 4区2面373号ピット全景（南より）
PL．161・ 4区2面１号旧石器確認調査トレンチ断面（東より）
・ 4区2面2号旧石器確認調査トレンチ断面（西より）

・ 4区2面3号旧石器確認調査トレンチ断面（東より）
・ 4区2面4号旧石器確認調査トレンチ断面（東より）
・ 4区2面5号旧石器確認調査トレンチ（東より）
・ 4区2面6号旧石器確認調査トレンチ（東より）
・ 4区2面8号旧石器確認調査トレンチ断面（北より）
・ 4区2面9号旧石器確認調査トレンチ全景（東より）
PL．162・ 4区2面10号旧石器確認調査トレンチ全景（東より）
・ 4区2面11号旧石器確認調査トレンチ全景（東より）
・ 4区2面12号旧石器確認調査トレンチ断面（東より）
・ 4区2面13号旧石器確認調査トレンチ全景（南より）
・ 4区2面14号旧石器確認調査トレンチ断面（南より）
・ 4区2面15号旧石器確認調査トレンチ全景（北より）
・ 4区2面16号旧石器確認調査トレンチ全景（北より）
PL．163・ １面掘立柱建物・溝出土遺物、１面土坑出土遺物（１）
PL．164・ １面土坑出土遺物（2）
PL．165・ １面土坑出土遺物（3）、2面１・2号竪穴建物出土遺物
PL．166・ 2面2・4・5号竪穴建物出土遺物
PL．167・ 2面5・7・12号竪穴建物出土遺物
PL．168・ 2面13～17・20号竪穴建物出土遺物
PL．169・ 2面21・26・27・29・31～34号竪穴建物出土遺物
PL．170・ 2面36・37号竪穴建物出土遺物
PL．171・ 2面38・39・9号竪穴建物出土遺物
PL．172・ 2面縄文時代竪穴建物、土坑出土遺物
PL．173・ 2面縄文時代土坑出土遺物、
・ １～3区2面遺構外出土縄文土器
PL．174・ 3区2面遺構外出土縄文土器
PL．175・ 3・4区2面遺構外出土縄文土器
PL．176・ 4区2面遺構外出土縄文土器、2区表土出土縄文土器
PL．177・ 2区表土出土縄文土器
PL．178・ 2・4区表土出土縄文土器、須恵器
PL．179・ １区遺構外出土石器・石製品
PL．180・ 2・3区遺構外出土石器・石製品
PL．181・ 4区表土出土中近世土器、陶磁器類（１）
PL．182・ 4区表土出土中近世土器、陶磁器類（2）



第１章　調査に至る経緯、方法と経過
第１節　上信自動車道

吾妻西バイパスについて
　上信自動車道（国道145・353号バイパス）は、群馬県渋

川市の関越自動車道渋川伊香保インターチェンジを起点

に、長野県東御市の上信越自動車道東部湯の丸インター

チェンジへと至る総延長約80km（群馬県約65km、長野県

約15km）の地域高規格道路として、平成6年12月16日に

計画路線の指定を受けた。この道路は、群馬県の「群馬

がはばたくための7つの交通軸構想」における「吾妻軸」

として位置づけられ、関越自動車道と上信越自動車道を

連携し、吾妻地域の活性化支援に大きく寄与することが

期待され、起点となる関越自動車道渋川伊香保インター

チェンジの東側に続く前橋渋川バイパスや上武道路を含

めた地域高規格道路「熊谷渋川連絡道路」とともに、本県

の広域的ネットワークを形成する重要路線である。

　この上信自動車道は、起点から県境までを渋川西バイ

パス（国施工区間約5km）、金井バイパス（約１km）、川島

バイパス（約2㎞）、祖母島～箱島バイパス（約6㎞）、吾

妻東バイパス（約6km）、吾妻西バイパス（約7km）、八ッ

場バイパス（約9km）の各整備区間と、さらに調査区間（約

26km）とに分かれている。この中には、既に現道活用や

暫定供用されている区間もある。

　吾妻西バイパスは、国道145号バイパスの一部となる

整備区間の一つで、東吾妻町大字厚田（吾妻東バイパス

との接続地点）から東吾妻町大字松谷（供用が開始されて

いる八ッ場バイパスとの接続地点）までの区間であり、

途中には吾妻川を渡る橋梁も含まれる。また、この整備

区間は東吾妻町大字厚田、三島、岩下、松谷に位置し、

特に三島地区は吾妻川を挟んだ対岸に標高802.6ｍの奇

岩・怪岩に覆われた岩櫃山を望み、さらには四戸古墳群

第１図　上信自動車計画路線図（群馬県ＨP「上信自動車道」を加工　http：//www.pref.gunma.jp/contents/100010158.pdf）

第１節　上信自動車道吾妻西バイパスについて
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０ １: 200,000 10㎞

（町指定史跡　昭和47年指定）や唐堀遺跡（昭和55（1980）

年調査、縄文時代晩期）、三島根古屋城（中世城郭）といっ

た埋蔵文化財が所在することでも知られている地区であ

る。

第2節　調査に至る経緯

　吾妻西バイパスは、平成21（2009）年3月31日に整備区

間の指定を受け、その後に路線測量、関係機関との調整

や地元への協力要請を経て、用地取得等の工事着工準備

が進められた。

　対象地における文化財の取り扱いについては、平成

23（2011）年5月13日に工事を監理する群馬県県土整備部

建設企画課から群馬県教育委員会文化財保護課（以下、

県文化財保護課という）に、当該区間における埋蔵文化

財の有無と取扱について照会があった。これを受けた県

文化財保護課では、平成23年6月3日に、工事対象箇所

における埋蔵文化財包蔵の有無を明確にするため、試掘

調査が必要である旨回答した上で、調査範囲と調査面積

の確定、調査期間や経費算定のため、用地取得の終わっ

た箇所ごとに順次、試掘調査を行い、埋蔵文化財の包蔵

を確認した。

　その結果は逐次、群馬県県土整備部中之条土木事務所

（以下、県中之条土木事務所という）に通知され、協議の

結果、工事計画等の変更が不可能なことから、工事対象

範囲に包蔵される埋蔵文化財について、やむを得ず発掘

調査を実施し、記録保存の措置を講じることとなった。

　発掘調査は、県教育委員会の指導のもと、県中之条土

木事務所を委託者、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団（以下、当事業団という）を受託者として委託契約

を締結し、発掘調査事業が実施されることになった。

　吾妻西バイパスの最初の発掘調査は平成25（2013）年8

第2図　遺跡の位置（国土地理院1/200,000地勢図「長野」平成24年5月１日を加工）

唐堀B遺跡唐堀C遺跡

第１章　調査に至る経緯、方法と経過
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月からの厚田中村遺跡、同年9月からの四戸遺跡の順で

着手され、その後、各遺跡の発掘調査が断続的に進めら

れていった。平成27（2015）年度からは事業主体が群馬

県上信自動車道建設事務所となり、発掘調査は令和元

（2019）年度に終了した。

　本遺跡の発掘調査は、県中之条土木事務所と県文化財

保護課との協議を踏まえ、県文化財保護課による試掘調

査と調整を経て実施が決定された。その経緯は以下の通

りである。

　平成26（2014）年11月19日付け中土第32200-21号、平成

26年11月25日付け中土第32200-25号にて県中之条土木事

務所長より県文化財保護課長あて当該箇所の試掘・確認

調査依頼があり、それを受けて、翌平成27（2015）年6月

29日付け文財第706-14号にて、県中之条土木事務所長、

第3図　上信自動車道吾妻西バイパスの路線と各遺跡位置図（国土地理院1/50000「草津」「中之条」を加工）・

第１表　上信自動車道吾妻西BＰ調査遺跡一覧表

第2節　調査に至る経緯
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遺跡名 調査年度
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

１ 唐堀C遺跡 ○ ○
2 厚田中村遺跡 ○ ○ ○
3 新井遺跡 ○ ○ ○ ○
4 四戸の古墳群 〇
5 四戸遺跡・四戸の古墳群 ○ ○ ○ ○ ○
6 万木沢B遺跡 ○
7 唐堀B遺跡 ○ ○
8 唐堀遺跡 ○ ○ ○ ○
9 根小屋遺跡 ○
10 根小屋B遺跡 ○
11 根小屋城跡 ○ ○ ○
12 細谷E遺跡 ○
13 松谷松下遺跡 ○



東吾妻町教育委員会教育長宛て埋蔵文化財試掘・確認調

査の実施を通知し、同年7月14・15日に県文化財保護課

が１回目の試掘・確認調査を実施した。調査対象は、後

に3区と称されることになる調査区と、その東側に隣接

し、後に4区と称される調査区の東半部及びさらにその

東側に隣接する範囲を含む約11,000㎡であった。当該箇

所は、この時点においては周知の埋蔵文化財包蔵地では

なかったが、周辺に唐堀遺跡・唐堀B遺跡（東吾妻町遺

跡番号0067・0121）があることから、埋蔵文化財包蔵の

可能性が高いことが予想された。対象範囲に試掘坑を20

箇所設定して遺構の有無を確認したところ、後に3区と

称されることになる調査区の範囲の全域と、後に4区と

称されることになる調査区の西半部において遺構・遺物

の存在が確認された。また、後に4区に隣接する部分を

除いた範囲において遺構・遺物の存在を確認した。この

結果を受けて、県文化財保護課は、同年7月28日付け文

財第706-24号にて、県中之条土木事務所長宛て、工事対

象地において工事に先立って発掘調査が必要な範囲が存

在すること、およびその範囲が明示された。

　さらに同年10月１日付け、県中之条土木事務所は中土

第32200-15号にて県文化財保護課に対して、前回の試掘

調査で対象範囲としなかった事業対象地にかかる埋蔵文

化財試掘調査の実施を依頼した。県文化財保護課はそれ

を承けて、同年10月8日付け、文財第706-36号にて県中

之条土木事務所及び東吾妻町教育委員会教育長宛て試

掘・確認調査の実施を通知し、同年10月20～22日の3日

間にわたって2回目の試掘・確認調査を行った。対象と

したのは１回目の試掘調査で対象としなかった事業地内

西寄りの14,000㎡で、後に１・2区と称される調査区と

１区のさらに西側、及び4区の西半分に当たる範囲で

あった。32箇所の試掘坑を設定して遺構の有無を確認し

たところ、後に１・2区と称されることになる調査区の

全域及び後に4区と称されることになる調査区の西半分

において遺構・遺物の存在が確認された。後に１区と称

される調査区のさらに西側からは遺構・遺物は全く検出

されなかった。

　この試掘・確認調査の結果は同年12月１日付け文財第

706-24号にて県文化財保護課から県中之条土木事務所長

宛て工事対象地においては工事に先立って発掘調査が必

要な範囲を明示した回答がなされた。

　これによって、県教育委員会と県土整備部との間での

調整を経て、工事を実施するに当たって、現状における

遺跡の保存が困難であることから、やむを得ず発掘調査

による記録保存の措置をとることが合意されたのであ

る。

第3節　発掘調査の方法

　１．調査区と座標の設定

　調査対象地は東西方向に細長くわずかに湾曲する総延

長約500ｍの路線部分で、現在の生活道路及び用水路等

によって4箇所に分断されていたので、東側から西側に

向かって、順次、１～4区と命名した。

　調査区西隅の北東-南西方向の通学路以西が１区、通

学路と運動公園へと向かう南北方向の町道の間が2区、

運動公園へと向かう南北方向の町道以東が3区で、この

3調査区を平成28年度に調査した。また、3区東側を限

る北西-南東方向の町道の東側の長大な調査区を4区と

し、平成30年度に調査した。

　発掘調査に用いた座標は世界測地系（日本測地系2000

平面直角座標第Ⅸ系）であり、10ｍ×10ｍを基本とし設

定した。遺構図中の座標については、座標値の下3桁を

「X軸－Y軸」の順で記し、「X＝61800、Y＝－94500場合、

「800-500」のように表記した。

　１～4区の調査区は、世界測地系（日本測地系2000平

面直角座標系第Ⅸ系）のX=61700～61840、Y=-94450～

-94945の範囲に、１区はX=61780～61825・Y=-94880～

-94945、2区はX=61695～61835・Y=-94805～-94895、

3区はX=61790～61840・Y=-94685～-94800、4区は

X=61750～61840・Y=-94450～-94765の範囲にそれそ

れ収まる。

　グリッドの設定は、唐堀B遺跡・唐堀遺跡など周辺遺

跡との整合性を図るため、共通名称とした。世界測地

系（日本測地系2000平面直角座標系第Ⅸ系）のX=61380、

Y=-94120を基点として、１区画5ｍ四方のグリッドを

割り付けた。X軸は起点から北へ１から順次番号を、Y

軸は起点から西へＡからアルファベットを付し、Z以降

は順次アルファベットの前に数字を付して各グリッドを

呼称した。本遺跡はX軸43～63・Y軸3N～7Jの範囲

となり、本遺跡において最も東側に位置する調査区であ

第１章　調査に至る経緯、方法と経過
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第4図　調査区設定図
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る4区はX軸43～63・Y軸3N～5Z、3区ではX軸52

～62・Y軸5J～6G、2区はX軸51～61・Y軸6G～

6Z、最も西側に位置する１区はX軸50～59・Y軸6X

～7Jの範囲にそれぞれ収まる。

　このように設定されたグリッドであるが、実際、発掘

調査においては、遺構測量における遺構の位置及び遺物

出土位置などはすべて世界測地系の座標によって記録し

ているため、実質的には遺構外出土遺物の採り上げ記録

の際に用いるくらいの利用しかなかったのも実態であっ

た。本報告書でも、遺構外出土遺物を含め、遺構・遺物

の位置情報については、世界測地系の座標によって表記

する。

　2．発掘調査の方法

　発掘調査時には、大治3（1128）年頃に降下したとされ

る浅間粕川テフラ（以下、As-Kkと称する）の上面（中近世）

を１面とし、As-Kk下に見られる天仁元（1108）年降下の

浅間B軽石（以下、As-Bと称する）下の黒色土下面（古墳

～平安時代）を2面とし、さらにその下層の黒褐色土層

の下位付近から確認された縄文時代の遺構面を3面とし

た。しかしながら、古墳～平安時代の遺構確認面である

As-B下の黒色土下面からさらにその下層の縄文時代遺

構確認面とした黒褐色土下位までの層厚は一定していな

かったことや、As-KkやAs-Bも調査区の全域にわたって

均等に検出されたわけではなく、それらが検出されない

箇所も少なからず存在していたため、結果的に縄文時代

の遺構と古墳～平安時代の遺構がほぼ同一レベルにおい

て検出されたような事例や、調査時に１面とした遺構検

出面において、ほぼ同レベルから古墳～平安時代の竪穴

建物も検出されたような事例が実際にはいくつも存在し

ていた。そこで、整理の段階において、As-Kkより上位

に位置することが確実な遺構や、As-Kkが検出されなかっ

た場所から検出された遺構であっても、検出されたレベ

ル、土層や出土遺物等の状況からそのように判断してほ

ぼ間違いないと考えられる中近世の遺構群を１面検出の

遺構とし、それらの遺構群の下層に位置するAs-Bより

下であることが確実、ないしは検出レベル、土層や出土

遺物の状況からそのように推定可能な縄文～平安時代の

遺構群を2面検出の遺構群とし、さらに2面検出の遺構

群の中で、古墳～平安時代の遺構と縄文時代の遺構とに

分別することとした。

　発掘調査は、調査の方法はごく標準的な方法を用いた。

１面までの表土除去には重機を使用し、比較的層の薄い

2面の検出には発掘作業員による人力による掘削をもっ

て対応した。古墳～平安時代の遺構確認面の下に堆積す

る土層の厚さが一定しなかったため、3面の検出時には、

一部、重機による掘削を併用するケースも存在したが、

基本的には2面の検出と同様、発掘作業員による人力に

よる掘削をもって対応した。

　遺構確認作業は、確認面を鋤簾を用いて均質に削って

いくことで面的な遺構の把握に努めた。

　各遺構の調査は、竪穴建物では土層確認のための十字

のベルトを設定し、土坑は半裁して土層観察を行う等、

それぞれに適した方法を用いた。数の多いピットについ

ては、先ず半裁し、遺構と判断されたものに限って記録

することとした。遺構名は、調査区に拠らず遺構種別毎

に本遺跡全体における通し番号で標記した。

　表土除去後、平面精査及び遺構確認を行った。確認さ

れた遺構は、埋没土層確認用ベルトを任意に設定し、発

掘作業員が移植鏝等で掘削し、遺構断面及び平面測量及

び写真撮影等を行い、実測図及び写真によって記録した。

また、調査過程において出土した遺物については、出土

した遺構ごとに出土地点を記録し、整理・集約した上で、

洗浄および出土遺跡・遺構・出土地点等に関するデータ

を注記する作業を業者委託し、業者から提出を受けた成

果品については、発掘調査担当者が逐次、点検・照合し、

受領した。

　調査終了後の埋め戻しの作業は、基本的にバック

フォーを主体とする重機によって行った。

　3．遺構測量

　遺構等の測量は、遺構断面及び平面実測図とも縮尺

１/20を基本とし、遺構の状況に応じて適宜、竪穴建物

の竈などの遺構の微細な状況を実測するには縮尺１/10

を、また、長大な土坑及び溝、広範囲に及ぶ畑などの遺

構を実測する際には、適宜・１/40・１/60などの縮尺と

した。

　遺構平面実測図の作成に当たっては、測量会社にデジ

タル測量を委託し、データを収録したCDロム及び打ち出

し図面の提出を受けた。
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　遺構断面実測図は、原則として発掘現場における発掘

作業員によってアナログ実測で作成されたものを元に、

測量会社にデジタルデータ化を委託し、遺構平面実測図

と同様、データを収録したDVD-ROMおよびデジタルデー

タによって作成された打ち出し図面の提出を受けた。

　上記、委託先測量会社により作成されたデジタルデー

タ成果品およびアナログ実測された原図等は、調査記録

として保存されている。

　4．遺構写真撮影

　発掘調査において、すべての遺構の写真は発掘調査担

当者が分担して撮影した。掘立柱建物や竪穴建物等主要

な遺構については、中判カメラを用いてiso400モノクロ

フィルムを6×7㎝判サイズで撮影し、撮影記録はネガ

フィルムの状態で保存し、焼き付け写真を貼付したフィ

ルムの検索台帳を作成した。

　また、発掘調査の過程で、調査の進捗状況の記録、及

びすべての遺構について、デジタルカメラで撮影を行っ

た。

　また、調査記録として、遺構ごとに土層断面、遺物出

土状態、遺構全景等の撮影を行い、さらに必要に応じて

遺構の各部分について、検出および調査の状況について

微細な接写を行っている。

　調査区の全景写真等は、調査の進展にあわせて行い、

併せてラジコンヘリによる空中写真撮影を業者に委託し

て実施した。

　なお、撮影した写真のデジタルデータは、ＨDやDVD－

ROM等のメディアに保存し、データのファイル名は、調

査区・遺構略号・番号・撮影方向・内容を数値化したも

のに置き換えるリネーム作業を行った。

第4節　発掘調査の経過

　発掘調査は、平成28（2014）年4月１日～12月31日の

9箇月間（細谷E遺跡と通算）と、翌々年平成30（2018）

年7月１日から11月30日の5箇月間、計14カ月間で、平

成28年度に8,524.51㎡を、平成30年度に9,677.31㎡、合

計18,201.82㎡を対象として実施した。

　１．平成28年度の発掘調査

　平成26年度の発掘調査は、4月１日から11月30日にか

けての9箇月間、調査班１班、調査担当者2名の体制で

実施した。１～3区、8,524.51㎡を対象に実施した。

　発掘調査は側道設置を最優先とする工事工程に従って

3区より開始し、次いで通学路の工事を西側から行うた

め１区を、最期に3区を西側から調査した。3区の調査

に当たっては、調査区全域に東西方向のトレンチを7本

設定し、調査面や遺物包含層の状況や遺構分布の状況な

ど予め確認した後に、本格的に面的な調査に着手した。

　検出された主な遺構は、古代の掘立柱建物、縄文時代

の竪穴建物、古墳時代～古代の竪穴建物、中近世の畑、

中近世の溝、縄文時代の土坑、古墳時代～古代の土坑、

中近世の土坑、縄文時代～古代のピット、中近世のピッ

ト、中近世の竪穴状遺構などである。

　（１）中近世の遺構

　中近世の遺構の認定は、１面から確認されていること、

および埋土にAs-Kkが混入していることを指標とした。

　１区では溝、土坑、ピットなど近世の遺構が比較的豊

富であった。中でも調査区東側で直角に屈曲し、2区南

西隅へと繋がっていく大溝の検出が特筆される。溝の上

端部には数度にわたって改修された石列が遺り、基部の

石材には中世の五輪塔が使用されている箇所もある。最

終的な改修は天明3（1783）年の浅間山噴火による泥流の

発生以降であると考えられる。１区からは石臼片等の出

土が比較的多いが、中近世の陶磁器・土器類の出土は少

ない。

　2区からは竪穴状遺構、溝、土坑、ピットなどの遺構

が検出された。１区から繋がる9号溝が吾妻川方面へと

続き、館等の施設を方形に画する堀ではないことが判明

した。また、中近世のものと考えられる2棟の掘立柱建

物など他の調査区では検出されなかったような遺構も検

出された。そのほか土坑、ピット等を調査したが、掘立

柱建物の柱穴を構成するようなピットは検出されなかっ

た。

　3区では掘立柱建物、畑、溝、土坑、ピットなどの遺

構が検出された。
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　（2）古墳時代～古代の遺構

　2面から検出された古墳時代後期～平安時代中期の遺

構は、As-KkもしくはAs-B下から発見されたもので、こ

れらのテフラが埋土中に一次堆積したものもあったこと

や出土遺物の年代観などからそのように判断した。

　１区において検出された古代の遺構は、１区南東隅付

近から検出されたAs-Bに覆われた畑のみであった。１

区の辺りは古代の集落域の外であったことが判明する。

　2区では西隅から、As-Bによって覆われた畑が１箇

所検出された。１区南東隅付近から検出された古代の畑

とほぼ同時期のものと考えられ、１区から2区の西半分

にかけての一帯には集落は営まれておらず、耕地であっ

たことが判明する。また、2区の東側から中央にかけて

は古墳時代-平安時代中期の竪穴建物が20棟検出された。

古代の竪穴建物が最も多く確認された調査区で、緑釉陶

器皿や石製硯などの特殊遺物の出土があったが、土坑、

ピットの検出数は少なかった。

　3区からは、古墳時代後期の竪穴建物１棟、奈良・平

安時代の掘立柱建物１棟と竪穴建物10棟、土坑3基、ピッ

ト30基が検出された。2区の西半部から3区の西半部に

かけてが、集落の一つの中心であったことが判明する。

　（3）縄文時代の遺構

　縄文時代の遺構は、As-KkもしくはAs-B下のわずかに

暗色味をおびた部分、もしくはローム上面まで掘り下げ

て確認することが出来た遺構であるが、古墳時代後期～

平安時代中期の遺構とほとんど同一レベルにて検出され

た遺構も少なからず存在している。平成28年度の発掘調

査時には「第3面検出の遺構」とされていたが、平成30年

度に3区の東側に隣接し、最も調査区の面積が大きい4

区を調査した際に、縄文時代の遺物は、古墳時代後期～

平安時代中期の遺構検出面と同じ面から出土しているこ

とから、本報告書においては、縄文時代の遺構について、

古墳時代～平安時代の遺構と同様に2面検出の遺構とし

て取り扱う。

　１区からは縄文時代の遺構・遺物の検出・出土は皆無

であった。2区中央付近には縄文時代の遺物がまとまっ

て出土した地点があったが、遺構は検出できなかった。

3区から検出されたのは、縄文時代前期の竪穴建物１棟、

土坑などである。また、縄文時代後期の土器片類を含む

遺物包含層が検出された。

　2．平成30年度の発掘調査

　平成30年度の発掘調査は、平成30年7月１日から11

月30日までの5箇月間、3区の東側に隣接する4区

9,677.31㎡を対象に実施した。調査区としては１調査区

分であるが、調査面積は平成28年度に実施した１～3区

の合計を上回る面積である。

　調査班は、7・8月に2班担当4名、9～11月に１班

担当者2名が配置された。広い調査対象に対応するため、

区内を調査工程に従いＡ～Ｆ区に区分し、それぞれ東西

南北を用いて細かく区分しながら調査を行った。遺構確

認面は、過年度調査や試掘結果から、中近世の遺構確認

面である１面をAs-Kk下面、縄文時代～平安時代の遺構

確認面を2面＝黄褐色土上面に設定したが、必要に応じ

てAs-Kk上面・As-B下面・漸移層上面を調査した。

　発掘調査は工事工程に伴って、調査区の西寄り及び最

東端の橋脚設置部分から先行して着手され、その後はお

おむね調査区の東側から西に向かって調査を進めていっ

た。おおむね調査区の南側ではAs-Kkの堆積が厚い傾向

があった。なお、調査終了区から順次埋め戻した。

・　（１）中近世の遺構

　中近世の遺構確認面である１面（As-Kk下面）では、調

査区の西端から東寄りにかけての北側においては全く遺

構が検出されない箇所が広く存在した。

　畑、掘立柱建物、溝、土坑、ピットなどの遺構が検出

された。畑は、調査区の西寄り、中央東寄り、東寄り、

東端付近のいずれも南側から検出された。調査区の西寄

り、中央東寄り、東寄りから検出された畑は、断面を観

察するとAs-Bが混じる黒褐色土を切り込む形でAs-Kk

の一次堆積と思われる軽石層が堆積しており、天仁元

（1108）年のAs-B降下後からAs-Kk降下前までの間に耕作

された畑と考えられる。畝幅0.3ｍ、畝高0.1cm、畝間0.4ｍ

程度で、若干湾曲しながら南北方向に延びていた。調査

区東端部南側からは、As-Kk混じりの黒色土によって埋

没した畑が確認できる箇所もあったが、検出状態が悪い

ためＡ区南以外では面として捉えることはできなかっ

た。畑はC区東にある谷地形の底で約125㎡確認された。

畝・畝間の方向は、若干東に傾くものの南北に延びてい
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る。

　掘立柱建物は5棟検出されたが、いずれも柱穴が

As-Kk混土で埋没しており中・近世以降のものである。

最も規模が大きいものは東西１間×南北5間の（東西4

ｍ×南北5ｍ）南北棟で、この他、2間×3間・4×

6ｍの西側に庇が取りつくタイプのものも存在していた

が、2間×2間・3ｍ四方、2間×3間・3×6ｍ、１

間×2間・2×3ｍ程度の小規模なものが主であった

　122基検出された中近世の土坑の多くは、おおむね隅

丸長方形状を呈するもので、埋土はAs-Kk混土である。

これらの中には墓壙が6基含まれている。

　（2）古墳時代～平安時代の遺構

　黄褐色土上面から、古代の掘立柱建物１棟、竪穴建物

7棟、土坑44基、ピット167基などが検出された。

　竪穴建物は、古墳時代後期の竪穴建物は調査区の東端

付近から１棟と、調査区の南西部から3棟が検出され、

平安時代の竪穴建物は同じく調査区の南西部で3棟が検

出された。調査区西端から検出された古墳時代の竪穴建

物１棟を除き、他の竪穴建物では、北壁もしくは東壁に

石組みを用いた竈が取り付けられていた。縄文時代の遺

物は数点確認された。遺物が比較的集中している箇所に

は、トレンチ調査やグリッド調査を行ったが遺構は確認

できなかった。

　本調査では縄文、古墳、平安、江戸時代の石器・土器・

金属製品等が17箱出土した。

　平成30年度の調査終了を以て、上信自動車道建設に先

立って行われた本遺跡の発掘調査はすべて終了したこと

になる。

調査日誌抄

平成28年度

4月１日（金）　事業団本部にて辞令交付式。調査担当者

2名着任。

4月4日（月）　調査準備。JVと現場で打合せ。

4月11日（月）・・・調査準備。重機によるプレハブ・駐車場

等用地整地、砕石搬入。

4月26日（火）　3区東側より重機による表土掘削着手。

4月27日（水）　3区遺構確認着手。

5月13日（金）　3区１～3・10～14号土坑掘削調査、土

層断面写真撮影。

5月19日（木）　１区重機による表土掘削。3区5号竪穴

建物掘削調査。

5月20日（金）　１区重機による表土掘削終了。3区2・

5号竪穴建物、2号掘立柱建物各柱穴、

12～20号ピット土層断面写真撮影。

5月26日（木）　3区１・5号竪穴建物遺物採り上げ。

6月6日（月）　3区6～8号竪穴建物精査。

6月8日（水）　１区溝周辺の精査。3区１号竪穴建物全

景写真、2号竪穴建物掘方精査。ラジコ

ンヘリによる調査区空撮。

6月15日（水）　3区１～8号竪穴建物掘方精査。

6月17日（金）　3区縄文時代土坑等調査着手。

7月6日（水）　１区縄文時代土坑等掘削精査。3区縄文

時代土坑等精査継続。

7月11日（月）　3区調査区壁土層断面実測着手。

7月20日（水）　3区10～11号竪穴建物掘削精査。

7月25日（月）　3区古墳時代後期～平安時代中期土坑掘

削精査、土層断面実測。

8月5日（金）　3区古墳時代後期～平安時代中期遺構検

出状況空撮。旧石器確認調査着手。

8月17日（水）　１区9号溝精査。3区旧石器確認調調査

継続。

8月18日（木）　１区3・9号溝精査、101・103号土坑土

層断面実測。3区9号竪穴建物（縄文時

代）遺物採り上げ。

8月24日（水）　１区南東部3号畑検出、104・105号土坑

土層断面写真撮影。3区9号竪穴建物床

面精査、遺物採り上げ。

9月１日（木）　１区土坑等精査。2区重機による表土掘

削着手。3区9・11・12号竪穴建物精査

継続、土層断面実測。

9月7日（水）　１区土坑等精査、土層断面実測。2区重

機による表土掘削継続。3区12号竪穴建

物及び竈等精査、土層断面実測。

9月10日（土）　１区土坑、ピット等精査継続。2区重機

による表土掘削継続。

9月14日（水）　3区調査を完了。

9月16日（金）　１区全景及び2区9号溝遠景撮影、土坑・

ピット等掘削精査。2区土坑・ピット・
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溝等掘削精査。１区調査完了。

9月26日（月）　2区14号竪穴建物調査着手。

10月3日（月）　2区13・14号竪穴建物、土坑等精査、土

層断面実測。

10月4日（火）　2区北側景写真撮影。

10月27日（木）　2区15・16・20・22号竪穴建物土層断面

写真真撮影、実測。

11月14日（月）　2区20・22・26号竪穴建物竈等精査、写

真撮影。

11月17日（木）　2区空撮。

11月25日（金）　2区28・29号竪穴建物調査着手。

11月30日（水）　2区31・32号竪穴建物調査着手。

12月6日（火）　2区2回目の空撮。

12月7日（水）　2区27・28・31・32号竪穴建物精査継続。

旧石器確認調査着手。

12月15日（木）　2区31号竪穴建物調査継続、旧石器確認

調査継続。

12月20日（火）　2区調査終了。

12月22日（木）　2区埋め戻し着手。現場撤収。

平成30年度

7月2日（月）　辞令交付、担当者4名着任。

7月3日（火）　現地における調査準備着手。

7月9日（月）　4区重機による表土掘削着手。

7月12日（月）　4区東端及び東寄りで遺構確認着手。

7月23日（月）　4区東端でAs-Kk下道路遺構調査、4区

東寄りで表土掘削、西端で遺構確認。

7月30日（月）　4区166号土坑精査。

8月１日（水）　4区198・200～210号ピット精査。

8月6日（月）　4区東端部調査完了。東寄り部分で調査

継続。調査区壁土層実測・写真撮影。

8月10日（金）　4区177～188号土坑土層断面写真撮影。

8月16日（木）　4区169・184～187号土坑写真撮影、精

査継続。

8月22日（木）　4区195～202号土坑、5号畑精査継続。

8月31日（金）　4区205～215・217～219・221～226・236・

243号土坑写真撮影。

9月6日（木）　4区・33号竪穴建物土層断面実測、写真

撮影。

9月11日（火）　4区33号竪穴建物竈精査、実測。251～

253号土坑土層断面写真撮　影、実測。

9月13日（木）　4区251～257号土坑全景写真撮影、33号

竪穴建物竈掘方精査。

9月19日（水）　4区33号竪穴建物掘方全景写真撮影。

9月26日（水）　4区260号土坑写真撮影。

10月１日（月）　4区211～218号ピット全景写真撮影。

10月16日（火）・　4区273～286号土坑、7号畑精査。

10月22日（金）　4区223～225、96～300号土坑精査。4

区全景写真撮影。

10月26日（金）　4区全景写真撮影（2回目）。

11月5日（月）　4区7号畑精査。

11月9日（金）　4区34号竪穴建物全景写真撮影。

11月12日（月）　4区35号竪穴建物精査。

11月19日（月）　4区37号竪穴建物精査、写真撮影。

11月22日（木）　4区全景写真撮影。

11月27日（火）　4区37号竪穴建物掘方全景写真撮影。

11月28日（水）　4区遺構調査完了。機材等搬出着手。

11月30日（木）　現場撤収。

第5節　整理作業の経過と方法

　整理作業は、平成31・令和元年度に平成31年4月１日

から令和2年3月31日までの12箇月間、令和2年度に令

和2年4月１日～令和3年3月31日までの12箇月間、計

24箇月間にわたって実施した。

　整理作業は、平成31年4月１日から令和3年3月31日

までの24箇月間、群馬県上信自動車道建設事務所の委託

を受けて、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が

実施した。

　１．平成31・令和元年度の整理作業

　平成31年・令和元年度の整理では、整理作業は、平成

31年4月１日から開始した。

　出土遺物については、まず、報告書に掲載する古墳時

代～中近世土器・陶磁器類、縄文時代～中近世の石器・

石製品類の選別を行い、古墳時代～中近世の土器・陶磁

器類及び縄文時代～中近世の石器・石製品類の写真撮影、

接合・復元等の作業を実施した。縄文時代～中近世の石

器・石製品類は実測・トレース及び遺物観察表の作成を

行い、業務を完了した。古墳時代～古代の土器・陶器に

ついては一部実測にも着手した。金属製品は、報告書掲

第１章　調査に至る経緯、方法と経過
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載資料の選別と錆落としの作業、応急的保存処理の作業

等を実施した。

　遺構実測図については、まず調査区ごとに順次、各遺

構の確認、遺構計測、遺構台帳の整備といった基礎作業

を先行させ、併せて遺構写真の確認作業も行った。その

後、竪穴建物・掘立柱建物等の遺構種別に図面修正を進

めた。点検・整理の上、平面図及び土層断面図の編集及

び修正、デジタル・トレース原図の作成、土層注記の編

集等の作業を行い、竪穴建物及び掘立柱建物の遺構図に

ついて、一部、デジタル原稿化にも着手した。

　さらに、報告書に掲載する遺構写真の選定にも一部着

手した。これらの作業と並行して報告書本文の原稿の執

筆にも一部着手した。

　2．令和2年度の整理作業

　前年度の整理作業を継続し、報告書刊行に向けた執筆

および編集作業を進め、遺物や資料類の収納作業を行い、

整理業務の完了に努めた。

　出土遺物については、前年度着手した古墳時代～古代

の土器・陶器類、中近世土器・陶磁器類は、前年度から

の業務を継続して引き続き実測・トレースの作業を行い、

遺物観察表を作成して業務を完了した。縄文・弥生土器

は報告書掲載資料の選別、接合・復元、写真撮影、採拓、

実測・トレース等の作業を行い、遺物観察表を作成して

業務を完了した。金属製品は、昨年度より引き続き錆落

とし等の処理を継続して行い、写真撮影、実測・トレー

ス、採拓等の作業を行い、遺物観察表を作成して業務完

了した。

　遺構写真については、目前年度に引き続き、報告書掲

載写真の選定を行った後、レイアウト原案の作成、キャ

プション原稿の整備等を行い、レイアウト原案及びキャ

プション原稿をデジタル専業班に納入し、遺構写真図版

頁のデジタル原稿化を図った。

　遺構実測図については、溝、土坑、ピット、畑などの

遺構について、図面照合、図面修正、遺構計測、デジタ

ル・トレース原図の作成等の作業を行い、デジタル原稿

化を図った。

　それらを経て、デジタル化された遺構図面の校正、本

文の原稿執筆及び報告書原稿の総合的なレイアウト等の

作業、報告書原稿全体のデジタル組版及び編集作業を

行った。

　作成された原稿は、業者に委託され、印刷・製本の業

務を実施した。

　なお、業者委託した印刷業務の推移の中で、原稿の校

正作業を実施し、完成後、納品を受け、納品された発掘

調査報告書は、検品の上、完了検査を実施し、活用に資

するために関係各機関へ発送する作業を行う。

　また、これらの作業と並行して、調査及び整理業務の

過程で作成された遺構・遺物の各種図面・写真等の記録

類を収納する作業を実施した。

　発掘調査及び整理業務の過程で作成された遺構・遺物

にかかる各種図面及び写真等の調査記録資料は、一括し

て群馬県埋蔵文化財調査センターに収納・保管されてい

る。

第5節　整理作業の経過と方法
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第2章　遺跡の地理的・歴史的環境

第１節　地理的環境

　唐堀C遺跡は、吾妻郡東吾妻町の北部、JR吾妻線矢倉

駅から南西に0.7㎞、吾妻郡東吾妻町大字三島字唐堀に

所在する。

　吾妻郡東吾妻町は、平成18（2006）年3月27日に吾妻郡

吾妻町と東村が合併して成立した。吾妻川を挟んだ南

側に榛名山や浅間隠山、北側には岩櫃山や吾嬬山など

1,000ｍ級の山々が聳え、周辺の山地は、急峻な地形を

呈している。また、町域内を吾妻川・温川・深沢川など

の河川が流れている。なお、本遺跡から北東側に望む岩

櫃山は標高802ｍの岩山で、奇岩・怪石からなる山容は

吾妻八景を代表する景勝地としても知られ、また、戦国

時代の真田氏の居城であった岩櫃城跡が所在する地とし

て人気の観光地として急速に注目されるようになった。

　『平成27年度群馬県市町村要覧』によると、東吾妻町の

産業別人口構成は第１次産業が15.8％、第2次産業が

25.8％、第3次産業が58.4％であり、近年は畜産業がや

や盛んである。

　吾妻川は鳥居峠付近を源流とし、吾妻郡内を西から東

へと流れる。吾妻川沿いには河岸段丘が発達しており、

上位段丘面群（蓑原面・成田原面）・中位段丘面（新巻面）・

下位段丘面（中之条面）・最下位段丘面群（伊勢町面群）に

分類される。これら段丘面のうち、上位段丘面群に下部

～上部ローム層が、中位段丘面に中部～上部ローム層

が、下位段丘面に上部ローム層が堆積している。最下位

段丘面群にはローム層が堆積していない。なお、本遺跡

の西約7㎞に位置する国指定名勝吾妻峡も、この吾妻川

によって形成された峡谷である。吾妻郡東吾妻町大字松

谷の雁ヶ沢川との合流地点付近から吾妻郡長野原町大字

川原湯の八ッ場ダム建設予定地の東側付近にかけての約

4㎞にわたっている。

　榛名山は、掃部ヶ岳（1,449ｍ）を最高峰とする複式成

層火山であり、山頂部にはカルデラ・カルデラ湖・中央

火口丘など、山体斜面には熔岩ドームや爆裂火口が存在

する。また、6世紀にはＨr-FA・Ｈr-FPの火山灰・軽石を

噴出した2度の噴火が発生している。

　榛名山北側山麓の大部分は火山麓扇状地であり、大谷

沢川・深沢川・寺沢川・大泉寺川・泉沢川・奥田川など

の放射谷が山体を抉っている。泉沢川以西では、火山麓

扇状地原面の一部が保存されている。榛名山以外の周

辺の山地は、急峻な地形を呈している。また、唐堀B

遺跡の南西約28㎞に位置する浅間山の火山活動（As-C、

As-B、As-Ａなどを噴出）は現代でも活発であり、吾妻

郡域を中心に群馬県全域にさまざまな影響を与えてい

る。

　本遺跡は、北に吾妻川と東に温川とに囲まれた吾妻川

右岸の河岸段丘下位段丘面に位置している。標高はおお

むね420ｍ前後であり、西側がやや高く、東側の唐堀遺

跡に向かって緩やかに傾斜しているが、ほぼ平坦な地形

である。

　本遺跡中央には段丘面を開析する埋没谷があり、河川

が南から北へと流れている。遺跡の北側は東流する吾妻

川が形成した比高約40ｍの急峻な段丘崖で画されてい

る。弥生時代～平安時代の大集落が形成された四戸遺跡

や、古墳時代後期の古墳群である四戸の古墳群と同じ段

丘面に当たり、周辺では最も古代の集落が立地する地点

である。

　温川は本遺跡の東約2㎞で吾妻川に合流する。本遺跡

の南は急傾斜の山地であり、複雑で急峻な地形を呈して

いる。吾妻川を挟んだ対岸にはJR吾妻線と国道145号線

が吾妻川にほぼ沿って東西に走るが、公共施設や商業施

設などが特に集中しているような状態ではない。

　調査対象地周辺は、現状では水田や蒟蒻畑が広がり、

その間に宅地が点在しているような状況である。

第2節　歴史的環境

　本遺跡の所在する東吾妻町は、吾妻郡の東南に位置し、

国指定名勝吾妻渓谷を有する吾妻川が町内を東へと流下

する。古代にあっては吾妻郡の一角をなし、戦国武将真

田氏の岩櫃城、近世の大戸関はよく知られているところ

第2章　遺跡の地理的・歴史的環境
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地すべり

急斜面（30ﾟ＜）

一般斜面（15ﾟ～30ﾟ）

山麓緩斜面（15ﾟ＞）

山頂緩斜面・山腹緩斜面（15ﾟ＞）

急斜面（30ﾟ＞）

一般斜面（15ﾟ～30ﾟ）

山麓緩斜面（15ﾟ＞）

上位段丘群

下位段丘群

最下位段面丘群（完新世段丘群）

段丘崖

谷底平野

河 原

崖錘・麓屑面

扇状地・沖積錘面

人工改変地

その他低 地台 地火山地山 地

第5図　周辺地形分類図（国土交通省国土政策局国土情報課5万分の１都道府県土地分類基本調査（中之条）を一部加工）

唐堀C遺跡

第１節　地理的環境
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である。特に、郷原遺跡から出土した縄文時代後期の国

指定重要文化財「ハート形土偶」、岩櫃山の山頂付近には

弥生時代中期の「鷹の巣岩陰遺跡」といった著名な遺跡が

ある。

　吾妻郡域では、国指定名勝吾妻峡より西側の八ッ場ダ

ム建設予定地においては数多くの遺跡が発掘調査されて

いる。これに対し、本遺跡周辺において確認されている

遺跡は少ないが、近年の上信自動車道吾妻西バイパス建

設に伴う発掘調査等を含め、徐々に発掘調査件数が増え

てきている。

　文献史料もまた、特に中世以前がきわめて少ない状況

にある。

　１．旧石器時代

　本遺跡周辺においては、旧石器時代の遺跡は確認され

ていない。本遺跡から最も近い位置にある旧石器時代の

遺跡は、本遺跡から北東に約20㎞も離れた位置にある高

山村の新田西沢遺跡（第6図範囲外）である。

　2．縄文時代

　吾妻郡域では縄文時代後期のハート形土偶で知られる

郷原遺跡や唐堀遺跡、八ッ場ダム建設関連で調査された

上郷岡原遺跡等の著名な遺跡が存在するものの、従来は

東吾妻町内における縄文時代の遺跡の発掘調査事例は少

なかった。近年の上信自動車道吾妻西バイパス建設に

伴う東吾妻町内における一連の発掘調査において、本遺

跡をはじめ四戸遺跡、新井遺跡、万木沢B遺跡、唐堀遺

跡等において縄文時代の遺構が検出され、本遺跡周辺地

域における縄文時代の様相が次第に明らかになりつつあ

る。

　なお、本遺跡周辺においては、縄文時代草創期～早期

の遺跡は確認されていない。

前期の遺跡　縄文時代前期になると少ないながらも集落

が確認されるようになる。本遺跡からも、後述するよう

に、縄文時代前期後葉の竪穴建物と土坑が検出されてい

る。他に本遺跡の近隣で縄文時代前期の遺構が検出され

た遺跡として、本遺跡の南東約700ｍに位置する四戸遺

跡（第6図11）と、本遺跡の東南東約1.5㎞に位置する新

井遺跡（第6図18）がある。

　四戸遺跡では縄文時代前期前葉及び中葉の竪穴建物計

6棟と大型土坑１基、新井遺跡では縄文時代前期中葉の

竪穴建物と土坑が検出されている。

中期の遺跡　本遺跡の周辺・近隣において縄文時代中期

の遺構が検出された遺跡としては、本遺跡の東約2㎞に

位置する郷原遺跡（第6図20）がある。

　郷原遺跡は第2次世界大戦中の昭和16（1941）年に、

現在国指定重要文化財に指定されているハート形土偶が

出土したことで知られているが、昭和59（1984）年と平成

6（1994）年にも発掘調査が行われ、縄文時代中期後半の

竪穴建物が検出されている。

　本遺跡の北西約3.9㎞に位置する上郷Ａ遺跡（第6図範

囲外）からは中期の集落が検出されている。

後期の遺跡　本遺跡の周辺・近隣において縄文時代後期

の遺構が検出された遺跡として、郷原遺跡、新井遺跡、

上郷岡原遺跡（第6図範囲外）がある。

　郷原遺跡では、昭和59（1984）年と平成6（1994）年の発

掘調査において縄文時代後期初頭の敷石建物や配石土坑

が検出された。

　新井遺跡では後期初頭の敷石建物が検出されている。

また、本遺跡の北西約4㎞に位置する上郷岡原遺跡は

八ッ場ダム建設に伴って当事業団によって発掘調査され

た遺跡で、後期初頭から後期前半にかけての敷石竪穴建

物や竪穴建物が多く検出された。

　本遺跡の北東側に隣接する唐堀遺跡（第6図2）からは

後期～晩期の集落と水場遺構が確認されており、土偶や

岩版、耳飾なども出土している。

晩期の遺跡　本県においては、縄文時代晩期の遺構が検

出された遺跡は多くないが、本遺跡の周辺や近隣におい

て縄文時代晩期の遺構が検出された遺跡として、本遺跡

の北東側に隣接する唐堀遺跡、本遺跡の南東約0.5㎞に

位置する万木沢B遺跡（第6図9）がある。

　唐堀遺跡では、先述したように後期後半から晩期の竪

穴建物や土坑、配石遺構、水場遺構等が検出され、東北

地方から搬入されたと考えられる遮光器土偶の頭部をは

じめとする多量の遺物が出土した。

　さらに、万木沢B遺跡においても土坑が検出され、晩

期の遺物が多量に出土した。
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　3．弥生時代

　本遺跡周辺においては、弥生時代前期および後期の遺

跡は確認されていない。

中期の遺跡　中期の遺跡としては、本遺跡の北東約1.6

㎞に位置し、「岩櫃山式土器」の標式遺跡である岩櫃山鷹

の巣遺跡（第6図24）や、本遺跡の北西約0.25㎞に位置す

る前畑遺跡（第6図28）などから再葬墓が確認されてい

る。

　前畑遺跡は吾妻川の河岸段丘の最下位段丘面群上に立

地する一次埋葬地であり、また、岩櫃山鷹の巣遺跡は岩

櫃山の岸壁に立地する二次埋葬地と考えられている。

　他に、新井遺跡では土坑や遺物、四戸遺跡においても

竪穴建物2棟が検出されている。

後期の遺跡　唐堀遺跡を挟んで本遺跡の東側に近接する

唐堀B遺跡は、本遺跡や唐堀遺跡等と同様、上信自動車

道吾妻西バイパスの建設に伴って発掘調査された遺跡で

あるが、本遺跡周辺において、弥生時代後期の竪穴建物

が纏まって検出された遺跡として画期的な発見となっ

た。唐堀B遺跡で検出された竪穴建物は計5棟で、いず

れも弥生時代後期樽式期のもので、規模・形状はいず

れも北東―南西方向に長い隅丸長方形状を呈するもので

あった。

　唐堀B遺跡以外に、上信自動車道吾妻西バイパス建設

に伴う発掘調査で弥生時代後期の遺構が検出された遺跡

としては、四戸遺跡および四戸の古墳群（第6図12）、新

井遺跡等がある。

　四戸遺跡では、後期樽式期の集落を形成する竪穴建物

17棟と竪穴状遺構１基が検出され、現在までのところ、

吾妻川流域にあって最も西側で検出された大規模な集落

と位置付けられる。

　四戸遺跡の東側に隣接する四戸の古墳群の発掘調査に

おいても、当該期の竪穴建物数棟が検出され、四戸遺跡

で検出された集落と一体をなす集落と考えられる。

　新井遺跡からは、竪穴建物、円形周溝墓、大型の方形

土坑等が検出された。

　4．古墳時代

　本遺跡周辺は、本県における古墳所在地の最北西端の

地として知られてきた。

前期の集落遺跡　本遺跡周辺においては、古墳時代前期

の遺跡は少ない。

　本遺跡の北西約1.8㎞に位置する天神遺跡（第6図33）

からは前期の遺物が出土しているほか、本遺跡の南西約

5.2㎞に位地する温川上流の宿遺跡（第6図範囲外）から

は前期の集落が確認されるとともに石田川式土器も出土

している。

　また、四戸遺跡からは古墳時代前期から後期に及ぶ多

くの竪穴建物が検出されているが、4世紀代の集落を構

成する竪穴建物は4棟検出されている。

中期以降の集落遺跡　5世紀以降になると遺跡数は増加

する。本遺跡でも古墳時代後期の集落が検出されている。

本遺跡の北西約0.15㎞に位置する前畑遺跡（第6図28）か

らは中期～後期の集落が確認されている。

　また、本遺跡の北西約１㎞に位置する姉山の石組カマ

ド（第6図32）は、緩斜面に立地する竪穴建物に構築され

た山石利用の石組みカマドであり、吾妻川流域の古墳時

代から平安時代にかけて特徴的なものである。

　古墳時代前期4世紀から集落が出現する四戸遺跡では

竪穴建物が5世紀後半に急増して13棟の竪穴建物からな

る集落が形成される。、集落はその後もさらに安定して

継続し、6世紀前半には29棟、6世紀後半には21棟、7

世紀前半には11棟、7世紀後半には10棟のそれぞれ竪穴

建物からなる集落が形成されている。この集落展開の状

況は、段丘東縁に位置する四戸の古墳群の造営にも大き

く関与したものと考えられる。

　四戸遺跡の東側に隣接する四戸の古墳群では、5世紀

中葉から6世紀初頭にかけての竪穴建物が7棟検出され

ている。上信自動車道建設に先立って発掘調査された範

囲からは6世紀後半以降の竪穴建物は検出されていな

い。

　新井遺跡からは、中期から後期の集落が検出され、万

木沢B遺跡では後期の集落が検出されている。

　本遺跡でも6世紀後半の集落が検出されている。

古墳　本遺跡の周辺においては前期～中期の古墳は全く

検出されていない。本遺跡の北西約１㎞に位置する後期

の机古墳（第6図29）は、現在判明している限りでは群馬

県最西端の古墳である。

本遺跡の東南東約1.1㎞に位置する四戸の古墳群（第6図

12）からは26基の古墳が確認されている。
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　新井遺跡からは、中期から後期の方形周溝墓4基、古

墳3基も検出されている。検出された一辺約27ｍ程度の

方墳は『上毛古墳総覧』に記載された「遠見塚古墳」に相当

するとみられる。

　唐堀遺跡からは、6世紀後半の円墳１基が検出されて

いる。また、唐堀遺跡の西側に隣接する唐堀C遺跡、本

遺跡の西側に位置する万木沢B遺跡では後期の集落が検

出されている。

水田　本遺跡等と同様、上信自動車道吾妻西バイパスの

建設に伴って発掘調査された、本遺跡の東北東約2㎞に

位置する厚田中村遺跡では6世紀初頭に降下したと考え

られている榛名山二ツ岳を給源とするＨr-FAによって埋

没した古墳時代の極小区画水田が部分的に検出され、当

該地域における古墳時代の極小区画水田の初めての検出

事例となった。

　5．奈良・平安時代

吾妻郡　律令制下において、群馬県域はほぼ上野国の領

域に当たっており、国内には「碓氷・片岡・甘楽・多胡・

緑野・那波・群馬・吾妻・利根・勢多・佐位・新田・山

田・邑楽」の14郡が置かれた（当初13郡、和銅4（711）年

に多胡郡設置で14郡）。吾妻郡は上野国の北西端に位置

し、「長田、伊参、太田」の3郷が確認できる。また、吾

妻郡中之条町大字市城付近は官牧の「市代牧」に比定され

ている。

金井廃寺と吾妻郡家　本遺跡の北東約5.9㎞に位地する

金井廃寺（第6図範囲外）は7世紀後半から9世紀前半に

かけての寺院跡であり、上野国佐位郡家に隣接し、佐位

郡の郡領層が建立した寺院と考えられる上植木廃寺（伊

勢崎市）と同笵の軒丸瓦が採取されている。

　県内では山王廃寺＝放光寺跡（前橋市）、上植木廃寺、

寺井廃寺（太田市）とこの金井廃寺以外に、現在のところ

本格的な白鳳期の寺院遺跡は発見されておらず、上野国

内でも屈指の大寺院の一つであったと考えられる。

　7世紀に建立された白鳳期寺院の遺跡の全国的な動向

からみれば、それらは地域きっての有力豪族で、評督、

後に郡領層となるような氏族によって建立されたもの

で、評家、後の郡家に近接する位置に建立されたものと

考えられる。群馬郡家の遺跡は、現在までのところは発

見されていないものの、山王廃寺＝放光寺は後の群馬郡

領氏族によって建立され、その近隣の地に群馬郡家が存

在していたものと考えられる。

　その他の、群馬県内における白鳳期寺院の遺跡では、

上植木廃寺の南側で佐位郡正倉跡（国指定史跡）が、金井

廃寺の南西側で新田郡庁及び正倉跡（国指定史跡）がそれ

ぞれ発見されている。この点を見ても、金井廃寺は吾妻

評の評督、後の吾妻郡の郡領となった氏族によって、吾

妻評家、後の吾妻郡家の比較的近接した地に建立された

と見るのが妥当であろう。

　吾妻郡は山間部に立地し、律令制下においても郡の等

級が最下の小郡という位置づけであったにも拘わらず、

いち早く本格的な寺院を建立することが出来た、強い経

済的基盤を有する有力な在地首長が存在していたことに

なる。

　なお、11世紀前半における上野国司交替時に取り交

わされた国内財産記録の草案である「長元3（1030）年上

野国不与解由状案」（いわゆる「上野国交替実録帳」、国

宝九条家本『延喜式』裏文書、東京国立博物館蔵）定額寺

項には、「放光寺」、「法林寺」、「弘輪寺」、「慈廣寺」の4

箇寺の名称が記載されている。「放光寺」が山王廃寺に当

たることは、出土した文字瓦によって確実であるので、

「法林寺」、「弘輪寺」、「慈廣寺」の三箇寺が、放光寺以外

の県内における3箇所の白鳳期寺院遺跡である上植木廃

寺、寺井廃寺、金井廃寺のそれぞれどれかである可能性

が高いものと考えられる。

集落　本遺跡周辺においては、前畑遺跡において古墳時

代後期から平安時代に至る集落が検出され、上郷Ａ遺跡、

本遺跡の北西約3.8㎞に位置する上郷B遺跡、細谷B遺

跡、万木沢B遺跡、本遺跡の西北西約１㎞に位地する根

小屋遺跡等からも平安時代の集落が検出された。また、

本遺跡及び四戸遺跡では、前代から引き続き7世紀後半

から10世紀前半に至る大規模な集落が検出されている。

四戸遺跡から検出された集落　四戸遺跡では、7世紀前

半の竪穴建物11棟、7世紀後半の竪穴建物10棟、8世紀

前半の竪穴建物15棟、8世紀後半の竪穴建物9棟、9世

紀前半の竪穴建物１棟、9世紀後半の竪穴建物14棟、10

世紀の竪穴建物5棟が検出された。

　この時期の竪穴建物にも、前代の竪穴建物と同様、石

組み竈が構築される例も多く存在し、石組み竈が長期に

渡って継続的に造られていたことが明らかとなった。
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　また、四戸遺跡からは16点の墨書土器が出土した。こ

れまでのところ、吾妻郡内では最も纏まって古代の文字

資料が出土した遺跡である、その中には「吾」（2点）、「寺」

（3点）、「牧」（2点）などと記されたものが含まれている。

「吾」や「寺」と記された墨書土器は、吾妻郡家や金井廃寺

との関連が推測できるところであるが、金井廃寺は四戸

遺跡の北東約5㎞とやや離れているところに若干の疑問

点が遺らないわけではない。「牧」と記された墨書土器は、

県内では初めての出土事例となるが、律令制下に官牧が

設置されていた地域である山梨県や長野県においては出

土事例がある。古代上野国内には、中央政府直轄の官牧

が9箇所設置されていたことが『延喜式』に見え、甲斐、

信濃、武蔵等の諸国と共に律令国家における最大の乗馬

の供給地の一つであったことが知られているが、上野国

9御牧の一つである沼尾牧が、榛名湖を源とし東吾妻町

内東部祖母島地区を北東方向に流れ吾妻川と合流する沼

尾川の存在を根拠に、吾妻郡内の所在を推測する仮説が

ある。四戸遺跡から「牧」と記された墨書土器が出土した

ことは示唆的である。

　さらに、四戸遺跡からは9世紀後半の竪穴建物（2区

51号竪穴）からほぼ完形に近い状態で奈良三彩短頸壺が

出土した点も特筆される。奈良三彩短頸壺が出土した竪

穴建物は、古墳時代から平安時代に至る遺構が最も密集

する場所に位置し、奈良三彩短頸壺は、西の隅の床面直

上から口の部分を上にして出土した。出土した時には、

口の部分の一部が欠けていたが、その後、欠けた部分も

すぐ近くから出土し、ほぼ完全な形に復元することでき

た。

この奈良三彩短頸壺は、8世紀後半ごろに作成された

ものとみられている。大きさは、高さ18.7cm、口径

13.0cm、胴幅25.0cm、底径13.9cm。表面の模様は網目状

で、緑色をベースに、白および黄色の釉薬をかけて作ら

れている。

　これまで、群馬県内では、26箇所の遺跡から奈良三彩

が出土しているが、高さ5㎝くらいの小型のものがほと

んどであった。このような大型の壺は、史跡上野国分寺

跡（前橋市・高崎市）と中Ⅰ遺跡（藤岡市）から出土しては

いるものの、いずれも破片であり、完全なものとしては、

今回、この四戸遺跡から出土したものが県内では初めて

である。

　このような完全な形の大型の奈良三彩短頸壺は、全国

的にもきわめて珍しく、これで7例目である。他の6例

は、いずれも国の重要文化財に指定されている。また、

発掘調査によって出土したことや、竪穴建物から出土し

たものとしては、全国で初めてである。

耕地・・・本遺跡の東南東約2㎞に位地する厚田中村遺跡で

は、天仁元（1108）年降下のAs-Bによって埋没した水田

が部分的に検出されている。

　四戸遺跡では、As-Bが大ブロック状に多量に混在し

た状態で畝間を埋めた状態で古代の畑が検出された。古

代畑の検出は、吾妻地域における初めての検出例である。

また、As-B下から小規模な水田が検出された。

　万木沢B遺跡では、As-B直上に小規模な畑が、その

上位となる12世紀前半に降下したとみられているAs-Kk

の直上と直下とで畑が検出された。

　本遺跡でも、As-Bによって埋没した畑が検出されて

いる。

　これら古代の畑や水田は、本遺跡、四戸遺跡、万木沢

B遺跡等において、平安時代の集落の上から検出されて

おり、集落廃絶後に大きな土地利用の変換がなされたこ

とを物語っている。

　6．中世

吾妻氏の台頭　As-Bを降下させた天仁元（1108）年の浅

間山の噴火後、上野国内では荘園開発への動きが活発に

なる。吾妻郡域においては、12世紀末頃に吾妻氏（前吾

妻氏）が台頭する。『吾妻鏡』には吾妻八郎・吾妻太郎助

亮・吾妻四郎助光の名が見える。承久の乱（承久3＝1221

年）で吾妻助光が戦死し、前吾妻氏は滅亡した。　　

　その後、嘉禎年間（1235～38年）に、秀郷流藤原氏で、

下野国の大豪族である小山氏一門の下河辺行家が鎌倉幕

府より吾妻郡を賜わり、新たに吾妻の苗字を名乗った。

これを学界では便宜的に後吾妻氏と称している。

　貞和5（1349）年に吾妻行盛が里見義侯との争いで戦死

し、後吾妻氏は滅亡したとの伝承がある。吾妻郡東吾妻

町大字岩井の長福寺五輪塔（第6図範囲外）に刻まれた

「藤原行盛」がこの吾妻行盛であるとされるが、戦死の一

件については疑問視もされている。　　

齊藤氏の台頭　14世紀末になると、この地域では秀郷流

藤原氏の齊藤氏が台頭してくる。永禄4（1561）年の上杉
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輝虎の関東出兵時の「関東幕注文」には、「岩下衆　齊藤

越前守　六葉柏」とあり、齊藤氏が、本遺跡の北西約0.6㎞

に位置する岩下城（第6図27）を中心に勢力を張ったこと

が窺える。

大戸氏の台頭と根古屋城　16世紀前半には温川上流の手

子丸城（大戸城、第6図範囲外）に拠った大戸氏が勢力を

伸ばし、本遺跡の北西約0.9㎞に位置し、本遺跡等と同

じく上信自動車道吾妻西バイパス建設に先立って発掘調

査された根小屋城（第6図6）に入っている。この根小屋

城からは、竪穴状遺構、土坑、ピットなどの遺構が検出

された。

　同時に、同じく上信自動車道吾妻西バイパス建設に

伴って、本遺跡の北西約0.7㎞に位置し、根小屋川を挟

んだ対岸に所在する根小屋B遺跡（第6図5）や、根小屋

城跡の東側に位置する根小屋遺跡（第6図4）等も発掘調

査され、根小屋城に関連するような中世の遺構が検出さ

れている。

岩櫃城と中世城砦の遺跡　永禄6（1563）年の武田晴信の

上野国侵攻により、大戸氏は武田氏に従属し、武田氏

の部将真田幸隆により齊藤氏の居城岩下城（本遺跡の北

東約0.6㎞、第6図27）は落城。本遺跡の北西約2.1㎞に

位置する岩櫃城（第6図24）が武田氏の拠点なり、永禄

8（1565）年に吾妻郡域は武田氏の支配下となるも、その

後、岩櫃城は天正10（1582）年の武田氏滅亡後に独立し

た真田氏の支配下となり、元和元（1615）年に江戸幕府に

よって発せられた「一国一城令」により破却された。なお、

岩櫃城は、令和元（2019）年10月16日に国の史跡に指定さ

れた。

　本遺跡周辺には、この他に、本遺跡の東約1.9㎞に位

置する郷原城（第6図21）や、本遺跡の東北東約1.6㎞に

位置する潜龍院（第6図22）などの中世城砦の遺跡がある

が、いずれも16世紀代のものと推定される。

　吾妻川流域は中世の城館や城砦の遺跡が多く分布する

地域として知られている。砦や烽火を置くに適した山間

部であることに加えて、この地域は、信濃国方面、上野

国碓氷郡方面、上野国群馬郡方面、上野国利根郡方面へ

とそれぞれ繋がる陸上交通路上の要衝の地であり、また、

吾妻川から利根川を利用した水上交通路も利用可能で

あったため、中世・戦国期における覇権争いの地となっ

たことにも因るものと考えられる。

　本遺跡では、中世の掘立柱建物や墓壙、鍛冶遺構、中

世以降の数多くの土坑や溝が検出されている。

鳥頭神社　本遺跡4区の南側に近接する鳥頭（とっとう）

神社は、『神道集』に「愛東宮禿頭大明神」と見え、創建年

代は不詳ながらも、社伝に拠れば平安末～鎌倉初期の創

建で、鎌倉末期の元享元（1321）年に岩櫃城主の吾妻太郎

行盛が社殿を修築したと言う。以後、岩櫃城主齋藤氏代々

の庇護を受けたが、16世紀後半に斎藤氏が滅亡すると、

当地を支配した武田氏家臣である海野氏の庇護を受け、

さらに武田氏滅亡後は、当地を支配した真田氏の庇護を

受けたと言われている。天正10（1582）年には、真田昌幸

が8貫700文を寄進して社殿を修復。天正18（1590）年の

真田信幸沼田入部に際しては3貫500文が寄進されてい

ることが記録に見える。なお、現在の社殿は、江戸時代

後期の天保年間（1831～1845年）の改築と言う。

　7．近世

　天正18（1590）年8月１日の徳川家康江戸入府後、本

遺跡をふくむ三島村は引き続き真田氏の支配下にあっ

たが、天和2（1682）年には天領となる。その後、文政

7（1824）年に御三卿清水徳川家の支配下となったが、安

政2（1855）年にはふたたび天領とされた。

周辺遺跡において検出された近世の遺構　この間、天明

3（1783）年には浅間山が大噴火して火山灰As-Ａを降下

させており、吾妻川流域では噴火に伴う泥流被害遺跡が

八ッ場ダム建設予定地を中心に数多く確認されている。

　近世の遺構を検出した遺跡には、先述した根小屋城跡

や根小屋B遺跡、根小屋遺跡、そして本遺跡、他に厚田

中村遺跡、新井遺跡、唐堀遺跡、唐堀B遺跡、唐堀C遺

跡、細谷E遺跡がある。

　本遺跡では、近世の土坑、ピットが多数、溝等の遺構

が検出された。

　唐堀B遺跡では掘立柱建物や土坑、唐堀C遺跡では掘

立柱建物や竪穴状遺構、墓壙、土坑、水路が検出されて

いる。また、細谷E遺跡では鍛冶遺構や土坑が検出され

ている。これらの各遺跡は、同一の段丘上に位置してい

る。

　一方、天明泥流によって埋没した畑や水田が検出され

ている遺跡には、厚田中村遺跡、新井遺跡、唐堀遺跡が

あり、いずれも一段低い段丘面で検出されている。

第2章　遺跡の地理的・歴史的環境
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第6図　周辺遺跡分布図（国土地理院1/25,000地形図「群馬原町」平成9年9月１日発行を加工）
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第2表　周辺遺跡一覧表
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番号 遺 跡 旧石 縄文 弥生 古墳 奈平 中世 近世 種別・概要 文 献
１ 唐堀C遺跡 ○ ○ 集落、その他。 本報告書
3 唐堀遺跡 ○ ○ 散布地。 3、報告書刊行予定
3 唐堀B遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 集落。 17
4 根小屋遺跡 ○ ○ その他、不明。 報告書刊行予定
5 根小屋B遺跡 ○ ○ 集落。 報告書刊行予定
6 根小屋城跡（三島根小屋城、根古屋城） ○ 城館。 １、11、13、20、21
7 細谷E遺跡 ○ 散布地。 報告書刊行予定
8 万木沢遺跡 ○ 散布地。
9 万木沢B遺跡 ○ ○ ○ 集落、墓その他。 報告書刊行予定
10 上反遺跡 ○ 散布地。 １、11
11 四戸遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 集落。 19

12 四戸の古墳群（岩島村13 ～ 38号古墳） ○ 古墳。町史跡。古墳26基。
2、11、12、14、15
報告書刊行予定

13 峰遺跡 ○ 散布地。
14 生原遺跡 ○ ○ 散布地、古墳。古墳2基。 9、11
15 石村下古墳（岩島村42号古墳） ○ 古墳。 11、12
16 上古墳（岩島村43号古墳） ○ 古墳。 12
17 平遺跡 ○ 散布地。
18 新井遺跡 ○ ○ ○ ○ 集落。 報告書刊行予定
19 厚田中村遺跡 ○ その他。 18

20 郷原遺跡 ○ ○ ○

集落、散布地。国重要文化財「ハート形
土偶」出土。縄文時代竪穴建物12・竪穴
状遺構2・土坑48、古墳時代竪穴建物１、
奈良・平安時代竪穴建物１、中世溝5
など。

4、7、10、11

21 郷原城跡 ○ 城館。
22 潜龍院跡（古屋館、古谷館） ○ 社寺。 13、20、21
23 古谷遺跡 ○ 散布地。 １
24 岩櫃山鷹の巣遺跡 ○ 墓その他。町史跡。 2、11、16～18
25 岩櫃城跡 ○ ○ 散布地、城館。国史跡。 １、2、5、11、13、22～25

26 岩櫃城跡北側遺構群 ○ ○
集落、城館。縄文時代竪穴建物2・土
坑11、中世堀4など。

6

27 岩下城跡 ○ 城館。 １、11、13、24、25

28 前畑遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

集落、散布地、墓その他。縄文時代土
坑１、弥生時代土坑9、古墳時代竪穴
建物11、奈良・平安時代竪穴建物13、
中世墓坑4、近世竪穴状遺構2など。

8、10、11

29 机古墳 ○ 古墳。 11
30 北浦遺跡 ○ 散布地。
31 赤祇遺跡 ○ 散布地。 11
32 姉山の石組カマド ○ 集落。県史跡。 11、16
33 天神遺跡 ○ ○ ○ 散布地。
34 弁天淵遺跡 ○ 散布地。

文献
１　吾妻教育会編1929　『群馬県吾妻郡誌』
2　吾妻教育会編1936　『群馬県吾妻郡誌追録』第１輯
3　吾妻町教育委員会編1983　『唐堀遺跡』
4　吾妻町教育委員会編1985　『郷原遺跡』
5　吾妻町教育委員会編1992　『吾妻町指定史跡岩櫃城跡保存整備計画策定報告書』
6　吾妻町教育委員会編1994　『岩櫃城跡北側遺構群遺跡』
7　吾妻町教育委員会編1998　『郷原遺跡』
8　吾妻町教育委員会編1998　『前畑遺跡』
9　吾妻町教育委員会編1998　『生原遺跡』
10　吾妻町教育委員会編2006　『町内遺跡Ⅲ』
11　岩島村誌編集委員会編1971　『岩島村誌』
12　群馬県編1938　『上毛古墳綜覧』
13　群馬県教育委員会編1988　『群馬県の中世城館跡』
14　群馬県教育委員会編2017　『群馬県古墳総覧』
15　群馬県史編さん委員会編1981　『群馬県史』資料編3
16　群馬県史編さん委員会編1986　『群馬県史』資料編2
17　群馬県埋蔵文化財調査事業団編2017　『唐堀B遺跡』・
18　群馬県埋蔵文化財調査事業団編2018　『厚田中村遺跡』
19　群馬県埋蔵文化財調査事業団編2020　『四戸遺跡』
20　杉原荘介1967　「群馬県岩櫃山における弥生時代の墓址」『考古学集刊』第3巻第4号　東京考古学会
21　轟直行2014　「岩櫃山鷹の巣遺跡で採取された丸子式土器の破片」『考古学集刊』第10号　明治大学文学部考古学研究室
22　原町誌編纂委員会編1960　『原町誌』
23　東吾妻町教育委員会編2016　『岩櫃城跡』
24　山崎一1972　『群馬県古城塁址の研究』下　群馬県文化事業振興会
25　山崎一・山口武夫1972　『吾妻郡城塁史』　西毛新聞社



第3節　基本土層

　唐堀C遺跡は、北に吾妻川と東に温川とに囲まれた河

岸段丘の下位段丘面上に位置する。発掘調査着手前の地

形はほぼ平坦ではあるが、南側より北側の吾妻川側に下

る段丘であり、遺構確認面においても同様であることが

確認された。

　調査区ごとに様相が異なっており、浅間山の火山灰で

あるAs-Kk及びAs-Bの堆積は断片的である。

　また、本遺跡では、後世の攪乱・削平の影響が大きく、

遺構の残存状態は決して良いわけではない。

　（１）１区

Ⅰ　暗褐色土（10YR3/4）　径5～20㎜程度のAs-Kkを多量

に、径10～20㎜程度の礫を含む。

Ⅱ　黒褐色土（10YR3/2）　Ⅰ層よりも黒味が強い色調を

呈する。径5～20㎜程度のAs-Kkを多量に、径10～

20㎜程度の礫を含む。

Ⅲ　灰黄褐色土（10YR4/2）　径5～20㎜程度のAs-Kkを多

量含む。Ⅰ層と基本的に同じであるが、礫は含有し

ない。2・3区のⅠ層と同じ。

Ⅳ　鈍い黄褐色土（10YR4/3）　粘性強く、固く締まる。

2区Ⅱ層と同じ。

Ⅴ　褐色土（10YR4/6）　粘性強く、固く締まる。

Ⅵ　黄褐色ローム土（10YR5/6）　粘性強く、固く締まる。

2区Ⅳ層と含有物同じ。2次堆積のロームか。

Ⅶ　鈍い黄褐色ローム土（10YR5/3）　粘性強く、固く締

まる。粘土層に近い。下部には径2～5㎜程度の黄

色・灰色のパミスが密集している。

Ⅷ　黒褐色ローム土（10YR2/3）　粘性強く、粘土層に近

い。Ⅶ層下部で見られたパミスは含まない。粒子は

とても細密で、締まりは弱く柔らかい。径50㎜程度

の礫を少量含む。赤城南麓の暗色帯に似たロームで、

粘土層に近い。ATの堆積、As-BP等のテフラは、肉

眼では確認できなかった。

Ⅸ　褐色ローム土（10YR4/6）　粘性強く、粘土層に近い

ローム土。締まりは弱く柔らかい。上部は砂質。

＊Ⅸ層以下は礫層となるが、径300～600㎜程度の大型の

礫が下層より現われるため、以下の掘削は不可能で

あった。

　（2）2区

Ⅰ　灰黄褐色土（10YR4/2）　径5～20㎜程度のAs-Kkを多

量に含む。Ⅲ区Ⅰ層と基本的には同じだが、粘性強

い。

Ⅱ　灰黄褐色土（10YR4/2）　色調・土質はⅠ層と同じで

あるが、As-Kkは含まない。径3～5㎜の黄褐色

（10YR5/6）のパミスを全体的に少量含有する。粘性

強い。

Ⅲ　褐色土（10YR4/4）　径１～3㎜の黄褐色パミスを全

体的に含む、粘性強い。

Ⅳ　褐色ローム層（10YR4/6）　径１～3㎜の黄褐色パミ

ス、径１～2㎜程の灰白色パミスを全体的に多く含

む。粘性強い。

Ⅴ　暗褐色ローム層（10Y3/4）　径3㎜程度のオレンジ色

のパミスを多く含む。赤城山南麓暗色帯によく似た

ローム。

Ⅵ　暗褐色ローム層（10YR3/3）　V層と土質は同じであ

るが、やや暗い色調を呈する。径10～200㎜程の礫

を多く含む。

＊Ⅳ層以下は礫層である。

　（3）3区

Ⅰ　暗褐色土（10YR3/4）　表土。

Ⅱ　黒色土。

Ⅲ　暗黄褐色土。

Ⅳ　鈍い黄褐色土（10YR4/3）。

Ⅴ　明褐色ローム（7.5YR5/8）　径１㎜以下の微細な砂粒

を含み、やや砂質。

Ⅵ　明褐色ローム（7.5YR5/6）　木目細かなローム。

Ⅶ　明褐色ローム（7.5YR5/8）　径１㎜以下の砂粒からな

る。

Ⅷ　褐色砂質ローム（10YR4/3）　径１㎜以下の非常に微

細な砂粒を主体とする。

Ⅸ　明褐色砂層（7.5YR5/6）　径１㎜以下の微細な木目細

かな砂粒からなる。

Ⅹ　橙色粘土層（7.5YR6/6）　木目細かな粒子の粘土層。

Ⅺ　褐灰色粘土層（7.5YR4/1）　・木目細かな粒子の粘土

層。色調は黒色味を帯びる。

第3節　基本土層
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Ⅻ　灰褐色砂層（7.5YR5/2）　・径１㎜以下の微細な木目

細かな砂粒からなる。

�　褐色粘質ローム（7.5YR4/6）　径10～30㎜の礫・微細

な砂を主体に、ロームが混入する。

�　礫層　径100㎜を超える大型の礫を含む。

　（4）4区

Ⅰ　暗褐色土（10YR3/4）　表土。

Ⅱ　黒褐色土（10YR3/2）　径2～7㎜程度のAs-Kk粒子を

大量に、径7～10㎜程の小礫を少量含む。

Ⅲ　As-Kk 2次堆積物。

Ⅳ　黒褐色土（10YR3/2）　As-B及び暗褐色粒子が混じ

る。

Ⅴ　黒褐色土（10YR3/2）　径１～2㎜のAs-B粒子、黄橙

色粒子を含む。

Ⅵ　黒褐色土（10YR3/1）　As-B、褐色土塊を含む。粘性

やや強い。

Ⅶ　暗褐色土（10YR3/4）　黄橙色粒、褐色土塊を少量含

む。

Ⅷ　黒褐色土（10YR3/1）　径１～2㎜程の褐色粒子、黄

褐色粒子を若干含む。3区基本土層No. １のⅥ層に

相当。

Ⅸ　黄褐色土（10YR5/6）　鈍い黄褐色土が斑状に混じる

不均質土。黄橙色粒子、白色粒子、径10㎜大の礫を

若干含む。

Ⅹ　鈍い黄褐色土（10YR4/3）　やや砂質。径10～15㎜大

の礫を少量、径１～2㎜大の褐色粒子を若干含む。

Ⅺ　褐色土（10YR4/4～4/6）　黄褐色土塊を多量、径１ｍ

㎜程の黒色炭化物粒子を少量、径10㎜大の小礫及び

計2～4㎜大の褐色粒子を若干含む。

Ⅻ　暗褐色土（10YR3/3）　砂粒を多量に、径１～3㎜の

黒色炭化物粒及び径１～2㎜の鈍い黄褐色粒子を若

干含む。

第2章　遺跡の地理的・歴史的環境
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第3章　発見された遺構と遺物

　先述した通り、本遺跡では、平成26年度に9箇月間で

１～3区計8,524.51㎡を　平成30年度4区9,677.31㎡を

対象に発掘調査した。

　検出された主な遺構は、縄文時代の竪穴建物１棟、縄

文時代の土坑54基、古代の掘立柱建物１棟、古墳時代～

古代の竪穴建物37棟、古墳時代～古代のピット77基、中

世の掘立柱建物5棟、中世の畑3箇所、中世の溝１条、

中世の土坑122基、中世のピット38基、中近世の竪穴状

遺構2基、中近世の畑2箇所、中近世の溝7条、中近世

の土坑119基、中近世のピット194基、などである。

　１～3区ではAs-Kkの上面の遺構確認面を１面とした

ので、その面から確認された遺構は中近世の遺構という

ことになる。また、4区ではAs-Kkの上面からは遺構を

検出することが出来ず、As-Kkの下面の遺構確認面を１

面としたため、中世の遺構となり、１～3区の１面にお

いて確認された遺構群と、4区の１面において確認され

た遺構群とでは時期は整合しない。

　2面については１～3区も4区もともにAs-Bよりも下

の面という点では共通している。１区の2面からは遺構

の検出はなかった。2・3区ではAs-B下の黒色土下面か

ら古墳時代後期～平安時代の遺構群が確認され、4区で

はAs-B下の黄褐色土上面から古墳時代後期～平安時代の

遺構群が確認されたので、１～3区と4区とでは地山の

土は異なっているものの、確認された遺構の年代として

は、整合している。

　なお、3区では、2面で検出された古墳時代後期～平

安時代の遺構のさらに下から縄文時代の遺構を若干確認

することが出来た。僅かに暗色味を帯びた黒褐色土もし

くはローム層の上面まで掘り下げて確認することが出来

た遺構であるが、遺構の検出地点によっては、明らかに

古墳時代後期～平安時代の遺構確認面とほぼ同一の面に

おいて確認出来たものもあるため、縄文時代の遺構確認

面として「3面」とはせず、「2面」検出の遺構の中で、検

出面のみならず、埋土の状態や出土遺物の状況から縄文

時代の遺構と分別した。縄文時代の遺構が確認されたの

は3区のみである。

　以下、遺構検出面ごとに各遺構について述べる。

第１節　１～3区１面の遺構と遺物

　１～3区の調査においてAs-Kkの上の面を１面の遺構

確認面とし、埋土にAs-Kkが混入していることを指標と

して、中世から近世の遺構と理解した。4区の調査で１

面としたのはAs-Kkの下面であり、１～3区と4区とで

はAs-Kkの上か下かという時間差があるので、１～3区

の１面を中近世の遺構と捉え、4区の１面において確認

された遺構はAs-Kkよりも下面で、As-Kkによって埋没し

た遺構ということで中世の遺構と位置付けた。

　１～3区１面から検出された遺構は、掘立柱建物2棟、

竪穴状遺構2基、溝8条、畑4箇所、土坑104基、ピッ

ト157基である。

　１区では溝4条、畑2箇所、土坑27基、ピット13基な

どが検出された。それらの遺構の中で特に注目されるの

は、調査区東側で直角に屈曲し、2区南西隅へと繋がっ

ていく大溝である。この溝の上端部には数度にわたって

改修された石列が遺り、基部の石材には中世の五輪塔

が使用されている箇所もあるが、最終的な改修は天明

3（1783）年の浅間山噴火による泥流の発生以降であると

考えられ、比較的長い時期存続していたものと考えられ

る。１区からは石臼片等石製品の出土が比較的多かった

が、中近世の陶磁器・土器類の出土は少ない。

　2区からは竪穴状遺構2基、溝3条、土坑35基、ピッ

ト114基などの遺構が検出された。１区から繋がる9号

溝は吾妻川方面へと続き、館や屋敷等の施設を方形に区

画する堀ではないことが判明した。そのほか土坑38基、

ピット112基を調査したが、掘立柱建物の柱穴を構成す

るようなピットは検出されなかった。

　3区では掘立柱建物2棟、畑2箇所、溝8条、土坑

119基、ピット67基などの遺構が検出された。

第3章　発見された遺構と遺物
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　１.　掘立柱建物

　本遺跡では8棟の掘立柱建物が検出された。うち１～

3区１面において検出されたのは3区１面から検出され

た１・2号掘立柱建物の2棟のみであった。南辺と北辺

が長い隅丸三角形状を呈する3区の西寄り中央および北

西寄りの位置から検出された。いずれも桁行ないし梁間

各2間程度の小規模なものであり、それぞれの柱穴も比

較的小規模である。１号掘立柱建物は床束を有する総柱

建物で、2号掘立柱建物は側柱建物であり、規模もほぼ

似通っている。

　両建物の用途や機能について、明確にできるような痕

跡及び遺物等は発見されなかったので、明確にすること

は出来なかったが、規模・形状と構造からみて、例えば

軽微ないし仮設的な作業小屋あるいは道具置場のような

ものである可能性が考えられる。いずれも近世のものと

考えられる。

1号掘立柱建物（第8図、PL.31・32）

位置　3区西寄りの中央。X＝61797～803、Y＝-94777～

782。

重複　58号ピットと重複するが新旧関係は不明である。

平面形状　2間四方。

主軸方位（棟方向）　N－10°－E。

規模　北東-南西方向にやや長い長方形状を呈する2間

四方の総柱建物。長軸5.48ｍ、短軸5.26ｍ。

柱穴　9基が検出された。

　P1：北西隅柱穴。平面形態は北東-南西方向にやや長

い楕円形状を呈する。長径0.64ｍ・短径0.54ｍ・

深さ0.23ｍ。埋土はAs-Kk粒子をやや多く含む暗

褐色土主体。壁から底部にかけて、黒色土をベー

スに不揃いのローム状土ブロックを少量含む弱粘

性でやや締まりがある黒褐色土が堆積する。断面

はやや浅い隅丸逆台形状を呈する。

　P2：北辺中央柱穴。平面形態は東西にやや長い楕円形

状を呈する。長径0.56ｍ・短径0.52ｍ。深さ0.31ｍ。

埋土は、中央に柱痕となるAs-Kk粒子を少量含む

灰黄褐色土。両側にAs-Kkらしいパミスが散見さ

れる黒褐色土。、底部に地山ローム層主体の鈍い

黄褐色土が堆積する。断面は隅丸逆台形状を呈し、

比較的しっかりとした掘方を有する。

　P3：北東隅柱穴。平面形態は南北に長い不整楕円形状

を呈する。長径0.69ｍ・短径0.64ｍ・深さ0.24

ｍ。埋土は上層にローム土上にある褐色粘質土と

黒色土の混土をベースとし、As-Kk粒子をやや多

く含み、やや締まりを欠く暗褐色土。下層に黒色

土をベースに不揃いのローム状土ブロックを少量

含み、As-Kk粒子を含むやや締まりを欠く弱粘性

の黒褐色土。断面は浅く扁平な隅丸逆台形状を

　P4：東辺中央柱穴。平面形態は北東-南西方向に長い

不整楕円形状を呈する。長径0.93ｍ・短径0.64

ｍ・深さ0.36ｍ。埋土は上層に黒色土をベースに

不揃いのローム状ブロックを少量含む粘性の弱い

As-Kk含む黒褐色土。下層中央に柱痕状に細粒の

粘性暗褐色土が、両脇に弱粘性の灰黄褐色土及び

やや腐食土質の黒褐色土が堆積する。断面は底面

に凹凸のある扁平な長方形状を呈する。比較的

しっかりとした掘方を有している。

　P5：南東隅柱穴。平面形態は北西-南東方向にやや長

い楕円形状を呈する。、長径0.54ｍ・短径0.46ｍ。

深さ0.39ｍ。埋土は上約半分にAs-Kk粒子を含ま

ない黒褐色土が堆積し、下半分に地山ローム状土

と１層の混土である灰黄褐色土が堆積する。断面

は長方形状を呈し、しっかりとした掘方を有する。

　P6：南辺中央柱穴。平面形態は北西-南東方向に長い

楕円形状を呈する。長径0.60ｍ・短径0.46ｍ・深

さ0.30ｍ。埋土は小ブロックをやや多く、As-Kk

粒子を少量含むやや締まり欠く灰黄褐色土をベー

スに、壁際・底面にローム状土が少量混じるやや

粗粒、微粘性の暗褐色土が堆積する。断面は逆大

形状を呈し、しっかりとした掘方を有する。

　P7：南西隅柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈

する。長径0.60ｍ・短径0.50ｍ・深さ0.25ｍ。埋

土は径3～5㎜のローム粒子を多く含む黒褐色土

をベースとし、壁際に径3～5㎜のローム粒子を

少量含む暗褐色土と褐色土を含む。断面は底部が

突起した逆大形状を呈し、しっかりとした掘方を

有する。

　P8：西辺中央柱穴。平面形態は東西に僅かに長い不整

円形状を呈する。長径0.46ｍ・短径0.45ｍ・深さ

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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１号掘立柱建物P1～P6
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒のを含まない腐

植土質。ややサラサラした蝕感。ローム粒散
見。締まりやや有り。

2　10YR3/3暗褐色土　下側にローム状土が集
中して堆積。締りやや欠く。

3　10YR4/2灰黄褐土　地山ローム状土をベー
スとし、１層の土を少量含む。締まり強い。・

１号掘立柱建物P7・P8　
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒のを含まない腐

植土質。ややサラサラした蝕感。ローム粒散
見。東側下層に黒色土を含む。締まりやや有
り。

１号掘立柱建物P9
１　10YR3/2黒褐色土　黒色土をベースに、

As-Kk粒、不揃いのロームブロックを少量含
む。粘性弱く、やや締り有り。



0.20ｍ。埋土は黒色土と褐色弱粘性土の混土で、

As-Kkを含まない暗褐色土をベースとし、壁際に

褐色粘性土主体に黒色土が不均等に混じる灰黄褐

色土が薄く堆積している。断面はやや浅く扁平な

隅丸台形状を呈する。

　P9：床束。平面形態は東西に僅かに長い不整円形状を

呈する。長径0.36ｍ・短径0.34ｍ・深さ0.31ｍ。

埋土は黒色土ベースに不揃いのローム状土ブロッ

クを少量含むやや締まりある弱粘性の黒褐色土を

ベースとする。壁際ではローム状土の混入がやや

多い。断面は上部がやや広がったU字形状を帝し、

しっかりとした掘方を有する。

柱間　P1・2間：1.90ｍ、P2・3間：1.71ｍ、P3・4間：

2.00ｍ、P4・5間：1.69ｍ、P5・6間：1.81ｍ、P6・7

間：1.85ｍ、P7・8間：2.04ｍ、P8・9間：1.86ｍ。

遺物　なし。

所見　3区の西寄りの中央、2号掘立柱建物の南東約

7ｍの位置から検出された。各柱穴の掘方は長径約0.5

～0.6ｍ前後の楕円形状ないし不整円形状を呈し、比較

的小型で、抜き取り痕などもほとんど不明である。浅い

が比較的しっかりとした掘方を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

2号掘立柱建物（第9図、PL.33・34・163）

位置　3区北西寄り。2区との区境寄り。X＝61809～

815、Y＝－94194～201。

重複　12～19号ピットと重複するが新旧関係は不明であ

る。

平面形状　2間×2間。

主軸方位（棟方向）　E－4°－S。

規模　長軸6.70ｍ、短軸5.15ｍ。

柱穴　9基が検出された。

　P1：北西隅柱穴。平面形態は不整円形状を呈する位置

と重複関係から見て、北西側に隣接する残存最大

径0.37ｍ・深さ0.38ｍの柱穴を掘り直したものと

考えられる。埋土は、柱痕に黒色土ベースに不揃

いのローム状土ブロックを少量含む、やや締まり

欠く弱粘性土。その両側にローム状で小ブロック

をやや多く、As-Kkを少量含みやや締まり欠く灰

黄褐色土、底面には腐食土質の黒褐色土が堆積す

る。断面は長方形状を呈し、しっかりした掘方を

有する。

　P2：北辺中央柱穴。平面形態は北西-南東方向に長い

楕円形状。長径0.54ｍ・短径0.49ｍ、深さ0.51ｍ。

埋土は小ブロックをやや多く、As-Kkを少量含み、

やや締まりを欠く灰黄褐色のローム状土をベース

とし、壁際に黒褐色土ブロック、底部にAs-Kk粒

子を少量含む黒褐色土を含む。断面は不整隅丸方

形状を呈し、しっかりとした掘方を有している。

　P3：北東隅柱穴。平面形態は東西にやや長い楕円形状

を呈する、長径0.64ｍ・短軸0.54ｍ、深さ0.49

ｍ。埋土はローム状土、小ブロックをやや多く、

As-Kk粒を少量含み、やや締まりを欠く灰黄褐色

土をベースとし、底部に黒褐色土及び黒褐色土ブ

ロックを含む地山ローム土主体の鈍い黄褐色土が

堆積する。断面は、底面が突起した隅丸長方形状

を呈し、しっかりとした掘方を有する。

　P4：東辺中央柱穴。平面形態は東西に長い隅丸長方

形状を呈する。南側にあった一回り小型の柱穴

（径0.50ｍ・深さ0.43ｍ）を掘り直している。長径

0.64ｍ・短径0.54ｍ・深さ0.46ｍ。埋土は不揃い

のローム以状土ブロックを少量、As-Kk粒をやや

多く含む弱粘性の黒褐色土をベースとし、壁際に

As-Kk粒を少量含む黒褐色土が斜めに堆積する。

　P5：南東隅柱穴。平面形態は東西に長い不整楕円形状

を呈する。抜き取り痕を含めた長径0.91ｍ・柱穴

そのものの長径0.69ｍ・短径0.69ｍ・深さ0.72ｍ。

西側に抜き取り痕が検出された。埋土は中央に不

揃いのローム以状土ブロックを少量、As-Kk粒を

やや多く含む弱粘性の黒褐色土が柱痕状に堆積

し、その両側に、小ブロックをやや多く、As-Kk

を少量含み、やや締まりを欠くローム状の灰黄褐

色土、やや締まりのある暗褐色土、ロームブロッ

クを不均等に含む灰黄褐色土が堆積する。抜き

取り痕部分にはやや腐食土質の黒色土が堆積す

る。断面は底面の中央が突起した逆台形状を呈し、

しっかりとした掘方を有する。

　P6：南辺中央柱穴。平面形態は南北にやや長い不整楕

円形状を呈する。長径0.46ｍ・短径0.41ｍ・深さ

0.57ｍ。埋土は小ブロックをやや多く、As-Kk粒

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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第9図　2号掘立柱建物

第3章　発見された遺構と遺物
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2号掘立柱建物
１　2.5Y3/3暗オリーブ褐色土　

大粒の焼土ブロック、炭化
物粒を含む。粘性弱く、締ま
り欠く。

2　10YR4/3鈍い黄褐色土　
ローム状土と黒色土との混
土。締まりややり強い。

3　10YR4/4鈍い黄褐色土　
ローム状土。粘性、締まり共
に有り。

4　10YR3/3暗褐色土　腐植土
質の土をベースとし、ロー
ム小ブロックを不均等に含
む。締まりやや欠く。

5　10YR3/3暗褐色土　腐植土
質の黒色土とローム状土と
の混土。１層よりも締まり
やや有り。

6　10YR3/4暗褐色土　ローム
状土。ローム小ブロック主
体。締まりやや有り。

１



を少量含み、やや締まりを欠くローム状の灰黄褐

色土をベースとし、壁際に、不揃いのローム以状

土ブロックを少量、As-Kk粒をやや多く含む弱粘

性の黒褐色土とAs-Kk粒少量含む黒褐色土が斜め

に堆積する。断面は底部が大きく突き出した2段

状の逆台形状を呈しており、柱穴の平面状の大き

さにも拘わらず、極めてしっかりとした掘方を有

する。

　P7：南西隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈し、北側に抜き取り痕が検出された。抜き

取り痕を含めた長径0.76ｍ・柱痕跡部分の長径

0.54ｍ・短径0.45ｍ・深さ0.52ｍ。埋土はAs-Kk

を含まず、炭化物粒を極僅かに含む黒褐色土を

ベースとし、壁際に地山ローム状土と黒褐色土が

混じる灰黄褐色土が斜めに堆積している。断面は

上部が広がった深い逆台形状を呈しており、しっ

かりとした掘方を有する。

　P8：西辺中央柱穴。平面形態は北東-南西方向にや

や長い楕円形状を呈する。長径0.48ｍ・短径

0.39ｍ・深さ0.36ｍ。埋土は小ブロックをやや多

く、As-Kk粒を少量含み、やや締まりを欠くロー

ム状の灰黄褐色土をベースとし、壁際にAAs-Kk粒

が散見する黒褐色土が斜めに堆積し、底部には地

山ローム土を主体とし、黒褐色土をブロック状に

含む鈍い黄褐色土が少量堆積している。断面は上

端がやや広がったU字形状を呈し、ややしっかり

とした掘方を有するが、規模はあまり大きくない。

柱間　P1・2間：2.22ｍ、P2・3間：2.21ｍ、P3・4間：1.58

ｍ、P4・5間：21.89ｍ、P5・6間：1.60ｍ、P6・7間：

0.79ｍ、P7・8間：1.60ｍ、P8・１間：1.88ｍ。

遺物　P1埋土中より17世紀肥前陶器皿1/5片１点、P2埋

土中より砥石4/5片１点（１）、P7埋土中より近世肥前陶

器皿口縁部片１点が出土（陶器はPL.163）。

所見　3区の北西寄り、１号掘立柱建物の北西約7ｍ

の位置から検出された。１号掘立柱建物とほぼ同様、各

柱穴の掘方は長径約0.5～0.6ｍ前後の楕円形状ないし不

整円形状を呈し、比較的小型で、抜き取り痕などもほと

んど不明である。浅いが比較的しっかりとした掘方を呈

する。

建物の構造としては、１号掘立柱建物にくらべて不整で

あり、とくに南辺の柱穴の位置には偏りがあり、また西

辺も柱列が揃っていない。P5・7では柱の抜き取

痕が検出されP1・4は掘り直されているが、建て替えの

痕跡は顕著には検出することが出来なかった。

時期　近世のものと考えられる

　2．竪穴状遺構

　本遺跡で検出された竪穴状遺構は2基のみで、いずれ

も近世のもので2区１面からの検出であった。2区の中

央から西寄りの位置の北端付近に2基が近接して検出さ

れた。

　規模はほぼ同じ、形状はいずれも隅丸長方形状を呈し

ているが、主軸方位は約90度異なっている。

　この遺構の用途・機能等については不明である。

1号竪穴状遺構（第10図、PL.12）

位置　2区。X＝61817～61820、Y＝－94830～833。2号

竪穴状遺構、17号溝の東側に隣接する。

重複　南東隅を147・148号土坑に南端部中央付近を、

149号土坑に南辺中央付近を、191号ピットに北辺中央付

近をそれぞれ掘り込まれ、破壊されている。

平面形状　北東―南西方向に細長い隅丸長方形状を呈す

る。

主軸方位　N－23°－E。

規模　長軸3.24ｍ、短軸2.78ｍ、床面までの深さ約0.22

ｍ。

面積　6.07㎡。

埋土　As-Kkを含む黒褐色土及び暗褐色土をベースとし、

底面及び壁際に斜めに灰黄褐色土がご堆積する。

床面　若干の凹凸はあるものの、おおむね標高425.70～

425.80ｍ程度のほぼ平坦な面が形成されている。

ピット等　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

遺物　なし。

所見　2区の北東寄りに位置する。北壁寄りに径0.18～

0.30ｍ前後の礫がまとまって検出されたが、この遺構及

び纏まって検出された礫の用途等は不明である。

時期　中近世のものと考えられる。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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2号竪穴状遺構（第10図、PL.12・13）

位置　2区。X＝61815～61818、Y＝－94833～837。１号

竪穴状遺構の西側、17号溝・153号土坑の南側に隣接する。

重複　南東隅を147・148号土坑に南端部中央付近を、

149号土坑に南辺中央付近を、191号ピットに北辺中央付

近をそれぞれ掘り込まれ、破壊されている。

平面形状　北東―南西方向に細長い隅丸長方形状を呈す

る。

主軸方位　N－73°－E。

規模　長軸3.24ｍ、短軸2.78ｍ、床面までの深さ約0.22ｍ。

面積　6.77㎡。

埋土　上層にAs-Kkを多量に含む暗褐色土、下層にロー

ム状土、炭化物の混入が多い灰黄褐色土が堆積する。

床面　若干の凹凸はあるものの、おおむね標高425.75～

425.79ｍ程度のほぼ平坦な面が形成されている。

ピット等　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

遺物　なし。

所見　2区の北東寄りに１号竪穴状遺構と並んで所在す

るが、主軸方位は約90度異なる。北東隅寄りに2個、西

辺中央に１個、径0.22～0.33ｍ前後の礫が検出されたが、

礫の検出数は１号竪穴状遺構に比べて俄然少ない。この

遺構及び纏まって検出された礫の用途等は不明である。

時期　中近世のものと考えられる。

第10図　１・2号竪穴状遺構

１号竪穴状建物 2号竪穴状建物

第3章　発見された遺構と遺物
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１号竪穴状遺構
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒を含む。炭化物粒を少量含む。焼土をごく

僅かに含む。
2　10YR3/3暗褐色土　上面にAs-Kk粒を多く含む。下側に向かって次第

2号竪穴状遺構　
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を多く、炭化物粒を不均等に含む。
2　10YR4/2灰黄褐色土　炭化物粒を多く含む。



　3.　溝

　本遺跡では8条の溝が検出された。いずれも１面から

検出されたものである。うち、１～3区において検出さ

れたものは7条である。本遺跡では、いずれの調査区に

おいても2面からは、溝は全く検出されなかった。

　調査区内を横断ないし縦断するような長大な形状のも

のは、１～2区にわたって検出された、上端部に石列を

伴う9号溝のみであった。

　１～3区１面において検出された溝は、１～2区にわ

たって検出された9号溝の他は、１区で3条（10・12・

14号溝）、2区で3条（15～17号溝）が検出された。3区

１面においては、溝は検出されなかった。

　１区１面において検出された溝は、南北方向から東西

方向にほぼ直角に曲がる巨大な9号溝、ほぼ南北方向の

10・14号溝、南東側から約70度屈曲して9号溝に合流す

る12号溝等で、溝の走向はまちまちであるが、いずれも

調査区の東半分のエリアにおいて検出されている。

　2区では、調査区の西南寄りの位置を南から北へ流

れ、9号溝に合流する15・16号溝と、調査区の中央から

やや西寄りの北端付近から発し、北西方向に調査区外へ

むかってと流れる17号溝等が検出された。2区において

検出された溝は、いずれも南側から北側に向かって流れ

ている。

　本遺跡１～3区において南側から北側に向かって流れ

る溝が概して多いことは、南側の榛名山の北麓の傾斜地

からから北側の吾妻川が東西に流れる谷に向かって傾斜

している地形に起因しているわけであるが、9号溝を除

いて小規模なものが多く、溝としての用途は不明なもの

が多い。

　また、１区から検出された10・14号溝、2区から検出

された17号溝など、１面において検出された他の遺構と

同様、上面を甚だしく削平されているために部分的にし

か検出されていないものも少なくない。

9号溝（第11図、PL. 3・4・14・163）

位置　１区東寄りから2区西寄りにかけて。X＝61796～

820、Y＝－94868～912。

重複　１区において14号溝が西側から、2区において

15・16号溝が南側から合流する。

主軸方位　N－20°－E、N－75°－E。

規模　全長327.13ｍ、上幅5.60～7.86ｍ、下幅1.46～

4.70ｍ、深さ1.60ｍ。

埋土　最上層にAs-Kk粒子の混入が多い暗褐色土が堆積

するが、溝廃絶後の窪地の堆積土と考えられる。その

下層に、多量のAs-Kk粒子を含むやや締まりが弱い灰黄

褐色土が堆積し、さらにその下層にAs-Kkを多量に含み、

やや締まりが弱い暗褐色土が堆積している。

遺物　１区検出部分確認面より14世紀在地系土器皿2/3

片１点、１区検出部分埋土上層より中世在地系土器鍋口

縁部片１点、18世紀後半～19世紀前半肥前磁器染付碗口

縁～体部片１点、１区検出部分埋土下層より中世在地系

土器鍋口縁部片１点、2区検出部分埋土中層より13～14

世紀龍泉窯系青磁碗体部片１点が出土（PL.163）。

所見　１区の中央からやや東寄りの南端から約6ｍ北流

し、X=61806.5・Y=-94906付近で直角に曲がり、東北

東方向へと流れる本遺跡において検出された最大規模の

溝。上幅は最大で約8ｍ近く、下幅は最大で約5ｍ近く

に及んでおり、深さは最大で1.6ｍに達している。

　南から北に向かって約90度に屈曲する溝の北西隅に当

たる部分と、西南西から東北東に向かう南辺の内の約

35ｍ分が検出された。溝は東北東に向かって2区の北壁

のさらに外側に向かって伸びているものと推測される。

　溝の両岸の上端部付近には、数次にわたって改修され

たと考えられる護岸のためと考えられる石列が検出され

たが、検出された最終段階の石列は、一部には中世の五

輪塔の断片などが使用されていた箇所も存在したが、出

土遺物等から近世後期～近代の修築にかかるものと判断

することが出来たので、本報告書では言及しない。

　溝の土層断面からは、激しい水流があった痕跡を見出

すことは出来なかったが、2区の南西隅部において、南

側から北に向かって並行して流れる15・16号溝が合流し

ていることからも、水流があったことに間違いはないも

のと考えられる。

　直角に屈曲する溝の形状から見れば、溝の内側に当た

る南側に何らかの施設が存在し、その区画溝と考えるこ

とも可能に思われるが、溝の内側、すなわち南側からは

まったく遺構が検出されていないため、施設の区画溝と

は考えにくい。

　この溝の南側からは、畑の遺構が検出されている。溝

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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の内側に耕地が展開していたと仮定するならば、この溝

は用排水路である可能性が考えられよう。

時期　中近世のものと考えられる。

10号溝（第12図、PL.4・163）

位置　１区南東端。南壁にかかる。X＝61783～780、Y＝

－94888～890。

重複　3号畑を掘り込む。

主軸方位　N－5～14°－E。

規模　全長63.70ｍ、上幅0.18～0.35ｍ、下幅0.10～

0.25ｍ、深さ0.26ｍ。

埋土　多量のAs-Kk粒や小礫を含むやや締まりが強い暗

褐色土。

遺物　埋土上層より中世のものと思われる常滑陶器甕体

部片１点出土（PL.163）。

所見　１区の南東隅付近を若干蛇行しながら南北方向に

約64ｍ走行し、北端はX=61789.45・Y=-94889.45付近

で止まっている。南端は調査区外に出る。土層断面から

は水流や溜水の痕跡は見当たらないが、溝底は地形と同

様、南から北に向かって緩やかに傾斜しており、高低差

は最大で0.14ｍとなる。しっかりとした掘方を有し、断

面は逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

12号溝（第12図、PL.4）

位置　１区の中央南端に位置する。南壁にかかる。

114・341号土坑の南側に位置する、X＝69802～806、Y=

－94910～919。

重複　14号溝に掘り込まれる。9号溝に接する。

主軸方位　N－65～85°－Ｗ。

規模　検出全長9.43ｍ、上幅0.35～0.90ｍ、下幅0.20～

0.80ｍ、深さ0.14ｍ。

埋土　As-Kkの混入が多く、やや締まりが弱い暗褐色土。

遺物　なし。

所見　溝底の標高から推測すると、9号溝西岸の南端寄

りから北西方向に約1.2ｍの地点で鈎の手錠に屈曲して

西に約1.5ｍ、その地点から南西方向に屈曲し約6.5ｍ走

行して調査区南壁外へと続く。水流の痕跡は認められな

かった。溝底の標高は、南西方向に方向に走行する部分

まではほぼ平坦に近く、427.25～29ｍ前後であるが、南

西の端、調査区南壁に達する間近位において低くなり、

調査区南壁際付近では標高が427.19ｍとなる。掘方は浅

く、断面は薄いレンズ状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

14号溝（第12図、PL.4）

位置　１区の中央南端に位置する。南壁にかかる。

114・341号土坑の南側に位置する、X＝69801～807、Y=

－94912～914。

重複　116・126号土坑に南端部付近を掘り込まれる。12

号溝を掘り込む。

主軸方位　N－13～30°－Ｗ。

規模　検出全長5.30ｍ、上幅0.20～0.50ｍ、下幅0.20～

0.40ｍ、深さ0.14ｍ。

埋土　不明。

遺物　なし。

所見　調査区南端から北北東方向に延び、調査区南壁か

ら約3.5ｍ付近で西側に屈曲し、屈曲点から約1.6ｍの

X=61806.4・Y=－94913.4付近で止まる。浅く、断面は

薄いレンズ状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

15号溝（第13・14図、PL.14・163）

位置　2区の南西端付近。16号溝の西側に隣接する。X

＝61802～806・Y=－94880～883。

重複　9号溝に合流する。

主軸方位　N－5°－Ｗ。

規模　全長10.53ｍ、上幅0.50～2.30ｍ、下幅0.30～

1.20ｍ、深さ1.28ｍ。

埋土　灰黄褐色土。上層に径5～10㎜のAs-Kk粒を多量

に含み、また径10㎜以下の小礫及び粗砂を含む。下層に

は径50～100㎜程度の礫を含む。

遺物　北寄りの一段低く下がった箇所の中央、埋土4

層中から粗粒輝石安山岩製の茶臼上部1/2片が１点出

土（１）底面から約0.58ｍ上からの出土。石下標高は

426.51ｍ。

所見　2区の南西端付近を南北方向に走向する。16号

溝の西側に並行するが、両溝の新旧関係は不明である。

X=61801.8・Y=－94800付近に位置する湧水点から発し、

北に向かって直線的に約10ｍ流れ、X=61811～813、Y=

第３章　発見された遺構と遺物
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１　10YR3/3暗褐色土　As-Kkを多く含む。
２　10YR4/2黄褐色土　地山の粘性ある土に良く類似した黄色味を帯びた土をベースとし、多量のAs-Kk粒を含む、締まりやや強い。
３　10YR3/3暗褐色土　多量のAs-Kk粒を含む。締まりややり弱い。
４　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒主体。下側一部にAs-B粒が確認出来る。
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第11図　９号溝
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１節　１～3区１面の遺構と遺物
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10号溝
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒及び小礫を多量に含む。

締まりやや強い。水流や溜水の痕跡は認められない。

12号溝
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kkを多く含む。締まりやや弱い。



－94880～881付近で9号溝に合流する。溝の南端付近に

位置する湧水点の他、溝南端付近中央と、溝の南寄り西

壁側の2箇所の湧水点が検出されている。X=61807.5、

Y=－94871.2付近から一段と深く窪んでおり、9号溝へ

の合流点に向かって撥状に広がっている。溝の南端付近

の標高は426.69ｍで、一段深く窪んだ部分では425.90～

98ｍ前後、9号溝との合流点付近では425.65ｍ前後で南

から北へ傾斜している。土層断面からは顕著な流水の痕

跡は看取出来なかったが、湧水点の痕跡が複数検出され

たことから、流水があったことは間違いないと推測でき

る。しっかりとした掘方を有し、断面は縁が大きく広がっ

たU字形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

16号溝（第14図、PL.16）

位置　2区の南東隅付近。15号溝の東側に隣接する。X

＝61796～813、Y＝－94877～880。

重複　なし。

主軸方位　N－2°－Ｗ。

規模　全長15.70ｍ、上幅1.30～1.90ｍ、下幅0.50～

0.80ｍ、深さ1.15ｍ。

埋土　径5～10㎜程度のAs-Kk粒を多量に含む灰黄褐色

土。

遺物　なし。

所見　2区の南西端付近を若干蛇行しつつ南北に走向す

る。15号溝の東側に並行するが、両溝の新旧関係は不明

である。15溝のような溝の発出地点の湧水点は調査範囲

内からは全く検出されず、南端は調査区南壁外へと延び

ている。北端はX=61811、Y=－94879.6～880.5付近で9

号溝と合流する。西側に隣接する15号溝に比べて若干蛇

行しているが、溝幅はほぼ一定である。合流部分におい

ても15号溝のようには大きくは広がらない。15号溝と同

様、X=61808.1、Y=－94880.1付近において１段と深く

窪んでいるが、15号溝程大規模ではない。溝底の標高は

調査区南壁際の、検出部南端付近において427.72ｍで北

に向かって徐々に傾斜しており、１段と深くなった部分

では425.98ｍ、9号溝との合流点付近では425.93ｍと検

出範囲南端から約2ｍ近くも下がっている。15号溝と同

様、土層断面からは顕著な流水の痕跡は看取出来ず、ま

た湧水点の痕跡も検出されなかったが、流水があったこ

とは間違いないと推測できる。しっかりとした掘方を有

し、断面は縁が大きく広がったU字形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

17号溝（第14図、PL.15）

位置　2区の中央からやや東に寄った位置の北端。調査

区北壁に懸かる。１号竪穴状遺構の西側、2号竪穴状遺

構の南側、153・154号土坑の東側に隣接する。X＝61818

～821、Y＝－94834～837。

重複　なし。

主軸方位　N－35°－Ｗ。

規模　全長2.30ｍ、上幅0.41～1.22ｍ、下幅0.10～0.45

ｍ～0.46ｍ、深さ0.69ｍ。

埋土　暗褐色土。大粒のAs-Kk粒の混入が多い耕作土と

ローム状土とが混土で、西側は下層ほどローム土の混入

が多い。滞水・流水の痕跡は認められない。

遺物　なし。

所見　調査区中央よりやや東寄り、北壁近くの

X=61818.8、Y=－94834.4付近から発し、北東方向に約

2ｍ向い、X＝61820、Y=－94835.5付近で南北方向に向

きを変え、北端は調査区北壁外へと延びている。先述し

た通り、土層からは滞水・流水の痕跡は認められず、明

確な湧水点等の痕跡等も検出することが出来なかった

が、溝底の標高は最南端部では425.86ｍ、調査区北壁際

では425.31ｍで北に向かって低くなっている。また、検

出範囲最北端の調査区北壁際では、一段と深く窪んでい

る状況が検出されたが、全長約2.30ｍ分しか検出されて

いないため、詳細については不明な点が多い。南北方向

に向きを変える地点の手前までの約1.5ｍの間には、溝

底に川原石大の礫が敷き詰められていた。しっかりとし

た掘方を有しており、断面は上端が大きく扇状に広がり、

下端は狭まる逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。
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第13図　15～17号溝

15・16号溝

17号溝

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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15・16号溝　
１　10YR4/2灰黄褐色土　径5～10㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　5YR4/2明赤褐色土　鉄分凝集により赤味を帯びる。１層と同様、As-Kk粒を多量に、

径20～50㎜程の円礫を含む。
3　10YR4/2灰黄褐色土　１層と同様As-Kk粒、径10㎜以下の小礫・粗砂を含む。
4　10YR5/2灰黄褐色土　土質は１層とほぼ同じ。径50～100㎜程の礫を含む。
5　10YR4/1褐灰色砂礫土　径20～100㎜程の砂礫主体の層。

17号溝
１　10YR3/2黒褐色土　大粒のAs-Kk粒を多く含む。
2　10YR3/3暗褐色土　１層土とロームブロックと

の混土。西側下層ほどロームブロックを多く含
む。帯水・流水の痕跡は認められない。

１15溝



　4.　畑

　本遺跡においては7箇所の畑が検出された。いずれも

１面からの検出である。うち１～3区１面からは4箇所

の畑が検出された。中近世の遺構と考えられる。

　上面が大きく削平され、検出状態は極めて悪く、溝状

に掘削された畑のサクの痕跡が部分的に辛うじて検出さ

れたに過ぎない。残存状態は極めて悪く、3区から検出

された１号畑と１区の南東隅部から検出された3号畑以

外では、サクの掘り込みの深さはほとんど確認すること

が出来なかった。

　本遺跡では、すべての調査区において、全般的に南側

から北側に向かって低くなる地形である点はほぼ共通し

ている。１区１面において畑が検出されたのは最も標高

が高い調査区の南東端付近、3区１面では、同様に調査

区の南側から検出されているが、傾斜変換点からも１箇

所検出されている。なお、１区から検出された3・4号

畑の主軸方位はおおむね西北西-東南東方向、3区から

検出された１・2号畑の主軸方位はおおむね北北西-南

南東方向と、それぞれ主軸方向が類似しており、それぞ

れが同じ設計理念に基づいて造られていた可能性が考え

られる。

　本遺跡においては、地形の傾斜が比較的急であり、調

査区内における比高が1.50ｍにもなるため、棚田を造成

したとしても、生産効率が高い安定した水田面を形成し

にくかったという事情から、本調査区の位置に限っては

水田ではなく畑が造られたものと推測出来る。

1号畑（第15図、PL.34）

位置　3区のほぼ中央から若干北西寄り。39・40号土坑

の東側、41号土坑の南西側、337号土坑の北側に位置する。

X＝61816～819、Y＝-94752～759。

重複　南西端のサクの痕跡が36号土坑に、北東端のサク

の痕跡が59号ピットにそれぞれ掘り込まれる。

畝間のサクの主軸方位　N－70°－Ｗ。

検出された畝の長さ　不明。

検出された畝の幅　0.26～0.52ｍ。

検出された畝間の深さ　0.07ｍ

検出面積　12.23㎡

標高　426.14～426.47ｍ

遺物　なし。

所見　上面を甚だしく削平されており、残存状態は極め

て悪い。西北西-東南東方向の畝間のサクの痕跡が、ち

ぎれた窪み状に7箇所4条分のみ検出された。畝間のサ

クの痕跡の埋土はAs-Kk粒を少量含む黒褐色土である。

時期　中近世のものと考えられる。

2号畑（第15図、PL.34）

位置　3区の中央よりやや南東寄り。338・339号土坑の

南側に位置する。X＝61802～806、Y＝-94743～748。

重複　なし。

主軸方位　N－73°－Ｗ。

検出された畝の長さ　不明。

検出された畝の幅　0.25～0.61ｍ。

検出された畝間の深さ　0.02ｍ。

検出面積　14.73㎡

標高　426.34～426.36ｍ

遺物　なし。

所見　検出された畝間のサクの痕跡の範囲は、ほぼ１号

畑において検出されたものに類似し、且つ主軸方位も類

似している。１号畑の南東約13ｍに位置しているが、同

時期に併存していた可能性も考えられる。

　１号畑の検出状況と同様、上面を甚だしく削平されて

おり、残存状態は極めて悪い。西北西-東南東方向の畝

間のサクの痕跡が、ちぎれた窪み状に12箇所8条分のみ

検出された。畝間のサクの痕跡の埋土はAs-Kk粒を少量

含む黒褐色土である。

時期　中近世のものと考えられる。

3号畑（第16図、PL. １・2）

位置　１区の南東隅部。4号畑の南側に位置している。

X＝61782～793、Y＝-94885～897。

重複　最も北側に位置するブロックであるＡ群の北端を

105・106号土坑が掘り込む。また、南東側のブロックで

あるC群を10号溝が掘り込む。

主軸方位　N－7～20°－Ｗ。

検出された畝の長さ　1.48～3.05ｍ。

検出された畝の幅　0.12～0.52ｍ。

検出された畝間の深さ　0.01～0.05ｍ。

検出面積　33.49㎡

第３章　発見された遺構と遺物
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１号畑
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒を少量含み、粘性弱い。

2号畑
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒を少量含み、上面にAs-Bのブロック

を含む。粘性弱い。・・・

断面図

平面図



標高　427.40～427.80ｍ

遺物　なし。

所見　3区の１・2号畑の検出状況と同様、上面を甚だ

しく削平されており、残存状態は極めて悪い。いずれも、

畝間のサクの部分の痕跡の断片が、溝状に数条分並列し

て検出されたに過ぎない。

　最も北側のX=61789～793、Y＝－94890～893に位置す

るＡ群、南西側X=61782～784、Y=－94893～897に位置

するB群、南東側X=61784～788、Y=－94855～890に位

置するC群の3つの小群に分かれて検出された。

　Ａ群では、北西－南東方向の畝間のサクの痕跡が溝状

に4条東西に並列して検出された。検出された畝の長さ

は約3ｍ前後、検出された畝間の長さは約1.5～3ｍ程

度、検出された畝の幅0.31～0.48ｍ、検出された畝間

の幅は0.28～0.58ｍ、検出された畝間の深さは0.01～

0.03ｍ、検出面積約12㎡である。

　B群では、検出された畝間のサクの痕跡の一部は調査

区南壁外へと延びている。北北西－東南東方向の畝間の

サクの痕跡が溝状に7条東西に並列して検出された。検

出された畝の長さは約1.8ｍ以上、検出された畝間の長

さは約1.48～ｍ、検出された畝の幅は0.12～0.48ｍ、検

出された畝間の幅は0.18～0.36ｍ、検出された畝間の深

さは0.01～0.05ｍ、検出面積約7㎡である。

　C群では、検出された畝間のサクの痕跡の一部は調査

区東壁外へと延びている。北北西－東南東方向の畝間の

サクの痕跡が溝状に4条東西に並列して検出された。本

来は5条分の検出が見込めたであろうが、西側から2本

目に検出された畝間の溝が10号溝に破壊されて亡失して

しまったものと考えられる。検出された畝は、いずれも

北側にさらに伸びていた様子が窺えるが、上面を削平

され、南端から約3.5ｍ前後より北側の部分は検出され

なかった。検出された畝の長さは約3.5ｍ以上、検出さ

れた畝間の長さは約1.48～ｍ程度、検出された畝の幅は

0.12～0.48ｍ、検出された畝間の幅は0.18～0.28ｍ、検

出された畝間の深さは0.01～0.03ｍ、検出面積約14.5㎡

である。

時期　中近世のものと考えられる。

・

4号畑（第17図、PL.2）

位置　１区の南東隅部。3号畑の北側に位置している。

X＝61787～800、Y＝-94890～900.

重複　検出範囲の北西隅付近を107・108号に掘り込まれ

る。

主軸方位　N－30°～40°－Ｗ。

検出された畝の長さ　6.81～11.05ｍ。

検出された畝の幅　0.32～0.50ｍ。

検出された畝間の深さ　検出されず。

検出面積　96.92㎡

標高　427.22～427.58ｍ

遺物　なし。

所見　3区の１・2号畑、１区の3号畑の検出状況と同

様、上面を甚だしく削平されており、残存状態は極めて

悪く、畝間のサクの部分の痕跡が確認面上で検出された

に過ぎず、畝間のサクの掘り込みは全く検出できなかっ

た。北西－南東方向の畝間のサクの痕跡が溝状に東西に

並列して13条検出された。東西両側は調査区壁外へと続

いていた様子が窺える。また、北端はY=61800ライン付

近で恰も切断したようにすっぱりと検出されなくなり、

また、南端も、東側半分では3号畑の手前、Y＝－61791

ライン付近で、西側半分でもY=－61787.5ライン付近に

おいて検出されなくなってしまう。南北両端とも、上面

の削平により検出困難になったものと考えられる。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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　5.　土坑

　本遺跡では295基の土坑が検出された。１区１面から

27基、2区１面から33基、2面から4基の計37基、3区

１面から59基、2面から50基の計109基、4区では１面

から122基がそれぞれ検出された。ここでは１～3区の

１面から検出された計119基の土坑について論述する。

　１～3区とも土坑の分布は各調査区の全域にわたって

おり、特定の地域において集中して検出されるというよ

うなことはなかった。土坑の形状は、円形、楕円形、隅

丸方形状を呈するごく一般的な形状のものと、長大な溝

状を呈する、俗に「芋穴」と称されるものとに大別できる。

両者とも各調査区に混在している。長大な溝状の土坑の

大きさや形状もまちまちで、主軸方向も、東西、南北、

北西-南西の各方向が混在しており、一定ではない。東

側に隣接する唐堀B遺跡の１面から検出された土坑にお

いても同傾向であり、この地域における近世の土坑の特

徴と言えよう。

　（１）１区検出の土坑

　１区から検出された土坑は101・102、104～116、119～

122、126～129・340・341・344号土坑の27基である。

　103・117・342・343号土坑は欠番。また、118号土坑

は3区１面から、123～125号土坑は2区１面からそれぞ

れ検出されている。

　また、340・341号土坑は、発掘調査時に溝として遺構

認定されていたものであるが、１区から検出された101

号土坑と同様、本遺跡の１・3区１面において検出され

ているいわゆる「芋穴」と称される長大な溝状の土坑の

類と考えられるので、土坑として報告することにした。

344号土坑は341号土坑に掘り込まれたものであるが、発

掘調査の段階では土坑と認定されていなかったが、土坑

として報告することにした。

　それら以外にも、溝状とまでは言い切れないが、104～

106・110・111・119・121・127号土坑など、平面形態が

隅丸長方形状ないし長円形状の土坑が8基検出されてい

る。

　１区から検出された土坑の主軸方位は、おおむね南北

方向のものと、おおむね東西方向のものに大別できるが、

円形、不正円形、楕円形、不整楕円形状の物にはおおむ

ね主軸を南北に近い方向に取るものがおおく、逆に長大

な溝状の土坑や、長円形状、隅丸長方形状の土坑にはお

おむね東西の方向に掘られたものが多いという特徴が窺

える。長大な溝状の土坑は、他の調査区から検出された

事例では、南北の方向に近いものもあるので、必ずしも、

土坑の形状によって主軸方位が決められていたわけでは

ないようである。

101号土坑（第18図、PL.4・163）

位置　１区の北東寄り。9号溝の北側、109号土坑の南

側に隣接する。X＝61812～813、Y＝－94901～905。

重複　なし。

平面形状　東西に長大な溝状の隅丸長方形状を呈する。

東西両端から川原石大の自然礫が出土したが、人為的に

構築されたような痕跡はない。

主軸方位　N－13°－Ｗ。

規模　全長4.88ｍ、上幅0.50～0.55ｍ、下幅0.26～0.42

ｍ、深さ0.37ｍ。

埋土　大量の礫とAs-Kk粒を含む粘性の弱い黒褐色土。

礫の間に後から土が入り込んだように見える。

遺物　底部より17世紀瀬戸・美濃陶器皿底部破片１点出

土（１.PL.163）。また、砥石1/2片1点（PL.163）、非掲載

であるが、茶臼下臼小片１点、礫が15点出土している。

所見　調査区の北東寄りに位置する東西方向に長い溝状

の土坑で、いわゆる「芋穴」と称される形状のものである。

埋土には礫が詰まっているような状態であったが、その

理由は不明である。このように埋土中に自然礫を多く

含む土坑は、１区では他に102・108・109・113・114・

116・128号土坑などがある。しっかりとした掘方を有し

ており、断面は逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

102号土坑（第18図、PL.5）

位置　１区の中央からやや南東寄り。115号土坑の北側、

67～69号ピットの南側、71号ピットの北東側に位置する。

X＝61809～810、Y＝－94206～207。

重複　なし。

平面形状　不整形状を呈する。

主軸方位　N－26°－E。

規模　長径1.82ｍ、短径1.51ｍ、深さ0.29ｍ。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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埋土　上層にAs-Kk粒が混じり、川原石大の礫が詰まっ

た黒褐色土が堆積し、下層には灰黄褐色土が堆積する。

遺物　なし。

所見　１区の中央から南東寄りに位置する不整形状の浅

い土坑。底面には凹凸が顕著で、断面も不整形である。

掘方は浅い。101・108・109・113・114・116・128号土

坑などと同様、埋土に多量の自然礫を含む。

時期　中近世のものと考えられる。

104号土坑（第18図、PL.5）

位置　１区の南東側。105・106号土坑の北側に近接する。

X＝61792～793、Y＝－94891～892。

重複　4号畑を掘り込む。

平面形状　東西に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－78°－E。

規模　長径1.12ｍ、短径0.46ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　堆積土のほとんどはAs-Kk粒と粘性のある褐色土

との混土の灰黄褐色土で、底面付近に薄く褐色土が堆積

している。

遺物　なし。

所見　調査区の南東寄りに104・105・106号土坑が近接

して、品字状に並んでいる。104・405号土坑は規模・形

状・主軸方向・埋土いずれも近似若しくはほぼ同様であ

る。106号土坑のみ104・105号土坑と主軸方向を異にし、

104・105号土坑に比べて若干大きいが、形状や埋土は

104・105号土坑に類似している。104～106号土坑はそれ

ぞれが近い時期に掘削されたものと考えられるが、用途

や機能は不明であり、重複も無いため相互の新旧関係も

不明である。105・106号土坑の埋土と極めて類似してい

る。

時期　中近世のものと考えられる。

105号土坑（第18図、PL.5）

位置　１区の南東側。104号土坑の南側、106号土坑の西

側に近接する。X＝61791～792、Y＝－94891～893。

重複　下面の3号畑を掘り込む。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－78°－E。

規模　長径1.35ｍ、短径0.48ｍ、深さ0.12ｍ。

埋土　堆積土のほとんどはAs-Kk粒と粘性のある褐色土

との混土の灰黄褐色土で、底面付近に薄く褐色土が堆積

している。104・106号土坑の埋土と極めて類似している。

遺物　なし。

所見　調査区の南東寄りに104・105・106号土坑が近接

して、品字状に並んでいる。104・105号土坑は規模・形

状・主軸方向・埋土いずれも近似もしくはほぼ同様であ

る。106号土坑のみ104・105号土坑と主軸方向を異にし、

104・105号土坑に比べて若干大きいが、形状や埋土は

104・105号土坑に類似している。104～106号土坑はそれ

3ぞれが近い時期に掘削されたものと考えられるが、用

途や機能は不明であり、重複も無いため相互の新旧関係

も不明である。

時期　中近世のものと考えられる。

106号土坑（第18図、PL.6）

位置　１区の南東側。104号土坑の南側、105号土坑の東

側に近接する。X＝61791～792、Y＝－94890～891。

重複　3号畑を掘り込む。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－66°－E。

規模　長径1.53ｍ、短径0.54ｍ、深さ0.21ｍ。

埋土　As-Kk粒と粘性のある褐色土との混土の灰黄褐色

土が堆積している。104・105号土坑の埋土と極めて類似

している。

遺物　なし。

所見　調査区の南東寄りに104・105・106号土坑が近接

して、品字状に並んでいる。106号土坑のみ104・105号

土坑と主軸方向を異にし、104・105号土坑に比べて若干

大きいが、形態や埋土は104・105号土坑に類似している。

104～106号土坑はそれ3ぞれが近い時期に掘削されたも

のと考えられるが、用途や機能は不明であり、重複も無

いため相互の新旧関係も不明である。

時期　中近世のものと考えられる。

107号土坑（第19図、PL.6）

位置　１区の南東寄り。調査区壁に懸かる。108号土坑

の南側に隣接する。X＝61795～796、Y＝－94899。

重複　下面の4号畑を掘り込む。

平面形状　東側大部分が調査区外に出るため、形状は不

明である。

第３章　発見された遺構と遺物
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101号土坑
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒を多量に含む。粘性弱い。

102号土坑
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒及び礫を含む。粘性極めて弱い。
2　10YR4/2・灰黄褐色土　

104号土坑
１　10YR4/2灰黄褐色土　As-Kk粒と粘性有る褐色土との混土。
2　7.5YR4/3褐色土　粘性有る地山土をベースとし、１層の土

を少量含む。

105号土坑
１　10YR4/2灰黄褐色土　As-Kk粒と粘性有る褐色土との混土。
2　7.5YR4/3褐色土　粘性有る地山土をベースとし、１層の土

を少量含む。

106号土坑
１　10YR4/2灰黄褐色土　As-Kk粒と粘性有る褐色土との混土。



主軸方位　不明。

規模　検出長径1.12ｍ、検出短径0.40ｍ、検出範囲にお

ける深さ0.10ｍ。

埋土　多量のAs-Kk粒を含みローム状土と黒褐色土とが

混じる暗褐色土。

遺物　なし。

所見　調査区の南東に位置し、西側の大部分が調査区買

いに出ているため、全容は不明である。検出された部分

における掘方は浅く、断面はレンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

108号土坑（第19図、PL.6・164）

位置　１区の南東寄り。調査区壁に懸かる。107号土坑

の北側に隣接する。X＝61796～797、Y＝－94899。

重複　下面の4号畑を掘り込む。

平面形状　107号土坑同様、東側大部分が調査区外に出

るため、形状は不明である。

主軸方位　不明。

規模　検出長径0.94ｍ、検出短径0.39ｍ、検出範囲にお

ける深さ0.17ｍ。

埋土　多量のAs-Kk粒を含み、多量のローム状土と黒褐

色土とが混じる暗褐色土。埋土中に川原石大の礫がやや

多く混じる。

遺物　底部直上より石臼上部1/4片が出土（１）。石上標

高427.41ｍ。

所見　調査区の南東に位置し、107号土坑と同様、西側

の大部分が調査区外に出ているため、全容は不明である。

検出された部分における掘方は浅く、断面は浅く幅が広

い逆台形状を呈する。101・102・109・113・114・116・

126号土坑などと同様、埋土に多量の自然礫を含む。

時期　中近世のものと考えられる。

109号土坑（第19図、PL.164）

位置　１区の北東寄り。101号土坑の北側に隣接する。

X＝61813～814、Y＝－94904～906。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－5°－E。

規模　長径1.76ｍ、短径1.24ｍ、深さ0.43ｍ。

埋土　As-Kk粒を不均等に含む暗褐色粘質土を主体とし、

上層にAs-Kk粒主体の著しく締まりが強い暗褐色土が堆

積する。埋土中に川原石大の礫を多く含む。

遺物　埋土中より生産地未詳中近世土器皿口縁部破片１

点出土。

所見　調査区北東寄りに位置する比較的規模が大きい土

坑である。底面は凹凸が著しい。101・102・108・113・

114・116・128号土坑などと同様、埋土に多量の自然礫

を含む。比較的しっかりとした掘方を有し、断面は比較

的厚いレンズ状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

110号土坑（第19図、PL.6）

位置　１区の北東寄りの位置。109号土坑よりもさらに

北側に位置する。X＝61818～819、Y＝－94905～908。

重複　112号土坑に南西隅を掘り込まれる。

平面形状　東北東-西南西方向に細長い隅丸長方形状を

呈するが、溝状と言えるほど長大ではない。

主軸方位　N－81°－E。

規模　長径2.82ｍ、短径0.87ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　堆積土のほとんどはAs-Kk粒と粘性強い褐色土と

の混土の灰黄褐色土であるが、下層にやや黄色味を帯び

る粘質土とAs-Kk粒の混土である暗褐色土が薄く堆積し

ている。

遺物　なし。

所見　調査区の北東寄り、109号土坑よりもさらに北に

拠った位置に所在する。掘方は浅く、断面は薄く扁平な

レンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

111号土坑（第19図、PL.6）

位置　１区中央の北端、調査区北壁際。X＝61822～823、

Y＝－94911～912。

重複　なし。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径1.33ｍ、短径0.53ｍ、深さ0.27ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒主体の著しく締まりが強い暗褐色

土が堆積し、下層に黒色身が強い土と褐色土とAs-Kk粒

の混土が堆積している。

遺物　なし。

第３章　発見された遺構と遺物
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107・108号土坑
１　10YR4/2・灰黄褐色土　As-Kk粒を多量に含む。ガサガサ触感。
2　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を多量に含む。

109号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒主体。締まり著しく強い。
2　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を不均等に含む。締まり強い。

110・112号土坑
１　10YR4/2灰黄褐色土　As-Kk粒と粘性有る褐色土との混土。
2　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒を少量含む。締まり強い。
3　10YR3/3・暗褐色土　粘性有るやや黄色味帯びる土とAs-Kk粒との混土。締まり強い。

111号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒主体。締まり著しく強い。
2　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を不均等に含む。締まり強い。

113号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとして、As－Kk粒をやや多く、地山黄

褐色土ブロックを不均等に含む。締まりやや有り。
2　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を不均等に含む。締まり強い。

１108土



所見　調査区の中央の北端に位置する長円形状を呈する

土坑で、小規模ながらしっかりとした掘方を有し、断面

はやや深めの逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

112号土坑（第19図、PL.6）

位置　１区の北東寄りの位置。109号土坑よりもさらに

北側に位置する。X＝61817～818、Y＝－94907～909。

重複　110号土坑の南西隅を掘り込む。

平面形状　東西に長い、短小な隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－80°－E。

規模　長径2.82ｍ、短径0.87ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　堆積土のほとんどはAs-Kk粒と粘性強い褐色土と

の混土の灰黄褐色土であるが、下層にやや黄色味を帯び

る粘質土とAs-Kk粒の混土である暗褐色土が薄く堆積し

ている。

遺物　なし。

所見　調査区の北東寄り、109号土坑よりもさらに北に

拠った位置に所在する。掘方は浅く、断面は薄く扁平な

レンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

113号土坑（第19図、PL.7）

位置　１区の中央、北寄り。11号土坑の南側、129号土

坑の南東側に位置する。X＝61818～820、Y＝－94912～

913。

重複　なし。

平面形状　南北に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－2°－Ｗ。

規模　長径1.37ｍ、短径0.90ｍ、深さ0.34ｍ。

埋土　径2～20㎜程度のAs-Kk粒を多量に含む黒褐色土。

川原石大の礫を多く含む。

遺物　なし。

所見　平面形態は不整楕円形状であり、底面も傾斜して

いる上、凹凸がある。101・102・108・109・114・115・

116・128号土坑などと同様、埋土に多量の自然礫を含む。

比較的しっかりとした掘方を有している。断面は不整逆

台形状を呈する。

時期　近世のものと考えられる。

114号土坑（第20図、PL.7）

位置　１区の中央からやや南東寄りの位置。9号溝の西

側、12号溝の北側、14号溝の東側、115号土坑の南東側

にそれぞれ隣接する。X＝61806、Y＝－94911～912。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　N－16°－Ｗ。

規模　長径0.91ｍ、短径0.56ｍ、深さ0.21ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒と地山粘質土塊を不均等に含む暗

褐色土が堆積し、下層にAs-Kk粒と地山粘質土塊を不均

等に含む暗褐色土をブロック状に含む鈍い黄褐色土が堆

積している。101・102・108・109・113・115・116・128

号土坑などと同様、埋土に多量の自然礫を含む。

遺物　なし。

所見　調査区の中央からやや南東寄りに位置する小規模

な土坑。101・102・108・109・113号土坑などと同様、

埋土に多量の自然礫を含む。断面は隅丸逆台形状を呈し、

小規模な土坑ながら比較的しっかりとした掘方を有して

いる。

時期　中近世のものと考えられる。

115号土坑（第20図、PL.7）

位置　１区の中央からやや南東寄りの位置。9号溝の西

側、115号土坑の南東側にそれぞれ隣接する。X＝61807

～808、Y＝－94911～912。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－6°－Ｗ。

規模　長径0.95ｍ、短径0.82ｍ、深さ0.37ｍ。

埋土　埋土のほとんどはAs-Kk粒主体の暗褐色土で、一

段と深く掘り窪められた底面のほぼ中央部に鈍い黄褐色

土が堆積している。

遺物　なし。

所見　調査区の中央からやや南東寄りに位置する南西に

位置する比較的小規模な土坑。断面は凹凸があり不整形

であるが、比較的しっかりとした掘方を有している。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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114号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　暗褐色土の細粒及びAs-Kk粒、粘性有る

地山土の大ブロック等を不均等に含む。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　粘性有る地山土をベースに１層の

土を小ブロック状に含む。

115号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒をベースとし、暗褐色土ブロッ

クを含む。締まり有り。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山ローム状土。

116号土坑
１　10YR4/2灰黄褐色土　As-Kk粒主体のボソボソした土。褐色

粘性土小ブロックを不均等に含む。
2　10YR4/3灰黄褐色土　粘性有る地山土をベースとし、As-Kk

粒を不均等に含む。締まり強い。

119号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　黒褐色土とAs-Kk粒との混土。As-Kk粒を

多く、焼土・炭化物粒を含む。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山ローム状土とAs-Kk粒との混土。

120号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を少量、不均等に含む。・炭化物

粒散見。粘性、締まり共に強い。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山ローム状土をベースとし、

As-Kk粒を不均等に、黒色土小ブロックを少量含む。
3　10YR3/3　暗褐色土　１土と2土の混土のような土でAs-Kk

の混入は最も多い。しまりあり。



116号土坑（第20図、PL.7）

位置　１区中央部の南端付近。9号溝の西側、12号溝の

南側に位置する。X＝61802～803、Y＝－94912～913。

重複　126号土坑の北辺及び14号溝の西辺をそれぞれ掘

り込んで破壊する。

平面形状　北西-南東方向にやや長い不整楕円形状を呈

する。

主軸方位　N－41°－Ｗ。

規模　長径0.93ｍ、短径0.63ｍ、深さ0.21ｍ。

埋土　褐色粘質土の小塊をブロック状に不均等に含む

As-Kk粒主体の灰黄褐色土主体。壁際から底面にかけて

地山褐色粘質土主体でAsKk粒を不均等に含む締まりの強

い灰黄褐色土が薄く堆積している。埋土中に川原石大の

礫をやや多く含む。

遺物　なし。

所見　調査区中央の南端付近に位置する小規模な土坑。

101・102・108・109・113・114・115・128号土坑などと

同様、埋土に多量の自然礫を含む。小規模ながらもしっ

かりとした掘方を有しており、断面は隅丸の台形状を呈

している。

時期　中近世のものと考えられる。

119号土坑（第20図、PL.8）

位置　１区の中央から北東寄りの位置。129号土坑の二

西側に位置する。X＝61819～820、Y＝－94919～922。

重複　120号土坑に南西隅部を掘り込まれる。

平面形状　逆Ｌ字形を呈する。南北方向に3.96ｍ、

X=61819.5、Y=－94921.5付近を中心点として直角に曲

がり、東側へ約1.7ｍ。

主軸方位　N－78°－E。

規模　南北長3.96ｍ、東西長2.74ｍ、深さ0.14ｍ。

埋土　As-Kk粒と黒褐色土の混土の暗褐色土主体。部分

的に地山ローム状土とAs-Kk粒の混土の灰黄褐色土が堆

積している。

遺物　なし。

所見　平面形が逆Ｌ字形を呈する大きな土坑。本遺跡で

はこのような形態の土坑は他に全く検出されていない。

底面はおおむね平坦であるが若干凹凸がある。掘方は浅

く、断面は薄く扁平なレンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

120号土坑（第20図、PL.8）

位置　１区の中央から北東寄りの位置。X＝61816～819、

Y＝－94919～922。

重複　119号土坑の南西隅部を掘り込む。

平面形状　南北にやや長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－8°－Ｗ。

規模　長径2.96ｍ、東西長1.02ｍ、深さ0.18ｍ。

埋土　As-Kk粒を不均等に含み締まりが強い暗褐色土と

地山ローム土を基質にAs-Kk粒を不均等に含む鈍い黄褐

色土主体。底面付近にAs-Kk粒を多量に含む暗褐色土が

堆積している。

遺物　なし。

所見　119号土坑の南西隅部を掘り込む小規模な土坑。

119号土坑と同様、掘方は浅く、断面は扁平なレンズ状

を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

121号土坑（第21図、PL.8・164）

位置　１区の北西隅近く。127号土坑の東側、128号土坑

の西側、340号土坑の北側に位置する。X＝61816～812、

Y＝－94929～932。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向に細長い溝状を呈する。

主軸方位　N－45°－E。

規模　長径2.82ｍ、短径0.81ｍ、深さ0.24ｍ。

埋土　上層にやや多量のAs-Kk粒を不均等に含む粘性の

弱い黒褐色土が、下層にAs-Kk粒主体で細砂粒を多く含

む灰黄褐色土が堆積する。

遺物　埋土中より黒色頁岩製石鏃片１点が出土。

所見　１区では101・110・340・341号土坑等と同様の長

大な溝状の、いわゆる「芋穴」と称される土坑の一つであ

るが、全長は110号土坑と共にあまり長くはない。この

ような形状の土坑はすべての調査区において検出されて

いるが、１区ではほぼ東西方向ないし、北東-南西方向、

北西-南東方向である。しっかりとした掘方を有し、断

面は逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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122号土坑（第21図、PL.8・164）

位置　１区の北東寄り。109号土坑の東北東側、X＝

61815～816、Y＝－94901～902。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－10°－Ｗ。

規模　長径0.84ｍ、短径0.78ｍ、深さ0.54ｍ。

埋土　締まり強く、As-Kk粒を少量含む、ローム状土と

暗褐色土の混土の鈍い黄褐色土。

遺物　埋土中より縄文時代早期条痕文系深鉢片（１）１点

が出土。埋土に含まれる火山灰の状況から、遺構の年代

を示す遺物とは考えにくく、流れ込みと考えられる。

所見　底面よりやや上層より自然礫が出土した。小規模

ながらしっかりとした掘方を有しており、壁面はほぼ垂

直に落ちている。断面は幅広いU字形を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

126号土坑（第20図、PL.8）

位置　１区中央部の南端付近。9号溝の西側、12号溝の

南側に位置する。X＝61801～802、Y＝－94912～913。

重複　北辺を116号土坑に、南辺を14号溝にそれぞれ掘

り込まれる。

平面形状　西北西-東南東方向にやや長い楕円形状を呈

する。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径1.04ｍ、検出短径0.77ｍ、深さ0.10ｍ。

埋土　不明。

遺物　なし。

所見　浅く小規模な土坑で、土坑と言うよりも窪みと

言った方が良いような状態である。埋土中に骨粉及び小

礫が混じるが、ごく少量のため、墓壙か否かの判別はつ

かなかった。掘方は極めて浅く、断面は非常に扁平なレ

ンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

127号土坑（第21図、PL.9）

位置　１区の北西隅付近。121号土坑の西側、340号土坑

の北側に位置する。X＝61817～818、Y＝－94934～935。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－47°－E。

規模　長径1.17ｍ、短径0.42ｍ、深さ0.26ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒主体で、地山褐色粘質土が混じる

やや締まりが弱い暗褐色土が堆積し、下層に黄褐色粘質

土にAs-Kk粒が縞状に堆積する、やや締まりが強い灰黄

褐色土が堆積する。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に長いが、いわゆる「芋穴」と称さ

れる種類の溝状の土坑ほどに長大なわけではない。中央

部が楕円形状に一段と掘り窪められており、この部分は

深くしっかりした掘方を有し、断面は上端がやや開いた

U字形を呈するが、他の大部分はおおむね平坦で浅く、

深さも0.07～0.10ｍ前後に過ぎない。

時期　中近世のものと考えられる。

128号土坑（第21図、PL.9）

位置　１区の北西隅付近。121号土坑の東側、119・120

号土坑の西側、340号土坑の北側に位置する。X＝61817

～818、Y＝－94934～935。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向に僅かに長い隅丸長方形状を

呈する。

主軸方位　N－64°－Ｗ。

規模　長径0.74ｍ、短径0.67ｍ、深さ0.05ｍ。

埋土　As-Kk粒が混じる粘性弱い黒褐色土。

遺物　なし。

所見　川原石大の自然礫が詰まった極浅い土坑。土坑と

言うよりも窪地と言ってよい状態である。掘方は極浅く、

断面は薄く扁平なレンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

129号土坑（第21図、PL.9）

位置　１区のほぼ中央の北端付近。111号土坑の西側、

113号土坑の北西側、119号土坑の東側に位置する。X＝

61820～821、Y＝－94915～916。

重複　なし。

平面形状　南側約半分弱を試掘調査時に破壊されている

が、試掘坑内の痕跡により北西―南東方向に長い楕円形

状を呈するものと思われる。

主軸方位　N－13°－Ｗ。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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121号土坑
１　10YR3/3黒褐色土　粘性弱い土をベースとし、As-Kk粒を不均等に、

やや多量に含む。
2　10YR4/2灰黄褐色土　As-Kk粒主体。川砂のような細粒砂を含む。締

まりやや欠く。

122号土坑
１　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土と暗褐色土との混土。As-Kk粒

を少量含む。締まりやや強い。

127号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As－Kk主体で、地山褐色粘性土の混じる、締ま

りやや弱い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　粘性有る黄褐色土をベースとし、As-Kk粒を

稿状に、ブロック状に含む。締まりやや強い。

128号土坑
１　10YR3/2黒褐色土　As-Kk粒を含む。粘性弱い。

１122土



規模　推定長径1.29ｍ、短径0.96ｍ、深さ0.23ｍ。

埋土　不明。

遺物　なし。

所見　しっかりとした掘方を有し、断面は底面が幅広い

逆大形状を呈する。

時期　近世のものと考えられる。

340号土坑（第22図、PL.9）

位置　１区の北西隅寄り。121・127・129号土坑の南側

に位置する。X＝61812～814、Y＝－94928～934。

重複　なし。

平面形状　東西方向に長い溝状を呈する。西端は

X=61814.3、Y=－94935付近で、東に約3.5ｍの間はほ

ぼ東西方向に、X=61814,Y=－94931.5付近から南東向き

に屈曲しつつ、東端はX＝94812.3，Y=－94928.1付近で、

先端は完全に南東方向となっている。

主軸方位　N－86°～76°～48°－Ｗ。

規模　長径7.35ｍ、短径0.56ｍ、深さ0.50ｍ。

埋土　地山ローム土の混入多く、As-Kk粒の混入は少な

いやや締まりが強い灰黄褐色土。

遺物　なし。

所見　東西方向に長大な溝状の土坑で、調査時には溝と

認定されていたが、東西両端とも止まっており、水流の

痕跡も全く認められないため、１区では101号土坑のよ

うな、いわゆる「芋穴」と称される類の土坑であると判断

されたため、土坑として報告する。掘方は極浅く、断面

は扁平で、断面は扁平なレンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

341号土坑（第22図、PL.9）

位置　１区のほぼ中央。やや南西寄り。12・14号溝の

北側に位置し、114・115号土坑の西側に隣接する。X＝

61806～808、Y＝－94912～923。

重複　東寄りの位置を344号土坑に掘り込まれる。

平面形状　東西に長い溝状を呈する。西端は二股に分

かれ、北側はX=61808.2、Y=－94923.3付近で、南側は

X=61806.7、Y=－94923.4付近で止まり、また東端は

X=61807.7、Y=－94912.75付近で止まっている。

主軸方位　N－86°～76°～48°－Ｗ。

規模　長径10.68ｍ、短径0.82ｍ、深さ0.10～0.30ｍ。

埋土　As-Kk粒の混入が多く、やや締まりが弱い鈍い黄

褐色土。

遺物　なし。

所見　東西方向に長大な溝状の土坑で、調査時には溝と

認定されていたが、東西両端とも止まっており、水流の

痕跡も全く認められないため、１区では101号土坑のよ

うな、いわゆる「芋穴」と称される類の土坑であると判断

されたため、土坑として報告する。底面の標高は西側で

やや高く。東側では低くなっているが、高低差は最大で

0.2ｍ程度である。東端付近が、さらに約0.2ｍ程度、一

段と深く掘り込窪められている。全体的に掘方は浅く、

断面は扁平なレンズ状を呈しているが、一段と深く掘り

窪められたと箇所ではややしっかりとしており、断面は

薄い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

344号土坑（第22図）

位置　１区のほぼ中央。やや南西寄り。12・14号溝の

北側に位置し、114・115号土坑の西側に隣接する。X＝

61807～808、Y＝－94914～915。

重複　341号土坑の東端付近を掘り込む。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－54°－Ｗ。

規模　長径0.96ｍ、短径0.80ｍ、深さ0.24ｍ。

埋土　不明。

遺物　なし。

所見　比較的しっかりとした掘方を有しており、断面は

底面が幅広い逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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341号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を多く含む。締まりやや弱

い。



　（2）2区検出の土坑

　2区から検出された土坑は123～125、130～142、146

～162号土坑の33基である。

　2区は、北東-南西方向に走行する生活道路を挟んで

北西の狭小な面積の調査区（以下、2区北西隅小調査区

と称する）と、その南側から南東側にけて展開する大規

模な調査区(以下、2区主調査区と称する)から成るが、

2区北西隅小調査区の１面からは土坑とピットしか遺構

は検出されなかった。2区北西隅小調査区においては、

土坑は中央よりやや南寄りの位置から北側から検出され

る傾向にある。この調査区において検出された主軸方向

や土坑の規模・形状には特段の斉一性は見受けられな

かった。

　北西隅の小調査区から検出された土坑は123～125、

130～133号の7基である。123・124・131号土坑は、主

軸方位はそれぞれ異なるものの、小型の隅丸長方形状を

呈し、規模もほぼ類似している。それ以外の土坑は、規

模、形状、主軸方位いずれもまちまちである。2区北西

隅小調査区のさらに北西隅から検出された隅丸不整長方

形状の133号土坑は、西側が調査区外に出ているため全

容は不明であるが、土坑としては群を抜いて巨大である

が、検出層位からみて竪穴建物ではない。竪穴状遺構で

あった可能性も考えられなくはないが、竪穴状遺構にし

ては浅過ぎ、そのように積極的な根拠に欠けるため、発

掘調査時の所見を尊重して、土坑として報告することと

した。

　また、2区主調査区からは、135～142、146～162号の

26基の土坑が検出された。土坑は、2区主調査区の東側

約2/5の範囲から検出されているが、北東及び南東隅部

からは検出されなかった。また、長方形状ないし隅丸長

方形状の土坑は検出されているが、いずれも長さは然程

ではなく、１区や3区から検出されたような、長大な溝

状を呈する土坑は検出されなかった。長方形ないし隅丸

長方形状の土坑の主軸方向はおおむね南北方向である。

　なお、143～145・163号土坑は2区2面から検出され

た縄文時代の土坑である。

123号土坑（第22図、PL.15）

位置　2区北西隅小調査区の中央から南西寄りの位置。

80号ピットの西側、81号ピットの北西側に位置する。X

＝61825～826、Y＝－94884～885。

重複　南東隅を107号ピットに掘り込まれる。

平面形状　東北東―西南西方向にやや長い小型の隅丸長

方形状を呈する。

主軸方位　N－70°－E。

規模　長径1.04ｍ、短径0.73ｍ、深さ0.18ｍ。

埋土　地山ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土との混

土のやや締まりのある灰黄褐色土をベースとする。上

面の一部に、粘性の弱い黒褐色土をベースとし、As-Kk

粒をやや多く、地山暗褐色土を不均等に含むやや締まり

がある暗褐色土が堆積している。また、底面の１部には

As-Kk粒の混入が比較的多い暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小型の隅丸長方形状を呈する土坑で、2区北西隅

小調査区内では、124・131号土坑と規模・形状がほぼ類

似している。浅いが、底面はほぼ平坦に形成され、断面

は幅広く薄い逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

124号土坑（第23図、PL.15）

位置　2区北西隅小調査区の中央からやや東寄りの南端

付近。125号土坑の北西側に隣接する。X＝61823～824、

Y＝－94880～881。

重複　120号ピットの北西隅を掘り込む。

平面形状　北西-南東方向にやや長い小型の隅丸長方形

状を呈する。

主軸方位　N－29°－Ｗ。

規模　長径0.98ｍ、短軸0.90ｍ、深さ0.19ｍ。

埋土　地山褐色粘質土をベースに、少量のAs-Kk粒を不

均等に含み、焼土粒、炭化物粒を僅かに含む、締まりが

強く鈍い黄褐色土が上層に堆積している。下層には黒褐

色で粘性の弱い土をベースに、As-Kk粒をやや多く、地

山黄褐色土を不均等に含む、やや締まりがある黒味が強

い暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小型の隅丸長方形状を呈する土坑で、2区北西隅

小調査区内では、123・131号土坑と規模・形状がほぼ類

似している。浅く、断面は扁平なレンズ状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

１節　１～3区１面の遺構と遺物

55



125号土坑（第23図、PL.16）

位置　2区北西隅小調査区の中央からやや東寄りの南端

端。小調査区南東側壁に懸かる。X＝61822～823、Y＝－

94879～880。

重複　120号ピットの南東側を掘り込む。

平面形状　北西―南東方向にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－35°－Ｗ。

規模　長径0.75ｍ、短径0.53ｍ、深さ0.20ｍ。

埋土　地山褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土で、炭化物粒と焼土粒を少量含む、やや締まり

がある灰黄褐色土が上層に堆積している。下層の堆積土

も基本的には同じであるが、下層の方が炭化物粒及び焼

土粒の混入がやや多い。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑であるが、底面から自然礫が多く出

土した。しっかりとした掘方を有しており、断面はやや

狭い逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

130号土坑（第23図、PL.16）

位置　2区北西隅小調査区の中央よりやや東寄りの北端

付近。94号ピットの北側に位置し、126・127号ピットの

東側に隣接する。X＝61830～832、Y＝－94880～882。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－89°－Ｗ。

規模　長径2.20ｍ、短径1.80ｍ、深さ0.69ｍ。

埋土　上面に焼土、白色微細粒、鉄分凝集小ブロックな

ど雑多な混入物を少量含む、締まりが強い暗褐色土が堆

積している。中層には炭化物が少量混じる黒褐色土が堆

積し、壁際から底部にかけてローム土の混入が多く、黄

色味を帯びた灰黄褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　2区北西隅小調査区において133号土坑に次いで

大きな土坑である。しっかりとした掘方を有しており、

断面は半円形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

131号土坑（第23図、PL.16・146）

位置　2区北西隅小調査区の中央、西壁寄りの位置。

132号土坑の東側に位置し、134号土坑の北側に隣接する。

X＝61826～827、Y＝－94889～890。

重複　133号土坑の南辺を掘り込む。

平面形状　南北にやや長い小型の隅丸長方形状を呈す

る。123・124号土坑と比較的類似した規模・形状を呈する。

主軸方位　N－１°－Ｗ。

規模　長径1.33ｍ、短径1.05ｍ、深さ0.47ｍ。

埋土　地山褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土である、やや締まりがある灰黄褐色土をベース

とし、As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土を不均等に含む、

やや締まりある暗褐色土が一部混入している。

遺物　埋土１層中から粗粒輝石安山岩製の石臼下部2/3

片（１）が出土。石下の標高は426.48ｍ。底面より約0.33ｍ

上からの出土。

所見　小型の隅丸長方形状を呈する土坑で、2区北西隅

小調査区内では、123・124号土坑と規模・形状がほぼ類

似している。123・124号土坑とは異なり、深くしっかり

とした掘方を有し、断面は、壁面がほぼ直角に落ちる長

方形状に近い、深い逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

132号土坑（第23図、PL.16）

位置　2区北西隅小調査区の中央から西寄りの位置。

91・92号ピットの西側、121・1222号ピットの北側に隣

接する。X＝61825～827、Y＝－94886～888。

重複　なし。

平面形状　南北に長い長方形状を呈する。

主軸方位　N－5°－E。

規模　長径1.68ｍ、短径0.97ｍ、深さ0.52ｍ。

埋土　不明。

遺物　なし。

所見　123・124・131号土坑に比べてやや大振りで、角張っ

た長方形状を呈している。131号土坑と同様、しっかり

とした掘方を有しており、壁はほぼ直角に近い角度で落

ち、断面は長方形状に近い台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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第22図　123～125・130・131号土坑

123号土坑 125号土坑124号土坑

130号土坑

131号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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123号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多く、

地山の黄褐色土を不均等に含む、締りやや有り。・
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土との

混土。締りやや有り。
3　10YR3/3暗褐色土　１層と2層との混土。As-Kk粒を比較的多く含む。

124号土坑　
１　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土をベースとし、As－Kk粒を少

量、不均等に含む。焼土・炭化物粒を僅かに含む。締り強い。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多く、

地山の黄褐色土を不均等に含む、締りやや有り。黒色味が強い。

125号土坑　
１　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に含む。As－Kk粒

を含まない。粘性弱く、締り強い。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒を少量、地山

の黄褐色土を不均等に含む、締りやや有り。As-Kkの混入は少ない。炭化物
粒・焼土粒をやや多く含む。

3　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土との
混土。炭化物粒・焼土粒をやや多く含む。締りやや有り。

130号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　焼土・白色微細パミス・鉄

分凝集した土の小ブロックなど、雑多な混入
物を少量含む、しまり強い。

2　10YR3/2黒褐色土　土質は１層に近似するが
黒色味おびる。炭化物粒を少量含む。

3　10YR4/2灰黄褐色土　ベースは１層と同じ。
ローム土を多く含み黄色味を帯びる。

・・
131号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、

As－Kk粒を含む黒褐色土との混土。締りやや
有り。

2　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、
As－Kk粒を含む黒褐色土との混土。黒色土を
やや多く含む。締りやや有り。

１131土



133号土坑（第24図、PL.17）

位置　2区北西隅小調査区の北西隅部。X＝61827～832、

Y＝－94886～892。

重複　131号土坑に南辺の一部を掘り込まれる。

平面形状　東西に長く巨大な隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－85°－E。

規模　検出長径5.22ｍ、短径4.91ｍ、深さ0.43ｍ。

埋土　As-Kk粒を少量、炭化物粒・焼土粒を微量含む粘

性がある鈍い黄褐色土。

遺物　なし。

所見　西側が調査区外に出ているため全容は不明である

が、土坑としては群を抜いて巨大であるが、As-Kkを多

量に含む層よりも上層から検出されているため、中近世

の遺構と考えられるので、竪穴建物とは考えにくい。竪

穴状遺構であった可能性も考えられなくはないが、竪穴

状遺構にしては浅過ぎ、また、底面の標高も中央部が低

く、南北西の各隅部が若干高くなっていて、必ずしも均

質な平坦面が形成されているわけではない。竪穴状遺構

としては積極的な根拠に欠けるため、発掘調査時に所見

を尊重して、土坑として報告することとした。

　なお、調査対象範囲の中央、調査区西壁寄りの位置か

ら、東西約0.94ｍ、南北約0.74ｍの範囲で、平面形態不

整楕円形状の炭化物の分布範囲が検出された。一見、炉

のように見えなくないが、焼土の検出が皆無であり、そ

の位置において火が焚かれた痕跡も全く確認することが

出来なかった。

時期　中近世のものと考えられる。

134号土坑（第24図、PL.17）

位置　2区北西隅小調査区の中央、西壁寄りの位置。

131号土坑の南側、124号ピットの東側に隣接する。X＝

61825、Y＝－94889～890。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－81°－E。

規模　長径0.93ｍ、短径0.52ｍ、深さ0.54ｍ。

埋土　地山褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土である、やや締まりがある灰黄褐色土をベース

とし、As-Kk粒を少量不均等に含む締まりが強い鈍い黄

褐色土が斜めに流入している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より黒曜石石核が１点出

土。

所見　小規模な土坑で、東隅部が一段と深く掘り込まれ

ている。小規模ながら深くしっかりとした掘方を有し、

断面は、深い五角形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

135号土坑（第24図、PL.17）

位置　2区主調査区の中央から南西寄りの位置。X＝

61802、Y＝－94851。

重複　なし。

平面形状　北西―南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－27°－Ｗ。

規模　長径0.57ｍ、短径0.47ｍ、深さ0.06ｍ。

埋土　粘性が強い黒褐色土をベースとし、As-Kk粒をや

や多く、地山黄褐色土を不均等に含む灰黄褐色土が堆積

している。

遺物　なし。

所見　浅く、小規模な土坑で、断面は扁平なレンズ状を

呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

136号土坑（第25図）

位置　2区主調査区の中央より南西寄りの位置。137号

土坑の南側、138・139号土坑の西側に位置する。X＝

61792～794、Y＝－94852。

重複　なし。

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈する。2区主調

査区１面から検出された土坑では、148・150～152号土

坑などと形状が比較的類似している。

主軸方位　N－2°－Ｗ。

規模　長径2.27ｍ、短径0.59ｍ、深さ0.15ｍ。

埋土　不明。

遺物　なし。

所見　南北に長いが、溝状を呈するほどには長大ではな

い。2区からは１・3区から検出されたような溝状を呈

する長大な土坑は検出されなかった。掘方は浅く、断面

は底辺がながい浅く扁平な逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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第23図　132～135号土坑

132号土坑 135号土坑134号土坑

133号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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132号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含

む黒褐色土との混土。締りやや有り。・
2　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、黒色土

とAs－Kk粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締
りやや有り。

3　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk
粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有
り。

133号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　As-Kkを不均等にやや多く含

む。ボソボソした蝕感。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山ローム状土をベー

スとし、As-Kk粒を少量含む。炭化物粒・焼土粒散
見。粘性締り共に有り。

135号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　灰黄色味強い。

粘性弱い黒褐色土をベースとし、As
－Kk粒をやや多く、地山の黄褐色土
を不均等に含む。締りやや有り。

134号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　地山の粘性有る褐色土と

類似する。黒褐色土ブロックを不均等に含む。焼
土粒・炭化物粒を少量含む。粘性有り。締り強い。

2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土
をベースとし、炭化物を少量含む。締り１層より
も弱い。



137号土坑（第25図、PL.18）

位置　2区主調査区の中央より南西の位置。135号土坑

の南側、136号土坑の北側に位置する。X＝61798～799、

Y＝－94851～852。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－16°－Ｗ。

規模　長径1.37ｍ、短径1.22ｍ、深さ0.45ｍ。

埋土　As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロックを不

均等に含む、やや締まりがある暗褐色土をベースとし、

上層の一部に、As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロッ

クを不均等に含み、灰黄色シルトが混入する灰黄褐色土

が堆積している。

遺物　なし。

所見　しっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈

する。

時期　中近世のものと考えられる。

138号土坑（第25図、PL.18）

位置　2区主調査区の中央より南西の位置。136号土坑

の東側に位置し、139号土坑のすぐ西側に隣接する。X＝

61793～794、Y＝－94847。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　N－0°－E。

規模　長径1.27ｍ、短径0.53ｍ、深さ0.53ｍ。

埋土　As-Kk粒主体で、地山褐色粘質土ブロックが混じ

る、やや締まりが弱い暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑ながら、深くしっかりとした掘方を

有し、断面はやや深い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

139号土坑（第25図、PL.18）

位置　2区主調査区の中央より南西の位置。138号土坑

のすぐ東側に隣接する。X＝61792～793、Y＝－94846。

重複　なし。

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－１°－E。

規模　長径1.58ｍ、短軸径0.53ｍ、深さ0.34ｍ。

埋土　As-Kk粒主体で、地山褐色粘質土ブロックが混じ

る、やや締まりが弱い暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　138号土坑に隣接し、主軸方向はほぼ同じである

が、138号土坑よりやや大きい。壁はほぼ垂直に近い状

態で落ち、断面はほぼ長方形状に近い。

時期　中近世のものと考えられる。

140号土坑（第25図、PL.18）

位置　2区主調査区の中央よりやや西寄りの位置。141

号土坑の西側に隣接する。X＝61805、Y＝－94843～844。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－61°－Ｗ。

規模　長径0.80ｍ、短径0.68ｍ、深さ0.23ｍ。

埋土　上層に褐色粘質土の小ブロックを不均等に含み、

As-Kk粒子を含まない締まり・粘性共に弱い黒褐色土が

堆積し、底部に褐色粘質土の小ブロックを不均等に含み、

As-Kk粒子を含まない締まり・粘性共に強い灰黄褐色土

が堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑で、掘方は比較的浅く、断面はやや

扁平に近いレンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

141号土坑（第25図、PL.18）

位置　2区主調査区の中央よりやや西寄りの位置。140

号土坑の東側に隣接する。X＝61805～806、Y＝－94842～

843。

重複　なし。

平面形状　東端部を攪乱されているが、東西に長い楕円

形状を呈する。

主軸方位　N－90°－E。

規模　検出長径0.93ｍ、短径0.70ｍ、深さ0.38ｍ。

埋土　As-Kk粒を含まず、褐色粘質土の小ブロックを不

均等に含む、締まり強く粘性が弱い灰黄褐色土が堆積し

ている。

遺物　なし。

所見　調査区の南西側に位置する。しっかりとした掘方

を有し、底面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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第24図　136～141号土坑

136号土坑 137号土坑

138号土坑 139号土坑 140号土坑

141号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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137号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多く、地山の黄褐

色土を不均等に含む。灰黄色シルトを含む。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多く、地山の黄褐色

土を不均等に含む、締りやや有り。

138号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　As－Kk粒をベースとし、地山の粘性有る褐色土を含む。締りやや弱い。

139号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　As－Kk粒をベースとし、地山の粘性有る褐色土を含む。締りやや弱い。

140号土坑　
１　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に含む。径１～3㎜程の白色・

黄色粒子、径5～10㎜程の炭化物粒を含む。As－Kk粒を含まない。粘性弱く、締り強い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　やや黄色味を帯びる。地山の粘性有る褐色土と類似する。黒褐色土

ブロックを不均等に含む。粘性有り。締り強い。

141号土坑　
１　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に含む。径１～2㎜程の白色・

黄色粒子を含む。As－Kk粒を含まない。粘性弱く、締り強い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山の粘性有る褐色土と類似する。黒褐色土ブロックを不均等に、

径2～4㎜程の白色・黄色粒子を含む。粘性有り。締り強い。
3　10YR4/2灰黄褐色土　2層より灰色味をおびる。地山の粘性有る褐色土と類似する。黒褐

色土ブロックを不均等に含む。鉄分凝集が見られる。粘性有り。締り強い。
4　10YR4/2灰黄褐色土　地山ローム土主体。



142号土坑（第26図、PL.19）

位置　2区主調査区中央の東端。調査区東壁付近。138

号ピットのすぐ東側に近接する。X＝61810～811、Y＝－

94807～809。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－22°－Ｗ。

規模　長径1.22ｍ、短径1.15ｍ、深さ0.18ｍ。

埋土　ロームと灰黄褐色土との混土である鈍い黄褐色土

が主体で、上層の一部に地山褐色土ブロックとAs-Kk混

じりの黒褐色土との混土である灰黄褐色土が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　調査区の東側、Y=－94820ライン以東で唯一検出

された土坑である。掘方は浅く、断面は薄く扁平なレン

ズ状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

146号土坑（第26図、PL.19）

位置　2区主調査区の中央から北東寄りの位置。155号

ピットの北側、168号ピットの南西側に位置する。X＝

61819～820、Y＝－94820～821。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い、小型の隅丸長方形状を呈す

る。中央部の北端付近を攪乱されている。

主軸方位　N－82°－E。

規模　長径1.03ｍ、短径0.67ｍ、深さ0.35ｍ。

埋土　As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロックを不

均等に含む、やや締まりがある暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東西に長い隅丸長方形状を呈する土坑で、類似し

た規模・形状のものは2区主調査区からは検出されてい

ない。2区主調査区において検出された長方形状ないし

隅丸長方形状の土坑で、主軸方向が東西に近いものは、

本土坑と147号土坑のみである。掘方は浅く、断面は底

辺が長く扁平な逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

147号土坑（第26図、PL.19）

位置　2区主調査区の中央より北寄りの位置。149号土

坑のすぐ南東側に近接する。X＝61816～817、Y＝－94828

～831。

重複　１号竪穴状遺構の南東隅部を掘り込む。148号土

坑に西側を掘り込まれる。

平面形状　東西に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－86°－E。

規模　長径2.16ｍ、短径1.26ｍ、深さ0.18ｍ。

埋土　少量のAs－Kk粒を不均等に含む、締まりが強い鈍

い黄褐色土主体で、部分的にAs-Kk粒をやや多く、地山

黄褐色土を不均等に封組む、やや締まりがある暗褐色土

が堆積している。

遺物　なし。

所見　2区主調査区から検出された最大規模の土坑であ

る。2区主調査区において検出された長方形状ないし隅

丸長方形状の土坑で、主軸方向が東西に近いものは、本

土坑と146号土坑のみである。掘方は浅く、断面は底辺

が長く扁平な逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

148号土坑（第26図、PL.19）

位置　2区主調査区の中央より北寄りの位置。149号土

坑のすぐ東側に近接する。X＝61816～818、Y＝－94830～

831。

重複　１号竪穴状遺構の南東隅部及び147号土坑に西側

を掘り込む。

平面形状　北北西－南南東方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－10°－Ｗ。

規模　長径2.01ｍ、短径0.58ｍ、深さ0.24ｍ。

埋土　As－Kk粒及び炭化物粒をやや多く、地山黄褐色土

ブロックを不均等に含む、締まりがやや強い暗褐色土が

堆積している。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北方向に主軸を取るやや長い隅丸長方形状

の土坑で、2区主調査区から検出された長方形状ないし

隅丸長方形状の平明形態を取る土坑の多くと主軸の面で

は類似している。掘方は浅く、断面は扁平な逆台形状を

呈する。

時期　中近世のものと考えられる。
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142号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を

含む黒褐色土との混土。ローム粒をやや多く、炭化物粒を
不均等に含む。締りやや有り。

2　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム土と１層の土との混土。締
り有り。

146号土坑　
１　10YR3/3　暗褐色土　As-Kkの混入多い、ややボソボソし

た感触のしまり弱い土。柱痕。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ロームの小ブロック主体。地山の粘

性有る褐色土と類似する。黒褐色土ブロックを不均等に
含む。粘性有り。締り強い。

3　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－
Kk粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りや
や有り。

147・148号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、炭化

物粒、As－Kk粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含
む。締りやや有り。

2　10YR3/3暗褐色土　１層に近似するが炭化物粒の混入少
ない。粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多
く、地山の黄褐色土を不均等に含む。小礫を含む。締りや
や有り。

3　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土をベース
とし、As－Kk粒を少量、不均等に含む。締り強い。



149号土坑（第27図、PL.19）

位置　2区主調査区の中央より北寄りの位置。147号土

坑のすぐ北西側、148号土坑のすぐ西側に近接する。X＝

61817、Y＝－94831～832。

重複　１号竪穴建物の南西隅付近を掘り込む。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－7°－Ｗ。

規模　長径0.68ｍ、短径0.61ｍ、深さ0.58ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロッ

クを不均等に含む、やや締まりがある暗褐色土が堆積し、

下層に地山褐色粘質土をベースとし、As-Kk粒を少量不

均等に含む、締まり強い鈍い黄褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模ながらも、深くしっかりとした掘方を有し、

断面はU字形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

150号土坑（第27図、PL.19・20）

位置　2区主調査区の中央よりやや南東寄りの位置。

151号土坑の南東側、167号ピットの西側に隣接し、156

号ピットの北側に位置する。X＝61803～805、Y＝－94830

～831。

重複　なし。

平面形状　北北西-南南東方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－13°－Ｗ。

規模　長径1.89ｍ、短径0.74ｍ、深さ0.27ｍ。

埋土　地山褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土である、やや締まりがある灰黄褐色土をベース

とし、上層に薄く黒褐色で粘性の弱い土をベースとし、

As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロックを不均等に

含む、やや締まりがある暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　本土坑と、南東側位置する151号土坑とは、主軸

方向や規模や平面形状が類似している。本土坑の底面か

らは多量の自然礫が出土した。比較的しっかりとした掘

方を有し、壁はほぼ直角に落ち、断面は長方形状を呈す

る。

時期　中近世のものと考えられる。

151号土坑（第27図、PL.20）

位置　2区主調査区のほぼ中央。150号土坑の北西側、

169・171号ピットの西側に位置する。X＝61804～806、

Y＝－94831～832。

重複　なし。

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－7°－Ｗ。

規模　長径1.86ｍ、短径0.77ｍ、深さ0.12ｍ。

埋土　黒褐色で粘性が弱い土をベースとし、As-Kk粒を

やや多く、地山黄褐色土ブロック及び炭化物粒・焼土粒

を不均等に含む、やや締りがある暗褐色土が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　本土坑と、南東側位置する151号土坑とは、主軸

方向や規模・形状が類似しているが、本土坑の底面から

は150号土坑のように自然礫が出土することはなかった。

150号土坑に比べて掘方を浅く、断面は扁平な逆台形状

を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

152号土坑（第27図、PL.20）

位置　2区主調査区の中央よりやや北東寄りの位置。

143号ピットの北側、154号ピットの南西側、195号ピッ

トの西側に近接する。162号土坑の東側に位置する。X＝

61812～815、Y＝－94822～823。

重複　153・166号ピットを掘り込む。

平面形状　中央部が大きく攪乱されている。南北に長い

い長隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－4°－Ｗ。

規模　長径2.56ｍ、短径0.65ｍ、深さ0.40ｍ。

埋土　As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロックを不

均等に含む、やや締まりある暗褐色土が堆積している。

壁際の一部に薄くAs-Kk粒を不均等に含む締まりが強い

鈍い黄褐色土が斜めに堆積している。

遺物　なし。

所見　2区主調査区では、136・138・148・150・151号

土坑に類似した平面形態を有する南北に長い土坑の一つ

である。しっかりとした掘方を有し、断面は底面の一部

が一段と深く掘り下げられた、やや深い逆台形状を呈し

ている。
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149号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多く、

地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土をベースとし、礫をやや多

く、As－Kk粒を少量、不均等に含む。締り強い。

150号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、比較的大粒のAs－Kk

粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土と

の混土。礫を含む。締りやや有り。

151号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多く、

炭化物・焼土・地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。上側ほど
As-Kk粒を多く含む。

152号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多

く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。下側程ローム土を
多く含む。

2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土をベースとし、As－Kk粒
を少量、不均等に含む。締り強い。As-Kk粒は下側ほど少なくなる。

153号土坑　
１　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土の小ブロック、ロームブロックを不

均等に含む。As－Kk粒を含まない。粘性弱く、締り強い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山の粘性有る褐色土と類似する。黒褐色土ブ

ロックを不均等に含む。粘性有り。締り強い。

154号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多

く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。下側程ローム状土
を多く含む。



時期　中近世のものと考えられる。

153号土坑（第27図、PL.20）

位置　2区主調査区中央部の北寄りの位置。2号竪穴建

物北辺のすぐ北側に接している。17号溝の西側、154号

土坑の南東側に位置する。X＝61818、Y＝－94835～836。

重複　南辺が2号竪穴建物北辺と接しているが、重複は

しておらず、両以降の新旧関係は不明である。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－84°－E。

規模　長径0.71ｍ、短径0.62ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　地山褐色土粘質土とよく類似した、締まりが強い

灰黄褐色粘質土をベースとし、上層の一部に薄くAs-Kk

粒を不均等に少量含む鈍い黄褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　比較的小規模な楕円形状を呈する土坑で、掘方は

浅いが、両壁はほぼ垂直に近い角度で落ちており。断面

の形状は扁平な長方形状に近い。

時期　中近世のものと考えられる。

154号土坑（第27図、PL.20）

位置　2区主調査区中央部の北寄りの位置。2号竪穴建

物北辺のすぐ北側に接している。17号溝の西側、153号

土坑の北西側に位置する。X＝61818～819、Y＝－94837～

838。

重複　なし。

平面形状　東北東-西南西方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－81°－E。

規模　長径1.45ｍ、短径0.52ｍ、深さ0.23ｍ。

埋土　黒褐色で粘性が弱い土をベースとし、As-Kk粒を

やや多く、地山黄褐色土ブロックを不均等に含む、やや

締まりのある暗褐色土が堆積している。下層ほどローム

状土ブロックの混入が多い。

遺物　なし。

所見　南辺の西寄りの一部が攪乱されている。2区主調

査区から検出された長方形状を呈する土坑の中では、本

土坑と157号土坑とが、例外的に東西に近い主軸方向を

呈している。157号土坑に形状は類似しているが、本土

坑の方が平面形態は一回り大きい。ややしっかりとした

掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

155号土坑（第28図、PL.21・164）

位置　2区主調査区の中央からやや西寄りの位置。

179・184号ピットの東側、181号ピットの南西側に位置

している。X＝61807～809、Y＝－94841～842。

重複　180号ピットに北東隅の一部を掘り込まれる。

平面形状　北北西-南南東方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－13°－Ｗ。

規模　長径1.29ｍ、短径0.59ｍ、深さ0.43ｍ。

埋土　地山褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土である、やや締まりがある灰黄褐色土が堆積し

ている。

遺物　埋土１層中より縄文時代晩期浮線文系土器口縁部

片（１）が１点出土。

所見　深く、しっかりとした掘方を有しており、断面は

台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

156号土坑（第28図、PL.21）

位置　2区主調査区の中央より北寄りの位置。X＝61614

～615、Y＝－94198～199。

重複　１号竪穴状遺構の中央部やや北寄りの位置を掘り

込む。

平面形状　北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－39°－Ｗ。

規模　長径0.57ｍ、短径0.4ｍ0、深さ0.15ｍ。

埋土　As-Kk粒をやや老い多く、地山黄褐色土ブロック

を不均等に含み、炭化物粒が混じる杯黄褐色土主体。

遺物　なし。

所見　4区主調査区の中央の北寄りの１号竪穴状遺構埋

没後に掘り込まれた、極めて新しい時期の、小規模な土

坑である。掘方は浅く、底面には凹凸があり、断面も不

整形である。

時期　中近世のものと考えられる。

157号土坑（第28図、PL.21）

位置　2区主調査区中央の北寄りの位置158号土坑の北

第３章　発見された遺構と遺物
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１節　１～3区１面の遺構と遺物
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155号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土

との混土。上側に灰色粘性土、下側にローム小ブロックを含む。締りや
や有り。

2・ 10YR4/2灰黄褐色土　ローム状土をベースとし、As－Kk粒を含む。締り
有り。

156号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　不揃いのロームブロックと暗褐色土との混土。炭

化物粒を含む。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　１層の土に近似。ローム土の比率高く、黄色味

を帯びる。
3・ 10YR3/3暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。粘性弱く、締りやや

有り。

157号土坑　
１・ 10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をや多

く、地山の黄褐色土を不均等に含む。炭化物粒を少量含む。締りやや有
り。

2　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土
との混土。As-K粒の混入は不均等。締りやや有り。

158号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒を少量、

地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土をベースとし、As－Kk粒

をごく少量、不均等に含む。締り強い。

159号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多

く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。標準②。別遺構か。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土

との混土。締りやや有り。As-Kk粒は不均等に含む。
3　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多

く、大ブロック状の地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
4　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山の粘性有る褐色土をベースとし、As－Kk粒

を少量、不均等に含む。締り強い。

１155土



側に近接し、159号土坑、157号ピットの南西側に位置す

る。X＝61813～814、Y＝－94836～837。

重複　なし。

平面形状　東西に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－83°－E。

規模　長径1.24ｍ、短径0.43ｍ、深さ0.27ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロッ

クを不均等に含むやや締まりがある暗褐色土主体で、底

部に地山黄褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土であるやや締まりがある灰黄褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　2区主調査区から検出された長方形状を呈する土

坑の中では、本土坑と154号土坑とが、例外的に東西に

近い主軸方向を呈している。154号土坑を一回り小型に

したような形状であり、よく類似している。しっかりと

した掘方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

158号土坑（第28図、PL.21・22）

位置　2区主調査区中央の北寄りの位置。157号土坑の

すぐ南側に近接し、159号土坑の東側に位置している。

X＝61813、Y＝－94386。

重複　なし。

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－11°－Ｗ。

規模　長径0.66ｍ、短径0.43ｍ、深さ0.22ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロッ

クを不均等に含むやや締まりがある暗褐色土主体で、底

部に地山黄褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒褐色土

との混土であるやや締まりがある灰黄褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　近接する157号土坑を短くにしたような形状で、

幅は同じ、埋土もきわめて類似している。小型ながらも

しっかりとした掘方を有しており、断面は逆台形状を呈

する。

時期　中近世のものと考えられる。

159号土坑（第28図、PL.22）

位置　2区主調査区中央の北寄りの位置。X＝61813～

814、Y＝－94838～839。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い洋梨状を呈する。

主軸方位　N－9°－Ｗ。

規模　長径1.13ｍ、短径0.76ｍ、深さ0.22ｍ。

埋土　上層に地山褐色土ブロックとAs-Kk粒混じりの黒

褐色土との混土である灰黄褐色土が堆積し、下層に黒褐

色で粘性が弱い土をベースにAs-Kk粒をやや多く、地山

黄褐色土ブロックを不均等に含み、ローム土が大ブロッ

ク状に混入する、やや締まりがある暗褐色土が堆積して

いる。As－Kk粒を少量、不均等に含む締まりが強い鈍い

黄褐色土が壁に添って斜めに堆積している。

遺物　なし。

所見　しっかりとした掘方を有しており、断面は逆大形

状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

160号土坑（第29図、PL.22）

位置　2区主調査区中央部北寄りの位置。193号ピット

西側に位置する。X＝61816～817、Y＝－94842～843。

重複　なし。

平面形状　南北に長い不整台形状を呈する。

主軸方位　N－6°－E。

規模　長径1.08ｍ、短径0.59ｍ、深さ0.47ｍ。

埋土　As-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロックを不

均等に含む、やや締まりがあり、粘性が弱い暗褐色土が

堆積する。

遺物　なし。

所見　調査区の西端寄りの中央に位置する。しっかりと

した掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

161号土坑（第29図、PL.22）

位置　2区主調査区中央部の北端、北壁に懸かる。X＝

61825～826、Y＝－94830～831。

重複　なし。

平面形状　北側大半が調査区外に出るため不明。

主軸方位　不明。

第３章　発見された遺構と遺物
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規模　検出径0.88ｍ、検出深度0.67ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒混じりの黒褐色土と地山褐色土ブ

ロックとの混土である灰黄褐色土がやや薄く堆積し、中

～下層にはAs-Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロック

を不均等に含む、やや締まりがある暗褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　北側大半が調査区外に出るため、不明である。

時期　中近世のものと考えられる。

162号土坑（第29図、PL.22）

位置　2区主調査区のほぼ中央部、152号土坑及び143号

ピットの西側に隣接する。X＝61812、Y＝－94823～824。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い楕円形を呈する。

主軸方位　N－2°－E。

規模　長径0.54ｍ、短径0.46ｍ、深さ0.15ｍ。

埋土　As－Kk粒をやや多く、地山黄褐色土ブロックを不

均等に含む、やや締まりがあり、灰色身を帯びた暗褐色

土が堆積している。しまり、粘性が強い灰黄褐色土が壁

際に斜めに流れ込んでいる。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑で、これといった特徴はない。掘方

は浅く、断面はやや扁平な逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

第28図　160～162号土坑

160号土坑 161号土坑 162号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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160号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多

く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、小粒のAs－Kk粒を

やや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
3　10YR3/3暗褐色土　１層よりも黄色味を帯びる。粘性弱い黒褐色土を

ベースとし、As－Kk粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締
りやや有り。As-Kk粒は下側程多く含む。

161号土坑　
１　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土ブロックと、As－Kk粒を含む黒褐色土

との混土。As-Kk粒の密度高い。締りやや有り。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒褐色土をベースとし、As－Kk粒をやや多

く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。

162号土坑　
１　10YR3/3暗褐色土　灰色味を帯びる。粘性弱い黒褐色土をベースとし、

As－Kk粒をやや多く、地山の黄褐色土を不均等に含む。締りやや有り。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山ローム状土の流れ込み土主体。地山の粘性有

る褐色土と類似する。黒褐色土ブロックを不均等に含む。As-Kk粒を含
まない。粘性有り。締り強い。



　（3）3区検出の土坑

　3区から検出された土坑は１～43、92～98、118、332

～339号土坑の111基である。

　3区は、南北方向に走行する生活道路を挟んで2区の

東側に隣接する調査区で、恰も角が丸みを帯びた直角三

角形を逆倒ししたような平面形状を呈している。

　土坑は調査区のほぼ全域から検出されているが、調査

区の東端では北側に傾いた斜面になっているためか、土

坑はほとんど検出されなかった。

　俗に芋穴と称される南北方向、北西-南東方向、東西

方向の長大な溝状の土坑が8基検出されている。

1号土坑（第30図、PL.34）

位置　3区北西隅部。7号土坑のすぐ東側に近接する。

X＝61831～832、Y＝－94782～783。

重複　なし。

平面形状　東西に長僅かに長い不整円形状を呈する。

主軸方位　N－13°－E。

規模　長径1.05ｍ、短径1.03ｍ、深さ0.19ｍ。

埋土　As-Kk粒を少量含む、腐食土質のサラサラした感

触のやや締まりを欠く黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　比較的小規模な土坑であるが、しっかりとした掘

方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

2号土坑（第30図、PL.35）

位置　3区北西隅部。3号土坑のすぐ北東側に近接する。

X＝61832～833、Y＝－94786～787。

重複　なし。

平面形状　南北に長い楕円形状を呈するものと思われる

が、北端部が調査区外に出るため、全容は不明である。

主軸方位　N－8°－Ｗ。

規模　検出長径0.85ｍ、短径0.75ｍ、深さ0.28ｍ。

埋土　As-Kk粒を少量含む、腐食土質のサラサラした感

触のやや締まりを欠く黒褐色土が主体で、底部付近にや

や締りが強い、褐色粘質土ロームと黒色土の混土が堆積

している。

遺物　なし。

所見　川原石大の礫が多数出土した。しっかりとした掘

方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

3号土坑（第30図、PL.144）

位置　3区北西隅部。2号土坑のすぐ南西側に近接する。

X＝61830～832、Y＝－94787～790。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈するものと思わ

れるが、東側が調査区外に出るため、詳細は不明である。

主軸方位　N－69°－E。

規模　検出長径3.06ｍ、短径1.34ｍ、深さ0.27ｍ。

埋没土層　As-Kk粒を少量含む、腐食土質のサラサラし

た感触のやや締まりを欠く黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　比較的規模が大きい土坑であるが、浅く、断面は

扁平なレンズ状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

4号土坑（第30図、PL.35・164）

位置　3区中央の東端寄りの位置。5号土坑の南側に位

置する。X＝61812～816、Y＝－94787～788。

重複　なし。

平面形状　北北東―南南西方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－11°－E。

規模　長径3.72ｍ、短径1.03ｍ、深さ0.42ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に、径50～200㎜程度の円礫を含む

黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土中より黒曜石製完形石鏃１点（１）が出土。

所見　ほぼ南北方向に長い長方形状の土坑であるが、俗

に芋穴と称される溝状の土坑ほど長大という訳ではな

い。しっかりとした掘方を有しており、断面は、壁面が

かなり垂直に近い状態で落ちる逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

5号土坑（第31図、PL.144・164）

位置　3区の北西寄り。4号土坑の北側に位置し、2

号掘立柱建物の南側に近接する。X＝61817～819、Y＝－

94784～787。

重複　なし。
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第29図　１～3号土坑
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１号土坑
１　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径2～7㎜程度のAs-Kk粒を少量含

む。・締りやや欠く。
2　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。ローム小ブロックを大量に、径2～

7㎜程度のAs-Kk粒をごく僅かに含む。締りやや欠く。

2号土坑
１　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径2～7㎜程度のAs-Kk粒を少量含

む。締りやや欠く。
2　10YR4/2・灰黄褐色土　ロームの褐色粘質土とその上面の・黒色土との混土。黒色土は少

ない。締まりやや強い。

3号土坑
１　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径2～7㎜程度のAs-Kk粒を少量含

む。下側でローム粒を若干多く含む。締り弱い。



平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－86°－E。

規模　長径2.40ｍ、短径1.84ｍ、深さ1.07ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒を多量に含む黒褐色土が、中層に

褐色味を帯びロームブロックを不均等に含む、粘性が弱

い灰黄褐色土が、下層に腐食土質に近い黒褐色土及び、

ローム土主体で地山ローム土よりも黒色味を帯び、ブ

ロック状に黒色土が混じる、締まり弱い鈍い黄褐色土が

堆積している。

遺物　非掲載であるが粗粒輝石安山岩製砥石片１点が出

土。また、埋土中より縄文時代前期後半諸磯a式土器深

鉢胴部破片が１点（１）が出土。

所見　平面形態は楕円形状で、断面は巾着状にオーバー

ハングするやや深い土坑である。川原石状の礫を大量に

含む。一見、井戸のようにも見えなくはないが、規模形

状や埋土から見て井戸とは考えにくい。

時期　中近世のものと考えられる。

6号土坑（第31図、PL.35）

位置　3区の南東寄り、43号土坑の南西側に位置する。

X＝61795～797、Y＝－94723～726。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向に長い長方形状を呈する。

主軸方位　N－68°－E。

規模　長径2.45ｍ、短径0.58ｍ、深さ0.36ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含み、底面付近でローム土風呂

就くの混入がやや多い黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北西-南東方向に長い土坑であるが、俗に芋穴と

称される溝状の長大な土坑ほどに長いわけではない。

しっかりとした掘方を有しており、断面は、壁がほぼ垂

直に近い状態で落ちる逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

7号土坑（第31図、PL.35）

位置　3区北西隅部。１号土坑のすぐ西側に近接する。

X＝61832～833、Y＝－94783～784。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－81°－Ｗ。

規模　長径1.15ｍ、短径0.89ｍ、深さ0.50ｍ。

埋土　As-Kk粒を少量含む、腐食土質のサラサラとした

感触のやや締まりを欠く黒褐色土。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑であるが、しっかりとした掘方を有

しており、断面は、壁がほぼ垂直に近い状態で落ちる逆

台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

8号土坑（第32図、PL.35・36）

位置　3区の北西寄りの位置。336号土坑のすぐ西側に

近接する。X＝61828～830、Y＝－94778～779。

重複　南西辺を9号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－22°－Ｗ。

規模　検出長径1.16ｍ、短径1.05ｍ、深さ0.27ｍ。

埋土　上層にAs-Kk粒を多量に含む黒褐色土が、下層に

ローム粒子を主体とする褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　比較的小規模で浅い土坑である。掘断面は扁平な

逆台形状を呈する。

時期　近世のものと考えられる。

9号土坑（第32図、PL.35・36）

位置　3区の北西寄りの位置。336号土坑のすぐ西側に

近接する。X＝61827～829、Y＝－94778～779。

重複　8号土坑の南辺を掘り込む。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－42°－Ｗ。

規模　長径1.58ｍ、短径1.05ｍ、深さ0.38ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　比較的小規模な土坑で、北側に接する8号土坑と

ほぼ同様の深さである。比較的浅く、断面は扁平なレン

ズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

10号土坑（第32図、PL.36）

位置　3区の南西隅部。13号土坑の南側に近接する。X

＝61797～799、Y＝－94791～792。
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第30図　4～7号土坑

4号土坑 5号土坑 6号土坑

7号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物

73

4号土坑
１　10YR2/2黒褐色土　径50～200㎜程の円礫を含む。土坑底面は礫層で多量の円礫が見られる。

5号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　10YR3/3暗褐色土　細粒の粘質土。締まりやや有り。
3　10YR4/2灰黄褐色土　褐色味を帯びる。ロームブロックを不均等に含む。粘性弱い。
4　10YR3/2黒褐色土　やや腐植土質。
5　10YR4/3鈍い黄褐　ローム土主体。地山ロームより黒色味を帯び、黒色土をブロック状に含む。

締まり強い。

6号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。底面付近ではローム土を矢や多く

含む。

7号土坑
１　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径2～7㎜程度のAs-Kk粒を少量含む。・締

り欠く。
2　10YR4/2・灰黄褐色土　ロームの褐色粘質土とその上面の・黒色土との混土。黒色土の比率高

い。締まりやや強い。

１

１

4土

5土



重複　なし

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈していたものと

考えられる。

主軸方位　N－17°－E。

規模　検出長径1.04ｍ、短径0.62ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　下面から検出された12号竪穴建物を先に調査して

しまったため、南側を大きく破壊してしまったが、本来

は、12号竪穴建物よりも新しい時期の土坑である。11・

13号土坑などと類似した形状の土坑であった可能性が想

定出来る。しっかりとした掘方を有しており、断面は、

壁が垂直に落ちる長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

11号土坑（第32図、PL.36）

位置　3区の南東隅付近。14号土坑の南西側に位置して

いる。X＝61799～801、Y＝－94786～787。

重複　なし。

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－13°－E。

規模　長径2.52ｍ、短径0.71ｍ、深さ0.29ｍ。

埋土　As－Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

なお、As-Kk粒の堆積は、底面付近の方が大粒のものが

多い。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北方向に長い隅丸長方形状を呈する土坑の

一つで、北側約10ｍに位置している4号土坑程には大き

くなく、北東側比較的近くに位置する14号土坑に比べる

と一回り大きい。主軸方向は異なるが、調査区の東寄り

から検出された6号土坑、調査区の南西隅付近から検出

された13号土坑等と規模・形状は類似している。しっか

りとした掘方を有しており、断面は壁がほぼ垂直に落ち

る逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

12号土坑（第32図、PL.36・164）

位置　3区の中央からやや東寄りの位置。X＝61815～

816、Y＝－94773～775。

重複　下面から検出された2号竪穴建物を掘り込む。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－84°－E。

規模　長径2.52ｍ、短径0.71ｍ、深さ0.29ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土2層中より縄文時代早期条痕文系土器深鉢底

部片が１点出土（１）。

所見　ほぼ東西方向に長い不整楕円形状の土坑で、規模・

形状は、同じくほぼ東西方向に主軸を取る27・31・33号

土坑などと類似している。X=61800～810、Y=－94750～

780の範囲には、同様な主軸方向を取る土坑が大小含め

て比較的多い。

時期　中近世のものと考えられる。

13号土坑（第32図、PL.36・37）

位置　3区南西隅部。10号土坑の北西側に近接する。X

＝61577～578、Y＝－94168～170。

重複　なし。

平面形状　北北西－南南東方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－79°－Ｗ。

規模　長径2.52ｍ、短径0.68ｍ、深さ0.38ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

なお、As-Kk粒の堆積は、底面付近の方が大粒のものが

多い。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西方向に長い隅丸長方形状の土坑で、規模・

形状は、東側に位置する11号土坑に類似している。10号

土坑も主軸方向は異なるが、同系統の土坑であった可能

性が推測出来る。しっかりとした掘方を有しており、断

面は、壁画ほぼ垂直に下がる長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

14号土坑（第33図、PL.37・164）

位置　3区の南西隅付近。11号土坑の北東側に位置する。

X＝61802～804、Y＝－94784～785。

重複　なし。

平面形状　南北に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－5°－E。

規模　長径2.07ｍ、短径0.40ｍ、深さ0.56ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む、やや締まり弱く、黒色味

第３章　発見された遺構と遺物
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第31図　8～13号土坑

10号土坑 11号土坑

12号土坑 13号土坑

8・9号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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8号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　10YR4/4褐色土　ローム粒子を主体。

9号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

10号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含

む。。

11号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、底面

付近にやや大粒のAs-A粒を多く含む。

12号土坑
１　10YR3/3暗褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

１層よりも締まり強い。

13号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

底面付近にやや大粒のAs-A粒を多く含む。

１12土



が強い黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土１層中より縄文時代前期後半諸磯a式土器深

鉢口縁部破片および胴部破片各１点が出土（１・2）。

所見　X=61785～820、Y=－94770～790の範囲からは、

ほぼ南北方向に主軸を取り、ほぼ南北方向に長い隅丸長

方形状を呈する土坑が比較的多く検出されている。それ

らの中で、平面形状を見る限りは、小型の部類に入る土

坑であるが、深く、しっかりとした掘方を有しており、

断面は、両壁が垂直に近い状態で落ちる、狭い逆台形状

を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

15号土坑（第33図、PL.37）

位置　3区の中央から北西寄りの位置。16号土坑のすぐ

北側、37号ピットのすぐ南側に近接する。332号土坑の

西側、333号土坑の南西側に位置する。X＝61820～821、

Y＝－94775～777。

重複　なし。

平面形状　北東―南西方向に僅かに長い楕円形状を呈す

る。

主軸方位　N－14°－E。

規模　長径1.27ｍ、短径1.18ｍ、深さ0.19ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　隣接する16号土坑と同様、掘方は浅く、断面は薄

く扁平である。

時期　中近世のものと考えられる。

16号土坑（第33図、PL.37）

位置　3区の中央から北西寄りの位置。15号土坑、36号

ピットのすぐ南側に近接する。332号土坑の西側に位置

する。X＝61819～820、Y＝－94776～778。

重複　なし。

平面形状　東西に僅かに長い不整楕円形形を呈する。

主軸方位　N－49°－E。

規模　長径1.00ｍ、短径0.98ｍ、深さ0.07ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より黒曜石製石鏃片１点

が出土。

所見　近接する15号土坑同様浅く、断面は薄く、扁平な

レンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

17号土坑（第34図、PL.144・164）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。18号土坑の

すぐ南西側に近接し、332号土坑の北側、333号土坑の東

側に位置する。X＝61821～826、Y＝－94767～772。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い不整形状を呈する。

主軸方位　N－77°－E。

規模　長径5.44ｍ、短径4.06ｍ、深さ0.61ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土とAs-Kk粒を少量と

ローム状土を含む、腐食土質のサラサラとした感触のや

や締まりを欠く黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土１層中より縄文時代早期条痕文土器深鉢胴部

片3点（１～3）が出土。また、非掲載であるが完形の砥

石１点と、珪化凝灰岩製品砥石片2点が出土している。

所見　いくつもの小土坑が連結した様な状態の、不整形

の巨大な土坑である。底面には凹凸があり、段階的に次々

と掘り足されていった様子が窺える。埋土からは顕著な

特徴を見出すことは出来なかったが、規模・形状から見

て、粘土採掘坑である可能性が高いように思われる。

時期　中近世のものと考えられる。

18号土坑（第33図、PL.144）

位置　3区の中央から北西寄りの位置。17号土坑のすぐ

北東側に近接し、19号土坑の西側に位置している。X＝

61824～826、Y＝－94766～768。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－84°－E。

規模　長径2.11ｍ、短径1.20ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土で、底面付近に礫

層を含む。

遺物　なし。

所見　掘り方が17号土坑と類似した部分が多く、17号土

坑と同様、粘土採掘坑の一部であった可能性が考えられ

る。

時期　中近世のものと考えられる。
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第32図　14～16・18～20号土坑

14号土坑 18号土坑

19号土坑

20号土坑

15・16号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物

77

14号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　黒味色強い。径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含

む。締まりやや弱い。

15号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　10YR3/3　暗褐色土
3　10YR3/4　暗褐色土
4　10YR4/4・・褐色土

16号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

18号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、底面付近に礫を

含む。

19号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、拳大の礫を含

む。
　・
20号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　大粒のAs-Kk粒を多量に、南側下層にローム土を含

む。締まり欠く。

１

2

14土

14土



19号土坑（第33図、PL.145・164）

位置　3区の中央から北西寄りの位置。18号土坑の東側

に位置する。X＝61824～826、Y＝－94761～764。

重複　なし。

平面形状　北西―南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。

主軸方位　N－65°－Ｗ。

規模　長径2.79ｍ、短径1.54ｍ、深さ0.17ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に、拳大の礫を含む黒褐色土が堆

積している。。

遺物　底面より約0.19ｍ高い位置から18世紀中頃瀬戸・

美濃陶器鉢1/4片１点（1）、底部より約0.10ｍ高い位置

から18世紀瀬戸・美濃陶器灯明皿1/2片（2）が出土して

いる（PL.164）。

所見　平面形状は17・18号土坑とも類似する不整形の土

坑であるが、極めて薄く扁平であり、また、埋土も表土

層に酷似しており、遺構と認定できるかどうかというレ

ベルである。粘土採掘坑とは考えにくい。

時期　中近世のものと考えられる。

20号土坑（第33図、PL.37・38）

位置　3区の中央から北西寄りの位置。332号土坑の南

側、24・26号土坑の北西側に位置する。X＝61591～592、

Y＝－94198～199。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－78°－Ｗ。

規模　長径1.55ｍ、短径0.98ｍ、深さ0.49ｍ。

埋土　南側下層にローム土の混入し、大粒のAs-Kk粒の

混入が目立つ黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　周囲には、21～26、30・31・36・39・40号土坑等、

同系統の主軸方位を有する土坑群が散在している。本土

坑は、しっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈

している。

時期　中近世のものと考えられる。

21号土坑（第34図、PL.145）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。22号土坑の

すぐ南側、23号土坑のすぐ西側に近接する。337号土坑

の西側、25号土坑の北東側、39号ピットの北側に位置し

ている。X＝61814～816、Y＝－94761～763。

重複　下層2面44号土坑より新しい。

平面形状　北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径2.63ｍ、短径2.03ｍ、深さ0.96ｍ。

埋土　坑口から2/3位まではAs-Kk粒を多量に含み、ロー

ムブロックをやや多く混入する黒褐色土が堆積してい

る。底部付近には、地山灰黄褐色土の崩落土及び腐食土

質でややボソボソした感触で、下側にロームブロックが

混じる黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　平面形態楕円形状で、やや規模が大きな土坑で、

5号土坑と同様、断面はやや巾着状にオーバーハングし

ているが、5号土坑程顕著ではない。深く、しっかりと

した掘方を有している。

時期　中近世のものと考えられる。

22号土坑（第35図、PL.38）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。21号土坑の

すぐ北側に近接するX＝61816～817、Y＝－94762～763。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－76°－Ｗ。

規模　長径1.15ｍ、短径0.47ｍ、深さ0.35ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より縄文時代前期後半諸

磯a式深鉢口縁部破片が１点出土。

所見　周辺には同系統の主軸方向の土坑が散在している

が、特に南西側に位置している24・25号土坑、北東側に

位置している23・39号土坑等と規模形状がよく類似して

いる。しっかりとした掘方を有し、断面は長方形状に近

い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

23号土坑（第35図、PL.38）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。21号土坑の

すぐ東側に近接する。36号土坑の南西側、337号土坑の

北西側に位置する。X＝61815～816、Y＝－94759～761。

重複　なし。

第３章　発見された遺構と遺物
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第33図　17・21号土坑

17号土坑 21号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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17号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、礫、ローム

ブロックを含む。
2　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。やや褐色味を

帯びる。ロームブロックを含み、As-Kk粒を少量含む。締りやや欠
く。

21号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、

ロームブロックをやや多く含む。
2　10YR4/2灰黄褐色土　細粒の地山土。
3　10YR3/2黒褐色土　ややボソボソとした蝕感の腐植土

質。下側にロームブロック含む。

１(1/2） 317土 17土 17土2(1/2）



平面形状　北西－南東方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径1.41ｍ、短径0.55ｍ、深さ0.24ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　周辺には同系統の主軸方向の土坑が散在している

が、特に南西側に位置している24・25号土坑、北東側に

位置している39号土坑等と規模形状がよく類似してい

る。しっかりとした掘方を有し、断面は長方形状に近い

逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

24号土坑（第35図、PL.38）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。20・26号土

坑の南側、25号土坑の西側に位置するX＝61815、Y＝－

94766～767。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径1.21ｍ、短径0.49ｍ、深さ0.36ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　周辺には同系統の主軸方向の土坑が散在している

が、特に北東側に位置している22・23・25・26・39号土

坑等と規模形状がよく類似している。しっかりとした掘

方を有し、断面は長方形状に近い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

25号土坑（第35図、PL.38・39）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。21号土坑の

南西側、26号土坑の南東側、24号土坑の東側、39号ピッ

トの西側に位置する。X＝61815～816、Y＝－94759～761。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径1.21ｍ、短径0.49ｍ、深さ0.36ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　周辺には同系統の主軸方向の土坑が散在している

が、特に南西側に位置している23・25号土坑、北東側に

位置している22・23・39号土坑等と規模形状がよく類似

している。しっかりとした掘方を有し、断面は長方形状

に近い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

26号土坑（第35図、PL.39）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。20号土坑の

南西側、24号土坑の北東側、25号土坑の北西側、332号

土坑の南側に位置している。X＝61815～816、Y＝－94765

～766。

重複　なし。

平面形状　北東―南西方向に細長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－72°－Ｗ。

規模　長径1.11ｍ、短径0.45ｍ、深さ0.19ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　周辺には同系統の主軸方向の土坑が散在している

が、特に南西側に位置している24号土坑、南東側に位置

している25号土坑、北東側に位置している22・23・39号

土坑等と規模形状がよく類似している。しっかりとした

掘方を有し、断面は長方形状に近い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

27号土坑（第35図、PL.39・164）

位置　3区中央から西寄りの位置。１号掘立柱建物の東

側、33号土坑の北西側に隣接する。X＝61810～811、Y=

－94774～776。

重複　なし。

平面形状　西北西―東南東方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－85°－Ｗ。

規模　長径2.17ｍ、短径0.51ｍ、深さ0.13ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土中より縄文時代前期後葉諸磯a式深鉢口縁部

片１点（１）出土。

所見　南東側に隣接する33号土坑と主軸方向・規模・形

状がよく類似している。規模・形状は北東側に位置する

31号土坑とも類似している。掘方は決して深くはないが、

しっかりしており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

第３章　発見された遺構と遺物
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第34図　22～27号土坑

22号土坑 23号土坑 24号土坑

25号土坑 26号土坑 27号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物

81

22号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含み、下

側に行くに従って多く褐色味を帯びた粘性弱い土を含む。

23号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　微細なAs-Kk粒を少量含む。

24号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を含む。

25号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

26号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

27号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

１27土



28号土坑（第35図、PL.39・164）

位置　3区の北西寄りの位置、調査区西壁に近い。29号

土坑のすぐ東側に近接する。X＝61820～821、Y＝－94792

～794。

重複　下層2面検出の3号竪穴建物を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－24°－E。

規模　長径2.01ｍ、短軸0.79ｍ、深さ0.56ｍ。

埋土　上層に焼土粒等を少量、不揃いのロームブロック

を多く含み、締まりを欠いたい黄褐色土が堆積し、下側

底部までの約2/3には、地山褐色土と黒色土との混土で、

As-Kk粒を少量含む暗褐色土が人為的に埋め戻されて堆

積している。埋土中に川原石大の礫が多量に混入してい

る。

遺物　底部より0.13ｍ高い位置、埋土2層中より輝石安

山岩製石臼下部4/5片（１）が出土。標高は425.92ｍ。

所見　西側に隣接する29号土坑と規模・形状が類似して

いる。掘方は深く、壁は直線状に落ち、断面は幅がやや

狭い長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

29号土坑（第36図、PL.40）

位置　3区の北西寄りの位置、調査区西壁に近い。28

号土坑のすぐ西側に近接する。X＝61819～821、Y＝－

94794。

重複　下層2面検出の3号竪穴建物を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－9°－E。

規模　長径1.97ｍ、短径0.57ｍ、深さ0.46ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含み、下側にロームの小ブロッ

クが混入し、焼土粒が散見される黒褐色土が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　東側に隣接する28号土坑と規模・形状が類似して

いる。掘方は深く、壁は直線状に落ち、断面は長方形状

を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

30号土坑（第36図、PL.40）

位置　3区の中央からやや北西寄りの位置。31号土坑の

すぐ北側に近接する。X＝61812～813、Y＝－94769～770。

重複　なし。

平面形状　北東―南西方向に長い、小型矩形の隅丸長方

形状を呈する。

主軸方位　N－73°－Ｗ。

規模　長径1.14ｍ、短径0.52ｍ、深さ0.23ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑であるが、掘方はそれなりにしっか

りしており、断面は逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

31号土坑（第36図、PL.40）

位置　3区中央部からやや北西寄りの位置。31号土坑の

すぐ南側に近接する。X＝61811～812、Y＝－94767～769。

重複　なし。

平面形状　北西―南東方向に細長い隅丸長方形状を呈す

る。

主軸方位　N－80°－Ｗ。

規模　長径2.31ｍ、短径0.49ｍ、深さ0.10ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　X=61800～810、Y=－94750～790の範囲には主軸

方向が類似する土坑が散在している。本土坑もその一つ

である。掘方は浅く、断面はごく薄く扁平な逆台形状を

呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

32号土坑（第36図、PL.40）

位置　3区の中央からやや西寄り。31号土坑の南側に位

置する。X＝61808～810、Y＝－94766。

重複　なし。

平面形状　南北に細長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－3°－Ｗ。

規模　長径1.49ｍ、短径0.67ｍ、深さ0.23ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に、灰色味強い細粒を含む黒褐色

土が堆積している。

遺物　なし。

所見　3区１面からはほぼ南北方向の主軸方位を取る

土坑としては本土坑の他に4・10・11・14・333・335・

第３章　発見された遺構と遺物
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第35図　28～33号土坑

31号土坑

32号土坑 33号土坑

28号土坑 29号土坑 30号土坑

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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28号土坑
１　10YR4/3鈍い黄褐色土・・不揃いのロームブロックを多く、焼土粒を少量

含む。締まり欠く。
2　10YR3/3暗褐色土　地山褐色土と黒色土との混土。As-Kk粒を少量含む。
3　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を含む。

29号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を含む。

30号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を含む。

31号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を含む。

32号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、灰色味

強い細粒を含む。

33号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。

１28土



336号土坑等があるが、それらのいずれにも類似してい

ない。しっかりとした掘方を有しており、断面は、壁が

ほぼ垂直に落ちる長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

33号土坑（第36図、PL.41）

位置　3区の中央から西寄り。27号土坑の南東側に隣接

する。X＝61810、Y＝－94771～773。

重複　なし。

平面形状　東西に細長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－89°－Ｗ。

規模　長径1.96ｍ、短径0.51ｍ、深さ0.11ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北西側に隣接する27号土坑、北東側にやや距離を

おいて位置する31号土坑等と規模・形状・主軸方向が類

似している。掘方は浅く、断面は極めて扁平な逆台形状

を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

34号土坑（第37図、PL.41）

位置　3区の中央からやや西寄り。337号土坑の南側に

隣接する。X＝61811～812、Y＝－94756～760。

重複　なし。

平面形状　東西に細長い隅丸長方形状を呈していたもの

と思われる。

主軸方位　N－86°－E。

規模　長径3.73ｍ、短径0.57ｍ、深さ0.40ｍ。

埋土　大粒のAs-Kk粒を少なめに含む黒褐色土が堆積し

ている。

遺物　なし。

所見　中央部を攪乱され、西側約1/3と東端部のみ検出

された。しっかりとした掘方を有しており、断面は、壁

がほぼ垂直に下がる長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

35号土坑（第37図、PL.41）

位置　3区のほぼ中央。337号土坑の南側に隣接する。

X＝61808～810、Y＝－94748～749。

重複　なし。

平面形状　北西―南東方向に細長い長方形状を呈してい

たものと考えられるが、東側大部分を攪乱されているた

め、形状は不明である。

主軸方位　N－69°－Ｗ。

規模　検出長径1.48ｍ、短径0.68ｍ、深さ0.31ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東側大部分を攪乱されているため不明な点が多

い。掘方は浅いが、壁は垂直に近い形でおり、断面は扁

平な長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

36号土坑（第37図、PL.41）

位置　3区の中央からやや北西寄り。39・40号土坑の南

東側、23号土坑の北東側に位置する。X＝61816～817、

Y＝－94757～759。

重複　１号畑を掘り込む。

平面形状　東西に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－84°－Ｗ。

規模　長径1.45ｍ、短径0.65ｍ、深さ0.44ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が主体であるが、

底部付近にAs-Kk粒を上層より少なく含み、ローム漸移

層をブロック状に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模な小型の隅丸長方形状を呈する土坑である

が、しっかりとした掘方を有し、断面は、壁がほぼ垂直

に近い角度で落ち、長方形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

37号土坑（第37図、PL.42・164）

位置　3区の南西寄り。X=61799～800、Y＝－94771～

773。

重複　なし。

平面形状　北西―南東方向に長い不整楕円形状を呈する

ものと思われるが、南東端部分が検出できなかったため、

全容は不明であると言わざるを得ない。

主軸方位　N－66°－Ｗ。

規模　検出長径1.68ｍ、短径0.52ｍ、深さ0.14ｍ。

埋土　大部分は腐食土質のややふかふかしたやや締まり

欠く黒褐色土であるが、底部付近に一部、炭化物粒が散

第３章　発見された遺構と遺物
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34号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　大粒のAs-Kk粒を含む。

35号土坑
１　10YR5/8黄褐色土　ロームを多量に含む。

36号土坑
１　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　10YR3/2黒褐色土、As-Kk粒の含有量は１層よりも少ない。

37号土坑
１　10YR3/2黒褐色土　ややフカフカした蝕感の腐植土質。締まりやや欠く。
2　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒散見。粘性弱く、締まりやや有り。

１(1/2） 237土37土



見され、粘性が弱く、やや締まりがある暗褐色土が堆積

している。

遺物　埋土中より玦状耳飾1/3片１点（１）、縄文時代後

期後半注口土器注口部破片が１点（2）出土。

所見　掘方は浅く、断面は扁平な逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

38号土坑（第38図、PL.42）

位置　3区の中央、やや北寄り。41号土坑の南東側、

337号土坑の北側、338号土坑の西側に位置している。X

＝61815～816、Y＝－94749～750。

重複　下層2面53号土坑よりも新しい。

平面形状　北東―南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－26°－E。

規模　長径1.38ｍ、短径0.88ｍ、深さ0.18ｍ。

埋土　As-Kk粒をやや少なく含む黒褐色土。下層ではロー

ム状土の混入がやや多い。

遺物　なし。

所見　同様の主軸方向を取る土坑には細長いものが多い

中で、聊か異質である。掘方はやや浅く、断面は扁平で

薄い逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

39号土坑（第38図、PL.42）

位置　3区の中央からやや北西寄り。36号土坑の北背側

に位置し、40号土坑のすぐ南西側に隣接する。X＝61818

～819、Y＝－94759～760。

重複　なし。

平面形状　西北西―南南東方向に細長い隅丸長方形状を

呈する。22・25号土坑に規模・形状・主軸方向等がおお

むね類似している。

主軸方位　N－83°－Ｗ。

規模　長径1.26ｍ、短径0.40ｍ、深さ0.45ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

底面付近にローム土の混入が多くみられる。

遺物　なし。

所見　周辺一帯には、ほぼ同規模で主軸方向をおおむね

同じ傾向とする小規模な土坑が散在している。本土坑は

小規模ながらも深く、しっかりとした掘方を有しており、

断面は幅が狭く深い長方形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

40号土坑（第38図、PL.42）

位置　3区の中央からやや北西寄り。39号土坑のすぐ北

東側、１号畑のすぐ西側に近接する。X＝61818～819、

Y＝－94758～759。

重複　なし。

平面形状　西北西-東南東方向に長い小型の隅丸貯法形

状を呈する。

主軸方位　N－77°－Ｗ。

規模　長径1.21ｍ、短径0.65ｍ、深さ0.57ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

底面付近にローム土の混入が多くみられる。

遺物　なし。

所見　周辺一帯には、主軸方向をおおむね同じ傾向とす

る小規模な土坑が散在しているが、それらの中では、短

い寸詰まりの形状は特徴的である。本土坑も39号土坑同

様、小規模ながらも深く、しっかりとした掘方を有して

おり、断面は幅が狭く深い長方形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

41号土坑（第38図、PL.42・43）

位置　3区のほぼ中央から北寄り。１号畑のすぐ東側に

隣接し、X＝61818～819、Y＝－94750～752。

重複　なし。

平面形状　西北西-東南東方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　N－72°－E。

規模　長径1.98ｍ、短径0.54ｍ、深さ0.35ｍ。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土が堆積している。

底面付近にローム土の混入が多くみられる。

遺物　なし。

所見　小規模ながらしっかりとした掘方を有し、断面は

逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

42号土坑（第38図、PL.43・164）

位置　3区のほぼ中央から南西寄り。51号ピットの南側

い位置する。X=61800、Y＝－94757～758。

重複　なし。

平面形状　南側大部分が検出されなかったため不明。
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１節　１～3区１面の遺構と遺物
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38号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒をやや少なく、下層ではローム状土を多く含む。

39号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、底面付近にローム土をやや多く含む。

40号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、底面付近にローム土を多く含む。

41号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　大粒のAs-Kk粒をやや多く含む。

42号土坑
１　10YR3/2・黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。ロームブロックを含み、径2～7㎜程度の

As-Kk粒を少量含む。・締りやや有り。

43号土坑
１　10YR2/2・黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を大量に含む。

１42土



主軸方位　N－29°－E。

規模　検出長径0.81ｍ、短径0.62ｍ、深さ0.18ｍ。

埋土　ローム状土をブロックで含むやや締まりがある黒

褐色土。

遺物　埋土中より8C代かとみられる土師器杯底部小片

１点（１）が出土。底部外面に墨書「物」。

所見　南側大半が削平され、詳細は不明である。掘り方

は比較的しっかりとしており、断面は逆台状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

43号土坑（第38図、PL.43）

位置　3区の東寄り。6号土坑の北東側に位置する。

重複　なし。

平面形状　南北に僅かに長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－29°－Ｗ。

規模　長径1.11ｍ、短径1.09ｍ、深さ0.21ｍ。

埋土　径5～10㎜程のAs-Kk粒を主体とする黒褐色土。

遺物　なし。

所見　掘方はやや浅めで、断面はやや扁平な逆台形状を

呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

92号土坑（第39図、PL.57）

位置　3区の南西隅付近。94号土坑のすぐ南側に近接す

る。X＝61792～794、Y＝－94777。

重複　北端を93号土坑に掘り込まれ破壊されている。下

層2面11号竪穴建物を掘り込む。

平面形状　南北に細長く小規模な溝状を呈するが、北端

を93号土坑に掘り込まれている。94号土坑との新旧関係

は不明である。

主軸方位　N－3°－E。

規模　検出長径1.80ｍ、短径0.41ｍ、深さ0.28ｍ。

埋土　径5～10㎜程のAs-Kk粒を主体とする黒褐色土。

遺物　なし。

所見　長大というわけではないが、4・11・34・93・

94・334～336号土坑などに規模・形状が近く、同様の機

能があった可能性が高い。いわゆる「芋穴」と称される土

坑の類と考えてよいだろう。比較的しっかりとした掘方

を有しており、断面は、壁がほぼ首位直に下がり、長方

形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

93号土坑（第39図、PL.57）

位置　3区の南西隅付近。95・96号土坑の東側に位置す

る。X＝61794～795、Y＝－94776～779。

重複　92号土坑の北端及び94号土坑の南東辺を掘り込

む。下層2面11号竪穴建物を掘り込む。

平面形状　東西に細長く小規模な溝状を呈する。

主軸方位　N－86°－E。

規模　長径3.51ｍ、短径0.64ｍ、深さ0.32ｍ。

埋没土層　径5～10㎜程のAs-Kk粒を主体とする黒褐色

土。

遺物　なし。

所見　長大というわけではないが、4・11・34・92・

94・334～336号土坑などに規模・形状が近く、同様の機

能があった可能性が高い。いわゆる「芋穴」と称される土

坑の類と考えてよいだろう。比較的しっかりとした掘方

を有し、断面は、壁がほぼ垂直に近い状態で落ち、長方

形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

94号土坑（第39図、PL.57）

位置　3区の南西隅付近。97号土坑のすぐ南側に近接し、

95・96号土坑の東側に位置する。X＝61794～795、Y＝－

94775～779。

重複　93号土坑に南東辺を掘り込まれる。下層2面11号

竪穴建物を掘り込む。

平面形状　東西に細長く小規模な溝状を呈する。

主軸方位　N－79°－Ｗ。

規模　長径3.87ｍ、短径0.57ｍ、深さ0.14ｍ。

埋没土層　径5～10㎜程のAs-Kk粒を主体とする黒褐色

土。

遺物　なし。

所見　近接した位置に密集し、規模・形状が比較的類似

する92～94号土坑の中では最も長いが、長大という程で

はない。また、92～94号土坑の中では、本土坑が最も浅

い。4・11・34・92・93・334～336号土坑などに規模・

形状が近く、同様の機能があった可能性が高い。いわゆ

る「芋穴」と称される土坑の類と考えてよいだろう。掘方

は浅く、断面は薄く扁平な長方形状を呈している。
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時期　中近世のものと考えられる。

95号土坑（第39図、PL.57・58）

位置　3区の南西隅付近。92～94号土坑の西側に位置し、

96号土坑のすぐ南側に近接する。X＝61792～795、Y＝－

94782～784。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向から北東-南西方向にほぼ90度

屈曲するＬ字型を呈する。東西辺と南北辺との接続部分

付近を攪乱されている。

主軸方位　N－76°－Ｗ→N－4°－E。

規模　長径2.26ｍ、短径2.02ｍ、深さ0.36ｍ。

埋土　径5～10㎜程のAs-Kk粒を主体とする黒褐色土。

遺物　なし。

所見　異例の形状であるが、いわゆる「芋穴」と称される

土坑の類と考えてよいだろう。しっかりとした掘方を有

しており、断面は、壁がほぼ直角に近い形で落ち、長方

形状を呈している。Ｌ字型に直角に屈曲する土坑の事例

は、本遺跡１面においては他に１区１面検出の119号土

坑の例がある。本土坑は、１区１面検出の119号土坑よ

りもほぼふた回り小ぶりで、向きも異なっている。

時期　中近世のものと考えられる。

96号土坑（第39図、PL.58）

位置　3区の南西隅付近。92～94号土坑の西側に位置し、

96号土坑のすぐ南側に近接する。X＝61795～796、Y＝－

94782～783。

重複　なし。

平面形状　東側約半分近くを攪乱されているが、東端が

検出されているので、東西に長い楕円形状を呈すること

が判明する。

主軸方位　N－84°－Ｗ。

規模　長径1.27ｍ、短径1.06mm、深さ0.12ｍ。

埋土　黒褐色土が堆積している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より粗粒輝石安産岩礫が

１点出土。

所見　埋土中からは川原石大の礫が多量に出土してい

る。掘方は比較的浅く、断面は薄く扁平なレンズ状を呈

する。

時期　中近世のものと考えられる。

97号土坑（第39図、PL.58）

位置　3区の南西隅付近。94号土坑のすぐ北側に近接す

る。X＝61796～797、Y＝－94777～778。

重複　なし。

平面形状　南北に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－6°－Ｗ。

規模　長径1.43ｍ、短径1.09ｍ、深さ0.30ｍ。

埋土　上層に黒褐色土が、下層に暗褐色土が堆積してい

る。

遺物　埋土中より縄文時代早期条痕文系土器深鉢胴部破

片１点（１）及び前期後半諸磯a式土器深鉢口縁部破片１

点（2）が出土。非掲載であるが、埋土中より粗粒輝石安

産岩礫が１点出土。

所見　南北方向に長い楕円形状を呈する土坑は、3区１

面では、他に38号土坑しかない。比較的しっかりとした

掘方を有し、断面はレンズ状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

98号土坑（第40図、PL.58）

位置　3区の中央から西寄りの南端付近61号ピットの北

西側に位置する。X＝61795、Y＝－94767。

重複　なし。

平面形状　南北に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－2°－Ｗ。

規模　長径0.77ｍ、短径0.59ｍ、深さ0.50ｍ。

埋土　径5～20㎜程度のローム粒子とロームの小ブロッ

クを含む暗褐色土を主体とし、底部の一部に暗褐色土が

堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模ながらしっかりとした掘方を有し、断面は

深い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

118号土坑（第40図、PL.59）

位置　3区の中央からやや西寄りの南端。南壁際。73

号ピットのすぐ北側に近接する。X＝61794～795、Y＝－

94764～765。

重複　72号ピットに南端を掘り込まれる。

平面形状　南北に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－14°－E。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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92・93・94・95号土坑
１　10YR3/2黒褐色土　径5～10㎜程のAs-Kk主体。

96号土坑
１　10YR2/2黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径2～7㎜程度のAs-Kk粒を少量

含む。・締りやや欠く。

97号土坑　
１　10YR2/2黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径2～7㎜程度のAs-Kk粒を少量

含む。・締りやや欠く。
2　10YR3/3暗褐色土　黒褐色土を斑状に含む。

１(1/2） 297土97土



規模　長径0.84ｍ、短径0.47ｍ、深さ0.27ｍ。

埋土　径3～5㎜程度のローム粒子を多く含む、固く締

まった黒褐色土を主体に、やや締まりがある粘性が弱い

暗褐色土、径3～5㎜程度のローム粒子を少量含む、固

く締まった暗褐色土、黒褐色土を窓らに含む、固く締まっ

た褐色土等が混入している。

遺物　なし。

所見　底面は凹凸が甚だしい。ややしっかりとした掘方

を有し、断面は不整形である。

時期　中近世のものと考えられる。

332号土坑（第41図、PL.59・164）

位置　3区の中央から北西寄り。17・333号土坑の南側、

15・16号土坑の東側、20・26号土坑の北側に位置する。

X＝61818～819、Y＝－94764～775。

重複　下層2面2号竪穴建物を掘り込む。

平面形状　東西方向に細長い長大な溝状の隅丸長方形状

を呈する。333・337・338・339号土坑等と規模や形状が

類似する。

主軸方位　N－88°－Ｗ。

規模　長径10.29ｍ、短径0.48ｍ、深さ0.20ｍ。

埋土　ロームを主体とする暗褐色土が堆積している。

遺物　埋土中より口縁部が欠損した近世肥前磁器染付小

碗１点（1、PL.164）が出土。紅猪口かと考えられる。

所見　長大な溝状のいわゆる「芋穴」と称される土坑で、

3区１面では他に333・337・338・339号土坑等の類例が

ある。3区１面では東西方向に主軸を取る長大な溝状の

土坑は、本土坑と337・339号土坑の3基が検出されてい

るが、東側から検出されたものほど、主軸方位の傾きが

大きくなっている。また、１区１面では340・341号土坑

の例がある。比較的しっかりとした掘方を有しており、

断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

333号土坑（第41図、PL.59）

位置　3区の北西隅寄り。17号土坑のすぐ西側に近接し、

335号土坑、41・42・48・49号ピット、15号土坑の東側

に位置している。X＝61821～832、Y＝－94771～775。

重複　334号土坑の東端付近を掘り込む。

平面形状　北北東－南南西方向に細長く長大な溝状を呈

する。

主軸方位　N－14°－E。

規模　長径11.36ｍ、短径1.53ｍ、深さ0.61ｍ。

埋土　腐植土質のややフワフワした感触で、やや締まり

を欠く黒褐色土が主体。壁際に薄く炭化物粒が散見され

る、やや締まりがあり、粘性が弱い暗褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　長大な溝状のいわゆる「芋穴」と称される土坑で、

3区１面では他に332・337・338・339号土坑等の類例が

ある。また、１区１面では340・341号土坑の例がある。

東側にやや距離を置いて位置している338号土坑と、規

模・形状・主軸方位が類似している。深くしっかりとし

た掘方を有しており、断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

334号土坑（第40図、PL.60）

位置　3区の北西隅寄り。336号土坑の東側に位置して

いる。X＝61828～829、Y＝－94772～776。

重複　東端付近を333号土坑に掘り込まれる。335号土坑

の北寄りの位置を掘り込む。

平面形状　西北西－東南東方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　N－77°－Ｗ。

規模　長径3.91ｍ、短径0.69ｍ、深さ0.55ｍ。

埋土　ロームブロックの混入が多い暗褐色土が主体。壁

際に薄く灰黄褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　規模・形状は本土坑が掘り込んで一部を破壊して

いる335号土坑とおおむね類似している。本土坑自体は

長大ではないが、92～95号土坑等と同様、長大な溝状の

いわゆる「芋穴」と称される土坑と同様の機能を有した穴

であった可能性が高いものと考えられる。深くしっかり

とした掘方を有しており、断面は深いU字形を呈してい

る。

時期　中近世のものと考えられる。

335号土坑（第40図、PL.60）

位置　3区の北西隅寄り。333号土坑の西側、336号土坑

の東側、41・42・48・49号ピットの北側に位置している。

X＝61827～830、Y＝－94774～775。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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重複　北寄りの位置を334号土坑に掘り込まれる。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

333号土坑と主軸方向が類似している。

主軸方位　N－16°－E。

規模　長径3.20ｍ、短径0.45ｍ、深さ0.23ｍ。

埋土　ロームブロックを斑状に含む暗褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　規模・形状は本土坑が掘り込んで一部を破壊して

いる334号土坑とほぼ類似している。本土坑自体は長大

ではないが、92～95号土坑等と同様、長大な溝状のいわ

ゆる「芋穴」と称される土坑と同様の機能を有した穴で

あった可能性が高いものと考えられる。ややしっかりと

した掘方を有しており、断面は逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

336号土坑（第41図、PL.60）

位置　3区の北西隅寄り。8・9号土坑のすぐ東側に

近接し、335号土坑の西側に位置している。X＝61826～

831、Y＝－94777～778。

第39図　98・118・334・335号土坑

98号土坑 334号土坑 335号土坑

118号土坑

第３章　発見された遺構と遺物
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98号土坑
１　10YR2/2黒褐色土　径5～20㎜程のローム粒、ローム小ブロックを含む。
2　10YR2/2黒褐色土　１層と基本的に同質。ローム土を１層よりも少なく含む。
3　10YR3/3暗褐色土　

118号土坑
１　10YR2/2黒褐色土　径１㎜以下の微細な白色粒子を多く含む。
2　10YR2/2黒褐色土　径3～5㎜のローム粒子を多く含む。固く締まる。
3　10YR3/4暗褐色土　径3～5㎜のローム粒子を少量含む。固く締まる。
4　10YR4/4褐色土・・2層の土を斑状に含む。固く締まる。

334号土坑
１　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に含む。
2　10YR4/2・灰黄褐色土　ローム状の褐色粘性土とAs-Kk粒を含む黒

褐色土との混土。締まりやや強い。

335号土坑　
１　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に、やや大粒の

ロームブロックを含む。



重複　なし。

平面形状　北北東－南南西方向に細長い溝状を呈する。

主軸方位　N－7°－E。

規模　長径4.91ｍ、短径0.31ｍ、深さ0.09ｍ。

埋土　ローム主体とする褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北方向に細長い溝状を呈しており、本土坑

に比して格段に長大な332・333・337・338号土坑等と同

様、長大な溝状のいわゆる「芋穴」と称される土坑と同様

の機能を有した可能性が高いものと考えられる。掘方は

浅く、断面は薄く扁平な逆台形状を呈している。

時期　中近世のものと考えられる。

337号土坑（第42図、PL.60）

位置　3区のほぼ中央部。１号畑、38号土坑の南側、

34・35土坑の北側に位置している。X＝61810～815、Y＝

－94744～760。

重複　東端部が338号土坑の中央よりやや南寄りの位置

を掘り込む。

平面形状　西北西－東南東方向に細長く長大な溝状を呈

する。

主軸方位　N－16°－E。

規模　長径15.38ｍ、短径0.74ｍ、深さ1.10ｍ。

埋土　暗褐色土が主体。上側では径１㎜以下の微細な白

色粒子や褐色土ブロックを斑状に含む。底部付近にはや

や砂質で、ロームブロックを含む褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　長大な溝状のいわゆる「芋穴」と称される土坑で、

3区１面では他に332・333・338・339号土坑等の類例が

ある。また、１区１面では340・341号土坑の例がある。

3区１面において検出された東西方向に主軸を取る長大

な溝状の土坑は、332・337・339号土坑の3基が検出さ

れているが、東側から検出されたものほど、主軸方位の

傾きが大きくなっている。深くしっかりとした掘方を有

しており、断面は幅が狭く、深い長方形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

338号土坑（第42図、PL.61）

位置　3区のほぼ中央部からやや東寄りの位置。2号畑

の北側、34・35土坑の北側に位置している。X＝61806～

817、Y＝－94744～745。

重複　中央よりやや南寄りの位置を337号土坑に掘り込

まれる。

平面形状　北北東－西南西方向に細長く長大な溝状を呈

する。南側東辺を攪乱されている。

主軸方位　N－6°－E。

規模　長径1.05ｍ、短径0.62ｍ、深さ0.32ｍ。

埋土　ロームを主体とする褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　長大な溝状のいわゆる「芋穴」と称される土坑で、

3区１面では他に332・333・337・339号土坑等の類例が

ある。また、１区１面では340・341号土坑の例がある。

西側にやや距離を置いて位置している333号土坑と、規

模・形状・主軸方位が類似している。しっかりとした掘

方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

339号土坑（第42図、PL.61）

位置　3区の東寄り。2号畑の北側、53号ピットの南側

に位置している。X＝61800～806、Y＝－94734～743。

重複　なし。

平面形状　北西－東南東方向に細長く長大な溝状を呈す

る。北西端部付近及び南東端部近くを攪乱されている。

主軸方位　N－57°－Ｗ。

規模　長径10.37ｍ、短径0.52ｍ、深さ0.40ｍ。

埋土　ロームブロックを含む暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　長大な溝状のいわゆる「芋穴」と称される土坑で、

3区１面では他に332・333・337・338号土坑等の類例が

ある。また、１区１面では340・341号土坑の例がある。

3区１面において検出された東西方向に主軸を取る長大

な溝状の土坑は、332・337・339号土坑の3基が検出さ

れているが、東側から検出されたものほど、主軸方位の

傾きが大きくなっている。深くしっかりとした掘方を有

しており、両壁はほぼ首位直に近い形で落ち、断面は深

い長方形状を呈する。

時期　中近世のものと考えられる。

１節　１～3区１面の遺構と遺物
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332号土坑　
１　10YR2/2黒褐色土　やや灰色味を帯びる。径2～20㎜

程のAs-Kk粒を多量に含む。締まり有り。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　ロームブロックを不均等に

多量に含む。As-Kk粒散見。

333号土坑　
１　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に

含む。
2　10YR4/2・灰黄褐色土　ローム状の褐色粘性土と

As-Kk粒を含む黒褐色土との混土。締まりやや強い。

336号土坑　
１　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多量に

含む。
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337号土坑　
1　10YR4/2灰黄褐色土　径10㎜大のローム小ブロックを

多量に含む。ボソボソした蝕感。
2　10YR3/2 黒褐色土　サラサラした蝕感の腐植土質。径

2～7㎜程のAs-Kk粒を少量含む。
3　10YR3/3　暗褐色土　1層に類似するが、ローム土を少

量含む。
4　10YR4/4　褐色砂質土　ロームブロック主体。

338号土坑
1　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多

量に含む。

339号土坑
1　10YR2/2黒褐色土　径2～20㎜程のAs-Kk粒を多

量に、黒褐色土をブロック状に含む。
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　6.　ピット(第43～53図、PL.61～65)

　本遺跡では313基のピットが検出された。

　1区1面からは63～71、75～77・119号の13基。2区

1面からは78～118、120～127、130～196号の114基。3

区1面からは1～62、72～74、374・375号の67基のピッ

トが検出された。

　1区1面からは調査区の中央付近から纏まって検出さ

れた。、

　2区1面では、北西隅小調査区の全域にわたって78～

116・120～127号の47基が、また、主調査区では東半分

の地域において集中的に68基が検出された。

　3区1面では調査区の西半側にほぼ集中している。

このように、1面から検出されたピットは、検出箇所に

かなりの偏りがあったことが判明したが、その理由につ

いては明らかにできなかった。

　これらのピットはいずれも小規模であり、土坑などと

の重複による新旧関係が明瞭なものがあるものの、具体

的な時期や用途・機能についてもまったく不明であるの

で、それらの位置・規模・形状等については、347～361

ページの第8表にまとめた。

第42図　63～71・75～77・119号ピット

63号ピット

68号ピット

64号ピット

69号ピット

65号ピット

70号ピット

66号ピット

71号ピット

67号ピット

75号ピット 76号ピット 77号ピット 119号ピット
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第43図　78～96号ピット
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87号ピット
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1節　1～3区1面の遺構と遺物
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第44図　97～117号ピット

100号ピット 101号ピット97号ピット 98号ピット 99号ピット

102号ピット 103号ピット 104号ピット 105号ピット 106号ピット

107号ピット 108・109号ピット 111号ピット 112号ピット

113号ピット 114号ピット 115号ピット 116号ピット 117号ピット

110号ピット
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第45図　118・120～127・130～140号ピット

118号ピット 121号ピット 122号ピット 123号ピット

124号ピット 125号ピット 126号ピット 127号ピット

120号ピット

131号ピット 132号ピット 133号ピット 134号ピット 135号ピット

136号ピット 137号ピット 138号ピット 139号ピット

130号ピット

140号ピット

1節　1～3区1面の遺構と遺物
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第46図　141～158号ピット

141号ピット 142号ピット 143号ピット 144号ピット

145号ピット 146号ピット 147号ピット 148号ピット 149号ピット

151号ピット 152号ピット 153号ピット

154号ピット 155号ピット 156号ピット 157号ピット 158号ピット

150号ピット
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第47図　159・161～169・171～179号ピット

159号ピット 161号ピット 162号ピット 163号ピット 164号ピット

165号ピット 166号ピット 167号ピット 168号ピット

169号ピット 171号ピット 172号ピット 173号ピット 174号ピット

175号ピット 176号ピット 177号ピット 178号ピット 179号ピット
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第48図　180～196号ピット

180号ピット 181号ピット 182号ピット 183号ピット

184号ピット 185号ピット 186号ピット 187号ピット 188号ピット

189号ピット 190号ピット 191号ピット 192号ピット

193号ピット 194号ピット 195号ピット 196号ピット
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第49図　1～19号ピット

1号ピット 2号ピット 3号ピット 4号ピット 5号ピット

6号ピット 7・8号ピット 9号ピット 10号ピット 11号ピット

12号ピット 13号ピット 14号ピット 15号ピット

16号ピット 17号ピット 18号ピット 19号ピット

1節　1～3区1面の遺構と遺物
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第50図　20～36号ピット

20号ピット

26・27号ピット

21号ピット 22号ピット 23号ピット

24号ピット 25号ピット 28号ピット

29号ピット 30号ピット 31号ピット 32号ピット

33号ピット 34号ピット 35号ピット 36号ピット
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第51図　37～55号ピット

37号ピット 38号ピット 39号ピット 40号ピット 41・42号ピット

48・49号ピット 50号ピット 51号ピット

52号ピット

43号ピット 44号ピット 45号ピット 46号ピット

47号ピット

53号ピット 54号ピット 55号ピット
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第52図　56～62・72～74・374・375号ピット

61号ピット 72号ピット62号ピット

56号ピット 57号ピット 58号ピット 59号ピット

60号ピット

374号ピット73号ピット 74号ピット 375号ピット
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第2節　4区1面の遺構と遺物

　1～3区の調査においてAs-Kkの上の面を1面の遺構

確認面とし、埋土にAs-Kkが混入していることを指標と

して、中世から近世の遺構と理解した。4区の調査で1

面としたのはAs-Kkの下面であり、1～3区と4区とで

はAs-Kkの上か下かという時間差があるので、1～3区

の1面を中近世の遺構と捉え、4区の1面において確認

された遺構はAs-Kkよりも下面で、As-Kkによって埋没し

た遺構ということで中世の遺構と位置付けた。故に、1

面と称しても1～3区と4区とでは整合しない。

4区1面(As-Kk下面)ではAs-B粒を含む埋土で埋没した

畑2箇所、As-Kk粒を含む埋土で埋没した掘立柱建物5

棟、畑3箇所、溝1条、土坑122基、ピット38基等の遺

構が検出された。

　4区はX=61750～840、Y=-94445～765の範囲に収ま

るが、1面では、遺構確認面自体の検出がある程度限定

され、遺構がある程度まとまって検出されたのは、西寄

りのX-61788～825、Y=-94631～700の範囲、調査区中

央部から西寄りにかけてのX=61770～795、Y=-94475

～610の範囲である。

　4区1面において検出された掘立柱建物は、いずれも

調査区の西側から纏まって検出された。いずれの建物も、

北東-南西に細長い構造である。いずれの掘立柱建物柱

穴の埋土にもAs-Kk粒が含まれており、中世以降のもの

と考えられる。西側に廂を備える掘立柱建物も検出され

たが、いずれも小規模な側柱建物ばかりである。

　As-Bを含む埋土で埋没した畑(5号)は、調査区南東寄

りにある谷地形の底から検出された。畝は、若干東に傾

きながら南北方向に延びていた。As-Kkを含む埋土で埋

没した畑は、調査区の中央南側(6号)と、調査区南西

寄りから検出された(7号)。それぞれの断面を観察する

とAs-Bが混じる黒褐色土を切り込む形でAs-Kkの一次堆

積と思われる軽石層が堆積しており、As-B降下後から

As-Kk降下前の20年間で耕作された畑と考えられる。

　土坑は調査区内で遺構が検出された箇所のほぼ全域か

ら検出されたが、調査区の東側では少なかった。土坑の

多くは細長い隅丸長方形の、1・3区から検出された所

謂芋穴と称される形状のものが多くみられた。As-Kkを

含む埋土によって埋没しており、中世以降のものと考え

られる。

　1.　掘立柱建物

　本遺跡では8棟の掘立柱建物が検出され、3区1面か

ら1・2号掘立柱建物の2棟が検出された。4区1面か

らは3～7号掘立柱建物の5棟が検出され、4区2面か

ら8号掘立柱建物1棟が検出されている。

　4区1面において検出された掘立柱建物は、いずれも

調査区の西側のX=61804～823、Y=-94620～656の範囲

から纏まって検出された。いずれの建物も、柱穴の埋土

にはAs-Kk粒が含まれており、中世以降のものと考えら

れる。

　最大規模のものは、東西1間×南北4間、東西約4m

×南北約8.3mの規模の7号掘立柱建物である。他に、

東西2間×南北3間、東西約3.7m×南北約6.7mの規模

の6号掘立柱建物、母屋が東西1間×南北3間で西側に

廂を備え、東西約5.5m×南北約6.5mの規模の5号掘立

柱建物などがあり、さらに2間四方で、東西約3.2m×

南北約3.4mの規模の3号掘立柱建物、東西1間×南北

2間で東西約2m×南北約3.2mの規模の4号掘立柱建

物などが検出された。いずれも側柱建物ばかりであり、

検出された掘立柱建物の中でも最大規模のもので東西約

4m×南北約8.3m程度と、いずれも小規模なものばか

りである。

　これらの掘立柱建物の用途や機能については、1～3

区1面、ないしは4区2面から検出された掘立柱建物と

同様、判明する上での手掛かりとなるような痕跡や遺物

等は発見されなかったので、明確にすることは出来な

かった。

　また、柱列が歪んでいたり、柱間の距離がまちまちだっ

たりと、精緻に造られているとは見做しがたいものが少

なくなかった。規模・形状と構造からみて、例えば軽微

ないし仮設的な作業小屋あるいは道具置場のようなもの

である可能性が考えられる。

3号掘立柱建物(第53図、PL.67・68)

位置　4区の西寄り。X＝61813～818、Y＝-94697～702。

重複　290号土坑、294号ピットと重複するが新旧関係は

不明である。
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平面形状　2間四方。

主軸方位（棟方向）　Ｎ－63°－W。

規模　北西-南東方向に僅かに長い長方形状を呈する2

間四方の総柱建物。長軸3.40m、短軸3.23m。

柱穴　8基が検出された。

P1：北西隅柱穴。平面形態は東西に僅かに長い楕円形状

を呈する。長径0.32m、短径0.30m、深さ0.31m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。比較的しっかりと

した掘方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

P2：北辺中央柱穴。平面形態は不整円形状で、3号掘立

柱建物では、平面形態は最大規模の柱穴である。径

0.55m、深さ0.20m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。

断面はやや浅く底面が大きい逆台形状を呈する。

P3：北東隅柱穴。平面形態は北東－南西に長い楕円形状

を呈する。3号掘立柱建物の柱穴の中で、平面形態・

深さとも最小規模である。長径0.32m、短径0.28m、

深さ0.13m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。断面

は浅く扁平な逆台形状を呈する。

P4：東辺中央柱穴。平面形態は東西に長い楕円形状を呈

する。長径0.37m、短径0.27m、深さ0.24m。埋土

はAs-Kk粒を含む暗褐色土。断面は比較的しっかり

とした掘方を有し、逆台形状を呈する。

P5：南東隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状を

呈する。長径0.42m、短径0.38m、深さ0.46m。埋

土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。深く、しっかりとし

た掘方を有し、壁は垂直に近い角度で落ち、断面は

隅丸長方形状を呈する。

P6：南辺中央柱穴。平面形態は北東-南西に長い不整楕

円形状を呈する。長径0.42m、短径0.38m、深さ

0.46m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は幅が狭く深い

逆台形状を呈する。

P7：南西隅柱穴。平面形態は北東－南西に長い楕円形状

を呈する。長径0.33m、短径0.28m、深さ0.31m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。ややしっかりとし

た掘方を有し、壁は垂直に近き角度で落ちている。

第53図　3号掘立柱建物
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断面は逆台形状を呈する。

P8：西辺中央柱穴。平面形態は北東－南西に長い楕円形

状を呈する。長径0.37m、短径0.27m、深さ0.31m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。ややしっかりとし

た掘方を有し、壁は垂直に近き角度で落ちている。

断面は逆台形状を呈する。

柱間　P1・P2間：1.07m、P2・P3間：1.49m、P3・P4間：

0.76m、P4・P5間：1.39m、P5・P6間：1.42m、P6・P7

間：1.01m、P7・P8間：0.95m、P8・P1間：1.57m。

遺物　なし。

所見　4区の西寄りの南側、4号掘立柱建物の南西約

9.5mの位置から検出された2間四方の側柱建物である。

各柱穴の掘方は長径0.32～0.48m、短径0.27～0.55m前

後の楕円形状ないし不整円形状を呈し、一見、不揃いに

見えるが、大体0.3～0.4m前後に収まっており、それに

当てはまらずに大きいP2が存在するというだけである。

柱穴は比較的小型で、抜き取り痕などもほとんど不明で

ある。北辺・東辺側では浅く、南辺・西辺側では比較的

深くしっかりとした掘方が検出されているのは、表土の

削平によるものと考えられ、元来は、同規模であったと

推測できる。柱間の長さは非常に不揃いで、仮設ないし

軽微な建物であったことが看取出来る。

時期　中世のものと考えられる。

4号掘立柱建物(第54図、PL.68・69)

位置　4区の西寄り。X＝61818～815、Y＝－94685～689。

重複　なし。

平面形状　東西1間×南北2間。

主軸方位（棟方向）　Ｎ－15°－E。

規模　長軸3.3m、短軸2.02m。

柱穴　6基が検出された。

P1：北西隅柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈す

る。長径0.32m、短径0.27m、深さ0.36m。埋土は

径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量含む黒褐色土。しっかりした掘方を有し、

断面は深く幅が狭い逆台形状を呈する。

P2：北東隅柱穴。平面形態は南北にごく僅か長い不整円

形状。長径0.27m、短径0.26m、深さ0.36m。埋土

は径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土。しっかりとした掘方を

有し、断面は深く幅が狭い逆台形状を呈する。

P3：東辺中央柱穴。北側を大きく攪乱されている。平面

形態は南北に長い楕円形状を呈する、長径0.37m、

短径0.18m、深さ0.36m。埋土は径2～7mm程の

As-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小礫を少量含む

黒褐色土。しっかりとした掘方を有し、断面は、深

く幅が狭い逆台形状を呈する。

P4：東南隅柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈す

る。長径0.28m、短径0.23m、深さ0.42m。埋土は

径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量含む黒褐色土。しっかりした掘方を有し、

断面は深く幅が狭い逆台形状を呈する。

P5：南東隅柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈す

る。長径0.47m、短径0.30m、深さ0.44m。埋土は

径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量含む黒褐色土。しっかりとした掘方を有

し、断面は底面の中央が一段と深く掘り窪められた

変形逆台形状を呈する。

P6：南辺中央柱穴。平面形態は南北にやや長い不整楕円

形状を呈する。長径0.36m、短径0.30m、深さ0.35m。

しっかりとした掘方を有し、断面は深く狭い逆台形

状を呈する。

柱間　P1・P2間：1.68m、P2・P3間：1.43m、P3・P4間：

1.20m、P4・P5間：1.69m、P5・P6間：1.14m、P6・P7

間：1.13m。

遺物　なし。

所見　4区の西寄りの北側、3号掘立柱建物の北東約

9.5mの位置から検出された1間×2間の極めて小規模

な側柱掘立柱建物で、4号掘立柱建物とほぼ同様、各柱

穴の掘方は長径約0.27～0.35m前後の楕円形状ないし不

整円形状を呈し、比較的小型で、抜き取り痕などもほと

んど不明であった。柱穴の掘方はいずれも深くしっかり

としている。東西辺の中間柱穴がそれぞれ外側に飛び出

し、各辺の柱列も若干歪んでいる。建物の構造としては、

3号掘立柱建物と同様、不整であり、簡易ないし、仮設

的な建物と考えられる。

時期　中世のものと考えられる。
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5号掘立柱建物(第55図、PL.69・70)

位置　4区の西寄り。X＝61812～821、Y＝-94665～673。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　東西2間南北3間で、西側に庇が取り付く。

主軸方位（棟方向）　Ｎ－15°－W。

規模　北東-南西に長い長方形状を呈する東西2間南北

3間で、西側に庇が取り付く。長軸6.48、短軸5.62m。

柱穴　13基が検出された。母屋9基、庇4基。

P1：廂北西隅柱穴。平面形態は北西-南東にやや長い楕

円形状を呈する。長径0.37m、短径0.32m、深さ

0.48m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかり

とした掘方を有しており、断面は深く、幅が狭い逆

台形状を呈する。

P2：母屋北西隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形

状を呈する。平面形態から北西側に向かって柱が抜

き取られたものと考えられるが、土層断面からは

確認することが出来なかった。長径0.53m、短径

0.48m、深さ0.68m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。

しっかりとした掘方を有しており、断面は深く、幅

が狭い逆台形状を呈する。

P3：母屋北東隅柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を

呈する。平面形態から南側に向かって柱が抜き取ら

れたものと考えられるが、土層断面からは確認する

ことが出来なかった。長径0.32m、短径0.28m、深

さ0.15m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。本ピッ

トとP5は本掘立柱建物の柱穴の中では異例と言って

良いほど浅く、掘方は小規模で、断面は浅く扁平な

逆台形状を呈する。

P4：母屋東辺北側柱穴。平面形態は東西に長い楕円形状

を呈する。平面形態から南側に向かって柱が抜き取

られたものと考えられるが、土層断面からは確認

することが出来なかった。平面長径0.37m、短径

第54図　4号掘立柱建物
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0.27m、深さ0.24m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。

しっかりとした掘方を有し、断面は底部が一段と掘

窪んだ逆台形状を呈する。

P5：母屋東辺南側柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状

を呈する。平面形態から南側に向かって柱が抜き取

られたものと考えられるが、土層断面からは確認す

ることが出来なかった。長径0.63m、短径0.51m、

深さ0.15m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。平面

規模は大きいが掘方は浅く、断面は浅く扁平で底辺

が長い逆台形状を呈する。

P6：母屋南東隅柱穴。平面形態は北東-南西に長い楕円

形状を呈する。本建物では、掘方最大規模の柱穴で

ある。平面形態は東西に長い楕円形状を呈する。平

面形態から東西いずれかに向かって柱が抜き取られ

たものと考えられるが、土層断面からは確認するこ

とが出来なかった。長径0.67m・検出短径0.63m・

深さ0.32m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。やや

しっかりとした掘方を有しており、断面は逆台形状

を呈する。

P7：母屋南辺中央柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状

を呈する。本掘立柱建物の柱穴で、掘方は最小規模

の柱穴である。長径0.33m、短径0.28m、深さ0.31m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。平面形態は最小な

がらも、極めてしっかりとした掘方を有し、断面は

狭く、深い逆台形状を呈する。

P8：母屋南西隅柱穴。平面形態は北西－南東に長い楕円

形状を呈する。平面形態から南東側に向かって柱が

抜き取られたものと考えられるが、土層断面から

は確認することが出来なかった。長径0.65m、短径

0.55m、深さ0.54m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。

極めてしっかりとした掘方を有し、断面は深いU字

形状を呈する。

P9：廂南東隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。平面形態から南側に向かって柱が抜き取

られたものと考えられるが、土層断面からは確認す

ることが出来なかった。長径0.42m、短径0.38m、

深さ0.46m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。深く、

しっかりとした掘方を有し、断面は幅が狭く深い逆

台形状を呈する。

P10：廂西辺南側柱穴。平面形態は北東-南西に長い不整

楕円形状を呈する。長径0.38m、短径0.33m、深さ

0.46m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は幅が狭く深い

逆台形状を呈する。

P11：廂西辺北側柱穴。平面形態は北東－南西に長い楕円

形状を呈する。長径0.36m、短径0.32m、深さ0.50m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。深く、しっかりと

した掘方を有しており、断面は幅が狭く深い逆台形

状を呈する。

P12：母屋西辺北側柱穴。平面形態は東西に長い楕円形

状を呈する。平面形態から東西いずれかに向かって

柱が抜き取られたものと考えられるが、土層断面か

らは確認することが出来なかった。長径0.58m、短

径0.53m、深さ0.45m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐

色土。しっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状

を呈する。

P13：母屋西辺中央柱穴。平面形態は南北に長い楕円形

状を呈する。平面形態から南北いずれかに向かって

柱が抜き取られたものと考えられるが、土層断面か

らは確認することが出来なかった。長径0.55m、短

径0.50m、深さ0.48m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐

色土。しっかりとした掘方を有し、る。断面は逆台

形状を呈する。

柱間　P1・P2間：0.90m、P2・P3間：3.91m、P3・P4間：

2.10m、P4・P5間：1.08m、P5・P6間：1.91m、P6・P7間：

1.55m、P7・P8間：1.56m、P8・P9間：0.90m、P9・

P10間：1.53m、P10・P11間：1.80m、P11・P1間：1.96m、

P2・P12間：1.72m、P12・P13間：1.61m、P8・P13間：1.61m。

遺物　なし。

所見　4区の西寄りのやや北側、4号掘立柱建物の東約

14.1mの位置から検出された本遺跡で唯一の庇付掘立柱

建物で、西側に廂が取り付いた、東西2間×南北3間の

側柱建物である。なお、母屋の南辺では中間に小規模な

柱穴が検出されたが、北辺中間柱穴は検出されなかった。

恐らくは攪乱され、破壊されたものと考えられる。

　各柱穴の掘方は、長径0.32～0.65m、短径0.24～0.65m

前後の楕円形状ないし不整円形状を呈する。母屋の柱穴

は西辺側では大体長径0.55m前後であるが、全体的には

大小不揃いである。それに比べて廂の柱穴4基の掘方の

大きさは径0.35m前後とほぼ同様な規模となっている。

第2節　4区1面の遺構と遺物
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また、柱が抜き取られたことが平面形態から推測出来る。

　柱間の長さは、庇の部分を含め、西辺と南辺では芯々

間約2m前後でほぼ統一されているが、東辺のみ非常に

不揃いである。

　庇付き建物ではあるが、床束は検出されず、仮設ない

し軽微な建物であったことが看取出来る

時期　中世のものと考えられる。

第55図　5号掘立柱建物

第３章　発見された遺構と遺物
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5号掘立柱建物
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。



6号掘立柱建物(第56図、PL.71・72)

位置　4区の西寄り。X＝61803～811、Y＝-94673～680。

重複　7号畑を掘り込む。242号ピットと重複するが、

新旧関係は不明である。

平面形状　東西2間南北3間。

主軸方位（棟方向）　Ｎ－15°－W。

規模　北東-南西に長い長方形状を呈する東西2間南北

3間の側柱建物。長軸6.68m、短軸3.74m。

柱穴　9基が検出された。

P1：北西隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状を

呈する。長径0.32m、短径0.28m、深さ0.39m。埋

土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘方

を有しており、断面は上端がやや開いたU字形状を

呈する。

P2：北辺中央柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。長径0.32m、短径0.27m、深さ0.43m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有しており、断面はU字形状を呈する。

P3：北東隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状を

呈する。長径0.35m、短径0.28m、深さ0.32m。埋

土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘方

を有し、断面は上端部がやや開いたU字形状を呈す

る。

P4：東辺北側柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。平面長径0.32m、短径0.28m、深さ0.29m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面は上端がやや広がったU字片形状を

呈する。

P5：東辺南側柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。長径0.35m、短径0.28m、深さ0.49m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面は深く、狭い逆台形状を呈する。

P6：南東隅柱穴。平面形態は北東-南西に長い楕円形状

を呈する。長径0.67m、検出短径0.63m、深さ0.32m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有しており、断面は幅が狭い逆台形状を呈する。

P7：南西隅柱穴。平面形態は北東－南西にやや長い楕円

状を呈する。長径0.37m、短径0.29m、深さ0.54m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面はほぼ三角形状に近い、狭く、深い

逆台形状を呈する。

P8：西辺南側柱穴。平面形態は北東－南西に長い楕円形

状を呈する。長径0.33m、短径0.27m、深さ0.37m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面は上端がやや開いたU字形状を呈す

る。

P9：西辺北側柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。長径0.30m、短径0.27m、深さ0.36m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面は幅が狭く、深い逆台形状を呈する。

柱間　P1・P2間：1.39m、P2・P3間：1.66m、P3・P4間：

1.68m、P4・P5間：2.02m、P5・P6間：1.85m、P6・P7間：

3.41m、P7・P8間：1.83m、P8・P9間：1.87m、P9・P1

間：1.66m。

遺物　なし。

所見　4区の西寄りの北側、5号掘立柱建物の南西約

5mの位置から検出された東西2間×南北3間の側柱建

物である。南辺からは中央柱穴が検出されなかった。南

東隅柱穴P6と南西隅柱穴P7との間は攪乱も受けておら

ず、また、本建物の柱穴は、いずれもしっかりとした掘

方を有しているので、見落し等があったとは考えにくい。

本建物は、南側が開いた構造の掘立柱建物であったと考

える他はない。

　各柱穴の掘方は、長径0.27～0.37m、短径0.27～0.29m

前後の楕円形状で、おおむね径0.3m前後の掘方で統一

されているとみて良いだろう。柱間は西辺及び東辺では

おおむね2m前後、また、柱筋も、本遺跡から検出され

た8棟の掘立柱建物の中で最も整っている。

時期　中世のものと考えられる。

第2節　4区1面の遺構と遺物
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6号掘立柱建物
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。



7号掘立柱建物(第57図、PL.72・73)

位置　4区の西寄り。X＝61796～807、Y＝-94666～674。

重複　7号畑を掘り込む。254・256・263・264号ピット

と重複するが、新旧関係は不明である。

平面形状　東西1間南北4間。

主軸方位（棟方向）　Ｎ－23°－E。

規模　北東-南西に長い長方形状を呈する東西1間南北

7間のやや長大な側柱建物。長軸8.34m、短軸4.04m。

柱穴　10基が検出された。

P1：北西隅柱穴。平面形態は北西-南東に長い楕円形状

を呈する。長径0.43m、短径0.37m、深さ0.27m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

P2：北東隅柱穴。平面形態はほぼ円形状を呈する。径

0.33m、深さ0.29m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。

しっかりとした掘方を有しており、断面は逆台形状

を呈する。

P3：東辺北側柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈

する。長径0.27m、短径0.22m、深さ0.15m。埋土

はやや茶色味を帯び、小礫や軽石を多量に含み、白

色粒を若干含む黒褐色土。掘方は小規模で浅く、極

めて貧弱である。断面は小規模な逆台形状を呈する。

P4：東辺中央柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈

する。長径0.42m、短径0.33m、深さ0.25m。埋土

はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘方を

有し、断面は恰も面取りがなされた逆台形状を呈す

る。

P5：東辺南側柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。長径0.42m、短径0.34m、深さ0.23m。

埋土はやや茶色味を帯び、小礫や軽石を多量に含み、

白色粒を若干含む黒褐色土。掘方は小規模で浅く、

断面は扁平な逆台形状を呈する。

P6：南東隅柱穴。平面形態は東西にやや長い楕円形状を

呈する。長径0.31m、短径0.27m、深さ0.23m。埋

土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘方

を有しており、断面は幅が狭い逆台形状を呈する。

P7：南西隅柱穴。平面形態は東西に僅かに長い楕円状を

呈する。長径0.44m、短径0.42m、深さ0.46m。埋

土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘方

を有し、断面は深い逆台形状を呈する。

P8：西辺南側柱穴。平面形態は南北にごくわずかに長い

が、ほぼ円形状を呈する。長径0.38m、短径0.37m、

深さ0.48m。埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっ

かりとした掘方を有し、断面は幅が狭く深い逆台形

状を呈する。

P9：西辺中央柱穴。平面形態は東西にやや長い楕円形状

を呈する。長径0.43m、短径0.38m、深さ0.43m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面は深い逆台形状を呈する。

P10：西辺北側柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形

状を呈する。長径0.35m、短径0.33m、深さ0.46m。

埋土はAs-Kk粒を含む暗褐色土。しっかりとした掘

方を有し、断面は幅が狭く、深い逆台形状を呈する。

柱間　P1・P2間：3.72m、P2・P3間：1.44m、P3・P4間：

2.10m、P4・P5間：1.02m、P5・P6間：2.10m、P6・P7間：

3.41m、P7・P8間：1.71m、P8・P9間：1.65m、P9・P10間：

1.75m、P10・P11間：1.62m。

遺物　なし。

所見　4区の西寄りの南側、5号掘立柱建物の南約

7m、6号掘立柱建物の東約4.5mの位置から検出され

た北東－南西方向に細長い東西1間×南北4間の側柱建

物である。本遺跡から検出された掘立柱建物の中では最

大規模のものであるが、それでも東西約4m×南北約

8.3m程度のものである。

　各柱穴の掘方は、長径0.27～0.44m、短径0.22～0.44m

前後の楕円形状で、小ぶりである。柱筋は比較的通って

いる。西辺では柱間は芯々間約2mと比較的等間隔であ

るが、東辺では芯々間で約1.5mから2.5mに及ぶものま

であり、まちまちである。

時期　中世のものと考えられる。
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7号掘立柱建物
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR2/2黒褐色土　やや茶色味を帯びる。小礫、As-Kk粒を多量に、

白色粒を若干含む。
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　2.　溝

　本遺跡では8条の溝が検出された。いずれも1面から検出

されたものである。うち、1～3区において検出されたもの

は7条である。調査区内を横断ないし縦断するような長大な

形状のものは、1～2区にわたって検出された、上端部に石

列を伴う9号溝のみであった。

　1～3区1面において検出された溝は、1～2区にわたっ

て検出された9号溝の他は、1区で3条(10・12・14号溝)、

2区で3条(15～17号溝)が検出された。3区1面においては、

溝は検出されなかった。

　4区1面から検出された溝は、調査区の西寄りから検出さ

れた南北方向の20号溝1条のみであった。

20号溝(第58図、PL.73・75)

位置　4区の西寄り。X＝61775～788、Y＝-94541～545。

重複　204、240、245、244号土坑に掘り込まれる。

主軸方位　Ｎ－4°－E。

規模　検出全長11.52m、上幅1.25～1.80m、下幅0.60～

1.30m、深さ0.46m。

埋土　大部分は、やや明るい色調を呈し、径10㎜程の小礫を

大量に、炭化物粒、白色粒を若干含み、暗褐色土ブロックを

含む黒褐色土である。ただし、やや淡い色調を呈し、径1～

2mm程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む黒褐色土をブロック状

に含む。

遺物　非掲載であるが、埋土中より黒色頁岩製打製石斧片1

点及び粗粒輝石安山岩製打製石斧片1点が出土。

所見　4区の中央からやや東に寄った位置の、西から東に向

かって緩やかに傾斜している場所に南北方向に掘り込まれて

いる。溝底の標高は北から南に向かって低くなっており、高

低差は最大で約0.26mとなってはいるものの、水流の痕跡は

全く確認出来なかった。

　南北両端とも検出されず、北側はX=61787、Y＝-94542.3

付近から先は検出されず、南側は、調査区南端付近に入れら

れた確認調査時のトレンチによって破壊されている。

　比較的しっかりとした掘方を有しており、何らかの区画溝

と考えることも可能に思われるが、規模や形状、周辺におい

て検出された遺構の状況などから見て、用排水路とは考えに

くいように思われる。

時期　中世のものと考えられる。 第58図　20号溝
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20号溝
1  10YR2/3黒褐色土　やや明るい色調を呈する。径10㎜程

の小礫を大量に、炭化物粒、白色粒を若干含む。暗褐色
土ブロックを含む。



　3.　畑

　本遺跡においては7箇所の畑が検出された。いずれも

1面からの検出である。うち1～3区1面からは4箇所

の畑が検出された。近世の遺構と考えられる。

　上面が大きく削平され、検出状態は極めて悪く、溝状

に掘削された畑のサクの痕跡が部分的に辛うじて検出さ

れたに過ぎない。残存状態は極めて悪く、サクの掘り込

みの深さはほとんど確認することが出来なかった。

　本遺跡では、すべての調査区において、全般的に南側

から北側に向かって低くなる地形である点はほぼ共通し

ているが、特に本調査区においては、部分的にではある

が西から東への傾斜となる部分も存在していた。本調査

区は他の1～3区に比べて地形の傾斜や高低差が大きい

ものの、3箇所から検出された畑は、いずれも傾斜が比

較的緩やかな箇所を選んで造られているように見受けら

れる。

　As-Bを含む埋土で埋没した畑(5号)は、調査区南東寄

りにある谷地形の底で約125㎡確認された。畝は、東に

傾きながら南北方向に延びていた。

　As-Kkを含む埋土で埋没した畑は、調査区の中央南側

で約70㎡(6号)、調査区南西寄りから約510㎡確認され

た(7号)。それぞれの断面を観察するとAs-Bが混じる黒

褐色土を切り込む形でAs-Kkの一次堆積と思われる軽石

層が堆積しており、As-B降下後からAs-Kk降下前の20年

間で耕作された畑と考えられる。畝幅30cm、畝高10cm、

畝間40cm程度で若干湾曲しながら南北方向に延びていた。

　本遺跡においては、地形の傾斜が比較的急であり、調

査区内における比高が1.50mにもなるため、棚田を造成

したとしても、生産効率が高い安定した水田面を形成し

にくかったという事情から、本調査区の位置に限っては

水田ではなく畑が造られたものと推測出来る。

5号畑(第59図、PL.73・74)

位置　4区の南東寄り。X＝61757～769、Y＝-94483～

500。

重複　なし。

畝間のサクの主軸方位　Ｎ－35°－E。

畝の長さ　不明。

検出された畝の幅　0.20～0.49m。

検出された畝間の深さ　0.01～0.06m

検出面積　125㎡

標高　416.12～417.06m

遺物　なし。

所見　緩やかで浅いが、谷地形の底の部分に当たる。残

存状態は極めて悪い。また南側は調査区南端よりも外に

延びている。北東-南西方向の溝状に、畝間のサクが、

18条分検出された。畝間のサクの埋土は、オリーブ褐色

土もしくは灰色土あるいは褐灰色土で、天仁元(1108)年

の浅間山噴火伴う火山灰と考えられ、灰が層状に見られ

る部分もある。

時期　古代末～中世のものと考えられる。

6号畑(第60図、PL.74)

位置　4区の中央南側。224・226・228・241・248号の

南側、218・236号土坑の西側、210・233・246号土坑の

東側に隣接する。X＝61777～787、Y＝-94577～600。

重複　221・232・237～239・241・242号土坑に掘り込ま

れる。

主軸方位　Ｎ－20～38°－E。

畝の長さ　不明。

検出された畝の幅　0.21～0.48m。

検出された畝間の深さ　0.01～0.04m。

検出面積　78.45㎡

標高　426.34～426.82m

遺物　なし。

所見　南西側から北東側に向かって緩やかに傾斜する

面に北東－南西方向に、溝状の畝間のサクが、東西約

23.5mの範囲から32条並列して検出された。南側が調査

区南端の外へと延びているため、全容は不明である。ま

た、本遺跡から検出された他の畑と同様、残存状態は極

めて悪い。

　調査区の西南寄りから検出された7号畑とは同時期と

考えられる上、溝状の畝間のサクの痕跡の方向が比較的

類似しているため、現状では両畑の間は約35m乖離して

いるが、一連の畑であった可能性も考えられなくはない。

畝間のサクの埋土は、上層に非常に薄く径1～10㎜程の

As-Kk粒である明黄褐色軽石が堆積し、その下側に小礫

を多量に含んだ軟質の黒褐色土が堆積している。

時期　中世のものと考えられる
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5号畑
1　2.5Y4/3オリーブ褐色土　
2　10YR3/1黒褐色土　やや暗い色調を呈する。小礫を少量、径1～2mm程の褐色粒、黄褐色粒を

若干含む。
3　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒を若干、黒褐色土と黄褐色土と

を斑状に、径10～20㎜程の礫を僅かに含む。締まり有り。
4　10YR6/8明黄褐色砂礫層　径50～500㎜程の円礫を大量に、径500㎜以上の円礫を若干含む。

下位程砂の含有率が高くなる。礫等混入物極めて少ない。
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１　10YR3/2 黒褐色土　径２～７mm 程の As-Kk 粒を大量に、径７～10mm　
　　程の小礫を少量含む。
２　10YR6/6 明黄褐色軽石　径１～10mm 程の As-Kk 粒の層。As-Kk の一次
　　堆積か。上位は径 20 ㎜以下で、下位は粗粒。
３　10YR3/1 黒褐色土　As-Kk と As-B の間層。非常に薄い。粘性有り。畑
　　耕作土。As-B 火山灰を大量に含む。As-B 粒を含む箇所有り。
４　10YR3/1 黒褐色土　やや淡い色調を呈する。径１～２mm 程の褐色粒、
　　黄褐色粒を若干含む。

第61図　７号畑
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7号畑(第61図、PL.74・75)

位置　4区の西寄り。X＝61789～817、Y＝-94634～685。

重複　5～7号掘立柱建物、266～280・299号土坑230・

231号ピット等に掘り込まれる。

主軸方位　Ｎ－23～32°－E。

畝の長さ　不明。

検出された畝の幅　0.21～0.49m。

検出された畝間の深さ　0.01～0.03m。

検出面積　125.49㎡

標高　421.28～427.52m

遺物　なし。

所見　南西側から北東側に向かって緩やかに傾斜する面

に北東－南西方向に溝状の畝間のサクが、東西約53.5m

の範囲から59条並列して検出された。5・6号畑と同様、

南側が調査区南端の外へと延びているため、全容は不明

である。また、Y=-65594～685ラインにおける検出状況

から見て、少なくとも検出された範囲内においては、畝

間のサクが南北に分断されて検出されたような場所や、

南側のごく一部でしか検出されなかったような場所にお

いても、おおむね、全域にわたって、調査区の北側まで

畝が伸びていたものと考えられる。本遺跡から検出され

た他の畑と同様、残存状態は極めて悪い。また、3棟の

掘立柱建物や多くの土坑によって破壊されたり、攪乱さ

れている場所も少なくなかった。

　調査区の西南寄りから検出された6号畑とは同時期と

考えられる上、溝状に検出された畝間のサクの痕跡の方

向が比較的類似しているため、現状では両畑の間は約

35m乖離しているが、一連の畑であった可能性も考えら

れなくはない。

　畝間のサクの埋土は、径1～10㎜程のAs-Kk粒で、

As-Kkの一次堆積かと考えられる明黄褐色軽石層である。

上位は径20㎜m以下で、下位は粗粒であった。

時期　中世のものと考えられる
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　4.　土坑

　ここでは4区の1面から検出された、164・165、168

～177・180～218・220～250・266～299・302・309・

342・343号の計122基の土坑について記述する。

　4区では土坑の分布は各調査区の全域にわたってお

り、特定の地域において集中して検出されるというよう

なことはなかった。土坑の形状は、円形、楕円形、隅丸

方形状を呈するごく一般的な形状のものもあるが、4区

1面から検出された土坑には、長大な溝状を呈する、俗

に「芋穴」と称されるものを含めて、細長い形状のものが

目立って多い。1～3区から検出された土坑の形状とは

際立って異なこの特色がいかなる理由によるものなのか

という点については明らかにできなかった。長大な溝状

の土坑の大きさや形状もまちまちで、主軸方向も、東西、

南北、北西-南西の各方向が混在しており、一定ではない。

東側に隣接する唐堀Ｂ遺跡の1面から検出された土坑に

おいても同傾向であり、この地域における近世の土坑の

特徴と言えよう。

164号土坑(第62図、PL.75)

位置　4区の西端付近の中央からやや南寄りの位置。

165号 土 坑 の 西 側 に 位 置 す る。 X＝61761～764、 Y＝－

94476。

重複　なし。

平面形状　南北に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－3°－E。

規模　長径2.72m、短径0.59m、深さ0.47m。

埋土　As-Kk粒を大量に、大型の礫を若干含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　南北方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状のものよりは小規模ではあるが細長い土坑で、

本調査区1面の西端から中央にかけては、本土坑とほぼ

類似した規模・形状のものといわゆる「芋穴」と称される

形状の長大なものが多いことが特徴である。礫層まで掘

り込まれているため、埋土中にも礫を含んでいる。しっ

かりとした掘方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

165号土坑(第62図、PL.75)

位置　4区の西端付近の中央からやや南寄りの位置。

165号 土 坑 の 西 側 に 位 置 す る。 X＝61761～764、 Y＝－

94471～472。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－25°－E。

規模　長径2.81m、短径0.65m、深さ0.60m。

埋土　As-Kk粒を大量に、大型の礫を若干含む黒褐色土。

細粒の軽石を多く含むため、164号土坑の埋土よりもや

や明るい色調を呈している。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりは小規模であるが、本調査区

1面の西端から中央にかけては、この種のものに類似し

た規模・形状のものといわゆる「芋穴」と称される形状の

長大なものが多いことが特徴である。164号土坑同様、

礫層まで掘り込まれているため、埋土中にも礫を含んで

いる。164号土坑よりもさらに深く、しっかりとした掘

方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

168土坑(第63図、PL.76・164)

位置　4区の北西寄り、北壁に寄った位置。西端付近の

中央からやや南寄りの位置。169号土坑の西側に隣接す

る。X＝61798～800、Y＝－94511～513。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－45°－E。

規模　長径1.98m、短径1.89m、深さ0.25m。

埋土　上層に黄褐色灰が堆積し、二次堆積のAs-Bと考え

られる。埋土のベースとなっているのは細粒の黒色土及

び小礫を含む黒褐色土で、暗褐色土ブロックを斑状に含

んでいる。

遺物　礫間より9世紀第3四半期須恵器杯2/3片1点

(1)、9世紀代かと見られる須恵器壺頸部～胴部上位片

1点(2)、同じく9世紀代かと見られる須恵器短頸壺底

部～胴部の一部、口唇部欠片1点(3)が、2層のAs-B粒

と見られる鈍い黄褐色粒を若干含む黒褐色土中より出土

した。
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所見　一見すると扁平な礫を中央に置き、その周囲を5

つの礫で囲んで、人為的に意図を持って配石されている

かのように見えなくもないが、礫の出土状況はランダム

であり、自然に混入したものと考えられる。掘方は規模

の割に浅く、扁平である。

時期　出土した土器片3点はいずれも古代のものである

が、小片であり、検出面や埋土の状況から見て中世のも

のと考えられる。

169土坑(第63図、PL.76)

位置　4区の北西寄り、北壁に寄った位置。西端付近の

中央からやや南寄りの位置。168号土坑の東側に隣接す

る。X＝61798～800、Y＝－94508～510。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－64°－E。

規模　長径1.95m、短径1.80m、深さ0.29m。

埋土　上層に黄褐色灰が堆積し、二次堆積のAs-Bと考え

られる。埋土のベースとなっているのは細粒の黒色土及

び小礫を含む黒褐色土で、暗褐色土ブロックを斑状に含

んでいる。

遺物　埋土2層中より9C代かと見られる須恵器杯蓋

1/4片1点(1)が出土した。

所見　大量の礫が堆積している。礫の状況は168号土坑

と同様、ランダムであり、自然に混入したものと考えら

れる。掘り方は規模の割に浅く、扁平で、断面は底辺が

長く扁平な逆台形状を呈する。

時期　出土した土器片1点は古代のものであるが、検出

面や埋土の状況から見て中世のものと考えられる。

170号土坑(第64図、PL.76)

位置　4区の西寄り、中央。171号土坑の南東側、198号

土坑の北西側に位置する。X＝61783～785、Y＝－94496～

498。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

第62図　164・165号土坑

164号土坑 165号土坑
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164号土坑
1  10YR2/1黒色土　As-Kk粒を大量に、大型の礫を若干含む。

165号土坑
1 10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。粉末状のAs-Kk粒を

大量に、大型の礫を若干含む。



主軸方位　Ｎ－67°－E。

規模　長径2.37m、短径0.49m、深さ0.25m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりは小規模であるが、本調査区

1面の西端から中央にかけては、この種のものに類似し

た規模・形状のものといわゆる「芋穴」と称される形状の

長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・165号土坑

と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘方を有

しており、壁は直角に近い状態で落ちている。断面は逆

台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

171号土坑(第64図、PL.77)

位置　4区の西寄り、中央。170号土坑の北西側に位置

し、172号土坑の南側に隣接する。X＝61786～787、Y＝－

94500～502。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－73°－E。

規模　長径2.21m、短径0.54m、深さ0.40m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものといわゆる「芋穴」と称される形

状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・165・

170号土坑と類似した傾向の土坑である。しっかりとし

た掘方を有しており、壁は直角に近い状態で落ちている。

断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

172号土坑(第64図、PL.77)

位置　4区の西寄り、中央。171号土坑の北側、173号土

坑の南側に隣接する。X＝61787～789、Y＝－94497～501。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－74°－E。

規模　長径4.19m、短径0.62m、深さ0.34m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状の土坑で、本例とは若干時期が異な

るであろうが、1区・3区でも検出されている。本調査

区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のもの特徴で、172・185・190・193・

204・207・208・215・217・208・219・342・343号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘方を

有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

173号土坑(第64図、PL.77)

位置　4区の西寄り、中央。172号土坑の北側に隣接

し、176号土坑の南側に位置する。X＝61788～789、Y＝－

94500～502。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－86°－E。

規模　長径2.34m、短径0.47m、深さ0.35m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171号土坑と類似した傾向の土坑である。しっ

かりとした掘方を有しており、壁は直角に近い状態で落

ちている。断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

174号土坑(第65図、PL.77)

位置　4区の北西寄りの位置。176号土坑の北西側に位

置する。X＝61792～794、Y＝－94502～504。
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第63図　168・169号土坑
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168号土坑
1　2.5Y5/3黄褐色灰　As-B粒。
2　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。鈍い黄褐色灰をブロック

状に、径2～10㎜程の小礫を少量、径1～2㎜程の黄褐色粒を若干含
む。締まりやや有り。

3　10YR2/1黒色土　粒子が細かくサラサラとした触感。夾雑物極めて少
ない。褐色粒をごく微量含む。

4　10YR2/2黒褐色土　暗褐色土ブロックを斑状に、径5～15㎜程の小礫
を少量、径1㎜程の褐色粒を若干含む。

169号土坑
1　10YR2/1黒色土　鈍い黄橙色灰を多量に、径2～5㎜程の礫を少量含む。
2　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。径4～7㎜程の小礫を含む。

黄褐色粒を斑状に僅かに含む。
3　10YR2/2黒褐色土　暗褐色土ブロックを斑状に少量、径5～15㎜程の小礫

を少量、径1㎜程の褐色粒子を僅かに含む。

1

2

3168土

1169土

168土

168土



重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－37°－E。

規模　長径2.34m、短径0.47m、深さ0.35m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土主体で、As-Kk粒、褐色粒子を僅

かに、暗褐色土ブロックを含む黒褐色土を壁際に斜めに

堆積している。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173号土坑等と類似した傾向の土坑で

ある。しっかりとした掘方を有しており、断面は逆台形

状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

175号土坑(第64図、PL.78)

位置　4区の北西寄りの位置。168・169号土坑の南側に

位置する。X＝61795～796、Y＝－94508～510。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－67°－W。

規模　長径2.34m、短径0.47m、深さ0.35m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土主体で、As-Kk粒、褐色粒子を僅

かに、暗褐色土ブロックを含む黒褐色土を壁際に斜めに

堆積している。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174号土坑等と類似した傾向の土

坑である。深く、しっかりとした掘方を有しており、壁

はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断面は逆台形状を

呈する。

時期　中世のものと考えられる。

176号土坑(第65図、PL.78)

位置　4区の北西寄りの位置。177号土坑のすぐ西側に

近接し、173号土坑の北側、174号土坑の南側に位置する。

X＝61790～791、Y＝－94499～501。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－67°－E。

規模　長径2.23m、短径0.61m、深さ0.49m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土主体で、As-Kk粒、褐色粒子を僅

かに、暗褐色土ブロックを含む黒褐色土を壁際に斜めに

堆積している。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175号土坑等と類似した傾向

の土坑である。深く、しっかりとした掘方を有しており、

壁はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断面は逆台形状

を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

177号土坑(第64図、PL.78)

位置　4区の北西寄りの位置。176号土坑のすぐ東側に

近接し、172・173号土坑の北側に位置する。X＝61790～

791、Y＝－94497～500。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整形。

主軸方位　Ｎ－77°－E。

規模　検出長径2.48m、短径1.35m、深さ0.46m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　不整形の土坑。西端を攪乱されているが、攪乱さ

れている範囲は然程に大きくはない。3区1面から検出

された17号土坑のような粘土採掘坑とも考えられるが、

第３章　発見された遺構と遺物
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粘土採掘坑としては小規模なところが疑問に遺る。しっ

かりとした掘方を有しており、断面はやや不整なレンズ

状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

180号土坑(第65図、PL.78)

位置　4区の北西寄りの位置。181号土坑の南東側、182

号土坑の南側に位置する。X＝61790～791、Y＝－94514～

516。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整形。

主軸方位　Ｎ－77°－E。

規模　検出長径2.48m、短径1.35m、深さ0.46m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、黄

褐色灰を含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　大小2つの土坑が東西に重複しているようにも見

えるが、発掘調査時において1基の土坑として調査され

ているので、1基の土坑として報告する。しっかりとし

た掘方を有しており、壁は垂直に近い状態で落ちている。

断面は細長い隅丸長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

181号土坑(第65図、PL.79)

位置　4区の北西寄りの位置。182・185号土坑の南側に

近接し、173号土坑の北側、174号土坑の南側に位置する。

X＝61791～792、Y＝－94519～522。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－78°－E。

規模　長径2.20m、短径0.69m、深さ0.55m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180号土坑等と類似し

た傾向の土坑である。深く、しっかりとした掘方を有し

ており、壁はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断面は

深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

182号土坑(第65図、PL.79)

位置　4区の北西寄りの位置。181号土坑の北東側、183

号土坑の南側、185号土坑の南東側に位置する。X＝

61793～794、Y＝－94517～520。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－76°－E。

規模　長径3.32m、短径0.44m、深さ0.33m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりは小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181号土坑等と類

似した傾向の土坑である。深く、しっかりとした掘方を

有しており、壁はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断

面は深く狭い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

183号土坑(第65図、PL.79)

位置　4区の北西寄りの位置。185号土坑のすぐ南東側

に近接し、184号土坑の南側、182号土坑の北側に隣接す

る。X＝61795～796、Y＝－94517～520。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－76°－E。

規模　長径3.32m、短径0.44m、深さ0.33m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。
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第64図　170～173・175・177号土坑

170号土坑 171号土坑 172号土坑

173号土坑 175号土坑

177号土坑
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170～173・175・177号土坑
1 10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多く、

黄褐色灰を含む。



遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりはやや小規模であるが、

本調査区1面の西端から中央にかけては、この種のもの

に類似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称

される形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の

164・165・170・171・173・174・175・180・181・182号

土坑等と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘

方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

184号土坑(第66図、PL.79)

位置　4区の北西寄りの位置。185号土坑のすぐ北側に

近接し、187号土坑の北側に隣接する。X＝61795～796、

Y＝－94517～520。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－88°－W。

規模　長径4.77m、短径0.59m、深さ0.39m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東北東－西南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状の土坑で、本例とは若干時期が異な

るであろうが、1区・3区でも検出されている。本調査

区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものが多く、172・185・190・193・

204・207・208・215・217・208・219・342・343号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘方を

有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

185号土坑(第66図、PL.80)

位置　4区の北西寄りの位置。184号土坑のすぐ南側に、

182・183号土坑のすぐ西側に、186号土坑のすぐ東側に

近接する。X＝61792～796、Y＝－94520～522。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－26°－E。

規模　長径4.68m、短径0.45m、深さ0.29m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるで

あろうが、1区・3区でも検出されている。本調査区1

面の西端から中央にかけては、この種のものに類似した

規模・形状のものが多く、172・184・190・193・197・

193204・207・208・215・217・208・219・342・343号土

坑等と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘方

を有しており、壁はほぼ垂直に落ち、断面は長方形状を

呈する。

時期　中世のものと考えられる。

186号土坑(第66図、PL.80)

位置　4区の北西寄りの位置。185号土坑のすぐ南東側

に近接し、184号土坑の南側、182号土坑の北側に隣接す

る。X＝61793～794、Y＝－94522～525。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－70°－E。

規模　長径3.21m、短径0.46m、深さ0.54m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　南辺のごく一部を攪乱されている。東北東－西南

西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称される形状

のものよりはやや小規模であるが、本調査区1面の西端

から中央にかけては、この種のものに類似した規模・形

状のものと、いわゆる「芋穴」と称される形状の長大な

ものが多いことが特徴で、先掲の164・165・170・171・

173・174・175・180・181・182号土坑等と類似した傾向

の土坑である。深く、しっかりとした掘方を有しており、

壁はほぼ直角に近い角度で落ち、断面は狭く深い隅丸長

方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

第2節　4区1面の遺構と遺物
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第65図　174・176・180～183号土坑

174号土坑 176号土坑 180号土坑

181号土坑 182号土坑 183号土坑
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181～183号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒

を非常に多量に、径2㎜程の褐色粒子をごく僅かに
含む。締まりやや弱い。

174号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多く、

黄褐色灰を含む。
2　As-Kk粒。
3　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。径1㎜程の褐色粒子を

僅かに、暗褐色土ブロックを含む。

176号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多く、

黄褐色灰を含む。
2　As-Kk粒。
3　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。径1㎜程の褐色粒子を

僅かに、暗褐色土ブロックを含む。
4・10YR3/2黒褐色～10YR4/2灰黄褐色　As-Kk粒を非常に多く含む。
　
180号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多量

に、径2㎜程の褐色粒子をごく僅かに含む。締まりやや弱い。
2　10YR5/4鈍い黄褐色軽石層　 As-K粒。



187号土坑(第66図、PL.80)

位置　4区の北西寄りの位置。184号土坑の西側に隣接

し、186号土坑の北側、188号土坑の南側に位置する。X

＝61795～797、Y＝－94523～525。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－60°－E。

規模　長径2.59m、短径0.83m、深さ0.71m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。径約20～200㎜の自然礫を多量に含み、中には径

約500～1000㎜程の大型の礫も見られた。下層ほど、混

入する礫は大型化している。

遺物　なし。

所見　南辺のごく一部を攪乱されている。東北東－西南

西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称される形状

のものよりはやや小規模であるが、本調査区1面の西端

から中央にかけては、この種のものに類似した規模・形

状のものと、いわゆる「芋穴」と称される形状の長大な

ものが多いことが特徴で、先掲の164・165・170・171・

173・174・175・180・181・182・186号土坑等と類似し

た傾向の土坑である。深く、しっかりとした掘方を有し

ており、断面は狭く深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

188号土坑(第66図、PL.80)

位置　4区の北西寄りの位置。187号土坑の北側に位置

する。X＝61800～801、Y＝－94524～525。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－77°－W。

規模　長径1.37m、短径1.19m、深さ0.41m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。径約30～200㎜の小型礫が間断なく詰まる。

遺物　なし。

所見　しっかりとした掘方を有しており、断面は幅広い

逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

189号土坑(第66図、PL.81)

位置　4区の西寄り、中央。190号土坑のすぐ東側に近

接する。X＝61780～781、Y＝－94527～528。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－69°－E。

規模　長径1.47m、短径0.73m、深さ0.45m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に細長い小型の土坑で、いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイ

プのものよりもさらに短い。他に191・192・196・202・

210・212～214・221～223・227・229・231～233・235・

237・238・240・243・249・271・272・275・281号 土 坑

等の類例がある。しっかりとした掘方を有し、断面は深

い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

190号土坑(第66図、PL.81)

位置　4区の西寄り、中央。189号土坑のすぐ西側に近

接する。X＝61780～784、Y＝－94527～529。

重複　342・343号土坑を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－29°－E。

規模　長径4.27m、短径0.75m、深さ0.76m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるで

あろうが、1区・3区でも検出されている。本調査区1

面の西端から中央にかけては、この種のものに類似した

規模・形状のものが多く、172・184・185・193・197・

197・204・207・208・215・217・208・219・342・343号

土坑等と類似した傾向の土坑である。深く、しっかりと

した掘方を有しており、壁はほぼ垂直に落ち、断面は隅

丸長方形状を呈する。

第2節　4区1面の遺構と遺物
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時期　中世のものと考えられる。

191号土坑(第66図、PL.81)

位置　4区の西寄り、中央。190号土坑の西側に位置する。

X＝61780～781、Y＝－94530～532。

重複　なし。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－80°－E。

規模　長径1.73m、短径0.67m、深さ0.40m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東西に細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」と称

される形状のものよりもやや小規模なタイプのものより

も さ ら に 短 い。 他 に189・192・196・199～202・212～

214・221～223・227・229・231～233・235・237・238・

240・243・24・271・272・275・2819号土坑等の類例がある。

しっかりとした掘方を有し、断面は深い逆台形状を呈す

る。

時期　中世のものと考えられる。

192号土坑(第66図、PL.81)

位置　4区の西寄り、中央。194号土坑のすぐ西側に近

接し、191号土坑の北側に位置する。X＝61781～782、Y

＝－94530～532。

重複　343号土坑の南西隅を掘り込む。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－85°－E。

規模　長径1.36m、短径0.75m、深さ0.42m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東西に細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」と称

される形状のものよりもやや小規模なタイプのものよ

りもさらに短い。他に189・192・196・199～202・209・

210・212～214・221・222・227・229・231～233・235・

237・238・240・243・249・271・272・275・281号 土 坑

等の類例がある。しっかりとした掘方を有し、断面は深

い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

193号土坑(第67図、PL.82)

位置　4区の西寄り、中央。192号土坑のすぐ西側に近

接する。X＝61781～785、Y＝－94532～536。

重複　中央部を194号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－65°－W。

規模　長径5.44m、短径0.71m、深さ0.37m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるで

あろうが、1区・3区でも検出されている。本調査区1

面の西端から中央にかけては、この種のものに類似した

規模・形状のものが多く、172・184・185・190・197・

204・207・208・215・217・208・219・342・343号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘方を

有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

194号土坑(第67図、PL.82)

位置　4区の西寄り、中央。192号土坑の北西側、342・

343号土坑の西側に位置する。X＝61783、Y＝－94533～

536。

重複　193号土坑の中央部を掘り込む。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－82°－E。

規模　長径2.59m、短径0.83m、深さ0.71m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。底面には多量の礫が見られるが、下層の礫が露出

しているものと思われる。

遺物　なし。

所見　東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称される

形状のものよりはやや小規模であるが、本調査区1面の

西端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

第３章　発見された遺構と遺物
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第66図　184～189・191・192号土坑

188号土坑 189号土坑 191号土坑 192号土坑

184号土坑 185号土坑 186号土坑 187号土坑

第2節　4区1面の遺構と遺物

135

184～189・191・192号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多量に、

径2㎜程の褐色粒子をごく僅かに含む。締まりやや弱い。



形状のものと、いわゆる「芋穴」と称される形状の長大な

ものが多いことが特徴で、先掲の164・165・170・171・

173・174・175・180・181・182・186・187号土坑等と類

似した傾向の土坑である。深く、しっかりとした掘方を

有しており、壁はほぼ垂直に近い状態で落ち、断面は狭

く深い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

195号土坑(第67図、PL.82)

位置　4区の西寄り、中央。192号土坑のすぐ北東側に

近接する。X＝61782～783、Y＝－94529～530。

重複　197号土坑の南端付近、343号土坑の西端を掘り込

む。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－84°－E。

規模　長径1.15m、短径0.69m、深さ0.45m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　196号土坑と規模、形状、主軸方位が類似する。

小型の土坑ながらしっかりとした掘方を有し、壁はほぼ

垂直に近い状態で落ち、断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

196号土坑(第68図、PL.82)

位置　4区の西寄り、中央。190号土坑のすぐ西側に近

接しする。X＝61783、Y＝－94528～529。

重複　197号土坑、343号土坑に掘り込まれる。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－85°－E。

規模　長径1.10m、短径0.79m、深さ0.29m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　195号土坑と規模、形状、主軸方位が類似する。

小型の土坑ながらしっかりとした掘方を有し、断面は逆

台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

197号土坑(第68図、PL.82・83)

位置　4区の西寄り、中央。190号土坑の西側、192号土

坑の東側に位置する。X＝61782～787、Y＝－94528～530。

重複　195・202号土坑の西端を、また、342・343号土坑

の西寄りを掘り込む。195号土坑に南端付近を掘り込ま

れる。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－65°－W。

規模　長径5.44m、短径0.71m、深さ0.37m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるで

あろうが、1区・3区でも検出されている。本調査区1

面の西端から中央にかけては、この種のものに類似した

規模・形状のものが多く、172・184・185・190・193・

204・207・208・215・217・208・219・342・343号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。深く、しっかりとした

掘方を有しており、壁はほぼ垂直近い状態で落ち、断面

は隅丸長方形を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

198号土坑(第68図、PL.83)

位置　4区の西寄り、中央。X＝61778～781、Y＝－94493

～495。

重複　193号土坑の中央部を掘り込む。

平面形状　北東-南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－37°－E。

規模　長径3.43m、短径0.68m、深さ0.37m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称される

形状のものよりはやや小規模であるが、本調査区1面の

西端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形状のものと、いわゆる「芋穴」と称される形状の長大な

ものが多いことが特徴で、先掲の164・165・170・171・
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190・193号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多量に、径2㎜程の褐色

粒子をごく僅かに含む。締まりやや弱い。

194号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多量に、径2㎜程の褐色

粒子をごく僅かに含む。締まりやや弱い。

195号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常に多く、径2㎜程の褐色粒

をごく僅か含む。締まりやや弱い。



173・174・175・180・181・182・186・187・194号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。しっかりとした掘方を

有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

199号土坑(第68図、PL.83)

位置　4区の西寄り、中央。342号土坑の東側、343号土

坑の北東側に隣接する。X＝61773～784、Y＝－94519～

521。

重複　なし。

平面形状　ほぼ東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－81°－E。

規模　長径1.65m、短径0.81m、深さ0.30m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのも

のよりもさらに短い。他に189・192・196・202・209・

210・212～214・221～223・227・229・231～233・235・

237・238・240・243・249・271・272・275・281号 土 坑

等の類例がある。小型ながらも深く、しっかりとした掘

方を有し、壁は垂直に近い状態で落ち、断面は深い長方

形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

200号土坑(第68図、PL.83)

位置　4区の西寄り、中央。201号土坑の南側、198号ピッ

トの東側に位置する。X＝61777～778、Y＝－94512～514。

重複　なし。

平面形状　ほぼ東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－76°－E。

規模　長径1.65m、短径0.81m、深さ0.30m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのも

のよりもさらに短い。他に189・192・196・202・209・

210・212～214・221・222・227・231～233・235・236・

238・240・243・249号土坑等の類例がある。小型ながら

も深く、しっかりとした掘方を有し、壁は垂直に近い状

態で落ち、断面は深い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

201号土坑(第68図、PL.83・84)

位置　4区の西寄り、中央。199号土坑の東側、200号土

坑の北側に位置する。X＝61777～778、Y＝－94512～514。

重複　なし。

平面形状　ほぼ東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－83°－E。

規模　長径1.56m、短径0.94m、深さ0.40m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。本土坑は北側に若干張り出した部分

が存在することが他の事例に比べて特異であり、張り

出し部の位置が逆であるが、209号土坑と形状は類似す

る。小型矩形の土坑は、4区1面では、他に189・192・

196・202・209・210・212～214・221～223・227・229・

231～233・235・237・238・240・243・249・271・272・

275・281号土坑等の類例がある。小型ながらも深く、しっ

かりとした掘方を有し、壁は垂直に近い状態で落ち、断

面は深い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

202号土坑(第68図、PL.84)

位置　4区の西寄り、中央。190・196号土坑の北側に隣

接する。X＝61784～785、Y＝－94527～529。

重複　297・372号土坑を掘り込む。

平面形状　北東-南西方向にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－55°－E。

規模　長径1.56m、短径0.94m、深さ0.40m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐
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196～202号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。

As-Kk粒を非常に多く、径2㎜程の褐色粒を
ごく僅か含む。締まりやや弱い。



色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。本土坑は北側に若干張り出した部分

が存在することが他の事例に比べて特異である。他に

189・192・196・202・209・212～214・221・222・227・

231～233・235・237・238・240・243・249・271・272・

275・281号土坑等の類例がある。小型ながらも深く、しっ

かりとした掘方を有し、壁は垂直に近い状態で落ち、断

面はやや深い不整台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

203号土坑(第69図、PL.84)

位置　4区の西寄り、中央。205号土坑の南東側に隣接

する。X＝61780～781、Y＝－94556～557。

重複　なし。

平面形状　ほぼ南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－7°－E。

規模　長径0.77m、短径0.68m、深さ0.19m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北に長い楕円形状の小型の土坑である。掘

方は浅く、断面はやや浅い三角形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

204号土坑(第69図、PL.84・165)

位置　4区の南西寄り。225号土坑の北側、240号土坑の

南側に位置する。X＝61786～788、Y＝－94542～548。

重複　20号溝の西辺、245号土坑の北辺を掘り込む。

平面形状　東西に長大な長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－76°－W。

規模　長径6.89m、短径1.24m、深さ0.76m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量、As-B粒を含む黒褐色土。

遺物　埋土中より黒色頁岩製完形スクレイパー1点(1)

が出土。

所見　ほぼ東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろう

が、1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

207・208・215・217・208・219・342・343号土坑等と類

似した傾向の土坑である。深く、しっかりとした掘方を

有しており、断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

205号土坑(第69図、PL.85)

位置　4区の中央、南寄り。207号土坑のすぐ東側に近

接し、203号土坑の東側に位置する。X＝61781～782、Y

＝－94558～559。

重複　なし。

平面形状　ほぼ東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－74°－W。

規模　長径1.06m、短径0.59m、深さ0.13m。

埋土　As-Kk粒を多量に含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　小型で浅く、断面は薄い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

206号土坑(第69図、PL.85)

位置　4区の中央、南壁際。233号土坑の南側に隣接する。

X＝61784～786、Y＝－94600～602。

重複　東側を210号土坑に掘り込まれる。

平面形状　ほぼ東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－83°－E。

規模　検出長径1.42m、検出短径0.68m、深さ0.66m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東側を北東－南西方向にやや長い小型の210号土坑

に掘り込まれているため、全容は不明である。しっかり

とした掘方を有し、壁は垂直に近い状態で落ち、断面は

深い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

207号土坑(第70図、PL.85)

位置　4区の中央、南西寄り。205号土坑のすぐ西側、

209号土坑のすぐ北側に近接する。X＝61778～784、Y＝－

94559～560。
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203号土坑
1　10YR3/2 黒褐色土　径2～7mm程の

As-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小
礫を少量含む。

204号土坑
1　10YR3/2 黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量

に、径7～10mm程の小礫を少量、As-B粒を含む。

205号土坑
1　10YR3/2 黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を

大量に、径7～10mm程の小礫を少量含む。

206・210号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR3/2 黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を

大量に、径7～10mm程の小礫を少量含む。 

1204土



重複　208号土坑の東端を掘り込む。

平面形状　ほぼ南北に長大な長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－8°－E。

規模　長径5.51m、短径0.79m、深さ0.60m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろう

が、1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

204・208・215・217・208・219・342・343号土坑等と類

似した傾向の土坑である。深く、しっかりとした掘方を

有しており、壁南ほぼ垂直に近い状態で落ち、断面はや

や深い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

208号土坑(第70図、PL.85)

位置　4区の中央、南西寄り。209号土坑のすぐ北側に

近接し、212・213号土坑の東側に位置する。X＝61779～

780、Y＝－94560～566。

重複　208号土坑に東端を掘り込まれる。

平面形状　ほぼ東西に長大な長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－8°－E。

規模　長径5.51m、短径0.79m、深さ0.60m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろう

が、1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

204・207・215・217・208・219・342・343号土坑等と類

似した傾向の土坑である。いわゆる「芋穴」と称される土

坑にしては異例に浅く、断面は浅く扁平で、底面が幅広

な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

209号土坑(第70図、PL.85)

位置　4区の中央、西南寄り。南壁際。207・208号土坑

のすぐ南側に近接する。X＝61777～778、Y＝－94559～

562。

重複　なし。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－87°－E。

規模　長径2.22m、短径1.07m、深さ0.53m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。本土坑は南側に張り出した部分が存

在することが他の事例に比べて特異であり、張り出し部

の位置が逆であるが、201号土坑と形状は類似する。南

側の張り出し部分は、後に掘り込まれた新しい時期の

別個の土坑である可能性も考えられなくもないが、埋土

は同一であり、発掘調査時にも1個体の土坑として調査

されているので、Ⅰ基の土坑として取り扱った。小型矩

形の土坑は、4区1面では、他に189・192・196・201・

202・212～214・221～223・227・229・231～233・235・

237・238・240・243・249・271・272・275・281号 土 坑

等の類例がある。小型ながらも深く、しっかりとした掘

方を有し、壁は垂直に近い状態で落ち、断面は深い長方

形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

210号土坑(第69図、PL.85)

位置　4区の中央、南壁際。233号土坑のすぐ南側に近

接する。X＝617847～786、Y＝－94600～601。

重複　206号土坑の東側を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向にやや長い隅丸長形状を呈す

る。

主軸方位　Ｎ－17°－E。

規模　長径2.21m、短径0.72m、深さ0.66m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土が大半を占める、径2～

7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小礫を少量

含む黒褐色土も堆積する。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い小型矩形の土坑で、いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。本土坑は北側に若干張り出し
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207号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

208・209号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR3/2 黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小礫を少量含む。

211号土坑
1　10YR3/2 黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小礫を少量、径約100㎜大の亜円

礫を若干含む。



た部分が存在することが他の事例に比べて特異であり、

張り出し部の位置が逆であるが、209号土坑と形状は類

似する。小型矩形の土坑は、4区1面では、他に189・

192・196・202・212～214・221・222・227・231～233・

235・236・・238・240・243・249号土坑等の類例がある。

小型ながらも深く、しっかりとした掘方を有し、壁は垂

直に近い状態で落ち、断面は深い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

211号土坑(第70図、PL.86)

位置　4区の中央、南寄り。207号土坑の西側に位置する。

X＝61782～783、Y＝－94561～563。

重複　なし。

平面形状　西北西－東南東方向にやや長い不整楕円形状

を呈する。

主軸方位　Ｎ－81°－W。

規模　長径1.08m、短径0.78m、深さ0.22m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に長い不整楕円形状の小型の土坑であ

る。比較的しっかりとした掘方を有しており、断面は逆

台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

212号土坑(第71図、PL.86)

位置　4区の中央、西南寄り。208号土坑の西側、213号土

坑の北側に位置する。X＝61780～781、Y＝－94568～570。

重複　なし。

平面形状　西北西－東南東方向にやや長い長円形状を呈

する。

主軸方位　Ｎ－78°－E。

規模　長径1.70m、短径0.55m、深さ0.41m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。本土坑は南側に張り出した部分が存

在することが他の事例に比べて特異であり、張り出し部

の位置が逆であるが、201号土坑と形状は類似する。南

側の張り出し部分は、後に掘り込まれた新しい時期の

別個の土坑である可能性も考えられなくもないが、埋土

は同一であり、発掘調査時にも1個体の土坑として調査

されているので、1基の土坑として取り扱った。小型矩

形の土坑は、4区1面では、他に189・192・196・201・

202・213・214・221・222・227・231～233・235・237・

238・240・243・249・271・272・275・281号土坑等の類

例がある。小型ながらも深く、しっかりとした掘方を有

し、断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

213号土坑(第71図、PL.86)

位置　4区の中央、西南寄り。南壁際。214号土坑のす

ぐ北東側に近接する。212・215号土坑の南側に位置する。

X＝61779、Y＝－94569～571。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－86°－W。

規模　長径1.28m、短径0.81m、深さ0.27m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」と

称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面では、

他 に189・192・196・201・202・212・214・221～223・

227・229・231～233・235・237・238・240・243・249・

271・272・275・281号土坑等の類例がある。本土坑はそ

れらの中においても特に長径が短い。小型ながらもしっ

かりとした掘方を有し、断面は深いレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

214号土坑(第71図、PL.86・87)

位置　4区の中央、やや西南寄り。南壁に懸かる。215

号土坑のすぐ北東側に近接する。213号土坑のすぐ南西

側、215号土坑のすぐ南側、236号何処王のすぐ東側に近

接する。X＝61778～779、Y＝－94571～572。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－86°－W。

規模　長径1.28m、検出短径0.81m、深さ0.27m。
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埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」と

称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面では、

他 に189・192・196・201・202・212・213・221・222・

227・231～233・237・240・243・271・272・275・281号

土坑等の類例がある。小型ながらもしっかりとした掘方

を有し、、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

215号土坑(第71図、PL.87)

位置　4区の中央、西南寄り。南壁際。214号土坑のす

ぐ北側、217・218・236・249号土坑のすぐ東側に近接す

る。X＝61780～754、Y＝－94571～572。

重複　なし。

平面形状　南北に長大な長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－3°－E。

規模　長径4.59m、短径0.61m、深さ0.58m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろう

が、1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

204・207・208・217・208・219・250・342・343号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。深く、しっかりとした

掘方を有し、側壁が一部でオーバーハングしている。断

面は深い不整長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

216号土坑(第71図、PL.87)

位置　4区の中央。230号土坑の北側に位置する。X＝

61787～788、Y＝－94587～589。

重複　229号土坑に東端を掘り込まれる。

平面形状　ほぼ東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－86°－W。

規模　長径1.38m、短径0.73m、深さ0.38m。

埋土　黒褐色土ブロックを少量、As-Kk粒、As-B粒を含

む暗褐色土。底面に径50～100㎜の礫。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に長い不整楕円形状の小規模な土坑であ

る。小規模ながら、しっかりとした掘方を有し、断面は

深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

217号土坑(第71図、PL.87)

位置　4区の中央、西南寄り。236号土坑のすぐ北側に

近接する。215号土坑の西側に隣接する。X＝61780～

785、Y＝－94572～574。

重複　共に東西方向の218号土坑の中央部、249号土坑の

西寄りを掘り込む。

平面形状　南北に長大な長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－13°－E。

規模　長径4.59m、短径1.18m、深さ0.62m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。下位に径100～200㎜大

の礫を多量に含む。

遺物　なし。

所見　ほぼ南北に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろう

が、1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

204・207・208・215・208・219・250・342・343号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。東側に張り出し部が取

り付いているのが異例である。或いは本土坑よりも小型

の土坑が重複している可能性も考えられなくもないが、

発掘調査時に一帯の土坑として調査され、土層断面から

も重複の様子は見出せないため、発掘調査時の所見に

従って、1個の土坑として取り扱った。東側張り出し部

を除い長大な溝状の部分は、東側に隣接する215号土坑

と、規模・形状がほぼ類似する。深く、しっかりとした

掘方を有し、壁はほぼ垂直に近い角度で落ち、断面は深

い長方形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

218号土坑(第71図、PL.87・88)

位置　4区の中央、南寄り。236号土坑のすぐ北側、220

号土坑のすぐ南側に近接する。X＝61778～781、Y＝－
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94493～495。

重複　217号土坑に中央部を掘り込まれる。

平面形状　北東-南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－78°－W。

規模　長径2.85m、短径0.77m、深さ0.39m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北西-南東方向にやや細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりはやや小規模であるが、

本調査区1面の西端から中央にかけては、この種のもの

に類似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称

される形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の

164・165・170・171・173・174・175・180・181・182・

186・187・194・198号土坑等と類似した傾向の土坑であ

る。しっかりとした掘方を有しており、断面は逆台形状

を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

219号土坑(第71図、PL.88)

位置　4区の中央、南寄り。222号土坑のすぐ東側に近

接する。215・249号土坑の北側に位置する。X＝61780～

785、Y＝－94572～574。

重複　共に東西方向の218号土坑の中央部、249号土坑の

西寄りを掘り込む。

平面形状　南北に長大な長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－13°－E。

規模　長径4.59m、短径1.18m、深さ0.62m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称さ

れる形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろう

が、1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

204・207・208・215・219・250・342・343号土坑等と類

似した傾向の土坑である。東側に張り出し部が取り付い

ているのが異例である。或いは本土坑よりも小型の土坑

が重複している可能性も考えられなくもないが、発掘調

査時に一帯の土坑として調査され、土層断面からも重複

の様子は見出せないため、発掘調査時の所見に従って、

1個の土坑として取り扱った。東側張り出し部を除い長

大な溝状の部分は、東側に隣接する215号土坑の東側張

り出し部を除いた溝状の部分と規模・形状がほぼ類似す

る。深く、しっかりとした掘方を有し、断面はやや狭く、

深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

220号土坑(第72図、PL.88)

位置　4区の中央、南寄り。218号土坑のすぐ北側に近

接し、221号土坑の東側に位置する。X＝61778～781、Y

＝－94493～495。

重複　217号土坑に中央部を掘り込まれる。

平面形状　東西長い不整円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－75°－E。

規模　長径0.78m、短径0.73m、深さ0.23m。

埋土　上層の一部にAs-Kk粒を含む暗褐色土、ベースは

径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小礫

を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　東西に長い不整円形状の小規模な土坑で、しっか

りとした掘方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

221号土坑(第72図、PL.88)

位置　4区の中央、南寄り。218・220号土坑の西側に隣

接する。X＝61782～783、Y＝－94576～577。

重複　6号畑を掘り込む。

平面形状　南北にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－3°－E。

規模　長径1.51m、短径0.58m、深さ0.34m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　南北にやや細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面では、

他 に189・192・196・201・202・212～214・222・227・

231～233・235・237・238・240・243・249・271・272・

275・281号土坑等の類例がある。小型ながらもしっかり
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212～216・218号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

217号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　黒褐色土ブロックを少量、As-Kk粒、As-B

粒を含む。底面に径50～100㎜の礫。



とした掘方を有し、、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

222号土坑(第72図、PL.88・89)

位置　4区の中央、やや南寄り。219号土坑のすぐ西側

に近接する。X＝61786～788、Y＝－94577～578。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－15°－E。

規模　長径1.74m、短径0.70m、深さ0.52m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量、径約100㎜大の亜円礫若干含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型矩形の土坑で、いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・227・229・231～233・235・237・238・240・243・

249・271・272・275・281号土坑等の類例がある。小型

ながらも深く、しっかりとした掘方を有し、断面は深く、

幅が狭い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

223号土坑(第72図、PL.89・165)

位置　4区の中央、南寄り。233・234号土坑のすぐ北側

に近接する。X＝61787～788、Y＝－94580～585

重複　なし。

平面形状　西北西―東南東方向に長大な長円形状を呈す

る。

主軸方位　Ｎ－80°－W。

規模　長径4.45m、短径0.96m、深さ0.61m。

埋土　As-Kk粒を大量に、径100mm程の亜円礫を少量含む

暗褐色土。

遺物　埋土中より近世陶胎染付碗体部～高台部破片1点

が出土。

所見　東西にやや細長い小型矩形の土坑で、いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

227・229・231～233・235・236・238・240・243・249号

土坑等の類例がある。深く、しっかりとした掘方を有し、

断面はやや狭く、深い漏斗状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

224号土坑(第72図、PL.89)

位置　4区の中央、南寄り。232号土坑のすぐ北側に近

接し、226号土坑の東側、234号土坑の南側に隣接する。

X＝61782～783、Y＝－94580～583。

重複　なし。

平面形状　西北西－東南東にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－80°－W。

規模　長径2.16m、短径0.80m、深さ0.31m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型矩形の土坑で、いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・222・

227・231～233・235・237・238・240・243・249・271・

272・275・281号土坑等の類例がある。小型ながらもしっ

かりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

225号土坑(第73図、PL.89)

位置　4区の中央、南寄り。235号土坑のすぐ東側に近

接する。223号土坑の南側、224号土坑の北側に位置する。

X＝61775～786、Y＝－94579～582。

重複　234号土坑の中央部を掘り込む。

平面形状　北西-南東方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－67°－W。

規模　検出長径2.85m、短径0.77m、深さ0.39m。

埋土　As-Kk粒を含み、径10～50㎜程の亜円礫を少量含

む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　西辺を攪乱されているが、北西-南東方向にやや

細長い土坑であったと考えられる。いわゆる「芋穴」と称

される形状のものよりはやや小規模であるが、本調査区

1面の西端から中央にかけては、この種のものに類似し

た規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称される形

状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・165・
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219号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量含む。

220号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量含む。
221号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

222～224号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量、径約100㎜大の亜円礫を若干含む。 



170・171・173・174・175・180・181・182・186・187・

194・198号土坑等と類似した傾向の土坑である。掘方は

浅く、断面は浅く扁平な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

226号土坑(第73図、PL.89・90)

位置　4区の中央、南寄り。224・232号土坑の北西側に

位置する。X＝61783～786、Y＝－94583～584。

重複　235号土坑の南辺中央を、247号土坑の南東側を、

248号土坑の東側約1/4を掘り込む。

平面形状　北北東-南南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－7°－E。

規模　長径3.73m、短径0.82m、深さ0.69m。

埋土　As-Kk粒、As-B粒、黒褐色土ブロック等を少量含む。

底位に径50～100㎜程の礫を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北西-南東方向にやや細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりはやや小規模であるが、

本調査区1面の西端から中央にかけては、この種のもの

に類似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称

される形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の

164・165・170・171・173・174・175・180・181・182・

186・187・194・198・225号土坑等と類似した傾向の土

坑である。深く、しっかりとした掘方を有しており、断

面は深く、やや狭い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

227号土坑(第73図、PL.90)

位置　4区の中央、南寄り。228号土坑の北側に隣接する。

X＝61787～788、Y＝－94591～593。

重複　なし。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－84°－W。

規模　長径2.07m、短径0.68m、深さ0.52m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型矩形の土坑で、いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・231～233・235・237・238・240・243・249・271・

272・275・281号土坑等の類例がある。小型ながらも深

くしっかりとした掘方を有し、断面は深く、やや幅が狭

い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

228号土坑(第73図、PL.90)

位置　4区の中央、南寄り。6号畑のすぐ北側に近接

し、227号土坑の南側に隣接する。X＝61786～787、Y＝－

94592～593。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－84°－W。

規模　長径1.39m、短径0.56m、深さ0.18m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い不整長円形の土坑で、小型矩形

の土坑の類例に範疇には入らない。比較的しっかりとし

た掘方を有し、断面は、やや幅が広い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

229号土坑(第73図、PL.90)

位置　4区の中央、南寄り。223号土坑の西側、227号土

坑の東側に位置する。X＝61787～790、Y＝－94587～588。

重複　216号土坑を掘り込む。

平面形状　北北東-南南西方向に長大な長円形状を呈す

る。

主軸方位　Ｎ－11°－E。

規模　長径3.59m、短径0.51m、深さ0.63m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北北東-南南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりはやや小規模であるが、

本調査区1面の西端から中央にかけては、この種のもの

に類似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称

される形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の

164・165・170・171・173・174・175・180・181・182・

186・187・194・198・225・226号土坑等と類似した傾向

の土坑である。深く、しっかりとした掘方を有しており、

断面は深く、狭い逆台形状を呈する。

第３章　発見された遺構と遺物
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時期　中世のものと考えられる。

230号土坑(第73図、PL.90・91)

位置　4区の中央、南寄り。6号畑、241号土坑のすぐ

北側に近接し、238号土坑の北側に隣接する。X＝61787

～790、Y＝－94587～588。

重複　216号土坑を掘り込む。

平面形状　南北方向に長い長円形状の土坑の中央部から

東側に向かって北西-南東方向の突起した部分が東側に

張り出す「ト」の字型を呈している。

主軸方位　Ｎ－11°－E。

規模　長径1.99m、短径1.71m、深さ0.32m。

埋土　南北方向の部分にはAs-Kk粒を含む暗褐色土が、

東西方向の部分には、径2～7mm程のAs-Kk粒を多～大

量に、径7～10mm程の小礫を少量含む黒褐色土が堆積し

ている。

遺物　なし。

所見　発掘調査時に1基の土坑として調査し、報告され

ているが、北西－南東方向にやや細長い短めの長円形状

の土坑の西側を破壊して南北方向の短めの細長い小型の

土坑が掘り込まれていた可能性が、土層断面から読み取

れる。東西方向と南北方向の2基の小型の土坑が重複し

たものと理解した方が良いように思われる。しっかりと

した掘方を有しており、断面は底面が広い逆台形状を呈

する。

時期　中世のものと考えられる。

231号土坑(第74図、PL.91)

位置　4区の中央、南寄り。6号畑の北側に位置する。

X＝61789、Y＝－94594～596。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－83°－W。

規模　長径1.43m、短径0.68m、深さ0.32m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。小型の土坑は、4区1面では、他に

189・192・196・201・202・212～214・221・223・227・

232・233・235・237・238・240・243・249・271・272・

275・281号土坑等の類例がある。230号土坑も、この種

の小型の2基の土坑が重複したものであった可能性が考

えらることは、先述した通りである。小型ながらもしっ

かりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

232号土坑(第74図、PL.91)

位置　4区の中央、南寄り。224号土坑のすぐ南側に近

接し、226号土坑の南東側に隣接する。X＝61781～782、

Y＝－94581～582。

重複　6号畑の北側を掘り込む。

平面形状　東西にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－84°－W。

規模　長径2.28m、短径0.71m、深さ0.35m。

埋土　下位に径約50～100㎜程の亜円礫を若干含む、

As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりもやや小規模なタイプのもの

よりもさらに短い。小型の土坑は、4区1面では、他に

189・192・196・201・202・212～214・221・223・227・

231・233・237・240・243・271・272・275・281号 土 坑

等の類例がある。北側に近接する224号土坑と、規模・

形状・主軸方向等がおおむね類似している。小型ながら

もしっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

233号土坑(第74図、PL.91)

位置　4区の中央、南寄り。206・210号土坑のすぐ北側、

246号土坑のすぐ南側に、6号畑のすぐ西側に近接する。

X＝61786～787、Y＝－94599～601。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－73°－W。

規模　長径1.83m、短径0.91m、深さ0.40m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向にやや細長い小型の土坑で、いわ

ゆる「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタ
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225・234号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。径10～

50㎜程の亜円礫を少量含む。

226号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒、As-B粒、黒褐色

土ブロック等を少量含む。底位に径50～100
㎜程の礫を含む。

227・229号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

228号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、

径7～10mm程の小礫を少量、径約100㎜大の亜円礫を若
干含む。

230号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、

径7～10mm程の小礫を少量含む。
3　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を含む。径

7～10mm程の小礫を少量含む。 



イプのものよりもさらに短い。小型の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・227・231・232・235・237・238・240・243・249・

271・272・275・281号土坑等の類例がある。しっかりと

した掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

234号土坑(第73図、PL.91)

位置　4区の中央、南寄り。223号土坑のすぐ南西側に

近接し、224号土坑の北側に隣接する。。X＝61784～787、

Y＝－94580～581。

重複　中央部を225号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に細長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－17°－E。

規模　長径3.14m、短径0.86m、深さ0.45m。

埋土　As-Kk粒、As-B粒、黒褐色土ブロック等を少量含み、

底位に径50～100㎜程の礫を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北西-南東方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229号土坑等と類似した傾向

の土坑である。掘り方は浅く、断面は底面が幅広く扁平

な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

235号土坑(第74図、PL.91)

位置　4区の中央、南寄り。223号土坑のすぐ南側、225

号土坑のすぐ西側に近接する。X＝61786～787、Y＝－

94582～584。

重複　226号土坑に南辺を掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－73°－W。

規模　検出長径1.83m、短径0.91m、深さ0.40m。

埋土　調査時の記録がなく、不明。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向にやや細長い小型の土坑である。

東端を攪乱されている。いわゆる「芋穴」と称される形

状のものよりもやや小規模なタイプのものよりもさら

に短い。小型の土坑は、4区1面では、他に189・192・

196・201・202・212～214・221・223・227・231～233・

235・237・238・240・243・249・271・272・275・281号

土坑等の類例がある。しっかりとした掘方を有し、断面

は逆台形状を呈する。

236号土坑(第74図、PL.92)

位置　4区の中央、南寄り。南壁に懸かる。217号土

坑のすぐ南側、214号土坑のすぐ西側に近接する。X＝

61778～780、Y＝－94573～574。

重複　なし。

平面形状　北北東－南南西方向にやや長い長円形状を呈

するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－11°－E。

規模　検出長径2.00m、短径0.80m、深さ0.37m。

埋土　As-Kk粒、下位に径100～150㎜大の亜円礫を含む

暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北北東－南南西方向にやや細長い小型矩形の土坑

であったと考えられるが、南側が調査区外へと延びてい

るため、全容は不明である。しっかりとした掘方を有し、

断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

237号土坑(第74図、PL.92)

位置　4区の中央、南寄り。242号土坑のすぐ北側に近

接し、238号土坑の西側に隣接する。X＝61783、Y＝－

94592～594。

重複　6号畑を掘り込む。

平面形状　東西にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－83°－W。

規模　長径1.69m、短径0.70m、深さ0.26m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑である。いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプの

ものよりもさらに短い。小型の土坑は、4区1面では、

他 に189・192・196・201・202・212～214・221・223・
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227・231～233・235・238・240・243・249・271・272・

275・281号土坑等の類例がある。掘方はやや浅く、断面

は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

238号土坑(第74図、PL.92)

位置　4区の中央、南寄り。237号土坑の東側に隣接し、

239・241号土坑の西側に位置する。X＝61782～784、Y＝

－94592～594。

重複　6号畑を掘り込む。

平面形状　南北にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－13°－E。

規模　長径1.84m、短径0.75m、深さ0.56m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　南北にやや細長い小型の土坑である。いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・227・231～233・235・237・240・243・249・271・

272・275・281号土坑等の類例がある。深く、しっかり

とした掘方を有し、壁はほぼ垂直に近い状態で落ち、上

端部でやや広がった状態で開口している。断面は深い逆

台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

239号土坑(第75図、PL.92)

位置　4区の中央、南寄り。南壁に懸かる。238号土坑

の東側に位置する。X＝61781～783、Y＝－94589～590。

重複　6号畑を掘り込む。241号土坑に北東隅付近一帯

を掘り込まれる。

平面形状　南北に長い長円形状を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－14°－E。

規模　検出長径1.67m、短径0.89m、深さ0.41m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　南側が調査区外へと延びているため、全容は不明

である。検出された部分の形状から推察すると南北にや

や細長い小型矩形の土坑であった可能性が考えられる。

検出された部分の掘方は浅く、恐らくは逆台形状を呈す

るものと思われる。

時期　中世のものと考えられる。

240号土坑(第75図、PL.92)

位置　4区の中央から、やや西寄り。204号土坑の北側

に位置する。X＝61783、Y＝－94540～542。

重複　20号溝の東辺を掘り込む。

平面形状　東西にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－89°－W。

規模　長径1.59m、短径0.63m、深さ0.57m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑である。いわゆる「芋

穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプの

ものよりもさらに短い。小型の土坑は、4区1面では、

他 に189・192・196・201・202・212～214・221・223・

227・231～233・235・237・238・243・249・271・272・

275・281号土坑等の類例がある。小規模ながらも、深く、

しっかりとした掘方を有し、断面は深く、やや狭い逆台

形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

241号土坑(第75図、PL.92)

位置　4区の中央、南端。南壁際。230号土坑のすぐ南

東側に近接し、238号土坑の東側に隣接する。X＝61781

～784、Y＝－94588～590。

重複　239号土坑の南西隅部一帯を掘り込まれる。6号

畑を掘り込む。

平面形状　南北に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－11°－E。

規模　長径3.26m、短径0.95m、深さ0.42m。

埋土　径2～7㎜の程度のAs-Kk粒を大量に、径7～10

㎜程の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　南北東に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称され

る形状のものよりはやや小規模であるが、本調査区1面

の西端から中央にかけては、この種のものに類似した規

模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称される形状の長

大なものが多いことが特徴で、先掲の164・165・170・

171・173・174・175・180・181・182・186・187・194・
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231・233・237・238号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

232号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　黄褐色のAs-Kk粒を含む。下位に径50～100㎜程の亜円礫を若干含む。

236号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。下位に径100～150㎜程の亜円礫を若干含む。



198・225・226・229・234号土坑等と類似した傾向の土

坑である。　深く、しっかりとした掘方を有しており、

断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

242号土坑(第75図、PL.93)

位置　4区の中央、南寄り。南壁に懸かる。237号土坑

のすぐ南側に近接する。X＝61782～783、Y＝－94593～

594。

重複　6号畑を掘り込む。

平面形状　南北に長い長円形状を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－15°－E。

規模　検出長径1.03m、短径0.69m、深さ0.50m。

埋土　As-Kk粒、As-B粒、黒褐色土ブロックを含む暗褐

色土。

遺物　なし。

所見　南側が調査区外へと延びているため、全容は不明

である。南北に長い土坑の北端付近が検出されているに

過ぎない。検出された部分の形状から推察すると南北に

やや細長い小型矩形の土坑、あるいは長大な溝状の土坑

であった可能性が考えられる。検出されたのは部分的に

ではあるが、深くしっかりとした掘方を有し、断面は深

い逆台形状を呈している。

時期　中世のものと考えられる。

243号土坑(第75図、PL.93)

位置　4区の中央、やや南寄り。X=61784～786、Y＝－

94569～570。

重複　219号土坑に南半部を掘り込まれる。

平面形状　南北にやや長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－6°－E。

規模　長径1.83m、短径0.58m、深さ0.43m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　東西にやや細長い小型の土坑である。いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・227・231～233・235・237・238・240・249・271・

272・275・281号土坑等の類例がある。小規模ながらも、

深く、しっかりとした掘方を有し、断面は深く、やや逆

台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

244号土坑(第75図、PL.93)

位置　4区の中央、南西寄り。245号土坑のすぐ南側、

249号土坑のすぐ西側に近接する。X=61784～786、Y＝

－94543。

重複　20号溝の西岸を掘り込む。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－4°－W。

規模　長径0.68m、短径0.63m、深さ0.30m。

埋土　やや明るい色調を呈し、粘性がやや有る黒褐色土。

拳大～径70㎜程の礫を大量に、粗粒砂、黄橙色粒、炭化

物粒等を若干含む。

遺物　なし。

所見　南北にやや長い楕円形状の小規模な土坑である。

20号溝西岸の法面に、245号土坑と南北に並列して掘り

込まれているが、例えば橋桁の柱穴のような様相はなく、

20号溝との関連は不明である。小規模ながらも、深く、

しっかりとした掘方を有し、断面は深く、やや逆台形状

を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

245号土坑(第75図、PL.93)

位置　4区の中央、南西寄り。244号土坑のすぐ北側に

近接する。X=61785～786、Y＝－94543。

重複　20号溝の西岸を掘り込む。204号土坑に北辺を掘

り込まれる。

平面形状　東西にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－81°－W。

規模　長径0.74m、検出短径0.64m、深さ0.32m。

埋土　やや明るい色調を呈し、粘性がやや有る黒褐色土。

拳大～径70㎜程の礫を大量に、粗粒砂、黄橙色粒、炭化

物粒等を若干含む。

遺物　なし。

所見　南北にやや長い楕円形状の小規模な土坑である。

20号溝の西岸の法面に、244号土坑と南北に並列して掘

り込まれているが、例えば橋桁の柱穴のような様相はな

く、20号溝との関連は不明である。小規模ながらも、深
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く、しっかりとした掘方を有し、断面は深く、やや逆台

形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

246号土坑(第75図、PL.94・165)

位置　4区の中央、南寄り。233号土坑のすぐ北側に近

接する。X=61787～788、Y＝－94599～600。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－7°－E。

規模　長径1.17m、短径1.11m、深さ0.48m。

埋土　上層にAs-Kk粒を含む暗褐色土、下部に径2～

7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の小礫を少量

含む黒褐色土が堆積している。

遺物　底部より約0.13m上から黒色頁岩製完形打製石斧

1点出土(1)、標高は420.43m。

所見　南北にやや長い不整楕円形状の小規模な土坑であ

る。小規模ながらも、深く、しっかりとした掘方を有し、

断面は深く、断面は漏斗状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

247号土坑(第76図、PL.94)

位置　4区の中央、南寄り。X=61785～786、Y＝－94583

～584。

重複　226号土坑に南東隅部を掘り込まれる。

平面形状　北西-南東方向にやや長い不整楕円形状を呈

する。

主軸方位　Ｎ－29°－W。

規模　検出長径0.82m、短径0.32m、深さ0.34m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　南北にやや長い不整楕円形状の小規模な土坑であ

る。小規模ながらも、深く、しっかりとした掘方を有し、

断面は深い漏斗状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

248号土坑(第76図、PL.94)

位置　4区の中央、南寄り。X=61783～784、Y＝－94584

～585。

重複　226号土坑に東端を掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－85°－E。

規模　検出長径0.82m、短径0.32m、深さ0.34m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東西にやや長い不整楕円形状の小規模な土坑であ

る。小規模ながらも、深く、しっかりとした掘方を有し、

断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

249号土坑(第76図、PL.94)

位置　4区の中央、南寄り。X=61783～784、Y＝－94572

～574。

重複　217号土坑に東半部を大きく掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－85°－E。

規模　検出長径2.44m、検出短径1.15m、深さ0.50m。

埋土　径約～7㎜程の小礫を少量、拳大の礫を多量に含

む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東西にやや長い不整楕円形状のやや規模が大きい

土坑であるが、形態は若干乱れてはいるが、細長い小型

矩形の土坑の範疇に入るものと考えられる。いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・227・231～233・235・237・238・243・249・271・

272・275・281号土坑等の類例がある。深く、しっかり

とした掘方を有し、断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

250号土坑(第76図、PL.95)

位置　4区の北東端。X＝61835～839、Y＝－9417～740。

重複　なし。

平面形状　北西－南西方向に極めて長大な溝状を呈する。

主軸方位　Ｎ－79°－W。

規模　長径22.82m、短径0.92m、深さ1.50m。

埋土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

第2節　4区1面の遺構と遺物
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239・241・246号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程の

小礫を少量含む。

240・243号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

242号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　黄褐色のAs-Kk粒、底部に径50～100㎜程の礫を含

む。As-B粒、黒褐色土ブロックを少量含む。
  
244・245号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　やや明るい色調を呈する。拳大～径70㎜程の礫を大

量に、粗粒砂、黄橙色粒、炭化物粒等を若干含む。粘性やや有り。

1246土



の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向に細長い土坑で、本遺跡1～3区

1面及び4区1面において多数検出された、いわゆる「芋

穴」と称される形状の土坑の中でも、とりわけ破格に長

大な土坑である。殆ど溝と称しても良いような状況であ

るが、東西両端が止まっていること、坑底の標高が最も

高い北西端と最も低い南東端とで、高低差が約0.7m程

になるほど北西側から南東側に向かって傾斜しているに

も拘らず埋土に水流の痕跡が全く見受けられないこと、

さらに、発掘調査時にも土坑として取り扱っていること

から、ここでも土坑として報告する。本調査区1面の西

端から中央にかけては、この種のものに類似した規模・

形 状 の も の が 多 く、172・184・185・190・193・196・

204・207・208・215・219・342・343号土坑等の類例が

ある。本土坑は調査区西側から出土した、いわゆる「芋穴」

と称される形状の土坑としては、唯一の事例である。深

く、しっかりとした掘方を有し、断面はやや狭く、深い、

漏斗状にやや近い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

266号土坑(第第76図、PL.95・165)

位置　4区の西南寄り。X=61805～806、Y＝－94688～689。

重複　227号ピットに北辺を掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い不整隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－58°－W。

規模　長径1.33m、短径1.07m、深さ0.35m。

埋土　径約7㎜程の小礫を少量、拳大の礫を多量に含む

黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土中より須恵器椀底部片1点(1)出土。

所見　東西にやや長い不整隅丸長方形状のやや規模が小

さい土坑である。しっかりとした掘方を有し、断面は幅

広な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

267号土坑(第77図、PL.95)

位置　4区の西南寄り。230号ピットの北側に隣接する。

X=61804～805、Y＝－94685～686。

重複　229号ピットに北西側を掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に僅かに長い不整隅丸方形状

を呈する。

主軸方位　Ｎ－35°－W。

規模　長径0.75m、短径0.73m、深さ0.20m。

埋土　As-B灰ブロック、径5㎜以下のAs－Kk粒、小礫多

量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向にやや長い不整隅丸方形状の土坑

で、266号土坑と形態は類似するが、本土坑の方が一回

り小型である。しっかりとした掘方を有し、断面は幅広

な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

268号土坑(第77図、PL.95)

位置　4区の西南寄り、南端。南壁に懸かる。230号ピッ

トの南側に位置する。X=61802～803、Y＝－94687～688。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈していた

ものと推測される。

主軸方位　Ｎ－27°－E。

規模　検出長径1.25m、短径0.63m、深さ0.42m。

埋土　径約2～7㎜以下のAs－Kk粒を大量に、径約7～

10㎜の小礫を少量含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に長い長円形状の土坑と推測され

るが、南側が調査区外に出ているため全容は不明である。

土坑の北端付近が検出されているに過ぎない。検出され

た部分の形状から推察するに北東－南西方向にやや細長

い小型矩形の土坑、あるいは長大な溝状の土坑であった

可能性が考えられる。深く、しっかりとした掘方を有し、

断面は壁が逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

269号土坑(第77図、PL.96)

位置　4区の西南寄り。南壁際。231号ピットのすぐ東

側に近接する。X＝61801～803、Y＝－94684～685。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　北東-南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－27°－E。

規模　長径2.61m、短径0.96m、深さ0.51m。

埋土　径約～7㎜程のAs-Kk粒を大量に、径約7～10㎜

第2節　4区1面の遺構と遺物

159



Ａ Ａ′

226土

785
-584

L=420.70mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

226土

783
-585

Ａ Ａ′

撹乱

217土

78
5

-5
73

L=420.60mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

838
-735

838
-725

L=423.30mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

227ピット

807-690

L=422.80mＡ Ａ′

1

０ ３ｍ１: 100 ０ １ｍ１:50 ０ １ｍ１: 40

０ 10㎝１:３

L=420.70mＡ Ａ′

1

第76図　247～250・266号土坑

250号土坑 247号土坑 248号土坑

249号土坑

266号土坑

第３章　発見された遺構と遺物

160

247号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径

7～10mm程の小礫を少量含む。

248・250号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径

7～10mm程の小礫を少量、径約100㎜大の亜円礫を若干含
む。

249号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径約～7㎜程の小礫を少量、拳大の礫

を多量に含む。

266号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

1266土
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の小礫を少量含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229号土坑等と類似した傾向

の土坑である。深く、しっかりとした掘方を有しており、

断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

270号土坑(第77図、PL.96)

位置　4区の西南寄り。X＝61801～803、Y＝－94681～682。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　ほぼ南北に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－16°－E。

規模　長径2.02m、短径0.58m、深さ0.18m。

埋土　拳大の多様な礫を大量に、As-Kk粒を少量、白色・

黄橙色粒を若干含む、やや茶色味が強い黒褐色土が堆積

している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より黒色頁岩製二次加工

がある剥片が出土。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229・269号土坑等と類似し

た傾向の土坑である。掘方を浅く、断面は扁平な逆台形

状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

271号土坑(第77図、PL.96)

位置　4区の西南寄り。X＝61803～806、Y＝－94672～

673。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　北東－南西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－18°－E。

規模　長径2.74m、短径0.87m、深さ0.43m。

埋土　拳大の多様な礫を大量に、As-Kk粒を少量、白色・

黄橙色粒を若干含む、やや茶色味が強い黒褐色土が堆積

している。

遺物　なし。

所見　東西にやや長い不整楕円形状のやや規模が大きい

土坑であるが、形態は若干乱れてはいるが、細長い小型

矩形の土坑の範疇に入るものと考えられる。いわゆる

「芋穴」と称される形状のものよりもやや小規模なタイプ

のものよりもさらに短い。小型矩形の土坑は、4区1面

では、他に189・192・196・201・202・212～214・221・

223・227・231～233・235・237・238・243・249・271・

272・275・281号土坑等の類例がある。深く、しっかり

とした掘方を有し、断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

272号土坑(第77図、PL.96)

位置　4区の西南寄り。X＝61806～808、Y＝－94670～671。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－29°－E。

規模　長径1.81m、短径1.04m、深さ0.52m。

埋土　長円形の本体部分の埋土は径約2～7㎜のAs-Kk

粒を大量に、径約7～10㎜の小礫を少量含む黒褐色土。

東側に半円形状に張り出した部分は、より新しい時期の

円形ないし楕円形状の土坑で、埋土はAs－Kk粒を含む暗

褐色土である。

遺物　なし。

所見　東西にやや長い不整楕円形状のやや規模が大きい

土坑であるが、形態は若干乱れてはいるが、細長い小型

矩形の土坑の範疇に入るものと考えられる。なお、発掘

調査時には東側に半円形状に張り出した部分を含めて1

体の土坑として調査しているが、土層断面の状況から見

て、長円形の土坑の東辺の中央よりやや南寄りの位置に、

後から楕円形状の土坑が掘り込まれていたことが判明す

る。いわゆる「芋穴」と称される形状のものよりもやや小

規模なタイプのものよりもさらに短い。小型矩形の土

坑は、4区1面では、他に189・192・196・201・202・

212～214・221・223・227・231～233・235・237・238・

第2節　4区1面の遺構と遺物
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267号土坑
1　10YR2/2黒褐色土　As-B灰ブロック・ 5 mm以

下の軽石・小礫を多量に含む。

268・269・273号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

270号土坑
1　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。拳大

の多様な礫を大量に、As-Kk螺を少量、白色粒・
黄橙色粒を若干含む。

271号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を

大量に、径7～10mm程の小礫を少量、径約100
㎜大の亜円礫を若干含む。

272号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。
2　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を

大量に、径7～10mm程の小礫を少量含む。



243・249・271・272・275・281号土坑等の類例がある。

深く、しっかりとした掘方を有し、断面は深い逆台形状

を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

273号土坑(第77図、PL.97)

位置　4区のやや西寄り、中央。274号土坑の南西側、

279号 土 坑 の 西 側 に 隣 接 す る。 X＝61804～806、 Y＝－

94654～655

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－20°－E。

規模　長径1.17m、短径0.91m、深さ0.14m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　南北に長い不整楕円形状を呈する土坑で、掘方は

浅く、断面は浅く扁平な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

274号土坑(第78図、PL.97)

位置　4区のやや西寄り、中央。273号土坑の北東側、

279号土坑の北西側に隣接する。X＝61806～807、Y＝－

94653～654

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－87°－W。

規模　長径1.42m、短径1.101m、深さ0.22m。

埋土　上層の一部に径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、

径7～10mm程の小礫を少量含む黒褐色土が、中層に二次

堆積のAs-Kk軽石層が、下層にAs-Kk粒、小礫を多量に、

黄橙色粒を若干含む暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東西に長い楕円形状を呈する土坑。掘方は浅く、

断面は浅く扁平な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

275号土坑(第78図、PL.97・165)

位置　4区の西南寄り。X＝61794～795、Y＝－94649～651。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　ほぼ東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－78°－W。

規模　長径2.63m、短径0.896m、深さ0.42m。

埋土　拳大～人頭大の亜円礫を大量に含み、As-Kk粒を

含む暗褐色土が堆積している。

遺物　埋土中より中世在地系土器鍋口縁部片1点が出

土。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229・269・270号土坑等と類

似した傾向の土坑である。本土坑は礫捨ての土坑と考え

られる。掘方は比較的深く、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

276号土坑(第78図、PL.97)

位置　4区の西南寄り。275号土坑の北西側に位置する。

X＝61791～792、Y＝－94643～646。

重複　なし。

平面形状　ほぼ東西に細長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－87°－E。

規模　長径3.19m、短径0.6m、深さ0.42m。

埋土　拳大～人頭大の亜円礫を大量に含み、As-Kk粒を

含む暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229・269・270・275号 土 坑

等と類似した傾向の土坑である。本土坑は礫捨ての土坑

と考えられる。深くしっかりとした掘方を有しており、

壁はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断面は逆台形状

を呈する。

時期　中世のものと考えられる。
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277号土坑(第78図、PL.97・165)

位置　4区の西南寄り、南壁際。276号土坑のすぐ南側

に近接する。X＝61790～791、Y＝－94643～645。

重複　なし。

平面形状　ほぼ東西に細長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－88°－E。

規模　長径2.26m、短径0.67m、深さ0.42m。

埋土　拳大～人頭大の亜円礫を大量に含み、As-Kk粒を

含む暗褐色土が堆積している。

遺物　埋土中より14～15世紀古瀬戸深皿底部片1点が出

土。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229・269・270・275・276号

土坑等と類似した傾向の土坑である。本土坑は礫捨ての

土坑と考えられる。深くしっかりとした掘方を有してお

り、壁はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断面は逆台

形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

278号土坑(第78図、PL.97)

位置　4区の西南寄り、南壁際。276号土坑のすぐ南側

に近接する。X＝61796～797、Y＝－94654～655。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　ほぼ東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－71°－E。

規模　長径1.82m、短径1.17m、深さ0.41m。

埋土　径約2～7㎜のAs-Kk粒を大量に、径約7～10㎜

前後の小礫を少量含む暗褐色土が堆積している。下層は

それに暗褐色土ブロックを含む。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に長い不整楕円形状を呈する土坑で、や

や規模が大きい。深しっかりとした掘方を有しており、

壁はほぼ垂直に近い状態で落ちている。断面は深く幅広

いレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

279号土坑(第78図、PL.97)

位置　4区の西寄り、中央。273号土坑の東側、274号土

坑の南東側に位置する。X＝61804～805Y＝－94652～653。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向にやや長い不整長方形状を呈

する。

主軸方位　Ｎ－51°－W。

規模　長径0.90m、短径0.72m、深さ0.27m。

埋土　小礫・暗褐色土ブロックを少量、拳大の礫、炭化

物粒、黄橙色粒を若干含み、やや明るい色調を呈する黒

褐色土。

遺物　なし。

所見　ほぼ東西に長い不整楕円形状を呈する土坑で、掘

方は浅く、断面は浅く幅広いレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

280号土坑(第79図、PL.98)

位置　4区の西南寄り、南壁際。273号土坑の東側、274

号土坑の南東側に位置する。X＝61796～797・Y＝－94666

～667。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向にやや長い楕円形状を呈して

いたものと考えられる。

主軸方位　Ｎ－51°－W。

規模　長径0.90m、短径0.72m、深さ0.27m。

埋土　径約2～7㎜のAs-Kk粒を大量に、径約7～10㎜

の小礫を少量含む黒褐色土。

遺物　埋土中より9世紀後半の須恵器碗口縁部～体部片

1点(1)が出土。

所見　南側を確認調査時のトレンチで破壊されているた

め、全容は不明であるが、恐らくはほぼ北西－南東方向

に長い楕円形状を呈する小規模な土坑であったものと思

われる。しっかりとした掘方を有しており、断面は逆台

形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

281号土坑(第79図、PL.99)

位置　4区の西寄り。X＝61811～813、Y＝－94697～698。

重複　289号土坑の東辺を掘り込む。
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274号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む。
2　As-Kk軽石層。二次堆積か。
3　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒、小礫を多量に、黄橙色粒を若干含む。

275～277号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

278号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量含む。
2　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～10mm程

の小礫を少量、暗褐色土ブロックを含む。

279号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　やや明るい。小礫・暗褐色ブロック土を少量、こ

ぶし大の礫・炭化物粒・黄橙色粒を若干含む。



平面形状　北東－南西方向にほぼ東西に細長い長円形状

を呈する。

主軸方位　Ｎ－13°－E。

規模　長径2.09m、短径0.82m、深さ0.70m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229・269・270・275～277号

土坑等と類似した傾向の土坑である。深くしっかりとし

た掘方を有しており、壁はほぼ垂直に近い状態で落ちて

いる。断面は深い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

282号土坑(第79図、PL.99)

位置　4区の西寄り、南側。X＝61808～809、Y＝－94685

～696。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－27°－E。

規模　長径0.89m、短径0.59m、深さ0.64m。

埋土　As-Kk粒を含む暗褐色土。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する小規模な

土坑で、規模の割に極めて深く、しっかりとした掘方を

有しており、断面は深く狭い逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

283号土坑(第79図、PL.99)

位置　4区の西寄り、南側。284号土坑の南側、226号ピッ

トの西側に位置する。X＝61808～809、Y＝－94693～694。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－78°－W。

規模　長径0.69m、短径0.51m、深さ0.26m。

埋土　上層に薄くAs-Kkの二次堆積物が、その下にAs-B

灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含む黒

褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東西に長い楕円形状を呈する小規模な土坑。しっ

かりとした掘方を有しており、断面は半円形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

284土坑(第79図、PL.99)

位置　4区の西寄り、南側。283号土坑の北側に位置し、

285号土坑の東側、291号土坑の西側に隣接する。X＝

61810～811、Y＝－94693～694。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－6°－E。

規模　長径1.22m、短径0.75m、深さ0.18m。

埋土　上層に薄くAs-Kkの二次堆積物が、その下に、

As-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含

む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　南北に長い楕円形状を呈する土坑。しっかりとし

た掘方を有しており、断面はレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

285土坑(第79図、PL.100)

位置　4区の西寄り、南側。284号土坑の西側に隣接し、

281号土坑の北側に位置する。X＝61810、Y＝－94694～695。

重複　なし。

平面形状　東西に僅かに長いほぼ隅丸方形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－9°－E。

規模　長径0.82m、短径0.79m、深さ0.27m。

埋土　上層に薄くAs-Kkの二次堆積物が、その下にAs-B

灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含む黒

褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　ほぼ隅丸方形状を呈する土坑で、南北に長い楕円

形状を呈する土坑。しっかりとした掘方を有しており、

断面はレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

286号土坑(第79図、PL.100)
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位置　4区の西寄り、南側。291号ピットの北東側に位

置する。X＝61812～813、Y＝－94693～694。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－47°－E。

規模　長径0.86m、短径0.58、深さ0.22m。

埋土　上層に薄くAs-Kkの二次堆積物が、その下にAs-B

灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含む黒

褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する土坑で、

比較的浅いが、しっかりとした掘方を有しており、断面

は中央が深く突出したレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

287号土坑(第80図、PL.100)

位置　4区の西寄り、南側。289号ピットの南東側に位

置する。X＝61811～812、Y＝－94689。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－41°－W。

規模　長径0.71m、短径0.49m、深さ0.16m。

埋土　上層に薄くAs-Kkの二次堆積物が、その下にAs-B

灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含む黒

褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向に長い、比較的小規模な楕円形状

を呈する土坑である。掘方は浅く、断面はレンズ状を呈

する。

時期　中世のものと考えられる。

288号土坑(第80図、PL.100)

位置　4区の西寄り、中央。290号ピットのすぐ東側に

近接する。X＝61815～816、Y＝－94691～692。

重複　なし。

平面形状　南北に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－8°－W。

規模　長径1.14m、短径0.97m、深さ0.26m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物が、下層にAs-B灰ブロッ

ク、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含む黒褐色土が

堆積している。

遺物　なし。

所見　南北に長い楕円形状を呈する土坑で、規模はやや

大きめである。しっかりとした掘方を有しており、断面

は底面がやや乱れてはいるが、レンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

289号土坑(第80図、PL.100)

位置　4区の西寄り、南側。X＝61812、Y＝－94697～698。

重複　281号土坑に東辺を掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈していたも

のと思われる。

主軸方位　Ｎ－36°－W。

規模　長径0.61m、短径0.57m、深さ0.40m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物がごく薄く堆積し、そ

の下側にAs-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を

多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東辺を281号土坑に掘り込まれているが、東西に

やや長い隅丸長方形状を呈する比較的小規模な土坑で

あったと考えられる。小規模な割には深く、しっかりと

した掘方を有しており、断面は底面が非常に狭い、逆三

角形様の逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

290号土坑(第80図、PL.101)

位置　4区の西寄り、中央。288号土坑のすぐ西側に近

接する。X＝61814、Y＝－94697～698。

重複　3号掘立柱建物と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－72°－W。

規模　長径0.62m、短径0.47m、深さ0.15m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物がごく薄く堆積し、そ

の下側にAs-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を

多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東西に長い楕円形状を呈する比較的小規模な土坑

である。掘方は浅く、断面はレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。
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280号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　径2～7mm程のAs-Kk粒を大量に、径7～

10mm程の小礫を少量、径約100㎜大の亜円礫を若干含む。

281号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk混土層。

282号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　As-Kk粒を含む。

283～286号土坑
1　As-Kk軽石層。2次堆積か。
2　10YR2/2黒褐色土　As-B灰ブロック、径5mm以下の軽石、小礫

を多量に含む。

1280土



291号土坑(第80図、PL.101)

位置　4区の西寄り、南側。222号ピットのすぐ西側に

近接し、284号土坑の東側、224号ピットの南西側に隣接

する。X＝61810～811、Y＝－94692～693。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－39°－W。

規模　長径1.06m、短径0.83m、深さ0.25m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物が堆積し、その下側に

As-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含

む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する土坑

で、比較的しっかりとした掘方を有し、断面は、底面中

央が突起したレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

292号土坑(第80図、PL.101)

位置　4区の北西寄り。4号掘立柱建物の西側に位置す

る。X＝61823～824、Y＝－94691～692。

重複　なし。

平面形状　南北に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－11°－W。

規模　長径1.54m、短径0.92m、深さ0.41m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物が堆積し、その下側に

As-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含

む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」

と称される形状のものよりはやや小規模であるが、本調

査区1面の西端から中央にかけては、この種のものに類

似した規模・形状のものと、いわゆる「芋穴」と称され

る形状の長大なものが多いことが特徴で、先掲の164・

165・170・171・173・174・175・180・181・182・186・

187・194・198・225・226・229・269・270・275～277・

281号土坑等と類似した傾向の土坑である。深くしっか

りとした掘方を有しており、断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

293号土坑(第80図、PL.101)

位置　4区の西寄り、中央。X＝61816～817、Y＝－94682

～683。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－58°－E。

規模　長径1.18m、短径0.86m、深さ0.26m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物が堆積し、その下側に

As-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を多量に含

む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に長い不整楕円形状の土坑である。

しっかりとした掘方を有しており、断面はレンズ形状を

呈する。

時期　中世のものと考えられる。

294号土坑(第80図、PL.102)

位置　4区の西寄り、南側。295号土坑の北側に隣接する。

X＝61808～809、Y＝－94685。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈する

ものと思われる。

主軸方位　Ｎ－24°－E。

規模　検出長径0.75m、検出短径0.62m、深さ0.31m。

埋土　上層にAs-Kkの二次堆積物がごく薄く堆積し、そ

の下側にAs-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫を

多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に長い不整楕円形状の土坑と推測

できるが、南側が確認調査時のトレンチによって破壊さ

れているため、正確な全容は不明である。深く、しっか

りとした掘方を有しており、断面は、検出面が大きく開

口するU字形を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

295号土坑(第80図、PL.102)

位置　4区の西寄り、南側。294号土坑の南側に隣接する。

X＝61809～810、Y＝－94685。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈する

ものと思われる。

第2節　4区1面の遺構と遺物
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主軸方位　Ｎ－22°－E。

規模　検出長径0.87m、検出短径0.78m、深さ0.33m。

埋土　上層のごく一部にAs-Kkの二次堆積物が堆積し、

その下側にAs-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・小礫

を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北東-南西方向に長い不整楕円形状の土坑と推測

できるが、北側が確認調査時のトレンチによって破壊さ

れているため、正確な全容は不明である。しっかりとし

た掘方を有しており、断面は隅丸逆二等辺三角形形状を

呈する。

時期　中世のものと考えられる。

296号土坑(第81図、PL.102)

位置　4区の西寄り、中央。297号土坑の北東側に隣接

する。X＝61811～812、Y＝－94686～687。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－61°－W。

規模　長径0.84m、短径0.62m、深さ0.28m。

埋土　上層の一部にごく薄くAs-Kkの二次堆積物が堆積

し、その下側にAs-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・

小礫を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　北西-南東方向に長い不整楕円形状の土坑で、南

東側の上面が攪乱されてはいるが、攪乱された面よりも

さらに下側にまで掘り方が及んでいるため、全容はほぼ

明らかにできている。比較的しっかりとした掘方を有し

ており、断面は隅丸逆直角三角形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

297号土坑(第81図、PL.102)

位置　4区の西寄り、中央。296号土坑の南西側に隣接

し、287号土坑の北東側に位置する。X＝61811～812、Y

＝－94687～688。

重複　なし。

平面形状　東北東－西南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－70°－W。

規模　長径0.91m、短径0.64m、深さ0.21m。

埋土　上層の一部にごく薄くAs-Kkの二次堆積物が堆積

し、その下側にAS-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・

小礫を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東北東-西南西方向に長い楕円形状の土坑で、比

較的しっかりとした掘方を有しており、断面はやや扁平

な逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

298号土坑(第81図、PL.103)

位置　4区の西寄り、中央。X＝61815、Y＝－94688～

689。

重複　なし。

平面形状　東側大半を攪乱されているため、全容は不明。

主軸方位　不明。

規模　検 出 長 径0.73m、 検 出 短 径0.28m、 検 出 深 度

0.25m。

埋土　上層の一部にごく薄くAs-Kkの二次堆積物が堆積

し、その下側にAs-B灰ブロック、径約5㎜以下の軽石・

小礫を多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　東側大半を攪乱されているため全容は全く不明で

ある。残存している部分の掘方はしっかりとしており、

断面は逆台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

299号土坑(第81図、PL.103)

位置　4区の西寄り、中央付近。X＝61800～801、Y＝－

94646。

重複　7号畑を掘り込む。

平面形状　南北に僅かに長い楕円形状を呈する。

主軸方位　不明。

規模　長径0.73m、短径0.28m、深さ0.25m。

埋土　小礫及び暗褐色土ブロックを少量、拳大の礫、炭

化物粒、黄橙色粒を若干含む、ややか明るい色調を呈す

る黒褐色土が堆積している。

遺物　Ｎ－13°－W。

所見　南北に僅かに長い楕円形状を呈する小規模な土坑

で、掘方は浅く、断面は扁平なレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。
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287～295号土坑
1　As-Kk軽石層　2次堆積か。
2　10YR2/2黒褐色土　As-B灰ブロック、径5mm以下の軽石、小礫を

多量に含む。



302号土坑(第81図、PL.103・165)

位置　4区の中央からやや西寄りの位置、南壁際。309

号土坑の東側に位置する。X＝61785～786、Y＝－94619～

612。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－86°－E。

規模　長径1.59m、短径0.28m、深さ0.25m。

埋土　拳大～人頭大の礫を大量に、小礫及び暗褐色土ブ

ロックを多量に含む黒褐色土が堆積している。

遺物　埋土1層中より輝石安山岩製石臼下臼部片1点が

出土(1)。また、非掲載であるが、埋土中より在地系土

器片1点が出土している。

所見　東西に長い不整楕円形状を呈する土坑で、掘方は

しっかりとしているが、平面規模に比して浅く、断面は

やや扁平なレンズ状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

309号土坑(第81図、PL.103)

位置　4区の中央からやや西寄りの位置、南壁際。308

号土坑の西側に位置する。X＝61787～788、Y＝－94626～

627。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－86°－E。

規模　長径1.35m、短径1.19m、深さ0.29m。

埋土　径5～10㎜のAs-Kk粒及び径約200～300㎜の礫を

大量に、黄橙色粒を若干含む、ザラザラとした触感のや

や明るい色調を呈する暗褐色土が堆積している。

遺物　Ｎ－77°－E。

所見　東西に長い楕円形状を呈する土坑で、比較的しっ

かりとした掘方を有し、断面はやや厚手のレンズ状を呈

する。

時期　中世のものと考えられる。

342号土坑(第82図、PL.104)

位置　4区の西寄り、中央。199号土坑の西側、343号土

坑の北側に隣接する。X＝61783～786、Y＝－94522～532。

重複　190号土坑に中央部を、197・202号土坑に西寄り

の部分を掘り込まれる。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－3°－E。

規模　長径9.31m、短径0.82m、深さ0.21m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土。

遺物　なし。

所見　東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称される

形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろうが、

1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西端か

ら中央にかけては、この種のものに類似した規模・形状

の も の が 多 く、172・184・185・190・193・204・207・

208・215・217・208・219・342・343号土坑等と類似し

た傾向の土坑である。掘方は浅く、断面はやや扁平な逆

台形状を呈する。

時期　中世のものと考えられる。

343号土坑(第82図、PL.104)

位置　4区の西寄り、中央。199号土坑の南西側、342号

土坑の南側に隣接する。X＝61782～784、Y＝－94521～

532。

重複　190号土坑に中央部よりやや西寄りの位置を、

197・195号土坑により西寄りの部分を、192号土坑に南

西隅部を、それぞれ掘り込まれる。

平面形状　東西に長い長円形状を呈する。

主軸方位　Ｎ－5°－E。

規模　長径9.40m、短径0.82m、深さ0.23m。

埋土　やや淡い色調を呈し、As-Kk粒を非常に多く、径

2㎜程の褐色粒子をごく僅か含む締まりのやや弱い黒褐

色土が殆どを占める。壁際に薄く、二次堆積のAs-Kk粒

と思われる鈍い黄褐色軽石が斜めに堆積している。

遺物　なし。

所見　東西に細長い土坑で、いわゆる「芋穴」と称される

形状の土坑で、本例とは若干時期が異なるであろうが、

1区・3区でも検出されている。本調査区1面の西端か

ら中央にかけては、この種のものに類似した規模・形状

の も の が 多 く、172・184・185・190・193・204・207・

208・215・217・208・219・342・343号土坑等と類似し

た傾向の土坑である。掘方は浅く、断面はやや扁平な逆

台形状を呈する。
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296～298号土坑
1　As-Kk軽石層。2次堆積か。
2　10YR2/2黒褐色土　As-B灰ブロック、径5mm以下の軽石、小礫を多量に含む。

299号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　やや明るい色調を呈する。小礫、暗褐色土ブロックを少

量、拳大の礫、炭化物粒、黄橙色粒を若干含む。

302号土坑
1　10YR2/2黒褐色土　拳大～人頭大の礫を大量に、小礫、暗褐色土ブロックを

多量に含む。
2　10YR2/2黒褐色土　As-B灰ブロック、径5mm以下の軽石、小礫を多量に含む。

309号土坑
1　10YR3/4暗褐色土　やや明るい色調を呈する。ザラザラとした触感。径5～

10mm程の軽石、径200～300㎜程の礫を大量に、黄橙色粒を若干含む。

1302土
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時期　中世のものと考えられる。
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342・343号土坑
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。As-Kk粒を非常

に大量に、径2㎜程の褐色粒子ごく僅かに含む。締まりやや
弱い。

2　10YR5/4鈍い黄褐色軽石　As-Kk粒。
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　5.　ピット(第83～85図、PL.104～107)

　本遺跡では313基のピットが検出された。

　1～3区1面とは整合しない4区1面からは198・222

～231・234・235・239・240・242・249・252・254・

256・257・259・260～264、280・281・289～294・302～

304号の37基のピットが検出された。

　これら4区1面から検出された38基のピットは、調査

区の西側に集中しており、調査区の中央部及び東側のか

らは全く検出されなかった。

　このように、4区1面から検出されたピットは、検出

箇所にかなりの偏りがあったことが判明したが、その理

由については明らかにできなかった。なお、先述した通

り、1～3区1面と4区1面とは整合しないが、1～3

区から検出されたピットに比べて規模もまちまちであ

り、中には土坑と称しても差支えが無いような規模のも

のも存在しているが、発掘調査時の所見により、現場に

てピットとして報告されたものについては、現場におけ

る所見を尊重し、ピットとして扱った。

　これらのピットはいずれも小規模であり、土坑などと

の重複による新旧関係が明瞭なものがあるものの、具体

的な時期や用途・機能についてもまったく不明であるの

で、それらの位置・規模・形状等については、347ペー

ジの第8表にまとめた。

第83図　198・222～228号ピット

198号ピット 222号ピット 223号ピット 224号ピット

225号ピット 226号ピット 227号ピット 228号ピット
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第84図　229～231・234・235・239・240・242・249・252・254・256・257・259～261号ピット

254号ピット 256号ピット

257号ピット 259号ピット 260号ピット 261号ピット

229号ピット 230号ピット 231号ピット 234号ピット

235号ピット 239号ピット 240号ピット 242号ピット

249号ピット 252号ピット
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第85図　262～264・280・281・289～294・302～304号ピット

262号ピット 263号ピット 264号ピット 280号ピット 281号ピット

289号ピット 290号ピット 293号ピット

294号ピット 302号ピット 303号ピット 304号ピット

291・292号ピット
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第3節　2～4区2面の遺構と遺物
　第1項　古墳時代後期～平安時代中期の
　　　　　　遺構と遺物
　2面は、テフラ（As-Kk）下に見られる天仁元（1108）年

降下のAs-B下の黒色土下面（平安時代～古墳時代）及び、

その下層から検出された黒褐色土層の下位付近で確認さ

れた縄文時代の遺構面とした。発掘調査時には、縄文時

代の遺構確認面を3面としていた調査区もあったが、古

代の遺構と縄文時代の遺構とが全く同じ面から検出され

た部分の方が、全体を占める割合が大きいため、古代の

遺構の確認面と縄文時代の遺構の確認面をともに2面と

して扱うことにした。

　1～3区における2面の遺構は、As-KkもしくはAs-B

下に発見されたものである。これらテフラが埋没土中に

一次堆積したものもあり、古墳時代から平安時代の遺構

と見られる。

　1区では遺構はなく、縄文時代～古代には、人の手が

入らなかった場所であったと考えられる。

　2・3区にかけては、古墳時代後期から平安時代中期

にかけての竪穴建物が最も多く検出された地点で、30棟

の竪穴建物が確認されている。集落は調査区東側から中

央付近まで広がっていた。その反面、当該期のピットの

検出数は少なく、溝や土坑の検出は皆無であった。

　2区からは13～29、31～32号の18棟の竪穴建物が検出

された。7世紀前半頃のものが1棟（21号）、7世紀後半

頃のものが2棟（15、29号）、7世紀代のものが1棟（31

号）、8世紀第3四半期頃のものが1棟（26号）、9世紀

第3四半期頃のものが1棟（27号）、10世紀前半頃のもの

と考えられるものが1棟（20号）、10世紀代のものと考え

られるものが2棟（13、14号）、規模や形状、構造、埋土

の状況等から見て古墳時代後期から平安時代中期にかけ

てのものであることに間違いはないが、正確な年代を絞

り込めないものが9棟あった（16～19、22、24、25、28、

32号）。正確な年代を絞り込めない竪穴建物が約半数を

占めるが、年代がある程度判明するものの中では7～8

世紀のものが半数を占めているところに特徴がある。

　3区からは1～8・10～13号の12棟の竪穴建物が検出

された。9世紀第3四半期のものが5棟（2～4、9、

13号）、9世紀第4四半期のものが1棟（1号）、10世紀

第1四半期のものが3棟（5～7号）、規模や形状、構造、

埋土の状況等から見て古墳時代後期から平安時代中期に

かけてのものであることに間違いはないが、正確な年代

を絞り込めないものが3棟あった（8、10、11号）。3区

では7～8世紀の竪穴建物が存在していないことに特徴

がある。

　4区からは、掘立柱建物1棟（8号）、柱穴列2条（1・

2号）、竪穴建物7棟（33～39号）等の遺構が検出された

た。竪穴建物は、7世紀前半のものが3棟（33～35、39号）、

9世紀後半のものが2棟（37、38号）、10世紀第1四半期

のものが1棟（36号）検出された。古墳時代後期の竪穴建

物の方が半数状を占めていた。

　平坦面が広く、比較的傾斜が少ない西寄りの箇所の方

により多くの竪穴建物が造営されたことは、地形的条件

から見れば当然のことである

　1．掘立柱建物

　古代の掘立柱建物は2間四方、4.3×3.3mの小規模な

1棟のみが4区の西寄りから検出された。本遺跡では、

古墳時代後期～平安時代中期の竪穴建物が39棟検出され

ているのに比して、掘立柱建物は極端に少ない。古代集

落においては、概して、竪穴建物数はよりは少数である

ものの、相応数の掘立柱建物が竪穴建物に混在すること

が多いのであるが、本遺跡における、極端な掘立柱建物

の少なさは、特徴的である。

8号掘立柱建物（第86図、PL.147）

位置　4区西寄りの中央。X＝61815～820、Y＝-94682～

688。

重複　314号土坑と重複するが新旧関係は不明である。

平面形状　2間四方。

主軸方位（棟方向）　N－68°－W。

規模　北東-南西方向に長い長方形状を呈する2間四方

の側柱建物。長軸4.30m、短軸3.26m。

柱穴　7基が検出された。

P1：北西隅柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状を

呈する。長径0.32m、短径0.28m、深さ0.21m。や

やしっかりとした掘方を有しており、断面は上端が

広がったU字形状を呈する。

第３章　発見された遺構と遺物
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P2：北東隅柱穴。平面形態は南北に僅かに長い楕円形状

を呈する。長径0.30m、短径0.28m、深さ0.27m。。

ややしっかりとした掘方を有し断面は底面が狭い逆

台形状を呈する。

P3：東辺中央柱穴。平面形態は北西－南東方向に僅かに

長い楕円形状を呈する。長径0.35m、短径0.32m、

深さ0.31m。比較的しっかりとした掘方を有し、断

面は逆台形状を呈する。

P4：南東隅柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈す

る。長径0.41m、短径0.35m、深さ0.44m。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は、幅が狭くや

や深い逆台形方形状を呈する。

P5：南辺中央柱穴。平面形態は南北にやや長い楕円形状

を呈する。長径0.43m、短径0.32m、深さ0.55m。

ややしっかりとした掘方を有し、断面は上端部が開

いたU字形状を呈する。

P6：南西隅柱穴。平面形態は北東－南西方向に長い楕円

形状を呈する。長径0.43m、短径0.32m、深さ0.55m。

しっかりとした掘方を有しており、断面は深く狭い

二等辺三角形状にも似た逆台形状を呈する。

P7：西辺中央柱穴。平面形態は東西に僅かに長い楕円形

状を呈する。長径0.34m、短径0.32m、深さ0.25m。

ややしっかりとした掘方を有し、断面はやや深い逆

台形状を呈する。

埋土　サラサラした蝕感で、黄橙色粒、黄褐色土ブロッ

クを若干含む黒褐色土が堆積している。

柱間　P1・2間：3.96m、P2・3間：1.14m、P3・4間：

1.38m、P4・5間：2.04m、P5・6間：1.48m、P6・7

間：1.30m、P7・1間：1.11m。

遺物　なし。

所見　4区の西寄りの中央から検出された。北辺中央柱

穴が検出されなかったが、攪乱された位置に丁度かかっ

て、破壊されてしまったものと考えられる。各柱穴の掘

方は長径約0.3～0.4m前後の楕円形状を呈し、比較的小

型で、抜き取り痕などもほとんど不明である。浅いが比

較的しっかりとした掘方を呈する。

時期　他の遺構との明確な重複もなく、柱穴からの遺物

の出土が皆無であるため、正確な時期は不明であるが、

遺構確認面から見て古代のものと考えられる

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第86図　8号掘立柱建物
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8号掘立柱建物
1　10YR2/2黒褐色土　サラサラとした蝕感。黄橙色粒、黄褐色土ブロックを若干含む。



　2．柱穴列

　本遺跡で検出された検出された柱穴列は2条のみで、

いずれも古代のもので4区北西隅のほぼ同位置に隣接し

ての検出であった。

　恐らくは何らかの柵のようなものと想定されるが、小

規模で、柱穴間も均一ではなく、仮設的なものであった

と考えた方が良いように思われる。

1号柱穴列（第87図、PL.155）

位置　4区北西隅、北壁際。2号柱穴列のすぐ北側に並

列する。X＝61836、Y＝－94726～732。

重複　なし。

平面形状　東西3間。

主軸方位　N－83°－W。

規模　全長5.60m。

柱穴　4基が検出された。

P1：東端柱穴。平面形態は南北に長い楕円形状を呈する。

長径0.25m、短径0.16m、深さ0.18m。ややしっか

りした掘方を有し、暗面は幅が狭い逆台形状を呈す

る。

P2：東から2基目の柱穴。平面形態は南北に長い楕円形

状を呈する。長径0.30m、短径0.22m、深さ0.18m。

深くしっかりとした掘方を有し、断面はU字形状を

呈する。

P3：西から2基目の柱穴。平面形態は南北に長い楕円形

状を呈する。長径0.28m、短径0.23m、深さ0.19m。

掘方は浅く、断面は小規模で狭い逆台形状を呈する。

P4：西端柱穴。平面形態は東西に長い楕円形状を呈する。

長径0.25m、短径0.16m、深さ0.18m。ややしっか

りとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

埋土　粘性をやや有する、やや茶色味がかった黒褐色土

が堆積している。

柱間　P1・2間：2.04m、P2・3間：1.28m、P3・4間：

1.53m。

遺物　なし。

所見　4区の北西寄り、2号柱穴列のすぐ北側に並列す

る。両柱穴列は非常に近接しているため、同時併存の可

能性は考えにくいが、新旧関係は不明である。おそらく

は、一方が、もう一方の建て替えであった可能性も考え

られる。各柱穴の掘方は長径約0.25～0.30m前後の楕円

形状を呈し、小型で、抜き取り痕などもほとんど不明で

ある。深さはまちまちであるが、確認面検出の影響も考

えられるので、概して、小規模ながらしっかりした掘方

を有していたものと考えられる。柱間は不揃いで、規模

も小さいことから、簡易、軽微な臨時、仮設のものであっ

た可能性が高いように感じられる。柱穴列の北側・南側

からも顕著な遺構は検出されなかったので、何を画する

柵であったのかも不明である。

時期　他の遺構との重複もなく、柱穴からの遺物の出土

が皆無であるため、正確な時期は不明であるが、遺構確

認面から見て古代のものと考えられる。

2号柱穴列（第87図、PL.155）

位置　4区北西隅、北壁際。1号柱穴列のすぐ南側に並

列する。X＝61835～836、Y＝－94729～732。

重複　なし。

平面形状　東西3間。

主軸方位　N－80°－W。

規模　全長2.26m。

柱穴　3基が検出された。

P1：西端柱穴。平面形態は東西に長い不整円形状を呈す

る。長径0.26m、短径0.25m、深さ0.11m。掘方は

浅く、暗面は扁平な台形状を呈する。

P2：中央柱穴。平面形態は北西－南東方向に長い楕円形

状を呈する。長径0.38m、短径0.32m、深さ0.12m。

P1と同様、掘方は浅く、断面は扁平な逆台形状を呈

する。

P3：東端柱穴。平面形態は不整隅丸方形状を呈する。長

径0.28m、短径0.28m、深さ0.41m。P1・2に比べ

て際立って深く、しっかりした掘方を有し、断面は

深いU字型を呈する。

埋土　黄褐色土ブロックを含み、粘性をやや有する、や

や茶色味がかった黒褐色土が堆積している。

柱間　P1・2間：0.94m、P2・3間：0.71m。

遺物　なし。

所見　4区の北西寄り、1号柱穴列のすぐ南側に並列

する。1号柱穴列よりも若干北西－南東に振れ気味であ

る。両柱穴列は非常に近接しているため、同時併存の可

能性は考えにくいが、新旧関係は不明である。おそらく
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は、一方が、もう一方の建て替えであった可能性も考え

られるが、1号柱穴列が3間で全長5.6mであるのに対

し、南側に近接する2号柱穴列は僅かに2間、全長も約

半分の2.26m足らずである。各柱穴の掘方は長径約0.26

～0.38m前後の楕円形ないし隅丸方形状を呈するが、1

号柱穴列の柱穴よりも不整で、大きさ・深さもまちまち

である。全体的には、小型で、抜き取り痕などもほとん

ど不明である。柱間は不揃いで、規模も小さいことから、

1号柱穴れと同様、簡易、軽微な臨時、仮設のものであっ

た可能性が高いように感じられる。1号柱穴列同様、柱

穴列の北側・南側からも顕著な遺構は検出されなかった

ので、何を画する柵であったのかも不明である。

時期　他の遺構との重複もなく、柱穴からの遺物の出土

が皆無であるため、正確な時期は不明であるが、遺構確

認面から見て古代のものと考えられる。

第87図　1・2号柱穴列

1号柱穴列

2号柱穴列
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1号柱穴列
1　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。粘性やや有り。

2号柱穴列
1　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。黄褐色土ブロックを含む。粘性やや有り。



　3．竪穴建物

　本遺跡から検出された古墳時代後期～平安時代中期の

竪穴建物は、1～8、10～29、31～39号竪穴建物の計37

棟である。いずれも竈を有する時期のものであるが、お

おむね北側か南東側に取り付くものが多い。

　2区からは13～29、31～32号の18棟の竪穴建物が検出

された。7世紀前半頃のものが1棟（21号）、7世紀後半

頃のものが2棟（15、29号）、7世紀代のものが1棟（31

号）、8世紀第3四半期頃のものが1棟（26号）、9世紀

第3四半期頃のものが1棟（27号）、10世紀前半頃のもの

と考えられるものが1棟（20号）、10世紀代のものと考え

られるものが2棟（13、14号）、古墳時代後期から平安時

代中期にかけてのものであることに間違いはないが、正

確な年代を絞り込めないものが9棟あった（16～19、22、

24、25、28、32号）。正確な年代を絞り込めない竪穴建

物が約半数を占めるが、年代がある程度判明するものの

中では7～8世紀のものが半数を占めている。

　東ないし南東側に竈が取り付くものは8棟で、北側に

取り付くものが6棟、南側に取り付くものが1棟である。

2区では、調査区の中央南寄りに密集して造られており、

17、20、23、26、27号の5棟、18・19号竪穴建物の2棟、

31・32号竪穴建物の2棟等が重複している。それ以外の

竪穴建物は、それぞれ単独で検出された。

　3区からは1～8・10～13号の12棟の竪穴建物が検出

された。9世紀第3四半期のものが5棟（2～4、9、

13号）、9世紀第4四半期のものが1棟（1号）、10世紀

第1四半期のものが3棟（5～7号）、規模や形状、構造、

埋土の状況等から見て古墳時代後期から平安時代中期に

かけてのものであることに間違いはないが、正確な年代

を絞り込めないものが3棟あった（8、10、11号）。3区

では7～8世紀の竪穴建物が存在していないことに特徴

がある。東側ないし南東側に竈が取り付くものは5棟、

北側に竈が取り付くものが1棟、南側に竈が取り付くも

のが3棟検出された。調査区の南東寄りからは5～8号

竪穴建物の4棟が重複して検出された。これらの竪穴建

物群では、5～7号竪穴建物が南竈、最も古い8号竪穴

建物のみ東竈である。これら以外の3区から検出された

竪穴建物は、重複なく、単独での検出である。

　4区からは、掘立柱建物1棟（8号）、柱穴列2条（1・

2号）、竪穴建物7棟（33～39号）等の遺構が検出された

た。竪穴建物は、7世紀前半のものが3棟（33～35、39号）、

9世紀後半のものが2棟（37、38号）、10世紀第1四半期

のものが1棟（36号）検出された。古墳時代後期の竪穴建

物の方が半数状を占めていた。

　平坦面が広く、比較的傾斜が少ない西寄りの箇所の方

により多くの竪穴建物が造営されたことは、地形的条件

から見れば当然のことである東側に竈が取り付くものが

4棟、北側に竈が取り付くものが5棟であった。吾妻地

域に特有な燃焼部から煙道にかけて石組で構築された竈

を有する竪穴建物も多く検出された。

　各調査区から検出された竪穴建物は、大きさも主軸方

位もおおむねまちまちであり、何棟もの竪穴建物が重複

して造られている箇所と、単独で造られている箇所があ

り、あまり計画的な配置とは考えにくい。

1号竪穴建物（第89図、PL.132・165）

位置　3区の中央。57号土坑のすぐ西側。21・58号土坑

のすぐ南側、86号土坑のすぐ東側にそれぞれ近接する。

X＝61808～813、Y＝－94760～765。

重複　なし。

平面形状　北西―南東方向ややに細長い隅丸長方形状を

呈する。

主軸方位　N－74°－W。

規模　長 径4.35m、 短 径4.24m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.39m、掘方までの深さ0.48m。

面積　14.43㎡。

埋土　主体となるのはサラサラした蝕感で、腐植土質で、

炭化物粒・焼土を不均等に含み、南側ではローム状土を

多く含む、やや締まり有る暗褐色土。竈付近の上層には、

黒色味を帯びるローム粒、焼土粒等が散見される黒褐色

土が、竈付近の下層には、混入物・混入物がなく、粘性

ごく僅かで締まり強い灰黄褐色土が堆積している。

床面　地山を比較的平坦に削り出した上に、地山ローム

状土をベースとし、黒色土を不規則に含み、褐色土ブ

ロックを約20％程度含む鈍い黄褐色土を約0.09～0.15m

程貼って、平坦な床面を形成している。壁高は約0.4m

前後で、ほぼ垂直に立ち上がる。標高426.15～20m前後。

竈　東壁の中央から南寄りに位置する。竈の主軸方位

はN－103°－Eで、北西－南東方向である。残存状態は

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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かなり悪い。全長1.23m、焚口の幅0.96m、燃焼部幅

0.80m、燃焼部は壁の外側に突出し、煙道部はさらに外

側に0.62m程延びている。中心部は非常に良く焼けてお

り、燃焼部南壁には、板状の自然石が組まれ、原位置を

保っているものと考えられるが、その他の構築材と考え

られる自然石は散乱し、竈が人為的に破壊された状況を

示しているものと考えられる。焚口部から燃焼部の底面

にかけては、建物床面よりも僅かに低くなり、煙道部は

斜めに立ち上がる。

貯蔵穴　竈の右下側、竪穴建物南東隅部から検出された。

検出時には南壁が若干崩落して、貯蔵穴の南壁が竪穴建

物本体の南壁の外側にまで僅かに広がっているような状

態であった。南北に長い楕円形状を呈し、長径0.90m、

短径0.87m、床面からの深さは0.44mであった。埋土は

黒褐色土主体で、底部に薄く鈍い黄褐色土が堆積してい

る。

柱穴　北東側、北西側、南西側、南東側に4基が確認さ

れた。北西側・北東側のP1・P2は竪穴建物の内側、通常、

当該期における竪穴建物の柱穴としてはごく通常の一般

的な位置にあるが、南西側・南東側のP3・P4は竪穴建物

南際から検出された。柱穴の位置としては、極めてアン

バランスである。しかしながら、掘方の調査においても

先行するような柱穴の痕跡等は全く検出されなかったの

で、建て替え等による柱穴の移動はなかったものと考え

られる。

P1：北西側柱穴。平面形態は北西―南東方向に僅かに長

い楕円形状を呈する。長径0.30m、短径0.70m、深

さ0.54m。深く、しっかりとした掘方を有し、断面

は深いU字型を呈する。埋土はP2と全く同一の暗褐

色土を主体とする。

P2：北東側柱穴。平面形態は北東―南西方向に長い楕円

形状を呈する。長径0.28m、短径0.26m・深さ0.39m。

深く、しっかりとした掘方を有し、断面は幅が狭く、

壁が垂直に近い角度で落ちる逆台形状を呈する。埋

土はP1と全く同じ暗褐色土主体。

P3：南東側柱穴。平面形態は南北に僅かに長い不整楕円

形状を呈する。長径0.31m、短径0.27m、深さ0.52m。

深くしっかりとした掘方を有し、断面はオーバーハ

ングした深いU字型を呈する。埋土はP4とほぼ同じ

黒褐色土を主体とする。

P4：南西側柱穴。東西に長い不整惰円形状を呈する。長

径0.33m、短径0.29m、深さ0.46m。深く、しっか

りとした掘方を有し、断面は深いU字型状を呈する。

埋土はP3とほぼ同じ黒褐色土を主体とする。

　各柱穴間の距離は、P1-2芯々間：1.46m、P2－3芯々間：

2.68m、P3-4芯々間：1.35m、P4-1芯々間1.39m。

周溝　北壁際と西壁際でのみ、部分的に検出された。北

壁から西壁にかけては巡るような状態ではなく、途切れ

ている。北壁際周溝は、全長1.91m、幅0.23m、床面か

らの深さは0.44m。西壁際周溝は、全長1.48m、幅0.24m、

床面からの深さは0.11m。

掘方　全体に地山は比較的平坦に削り出されており、竈

前付近に若干0.09m程、掘り窪められている箇所がある

が、床下土坑という程のものではなく、単なる掘削時の

凹凸と見られる。掘方の調査によって、北西隅～北側～

北東隅にかけて約0.3～0.9m分拡張されていた様子が明

らかになったが、柱穴の掘り直しの痕跡は見出すことは

出来なかった。また、北西側から北東側にかけての拡張

に伴って、竈の位置も変えられた可能性が考えられるが、

竈の造り替えの痕跡も全く見出すことは出来なかった。

遺物　出土した遺物量は然程に多くはない。16点を図化

して掲載した。竈下部からは9世紀第4四半期の土師

器甕口縁部～胴部上半破片が出土した（1、標高425.97

～426.36m）。掘方からは9世紀第4四半期の土師器甕

口縁部～胴部上半片1点（2、標高426.92m）、9世紀第

4四半期須恵器碗1/4片1点（3）、9世紀第4四半期須

恵器碗口縁部～体部片1点（4）が出土した。貯蔵穴から

は9世紀第3四半期の土師器甕口縁部～胴部上半片2点

が埋土中から出土した（5）。また、9世紀第4四半期、

の須恵器杯1/3片1点が南壁に懸かった状態で出土した

（6、標高425.80m）。中央部床面から約0.1m上からは

9世紀第4四半期の須恵器広口壺口縁部～胴部上位片1

点（7、標高426.35m）が出土した。床面直上からは須

恵器甕口縁部下位～胴部上位片1点（8、標高426.20～

426.33m）及び9世紀第4四半期完形須恵器杯1点（9、

標高426.19m）が出土した。他に埋土中から外面に墨書

があるが判読不能の黒色土器体部片1点（10）、須恵器杯

1/4片1点（11）、須恵器碗体部小片1点（12）、縄文時代

早期田戸下層式深鉢胴部片1点（14）、ほぼ完形の黒色頁

岩製石鏃1点（15）、粗粒輝石安山岩製石鏃1点（16）等が

第３章　発見された遺構と遺物
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出土した。

　なお、非掲載ではあるが、土師器大型製品片3点、粗

粒輝石安山岩礫2点が埋土中から出土している。

所見　3区のほぼ中央に位置する。3区から検出された

竪穴建物は縄文時代前期後半の9号竪穴建物を除いて平

安時代のものであり、1～4、8号竪穴建物は南東竈、

5～7号竪穴建物が南竈である。本竪穴建物は南東竈竪

穴建物事例の一つである。しっかりとした掘方を有し、

残存状態は比較的良好であった。

時期　出土した土器から9世紀第4四半期のものと考え

られる。

第88図　1号竪穴建物

貯蔵穴 P3 P4
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1号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　サラサラした蝕感で腐植土質。炭化物粒・焼土を不

均等に含み、南側ではローム状土を多く含む。締まりやや有り。
2　10YR3/2黒褐色土　土質は1層と同質。黒色味を帯びる。ローム粒、焼土

粒等散見。
3　10YR4/2灰黄褐色土　混入物・混入物なし。粘性ごく僅か、締まり強い。
4　10YR3/3暗褐色土　大粒の焼土粒、ロームブロック等を多く含む。締ま

りやや有り。
5　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山ローム状土をベースとし、黒色土を不規則

に含む。
6　10YR4/4褐色土　径10～30ｍｍのロームブロックおよび径5～10ｍｍの炭

化物粒を多く含む。
7　10YR3/3暗褐色土　径2～5ｍｍのローム粒子を多く含む。
8　10YR4/4褐色土　ローム粒子を多く含む。

1号竪穴建物貯蔵穴
1　7.5YR3/4褐色土　ブロック状のローム土、焼土を多量に、黒色土を不均

等に含む。上面に踏み固めや貼床痕跡認められない。締まりやや欠く。
2　10YR3/3暗褐色土　混入物少ない。粘性弱い。
3　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム土と2層との混土。締まりやや有り。

1号竪穴建物ピット
1　10YR3/3暗褐色土　フカフカした蝕感。ブロック状のローム状土を含

む。焼土散見。粘性ごく僅か、締まりやや欠く。上面に踏み固め痕跡な
し。

2　10YR2/3黒褐色土　黒色味強い。ロームブロックを含む。締まりやや欠
く。

3　10YR4/2灰黄褐色土　ローム土をベースとし、2層の黒色土を少量含
む。締まりやや有り。
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第89図　1号竪穴建物掘方

掘方

竈
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1号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　フカフカした蝕感。触の、ややしまり欠く微

粘性土。ローム粒・焼土を含む住居埋没土。粘性ごく僅か、締まり
やや欠く。

2　10YR4/2灰黄褐色土　1層の土にローム状土を多量に含む。締ま
りやや欠く。

3　10YR3/4暗褐色土　1層の土に近似する。大粒の焼土・ロームブ
ロックを含む。

4　2.5YR4/3鈍い赤褐色土　粘性有る土が被熱した層。ブロック状
の焼土主体。締まりやや有り。

5　10YR3/3暗褐色土　腐植土質。黒色灰を多く含む。炭化物粒はあ
まり多く含まない。

6　7.5YR4/3褐色土　小ブロック状の焼土と粘性有る褐色土との混
土。ローム土を多く含む。

7　10YR5/3灰黄褐色土　焼土ブロックを多量に含む。締まり強い。
8　5YR4/2灰褐色土　灰を含む細粒土が被熱赤変した層。
9　10YR3/3暗褐色土　細粒土主体。焼土を少量含む。
10　10YR4/4褐色土　ローム粒子を多く含む。
11　10YR4/2灰黄褐色土　ローム粒子を含む。
12　10YR3/2黒褐色土
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2号竪穴建物（第92～94図、PL.133・165・166）

位置　3区の中央から北西寄り。X＝61800～805、Y＝－

94777～781。

重複　6号竪穴建物の西側半分以上を掘り込む。

平面形状　北東―南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－88°－W。

規模　長 径4.46m、 短 径4.18m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.45m、掘方までの深さ0.45m。

面積　14.22㎡。

埋土　主体となるのは腐植土質で混入物少なく、上面に

焼土を含み、下に行くにしたがってローム状を多く含み、

粘性ごく僅かな黒褐色土。

床面　地山を凹凸激しく掘り込んだ上に、褐色土、暗褐

色、黒褐色土を約0.06～0.16m程貼って、平坦な床面を

形成している。壁高は約0.4m前後で、ほぼ垂直に立ち

上がる。竈の南側の床面、竪穴建物の南東隅一帯からP3

にかけてと、竈の北側の床面、竪穴建物北東隅の一帯、

P2を囲むように、床面から焼土の広がりが検出された。

また、竈前の、竪穴建物の中央部の床面からも焼土に広

がりが検出された。炭化材は纏まった状態では出土して

おらず、また、焼土の広がりも、それぞれ一定範囲内で

あり、竪穴建物の床面全体に広がっているわけではなく、

限定的なものである。標高426.00m

竈　東壁の中央から南寄りに位置する。竈の主軸方位は

N－111°－Eで、北西－南東方向である。残存状態はか

なり悪い。全長0.97m、焚口の幅1.07m、燃焼部幅0.80m、

燃焼部は壁の内側に位置し、煙道部は建物の外側へと延

びていたものと考えられるが、明確には検出されなかっ

た。竈袖石の残骸や燃焼部の構築材と考えられる自然石

が検出されたが、原位置を保っているものはほぼ皆無で

あり、散乱している。1号竪穴建物と同じく、竈が人為

的に破壊された状況を示しているものと考えられる。焚

口部から燃焼部の底面にかけては、建物床面とほぼ同じ

で平坦に続いているが、煙道部へはかなり急角度で立ち

上がる。

貯蔵穴　床面からは検出されなかった。

柱穴　北東側、北西側、南西側、南東側に4基が確認さ

れた。西側の2柱穴であるP1・P4はほぼ並行するが、東

側の2柱穴は、P3がP2の位置よりも大きく南側に寄って

おり、柱穴の位置としては、極めてアンバランスである。

しかしながら、掘方の調査においても先行するような柱

穴の痕跡等は全く検出されなかったので、建て替え等に

よる柱穴の移動はなかったものと考えられる。

P1：北西側柱穴。平面形態は北東―南西方向に僅かに長

い不整円形状を呈する。長径0.57、短径0.54m、深

さ0.32m。しっかりとした掘方を有し、壁はほぼ垂

直に立ち上がって、断面は隅丸長方形状を呈する。

埋土は暗褐色土を主体とし、底部の一部に灰黄褐色

土が堆積している。

P2：北東側柱穴。平面形態は北東―南西方向に長い楕円

形状を呈する。長径0.38m、短径0.35m・深さ0.31m。

深く、しっかりとした掘方を有し、断面はやや幅が

狭い逆台形状を呈する。埋土は暗褐色土主体。

P3：南東側柱穴。平面形態は北西―南東に長い不整楕円

形状を呈する。長径0.65m、短径0.50m、深さ0.37m。

深くしっかりとした掘方を有し、断面は不整逆台形

状を呈する。埋土は混入物が少なく粘性が弱い暗褐

色土を主体とし、上層に比較的薄くやや締まりを欠

く黒褐色土が堆積している。

P4：南西側柱穴。北西-南東方向に長い不整惰円形状を

呈する。口縁部が崩れて大きく開口し、漏斗状を呈

している。長径1.02m、短径0.62m、深さ0.36m。

比較的しっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状

を呈する。埋土はいささか複雑な様相を呈しており、

上層には薄く粘性が弱い暗褐色土が堆積し、中層に

ネットリとした感触のやや締まりが弱い黒褐色土が

堆積し、底部に黒褐色土とローム状土のブロックと

の混土である、やや締まりが有る灰黄褐色土が堆積

している。

　各柱穴間の距離は、P1-2芯々間：2.80m、P2－3芯々間：

2.34m、P3-4芯々間：1.71m、P4-1芯々間2.75m。

周溝　西壁際でのみ検出された。北西隅が全長1.91m、

幅0.23m、床面からの深さは0.44m。西壁際周溝は、全

長1.48m、幅0.27m、床面からの深さは0.08m。

掘方　全体に地山は凹凸激しく掘り込まれ、段差は0.01

～0.27mに及ぶ。竪穴建物の中央から南西隅側にかけて

床下土坑が3基検出された。

床下土坑　竪穴建物の南西寄りの位置から南北に長い不

整楕円形状の1号床下土坑が、南西隅からは東西に長い

不整楕円形状の2号床下土坑が、また、竪穴建物の中央

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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部からは、北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈する

3号床下土坑が、それぞれ検出された。1号床下土坑は、

検出長径1.26m、短径0.99m、深さ0.25m、南端部を2

号床下土坑に掘り込まれ、破壊されている。2号床下土

坑は、長径1.53m、短径0.68m、深さ0.42mの規模を呈

する。3号床下土坑は、長径0.72m、短径0.61m、深さ

0.18mの規模である。

遺物　出土した遺物量は然程に多くはない。16点を図

化して掲載した。2号床下土坑底面直上から9世紀第

2四半期黒色土器杯2/3片1点（1、標高426.27m）、竈

周辺床面直上から9世紀第3四半期土師器甕口縁部～

胴部中位片1点（2、標高425.91m）、土師器甕口縁部

～胴部下位片1点（3、標高426.02m）、土師器甕口縁

部～胴部中位片1点（4、標高425.977m）、土師器甕

口 縁 部 片 1 点（ 5、 標 高426.08m ）、 南 東 隅 部P4周 辺

床面直上から9世紀第3四半期の須恵器杯1/2片1点

（6、標高425.991m）、完形の須恵器杯蓋1点（7、標

高426.14m）、建物中央の床面直上から9世紀第3四半

期のほぼ完形の須恵器杯1点（8、標高425.99m）、P4

埋土中から粗粒輝石安山岩製完形砥石1点（9、標高

425.75m）、埋土中より9世紀第3四半期の土師器甕口

縁部～胴部上位片1点（10）、須恵器杯1/4片1点（11）、

須恵器碗底部片1点（12）、須恵器杯1/2片1点（13）、須

恵器皿1/4片1点（14）、須恵器杯蓋1/2片1点（15）、縄文

時代前期後半諸磯a式土器深鉢胴部片1点（16）、が出土

した。また、非掲載ではあるが、粗粒輝石安山岩二次加

工のある剥片1点、粗粒輝石安山岩敲石1点、粗粒輝石

安山岩礫・礫片8点、変質安山岩礫2点、溶結凝灰岩礫

1点が出土している。

所見　南東側に位置する1号竪穴建物と竈位置、規模、

形状がおおむね類似している。しっかりとした掘方を有

し、残存状態は比較的良好であった。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期のものと考え

られる。

第92図　2号竪穴建物
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第93図　2号竪穴建物掘方、竈

竈

掘方

1号床下土坑
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2号竪穴建物、床下土坑
1　10YR3/2黒褐色土　腐植土質。混入物少ない。上面に焼土を

含み、下に行くにしたがってローム状を多く含む。粘性ごく
僅か。

2　10YR3/3暗褐色土　土質は1層とほぼ同質。不揃いのローム
状土ブロックを不均等に含む。

3　10YR3/2黒褐色土　黒色味強い。大ブロック状の1層の土を
含む。

4　10YR2/3黒褐色土　ロームブロックをやや多く含む。
5　10YR3/4暗褐色
6　10YR2/3黒褐色土　ロームブロックをやや多く含む。径5～

10㎜の棚物を多く含む。
7　10YR3/3暗褐色土　径2～5㎜のローム粒子を多く含む。
8　10YR4/4褐色土　ローム粒子を多く含む。
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第94図　2号竪穴建物竈、竈掘方

竈掘方

竈
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2号竪穴建物竈
1　10YR2/3黒褐色土　径1～5㎜程のローム粒を多く含

むしまりある層。一部天井材を含むと思われる。
2　10YR4/4　褐色土　ロームをベースとし、1層の土や焼

土を含む。竈天井部及び袖の構築材。
3　10YR5/6黄褐色土　ロームをベースとする。混入物少な

い。竈天井部及び袖の構築材。
4　2.5YR4/6赤褐色土　焼土をベースとし、ロームブロッ

クを多く含む。竈天井部及び壁体の崩落土。
5　10YR4/4褐色土　ローム主体で、灰及び炭化物を多く含

む。燃焼部埋没土。
6　10YR2/3黒褐色土　黒色灰を多く含む。締まり弱い。
7　10YR4/4褐色土　ロームをベースとする火床整形層。被

熱痕は少なく、焼土等を多く含まない。締まり強い。
8　10YR3/4暗褐色土　ローム粒子を含む。
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第95図　2号竪穴建物竈出土遺物（1）
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第96図　2号竪穴建物出土遺物（2）
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3号竪穴建物（第97図、PL.134・166）

位置　3区の北西寄り。西壁に懸かる。4号竪穴建物の

すぐ北側に近接する。X＝61818～823、Y＝－94792～796。

重複　1面28・29号土坑、29号ピットに掘り込まれる。

平面形状　北西―南東方向に長い長方形状を呈していた

ものと考えられるが、西側約1/3強が調査区外に出るた

め不明。

主軸方位　N－23°－E。

規模　検出長径4.02m、短径3.63m、床面までの深さ約

0.14m。

検出面積　10.32㎡。

埋土　不揃いのロームブロック、炭化物粒を多く含み、

ローム土が被熱した焼土と炭化物粒とが混じる、締まり

のやや強い暗褐色土を主体とする。標高426.40m前後。

床面　床面と掘り方とはほぼ一致している。竈前の床面

には炭化物の広がりが見られた。

竈　東壁の中央から南寄りに位置する。竈の主軸方位は

N－116°－Eで、北西－南東方向である。残存状態は極

めて悪く、掘方のみが検出された。全長0.90m、焚口の

幅1.00m、燃焼部幅0.55m、燃焼部は壁の外側に位置

し、煙道部は建物の外側へと延びている。竈袖石の残骸

や燃焼部の構築材と考えられる自然石の破片等も、ごく

僅かにしか検出されなかった。焚口部から燃焼部の底面

にかけては、建物床面とほぼよりも僅かに低くなり、煙

道部へは非常に緩やかに立ち上がっていた様子が看取出

来る。燃焼部火床面は良く焼けていおり、焼土化が顕著

であった。

貯蔵穴　床面からは検出されなかった。

柱穴　竪穴建物の中央よりや南東側とやや北西側とで2

基が確認された。柱痕らしきものは全く検出されなかっ

た。

P1：南東側柱穴。平面形態は東西にやや長い不整楕円形

状を呈する。上面に踏み固められた痕跡がないので、

床下のピットとは認定せず、竪穴建物柱穴と判断し

た。長径0.33、短径0.29m、深さ0.34m。深くしっ

かりとした掘方を有し、断面は深く、幅が狭い逆台

形状を呈する。埋土はロームの小ブロックを主体と

し、黒色土を不均等に含む、締まりが強い灰黄褐色

土。

P2：北側柱穴。平面形態は北西－南東方向に僅かに長い

楕円形状を呈する。長径0.33m、短径0.31m・深さ

0.45m。深く、しっかりとした掘方を有し、断面は

深く、幅が狭い逆台形状を呈する。埋土は上層にロー

ムブロックが混じり黄色味を帯びる暗褐色土が、下

層に炭化物の混入が多い黒褐色土が堆積している。

　柱穴間の距離は、P1-2芯々間：1.70m。

周溝　調査範囲内においては検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出しており、掘方と床面とはほ

ぼ一致している。

床下土坑　調査範囲内においては検出されなかった。

遺物　出土した遺物量は然程に多くはない。2点を図化

して掲載した。竈前底面ほぼ直上から9世紀第3四半期

須恵器杯1/2片1点（1、標高426.39m）が出土した。また、

非掲載であるが、埋土中から黒色頁岩剥片1点が出土し

た。

所見　西側が調査区外に出るため、全容は不明である。

また、北西側西壁際を比較的広く削平され、破壊されて

いる。さらに、また、竈左袖付近や竈前を大きく後世の

土坑やピットによって掘り込まれ、ごく薄い状態でしか

検出されず、残存状態は悪い。竈位置や主軸方位などは、

同じ3区内の1・2・4号の各竪穴建物とおおむね類似

している。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期頃のものと考

えられる。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第97図　3号竪穴建物

竈

P1
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3号竪穴建物
1　10YR3/2黒褐色土　黒色土と灰色味を帯びた

砂質土との混土。不揃いの炭化物粒、焼土粒等
を不均等に含む。粘性弱く、締まりやや欠く。

2　10YR3/3暗褐色土　やや灰色味帯びる細粒土。
上面に焼土粒及び炭化物粒を含む。粘性弱い。

3　10YR4/2灰褐色土　ローム小ブロックを多量
に含む。

3号竪穴建物ピット1
1　10YR3/2黒褐色土　下層ほどロームブロック

を多く含む。

3号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　不揃いのロームブロック、炭化物粒を

多く含む。ローム土が被熱した焼土と炭化物粒とが混じ
る。締まりやや強い。

2　5YR3/4暗赤褐色土　ローム土が被熱した焼土と炭化物
粒とが混じる。締まりやや強い。

3　10YR4/2灰褐色土　ローム状土をベースとし、大粒のロー
ム粒をやや多く、黒色土をやや多く含む。焼土粒散見。締
まりやや強い。

1



０ １:２ ５㎝

０ 10㎝１:３

4号竪穴建物（第98・99図、PL.135・166）

位置　3区の北西寄り。西壁に懸かる。3号竪穴建物の

すぐ南側に近接する。X＝61818～823、Y＝－94792～796。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い長方形状を呈していた

ものと考えられるが、西側大部分が調査区外に出るため

不明。

主軸方位　N－24°－E。

規模　検出長径1.51m、短径3.48m、床面までの深さ約

0.28m。

検出面積　2.87㎡。

埋土　ロームブロックと暗褐色土との混土の灰黄褐色土

を主体とする。　

床面　床面と掘り方とはほぼ一致している。竈前の床面

には炭化物の広がりが見られた。標高426.40m前後。

竈　東壁の中央からやや南寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－124°－Eで、北西－南東方向である。残存状態

は極めて悪く、ほぼ掘方のみが検出された。全長0.75m、

焚口の幅0.80m、燃焼部幅0.45m、燃焼部は壁の外側に

位置し、煙道部は建物の外側へ0.65m延びている。燃焼

部壁の構築材と考えられる自然石は南側では2個、原位

置から並べられた状態で検出されたが、北側の部分では

ほとんど残っておらず、竈の南東側から出土したやや扁

平な川原石が竈袖石であった可能性が高い。焚口部から

燃焼部の底面にかけては、建物床面とほぼよりも若干低

くなり、煙道部へは緩やかに立ち上がっていた様子が看

取出来る。燃焼部火床面は良く焼けていおり、竈前にか

けてやや広範囲に焼土が顕著であった。

貯蔵穴　竪穴建物南隅部が低く掘り込まれ、貯蔵穴が存

在していた可能性が高いが、大部分が西側調査区外へと

出てしまうため、、不明であった。

柱穴　調査範囲内において柱穴は全く検出されなかっ

た。柱穴間の距離は、P1-2芯々間：1.70m。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出しており、掘方と床面とはほ

ぼ一致している。

床下土坑　検出されなかった。

遺物　出土した遺物量は然程に多くはない。2点を図化

して掲載した。東壁際、床面より約0.10m上から完形の

砥石が1点（2、標高426.49m）、埋土中から9世紀第3

四半期土師器甕口縁部～胴部中位片1点（1）が出土し

た。

所見　西側大部分が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。また、上面を大きく削平され、ごく薄い状態でし

か検出されず、残存状態は悪い。 竈位置や主軸方位な

どは、同じ3区内の1～3号の各竪穴建物とおおむね類

似している。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期頃のものと考

えられる。

第98図　4号竪穴建物出土遺物

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第99図　4号竪穴建物

竈

竈掘方
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4号竪穴建物
1　10YR3/2黒褐色土　ややネットリした蝕感の腐植土質。
2　10YR4/2灰黄褐色土　1層の土をベースとし、ローム粒を多量に含む。

4号竪穴建物竈　
1　10YR3/2暗褐色土　やや粗粒でサラサラした蝕感。焼土

粒、灰等の混入は少ない。竈袖裏込め部分。締まりやや
有り。

2　5YR4/3鈍い赤褐色土　1層の土と焼土との混土。下側
ほど大粒の焼土を多く含む。

3　10YR4/2灰黄褐色土　ローム小ブロックをベースとし、
黒色土を小ブロック状に含む。焼土粒散見。

4　10YR3/3暗褐色土　ロームを含む。
5　10YR3/3暗褐色土　ややサラサラとした蝕感の腐植土

質。ローム小ブロックを不均等に含む。火床にしては締
まり欠く。

6　5YR5/3鈍い赤褐色土　焼土をベースとし、黒色土及び
炭化物粒等を含む。ボソボソした蝕感。上面は1次火床
面。

7　5YR4/3鈍い赤褐色土　粗粒のローム状土。被熱した地
山中心。

8　10YR4/4褐色土　径50～70ｍｍのロームブロック主体。



5号竪穴建物（第100・101図、PL.136・166・167）

位置　3区の中央からやや南西寄り。65・69号土坑のす

ぐ東側に近接する。X＝61800～805、Y＝－94777～781。

重複　6号竪穴建物のおよそ西半分以上を掘り込む。

平面形状　北東―南西方向に僅かに長い隅丸長方形状を

呈する。

主軸方位　N－88°－W。

規模　長 径3.98m、 短 径3.86m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.52m、掘方までの深さ0.58m。

面積　11.61㎡。

埋土　黒色味が強く、炭化物粒を多く含む黒褐色土を主

体とする。

床面　地山を凹凸激しく掘り込んだ上に、灰黄褐色土を

約0.08～0.58m程貼って、平坦な床面を形成している。

壁高は約0.35m前後で、急角度でに立ち上がる。竪穴建

物の南西隅付近には、径0.4m前後の焼土の範囲が検出

され、竪穴建物北東隅近くの東壁際からは、長さ0.2～

0.58m、径0.04～0.08m前後の炭化財が纏まって出土し

たが、焼失家屋としての痕跡は全く検出されなかった。

焼土の広がりも一定範囲内であり、床面全体に広がって

いるわけではなく、限定的である。標高426.35m前後。

竈　南壁の南東隅寄りに位置する。竈の主軸方位はN－

7°－Eで、北東－南西方向である。残存状態は比較的良

好で、燃焼部から煙道にかけての壁面は自然石を組んで

構築されている様子が看取された。両袖石も、燃焼部

の壁を構築した石も、天井石も良い状態で残存してお

り、人為的に破壊された痕跡は認められなかった。全長

1.33m、焚口の幅0.92m、燃焼部幅0.33m、燃焼部は壁

の外側に位置し、煙道部は建物の外側へ1.12m程と延び

ている。焚口部から燃焼部の底面にかけては、建物床面

から、煙道部へは比較的緩やかに斜めに立ち上がる。

貯蔵穴　竪穴建物北東隅からP1が検出された。遺物は全

く出土しなかったため、用途や機能は不明である。上面

に踏み固められた痕跡が全く認められなかったため、床

下土坑ではなく、竪穴建物機能時に何らかの用途で使用

されていた土坑と判断した。北西－南東方向に長い楕円

形状を呈し、長径は0.83m、短径は0.64m、深さは0.26m

を測る。埋土は、上層に、炭化物を多く、焼土粒を不均

等に含み、粘性ごく僅かで締まりをやや欠く黒褐色土が

堆積し、下層から底部にかけては、褐色地山ローム細粒

土をベースとし、 ローム小ブロックを不均等に含む、締

まりやや有る灰黄褐色土が堆積している。

柱穴　床面からは柱穴は検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　全体に地山は凹凸激しく掘り込まれ、段差は0.01

～0.15mに及ぶ。竪穴建物の西壁際にかけてと、中央か

らやや南東寄りの位置に替えて、竈前から南東隅にかけ

てが特に一段と深く掘り窪められている。

床下ピット　中央から北寄りの位置、中央から西寄りの

位置、中央から南寄りの位置において、それぞれ1基ず

つ床下のピットが計3基検出された。埋土は腐植土質で、

ローム小ブロックを少量含み、締まりをやや欠く黒褐色

土が堆積していた。いずれもほぼ同規模で、全体的には

小規模ではあるが、ややしっかりとした掘方を有してお

り、断面は比較的幅が狭い逆台形状を呈する。1号床下

ピットは、南北にごくわずか長い歪な円形状を呈し、長

径0.24m、短径0.23m、深さ0.23m。2号床下ピットは、

東西に僅かに長い楕円形状を呈し、長径0.21m、短径

0.18m、深さ0.16m。3号床下ピットも、東西にやや長

い楕円形状を呈し、長径0.22m、短径0.19m、深さ0.16m

の規模である。ランダムに分布しており、用途や機能は

不明である。

遺物　出土した遺物量は然程に多くはない。8点を図化

して掲載した。竈底面直上からは10世紀第1四半期の土

師器鉢口縁部～体部上半片1点（1、標高426.45m）、土

師器鉢1/3片（2、標高426.57m）、土師器鉢底部～体部

下位片1点（3、425.45m）、土師器羽釜鍔片1点（4、

標高426.75m）が出土し、P1の南縁からは粗粒輝石安山

岩製完形石皿1点が出土した（7、426.30m）。また、埋

土中から縄文時代前期後半諸磯a式土器深鉢胴部片1点

（5）及び同口縁部片1点（6）が出土した。竪穴建物竈西

側南壁に懸かった状態で粗粒輝石安山岩製完形磨石が1

点（8、426.43m）出土した。また、非掲載ではあるが埋

土中から土師器大型製品片451点、須恵器小型製品片6

点、粗粒輝石安山岩礫2点が出土している。

所見　5号竪穴建物は、しっかりとした掘方を有し、残

存状態は比較的良好であった。3区南西寄りの位置から

検出された重複する4棟の竪穴建物群の1棟である。こ

の5号竪穴建物が最も新しい時期のもので、5号竪穴建

物が掘り込む6号竪穴建物が、7・8号竪穴建物を掘り

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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込み、7号竪穴建物が8号竪穴建物を掘り込んでいる。

5～8号の数字の順番による新旧関係である。これらの

竪穴建物群は、5～7号竪穴建物が南竈、最も古い8号

竪穴建物のみ東竈である。本遺跡において、竈が明確に

検出された竪穴建物の内、南竈のものは3区において検

出されたこれら5～7号竪穴建物のみであり、その点に

おいては異例である。

時期　出土した土器から10世紀第1四半期のものと考え

られる。

第100図　5号竪穴建物

P1

第３章　発見された遺構と遺物
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5号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　As-B粒、炭化物粒、焼土粒

等を不均等に少量含む。腐植土質でフカフカ
した蝕感。

2　10YR3/3暗褐色土  1層に比べローム粒を多
く含む。南側で焼土粒、東側で炭化物粒を多く
含む。締まりやや強い。　

3　10YR3/2黒褐色土　黒色味強い。炭化物粒を多
く含む。

5号竪穴建物ピット1
1　10YR3/2黒褐色土　炭化物を多く、焼土粒を不

均等に含む。上面に踏み固めた痕跡は認めら
れない。粘性ごく僅か、締まりやや欠く。

2　10YR4/2灰黄褐色土　褐色地山ローム細粒土
をベースとし、 ローム小ブロックを不均等に
含む。締まりやや有り。

3　10YR3/4暗褐色土　ローム土を小ブロック状
に含む。炭化物粒は混入しない。粘性有り、や
や締り欠く。
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第101図　5号竪穴建物掘方、竈

掘方

竈

1号床下ピット 2号床下ピット 3号床下ピット
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5号竪穴建物床下ピット1～3
1　10YR3/2黒褐色土　腐植土質。ローム小ブロックを少量含む。締まり

やや欠く。

5号竪穴建物竈
1　10YR3/2黒褐色土　灰色味を帯びる粘性有る土の

ブロックをやや多く含む。締まりやや強い。
2　10YR3/3暗褐色土　竈燃焼部の埋没土にしては焼

土等を多く含まない。締まり有り。
3　7.5YR3/3暗褐色土　ややネットリした蝕感。焼土

の小ブロックを含む。火床直上の埋没土にしては
焼土等の混入少ない。粘性ごく僅か、締まり有り。

4　10YR4/3鈍い黄褐色土　不揃いのロームブロック
を含む。

5　10YR3/3暗褐色土　混入物少ない。粘性ごく僅か。
6　10YR3/3暗褐色土　ロームの小ブロック、炭化物粒

等を不均等に含む。粘性弱く、締りやや強い。
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第102図　5号竪穴建物竈掘方、出土遺物（1）
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第103図　5号竪穴建物竈掘方、出土遺物（2）
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6号竪穴建物（第104・105図、PL.137・167）

位置　3区の中央からやや南西寄り。X＝61800～805、

Y＝－94776～779。

重複　5号竪穴建物に西側約半分強を掘り込まれる。7

号竪穴建物の西辺と、8号竪穴建物の南辺を掘り込む。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈していたも

のと推測出来るが、西側大半を5号竪穴建物によって破

壊されているため、全容は不明である。

主軸方位　N－2°－E。

規模　検出長径3.17m、短径3.43m、床面までの深さ約

0.29m。

検出面積　4.37㎡。

埋土　黒色味が強く、炭化物粒を多く含む黒褐色土を主

体とする。　

床面　地山をほぼ平坦に削り出して、平坦な床面を形成

している。壁高は約0.35m前後で、急角度でに立ち上が

る。検出範囲のほぼ全域からは、長さ0.05～0.28m、径

0.01～0.10m前後の炭化材が散在して出土したが、焼土

の広がりは全く検出されず、焼失家屋としての痕跡は検

出されなかった。標高426.50m前後。

竈　南壁に位置する。恐らくは竪穴建物の南東隅寄りに

位置していたものと推測される。竈の主軸方位はN－8°

－Wで、北西－南東方向である。上面を削平され、また、

燃焼部のほとんどを5号竪穴建物によって破壊されてい

るため、残存状態は悪いが、燃焼部から煙道にかけての

壁面に、自然石を組んで構築されていた様子が窺え、部

分的に煙道の両壁には煙道を構築した自然石残存し、自

然石を抜き取った痕跡等が検出された。5号竪穴建物造

営時までに人為的に破壊されたものと考えられる。燃焼

部は、5号竪穴建物によつて、ほぼ完全に破壊されてい

たが、竪穴建物の壁及びその内側の位置に構築されてい

たものと考えられる。検出全長1.62m、検出された焚口

の幅は0.69m、燃焼部幅0.36m。煙道部は建物の外側へ

1.37m程と延びている。焚口部から燃焼部の底面にかけ

ては平坦で、建物床面から、煙道部へは比較的緩やかに

斜めに立ち上がる。

貯蔵穴　竪穴建物北東隅からP1が検出された。本竪穴建

物を破壊して造営された5号竪穴建物内における土坑検

出位置と類似している。5号竪穴建物と同様、遺物は全

く出土しなかったため用途や機能は不明である。また、

上面に踏み固められた痕跡は認められなかったため、床

下土坑ではなく、竪穴建物機能時に何らかの用途で使用

されていた土坑と判断した。北西－南東方向に長い楕円

形状を呈し、長径は0.80m、短径は0.54m、深さは0.26m

を測る。5号竪穴建物P1とほぼ同様の規模である。埋土

は、褐色土をブロックに含む暗褐色土を主体とする。

柱穴　床面からは柱穴は検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出して床面を形成しているた

め、床面と掘方はほぼ一致している。

遺物　出土した遺物量は然程に多くはない。2点を図化

して掲載した。竈掘方からは10世紀第1四半期土師器鉢

体部下位片が（1、標高426.57m）、中央部床面直上から

土師器鉢底部～体部下半片が1点（2、標高426.61m）出

土している。また、非掲載ではあるが、埋土中から土師

器大型製品片11点、須恵器小型製品片1点が出土してい

る。

所見　西側大半を5号竪穴建物に掘り込まれ破壊されて

おり、全容は不明である。また、上面を削平され検出状

態も不良であった。ほぼ同位置に造営された5号竪穴建

物によって破壊されており、また、規模、形状、竈の位

置、土坑の位置、時期などがほぼ共通しているため、本

竪穴建物を改築して5号竪穴建物が造営された可能性も

想定できるように思われる。5号竪穴建物同様、南竈の

ものは本遺跡においては3区において検出されたこれら

5～7号竪穴建物のみであり、5号竪穴建物と同様、そ

の点においては異例である。

時期　出土した土器から10世紀第1四半期のものと考え

られる。

第３章　発見された遺構と遺物
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6号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　As-B粒、炭化物粒、焼土粒等を不均等に少量含む。

腐植土質でフカフカした蝕感。

6号竪穴建物ピット1
1　10YR3/3暗褐色土　サラサラした蝕感。炭化物粒をやや多く含む。締

まりややり弱い。
2　10YR3/4暗褐色土　褐色土をブロック状に含む。

6号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　焼土粒散見。粘性ごく僅か、締ま

りやや有り。
2　10YR3/3暗褐色土　サラサラした蝕感。焼土粒及び炭

化物粒等を少量含む。締まりやや欠く。
3　5YR4/3鈍い赤褐色土　粘土が被熱した焼土をベー

スとし、黒色土をブロック状に含む。　崩落した天井
部及び壁材。

4　10YR3/2黒褐色土　ややサラサラとした蝕感の腐植
土質。焼土を少量含む。締まりやや欠く。

5　10YR3/3暗褐色土　焼土粒、炭化物粒等をごく少量含
む。竈改築痕跡のない火床下層。締まり強い。

6　10YR3/4暗褐色土　不揃いのロームブロックをやや
多く、炭化物粒及び焼土粒を少量含む。

7　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い黒色土をベースとし、
ロームを不均等に含む。炭化物粒及び焼土粒は含ま
ない。締まりやや有り。

8　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土と焼土ブロック及
び黒色土との混土。締まり強い。

9　10YR3/2黒褐色土　灰を含む。サラサラした蝕感。煙
道からの埋没土。締まり弱い。

10　5YR4/3鈍い赤褐色土　細粒の焼土粒主体。
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7号竪穴建物（第106～108図、PL.138・167）

位置　3区の中央からやや南西寄り。91号土坑のすぐ南

側に近接する。X＝61800～805、Y＝－94774～777。

重複　6号竪穴建物に西側上面を掘り込まれる。8号竪

穴建物の南辺を掘り込む。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈していたも

のと推測出来る。

主軸方位　N－89°－E。

規模　検出長径3.87m、短径3.41m、床面までの深さ約

0.44m。

検出面積　10.91㎡。

埋土　粘性がごく僅かの黒色土をベースとし、ロームブ

ロックを不均等に含み、炭化物粒及び焼土粒を含まない

締まりがやや有る暗褐色土が上層に、地山褐色土をベー

スとし、焼土粒及び黒色土を含む。締まり強い。。黒色

味が強く、炭化物粒を多く含む黒褐色土を主体とする灰

黄褐色土が下層に堆積している。

床面　西側は6号竪穴建物に上面を掘り込まれている

が、本竪穴建物の方が深く掘り込まれていたため、床下

まで掘りこまれているピットは辛うじて検出された。6

号竪穴建物と重複していない部分についても削平を受け

ており、西辺から南辺、さらに東辺にかけて、竪穴建物

全周の約2/3弱程度箇所において壁高はほとんど検出さ

れなかった。壁が検出された地点における壁高は、最大

で約0.3m前後で、急角度で立ち上がっている。床面は、

地山を平坦に削り出して形成されているが、床面の残存

状況も極めて悪かった。標高426.43m前後。

竈　南東隅に位置する。竈の主軸方位はN－8°－Wで、

北西－南東方向である。上面を削平されているため残存

状態は悪いが、燃焼部から煙道にかけての壁面に、自然

石を組んで構築されていた様子が窺え、部分的に煙道の

両壁には煙道を構築した自然石が残存し、竈の周囲から

は竈の構築材であったと思われる自然石が散乱している

様子が検出された。人為的に破壊されたものと考えられ

る。燃焼部は竪穴建物の壁の外側の位置に構築されてい

たものと考えられる。全長1.62m、焚口の幅は0.63m、

燃焼部幅0.58m。煙道部は建物の外側へ1.18m程と延び

ている。焚口部から燃焼部の底面にかけては平坦で、建

物床面から、煙道部へは緩やかに斜めに立ち上がる。

貯蔵穴　竪穴建物南西隅からP4が検出された。用途や機

能は不明である。また、上面に踏み固められた痕跡は全

く認められなかったため、床下土坑ではなく、竪穴建物

機能時に何らかの用途で使用されていた土坑と判断し

た。南北に長い楕円形状を呈し、長径は0.72m、短径は

第105図　6号竪穴建物竈、出土遺物

竈掘方

第３章　発見された遺構と遺物
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0.64m、深さは0.44mを測る。埋土は、上層に径1～2

㎜の黄色粒子を含む灰黄褐色土が堆積し、下層に径10～

30㎜の炭化物を多く含む暗褐色土が堆積している。また、

その北側からはP5が検出された。P4と同様、上面に踏み

固められた痕跡は全く認められなかったため、床下土坑

ではなく、竪穴建物機能時に何らかの用途で使用されて

いた土坑と判断した。東西に長い不整楕円形状を呈し、

長径は0.61m、短径は0.50m、深さは0.29mを測る。埋

土は、最上層に薄く径1～2㎜の黄色粒子を含む灰黄褐

色土が堆積し、主体となっているのは径10～30㎜の炭化

物を多く含む暗褐色土で、底部に薄く褐色土が堆積して

いる。

柱穴　柱穴らしきものは3基検出された。3基とも柱痕

跡らしき形跡は全く検出されなかったものの、規模、形

状から見れば、柱穴と解釈するに何らの違和感はない。

とくに竪穴建物東側に南北に並存するP2・3は、位置的

に見てもそれぞれ北東隅柱穴、南東隅柱穴と見て全く不

自然ではない。しかしながら、西側の中央よりやや北寄

りの位置から検出されたP1はP2・P3いずれとも並列の位

置から大きく外れていることと、3点支柱となってしま

うことが不自然である。また、仮にP1を北西隅柱穴と解

釈し、P5が掘り込まれた位置に南西隅柱穴が存在した可

能性を考えたとしても、北西隅柱穴と北東隅柱穴とが位

置的に並立せず、大きく歪んだ形状になってしまい不自

然である。なお、埋土はいずれも径1～2㎜の黄色粒子

を含む灰黄褐色土である。

P1：西側柱穴。平面形態は北東-南西に僅かに長い不整

円形状を呈する。上面に踏み固められた痕跡はない

ので、床下のピットとは認定せず、竪穴建物柱穴の

可能性を考えた。長径0.28m、短径0.27m、深さ

0.21m。深くしっかりとした掘方を有し、断面は逆

台形状を呈する。

P2：北東隅柱穴。平面形態は北東-南西方向にわずか長

い不整円形状を呈する。長径0.30m、短径0.29m、

深さ0.38m。深く、しっかりとした掘方を有し、断

面は深く、幅が狭い逆台形状を呈する。

P3：南東隅柱穴。平面形態は北西―南東方向に長い不整

円形状を呈する。長径0.29m、短径0.22m、深さ

0.36m。深く、しっかりとした掘方を有し、断面は

深く、幅が狭い逆台形状を呈する。

　柱穴間の距離は、P2-3芯々間：1.70m。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出して床面を形成しているた

め、床面と掘方はほぼ一致している。

遺物　上面を掘り込まれているためか、出土した遺物量

は少なく、図化・掲載した遺物はいずれも埋土中に流れ

込んだとみられる縄文時代の土器片2点と石器である。

縄文時代早期後葉の鵜ヶ島台式土器深鉢口縁部片1点

（1）と、胴部片1点（2）である。掘方埋土中より黒曜石

製石鏃4/5片が1点出土した（3）。また、非掲載ではあ

るが、埋土中から2次加工のある黒曜石剥片1点が出土

している。

所見　西側を6号竪穴建物に掘り込まれ破壊されてお

り、また、全面的に上面を削平され検出状態は不良であっ

た。5・6号竪穴建物同様、南竈のものは本遺跡におい

ては3区において検出された本竪穴建物を含む3棟のみ

であり、5・6号竪穴建物と同様、その点においては異

例である。

時期　竪穴建物の年代観を示す遺物の出土が皆無である

ため、正確な年代は不明であるが、本竪穴建物を掘り込

んで造営された6号竪穴建物が、出土した土器から10世

紀第1四半期のものと考えられるので、本竪穴建物につ

いては、10世紀第1四半期以前のものと考えられる。

第106図　7号竪穴建物出土遺物
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7号竪穴建物
1　10YR3/4暗褐色土　不揃いのロームブロックをやや多く、炭化物粒、焼土粒を少量含む。。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性ごく僅かの黒色土をベースとし、ロームブロックを不均等に含む。炭化物粒及び焼土粒を含まない。締まりやや有り。
3　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土をベースとし、焼土粒及び黒色土を含む。締まり強い。。
4　10YR3/3暗褐色土　8号竪穴建物埋土。混入物少ない、締まりややり弱い。

7号竪穴建物ピット1
1　10YR4/2灰黄褐色土　ロームをベースとし、上側ほど炭化物粒を多く含む。締まりややしまり弱い。

7号竪穴建物ピット2
1　10YR3/3暗褐色土　上面に踏み固め痕跡は認められなかった。粘性弱く、締まりやや欠く。

7号竪穴建物ピット3
1　10YR3/3暗褐色土　ロームと黒色土との混土。締まりやや欠く。

7号竪穴建物ピット4
1　10YR3/3暗褐色土　ローム小ブロックを不均等に含む、締まりやや有り。
2　10YR3/3暗褐色土　腐植土質の黒色土とロームとの混土。1層より黒色味を帯びる。

7号竪穴建物ピット5
1　10YR3/2黒褐色土　ロームブロックを少量含む。硬質。粘性弱く、締まり有り。
2　10YR3/4暗褐色土　ロームブロックを多く含む。締まりやや欠く。
3　10YR4/4褐色土　暗褐色土ブロックを含む。
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7号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　腐植土質。焼土粒を不均等に少量含む。

竈構築材は見られない。締まりやや有り。
2　7.5YR4/2灰褐色土　土質は1層とほぼ同質。灰を多量に、焼

土粒、ローム粒をやや多く含む。サラサラした蝕感。
3　10YR3/2黒褐色土　灰を含む。サラサラした蝕感。煙道から

の埋没土。締まり弱い。
4　5YR4/3鈍い赤褐色土　細粒の焼土粒主体。
5　10YR3/3暗褐色土　ローム及び焼土のブロックを不均等に

含む。
6　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土の小ブロックをベースとし、

ロームブロック及び黒色土等を不均等に含む。締まりやや
弱い。焼土の含有率が高く、赤色味強い。

7　7.5YR4/3褐色土　焼土粒、灰を含む。サラサラした蝕感。締
まりやや弱い。

8　10YR3/3暗褐色土　火床下整形土。やや腐植土質。焼土粒を
ごく僅かに含む。締まりやや欠く。



8号竪穴建物（第109・110図、PL.139）

位置　3区の中央からやや南西寄り。91号土坑のすぐ南

側に近接する。X＝61801～806、Y＝－94773～777。

重複　6号竪穴建物に西側上面を掘り込まれ、7号竪穴

建物にほぼ全域を掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－1°－E。

規模　長径4.76m、短径4.47、床面までの深さ約0.24m、

掘方までの深さ0.31m。

面積　16.27㎡。

埋土　混入物少なく締まりのやや弱い暗褐色土主体。上

層の一部に径10～30㎜のロームブロックを多く含む褐色

土が堆積している。

床面　6・7号竪穴建物に上面を全面的に掘り込まれて

いるが、本竪穴建物の方が深く掘り込まれていたため、

掘方と床下まで掘りこまれているピットは辛うじて検出

された。6・7号竪穴建物と重複していない部分につい

ても上面は削平を受けており、西辺南2/3から南辺にか

けて壁高はほとんど検出されなかった。壁が検出された

地点における壁高は、最大で約0.22m前後で、急角度で

立ち上がっている。床面は、地山を凹凸激しく掘り込ん

だ上に、灰黄褐色土を0.02～0.11mほど貼って平坦面を

形成している。床面が検出できたのは、7号竪穴建物に

掘り込まれていない北壁から内側に幅0.1～0.13m入っ

た部分のみであった。標高426.34m前後。

竈　南東隅に位置する。竈の主軸方位はN－102°－E

で、東南東－西北西方向である。上面を完全に削平され、

ほとんど平坦化されたような状態でしか検出されなかっ

た。残存状態は悪く、掘方の底面が辛うじて検出された

程度である。燃焼部や煙道の構築材は一切検出されず、

焼土や炭化物等の検出も皆無であった。すぐ南側に、あ

たかも隣接するかのように、主軸方位をほぼ90度変えて

7号竪穴建物の竈が構築されているため、7号竪穴建物

造営時に完全に破壊された可能性が考えられる。竈の周

囲からは竈の構築材を見出すことは出来なかった。燃焼

部は竪穴建物の壁の外側の位置に構築されていたものと

考えられる。全長0.8m、焚口の幅は0.63m、燃焼部幅

0.58m。煙道部は建物の外側へ0.76m程と延びている。

焚口部から燃焼部の底面にかけては一段深く掘り窪めら

れており、建物床面から煙道部へは非常に緩やかに斜め

に立ち上がる。

貯蔵穴　検出されなかった。

柱穴　検出されなかった。

周溝　東壁際と西壁際にて検出された。東壁際の周溝は

竈の左袖下から北に約1.6m分が検出された。西壁際の

周溝は、竪穴建物北西隅から約1.2m分が検出され、そ

れより南側では、7号竪穴建物によって破壊されていた。

両側とも幅は0.22m前後、深さは床面から0.05m前後の

であった。竪穴建物の壁際を全周するように造られてい

たわけではないようである。

掘方　地山を凹凸激しく掘り込んでいる。特に北東隅、

北西隅と、南側は一段と深く掘り窪められている。掘方

の高低差は、0.01～0.12m程度である。南壁際から床下

のピットが2基検出された。

床下ピット　北側から検出されたものをP1,南側から検

出されたものをP2とした。柱痕は認められず、上面に踏

み固められた痕跡が顕著であった。床下ピットP1は北東

－南西方向に長い楕円形状を呈する。長径0.35m、短径

0.30m、深さは0.19m。土層断面図が取られておらず、

また、エレベーション図を作成するにもピット周辺の標

高が取られていなかったために作図は出来なかった。埋

土についても記録が取られていなかったため、不明であ

る。床下ピットP2は、床下ピットP1の西北西約1mに位

置する。隅丸方形状を呈し、長径0.27m、短径0.25m、

深さ023m。埋土は、ロームの小ブロック主体で、黒色

土ブロックを不均等に含む締まり強い灰黄褐色土が堆積

している。なお、P1・P2の芯々間の距離は1.25mである。

遺物　上面を掘り込まれているためか、竪穴建物に伴う

遺物は皆無であった。また、非掲載であるが、黒曜石の

2次加工がある剥片が1点出土している。

所見　西側を6号竪穴建物に掘り込まれ破壊されてお

り、また、上面の大部分を7号竪穴建物によって掘り込

まれているため、検出状態は極めて悪い。重複する5～

8号竪穴建物の中では最も面積が大きく、本遺跡から検

出された平安時代の竪穴建物としては、大規模な部類に

入るものであったが、掘方からも柱穴等は全く検出され

なかった。東側に竈が取り付いており、3区では1～4

号竪穴建物と同様、本遺跡においては類例が多いスタイ

ルの竪穴建物である。

時期　竪穴建物の年代観を示す遺物の出土が皆無である

第３章　発見された遺構と遺物
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ため、正確な年代は不明であるが、本竪穴建物を掘り込

んで造営された6号竪穴建物が、出土した土器から10世

紀第1四半期のものと考えられるので、7号竪穴建物と

同様、本竪穴建物についても10世紀第1四半期以前のも

のと考えられる。

第109図　8号竪穴建物
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8号竪穴建物
1　10YR3/4暗褐色土　不揃いのロームブロックをやや多く、炭化物粒、焼土粒を少量含む。。
2　10YR3/3暗褐色土　粘性ごく僅かの黒色土をベースとし、ロームブロックを不均等に含む。炭化物

粒及び焼土粒を含まない。締まりやや有り。
3　10YR4/2灰黄褐色土　地山褐色土をベースとし、焼土粒及び黒色土を含む。締まり強い。。
4　10YR3/3暗褐色土　8号竪穴建物埋土。混入物少ない、締まりややり弱い。
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第110図　8号竪穴建物掘方、竈

2号床下ピット

掘方

竈 竈掘方
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8号竪穴建物床下ピット2
1　10YR3/2黒褐色土　ローム小ブロックを含む。粘性弱い。

8号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　ローム粒を多く、焼土粒を少量含む。締まり欠く。
2　7.5YR4/2灰褐色土　竈崩落土と1層の土との混土。下側に焼土を多く含む。竈天井部の可能性大。

粘性弱く、締まりやや欠く。
3　10YR4/3鈍い黄褐色土　ロームブロックをベースとし、焼土粒を少量含む。締まり強い。
4　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土の小ブロックをベースとし、ロームブロック及び黒色土等を不均等に

含む。締まりやや弱い。焼土の含有率が高く、赤色味強い。
5　7.5YR4/3褐色土　焼土粒、灰を含む。サラサラした蝕感。締まりやや弱い。
6　10YR3/3暗褐色土　火床下整形土。やや腐植土質。焼土粒をごく僅かに含む。締まりやや欠く。
7　2.5Y4/3オリーブ褐色土　焼土粒を含む。ややサラサラとした触感。
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10号竪穴建物（第111図、PL.141）

位置　3区の南端、西寄り。南壁に懸かる。99号土坑の

すぐ東側に近接する。X＝61792～794、Y＝－94768～771。

重複　なし。

平面形状　大半が南側調査区外へと出ているため、全容

は不明である。竪穴建物の北西隅部が僅かに検出された

に過ぎない。

主軸方位　N－69°－W。

規模　検出東西長3.09m、検出南北長1.71m、床面まで

の深さ約0.47m。

検出面積　1.62㎡。

埋土　細礫を不均等に含む腐植土質の黒褐色土主体。底

面付近の一部に灰黄褐色土が堆積している。

床面　地山をほぼ平坦に屑り出して、床面を形成してい

る。床面と掘方とがほぼ一致している。壁高は約0.4m

前後で、斜め急角度に立ち上がっている。標高426.31m

前後。

竈　検出されなかった。

貯蔵穴　検出されなかった。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出された範囲では壁際を全周して造られていた

様子が判明した。幅は0.04～0.12m、床面からの深さは

0.06～0.11mである。

掘方　地山を平坦に削り出し、掘方と床面とが一致して

いる。

遺物　検出範囲がごく限定されているためか、出土した

遺物は皆無であった。

所見　南側大半が調査区南壁外へと出ており、竪穴建物

の北西隅部が辛うじて検出された程度である。調査区南

壁の土層断面から推察するに、しっかりとした掘方を有

する竪穴建物であったと考えられる。

時期　竪穴建物の年代観を示す遺物の出土が皆無である

ため、正確な年代は不明である。本遺跡から検出された

他の竪穴建物の状況と比較して、古墳後期～平安時代中

期のものであった可能性が高いように思われる。

11号竪穴建物（第112図、PL.142）

位置　3区の南端、西寄り。南壁に懸かる。99号土坑の

すぐ西側に隣接する。X＝61792～794、Y＝－94773～779。

重複　1面92～94号土坑に北西隅付近や北側を掘り込ま

れる。

平面形状　かなりの部分が南側調査区外へと出ているた

め、全容は全く不明である。北西隅と北東隅部を含む、

竪穴建物の北半分程度が検出された。

主軸方位　N－69°－W。

規模　検出東西長5.09m、検出南北長3.64m、床面まで

の深さ約0.33m。

検出面積　11.36㎡。

埋土　主体は焼土粒、炭化物粒を含む黒褐色土。

床面　地山をほぼ平坦に屑り出して、床面を形成してい

る。床面と掘方とがほぼ一致している。西壁付近と、検

出範囲における中央からやや北寄りの部分で、床面に焼

土と炭化物が広がる箇所が検出され、西壁際からは炭化

物塊が3点纏まって出土したが、焼失家屋であることを

示す積極的な根拠は確認することが出来なかった。壁

高は約0.64m前後で、急角度に立ち上がっている。標高

426.50m前後。

竈　検出されなかった。

貯蔵穴　調査範囲では検出されなかった。第111図　10号竪穴建物

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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10号竪穴建物
1　10YR 4/2灰黄褐色土　洪水堆積物らしい黄色味強い砂質土を多量に含

む。表土に比べ黒色味をおびるAs-Kkを多量に含む層。
2　10YR3/3暗褐色土　ブロック状のAs-Bと3層の土との混土。As-Kk粒を

不規則に含む。As-Bの一次堆積層はない。
3　10YR2/2黒褐色土　フカフカした腐植土質。細礫を不均等に含む。粘性

弱く、締まり欠く。
4　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土と3層の土との混土。粘性有り。締

まりやや強い。
5　10YR 4/2灰黄褐色土　ロームと3層の土の混との土。締まりやや有り。
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柱穴　調査範囲では検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出し、掘方と床面とが一致して

いる。検出範囲の南西寄りの位置から床下土坑と考えら

れる土坑が検出された。

床下土坑　竪穴建物の中央部に近い位置に存在し、床下

の施設と考えなければ不自然な位置に所在しているこ

と、上面に踏み固められた痕跡があること、柱痕が認め

られなかったこと等の点から床下土坑と判断した。東西

に長い楕円形状を呈する。長径0.85m、短径0.54m、深

さ0.46mで、埋土はフカフカした、締まりの弱い黒褐色

土である。

遺物　検出範囲がごく限定されているためか、出土した

遺物は少なく、図化・掲載した遺物はない。非掲載であ

るが、埋土中から土師器大型製品片5点、石英閃緑岩礫

が1点と粗粒輝石安山岩礫が1点出土している。

所見　調査範囲では検出されなかった。

時期　竪穴建物の年代観を示す遺物の出土が皆無である

ため、正確な年代は不明である。本遺跡から検出された

他の竪穴建物の状況と比較して、古墳後期～平安時代中

期のものであった可能性が高いように思われる。

12号竪穴建物（第113図、PL.143・167）

位置　3区の南西隅付近。X＝61792～798、Y＝－94789～

795。

重複　1面10号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－65°－W。

規模　長径5.15m、短径4.73m、床面までの深さ0.53m、

掘方までの深さ0.85m。

面積　19.67㎡。

埋土　ややフカフカした触感で、径10㎜程の小礫を多く

含み、焼土粒、ローム粒を不均等に含み粘性弱い暗褐色

土を主体とする。

床面　地山を凹凸激しく掘り窪めた上に、壁際付近では、

ロームが薄く、焼土・炭化物粒を少量含む暗褐色土を約

0.01～0.13m、中央部では黒褐色土と粘性の有る地山褐

第112図　11号竪穴建物

P3
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11号竪穴建物
1　10YR3/4暗褐色～10YR8/3浅黄色軽石層　径1～15

㎜程のAs-Kk1次堆積層。
2　10YR2/2黒褐色土  As-Bをブロック状に含む。
3　10YR2/2黒褐色土　As-Bテフラ(アッシュ)とAs-Kk

テフラ(パミス)にはさまれた堆積している土層。
4　10YR6/1褐灰色火山灰層　径1㎜以下のAs-Bの微

細なアッシュ1次堆積層。最下部には径1～2㎜
程の軽石が堆積。

5　10YR2/2黒褐色土　炭化物粒、焼土粒を僅かに含
む。

6　10YR2/3黒褐色土　5層の土と基本的に同質であ
るが、5層よりもやや明るい色調を呈する。

7　10YR3/3暗褐色土 
8　10YR3/4暗褐色土　ローム粒、炭化物粒を含む。

11号竪穴建物ピット3
1　10YR2/3黒褐色土　フカフカした土。締まり弱い。
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12号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　ややフカフカした蝕感。径10㎜程の小礫を多く含む。焼土粒、

ローム粒を不均等に含む。粘性弱い。
2　10YR3/3暗褐色土　粘土のような細粒の黄色粘性土と炭化物粒を多く、焼土ブロッ

クを不均等に含む。
3　10YR3/2黒褐色土　黒色味強い。炭化物粒を多く含む。締まりやや強い。
4　10YR4/2灰黄褐色土　黒色土小ブロックを含む。締まり強い。
5　10YR3/3暗褐色土　土質は1層とほぼ同質。ロームが薄く、一部で互層状に見られ

る貼床。あまり硬化度は高くない。焼土・炭化物粒を少量含む。
6　10YR4/3鈍い黄褐色土　黒褐色土と粘性有る地山褐色土ブロックとの混土。ローム

ブロックを含む。焼土粒及び炭化物粒をほとんど含まない。
7　10YR4/4褐色土　ロームをベースとし、黒色土ブロックを不均等に含む。
8　10YR4/3鈍い黄褐色土　ロームをベースとし、黒色土をブロック状に含む。

12号竪穴建物ピット1～ピット5
1　10YR3/3暗褐色土　ローム粒及びロームの小ブ

ロックを含む。混入物少ない。締まりやや強い。
2　10YR3/2黒褐色土　黒色味強い。炭化物粒をやや多

く含む。
3　10YR4/4鈍い黄褐色土　
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12号竪穴建物竈
1　5YR3/2暗赤褐色土　不揃いの焼土ブロックを含む。

天井部の崩落ではなく、壁側からの流れ込みと考え
られる。締まりやや欠く。

2　10YR3/3暗褐色土　ネットリした蝕感触。焼土粒及、
炭化物粒、ローム粒をやや多く含む。締まりやや有
り。

3　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム主体のカマド構築材。
赤色味強い部分有り。ブロック状。焼土ブロックを含
む。締まり有り。

4　10YR3/3暗褐色土　フカフカした触感。炭化物粒や灰
を多く、焼土粒、ローム粒を含む。締まりやや欠く。燃
焼部内埋没土。

5　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土ブロックと4層の土と
の混土。炭化物粒を多く含む。火床直上の埋没土。一
部に締まり強い部分あり。

6　10YR3/2黒褐色土　サラサラとした蝕感。粘性有る地
山の土をベースとし、炭化物粒、灰を含む。焼土粒を
不均等に含む。締まり欠く。

7　被熱による地山の赤変部分。硬化は見られない。
8　10YR5/4鈍い黄褐色土　ロームをベースとする。



色土ブロックとの混土で、ロームブロックを含み、焼土

粒及び炭化物粒をほとんど含まない鈍い黄褐色土を約

0.05～0.06m程貼って、平坦な床面を形成している。標

高426.35m前後。

竈　北辺の中央よりやや東寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－25°－Eで、北東－南西方向である。残存状態は

必ずしも良好とは言い難いが、煙道の壁面を構築したと

考えられる自然石が組まれた状態で検出された。両袖は

地山を段状に削り出した上に芯材に自然石を据え、その

上から粘土を貼って構築されていたと考えられるが、地

山を削り出して形成された両袖の基部しか検出されな

かった。竪穴建物の南東隅部周辺には、焚口部の上に懸

けたであろう天井石や、袖石の残骸と思われる自然石、

さらには竈の構築材として使用されたであろう自然石が

纏まった状態で散乱しており、竪穴建物廃棄時に、意図

的に竈が破壊されたものと推測出来る。燃焼部は竪穴建

物の壁の位置に構築されている。竈の全長は1.70m、焚

口の幅は1.23m、燃焼部幅0.72m。煙道部は建物の外側

へ1.16m程と延びている。焚口部から燃焼部の底面にか

けては平坦で、建物床面から、煙道部へは斜めに、比較

的急に立ち上がっている。

貯蔵穴　検出されなかった。

柱穴　北東隅、南東隅、北西隅、南西隅から各1基ず

つ、計4基が検出された。4基とも上面に踏み固められ

た痕跡は皆無であった。柱痕は全く検出されなかったも

のの、規模、形状から見れば、柱穴と解釈するに何らの

違和感はない。ただ、位置的には北側の2柱穴P1・P2が

壁から若干の距離を取った内側に掘られているのに比し

て、P3・P4は壁に懸かるような状態で掘り込まれている。

なお、埋土はいずれもローム粒及びロームの小ブロック

を含み、混入物が少なく、締まりがやや強い暗褐色土主

体で、部分的に、黒色味強く炭化物粒をやや多く含む黒

褐色土や、底部に鈍い黄褐色土の堆積が認められるもの

も存在した。 また、北側列の柱穴P1・2のみは上面が

漏斗状に広がっており、抜き取られ、据え直された可能

性が考えられる。

P1：北西隅柱穴。平面形態は北西-南東に長い不整円形

状を呈する。上側開口部が漏斗状に広がっている。

長径0.84m、短径0.83m、深さ0.55m。深くしっか

りとした掘方を有し、断面は漏斗状を呈する。

P2：北東隅柱穴。平面形態は北東―南西方向に長い楕円

形状を呈する。長径0.84m、短径0.62m、深さ0.53m。

深く、しっかりとした掘方を有し、断面は深く、漏

斗状を呈する。

P3：南東隅柱穴。平面形態は北西―南東方向に僅かに長

い不整円形状を呈する。長径0.38m、短径0.36m、

深さ0.55m。深く、しっかりとした掘方を有し、壁

は垂直に近い状態で落ちている。断面は深く、幅が

狭い逆台形状を呈する。

P4：南西隅柱穴。平面形態は北西―南東方向に長い不整

円形状を呈する。長径0.52m、短径0.34m、深さ

0.42m。深く、しっかりとした掘方を有し、壁は垂

直に近い状態で落ちている。断面は深U字形状を呈

する。

　柱穴間の距離は、P1-2間芯々間1.48m、P2-3芯々間：

3.20m、P3-4芯々間1.42m、P4-1芯々間3.35m。

周溝　検出されなかった。

掘方　中央部を北西－南東方向に約2.4m、北東－南西方

向に約1.94m幅の隅丸長方形状に遺し、その周囲を溝状

に一段深く、0.35～0.78m幅で溝状に掘り込んでいる。

元来、一回り小規模な竪穴建物だったものを、竈の位置

を変えずに壁を約0.3～0.5m外側に若干移し替えて拡張

された可能性が考えられる。北側のP1・P2に据えられた

柱は、その際に据え直された可能性が高い。ただ、南側

の柱穴であるP3・P4がほぼ壁に懸かる位置に掘り込まれ

ているのは拡張後に行われたと解釈すると、掘方におい

て拡張前の柱穴が検出されていないので、拡張前の一回

り小ぶりな竪穴建物は、柱穴を有しない構造であり、検

出された4基の柱穴は、いずれも竪穴建物の拡張後に掘

り込まれたものと解釈する他はない。

遺物　14点を図化・掲載した。出土した土器は、いず

れも9世紀第3四半期のものであった。床面直上から

出土したものは非常に少ない。北東隅付近の床面直

上からは土師器甕口縁部～胴部上位片2点（1、標高

426.31m。2、426.30m）、須恵器杯1/4片1点（3、標

高426.33m）、完形の須恵器杯1点（4、標高426.35m）

が出土した。南東隅の床面直上からは須恵器杯1/4片が

1点（5、標高426.38m）、粗粒輝石安山岩製完形砥石（6、

標高426.34m）が出土した。そのほかの遺物は、いずれ

も床面から0.1～0.4cｍ前後上の埋土中から出土したもの

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

である。竪穴建物の北東隅から須恵器杯1点（7、標高

426.40m）、東側からはほぼ完形の須恵器椀1点（8、標

高426.59m）、須恵器杯1点（9、標高426.59m）が、竈

左袖の西側からは土師器甕口縁部～胴部中位片1点（10

が出土した。また、埋土中から須恵器杯1/4片1点（11）

須恵器椀1/4片が1点（12）、縄文時代中期中葉焼町類型

深鉢胴部片が1点（13）、縄文時代の黒色頁岩製分銅型打

製石斧2/3片1点（14）が出土している。また、非掲載で

はあるが、埋土中から2次加工のある黒曜石剥片1点、

変質安山岩礫1点、粗粒輝石安山岩礫3点等が出土して

いる。

所見　南西隅が上面より攪乱されているが、全体的に残

存状態は良好である。掘方の調査により、一回り大きく

拡張されていた可能性が考えられるが、竈の位置は変え

られていない。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期のものと考え

られる。

第115図　12号竪穴建物出土遺物（1）
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第116図　12号竪穴建物出土遺物（2）
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13号竪穴建物（第117図、PL.108・168）

位置　2区の中央から南西寄り。調査区西壁に懸かる。

X＝61789～796、Y＝－94850～853。

重複　1面136号土坑に掘り込まれる。

平面形状　西側が調査区外に出ているため、全容は不明

である。

主軸方位　N－7°－W。

規模　南北径6.67m、検出東西径2.93m、床面までの深

さ0.53m。

検出面積　15.37㎡。

埋土　上層にAs-Kk粒を多量に含む灰褐色土が、一次堆

積のAs-Bを挟んで、下層に暗褐色土が、壁際の一部に褐

色土が堆積している。標高426.86m前後。

床面　地山を比較的平坦に削り出して床面を形成してい

る。床面と堀方とは一致している。

竈　東辺の北東隅寄りに位置する。竈の主軸方位はN－

64°－Eで、北東－南西方向である。残存状態は必ずしも

良好とは言い難く。袖の芯材や燃焼室天井などを構成し

たと考えられる自然石は竈周辺に散乱した状態で検出さ

れ竪穴建物廃棄時に、意図的に竈が破壊されたものと推

測出来る。燃焼部は竪穴建物の壁のやや外側の位置に構

築されている。竈の全長は0.53m、焚口の幅は0.59m、

燃焼部幅0.39m。煙道部は建物の外側へ0.41m程と延び

ている。焚口部から燃焼部の底面にかけては掘り窪めら

れ、底面から煙道部へは斜めに、比較的緩やかに立ち上

がっている。竈の燃焼部から竈前にかけての床面からは

焼土及び炭化物の堆積が顕著な範囲が検出された。

貯蔵穴　竪穴建物の北東隅寄り、東壁際から2基が（P1・

P2）、中央部の東壁寄りの位置から1基（P3）の計3基が

検出された。P1はP2の南側に接するように位置している

が、P2によって掘り込まれているので、P2以前の古い段

階の貯蔵穴であると考えられる。P1は北西－南東方向に

長い楕円形状を呈し、長径1.04m、短径0.66m、深さ

0.39m。上層に径1㎜程の黄褐色粒子、径1～3㎜程の

炭化物粒を含む、粘性強い暗褐色土が、下層には1層よ

りもやや暗い色調を呈する暗褐色土が堆積している。や

やしっかりとした堀方を有し、断面は扁平な逆台形状を

呈している。P2はP1の北側に接して検出された。先述し

た通り、P1の北辺を僅かに掘り込んでいるので、P1の後

から掘り直された貯蔵穴と考えられる。南北にほぼ長い

楕円形状を呈し、長径0.98m、短径0.78m、深さ0.40m

と先行する貯蔵穴であるP1とほぼ同規模を呈する。埋土

は径1㎜程の黄褐色粒子、径1～3㎜程の炭化物粒を含

む、粘性強い暗褐色土主体で、底部壁際の一部に鈍い黄

褐色土が斜めに堆積している。P1と同様、ややしっかり

とした堀方を有し、断面は扁平な逆台形状を呈する。P3

は竪穴建物中央部東壁寄りから検出された。通常、竈の

周囲に掘り込まれることが多い貯蔵穴の一般的な貯蔵穴

として機能したものか否かは不明であるが、上面に踏み

固められた痕跡がないので、竪穴建物と同時期に機能し

ていたものと考えられる。東西に僅かに長い円形状を呈

し、長径0.60m、短径0.57m、深さ0.63m。埋土は上層

に径1㎜程の黄褐色粒子、径1～3㎜程の炭化物粒を含

む、粘性強い暗褐色土が、褐色土をブロック状に含む暗

褐色土が滞積している。P1・P2に比べて深く、しっかり

とした堀方を有し、壁は垂直に近い状態で下がっている。

断面は深い逆台形状を呈する。

柱穴　検出されなかった。

周溝　竪穴建物の検出範囲内においては、竪穴建物の東

壁のほぼ南半分から南東隅部に懸けてのみ検出された。

検出全長は約3.72m、幅0.18m、深さ0.08m。

掘方　堀方と床面とは一致している。。

遺物　図化・掲載した遺物はない。非掲載ではあるが、

埋土中から変質安山岩礫片1点が出土している。

所見　西側が大きく調査区に鹿部外へと出ているため、

全容は不明であるが、埋土中に天仁元（1108）年降下の浅

間B軽石の一次堆積層が顕著に確認できるので、10世紀

頃の竪穴建物であったと推測されるが、10世紀の竪穴建

物であるならば、かなり大きな部類に入るであろう。　

しっかりとした堀方を有している。大きな竪穴建物であ

る割には、竈の堀方は比較的貧弱であるが、そのことも

10世紀代の竪穴建物には比較的多く見られる特徴と合致

している。

時期　竪穴建物の年代を示すような遺物は出土していな

いため不明であるが、規模、形状及び埋土の状況から見

て、10世紀代のものと推測できる。
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第117図　13号竪穴建物

竈 竈掘方
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13号竪穴建物
1　10YR4/2灰褐色土　径5㎜以下を主

体に径15㎜程度までのAs-Kk粒を多
量に含む。

2　N5/0灰色土　一次堆積のAs-B。
3　10YR3/4暗褐色土　4層に同じだが、

黄褐色粒子を含まない。粘性強い。
4　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜程の

黄褐色粒子を全体に、径3～5㎜の
炭化物を含む。粘性強い。

5　10YR4/4褐色土　4層より明るい色
調を呈する。径2～5㎜程の黄褐色
粒子を4層よりも少なく含む。粘性
強い。 

13号竪穴建物ピット1・2　
1　10YR3/4暗褐色土　径1㎜程の黄褐

色粒子、径1～3㎜程の炭化物粒を
含む。粘性強い。

2　10YR3/3暗褐色土　1層とほぼ同質。
やや暗色。

3　10YR4/3鈍い黄褐色土。　

13号竪穴建物ピット3　
1　10YR3/4暗褐色土　径1㎜程の黄褐

色粒子、径1～3㎜程の炭化物粒を
含む。粘性強い。。

2　10YR3/4暗褐色土　褐色土をブロッ
ク状に含む。

13号竪穴建物竈　
1　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜程の黄褐色粒子を全体に、径3～5㎜の炭化物を含む。粘性強い。
2　10YR4/6褐色土　
3　2.5YR4/4赤褐色土　赤褐色土・焼土粒主体。
4　10YR3/3暗褐色土　径1～2㎜程の焼土粒・炭化物粒を含む。。
5　10YR6/6明黄褐色土　被熱により硬化したローム質土。
6　2.5YR5/8明赤褐色土　焼土純層。
7　10YR3/3暗褐色土　径1～2㎜程の焼土粒・炭化物粒を含む。
8　10YR4/4褐色土　地山褐色土で被熱により明色を呈する。



14号竪穴建物（第118・119図、PL.109・168）

位置　2区の中央から南西寄り。13号竪穴建物の北東側、

21号竪穴建物の南西側、18・19号竪穴建物の西側に隣接

する。X＝61798～803、Y＝－94846～852。

重複　竪穴建物内北西隅付近を135号土坑に、竪穴建物

南西隅部を137号土坑にそれぞれ掘り込まれる。

平面形状　東西に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－88°－E。

規模　長径6.19m、検出短径5.18m、床面までの深さ

0.49m。

検出面積　25.88㎡。

埋土　上層に薄く径2～5㎜程の黄褐色粒子を全体に、

径3～5㎜の炭化物を含む、粘性の強い暗褐色土とその

下側にAs-B粒が堆積し、メインとなるのは径2～5㎜程

の黄褐色粒子を全体に、径3～5㎜の炭化物粒を含む暗

褐色土である。底面の一部に径2～5㎜程黄褐色粒子を

3層より少なく含む褐色土が堆積している。

床面　地山を比較的平坦に削り出して床面を形成してい

る。床面と堀方とは一致している。中央部からやや西

側に寄った位置から、長径0.5m前後のあまり広い範囲

ではない焼土及び炭化物の広がりが検出された。標高

426.60m前後。

竈　東辺の中央からやや北寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－78°－Eで、東北東－西南西方向である。残存状

態は必ずしも良好とは言い難く。袖の芯材や燃焼部天井

などを構成したと考えられる自然石はほとんど見当たら

ず、竈袖なども全く原形を保っていなかった。13号竪穴

建物と同様、竪穴建物廃棄時に、意図的に竈が破壊さ

れたものと推測出来る。燃焼部は竪穴建物の壁の内側の

位置に構築されている。竈の全長は0.91m、焚口の幅は

0.70m、燃焼部幅0.92m。煙道部は建物の外側へ0.39m

程と延びている。焚口部から燃焼部の底面にかけては掘

り窪められ、底面から煙道部へは、比較的急に立ち上がっ

ている。

竈の燃焼部から竈前にかけての床面からは焼土及び炭化

物の堆積が顕著な範囲が検出された。

貯蔵穴　竈のすぐ南側、竈右脇から検出されたP1と竪穴

建物の南東隅寄りから検出されたP2が位置的に見て貯蔵

穴であった可能性が高い考えられる。P1は北東-南西方

向に長い楕円形状を呈する。長径0.61m、短径0.54m、

深さ0.31mで、しっかりとした掘方を有し、断面は逆台

形状を呈する。埋土は上層の一部に径1～2㎜の黄色粒

子を含む灰黄褐色土がごく薄く堆積し、主体となるのは

径10～30㎜の炭化物を多く含む暗褐色土である。P2は、

南北に長い楕円形状を呈し、長径1.29m、短径0.98m、

深さ0.25m。中央の南北両隅に一段深く掘り窪められた

小ピット状の掘り込みが認められたが、断面は浅く扁平

な逆台形状を呈する掘方で、貯蔵穴としては浅すぎるき

らいがある。埋土はP1と全く同様・同質で、上層の一部

に径1～2㎜の黄色粒子を含む灰黄褐色土がごく薄く堆

積し、主体となるのは径10～30㎜の炭化物を多く含む暗

褐色土である。いずれも上面には踏み固められた痕跡は

なく、竪穴建物機能時に機能していた土坑と考えられる

が、遺物の出土は皆無であった。深さから見ればP1の方

が貯蔵穴としては相応しく見えるが、平面形態が小規模

な点に若干の疑問が遺らないでもない。一方、P2は位置、

平面形状、大きさの各点からみれば、全く貯蔵穴として

おかしくはないものの、貯蔵穴にしては浅すぎる点に疑

問が遺る。両ピットは併存しており、重複もないので、

もし、仮にこれらのピットが貯蔵穴だとしても、新旧関

係や同時併存か否かという点は明らかにはし難い。

柱穴　貯蔵穴であった可能性が高いP1・2を除いて、床

面に掘り込まれたピットは他に6基検出されたが、明確

に柱穴と判断できるものは1基も検出することができな

かった。

ピット　本竪穴建物においては、床面から掘り込まれた

ピットが6基検出された。竪穴建物の中央からやや南東

寄りからP4、中央の南端、南壁にかかる位置にP5、竪穴

建物の中央から北寄りの位置からP6、竈左手前からP7、

P4に南辺を掘り込まれているP8等である。いずれも上部

に踏み固められた痕跡はなかったため、床面から掘り込

まれているものと判断したが、位置的にも、また、深さ

から考えても柱穴とは考えにくいものが多く、用途・機

能は不明である。P4は東西に長い楕円形状を呈し、長径

0.79m、短径0.63m、深さ0.20m。掘方は浅く、断面は

浅く扁平な逆台形状を呈する。埋土は褐色土が堆積して

いる。P5は南北に長い楕円形状を呈しており、竪穴建物

の南壁を掘り込んで、竪穴建物の外側にまで掘り込まれ

ており、竪穴建物よりも新しい時期の土坑である可能性

が考えられる。しっかりとした掘方を有し、断面は逆台

第３章　発見された遺構と遺物

222



Ａ

Ａ
′

Ｂ Ｂ′

Ｅ
Ｅ
′

Ｆ
Ｆ
′

Ｇ

Ｇ′

Ｈ
Ｈ
′

Ｉ Ｉ′

Ｊ
Ｊ
′

Ｋ Ｋ′

Ｌ
Ｌ
′

Ｍ
Ｍ
′

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ
Ｄ′

137土

135土

P5

P6

P7

P8撹乱

P1

P2

P3

P4

撹乱

P9

P10

79
9

-8
46

79
9

-8
52

L=
42
7.
10
m

Ａ
Ａ
′

3

P8
4

2
1

2
1

2
1

2
2

L=427.10mＢ Ｂ′1 2 2 2

3

1
０ ２ｍ１: 60

形状を呈する。埋土は上層に径1～2㎜の黄色粒子を含

む灰黄褐色土、中層に径10～30㎜の炭化物を多く含む暗

褐色土、下層に固くしまった灰黄褐色土が堆積している。

P6は東西に僅かに長い楕円形状を呈する。長径0.32m、

短径0.29m、深さ0.79m。深く、しっかりとした掘方を

有し、断面は幅が狭く深い逆台形状を呈する。埋土は褐

色土が堆積している。P7は南北に僅かに長い隅丸長方形

状を呈する。長径0.41m、短径0.39m、深さ0.08m。掘

方は浅く、断面は小規模で扁平な逆台形状を呈する。埋

土は径10～30㎜の炭化物を多く含む暗褐色土が堆積して

いる。P8は北西-南東方向に長い楕円形状を呈し、検出

長径0.37m、短径0.34m、深さ0.08m。掘方はP7よりも

さらに浅く扁平で、断面はレンズ状を呈する。

P10は北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。長径

0.81m、短径0.28m、深さ0.14m小型ながらもややしっ

かりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

周溝　検出されなかった。

掘方　堀方と床面とは一致している。

遺物　龍泉窯青磁碗底部片・磨石・石皿片出土（非掲載）。

所見　北辺の上面と南東隅・南西隅付近をそれぞれ攪乱

されているが、竪穴建物のほぼ全域が検出された。13号

竪穴建物と同様、埋土中にAs-Bの一次堆積が顕著に確認

できるので、10世紀頃の竪穴建物であったと推測される

が、10世紀の竪穴建物であるならば、かなり大きな部類

に入るであろう。しっかりとした堀方を有している。13

号竪穴建物と竈の主軸方位や竈の構造がよく類似してい

る点も、13号竪穴建物と本竪穴建物とが時期が近いもの

であることの証左となり得よう。大きな竪穴建物である

割には、竈の堀方は比較的貧弱であるが、そのことも10

世紀代の竪穴建物には比較的多く見られる特徴と合致し

ている。

時期　竪穴建物の年代を示すような遺物は出土していな

いため不明であるが、規模、形状及び埋土の状況から見

て、10世紀頃のものと推測できる。

第118図　14号竪穴建物
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14号竪穴建物
1　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜程の

黄褐色粒子を全体に、径3～5㎜の
炭化物を含む。粘性強い。

2　10YR3/4暗褐色土　As-B粒。
3　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜程の

黄褐色粒子を全体に、径3～5㎜の
炭化物粒を含む。

4　10YR4/4褐色土　3層より明色。径2
～5㎜程黄褐色粒子を3層より少な
く含む。
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14号建物ピット1～10
1　10YR4/2灰黄褐色土　径1～2㎜の黄色粒子を含む。
2　10YR3/4暗褐色土　径10～30㎜の炭化物を多く含む。
3　10YR4/4褐色土　2層土を含む。
4　10YR4/2灰黄褐色土　固く締まる。

14号建物竈土層断面
1　10YR4/2灰黄褐色土　径1㎜以下の微細な白色粒及び焼土粒を僅かに

含む。
2　10YR4/4褐色土　径1～2㎜程の微細な白色及び焼土及び炭化物粒を

僅かに含む。
3　2.5YR4/6赤褐色土　赤褐色土及び焼土ブロック主体。
4　2.5YR4/8赤褐色土　焼土を主体とし、8層土を一部含む。火床下の焼土

主体層。
5　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜の黄色粒子を多く含む。
6　2.5YR6/8橙色土～2.5YR5/8明褐色土　焼土層。
7　10YR3/3暗褐色土　径10～30㎜程の炭化物粒を多く含む。
8　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜の黄色粒子を多く含む。 



15号竪穴建物（第120・121図、PL.110・168）

位置　2区の中央、南端。調査区の南壁に懸かる。16号

竪穴建物の西側、13号竪穴建物の東側に隣接する。14・

19号竪穴建物の南側に位置する。X＝61789～792、Y＝－

94844～848。

重複　竪穴建物内北西隅付近を139号土坑に掘り込まれ

る。

平面形状　北西-南東方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－27°－E。

規模　長径3.13m、短径2.95m、床面までの深さ0.94m。

検出面積　6.64㎡。

埋土　最上層に径1～3㎜の白色及び黄色粒子を多く含

む暗褐色土、径5㎜程の炭化物粒を少量含む暗褐色土が

その下層に、さらにその下層には径10～20㎜の褐色ロー

ムを斑状に含み、径2～5㎜程の黄色粒子を多く、径3

～5㎜の炭化物を少量含む暗褐色土が堆積している。壁

際には径20～60㎜程の大型の褐色ロームブロックを多量

に含み、暗褐色土を斑状に含む褐色土が斜めに堆積し、

床面の上には、薄く、褐色ローム土をベースとし、多量

の炭化物粒を含み、特に床直上に炭化物・焼土が多く認

められた褐色土が薄く堆積する。

床面　地山を比較的平坦に削り出して床面を形成してい

る。床面と堀方とは一致している。竈前一帯から中央部

にかけて、長さ約0.1～1.0m・太さ0.1m前後の炭化材、

川原石大の礫が散乱した状態で出土した。標高426.20m

前後。

竈　北辺の中央からやや東寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－28°－Eで、北東－南西方向である。上面を大き

く攪乱され、ほとんど破壊された状態であたが、辛うじ

て粘土によって構築された両袖や燃焼部の形状だけは確

認することが出来た。燃焼部は竪穴建物の壁の内側の位

置に構築されている。竈の全長は0.72m、焚口の幅は

0.83m、燃焼部幅0.47m。煙道部は建物の外側へは延び

ていない。焚口部から燃焼部の底面にかけては平坦で、

底面から煙道部へは、急に立ち上がっている。竈の燃焼

部から竈前にかけての床面からは焼土及び炭化物の堆積

が顕著な範囲が検出された。

貯蔵穴　竈のすぐ南東側、竈右脇から検出されたP1 が

位置的に見て貯蔵穴であった可能性が高い考えられる。

P1は北西-南東方向に僅かに長い隅丸方形状を呈する。

長径0.34m、短径0.32m、深さ0.41mで、しっかりとし

た掘方を有し、断面はU字形状を呈する。埋土は径5～

30㎜程の炭化物粒を多く、褐色ロームをブロック状に含

む暗褐色土が堆積している。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　堀方と床面とは一致している。。

遺物　5点を図化・掲載した。床面直上から出土した

ものは竈から出土した土師器小型甕1/2片と（1、標高

426.26m）、竈右袖脇から出土した7世紀前半の土師

器杯3/4片（2、標高426.14m）の2点であった。他は

埋土中からの出土で、中央東壁際、床面から約0.4m

上から出土した7世紀前半の土師器杯1/3片（3、標高 

426.56m）及び7世紀前半の完形土師器杯（4）である。

埋土中から完形溶結凝灰岩製磨石1点（5）が出土。

所見　南東隅が調査区外に出るが、全容はほぼ判明する。

7世紀代の竪穴建物としては異例に小型であるが、深く

しっかりとした掘方を有している。竈の周囲を中心に上

面を部分的に攪乱されていたため、竈が人為的に破壊さ

れていたのか否かについては明確に判断することはでき

なかった。竈前を中心に大きな炭化材の出土が見られ、

床面直上に炭化物、焼土が多く見られたため、焼失して

いる可能性が考えられる。

時期　出土した土器の年代観から、7世紀後半のものと

考えられる。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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15号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　径1～3㎜の白色及び黄色粒子を多く

含む。
2　10YR3/4暗褐色土　土質は1層と同じ。色調はやや暗色。含

有物は1層より多く、径5㎜程の大き目のものが目立つ。径
5㎜程の炭化物粒を少量含む。

3　10YR3/4暗褐色土　径10～20㎜の褐色ローム（10YR4/4）を斑
状に含む。径2～5㎜程の黄色粒子を多く、径3～5㎜の炭
化物を少量含む。

4　10YR4/4褐色土　径20～60㎜程の大型の褐色ロームブロッ
クを多量に含み、暗褐色土を斑状に含む。

5　10YR4/6褐色土　褐色ローム土をベースとし、多量の炭化物
粒を含む。特に床直上に炭化物・焼土が多く認められた。

15号竪穴建物ピット1　
1　10YR3/4暗褐色土　径5～30㎜程の炭化物粒を多く、褐色

ロームをブロック状に含む。

15号竪穴建物竈
1　5YR5/6暗赤褐色土　褐色ローム（10YR4/6）を

ベースとし、径10～20㎜の焼土を多量に、炭化物
粒を少量含む。

2　10YR4/2灰黄褐色土　やや暗い色調を呈する。褐
色ローム（10YR4/6）を主体に炭化物を多量に含
む。

3　10YR4/1褐灰色土　灰を主体とし、径2～5㎜の
焼土粒を少量含む。

4　2.5YR4/8赤褐色土　焼土主体。
5　10YR4/6褐色土　地山ローム褐色土。焼土が混入

する。
6　10YR3/3暗褐色土　焼土を僅かに含む。
7　N3/0暗灰色土　炭化物・灰主体。
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16号竪穴建物（第122～124図、PL.111・168）

位置　2区の中央からやや東寄りの南端。調査区の南壁

に懸かる。15号竪穴建物の東側、17号竪穴建物の南側に

隣接する。X＝61790～795、Y＝－94835～841。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－22°－E。

規模　長径5.03m、短径4.94m、床面までの深さ0.67m、

掘方までの深さ0.76m。

検出面積　17.27㎡。

埋土　最上層にAs-Kk粒からなるオリーブ黒色土が堆積、

その下に薄く暗褐色土と径1㎜以下の極細粒のAs-B粒か

らなる灰色土が堆積している。メインとなる埋土は径1

～3㎜程の黄色粒子を含む暗褐色土で、壁際に径10～30

㎜のロームブロックを多く含む褐色土、径1～3㎜程の

黄色粒子を含む暗褐色土、径2～5㎜程のローム粒子を

多く含む暗褐色土、ローム粒子を多く含む褐色土等が斜

めに堆積している。床面直上には径10～30㎜程の大型炭

化物を多量に含み、床直上に炭化材・焼土が堆積する暗

褐色土が薄く堆積している。なお、掘方はロームブロッ

クを含む灰黄褐色土で埋められ床面が形成されている。

床面　地山を比較的凹凸が激しく掘り込み、灰黄褐色土

0.02～0.09mほど埋め、平坦な床面を形成している。竈

前一帯から竪穴建物西側及び南側床面に焼土と炭化物

の広がりが検出され、長さ約0.05～0.6m、厚さ0.05～

0.12m程の炭化材が比較的壁よりの位置から多く検出さ

れた。標高426.40m前後。

竈　竪穴建物の北東隅寄りに位置する。竈の主軸方位は

N－26°－Eで、北東－南西方向である。部分的に燃焼部

の壁を構成していたであろう板状の自然石が据えられた

ままの状態で検出され、燃焼室天井部の構築材と考えら

れる自然石や、袖の芯材として使用されたであろう自然

石も比較的遠くない位置から出土したが、人為的に破壊

された状態とみられ、残存状態は良くなかった。右袖は

痕跡のみ検出された程度で、ほぼ破壊されていた。燃焼

部は竪穴建物の壁の外側の位置に構築されている。竈の

全長は1.43m、焚口の幅は1.08m、燃焼部幅は0.57m。

煙道部は建物の外側へは0.93m程延びている。焚口部か

ら燃焼部の底面にかけてはわずかに掘り窪められてお

り、底面から煙道部へは、急に立ち上がっている。竈の

燃焼部から竈前にかけての床面からは焼土及び炭化物の

堆積が顕著な範囲が検出された。また、竈左袖前では、

南北径約0.7m、東西径約0.5mの範囲で硬化が顕著な箇

所が検出された。

貯蔵穴　竪穴建物北東隅から検出された1号土坑が位置

的に見て貯蔵穴であった可能性が高い考えられる。上面

に踏み固められた痕跡は検出することが出来ず、竪穴建

物機能時に機能していた土坑と考えられる。1号土坑は、

北西-南東方向に長い不整楕円形状を呈し、長径0.72m、

短径0.55m、深さ0.14mで、比較的しっかりとした掘方

を有し、断面は厚いレンズ状を呈する。埋土はローム細

粒を霜降り状にやや多く含み、炭化物等の混入は少ない

灰黄褐色土主体で、壁際のごく一部にローム主体の褐色

土が斜めに堆積している。また、竪穴建物の中央部から

南東寄りの位置から1号土坑よりも小規模な2号土坑が

検出された。2号土坑においても上面に踏み固められた

痕跡は検出することが出来なかったので、竪穴建物機能

時に機能していたものと考えられる。南北に長い不整楕

円形状を呈し、長径0.45m、短径0.40m、深さ0.16m。

埋土は暗褐色土主体で、間に薄く鈍い黄褐色土の層を挟

む。2号土坑も比較的しっかりとした掘方を有し、断面

は厚いレンズ状を呈する。

柱穴　竪穴建物の北東側（P4）、北西側（P1）、南東側（P3）、

南西側（P2）から各1基が検出された。南東側ピットP3は

調査区壁に懸かって検出されたため、全容は不明であっ

たが、それ以外のピットは、柱痕や柱の抜き取り痕跡な

どは確認することが出来なかったが、深く、しっかりと

した掘方を有しており、いずれも柱穴としては全く違和

感がない規模・形状を呈している。本遺跡から検出され

た古代の竪穴建物の多くに見られたように、西側の2柱

穴は竪穴建物の比較的内側の位置から、東側の2柱穴は

竪穴建物の東壁寄りの位置から検出された。

P1：北西隅柱穴。北東-南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.27m、短径0.23m、深さ0.39m。埋土はロー

ム粗粒や炭化物粒を霜降り状に多量に含み、粘性弱

く、締りやや有る暗褐色土。深く、しっかりとした

掘方を有しており、断面はU字形を呈する。

P2：南西隅柱穴：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.30m、短径0.26m、深さ0.44m。埋土は中間
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にローム土主体で炭化物粒を少量含み、ややしまり

欠く灰黄褐色土を挟んだ暗褐色土。深く、しっかり

とした掘方を有しており、断面はU字形を呈する。

P3：南東隅柱穴：南側が調査区外に出るため、詳細は不

明であるが、東西にやや長い楕円形状と推測出来

る。長径0.20m、検出短径0.17m、検出された深さ

は0.14mである。

P4：北東隅柱穴：北西-南東方向に長い楕円形状を呈す

る。長径0.32m、短径0.27m、深さ0.26m。埋土は

上層に炭化物粒を多くみ、粘性弱く、やや締り欠く

暗褐色土が薄く堆積し、主体はローム土主体で、炭

化物粒を少量含み、ややしまり欠く灰黄褐色土であ

る。しっかりとした掘方を有し、断面はU字形状を

呈する。

周溝　竪穴建物の北西隅から南西隅を経て、南辺にかけ

て検出された。南辺は大部分が調査区外に出るため、竪

穴建物南西隅付近でしか確認することは出来なかった。

竪穴建物の北辺から竈及び北東隅を経て東辺にかけては

検出されなかった。東辺は、南辺とは異なり大部分が調

査されているので、元々、北辺から竈及び竪穴建物北東

隅を経て東辺にかけては周溝が造られていなかった可能

性が高い。検出総延長約4.7m、幅は約0.14m、深さ約

0.16mであった。

掘方　地山を凹凸激しく掘り込んでいる。特に竪穴建物

中央部は箇所にも亘って、あたかも土坑状に掘り窪めら

れている。掘方おける起伏の高低差は約0.02～0.4m程

度である。竪穴建物の中央からやや北に寄った東壁際か

らは床下ピット（P5）が、また、竈の南西側からは床下の

3号土坑、竪穴建物の中央から東に寄った位置からは床

下の4号土坑が、竈前すぐ南側に位置からは床下の5号

土坑が、それぞれ検出された。いずれも上面に踏み固め

られた痕跡は顕著には確認出来なかったが、掘方の調査

において初めて検出できたものであり、床下の施設と考

えるのが妥当であろう。

床下土坑・ピット　3号土坑は竪穴建物の北辺寄りの位

置、竈の南西側から検出された。東西に長い不整楕円形

状を呈し、長径1.09m、短径0.83m、深さ0.18m。掘方

は比較的浅く、断面はレンズ状を呈する。埋土は、上

層に焼土及びロームブロックを含む締まりの有る鈍い赤

褐色土が堆積し、下層にローム主体で焼土ブロックを含

む暗褐色土が堆積している。4号土坑は竪穴建物の中央

から東寄りの位置から検出された。北西-南東方向に長

い不整楕円形状を呈し、長径0.91m、短径0.83m、深さ

0.21m。掘方は比較的浅く、断面はレンズ状を呈する。

埋土は、上層に灰黄褐色土が、下層に暗褐色土が堆積し

ている。5号土坑は竪穴建物北東隅付近、竈焚口部のす

ぐ南側から検出された。北東-南西方向に長い楕円形状

を呈し、長径0.76m、短径0.68m、深さ0.31m。しっか

りとした掘方を有し、断面はやや深い隅丸逆台形状を呈

している。埋土は、締まりが強い灰黄褐色土主体で、上

層の一部にローム状土ブロックと黒色土ブロックとの混

土である鈍い黄褐色土が堆積している。上面に踏み固め

られた痕跡は無いが、竈前から検出されたにしては、焼

土や炭化物の混入が少ないので、床下の施設であり、竪

穴建物廃絶時には開口していなかったものと考えられ

る。ピット5は、竪穴建物中央から北寄りの位置の東壁

際に位置している。このピットも、掘方の調査時に初め

て検出出来たため、床下の施設であったと考えられる。

北西-南東方向に長い楕円形状を呈し、長径0.45m、短

径0.36m、深さ0.56m。深く、しっかりとした掘方を有

し、断面はU字形状を呈している。埋土については調査

時の記録がないため、不明である。

遺物　図化・掲載した遺物は3点である。埋土中から上

面に「加」、側面に正位で「劫」の刻書がある蛇紋岩製完形

紡輪1点（1）、完形砥石1点（2）が出土した。また、中

近世の在地系土器（3）が1点出土した（PL.168）。非掲載

であるが、同じく埋土中から砥石片3点及び粗粒輝石安

山岩礫片が1点出土している。

所見　東側に隣接する15号竪穴建物と同様、南東隅が調

査区外に出るが、全容はほぼ判明する。竪穴建物の北東

隅部や東辺の中央、北辺の中央、上面などを攪乱されて

いるので、必ずしも残存状態は良くなかった。竈は燃焼

部から煙道部にかけて、石組みで構築されていたものと

考えらえるが、構築されていた石が遺っている部分は少

ない。竪穴建物廃絶時に人為的に破壊された可能性が高

いものと考えられる。竪穴建物全域に亘って炭化材の出

土が見られ、床面直上には広い範囲で炭化物、焼土が多

く見られたため、焼失している可能性が考えられる。

時期　竪穴建物の年代を推測できるような遺物が出土し

ていないため、正確な年代は不明であるが、埋土最上層
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にAs-Kk粒や、天仁元（1108）年降下のAs-B軽石の堆積が

認められるため、古墳時代後期～平安時代中期のものと

考えられる。

第122図　16号竪穴建物
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16号竪穴建物
1　10Y3/1オリーブ黒色土　As-Kk粒。
2　10YR3/3暗褐色土　4層と色調・土質同じであるが黄色粒子は含まない。
3　N5/0灰色土　As-B粒層。
4　10YR3/3暗褐色土　径1～3㎜程の黄色粒子を含む。 
5　10YR4/4褐色土　径10～30㎜程のロームブロックを多く含む。
6　10YR3/3暗褐色土　径5～10㎜程の炭化物を多く、径1～3㎜の黄色粒子を含む。
7　10YR3/3暗褐色土　径2～5㎜程のローム粒子を多く含む。
8　10YR4/4褐色土　ローム粒子を多く含む。
9　10YR3/4暗褐色土　径10～30㎜程の大型炭化物を多量に含む。床直上に炭化材・焼土が堆積。
10　10YR4/2　灰黄褐色土　ロームブロックを含む。
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第123図　16号竪穴建物掘方、ピット、土坑
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16号住竪穴建物3号土坑
1　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土・ロームをブロック状に多く含む。締り有り。
2　10YR3/4暗褐色土　ローム土をベースとし、焼土ブロックを含む。

16号竪穴建物4号土坑
1　10YR4/2灰黄褐色土。　
2　10YR3/4暗褐色土。

16号竪穴建物5号土坑
1　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土ブロックと黒色土ブロックとの混土。
2　10YR4/2灰黄褐色土　黒褐色土主体。ローム土は大粒だが少ない。

16号竪穴建物ピット1　
1　10YR3/3暗褐色土　ローム粗粒や炭化物粒を霜降り状に多量に含む。粘

性弱く、締りやや有り。

16号竪穴建物ピット2
1　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒を多く含む。粘性弱く、やや締り欠く。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム土主体。炭化物粒を少量含む。ややしまり

欠く。

16号竪穴建物ピット4　
1 　10YR4/2灰黄褐色土　ロームをブロック状に、また炭化物粒を多く含

む。粘性弱い。
2 　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒を多く含む。締り欠く。

16号竪穴建物1号土坑
1　10YR4/2灰黄褐色土　ローム細粒を霜降り状にやや多く含む。炭化物等

の混入は少ない。
　粘性弱く締りやや弱い。
2　10YR4/4褐色土　ローム土主体。1層土を小ブロック状に含む。

16号住竪穴建物2号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒を多く含む。締り欠く。
2　10YR4/3鈍い黄褐色粘質土　ローム土主体。
3　10YR3/4暗褐色粘質土　ローム土を小ブロック状に含む。炭化物を含ま

ない。締り弱い。
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第124図　16号竪穴建物竈、出土遺物
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16号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　白色粒・焼土・炭化物粒を少量含む。粘性

僅か、締りやや有り。
2　7.5YR3/3暗褐色土　焼土・ローム小ブロック等を不均等に

含み、天井・壁の崩落土を若干含む。焼土は煙道と焚口付近
では大粒で、量も多くなる。ボソボソした蝕感、締りやや欠
く。

3　2.5Y4/2暗灰黄色土　ローム土と1層土との混土。焼土等の
混入少ない。

4　5YR4/3鈍い赤褐色　焼土化した細粒土。一部で縞状に堆積
しており、崩落した天井部を主体とする。炭化物の混入少な
い。締り有り。

5　7.5YR3/3暗褐色土　細粒土。炭化物を多く、焼土粒を少量含
む。締りやや有り。

6　10YR3/3暗褐色土　ローム小ブロック・炭化物等を不均等に
含む。粘性弱く、締りやや強い。

7　10YR3/3暗褐色土　ロームブロックを含む。
8　2.5Y4/2暗灰黄色土　ローム粒を含む。
9　7.5YR3/3暗褐色土　焼土粒・ロームブロック等を含む。
10　7.5YR3/3暗褐色土　炭化物・焼土粒を少量含む。
11　10YR3/3暗褐色土　ローム小ブロック、炭化物等を含む。

1

2



17号竪穴建物（第125・126図、PL.112・168）

位置　2区の中央から南東寄り南端。16号竪穴建物のす

ぐ北側、18・19号竪穴建物のすぐ東側に近接する。X＝

61794～801、Y＝－94832～840。

重複　26号竪穴建物の西辺を掘り込む。

平面形状　北東-南西方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－24°－E。

規模　長径5.67m、短径5.32m、床面までの深さ0.36m。

面積　25.47㎡。

埋土　最上層に部分的に薄くAs-Kk粒からなるオリーブ

黒色土が堆積し、その下に厚く暗褐色土が堆積している。

その下層には、As-Bが薄く堆積し、さらにその下層に径

1～3㎜程の黄色粒子を含む暗褐色土が壁際に斜めに堆

積している。最下層の床面直上にはローム粒・焼土粒を

多く含む鈍い黄褐色土が堆積している。

床面　地山を平坦に削り出して、床面を形成している。

竪穴建物の中央部から南寄りの位置に焼土の顕著な範囲

が確認された。標高426.40m前後。

竈　竪穴建物の北辺の北東隅に位置する。竈の主軸方位

はN－79°－Eで、東北東－西南西方向である。燃焼部や

煙道の壁を構成していたであろう自然石が散乱した状態

で検出され、人為的に破壊された状態とみられ、残存状

態は良くなかった。左袖は地山を削り出して造られた基

部が検出された程度で、ほぼ破壊されていた。燃焼部

は竪穴建物の壁の位置に構築されている。竈の全長は

1.53m、焚口の幅は0.98m、燃焼部幅は0.56m。煙道部

は建物の外側へは0.74m程延びている。焚口部から燃焼

部の底面にかけてはわずかに掘り窪められており、底面

から煙道部へは、急に立ち上がっている。

貯蔵穴　竪穴建物北西隅から検出された1号土坑が位置

的に見て貯蔵穴であった可能性が高い考えられる。上面

に踏み固められた痕跡は検出することが出来ず、竪穴建

物機能時に機能していた土坑と考えられる。1号土坑は、

北西-南東方向に長い不整楕円形状を呈し、長径0.99m、

短径0.80m、深さ0.19mで、比較的しっかりとした掘方

を有し、断面は厚いレンズ状を呈する。埋土は上層に

As-Bが堆積し、下層に灰黄褐色土、底面に鈍い黄褐色土

が堆積している。断面はレンズ状を呈している。また、

南東隅からは東西に長い楕円形状を呈する2号土坑が検

出された。長径0.75m、短径0.62m、深さ0.27mで、暗褐

色土が堆積している。断面は薄いレンズ状を呈している。

柱穴　竪穴建物の柱穴は検出されなかった。

ピット　床面から掘り込まれたピットが4基検出され

た。埋土は、ローム主体で黒色土ブロックを不均等に含

む締まり強い灰黄褐色土。

P1：北西隅柱穴。北東-南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.29m、短径0.27m、深さ0.30m。深く、しっか

りとした掘方を有しており、断面はU字形を呈する。

P2：東側中央柱穴：不整円形状を呈する。径0.27m、深

さ0.19m。やや、しっかりとした掘方を有しており、

断面はU字形を呈する。

P3：中央やや東寄り柱穴：不整円形状を呈する。径0.19m、

深さは0.46m。小型ながら深く、しっかりとした掘

方を有し、断面はU字形を呈する。

P4：中央部東寄り柱穴：ほぼ円形状を呈する。径0.58m、

深さ0.46m。しっかりとした掘方を有し、断面は逆

台形状を呈する。

周溝　竪穴建物の北辺、竈脇から竪穴建物北東隅を経て、

南辺にの中央と南西隅から南東隅かけて断続的に検出さ

れた。幅は約0.27m、深さ約0.11mであった。

掘方　掘方と床面とは一致している。

床下土坑　検出されなかった。

遺物　図化・掲載した遺物は2点である。埋土中より、

8世紀第1四半期の須恵器杯蓋1/3片が1点（1）、また、

完形粗粒輝石安山岩製磨石1点（2）が出土。また、非掲

載であるが、粗粒輝石安山岩礫片及び流紋岩礫片が各1

点出土している。

所見　本遺跡から検出された古代の竪穴建物のなかで

は、余り多くはないコーナーに竈が造られるスタイルの

ものである。上面を削平され、必ずしも残存状態は良く

なかった。竈は燃焼部から煙道部にかけて、石組みで構

築されていたものと考えらえるが、構築されていた石が

原位置に遺っている部分は少ない。竪穴建物廃絶時に人

為的に破壊された可能性が高いものと考えられる。

時期　竪穴建物の年代を推測できるような遺物が出土し

ていないため、正確な年代は不明であるが、埋土最上層

にAs-Kk粒や、As-Bの堆積が認められるため、古墳時代

後期～平安時代中期のものと考えられる。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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17号竪穴建物　
1　10Y3/1オリーブ黒色軽石　径1～10㎜程のAs-Kk粒層。
2　10YR3/3暗褐色土　4層と色調・土質ほぼ同様であるが黄色粒子を含ま

ない。
3　N4/0灰色土　As-B粒層。
4　10YR3/3暗褐色土　径1～3㎜程の黄色粒子を含む。
5　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム粒・焼土粒を多く含む。
6　10YR3/3暗褐色土　径1～3㎜程の黄色粒子を含む。
7　10YR4/4褐色土　ロームブロックを斑状に含む。

17号竪穴建物焼土
1 10YR4/3鈍い黄褐色土　地山ローム状土・黒褐色土・焼土等の混土。締り

強い。
2 5YR4/4鈍い赤褐色土　

17号竪穴建物1号土坑
1　N5/0灰色土　As-B粒。下側に微細な粒子を含む。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム土小ブロックや白色粒子を不均等に含

む。As-B粒を小ブロック状僅かに含む。粘性弱く。やや締り欠く。
3　10YR4/3鈍い黄褐色土　2層の土をベースとし、ロームブロックを多

量に含む。

17号竪穴建物2号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　焼土小ブロック及び炭化物粒を含む。粘性弱く、締

りやや有り。

17号竪穴建物ピット1
1　10YR4/2灰黄褐色土　土質は土坑1の2層に近似するが、ややボソボソ

した蝕感。締りやや弱い。
　
17号竪穴建物ピット2　
1　10YR4/2灰黄褐色土　ロームの小ブロックをベースとし、黒色土ブロッ

クを不均等に含む。締り強い。

17号竪穴建物ピット3　
1　10YR3/2黒褐色土　混入物少ない。フカフカした蝕感。粘性僅かに有り。

締り欠く。

17号竪穴建物ピット4　
1　10YR3/3暗褐色土　ローム状土が混じり、黄色味帯びる。炭化物粒をほ

とんど含まない。粘性有り。締りやや欠く。
2　10YR3/2黒褐色土　土質1に近似。炭化物粒を多く含む。
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17号竪穴建物竈　
1　2.5Y4/2暗灰黄色土　As-B粒をブロック状に多量に、As-Kk粒を

若干含む。
2　10YR3/3暗褐色土　焼土・炭化物粒・ローム土等、雑多な混入物を

少量含む。締り強い。
3　10YR4/2灰黄褐色土　焼土・炭化物粒・褐色粘性土等をやや多く

含む。締りやや強い。
4　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土主体。締りややり強い。
5　10YR4/2灰黄褐色土　焼土を少量含む。ボソボソした蝕感。
6　5YR4/4鈍い赤褐色土　焼土主体。ややサラサラした蝕感。締り強

い。
7　2.5Y4/3オリーブ褐色土　ローム土主体。焼土を含む。ややサラ

サラした蝕感。締り有り。

1

2
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18号竪穴建物（第127・128図、PL.113）

位置　2区の中央、やや南寄り。17号竪穴建物のすぐ北

西側、21号土坑のすぐ南東側にそれぞれ近接する。X＝

61800～806、Y＝－94838～843。

重複　19号竪穴建物の北辺から北東隅一帯を掘り込む。

114号土坑に南東隅部を掘り込まれる。

平面形状　北東―西東方向ややに細長い隅丸長方形状を

呈する。

主軸方位　N－82°－W。

規模　長 径5.17m、 短 径4.89m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.21m。

面積　23.52㎡。

埋土　径1～5㎜程の白色・黄色粒子を含む。径3～5

㎜程の焼土粒を僅かに含む灰黄褐色土。

床面　地山を比較的平坦に削り出した平坦な床面を形成

している。壁高は約0.1～0.3m前後で、ほぼ垂直に立ち

上がる。標高426.40m前後。

竈　南辺中央西寄りの位置する。竈の主軸方位はN－82°

－Wで、南北方向である。残存状態はかなり悪い。全長

0.83m、焚口の幅0.70m、燃焼部幅070m、燃焼部は壁

の内側に位置し、煙道部は竪穴建物の壁のさらに外側に

0.34m程延びている。中心部は非常に良く焼けており、

竈の構築材や袖の芯に使用されたものと考えられる自然

石は散乱し、竈が人為的に破壊された状況を示している

ものと考えられる。焚口部から燃焼部の底面にかけては、

建物床面よりとほぼ同レベルで、煙道部は緩やかに斜め

に立ち上がる。

貯蔵穴　検出されなかった。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　床面と堀方は一致している。

遺物　非掲載であるが、粗粒輝石安山岩製礫片が1点出

土している。

所見　上半部を大きく削平され、また、各所に各欄を受

けているため、残存状態は良くない。2区から検出され

た唯一の南竈の竪穴建物である。

時期　年代を明確に示す遺物が出土していないため不明

であるが、竈が取り付くいているところから見て、古墳

時代後期～平安時代中期頃のものと考えられる。

第127図　18号竪穴建物

第３章　発見された遺構と遺物
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18号竪穴建物
1　10YR4/2灰黄褐色土　径1～5㎜

程の白色・黄色粒子を含む。径3～
5㎜程の焼土粒を僅かに含む。
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18号竪穴建物竈
1　10YR4/2灰黄褐色土　径2～5㎜程の白色粒子及び径5㎜程の焼土粒を含む。
2　2.5YR3/6暗赤褐色土　焼土をベースとし、1層の土を斑状に含む。最下層に炭

化物粒を含む。
3　2.5YR4/8赤褐色土　焼土をベースとし、1層の土を斑状に僅かに含む。
4　10YR4/2灰黄褐色土　径1～5㎜程の白色・黄色粒子を含む。径3～5㎜程の

焼土粒を僅かに含む。
5　10YR5/3鈍い褐色土　硬化。
6　2.5YR5/8明赤褐色土　焼土層。混入物なし。
7　10YR4/6褐色土　混入物ほとんどなし。
8　10YR4/1褐灰色土　径5～10㎜程の焼土粒を含む。



Ａ
Ａ
′

Ｃ
Ｃ
′

Ｂ

Ｂ′

試掘トレンチ

撹乱

18竪建

18竪建カマド

P1

撹乱

797
-843

802
-843

L=427.00m
Ａ

Ａ
′

試
掘
ト
レ
ン
チ

1
1

18竪
建

s

L=427.00mＢ Ｂ′

1P

L=427.00mＣ Ｃ′

1
s

０ ２ｍ１: 60

19号竪穴建物（第129図、PL.114）

位置　2区の中央からやや南寄り。X＝61796～802、Y＝

－94839～845。

重複　18号竪穴建物に北辺から北東隅にかけて大きく掘

り込まれる。

平面形状　北東―南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－70°－W。

規模　長 径5.09m、 短 径4.72m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.30m。

検出面積　19.93㎡。

埋土　主体となるのは暗褐色土。

床面　地山を平坦に削り出して床面を形成している。中

央から南東寄りの床面で焼土が濃密に検出された。一定

範囲内であり、広がっているわけではなく、限定的なも

のである。標高426.55m前後。

竈　東壁の中央から南寄りの床面に焼土が濃密に検出さ

れた箇所が確認され、少量の自然石片が散乱しているこ

とから、北辺の中央から東寄りの位置に竈が位置してい

た可能性が考えられる。

貯蔵穴　南西隅からやや東側に寄った位置から、床面か

ら掘り込まれたピットが検出された。上面に踏み固めら

れた痕跡はなかった。南北に僅かに長い楕円形状を呈し、

長径0.57m、短径0.55m、深さ0.25m。埋土は径1～5

㎜程の白色・黄色の粒子を含み、径3～5㎜の焼土粒を

僅かに含む灰黄褐色土。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　堀方と床面とはほぼ一致している。　

遺物　図化・掲載した遺物はない。非掲載であるが、埋

土中より粗粒輝石安山岩礫片が1点出土している。

所見　北東側に位置する18号竪穴建物と規模、形状がお

おむね類似しているが、竈の位置は180度異なる。上面

を削平され、南西隅と中央部を攪乱され、残存状態は非

常に悪い。

時期　年代を明確に示す遺物が出土していないため不明

であるが、竈が取り付くいているところから見て、古墳

時代後期～平安時代中期頃のものと考えられる。

第129図　19号竪穴建物

P1

第３章　発見された遺構と遺物

238

19号竪穴建物、ピット1
1　10YR4/2灰黄褐色土　径1～5㎜

程の白色・黄色の粒子を含む。径3
～5㎜の焼土粒を僅かに含む。
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20号竪穴建物（第130図、PL.115・168）

位置　2区の南西寄り。南壁際。X＝61793～797、Y＝－

94825～830。

重複　23号竪穴建物の上面、26・27号竪穴建物の北東隅

を掘り込む。

平面形状　北西－南東方向に長い長方形状を呈していた

ものと考えられる。

主軸方位　N－83°－W。

規模　長 径4.58m、 短 径3.92m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.56m。

検出面積　14.58㎡。

埋土　径1～4㎜程の白色・黄色粒子を多量に含む黒褐

色土を主体とする。

床面　床面と掘り方とはほぼ一致している。標高426.15m

前後。

竈　東壁の南東隅寄りに位置する。竈の主軸方位はN－

83°－Wで、西北西－東南東方向である。残存状態は良好

で、燃焼部や煙道部、両袖を構築した自然石が良い状態

で残存しているが、完全な状態ではなく、構築材は一部

散乱した状態で検出された。全長1.26m、焚口の幅0.72

m、燃焼部幅0.32m。燃焼部は壁の内側に位置し、煙道

部は建物の外側へ0.69mほど延びている。焚口部から燃

焼部の底面にかけては、建物床面とほぼ同じく平坦であ

り、煙道部へは非常に緩やかに立ち上がっていた様子が

看取出来る。燃焼部火床面は良く焼けていおり、焼土化

が顕著であった。

貯蔵穴　竪穴建物の北東隅付近から検出された。上面

に踏み固めや貼床の痕跡は検出することは出来なかっ

た。東西に長い不整楕円形状を呈し、長径0.54m、短径

0.46m、不可算0.56m。ややしっかりとした掘方を有し、

断面は逆台形状を呈する。埋土は細粒でネットリした蝕

感で締りやや欠く黒褐色土主体である。

柱穴　検出されなかった。

周溝　竪穴建物の北東隅～北辺～北西隅～西辺～南西隅

にかけて、断続的に検出された。幅は0.26m、深さは

0.02m前後。

掘方　地山を平坦に削り出しており、掘方と床面とはほ

ぼ一致している。

第130図　20号竪穴建物
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20号竪穴建物
1　10YR3/1黒褐色土　径1～2㎜程の白色粒子

を少量含む。上層にAs-B粒を僅かに含む。
2　10YR2/2黒褐色土　径1～4㎜程の白色・黄色

粒子を多量に含む。
3　10YR3/3暗褐色土　径1～4㎜の黄色粒子を

多量に、2層の土を斑状に、径5㎜程の炭化物
を含む。

20号竪穴建物ピット1
1　10YR3/2黒褐色土　細粒。ネットリした蝕感。

締りやや欠く。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　1層の土とロームと

の混土。短歌物粒散見。締りやや有り。
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20号竪穴建物竈
1　10YR3/2黒褐色土　灰を若干含む。粒子の細かなネットリし

た蝕感。締りややり強い。。
2　7.5YR3/3暗褐色土　土質は1層にほぼ同じ。焼土を少量、灰

を多く含む。締りやや有り。
3　10YR4/3暗褐色土。
4　10YR4/2灰黄褐色土　炭化物・ローム状土等不均等に含む。

粘性有り、締りやや強い。
5　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土・褐色粘性土をブロック状に含

む。締りやや有り。
6　10YR3/3　暗褐色土。

1

2

3

4

5



遺物　5点を図化・掲載した。竈埋土より10世紀前半黒

色土器杯1/3片1点（1）、10世紀前半土師器甕口縁部～

胴部下位片1点（2）、9世紀前半須恵器杯1/4片1点（3）

が出土している。また、埋土中から8世紀第1四半期須

恵器杯蓋1/3片（4）、蛇紋岩性の完形の管玉が1点出土

（5）した。また、非掲載であるが、埋土中から蛇紋岩片、

粗粒輝石安山岩礫片1点が出土した。

所見　重複する23・26・27号竪穴建物の中では最も新し

い時期のものである。しっかりとした堀方を有しており、

検出状況も比較的良いが、竈を構築していた意志は散乱

しており、竈の意図的な破壊がなされた可能性も否定

出来ない。竈位置や主軸方位などは、同じ2区内の14・

22・24・28・29号の各竪穴建物とおおむね類似している。

時期　様々な時期の土器が出土しているが、竈埋土から

した土器から10世紀前半頃のものと考えられる。

21号竪穴建物（第132・133図、PL.116・169）

位置　2区のほぼ中央。14号竪穴建物のすぐ北側、18号

竪穴建物のすぐ西側に近接する。X＝61804～808、Y＝－

94843～848。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い長方形状を呈していた

ものと考えられる。

主軸方位　N－64°－W 。

規模　長 径4.42m、 短 径3.52m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.58m。

検出面積　12.44㎡。

埋土　径1～5㎜程の白色・黄色粒子を多く、炭化物を

少量含む暗褐色土を主体とする。

床面　床面と掘り方とはほぼ一致している。竈前の床面

には炭化物と硬化面の広がりが見られた。標高425.91m

前後。

竈　北辺の中央からやや南東寄りに位置する。竈の主軸

方位はN－27°－Eで、北東－南西方向である。左袖付近

は攪乱されている。残存状態は悪く、燃焼部や煙道を構

築していた自然石はほとんど抜き取られ、散乱していた。

全長2.23m、焚口の幅0.69m、燃焼部幅0.27m、燃焼部

はほぼ壁と同位置にあり、煙道部は建物の外側へ1.22m

延びている。焚口部から燃焼部の底面にかけては、建物

床面とほぼよりも若干低く、深く掘り窪められており、

煙道部へは急に立ち上がっていた様子が看取出来る。燃

焼部火床面は良く焼けていおり、竈前にかけてやや広範

囲に焼土が顕著であった。

貯蔵穴　竈の南側、竪穴建物南東隅部から検出されたP1

が検出された。北東－南西方向に長い隅丸長方形状を呈

し、長径1.15m、短径1.01m、深さ0.49m。しっかりと

した堀片を有し、壁は垂直に近い状態で落ち、断面は長

方形状を呈している。埋土は、暗褐色土が主体で、壁際

には礫層が斜めに堆積している。また、中央よりやや南

寄りの東壁際からはP2が検出された。北西－南東方向に

やや長い楕円形状を呈し、長径0.51m、短径0.43m、深

さ0.46m。埋土はP1とほぼ同じ暗褐色土が堆積している。

柱穴　調査範囲内において柱穴は全く検出されなかっ

た。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出しており、掘方と床面とはほ

ぼ一致している。

遺物　8点を図化して掲載した。貯蔵穴P1埋土中、底部

から0.4～0.6m上からは7世紀前半の土師器杯3/4片が

4点、土師器杯1/4片1点が出土した（1～5）。埋土中

から7世紀前半土師器杯1/4片1点（6）、7世紀前半の

土師器大型杯口縁部～体部片1点（7）が出土した。また、

竪穴建物南東隅付近、床面直上から滑石製臼玉1点が出

土した（8、標高425.93m）。非掲載であるが、埋土内よ

り珪質頁岩二次加工がある剥片が1点出土している。

所見　竈左袖一帯、竪穴建物北東隅、南辺の大部分を攪

乱されており、また、竈も竪穴建物廃絶時に人為的に破

壊されていた可能性が高く、残存状態は決して良くない

が、しっかりとした堀方を有していたことがわかる。煙

道部が長く、7世紀代の竪穴建物の特徴を示している。

時期　出土した土器から7世紀前半頃のものと考えられ

る。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第132図　21号竪穴建物、出土遺物
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21号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　径1～5㎜程の白色・黄色粒子を

多く、炭化物を少量含む。
2　10YR3/4暗褐色土　1層よりやや明るい色調を呈す

る。混入物は1層に基本的に同じであるが、ローム
粒・焼土粒を含む。

3　10YR3/4暗褐色土　径5～20㎜程のロームブロック
を多量に、径2～5㎜程の白色・焼土粒を少量含む。

21号竪穴建物ピット1
1　10YR3/4暗褐色土　径5～20㎜程の黄褐色粘土粒、径

3～5㎜程の焼土粒を多く含む。固く締まる。
2　10YR3/3暗褐色土　2層よりやや暗い色調を呈する。

1層同様、焼土粒を含む。黄褐色粘土粒は含まない。
3　10YR3/3暗褐色土　径1～2㎜程の白色粒子を僅か

に含む。
4　10YR3/3暗褐色土　礫層。礫の間に3層の土を含む。

21号竪穴建物ピット2　
1　10YR3/4暗褐色土　径5～20㎜程の黄褐色粘土粒、径

3～5㎜程の焼土粒を少量含む。固く締まる。
2　10YR3/3暗褐色土　径1～2㎜程の白色粒子を僅か

に含む。
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22号竪穴建物（第134・135図、PL.117）

位置　2区の南東隅寄り。X＝61797～800、Y＝－94812～

815。

重複　なし。

平面形状　東西に僅かに長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－89°－W。

規模　長 径3.26m、 短 径3.22m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.87m。

面積　8.52㎡。

埋土　黒褐色土を主体とする。

床面　地山を平坦に削り出して、床面を形成している。

壁高は約0.3m前後で、急角度でに立ち上がる。標高

426.05m前後。

竈　東壁のほぼ中央に位置する。竈の主軸方位はN－92°

－Eで、東西方向である。残存状態は極めて悪く、ほぼ

堀方の状態で検出された。竈袖の基部も右側は地山を削

第133図　21号竪穴建物竈
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21号竪穴建物竈
1　10YR3/4暗褐色土　1層よりやや明るい色調を呈する。混入物は1層

に基本的に同じであるが、ローム粒・焼土粒を含む。
2　10YR5/6黄褐色土　粘質土。固く締まる。
3　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜の炭化物、焼土粒を多く含む。
4　10YR5/6黄褐色土　粘質土。固く締まる。
5　10YR4/1褐灰色土　径5～8㎜の焼土粒を含む。
6　N3/0　暗灰色土　灰・炭化物層
7　10YR3/3暗褐色土　径5～10㎜の黄褐色粘質土粒子、焼土粒をわずか

に含む。
8　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜の焼土粒を僅かに含む。
9　2.5YR4/6赤褐色土　焼土。
10　10YR4/6褐色土　被熱した地山ローム。
11　10YR3/4暗褐色土　径2～5㎜の焼土粒を多量に含む。
12　10YR4/4褐色土　固く締まる。
13　10YR4/4褐色土　径2～5㎜の焼土粒を含む。
14　2.5YR4/6赤褐色土　焼土。
15　10YR4/1褐灰色土　灰層。
16　2.5YR4/6　赤褐色土　焼土。
17　10YR3/4暗褐色土　径5～10㎜の焼土粒を多く、炭化物を少量含む。
18　10YR3/3暗褐色土　径2～5㎜の焼土粒を少量含む。
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り出して形成されていた部分が辛うじて判明するが、左

袖は、基部すら完全に失われていた。構築材も一切検出

されなかった。全長0.62m、焚口の幅0.85m、燃焼部幅

0.56m、燃焼部は竪穴建物の壁の内側に位置し、煙道部

は建物の外側へ0.56m程と延びている。焚口部から燃焼

部の底面にかけては平坦で、建物床面から、煙道部へは

非常に緩やかに斜めに立ち上がる。

貯蔵穴　竪穴建物北東隅から1号土坑が検出された。上

面に踏み固められた痕跡が全く認められなかったため、

床下土坑ではなく、竪穴建物機能時に何らかの用途で使

用されていた土坑と判断した。南北に長い楕円形状を呈

し、長径は0.78m、短径は0.73m、深さは0.13mを測る。

堀方は浅く、断面は扁平なレンズ状を呈している。埋土

は、上層に黒褐色土が堆積し、下層から底部にかけては

鈍い黄褐色土が堆積している。また、竪穴建物の中央か

ら東寄りの位置からはP1が検出された。北東－南西方向

にやや長い楕円形状を呈し長径0.36m、短径0.35m、深

さ0.07m。堀方は浅く、断面は浅く、扁平な逆台形状を

呈する。埋土は暗褐色土主体。

柱穴　床面からは柱穴は検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　堀方と床面とはほぼ一致している。

遺物　図化・掲載した遺物はない。

所見　14・23・24・28・29号竪穴建物と同様、東側に天

竈を有する竪穴建物の事例である。竈煙道部、竪穴建物

南東隅、竪穴建物南辺東寄りなどを攪乱されており、残

存状態は必ずしも良いわけではない、。しかしながら、

小規模ではあるが、しっかりとした堀方を有している。

時期　竪穴建物の年代を明確に示すような遺物は出土し

なかったので不明であるが、古墳時代後期～平安時代中

期のものと考えられる。

第134図　22号竪穴建物

P11号土坑
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22号竪穴建物
1　10YR3/1黒褐色土　径5～10㎜程の小礫を多く、径50㎜程の礫を含む。
2　10YR3/2黒褐色土　1層よりもやや暗い色調を呈する。径5～10㎜程の小礫を多

く、径50㎜程の礫を含む。下部には炭化物・焼土粒を僅かに含む。
3　10YR3/3暗褐色土　径10～20㎜程の比較的大きめの炭化物粒を含む。1・2層同

様、礫を含む。

22号竪穴建物土坑1
1　10YR3/2黒褐色土　ローム小ブロックをやや多く、炭化物粒

を少量含む。硬質。
2　10YR3/2黒褐色土　混入物少ない。粘性僅かに有り、締りや

や欠く。
3　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム土と2層の土との混土。締り

やや有り。

22号竪穴建物ピット1　
1　10YR3/3暗褐色土　土質は土坑1の3層に近いが、ローム土

を少量含む。締りやや欠く。
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23号竪穴建物（第136図、PL.118）

位置　2区の中央から南東寄り。南壁際。X＝61792～

796、Y＝－94825～828。

重複　20号竪穴建物に上面を掘り込まれる。27号竪穴建

物の北西隅を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－77°－W。

規模　長 径3.27m、 短 径2.74m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.29m。

検出面積　7.52㎡。

埋土　灰黄褐色土を主体とする。標高426.00m前後。

床面　地山をほぼ平坦に削り出して、床面を形成してい

る。壁高は約0.3m前後で、急角度で立ち上がる。

竈　東壁、竪穴建物北東隅に位置する。竈の主軸方位は

N－96°－Eで、東西方向である。上面を20号竪穴建物

によって削平され、ほぼ堀方に近い状態で検出された。

20号竪穴建物によって破壊されているため、残存状態は

悪い。燃焼部は、竪穴建物の壁の位置に構築されていた

ものと考えられる。検出全長0.79m、焚口の幅は0.87m、

燃焼部幅0.26m。煙道部は建物の外側へ0.29m程と延び

ている。焚口部から燃焼部の底面にかけては平坦で、建

物床面から、煙道部へは比較的緩やかに斜めに立ち上が

る。

貯蔵穴　竪穴建物中央からP1が検出された。上面に踏み

固められた痕跡は認められなかったが、竪穴建物廃絶時

に開口していたかどうかは不明である。北東－南西方向

に長い楕円形状を呈し、長径は0.74m、短径は0.68m、

深さは0.37mを測る。しっかりとした堀方を有し、断面

は口が大きく開いたU字型状を呈している。埋土は上層

に暗褐色土、下層に灰黄褐色土が堆積する。

柱穴　床面からは柱穴は検出されなかった。

周溝　北辺から西辺にかけては継続して、東辺と南辺で

は部分的にごく一部から検出された。幅は0.25m、深さ

は0.06m程度である。

掘方　地山を平坦に削り出して床面を形成しているた

め、床面と掘方はほぼ一致している。

遺物　図化・掲載した遺物はない。

所見　上面ほとんどを20号竪穴建物に掘り込まれ破壊さ

れており、検出状態は不良であった。ほぼ同位置に造営

された20号竪穴建物によって破壊されているが、大きさ

は異なるものの、竈の位置や主軸方向には若干共通する

第135図　22号竪穴建物竈

竈
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22号竪穴建物竈
1　10YR3/2黒褐色土　細粒土。焼土ブロックや炭化物粒を不均等に

含む。締りやや欠く。
2　7.5YR4/3褐色土　山砂状の黄褐色土と焼土ブロックとの混土。

炭化物粒を含む。締りやや欠く。
3　10YR3/3暗褐色土　やや砂質。短歌物粒を含む。焼土を少量含む。
4　10YR4/2灰黄褐色土　小礫混じりのローム土と焼土・砂質土との

混土。
5　10YR4/3鈍い黄褐色土　2層の土と粗粒山砂との混土。
6　10YR3/　暗褐色土　焼土を少量含む。粘性僅かに有り、締りや

や欠く。
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部分が確認できる。造り替えである可能性も考えられる。

14・22・24・27号竪穴建物同様、東竈のものは本遺跡に

おいては2区において検出されたこれの竪穴建物のみで

ある。

時期　出土した土器から10世紀第1四半期のものと考え

られる。

第136図　23号竪穴建物

1号土坑

竈
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23号竪穴建物
1　10YR3/2黒褐色土　多量の粒子を含む。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土を多く含む。炭化物粒・焼

土粒散見。締りやや強い。
3　10YR4/2灰黄褐色土　不明瞭なローム状土主体。粘性弱い。
4　10YR3/3暗褐色土　小礫・炭化物粒を少量含む。粘性やや有り。

締り弱い。
5　10YR4/2灰黄褐色土　土質は2層の土と同じ。焼土粒・炭化物

粒を含み、ローム粒を不均等にやや多く含む。

23号竪穴建物土坑1
1　10YR3/4暗褐色土　焼土・炭化物粒を少量含む。西側にローム

ブロックを多く含む。粘性有り。締りやや有り。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　地山ローム土をベースとし、黒色土ブ

ロックを少量含む。
3　10YR4/2灰黄褐色土　ローム土と1層の土のブロック状混土。

炭化物粒等を含まない。

23号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　混入物少ない細粒土。締りやや弱い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム粒を多く含む。粘性弱い。
3　7.5YR4/2灰褐色土　焼土粒を含むローム状土。最下部に黒色灰を含む。
4　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土主体。炭化物粒・焼土粒を散見する。

締り有り。
5　7.5YR4/3褐色土　焼土・炭化物粒を含む。締り弱い。
6　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い。



Ａ

Ａ
′

Ｂ

Ｂ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

倒木跡

被熱跡

142ピット
撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱 撹乱

80
8

-8
23

81
2

-8
23

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

142ピット

撹乱

撹乱

撹乱 撹乱

撹乱

撹乱

L=
42
6.
30
m

Ａ
Ａ
′

1
1

1
s

14
2ピ
ッ
ト

L=426.30mＢ Ｂ′
1

倒木跡

L=
42
6.
30
m

Ｃ
Ｃ
′

s

1
1

L=426.30mＤ Ｄ′

1 s s
1

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

24号竪穴建物（第137図、PL.119）

位置　2区の中央から東寄り。29号竪穴建物の北西側に

隣接する。X＝61808～811、Y＝－94821～825。

重複　142・197号ピットに掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－84°－W。

規模　長 径3.73m、 短 径3.16m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.09m。

面積　10.17㎡。

埋土　ローム土、炭化物粒を不均等に含み、締り有り、

粘性弱い暗褐色土が堆積している。

床面　地山を平坦に削り出して、床面を形成している。

上面を甚だしく削平されており、深さ約9cｍしか検出さ

れなかった。標高426.02m前後。

竈　東辺の中央よりはやや北寄りの位置に存在したもの

と推測できるが、上面を甚だしく削平されている上、攪

乱されているため、竈前の床面に広がる焼土と炭化物の

範囲及び竈の構築材の残骸と見られる自然石の出土によ

り、辛うじて竈の位置が判別出来た程度である。主軸方

位はN－94°－Eで、東西方向である。上面を削平され

ているため残存状態は悪いが、燃焼部から煙道にかけて

は自然石を組んで構築されていた様子が窺える。燃焼部

は竪穴建物の壁の外側の位置に構築されていたも推測さ

れる。検出全長0.88m、焚口と燃焼部幅は不明である。

焚口部から燃焼部の底面にかけては平坦で、建物床面か

ら、煙道部へは緩やかに斜めに立ち上がる。

貯蔵穴　検出されなかった。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出して床面を形成しているた

め、床面と掘方はほぼ一致している。

遺物　図化・掲載した遺物はない。

所見　全面的に上面を削平され検出状態は不良であっ

た。東竈のものは2区において検出された本竪穴建物を

含む5棟のうちの1棟である。

時期　竪穴建物の年代観を示す遺物の出土が皆無である

ため、正確な年代は不明であるが、古墳時代後期～平安

時代中期頃のものと考えられる。

第137図　24号竪穴建物

竈
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24号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　ローム土、炭化物粒を不均等に含む。締り有り。粘性弱い。

24号竪穴建物竈
1　10YR4/2灰黄褐色土　細粒土。焼土・やや大粒の炭化物粒を不均等に含む。締り

強く、粘性弱い。
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25号竪穴建物（第138図、PL.120）

位置　2区の中央からやや北寄り。X＝61811～814、Y＝

－94833～838。

重複　157・158号土坑に上面を掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－78°－W。

規模　長 径3.98m、 短 径3.96m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.09m。

面積　12.67㎡。

埋土　炭化物粒をやや多く、白色粒子やローム状土を不

均等に含み、粘性有り、締り強い暗褐色土が堆積してい

る。

床面　地山を平坦に削り出して床面を形成している。標

高426.05m前後。

竈　竪穴建物の北東隅に位置する。竈の主軸方位はN－

44°－Eで、北東－南西方向である。上面を完全に削平さ

れ、ほとんど平坦化されたような状態でしか検出されな

かった。残存状態は悪く、掘方の底面が辛うじて検出さ

れた程度である。燃焼部や煙道の構築材と考えられる自

然石が竈の周囲には散乱している。燃焼部は竪穴建物の

壁とほぼ同位置に構築されていたものと考えられる。全

長0.94m、焚口の幅は0.68m、燃焼部幅0.58m。煙道部

は建物の外側へ0.59m程と延びている。焚口部から燃焼

部の底面にかけての平坦な部分は検出されたが、燃焼部

奥壁の立ち上がりの部分は、削平され、検出されなかっ

た。

貯蔵穴　竪穴建物の南東隅から1号土坑が検出された。

東西に長い楕円形状を呈し、長径は0.70m、短径0.61m、

深さは0.44m。しっかりとした堀方を有しており、断面

底部が突出する逆台形状を呈する。埋土は、炭化物粒を

やや多く、白色粒子やローム状土を不均等に含み、粘性

有り、締り強い暗褐色土が堆積している。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　堀方と床面とは一致している。　

遺物　図化・掲載した遺物はない。

所見　上面を大きく削平されていて、深さ約10cｍ弱ほど

しか残存しておらず、また、北辺と南辺の一部を攪乱さ

れており、検出状態は極めて悪い。東竈のものは2区に

おいて検出された本竪穴建物を含む5棟のうちの1棟で

ある。

時期　竪穴建物の年代観を示す遺物の出土が皆無である

ため、正確な年代は不明であるが、形状から見て9～10

世紀頃のものと考えられる。

第138図　25号竪穴建物
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25号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒をやや多く、白色粒子や

ローム状土を不均等に含む。粘性有り。締り強い。

25号竪穴建物1号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒をやや多く、白色粒子や

ローム状土を不均等に含む。粘性有り。締り強い。
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26号竪穴建物（第140～142図、PL.121・169）

位置　2区の中央、南寄り。31・32号竪穴建物のすぐ南

側に隣接する。X＝61793～7994、Y＝－94830～835。

重複　17号竪穴建物に西辺を掘り込まれる。20号竪穴建

物に東北隅を掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－70°－W。

規模　長 径5.07m、 短 径4.15m、 床 面 ま で の 深 さ 約

0.81m。

検出面積　1.62㎡。

埋土　上層に白色・黄色粒子、ローム状土を含み、夾雑

物少なく、粘性ごく僅か、締りやや有る暗褐色土が、下

層に小礫やYP-Kらしい大粒粒子を不均等に含み、下層で

は焼土・炭化物粒を多く含む、ネットリした蝕感で、粘

性弱く、締りやや有る灰黄褐色土が堆積している。

床面　地山をほぼ平坦に屑り出して、床面を形成してい

る。床面と掘り方とがほぼ一致している。壁高は約0.85m

前後で、斜め急角度に立ち上がっている。標高425.88m

前後。

竈　北辺のほぼ中央から検出された。竈の主軸方位はN

－22°－E。北東－南西方向である。燃焼部から煙道にか

けて壁を構築していた自然石が検出された部分も存在

し、石組みの竈であったと推測されるが、大部分は抜き

取られており、原位置を離れて散乱した状態で検出され

た。燃焼部と竈前にかけての床面には、焼土、炭化物が

顕著に検出された箇所が存在した。　燃焼部は竪穴建物

の壁の内側に構築されている。全長1.34m、焚口の幅は

1.04m、燃焼部幅は0.32m、煙道部は建物の外に0.38m

程延びている。焚口部から燃焼部の底面にかけては平坦

で、建物床面から、煙道部へは、比較的急角度でに立ち

上がっている。

貯蔵穴　竪穴建物の北東隅から貯蔵穴が、また、その南

西側に隣接してP2が検出された。貯蔵穴は、南北に長い

楕円形状を呈し、長径0.75m、短径0.64m、深さ0.22m

で、比較的しっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状

を呈する。埋土は鈍い黄褐色土が主体である。また、そ

の南西側に隣接するP2は、東西に長い不整楕円形状を呈

し、長径0.53m、短径0.40m、深さ0.34m、比較的しっ

かりとした掘方を有し、断面は漏斗状を呈する。埋土は、

暗褐色土主体である。、

柱穴　検出されなかったが、竪穴建物中央部西寄りの位

置からP1が検出された。規模・形状から見て柱穴として

全く不自然ではないが、1基のみの検出であるので、柱

穴とは見做し難い。南北に僅かに長い不整円形状を呈し、

第139図　25号竪穴建物竈

竈 竈掘方

第3節　2～4区2面の遺構と遺物

249

25号竪穴建物竈
1　2.5YR4/4鈍い色土　鮮明な赤色の焼土ブロックをベースとし、灰混じ

りの黒色土やローム粒等を含む。締りやや強い。
2　10YR3/3暗褐色土　暗い色調を呈する細粒土。混入物少ない。粘性、締り

共に有り。
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長径0.24m、短径0.22m、深さ0.33m。小規模ながら、しっ

かりとした掘方を有し、断面はU字形状を呈する。埋土

は、暗褐色土主体である。

周溝　東辺の壁際でのみ検出された。幅は0.34m、床面

からの深さは0.05～0.07mである。

掘方　地山を平坦に削り出し、掘方と床面とが一致して

いる。

遺物　12点を図化・掲載した。竈脇床面直上からは8世

紀第3四半期の土師器杯1/3片が1点出土した（1、標高

426.20m）。竪穴建物東壁に懸かって8世紀第3四半期

の土師器杯1/2片が1点出土した（2、標高426.20m）。

竪穴建物北東隅床面直上からは8世紀第3四半期の土

師器甕口縁部～胴部上位片1点（3、標高425.83m）及

び8世紀第1四半期の完形須恵器杯蓋1点（4、標高

425.90m）が出土した。床面から約10㎝程度上の層位か

らは、竪穴建物の南側から8世紀第1四半期須恵器杯蓋

口縁部～天井部片1点（5、標高425.99m）、竪穴建物

中央部から8世紀第1四半期須恵器短頸壺蓋1/4片1点

（6、標高425.99m）が出土した。他は、埋土中からの出

土で、8世紀第1四半期土師小型甕口縁部～胴部片1点

（7）、8世紀第3四半期土師器甕口縁部～胴部片1点

（8）、8世紀第3四半期土師器甕口縁部～頸部片1点

（9）、8世紀第1四半期須恵器杯1/2片1点（10）、8世

紀第1四半期須恵器杯1/4片（11）等である。また、埋土

中から縄文時代の黒色頁岩製石鏃4/5片1点（12）も出土

している。

所見　比較的残存状態は良好で、非常にしっかりとした

掘方を有する。竈の残存状態は良くない。

第140図　26号竪穴建物

貯蔵穴

P1 P2
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26号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　白色・黄色粒子、ロー

ム状土を含む。混入物少ない。粘性ごく僅
か、締りやや有り。

2　10YR4/2灰黄褐色土　小礫やYP-Kらしい
大粒粒子を不均等に含む。下層では焼土・
炭化物粒を多く含む。ネットリした蝕感。
粘性弱く、締りやや有り。

3　10YR4/3鈍い黄褐色土　2層の土とロー
ム土との混土。白色・黄色粒子、焼土粒等
を少量含む。締り有り。

4　10YR4/2灰黄褐色土　3層の土と同質だ
が位書記長を呈する。ローム土を少量含
む。　　床面直上で炭化物粒を多く含む。

5　10YR4/3鈍い黄褐色土　焼土粒を少量、炭
化物粒、灰色味を帯びた粘質土ブロック
を含む。粘性、締り共に強い。

26号竪穴建物貯蔵穴　
1　10YR4/2灰黄褐色土　土質は2層と同じ。焼土をやや多

く含む。粘性強い。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土と黒褐色土ブロッ

クとの混土。黄色味を帯びる。炭化物粒、焼土粒を少量
含む。締り有り。

26号竪穴建物ピット1
1　10YR3/3暗褐色土　焼土、黄色・白色粒子等を霜降り状に含む。粘性弱く、締りやや有り。

26号竪穴建物ピット2
1　10YR3/3暗褐色土　少量の白色・黄色微粒子を含む。締り欠く。
2　10YR4/2灰黄褐色土　焼土粒、炭化物粒、ローム小ブロックを含む。締り強い。
3　10YR3/3暗褐色土　ピット1の2層に近似するが、地山より暗色。
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時期　竪穴建物の年代を示唆するような遺物は8世紀第

1四半期のものと第3四半期のものが量的には拮抗して

いたが、床面直上から出土した遺物には8世紀第3四半

期のものが多いことから、8世紀第3四半期ごろのもの

と判断した。

第141図　26号竪穴建物竈

竈1面

竈2面

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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26号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　細粒で混入物少ない。締りややり弱い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム粒を多く含む。粘性弱い。
3　7.5YR4/2灰褐色土　焼土粒を含むローム状土。締りやや強い。
4　10YR4/3鈍い黄褐色土　焼土粒及び炭化物粒散見。締り強い。
5　7.5YR4/3褐色土　焼土粒、炭化物粒をやや多く含む。締り強い。
6　10YR3/3暗褐色土　焼土粒等を少量含む。粘性弱い。
7　10YR4/2灰黄褐色土　締り強い。
8　10YR3/3暗褐色土　焼土・粘性土小ブロック散見。比較的締り強い。
9　2.5YR4/4鈍い赤褐色土　焼土ブロック主体。ザクザクした蝕感。



０ 10㎝１:３ ０ ２㎝１:１

27号竪穴建物（第143・144図、PL.122・169）

位置　2区の南端、西寄り。南壁に懸かる。X＝61792～

795、Y＝－94824～829。

重複　西側約1/4を20・23号竪穴建物に掘り込まれる。

平面形状　南側が調査区外へと出ており、西側を17・

20・23号竪穴建物掘り込まれ、東辺を攪乱されているた

め全容は全く不明である。竈の周囲を中心とした竪穴建

物の北半分が部分的に検出された。

主軸方位　N－81°－W。

規模　検出東西長4.92m、検出南北長3.73m、床面まで

の深さ約0.55m。

検出面積　12.09㎡。

埋土　主体は黒褐色土、底面付近に比較的薄く暗褐色土

が堆積する。

床面　地山をほぼ平坦に屑り出して、床面を形成して

いる。床面と掘り方とがほぼ一致している。竈前の床

面に焼土と炭化物が広がる箇所が検出された。壁高は

約0.64m前後で、急角度に立ち上がっている。標高

426.00m前後。

竈　北辺の中央からやや東寄りの位置から検出された。

竈の主軸方位はN－10°－Eで、北東-南西方向である。

燃焼部は竪穴建物の壁の位置よりも内側に構築されてい

第142図　26号竪穴建物出土遺物

第３章　発見された遺構と遺物
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る。全長は0.76m、焚口の幅は0.81m、燃焼部の幅は

0.44mで、煙道部は竪穴建物の外側に0.17m程延びてい

る。竈の両袖は自然石を芯材にして粘土を固めて構築さ

れていたが、芯材はごく一部でしか検出されなかった。

また、竈の構築材と思われる自然石は、竈からやや離れ

た位置にまで散乱していた。竈の残存状態としては不良

である。

貯蔵穴　検出範囲の南東寄り、調査区南壁際から1号

土坑が検出された。東西に長い楕円形状を呈し、長径

0.77m、検出短径は0.67m、深さは0.27mで、しっかり

とした掘方を有し、断面は厚いレンズ状を呈する。埋土

は上層に暗褐色土、中層に黒褐色土、下層に灰黄褐色土

が堆積している。上面に踏み固められた痕跡はなかった。

柱穴　北東隅寄りの位置、竪穴建物の東壁際からP1が検

出された。位置的に見て、柱穴である可能性が高い。南

北にやや長い楕円形状を呈し、長径は0.33m、短径は

0.18m、深さは0.17mで、断面はU字形状を呈する。上

面に踏み固められた痕跡は無く、埋土は黒褐色土が堆積

している。なお、本竪穴建物は部分的にしか検出するこ

とが出来なかったため、他の柱穴らしきピットは検出さ

れなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を平坦に削り出し、掘方と床面とが一致して

いる。

遺物　検出範囲がごく限定されているためか、出土した

遺物は少なく、図化・掲載した遺物は2点である。いず

れも埋土中からの出土で、9世紀第3四半期の土師器甕

口縁部～胴部上位片1点（1）、9世紀第3四半期の土師

第143図　27号竪穴建物

P1

1号土坑

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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27号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　白色粒・焼土・炭化物粒を少量含む。粘性僅か、締り

やや有り。
2　7.5 YR3/3暗褐色土　焼土・ローム小ブロック等を不均等に含み、天井・

壁の崩落土を若干含む。焼土は煙道と焚口付近では大粒で、量も多くな
る。ボソボソした蝕感、締りやや欠く。

3　2.5Y4/2暗灰黄色土　ローム土と1層土との混土。焼土等の混入少な
い。

4　10YR3/2黒褐色土　黒色味の強い腐植土質。粒子細い。黄色粒子、細礫等
を少量含む。炭化物粒散見。粘性ごくわずか。締り弱い。

5　10YR4/3鈍い黄褐色土　不揃いのローム粒、ローム小ブロック等を不均
等に含む。細礫をやや多く、焼土・炭化物粒を少量含む。締りやや強い。

6　10YR3/3暗褐色土　粒子細い。ブロック状のローム状土を不均等に含
む、焼土粒、炭化物粒は床直上でも少ない。粘性弱い。

27号竪穴建物土坑1
1　10YR3/3暗褐色土　粘性弱い。
2　10YR3/2黒褐色土　ローム小ブロッ

クを散見。ネットリした蝕感。締りや
やり弱い。

3　10YR4/2灰黄褐色土　2層の土と
ロームブロックとの混土。締りやや
有り。

27号竪穴建物ピット1
1　10YR3/2黒褐色土　締りやや欠く。
2　10YR3/3暗褐色土　混入物少ない。粘

性弱い。
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器甕口縁部～胴部中位片1点（2）である。

所見　残存状態は良くないが、しっかりとした掘方を有

している。

時期　竪穴建物の年代を示す遺物の出土が少量で、いず

れも埋土中からの出土であるため、正確な年代は不明で

あるが、出土した土器の年代観は9世紀第3四半期のも

のであるので、それに近い時期のものであると考えられ

る。

第144図　27号竪穴建物竈、出土遺物

竈

竈掘方

第３章　発見された遺構と遺物

254

27号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　サラサラした蝕感。

焼土粒、炭化物粒等を不均等に含む。灰
を含む。　粘性有り。締り弱い。

2　5YR4/3鈍い赤褐色土　焼土と粘性土
との混土。焼土はブロック状。

3　10YR4/2灰黄褐色土　被熱により焼土
化した地山。

4　10YR3/3暗褐色土　袖石を固めたカマ
ド構築材。ローム状土と暗褐色土との
混土。締りあまり強くない。

5　10YR5/3鈍い黄褐色土　粗粒。上面が僅
かに被熱。粘性、締り共に有り。

6　10YR3/3暗褐色土　焼土粒、炭化物粒、
ロームブロックを少量含む。粘性ごく
僅か、締り有り。

1

2
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28号竪穴建物（第145・146図、PL.123）

位置　2区の中央、東寄りの位置。29号竪穴建物北東側、

24号竪穴建物の東側に位置する。X＝61807～811、Y＝－

94811～816。

重複　131号ピットに掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－65°－W。

規模　長径4.07m、短径3.91m、床面までの深さ0.54m。

面積　12.67㎡。

埋土　上層に白色粒・焼土・炭化物粒を少量含む。粘性

僅かで、締りやや有る暗渇色土が、中層に焼土・ローム

小ブロック等を不均等に含み、天井・壁の崩落土を若干

含む。焼土は煙道と焚口付近では大粒で量も多くなる、

ボソボソした蝕感で、締りやや欠く暗褐色土が、下層、

床面上に薄くにローム土と1層土との混土。焼土等の混

入少ない暗灰黄色土が堆積している。

床面　地山を平坦に削り出して床面を形成している。面

からは、中央から南東側にかけて約半分弱の範囲に炭化

物と焼土が検出され、また、長さ0.05～0.48m、幅0.02

～0.04m程の炭化材が竈の周囲から西壁付近に散乱した

状態で検出された。標高426.58m前後。

竈　東辺の中央よりやや南寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－92°－Eで、東西方向である。残存状態は必ず

しも良好とは言い難いが、煙道の壁面及び煙出しを構築

したと考えられる自然石が一部組まれた状態で検出され

た。煙出しの部分はとくに良好な残存状態であった。両

袖は地山を段状に削り出した上に芯材に自然石を据え、

その上から粘土を貼って構築されていたと考えられる

が、地山を削り出して形成された両袖の基部しか検出

されなかった。竪穴建物の床面中央部にかけて、焚口部

の上に懸けたであろう天井石や、袖石の残骸と思われる

自然石、さらには竈の構築材として使用されたであろう

自然石が纏まった状態で散乱しており、竪穴建物廃棄時

に、意図的に竈が破壊されたものと推測出来る。燃焼部

はほぼ竪穴建物の壁の位置に構築されている。竈の全長

は1.28m、焚口の幅は1.04m、燃焼部幅0.24m。煙道部

第145図　28号竪穴建物

貯蔵穴

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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28号竪穴建物　
1　10YR3/3暗褐色土　ローム粒、細礫を含

む。粘性弱く、締りやや有り。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム状土と1層

の土との混土。ローム状土は西側では縞
状、南・東側ではブロック状に含み、一様
でない。炭化物粒を多く含む。

3　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒を多量に、や
や大粒のロームブロック多く含む。灰を
含む。

　ネットリした蝕感。
4　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム土をベー

スとし、黒色土をブロック状に含む。

28号竪穴建物貯蔵穴
1　10YR3/2黒褐色土　黒色味強いが炭化物

粒を含まない土をベースとし、褐色粘性
土の小ブロックを含む。締りやや欠く。

2　10YR4/2灰黄褐色土　黒色土ブロックを
不均等に含む。粘性有り。
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は建物の外側へ0.72m程延びている。焚口部から燃焼部

の底面にかけては平坦で、建物床面から、煙道部へは斜

めに、比較的急に立ち上がっている。

貯蔵穴　竪穴建物の北東隅付近から検出された。東西に

長い楕円形状を呈し、長径0.44m、短径0.34m、深さ

0.13m。掘方は浅く、断面は厚いレンズ状を呈する。埋

土は、助走に黒色味強いが炭化物粒を含まない土をベー

スとし、褐色粘性土の小ブロックを含み、締りやや欠く

黒褐色土が、下層に黒色土ブロックを不均等に含み、粘

性有る灰黄褐色土が堆積している。

柱穴　検出されなかった。

周溝　北西隅～西辺～南辺にかけて検出された。幅

0.23m、深さ0.04mである。

掘方　掘方と床面とは一致している。

遺物　図化・掲載した遺物はない。非掲載ではあるが、

埋土中から2次加工のある黒色頁岩剥片1点が出土して

いる。

所見　南東隅、貯蔵穴の周辺が南側に張り出した特異な

形状を呈するが、掘方は床面と一致しているため、後に

拡張された痕跡は見当たらず、造営当初からの形状で

あったものと推測出来る。2区の東側から検出された

22、23、24、29号竪穴建物など、一連の東竈の竪穴建物

グループの内の一棟である。とくに22、24、28号竪穴建

物と本竪穴建物とは、規模に多少の大小はあるが、主軸

方位は類似している。竪穴建物の中央から南東側にかけ

ての広い範囲に炭化物と焼土の広がりが検出され、また

炭化材が竈の周囲から竪穴建物西壁付近に至るまで散乱

した状態で検出されているので、焼失家屋であった可能

性が推測出来る。

時期　竪穴建物の年代を推測することが可能な遺物が出

土していないので、不明であるが、規模・形状から見て

土した土器から9～10世紀代頃のものと考えられる。

第146図　28号竪穴建物竈

竈 竈掘方

第３章　発見された遺構と遺物
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28号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　ローム粒、焼土粒を含む。粘性ごく僅か、締りやや欠く。
2　10YR4/2灰黄褐色土　1層の土と3層の土との混土で、炭化物粒を多く含む。
3　10YR4/4褐色土　ローム土をベースとし、鈍い関克食の焼土粒をブロック状に

やや多く含む。
4　10YR3/2黒褐色土　炭化物粒、黒色灰をベースとし、焼土ブロックを少量含む。
5　2.5Y4/2暗灰黄色土　黒色土をブロック状に含む。ローム土・ローム状土を固

めた火床面。被熱少ない。
6　10YR4/2灰黄褐色土　ブロック状のローム土を主体とする袖構築材。焼土粒、

炭化物粒を不均等に含む。
7　10YR3/2黒褐色土　炭化物粒を少量含む。他の混入物はまれ。粘性ごく僅か。



29号竪穴建物（第147・148図、PL.124・169）

位置　2区の南東寄り。X＝61803～808、Y＝－94817～

821。

重複　なし。

平面形状　北東-南西に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－8°－E。

規模　長径4.01m、短径3.94m、床面までの深さ0.91m。

面積　11.89㎡。

埋土　上層にローム粒、白色・黄色粒子、、炭化物粒等

を雑多に含み、粘性ごく僅か、締りやや有る暗褐色土が、

中層にローム状土と1層の土との混土の灰黄褐色土が、

下層に炭化物粒、焼土粒、細礫等を多く含み、ローム土

を少量含む暗褐色土が、ローム状土を最も多く含み、焼

土粒、炭化物粒を不均等に多く含み、締り有る鈍い黄褐

色土が壁際に斜めに堆積している。

床面　地山を比較的平坦に削り出して床面を形成してい

る。床面と堀方とは一致している。中央からやや東寄り

の位置から焼土の痕跡が顕著な部分が、東西約0.68m、

南北約1.5～3.0mの範囲に亘って検出された。また、竪

穴建物の北側において、長さ0.01～0.5m、幅0.02～0.1m

前後の炭化材が検出されたが、28号竪穴建物などの検出

状況からみれば、ごく少量と言える。標高425.36m前後。

竈　東辺の南東隅寄りに位置する。竈の主軸方位はN－

101°－Eで、西北西－東南東方向である。残存状態は必

ずしも良好とは言い難く。袖の芯材や燃焼部天井などを

構成したと考えられる自然石は竈前を中心に竈の周辺に

散乱した状態で検出され竪穴建物廃棄時に、意図的に竈

が破壊されたものと推測出来る。燃焼部の壁の一部や右

袖の芯材に使用された自然石等は、原位置を保持した状

態で検出された。また、煙出しの部分も良好な状態で検

出された。燃焼部は竪穴建物の壁の内側の位置に構築さ

れている。竈の全長は1.09m、焚口の幅は0.75m、燃焼

部幅0.36m。煙道部は建物の外側へ0.52m程と延びてい

る。焚口部から燃焼部の底面にかけてはほぼ平坦な状態

で、底面から煙道部へは斜めに、比較的緩やかに立ち上

がっている。竈の燃焼部から竈前にかけての床面からは

焼土及び炭化物の堆積が顕著な範囲が検出された。

貯蔵穴　竪穴建物の南東隅から検出された。東西に長い

隅丸長方形状を呈し、長径0.47m、短径0.33m、深さは

0.43mである。深く、しっかりとした掘方を有し、断面

は深い逆台形状を呈している。埋土は細礫及び径2㎝前

後のロームブロックをやや多く含む。焼土粒をごく僅か

含み、粘性弱く、締り弱い灰黄褐色土である。

柱穴　竪穴建物の中央から北東に寄った位置から、P1が

検出された。1基のみの検出であったため、柱穴とは見

做し難い。南北に長い不整楕円形状を呈し、長径0.33m、

短径0.25m、深さ0.14mの規模で、掘方は浅く、断面は

不整逆台形状を呈している。埋土は暗褐色土とロームの

小ブロックとの混土である灰黄褐色土である。

周溝　竪穴建物の南壁際に部分的に検出された。それ以

外の場所からは検出されなかった。幅は約0.12m、床面

からの深さは約0.05m前後である。

掘方　堀方と床面とは一致している。

遺物　図化・掲載した遺物は7点である。土器はいずれ

も7世紀前半のもので、竈周囲の床面直上から出土し

た。ほぼ完形の土師器杯1点（1、標高425.41m）、土

師器杯3/4片1点（2、標高425.34m）、土師器杯1/2片

1点（3、標高425.33m）、土師器杯1/3片1点（4、標

高425.36m）、土師器杯口縁部～体部片1点（5、標高

425.36m）などである。また、埋土中からは縄文時代前

期前葉の深鉢胴部片1点（6）、縄文時代の完形の黒色頁

岩製打製石斧1点（7）、また、非掲載であるが黒曜石の

二次加工のある剥片1点が出土した。後世の遺構への流

れ込みの遺物と考えられる。

所見　2区の東側から検出された22、23、24、28号竪穴

建物など、一連の東竈の竪穴建物グループの内の一棟で

ある。とくに22、24、28号竪穴建物と本竪穴建物とは、

規模に多少の大小はあるが、主軸方位は類似しており、

南辺の南東隅側が張り出している部分は異なるものの、

28号竪穴建物とは規模、形状、主軸方位がほぼ類似して

おり、設計理念の共通性が推測できる。竪穴建物の北側

の床面から炭化物が検出されたが、28号竪穴建物ほど顕

著ではなく、また、床面からの焼土や炭化物の顕著な広

がりのある箇所は検出されなかったので、積極的に、焼

失家屋であった可能性は推測出来かねる。深く、しっか

りとした掘方を有している。

時期　出土した土器の年代観から、およそ7世紀後半頃

のものと考えられる。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第147図　29号竪穴建物

貯蔵穴 P1

竈 竈掘方

第３章　発見された遺構と遺物
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29号竪穴建物
1　10YR3/3暗褐色土　ローム粒、白色・黄色粒子、、炭化物

粒等を雑多に含む。粘性ごく僅か、締りやや有り。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム状土と1層の土との混土。

ローム状土は西側でブロック状に、中央付近の一部で
不明瞭な縞状に含む。

3　10YR3/4暗褐色土　1層の土に近似するが、炭化物粒、
焼土粒、細礫等を多く含む。ローム土を少量含むい。

4　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土を最も多く含む層。
焼土粒、炭化物粒を不均等に多く含む。締り有り。

5 　10YR3/2黒褐色土　4層の土をベースとし、炭化物を
多く含む。

29号竪穴建物貯蔵穴
1　10YR4/2灰黄褐色土　細礫及び径2㎝前後のロームブ

ロックをやや多く含む。焼土粒をごく僅か含む。粘性弱
く、締り弱い。

29号竪穴建物ピット1
1　10YR4/2灰黄褐色土　暗褐色土とローム小ブロックと

の混土。粘性有り。締りやや有り。

29号竪穴建物竈
1　7.5YR3/3暗褐色土　灰を多く、ローム粒及び焼土粒を不均等にやや多

く含む。サクサクした蝕感。粘性ごく僅か、締りやや欠く。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム土・ローム状土をベースとし、焼土粒、炭

化物粒を不均等にやや多く含む。締り有り。
3　10YR4/4褐色土　ローム土主体。焼土粒及び灰を含む。締り強い。
4　5YR4/4鈍い赤褐色土　焼土粒、黒色灰、ローム土等の混土。一部互層状。
5　10YR4/2灰黄褐色土　袖構築材のローム土・ローム状土主体の層。焼土

等を少量含む。



０ 10㎝１:３

31号竪穴建物（第149～151図、PL.125・169）

位置　2区の中央から南東寄り。17・20・26号竪穴建物

のすぐ北側に近接する。X＝61798～806、Y＝－94825～

832。

重複　32号竪穴建物の大部分を掘り込む。

平面形状　北東-南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－81°－W。

規模　長径5.98m、短径5.73m、床面までの深さ0.68m。

面積　27.46㎡。

埋土　メインはAs-Cと思われる灰色粒子を下側中心に霜

降り状にやや多く含み、炭化物を不均等に含み、床面直

上の一部で炭化物粒を多く含む部分を有する灰黄褐色

土。壁際にやや腐植土質で、底面付近で炭化物を多く含

み、粘性弱い暗褐色土が斜めに堆積している。

床面　地山を比較的平坦に削り出して床面を形成してい

る。床面と堀方とは一致している。中央部からやや北西

側に寄った位置から、東西約1.5m、南北約1m前後の

範囲から、焼土及び炭化物が検出された。標高425.53m

前後。

竈　北辺の中央からやや西寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－4°－Eで、ほぼ南北方向である。竈の両袖は、

地山を削り出して造られた基盤に、自然石を芯材に粘土

を貼り付けて構築され、燃焼部の基礎を構成していたで

あろう自然石が、部分的には残存した状態で検出された

が、残存状態は決して良好と言うわけではない。竈前や

周囲の床面に散乱した状態で検出されたやや大ぶりの自

然石は、元来、燃焼室の天井などを構成したと考えられ

る。燃焼部は竪穴建物の壁の内側の位置に構築されてい

る。竈の全長は2.47m、焚口の幅は0.72m、燃焼部幅

0.32m。煙道部は建物の外側へ1.73m程と延びている。

煙道部がこれほど長く伸びている竪穴建物は、本遺跡か

ら検出され中では唯一の事例である。煙道部は地山を削

り出して構築されており、煙道部の両壁に石などが据え

られていた痕跡は検出されなかった。吾妻地域に特有な、

当該期竪穴建物の特色である「石組み」の竈ではない。焚

口部から燃焼部の底面にかけてはごくわずかに掘り窪め

られ、底面から煙道部へは比較的急に立ち上がっている。

竈の燃焼部から竈前にかけての床面からは焼土及び炭化

物の堆積が顕著な範囲が検出された。

貯蔵穴　竪穴建物の北東隅付近、竈のすぐ東南東側から

第148図　29号竪穴建物出土遺物

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第149図　31号竪穴建物

貯蔵穴 P6P3P1 P2

第３章　発見された遺構と遺物
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31号竪穴建物　
1　10YR4/2灰黄褐色土　As-Cと思われる灰色粒子を下側中心に霜降り状にやや

多く含む。炭化物を不均等に含む。床面直上の一部で炭化物粒を多く含む部分
有り。粘性有り。締りやや有り。

2　10YR4/3鈍い黄褐色土　土質は1層とほぼ同じ。黄色味を帯び、粒子の混入の
少ない。。

3　10YR3/3暗褐色土　やや腐植土質。底面付近で炭化物を多く含む。粘性弱い。

31号竪穴建物ピット1～3・6
1　10YR4/2灰黄褐色土　黄色・白色粒子を多く含む。焼土粒

を含む。硬質。
2　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒散見。
3　10YR4/3鈍い黄褐色土　ロームブロックを含む。締りやや

強い。
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31号竪穴建物竈
1　10YR3/3暗褐色土　粘性ごく僅か、締り有り。
2　10YR4/3鈍い黄褐色土　ローム状土の比率の高いカマド構築材。ロームブロック

を多く含む。焼土粒、炭化物粒等を少量含む。
3　10YR4/2灰黄褐色土　ローム粒、粘土を含む。下側に焼土粒を多く含む。ボソボソ

した蝕感。
4　10YR5/4鈍い黄褐色土　混入物少ない。
5　2.5YR5/4鈍い赤褐色土　焼土ブロック主体とする火床上の堆積土。粘土小ブ

ロックを含む。炭化物粒を下側に多く含む。
6　10YR3/3暗褐色土　粘性、締り共に強い。
7　2.5YR5/4鈍い赤褐色土　9層の土の被熱赤変。
8　10YR3/3暗褐色土　炭化物粒を不均等に含む。締りやや有り。ボソボソした蝕感。
9　10YR5/4鈍い黄褐色土　袖構築材のローム土。焼土粒を少量含む。下側で炭化物

粒を多く含む。
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検出された。ほぼ、東西に長い不整楕円形状を呈する。

長径0.59m、短径0.45m、深さ0.60mで、深くしっかり

とした掘方を有し、、断面は底部が一段と深く掘り窪め

られた逆台形状を呈する。埋土は発掘調査時の記録はな

く、不明である。また、竪穴建物南東隅から検出された

P3が貯蔵穴であった可能性が考えられる。P3ha南北に長

い楕円形状を呈し、長径0.63m、短径0.58m、深さ0.13m

の規模で、掘方は浅く、断面は薄いレンズ状を呈してい

る。埋土は上層に黄色・白色粒子を多く含み、焼土粒を

含み、硬質の灰黄褐色土が、下層にロームブロックを含

み、締りやや強い鈍い黄褐色土が堆積している。

柱穴　貯蔵穴であったと考えられるのは、北東隅柱穴

P5、南東隅柱穴P1、南西隅柱穴と考えらえるP7、北西隅

柱穴P6の4基である。P7の南東側から検出されたP2はP7

との建て替えであった可能性が推測できるが、P2との新

旧関係は不明である。

P5：北東隅柱穴。北東-南西方向に長い楕円形状を呈し、

長径0.44m、短径0.37m。深さ0.49m。断面は録ら

れておらず不明。埋土は、黄色・白色粒子を多く含

み焼土粒を含む硬質の灰黄褐色土。

P1：南東隅柱穴。南北に長い楕円形状を呈し、長径0.40m、

短径0.34m、深さ0.32m。しっかりとした掘方を有

しており、断面は上が広がったU字形状を呈し、埋

土は鈍い黄褐色土が堆積している。

P7：南西隅柱穴。北西-南東方向に僅かに長い楕円形状

を呈し、長径0.41m、短径0.40m、深さ0.61m。断

面は録られておらず不明。埋土は鈍い黄褐色土が堆

積している。

P6：北西隅柱穴。南北に僅かに長い楕円形状を呈し、径

0.33m、深さ0.29m。しっかりとした掘方を有し、

断面は口が大きく開いたU字形状を呈する。埋土は、

上層に黄色・白色粒子を多く含み、焼土粒を含む硬

質の灰黄褐色土が、下層に炭化物粒散見される暗褐

色土が堆積している。

　各柱穴間の距離は芯々間で、P6-P5間2.38m、P5-P1間

2.50m、P1-P7間2.38m、P7-P6間 2・18m で あ る。 ま

た、掘り直し前か、後かの南西隅柱穴の可能性が考えら

れるP2は、東西に長い楕円形状を呈し、長径0.45m、短

径0.36m、深さ0.27m。しっかりとした掘方を有してお

り、断面は上が大きく広がったU字形状を呈する。

周溝　検出されなかった。

掘方　堀方と床面とは一致している。。

遺物　図化・掲載した遺物は2点である。埋土中から7

世紀前半の土師器杯1/2片が出土した（1）。また、埋土

中からは縄文時代の完形ののホルンフェルス製スクレイ

パー1点（2）が出土した。この他、非掲載ではあるが、

埋土中から変質安山岩礫2点、粗粒輝石安山岩礫5点、

変質安山岩礫1点、石英閃緑岩礫1点、ひん岩礫1点が

出土している。

所見　本遺跡から検出された竪穴建物としては、最大規

模の部類に入る。規模・形状は、西側に位置する18号竪

穴建物に非常に類似しているが、竈の位置が180度異な

る。また、大きさでは14・17号竪穴建物や、本竪穴建物

が掘り込んで破壊している32号竪穴建物に近い。竈が竪

穴建物の辺のほぼ中央部に位置している点や煙道が長く

伸びている点、大型でやや角張った形状である点などに

ついても、6～7世紀代の竪穴建物の一般的な特徴を示

している。

時期　竪穴建物の年代を示すような遺物は1点のみであ

るが、規模、形状から見て、7世紀頃のものと推測できる。

第151図　　31号竪穴建物出土遺物
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32号竪穴建物（第152図、PL.125・169）

位置　2区の中央から南東寄り。17・20・26号竪穴建物

のすぐ北側に近接する。X＝61797～801、Y＝－94825～

830。

重複　31号竪穴建物に掘り込まれる。

平面形状　31号竪穴建物に大半を掘り込まれ、破壊され

ているため、全容は全く不明である。

主軸方位　N－49°－E。

規模　検出北東-南西径5.09m、検出北西-南東径2.86m、

床面までの深さ0.63m。

面積　11.99㎡。

埋土　調査時に記録が録られておらず不明。

床面　地山を比較的平坦に削り出して床面を形成して

いる。床面と堀方とは一致している。

竈　調査範囲においては検出されなかった。

貯蔵穴　調査範囲においては検出されなかった。

柱穴　調査範囲においては検出されなかった。

周溝　調査範囲においては検出されなかった。

掘方　堀方と床面とは一致している。

遺物　埋土中より砥石片1点出土（非掲載）。

所見　大半が31号竪穴建物によって破壊されているため

に、全容は全く不明である。深くしっかりとした掘方を

有している。31号竪穴建物と類似した規模であったと推

測できる。

時期　遺構の年代を推測できるような遺物が出土してい

ないため、全く不明である。

第152図　32号竪穴建物

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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33号竪穴建物（第153～156図、PL.147・169）

位置　4区の東端。X＝61768～773、Y＝－94480～446。

重複　259号土坑に東辺北側を掘り込まれる。

平面形状　北東-南西方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－22°－W。

規模　長径5.17m、短径5.04m、床面までの深さ0.44m、

掘方までの深さ0.50m。

面積　19.75㎡。

埋土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒を若干含

む暗褐色土、及び、やや茶色味を帯び、淡い色調を呈し、

小礫を多量に、拳大の礫、黄橙色粒、径1～2ｍｍ程の褐

色粒、黄褐色粒を若干含む黒褐色土が主体。底面付近に

は、明黄褐色土ブロックを少量、黄橙色粒を若干含む黒

褐色土が薄く堆積している。

床面　地山を比較的凹凸を激しく掘り込み、黒褐色粒、

明黄褐色粒を含み、小礫を多く含む暗褐色土で約0.06～

0.16m埋められて平坦な床面が形成されている。標高

415.71m前後。

竈　竪穴建物東辺の南東隅寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－69°－Eで、東北東－西南西方向である。竈の両

袖や燃焼部から煙道にかけては粘質土を貼り付けて構築

されており、芯材や構築材に自然石が使用されていたよ

うな痕跡は全く見当たらなかった。人為的に破壊された

痕跡も、積極的には見出すことは出来なかった。燃焼部

は竪穴建物の壁の内側の位置に構築されている。竈の全

長は1.15m、焚口の幅は1.21m、燃焼部幅は0.67m。煙

道部は建物の外側へは0.88m程延びている。焚口部から

燃焼部の底面にかけてはわずかに掘り窪められており、

底面から煙道部へは、急に立ち上がっている。竈の燃焼

部から竈前にかけての床面からは硬化面のが顕著な範囲

が南北約2.2m、南北約1.7mの範囲に亘って検出された。

貯蔵穴　床面においては検出されなかったが、掘方にお

いて、竪穴建物の南東隅から北西-南東方向に長い、長

径0.51m、短径0.46m、深さ0.41mの規模で、深くしっ

かりとした掘方を有し、壁はほぼ垂直に落ちて断面は長

方形状を呈する楕円形状の1号土坑が検出された。ある

いは本来の貯蔵穴であった可能性が考えられる。埋土は

黒褐色土主体である。

柱穴　竪穴建物の北東側（P4）、北西側（P1）、南東側（P3）、

南西側（P2）から各1基が検出された。北東側柱穴P4には

あたかも蓋のように石が載せられていたが、竪穴建物廃

絶後に為されたことと推測出来る。本遺跡から検出され

た古代の竪穴建物の多くに見られたように、西側の2柱

穴は竪穴建物の比較的内側の位置から、東側の2柱穴は

竪穴建物の東壁寄りの位置から検出されるようなことは

なく、すべての柱穴が竪穴建物の内側から検出された。

柱穴の埋土は、上層にやや茶色味を帯びた淡い色調を呈

し、小礫を多量に、拳大の礫、黄橙色粒、径1～2ｍｍ程

の褐色粒、黄褐色粒を若干含む黒褐色土が堆積し、下層

に黄褐色土ブロックを多量に含む暗褐色土が堆積してい

る。

P1：北西隅柱穴。東西に長い楕円形状を呈する。長径

0.51m、短径0.39m、深さ0.49m。や有る暗褐色土。

深く、しっかりとした掘方を有しており、壁は垂直

に近い角度で落ち、断面は深い逆台形状を呈する。

P2：南西隅柱穴：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.61m、短径0.55m、深さ0.48m。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は深く狭い逆台

形状を呈する。

P3：南東隅柱穴：南北に長い楕円形状を呈する。長径

0.53m、検出短径0.49m、検出された深さは0.40m

である。深く、しっかりとした掘方を有し、断面は

幅が狭く深い逆台形状を呈する。

P4：北東隅：北西-南東方向に僅かに長い不整円形状を

呈する。長径0.48m、短径0.46m、深さ0.50m。しっ

かりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。

底部は地山礫層に達している。

　 各 柱 穴 芯 々 間 の 距 離 は、P4-P5間2.58m、P3-P2間

2.35m、P2-P1間2.40m、P1-P4間2.35mである。

周溝　竪穴建物の全周にかけて壁際から検出された。

幅は約0.49m、床面からの深さ約0.16mであった。

掘方　地山を凹凸激しく掘り込んでいる。特に竪穴建物

の北西隅、南西隅、南東隅付近、中央部から北東寄りの

箇所に亘って、あたかも土坑状に一段と掘り窪められて

いる。掘方おける起伏の高低差は約0.02～0.12m程度で

ある。竪穴建物の中央からやや北に寄った東壁際からは

床下ピット（P5）が検出された。上面に踏み固められた痕

跡は顕著には確認出来なかったが、掘方の調査において

初めて検出できたものであり、床下の施設と考えるのが

第３章　発見された遺構と遺物
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妥当であろう。

床下ピット　5号ピットは竪穴建物の中央からやや北に

寄った東壁際から検出された。方形状を呈し、径0.22m、

深さ0.37m。しっかりとした掘方を有し、断面は深いU

字形状を呈している。埋土は、やや茶色味を帯び、暗褐

色土ブロックを若干含む黒褐色土である。

遺物　図化・掲載した遺物は4点である。土器はいずれ

も7世紀前半のものでる。竈周辺床面直上から土師器甕

口縁部～胴部上位片3点が出土した（1、標高416.72m）、

（2、標高416.69m）、（3、標高415.58m）。また、床面

直上から完形の輝石安山岩製磨石が1点（4）出土した。

なお、未掲載であるが、埋土中から粗粒輝石安山岩礫が

1点出土している。

所見　4区の東端近くに、1棟のみ単独で存在する竪穴

建物で、西側に隣接する34号竪穴建物と約150m以上離

れて存在している点が奇異に感じられる。7世紀前半の

土器が出土しているが、7世紀の竪穴建物らしい、しっ

かりとした構造の竪穴建物と言えよう。

時期　7世紀前半の年代観を示す土器が出土しており、

その頃のものと考えられる。

第154図　33号竪穴建物掘方、ピット・土坑、出土遺物

P5 1号土坑

掘方
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33号竪穴建物
1　As-B灰層。色調は場所により多様。黒褐色土を若干含む。
2　10YR3/1黒褐色土　やや茶色味を帯び、淡い色調を呈する。小

礫を多量に、白色粒を少量、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒
を若干含む。

3　10YR3/4暗褐色土　やや明るい色調を呈する。小礫をやや多
く、白色粒を少量、黄橙色粒及び径1～10㎜程の灰白色及び鈍
い黄橙色粒を若干含む。

4　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。小礫を多量に、白
色粒を少量、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒、拳大の礫等を
若干含む。

5　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒
を若干含む。

6　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びた淡い色調を呈する。小
礫を多量に、拳大の礫、黄橙色粒、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐
色粒を若干含む。

7　10YR2/2黒褐色土　明黄褐色土ブロックを少量、黄橙色粒を若
干含む。

8　10YR3/3暗褐色土　黒褐色粒、明黄褐色粒を含み、北側には小
礫を多く含む。

9 　10YR3/3暗褐色土　床形成面。黒褐色粒、明黄褐色粒を少量含
む。粘性やや有り。

33号竪穴建物ピット1・3・4
1　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びた淡い色調を呈する。小礫を多量

に、拳大の礫、黄橙色粒、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
2　10YR3/4暗褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。
3　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。

33号竪穴建物ピット5
1　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。暗褐色粒を若干含む。

33号竪穴建物1号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　やや明るい色調を呈する。小礫を多量、焼土粒を少

量含む。
2　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。小礫、黄褐色粒を不均質に多

量に含む。
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5　10YR3/4暗褐色土　やや明るい色調を呈する。赤褐色焼土粒、褐灰色灰
を若干含むが、明確な灰層は確認出来ない。

6　10YR2/2黒褐色土　硬化面。炭化物粒、白色粘土粒、赤褐色焼土粒を少量
含む。締まり有り。

7　10YR3/3暗褐色土　黒褐色粒、明黄褐色粒を少量含む。部分的に拳大の
礫を多量に含む箇所有り。粘性やや有り。

8　10YR5/8黄褐色土　径10～30㎜程の礫を少量、径1～3ｍｍ程の黄褐色
粒、灰黄褐色粒を若干含む。粘性有り。

33号竪穴建物竈
1　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びた淡い色調を呈する。小礫を多量

に、拳大の礫、黄橙色粒、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
2　10YR3/2黒褐色土　やや明るい色調を呈する。暗褐色粒、粘土粒を少量

含む。
3　5YR3/6暗赤褐色土　やや赤味がかった竈崩落土。赤褐色焼土粒を多量

に、炭化物粒、小礫を少量含む。
4　10YR3/4暗褐色土　カマド袖。やや明るい色調を呈する。部分的に茶色

味を帯びる箇所もある。白色粘質土ブロックを若干含む。粘性有り。



０ 10㎝１:３

34号竪穴建物（第157～159図、PL.149・169）

位置　4区の中央からやや南西寄り。X＝61790～796、

Y＝－94630～634。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－22°－E。

規模　長径4.18m、短径3.67m、床面までの深さ0.53m、

掘方までの深さは0.76m。

面積　11.75㎡。

埋土　最上層にやや明るい色調を呈する黒褐色土が堆積

している。メインとなる埋土は黄褐色土ブロック、黄橙

色粒、焼土粒等を少量含む暗褐色土である。また、黄褐

色粒を含み、黄橙色粒を若干含む黒褐色土が壁際に斜め

に堆積している。

床面　地山を凹凸を激しく掘り込んだ上に、約0.04～

0.2mほど黒褐色土を貼って平坦な床面が形成されてい

る。標高420.07m前後。

竈　竪穴建物北辺のやや東寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－24°－Eで、北東－南西方向である。吾妻地域に

おける当該期の竈を有する竪穴建物に特有な、燃焼部か

ら煙道部までを石組みで構築した竈であったものと推測

されるが、燃焼室の天井石と焚口部を構成する石の一部

は残存していたが、燃焼部や煙道の壁を構成していたで

第156図　33号竪穴建物出土遺物
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あろう自然石が散乱した状態で検出され、人為的に破壊

された状態とみられ、残存状態は良くなかった。両袖は

地山を削り出して造られた基部が検出されたが、袖の芯

材であったとみられる自然石も原位置を動いており、か

なりの部分は破壊されていた。燃焼部は竪穴建物の壁の

内側の位置に構築されている。竈の全長は2.14m、焚口

の幅は0.93m、燃焼部幅は0.47m。煙道部は建物の外側

へは1.23m程延びている。焚口部から燃焼部の底面にか

けては若干掘り窪められており、底面から煙道部へは、

非常に緩やかに立ち上がっている。

貯蔵穴　竪穴建物北東隅から検出された2号土坑が、位

置的に見て貯蔵穴であった可能性が高い考えられる。上

面に踏み固められた痕跡は検出することが出来ず、竪穴

建物機能時に機能していた土坑と考えられる。2号土

坑は、北西-南東方向に長い不整楕円形状を呈し、長径

0.64m、短径0.63m、深さ0.25mで、比較的しっかりと

した掘方を有し、断面はやや厚いレンズ状を呈する。埋

土は、上層に黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を

少量含む暗褐色土、下層に黄褐色砂質土を多量に、黄褐

色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む暗褐色土

が堆積している。また、竪穴建物の南東隅付近から1号

土坑が検出された。北西-南東方向に長い楕円形状を呈

し、長径は0.51m、短径は0.44m、深さは0.23mである。

比較的しっかりとした掘方を有し、断面は厚いレンズ状

を呈している。埋土は、黄褐色土ブロック、黄橙色粒、

焼土粒等を少量含む暗褐色土が堆積している。

柱穴　検出されなかった。

ピット　床面から掘り込まれたピットが3基検出され

た。竪穴建物の中央から1号ピットが、北南東隅近く、

1号土坑の南西側に隣接して2号ピットが、また、竪穴

建物の北西側から3号ピットが検出された。位置的に見

て、柱穴とは考えにくいが、上面に踏み固められた痕跡

は検出することが出来ず、竪穴建物機能時に機能してい

たピットと考えられる。

P1：中央。北東-南西方向に長い楕円形状を呈する。長

径0.50m、短径0.48m、深さ0.67m。深く、しっか

りとした掘方を有しており、断面は幅が狭く、深い

逆台形状を呈する。埋土は、上層に黄褐色土ブロッ

ク、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む暗褐色土が、下

層にやや淡い色調を呈し、黄褐色土ブロック、暗褐

色土ブロックを多量に、焼土粒を少量含む黒褐色土

が堆積している。

P2：南東隅付近：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.33m、短径0.28m、深さ0.49m。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は深いU字形状

を呈する。埋土は、黄褐色土ブロック、黄橙色粒、

焼土粒等を少量含む暗褐色土を主体とする。

P3：北西隅付近：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径0.28m、短径0.26m、深さは0.19m。掘方は浅

く、断面はレンズ状を呈する。埋土は、黄褐色土ブ

ロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む暗褐色土が

堆積している。

周溝　検出されなかった。

掘方　地山を凹凸激しく掘り込んでいる。竪穴建物全域

に亘って掘り窪められている。掘方における起伏の高低

差は約0.02～0.1m程度である。

遺物　図化・掲載した遺物は7点である。土器はいずれ

も7世紀前半のものである。埋土中から土師器杯1/4片

2点（1、2）、口縁部～体部片2点（3、4）、竈左脇

床面直上から土師器短頸壺1/2片1点（5）、竪穴建物中

央部床面直上から土師器短頸壺口縁部～胴部上位片1点

（6、標高420.10m）、埋土中から須恵器高坏杯部片1点

（7）出土した。また、非掲載であるが、土師器大型製品

片8点、黒曜石剥片1点が出土している。南西隅付近か

らまとまって出土した11点の隅丸長方形状の礫は薦網石

と考えられる。

所見　東側に隣接する33号竪穴建物とは西へ約150mほ

ど離れて所在する。煙道部と竪穴建物北東隅を攪乱され

ており、必ずしも残存状態は良いわけではないが、しっ

かりとした堀方であったが故に、結果的には残存した部

分は大きかった。竈は燃焼部から煙道部にかけて、石組

みで構築されていたものと考えらえるが、構築されてい

た石が遺っている部分はあまり多くはない。竪穴建物廃

絶時に人為的に破壊された可能性が高いものと考えられ

る。なお、北竈の竪穴建物は、4区では38・39号竪穴建

物と本竪穴建物のみであった。7世紀前半代の土器が出

土しているが、煙道部が長く伸びる6～7世紀の竪穴建

物の特色をよく示していると言えよう。

時期　出土した土器から7世紀前半代のものと考えられ

る。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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34号竪穴建物
1　10YR2/3黒褐色土　やや明るい色調を呈する。
2　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む。
3　10YR2/3黒褐色土　黄褐色粒を含み、黄橙色粒を若干含む。
4　10YR2/3黒褐色土　床面形成土。やや明るい色調を呈する。黒色土ブ

ロック、黄褐色土ブロックが斑状に、焼土粒、炭化物粒を少量、小礫を若
干含む。粘性有り。

5　10YR5/8黄褐色土　やや砂質。径10～30㎜程の礫を少量、径1～3ｍｍ程
の黄褐色粒、灰黄褐色粒 を若干含む。粘性有り。

6　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む。
7　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。黄褐色土ブロック、暗褐色

土ブロックを多量に、焼土粒を少量含む。

34号竪穴建物1号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む。

34号竪穴建物2号土坑
1　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む。
2　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む。

色調は1層に似る。やや粘性有。焼土粒・黄褐色砂質ブロック土を大量
に含む。低位にはこぶし大の亜円礫を大量に含む。

34号竪穴建物ピット2
1　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む
2　10YR3/3暗褐色土　黄褐色砂質土を多量に、黄褐色土ブロック、黄橙色

粒、焼土粒等を少量含む。

34号竪穴建物ピット3
1　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を少量含む。
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34号竪穴建物竈
1　10YR2/3黒褐色土　やや明るい色調を呈する。
2　10YR3/3暗褐色土　黄褐色土ブロック、黄橙色粒、焼土粒等を

少量含む。
3　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。炭化物Þ部及び焼土

粒を少量、黄橙色粒を若干含む。
4　赤褐色焼土ブロック
5　5YR4/8赤褐色土　燃焼面か。鈍い黄褐色砂質土を含む。
6　10YR4/6褐色土　竈築材。竈芯材周りに全体的に黄褐色土が混

じる不均質土。内側に炭化物粒、焼土粒等を若干含む。粘性や
や有り。

7　10YR5/8黄褐色土　竈掘方埋土。極暗赤褐色土を大量に、焼土
粒を多量に含む。

8　10YR5/8黄褐色土　径10～30㎜程の礫を少量、径1～3ｍｍ程の
黄褐色粒、灰黄褐色粒  を若干含む。粘性有り。



０ 10㎝１:３

35号竪穴建物（第160～162図、PL.150）

位置　4区の中央から西寄りの位置。調査区の南端。38

号竪穴建物の南側に位置する。X＝61791～794、Y＝－

94650～654。

重複　なし。

平面形状　西北西-東北東方向に長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－81°－W。

規模　長径3.01m、短径2.59m、床面までの深さ0.68m、

掘方までの深さ0.80m。

面積　6.86㎡。

埋土　黒褐色粒、黄褐色粒を多量に含む暗褐色土及び　

やや明るい色調を呈し、黄褐色粒、黄褐色粘質土粒等を

大量に含む暗褐色土を上層に、やや茶色味を帯び、黄褐

色土ブロック、黄褐色土粒を多量に含む黒褐色土が中層

に、混入物をほとんど含まない暗褐色土及び黒褐色土が

床面の上に堆積している。

床面　地山を比較的凹凸激しく掘り込み、鈍い黄褐色粒

を斑状に、黄褐色砂質土粒、白色粒、黄橙色粒を少量含

み、締まり有る褐色土を約0.06～0.16m貼って平坦な床

面が形成されている。標高420.48m前後。

竈　竪穴建物東辺の南東隅寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－101°－Eで、西北西－東南東方向である。竈は

ほぼ使用時の状態で遺存しており、竈の両袖は粘質土を

貼り付けて構築されており、燃焼部奥壁から煙道にかけ

ては両側及び天井部分は自然石を組んで構築されている

様子が看取出来た。吾妻地域における当該期の竪穴建物

の特色である石組み竈の事例であり、本遺跡から検出さ

れた古墳時代後期～平安時代中期の竪穴建物のうち、煙

道部の石組みまでがこのように良好な状態で残存した事

例は本例のみである。本遺跡から検出された竪穴建物で

は、竈が人為的に破壊された痕跡が見いだせるものが少

なくなかったが、本竪穴建物においては、竈が竪穴建物

廃絶時に人為的に破壊された痕跡は、積極的には見出せ

なかった。燃焼部は竪穴建物の壁の外側の位置に構築さ

れている。竈の全長は2.05m、焚口の幅は0.91m、燃焼

部幅は0.20m。煙道部は建物の外側へは1.44m程延びて

いる。煙道部は、幅約0.9mと堀方を広く取り、石を組

んだ裏込めに鈍い黄褐色土を貼って構築している。焚口

部から燃焼部の底面にかけては平坦であり、底面から煙

道部へは傾斜度高く、急に立ち上がっている。竈の燃焼

部から竈前にかけての床面からは焼土と炭化物が顕著な

範囲が幅・長さ共に1mの範囲にわたって検出された。

貯蔵穴　竪穴建物の南東隅から検出されたP1が貯蔵穴と

考えられる。南北にやや長い不整楕円形状を呈し、長径

0.44m、短径0.33m、深さ0.27mの規模で、しっかりと

した掘方を有し、断面は漏斗状を呈する。埋土はやや明

るい色調を呈し、黒色粒、 黄褐色粒を斑状に含み、小礫、

焼土粒を 若干含む黒褐色土主体である。

柱穴　検出されなかった。

第159図　34号竪穴建物出土遺物
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ピット　柱穴とは考えられないが、貯蔵穴の南側から

P2、P3が東西に隣接して検出された。

P2：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.25m、短径

0.22m、深さ0.14m。小規模ながらややしっかりと

した掘方を有しており、断面は幅が狭い逆台形状を

呈する。埋土はやや明るい色調を呈し、黒色粒、黄

褐色粒を斑状に含み、小礫、焼土粒を 若干含む黒

褐色土主体である。

P3：東西に長い楕円形状を呈する。長径0.19m、短径

0.15m、深さ0.08m。堀方は小規模で、埋土はやや

明るい色調を呈し、黒色粒、黄褐色粒を斑状に含み、

小礫、焼土粒を 若干含む黒褐色土主体である。

周溝　竪穴建物のほぼ全周にかけて壁際から検出され

た。幅は約0.17m、床面からの深さ約0.05mであった。

掘方　竪穴建物の全域にわたってランダムに地山を凹凸

激しく掘り込んでいる。掘方における起伏の高低差は約

0.01～0.12m程度である。

遺物　図化・掲載した遺物は4点である。土器はいずれ

も7世紀前半のものである。埋土中から土師器杯1/2片

2点（1、2）、竪穴建物中央部床面直上から土師器杯口

縁部～体部片が1点（3、標高420.49m）、貯蔵穴脇床面

直上より土師器杯1/2片1点（4、標高420.49m）が出土

した。また、非掲載であるが、土師器大型製品片が13点

出土している。

所見　吾妻地域における特色である石組みの竈を有する

竪穴建物の類例であるが、本遺跡において、竈を構築す

る石組みが最も良好な状態で残存した例である。小型の

竪穴建物であるが、7世紀の竪穴建物らしい、しっかり

とした構造の竪穴建物と言えよう。周溝の内側に添って

径0.05m程の窪みが検出された。壁面の土止め板の支柱

痕の可能性が考えられるが、深さはほとんどない。

時期　7世紀前半の年代観を示す土器が出土しており、

その頃のものと考えられる。

第160図　　35号竪穴建物
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掘方
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35号竪穴建物ピット1～3
1　10YR3/2黒褐色土　やや明るい色調を呈する。黒色粒、 黄褐色粒を斑状に含み、

小礫、焼土粒を 若干含む。
2　10YR5/8黄褐色土　径10～30㎜程の礫を少量、径1～3ｍｍ程の黄褐色粒、灰黄褐

色粒を若干含む。粘性有り。
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35号竪穴建物
1　攪乱。
2　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。

径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含
む。

3　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色
及び鈍い黄橙色粒を若干含む。

4　10YR3/3暗褐色土　黒褐色粒、黄褐色粒を多
量に含む。

5　10YR3/4暗褐色土　やや軽い色調を呈する。
建物構築材と考えられる。黄褐色粒、黄褐色
粘質土粒等を大量に含む。

6　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。黄
褐色土ブロック、黄褐色土粒を多量に含む。

7　10YR3/3暗褐色土　混入物をほとんど含ま
ない。

8　10YR2/3黒褐色土　混入物をほとんど含ま
ない。

9　10YR2/2黒褐色土　周溝埋土。黄褐色粒を少
量含み、軟質。

10　10YR4/4褐色土　掘方埋土。鈍い黄褐色粒を
斑状に黄褐色砂質土粒、白色粒、黄橙色粒を
少量含む。締まり有り。

11　10YR5/8黄褐色土　やや砂質。径10～30㎜程
の礫を少量、径1～3ｍｍ程の黄褐色粒、灰黄
褐色粒  を若干含む。粘性有り。
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36号竪穴建物（第164・165図、PL.150・170）

位置　4区の中央から南西寄り。調査区南壁際。X＝

61796～801、Y＝－94672～676。

重複　なし。

平面形状　北西-南東方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－28°－E。

規模　長径3.24m、短径3.21m、床面までの深さ0.14m。

面積　8.89㎡。

埋土　黒褐色土主体。

床面　地山を平坦に削り出して、床面を形成している。

標高421.57m前後。

竈　竪穴建物東辺のほぼ中央に位置する。竈の主軸方位

はN－113°－Eで、北西－南東方向である。両袖から燃

焼部にかけて上面を攪乱されており、煙道部の先端が検

出されたに過ぎず、両袖や燃焼部は痕跡が検出された程

度である。煙道部の先端は石を組んで構築され、吾妻地

域における当該期の竈を有する竪穴建物に特有な、燃焼

部から煙道部までを石組みで構築した竈であったものと

推測される。燃焼部は竪穴建物の壁の外側の位置に構築

されていていたものと推測出来る。竈の全長は0.91m、

焚口の幅は0.45m、燃焼部幅は0.38m。煙道部は建物の

外側へは0.89m程延びている。

貯蔵穴　竪穴建物北東隅付近から検出されたP1が、位置

的に見て貯蔵穴であった可能性が高い考えられる。上面

に踏み固められた痕跡は検出することが出来ず、竪穴建

物機能時に機能していた土坑と考えられる。東西に僅か

に長い円形状を呈し、長径0.41m、短径0.40m、深さ

0.38m。深く、しっかりとした堀方を有し、壁はほぼ垂

直に近い形で急角度に落ちている。断面はほぼ長方形状

第163図　35号竪穴建物竈掘方、出土遺物

竈掘方

第３章　発見された遺構と遺物
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を呈している。埋土は黒褐色土主体である。

柱穴　検出されなかった。

ピット　床面から掘り込まれたピットが1基検出され

た。このピットも上面に踏み固められた痕跡は検出する

ことが出来ず、竪穴建物機能時に機能していたピットと

考えられる。竪穴建物の南西隅検出されたP2は、北東－

南西方向に長い楕円形状を呈しており、長径0.27m、短

径0.25m、深さ0.14mの小規模なピットである。堀方は

浅く、断面は逆台形状を呈している。埋土は黒褐色土主

体である。

周溝　検出されなかった。

掘方　掘方と床面とはほぼ一致している。

遺物　図化・掲載した遺物は4点である。土器はいずれ

も10世紀第1四半期のものである。竈埋土中から須恵器

羽釜口縁部～胴部上位片1点（1）、須恵器碗3/4片1点

（2）、須恵器杯1/3片1点（3）、貯蔵穴埋土から須恵器

羽釜口縁部～胴部上位片1点（4）が出土した。非掲載で

あるが、他に土師器大型製品片2点、埋土中よりホルン

フェルス剥片が1点出土している。

所見　竪穴建物北東隅から竈袖、竈燃焼部、竪穴建物南

棟隅にかけてと中央部が攪乱されており、上面を大きく

削平されているので、残存状態は極めて悪い。北西側に

位置する37号竪穴建物と主軸方位が類似する。竈は燃焼

部から煙道部にかけて、石組みで構築されていたものと

考えらえるが、構築されていた石が遺っている部分は煙

道の先端の煙だしの部分のみであった。竪穴建物廃絶時

に竈が人為的に破壊された痕跡は見いだすことは出来な

かった。

時期　出土した土器の年代観から10世紀第1四半期のも

のと考えられる。

第164図　36号竪穴建物

P1 P2
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36号竪穴建物
1　10YR3/1黒褐色土　軟質。
2　10YR2/3黒褐色土　掘り方埋土。やや茶色味を帯びる。炭化物粒、

白色粒、黄橙色粒、小礫を少量含む。

36号竪穴建物ピット1
1　10YR2/1黒色土　小礫を多量に、As-Bブロックを含む。

36号竪穴建物ピット2
1　10YR3/1黒褐色土　軟質。
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第165図　36号竪穴建物竈、出土遺物
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36号竪穴建物竈
1　10YR2/1黒色土　小礫を多量に、As-Bブロックを含む。
2　10YR3/2黒褐色土　煙道埋土。やや明るい色調を呈する。焼土粒を若干

含む。
3　10YR2/1黒色土　床。炭化物粒、焼土粒を多量含む。締まりやや有り。
4　10YR3/2黒褐色土　カマド構築材。やや明るい色調を呈する。黄褐色粘

質土粒を多量に、焼土粒、炭化物粒を少量含む。。
5　10YR2/3黒褐色土　掘り方埋土。やや茶色味を帯びる。炭化物粒、白色

粒、黄橙色粒、小礫を少量含む。

1

2

3

4



37号竪穴建物（第166～169図、PL.151・170）

位置　4区の西寄り。36号竪穴建物の北西側に位置して

いる。X＝61805～810、Y＝－94678～684。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向にやや長い隅丸長方形状を呈

する。

主軸方位　N－34°－E。

規模　長径4.79m、短径4.25m、床面までの深さ0.38m、

掘方までの深さ0.50m。

面積　15.60㎡。

埋土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒を若干～

少量含む暗褐色土が堆積している。

床面　竪穴建物の全域にわたって隈無く地山を比較的凹

凸を激しく掘り込み、 黄褐色土ブロックを含む黒褐色土

で幅約0.06～0.22mで埋め、その上に0.05m前後の薄さ

でやや淡い色調を呈し、黄褐色粘質土粒、焼土粒を含み、

径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含み、色の粘土

が混ざる黒褐色土を均質に貼って平坦な床面を形成して

いる。標高421.57m前後。

竈　竪穴建物東辺の南東隅寄りに位置する。竈の主軸方

位はN－119°－Eで、北西－南東方向である。竈の両袖は、

地山を削り出して形成された基部の上に、芯材に自然石

を据え、粘質土を貼って形成し、燃焼部から煙道にかけ

ては自然石を組んで構築されていた様子が看取出来た。

焚口や燃焼部の天井部を構成した自然石は原位置を失わ

れて、竈の周囲に散乱した状態で検出された。とくに竪

穴建物の南東隅の貯蔵穴周辺から竈の南側にかけての一

帯において顕著であった。竈両袖は竪穴建物の内側に大

きく湾曲して入り込んでおり、燃焼部は竪穴建物の壁の

内側の位置に構築されている。竈の全長は1.35m、焚口

の幅は1.02m、燃焼部幅は0.51m。煙道部は建物の外側

へは0.58m程延びている。焚口部から燃焼部の底面にか

けて平坦で、底面から燃焼部の奥壁を経て煙道部へは非

常に緩やかに立ち上がっている。竈の焚き口の部分は約

0.04～0.06mほど浅く皿状に掘り窪められていた。

貯蔵穴　竪穴建物の南東隅、竈のすぐ南側から検出され

た1号土坑が貯蔵穴であると見られる。1号土坑は東西

に長い楕円形状を呈し、長径0.79m、短径0.67m、深さ

0.28m。断面は厚いレンズ状を呈している。埋土は焼土

粒、炭化物粒、黄褐色土ブロックを少量含む黒褐色土が

堆積している。また、竪穴建物南西隅から検出された2

号土坑と中央部南寄りの位置から検出された3・4号土

坑、さらに竪穴建物北西隅から検出された5号土坑も、

それぞれ貯蔵穴であった可能性が考えられる。2号土

坑は、北西－南東方向に長い楕円形状を呈している。長

径0.91m、短径0.78m、深さ0.13m。掘方は浅く、断面

は薄いレンズ状を呈する。埋土は焼土粒、炭化物粒、黄

褐色土ブロックを少量含む黒褐色土が堆積している。3

号土坑は、北東－南西方向に長い楕円形状を呈し、長径

0.45m、短径0.41m、深さ0.28m。比較的しっかりとし

た掘方を有しており、断面は逆台形状を呈する。埋土は

黄褐色土がブロック状に混じる暗褐色土が堆積してい

る。4号土坑は、東西に長い楕円形状を呈し、長径0.72m、

短径0.69m、深さ0.26m。しっかりとした掘方を有しお

り、断面は逆凸字形状を呈している。埋土は、上層に白

色粒、黄橙色粒を少量含む暗褐色土が、下層に黄褐色土

ブロックを多量に含む黒褐色土が堆積している。5号土

坑は、北東－南西方向に長い隅丸長方形状を呈し、長径

0.77m、短径0.64m、深さ0.11m。堀方は比較的浅く、

断面はレンズ状を呈する。埋土は、上層に黄褐色土ブロッ

クを多量に含む黒褐色土が、下層に焼土粒、炭化物粒を

少量含む全体的に赤色味が強い褐色土が堆積している。

柱穴　竪穴建物の北西側（P1）、南西側（P2）、南東側（P3）、

北東側（P4）から各1基が検出された。本遺跡から検出さ

れた古代の竪穴建物の多くに見られたように、西側の2

柱穴は竪穴建物の比較的内側の位置から、東側の2柱穴

は竪穴建物の東壁に重複する位置から検出された。柱穴

の埋土は径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を含む、やや

暗い色調を呈する黒褐色土が主体である。一部の柱穴で

は、下層に径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を少量含む、

やや暗い色調を呈する黒褐色土が堆積している。

P1：北西隅柱穴。北東－南西に長い楕円形状を呈する。

長径0.65m、短径0.46m、深さ0.48m。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は深い漏斗状を

呈する。.

P2：南西隅柱穴：南壁に懸かる。北東-南西方向に僅か

に長い楕円形状を呈する。長径0.28m、短径0.25m、

深さ0.69m。大変深く、しっかりとした掘方を有し

ており、断面は深く狭いU字形状を呈する。

P3：南東隅柱穴：南壁に懸かる。北東－南西方向に長い

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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楕円形状を呈する。長径0.38m、短径0.33m、深さ

は0.26mである。しっかりとした掘方を有し、断面

はU字形状を呈する。

P4：北東隅柱穴：北西-南東方向に僅かに長い不整円形

状を呈する。長径0.35m、短径0.34m、深さ0.68m。

しっかりとした掘方を有し、断面は逆台形状を呈す

る。底部は地山礫層に達している。

　 各 柱 穴 芯 々 間 の 距 離 は、P4-P3間3.10m、P3-P2間

1.56m、P2-P1間3.10m、P1-P4間1.71mである。

周溝　竪穴建物の北辺、各辺のごく一部で部分的に検出

された。幅は約0.26m、床面からの深さ約0.16mであっ

た。

掘方　竪穴建物の全域にわたって地山を凹凸激しく掘り

込んでいる。掘方おける起伏の高低差は約0.02～0.27m

程度である。

遺物　図化・掲載した遺物は20点である。土器はいずれ

も9世紀第3四半期のものである。竪穴建物中央床面

直上から土師器甕口縁部～胴部中位片が1点（1、標高

第166図　37号竪穴建物

P1 P2

1号土坑

P3 P4

2号土坑

P5

3号土坑 4号土坑 5号土坑
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37号竪穴建物
1　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒

を若干含む。
2　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒

を少量含む。
3　10YR3/4暗褐色土　やや黒味を帯びる。径1～10㎜程の灰白色

及び鈍い黄橙色粒を若干含む。
4　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。黄褐色粘質土粒、

焼土粒を含み、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
色の粘土が混ざる。

5　10YR3/2黒褐色土　黄褐色土ブロックを含む。
6　10YR3/2黒褐色土　やや淡い色調を呈する。黄褐色土ブロック

を5層よりも少なく含む。
7　10YR3/2 黒褐色土　焼土粒を多量に、黄褐色土ブロックを少

量含む。

37号竪穴建物1・2号土坑
1　10YR2/3黒褐色土　焼土粒、炭化物粒、黄褐色土ブロックを少

量含む。

37号竪穴建物3号土坑
1　10YR3/4暗褐色土　黄褐色土ブロックを含む。

37号竪穴建物4号土坑
1　10YR3/4暗褐色土　白色粒、黄橙色粒を少量含む。
2　10YR2/3黒褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。

37号竪穴建物5号土坑
1　10YR2/3黒褐色土　黄褐色土ブロックを多量に含む。
2　10YR4/6褐色土　全体的に赤色味が強い。焼土粒、炭化物粒を

少量含む。

37号竪穴建物ピット1～5
1　10YR3/1黒褐色土　やや暗

い色調を呈する。径1～
2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒
を含む。

2　10YR3/1黒褐色土　やや暗
い色調を呈する。径1～
2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒
を少量含む。
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第167図　37号竪穴建物掘方、竈

竈

掘方
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37号竪穴建物竈
1　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程

の灰白色粒、白色粒、黄橙色粒、鈍
い黄橙色粒を若干含む。

2　10YR3/4暗褐色土　焼土粒を少量、
径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄
橙色粒を若干含む。

3　10YR3/4暗褐色土　赤褐色年度ブ
ロックを含み、径1～10㎜程の灰
白色及び鈍い黄橙色粒を若干含
む。

4　焼土が帯状に広がる
5　黒褐色土に黄褐色土が広範囲に混

ざる。床面。
6　黒褐色土と黄褐色土が混ざる。
7　10YR5/8黄褐色土 
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第168図　37号竪穴建物出土遺物（1）
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第169図　37号竪穴建物出土遺物（2）
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421.25m）、竈焚口埋土から土師器甕口縁部～胴部中位

片が1点（2）、1号土坑（貯蔵穴）底面直上より土師器

甕口縁部～胴部中位片が2点（3、標高421.09m）、4、

標高421.02m）、1号土坑埋土中より土師器甕口縁部～

胴部上位片1点（5）、竪穴建物南東隅1号土坑際床面

直上より土師器甕口縁部～胴部上位片1点（6、標高

421.10m）、東壁際埋土中より土師器甕口縁部～胴部上

位片1点（7）、北東側床面直上より土師器甕口縁部～胴

部上位片1点（8、標高421.03m）、P5埋土中より土師器

甕口縁部～胴部上位片1点（9）、1号土坑埋土中より完

形の須恵器杯1点（10）、須恵器杯1/3片1点（11）、須恵

器椀1/2片1点（12）、竈周辺埋土より須恵器椀1/4片1点

（13）、完形須恵器椀1点（14）、須恵器椀1/3片1点（15）、

須恵器椀1/4片1点（16）、竪穴建物南西部埋土中より須

恵器椀2/3片1点（17）、須恵器椀口縁部～体部下位片1

点（18）、埋土中より須恵器椀口縁部～底部片1点（19）等

が出土した。また、埋土中からは砥石2/3片が出土した

（20）。なお、非掲載であるが、縄文時代の黒色頁岩製石

鏃片が1点出土している。

所見　本竪穴建物は、床面から掘られた土坑が多いとこ

ろに特色がある。南側の柱穴が南壁際に寄るか、あるい

は南壁に懸かって掘り込まれている点も、3区から検出

された柱穴を有する竪穴建物と共通する特色である。南

東側に位置する36号竪穴建物と主軸方位が類似してい

る。36号竪穴建物と本竪穴建物、38号竪穴建物とは4区

から検出された竪穴建物7棟のうち、平安時代に属する

ものであるが、非常に閑散とした状態で、集落としての

評価は難しい。竪穴建物の南西部の埋土中から出土した

9世紀第3四半期の年代観を示す須恵器碗の底部内面に

「右」、底部外面に「馬」と墨書されているものが注目出来

る。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期頃のものと考

えられる。

38号竪穴建物（第170～172図、PL.152・171）

位置　4区の中央から南西寄り。35号竪穴建物の北側に

位置する。X＝61797～801、Y＝－94645～650。

重複　なし。

平面形状　北東-南西方向に僅かに長い隅丸長方形状を

呈する。

主軸方位　N－29°－E。

規模　長径3.33m、短径3.26m、床面までの深さ0.47m、

掘方までの深さは0.57m。

面積　9.75㎡。

埋土　上層に径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含

む。やや淡い色調を呈する黒褐色土が、下層にやや茶色

味を帯び、黄褐色砂質土ブロック、暗褐色土ブロックを

含み、炭化物粒を若干含む黒褐色土が堆積している。黄

褐色砂質土・暗褐色土を多量に含む黒褐色土が壁際に斜

めに堆積している。

床面　地山を凹凸を激しく掘り込んだ上に、約0.04～

0.07mほど鈍い黄褐色土を貼って平坦な床面が形成され

ている。標高420.67m前後。

竈　竪穴建物北辺のほぼ中央に位置する。竈の主軸方位

はN－29°－Eで、北東－南西方向である。吾妻地域にお

ける当該期の竈を有する竪穴建物に特有な、燃焼部から

煙道部までを石組みで構築した竈であったものと推測さ

れるが、袖の芯材と燃焼部から煙道部の壁を構成する自

然石の一部は残存していたが、燃焼部や煙道の壁の大部

分や天井部を構成していたであろう自然石が竈の周囲に

散乱した状態で検出され、人為的に破壊された状態とみ

られ、残存状態は良くなかった。両袖もかなりの部分は

破壊されていた。燃焼部は竪穴建物の壁の外側の位置に

構築されている。竈の全長は1.35m、焚口の幅は0.74m、

燃焼部幅は0.33m。煙道部は建物の外側へは1.20m程延

びている。焚口部から燃焼部の底面にかけては平坦で、

底面から煙道部へは緩やかに立ち上がっている。

貯蔵穴　竪穴建物南東隅から検出された1号土坑が貯蔵

穴であった可能性が高い考えられる。上面に踏み固めら

れた痕跡は検出することが出来ず、竪穴建物機能時に機

能していた土坑と考えられる。北東-南西方向に長い不

整楕円形状を呈し、長径0.69m、短径0.56m、深さ0.16m

で、掘方は比較的浅く、断面はやや扁平な逆台形状を呈

する。埋土は、やや明るい色調を呈し、径10～30㎜程の

炭化物粒を多量に、黄褐色土粒を少量、焼土粒を若干含

む黒褐色土が堆積している。

柱穴　検出されなかった。

土坑・ピット　貯蔵穴と考えられる1号土坑以外で、床

面から掘り込まれた土坑3基とピット2基が竪穴建物の

北側半分から検出された。
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竪穴建物東壁際から2号土坑と1号ピットが、中央部竈

前から3・4号土坑が、北西隅近くから2号ピットがそ

れそれぞれ検出された。位置的に見て、柱穴とは考えに

くいが、上面に踏み固められた痕跡は検出することが出

来ず、竪穴建物機能時に機能していたピットと考えられ

る。

2号土坑：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。長

径0.47m、短径0.42m深さ0.19m。しっかりとした

掘方を有し、断面は逆台形状を呈する。埋土は上層

に黒褐色土が、下層に黄褐色砂質土が堆積している。

3号土坑：北東-南西方向に長い楕円形状を呈する。長

径0.46m、短径0.41m、深さ0.05m。掘方は浅く、

断面は扁平な逆台形状を呈する。埋土は黒褐色土が

堆積している。4号土坑：北東-南西方向に長い楕

円形状を呈する。長径0.23m、短径0.21m、深さ

0.12m。小規模で、断面は逆台形状を呈する。埋土

は黒褐色土が堆積している。

P1：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。長径0.28m、

短径0.23m、深さ0.09m。掘方は浅く扁平で、暗褐

色土が堆積している。

P2：北西-南東方向に長い楕円形状を呈する。長径0.23m、

短径0.21m、深さ0.12m。掘方は浅く扁平で、暗褐

色土が堆積している。

周溝　竪穴建物の全周において検出された。幅は0.26m、

床面からの深さは0.16mである。

掘方　竪穴建物の全域にわたって地山を凹凸激しく掘り

窪められている。とくに壁際に沿った部分が一段深く、

溝状に掘り窪められているが、形態はランダムで、竪穴

建物の拡張が行われた痕跡はない。掘方における起伏の

高低差は約0.02～0.1m程度である。

第170図　38号竪穴建物

P1 P2

2号土坑1号土坑

4号土坑3号土坑
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38号竪穴建物
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色

粒を若干含む。2  10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。黄褐色砂質土
ブロック、暗褐色土ブロックを含み、炭化物粒を若干含む。

3　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。黄褐色砂質土ブロック、暗褐色土
ブロックを含み、径10㎜以上の炭化物粒を多量に含む。

4　10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。黄褐色砂質土ブロックを大量に、
炭化物粒を若干含む。暗褐色土ブロックを含む。

5　10YR2/2黒褐色土　三角堆積層。黄褐色砂質土・暗褐色土を多量に含む。
6　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。軟質。黄褐色砂質ブロックを斑

状に含む。
7　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。やや硬質。黄褐色砂質ブロック

を斑状に含む。
8　10YR4/3鈍い黄褐色土　貼床硬化面。黄褐色砂質土ブロック、黒褐色土ブ

ロックを斑状に含み、白色粘質土粒、炭化物粒を少量含む。締まり有り。
9　10YR5/8黄褐色砂質土　掘方埋土。鈍い黄褐色土ブロック、黒褐色土ブロッ

クを少量含む。締まりやや有り。
10　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒を若干含む。

38号竪穴建物1～4号土坑
1  10YR3/2黒褐色土　やや明るい

色調を呈する。径10～30㎜程の
炭化物粒を多量に、黄褐色土粒
を少量、焼土粒を若干含む。

2  10YR5/8黄褐色砂質土　炭化物
粒をやや多く含む。

38号竪穴建物ピット1・2
1  10YR2/3黒褐色土　やや茶色味を帯びる。暗褐色土ブロックを含み、黄褐色砂質土

ブロック、炭化物粒を若干含む。
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38号竪穴建物竈
1　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。黄褐色砂質土ブロックを斑状

に、径1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
2　10YR2/2黒褐色土　炭化物粒を若干含む。
3　10YR3/1黒褐色土　焼土ブロック、焼土粒を多量に、炭化物粒を少量含む。
4　10YR3/3暗褐色土　やや明るく赤味強い色調を呈する。
5　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。袖。黄褐色土ブロック、炭化物

粒を少量含む。
6　10YR5/8黄褐色砂質土10YR5/8　掘方埋土。鈍い黄褐色土ブロック、黒褐色

土ブロックを少量含む。締まりやや有り。
7　10YR4/3鈍い黄褐色土　貼床硬化面。黄褐色砂質土ブロック、黒褐色土ブ

ロックを斑状に含み、白色粘質土粒、炭化物粒を少量含む。締まり有り。
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第172図　38号竪穴建物出土遺物（1）
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０ 10㎝１:３

遺物　図化・掲載した遺物は12点である。土器は9世紀

第2～第4四半期に属するのものである。北東隅埋土中

からは9世紀第2四半期の土師器甕口縁部～胴部下位片

1点（1）と9世紀第4四半期の須恵器椀1/4片1点（2）

が、中央部埋土中からは9世紀第2四半期の土師器甕口

縁部～胴部上位片1点（3）が、1号土坑（貯蔵穴）の埋土

からは胴部の石部を欠いた9世紀第2四半期の土師器小

型甕1点（4）、9世紀第2四半期の完形の須恵器杯蓋1

点（5）、9世紀第3四半期の須恵器長頸壺口縁部～胴部

上位片1点（6）が、P1埋土からは9世紀第3四半期の完

形の須恵器杯（7）が、また、埋土中からは9世紀第3四

半期の土師器甕口縁部～胴部上位片2点（8、9）、ほぼ

完形の須恵器椀2点（10、11）がそれぞれ出土した。また、

埋土中からは縄文時代の粗粒輝石安山岩製打製石斧1点

（12）が出土している。これらの他、非掲載であるが、変

質蛇紋岩製品磨製石斧片1点、黒曜石の二次加工がある

剥片1点、粗粒輝石安山岩礫片1点、黒曜石剥片1点等

が出土した。

所見　4区から検出された3棟の平安時代の竪穴建物の

事例の一つである。4区から検出された竪穴建物は、7

世紀初頭のものと、9世紀第3四半期～10世紀第1四半

期のものに分類されるが、深く、しっかりとした掘方が

残存しているものが多いのが特徴である。本竪穴建物も

その1事例と言える。9世紀第2～4四半期の土器が出

土しているが、9世紀第3四半期の年代観を示す土器の

出土が最も多かったので、本竪穴建物の年代も、ほぼ、

その頃のものと考えて良いだろう。なお、埋土中から出

土した9世紀第3四半期の須恵器椀の体部外面に「物」と

墨書された資料が注目される。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期頃のものと考

えられる。

第173図　38号竪穴建物出土遺物（2）

第３章　発見された遺構と遺物
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39号竪穴建物（第174図、PL.153・171）

位置　4区の西寄り、中央。X=61819～821、Y＝－94697

～654。

重複　366、367、368、370号ピットを掘り込む。

平面形状　北東－南西方向に長い隅丸長方形状を呈する。

主軸方位　N－43°－E。

規模　長径2.33m、短径1.75m、床面までの深さ0.24m、

掘方までの深さ0.35m。

面積　2.91㎡。

埋土　やや淡い色調を呈し、炭化物粒、焼土粒を少量、

黄褐色粘質土粒、褐色粒、黄褐色粒、炭化物粒、焼土粒

等含む黒褐色土が堆積している。

床面　地山を比較的凹凸を激しく掘り込み、鈍い黄褐色

土を約0.06～0.16m貼って平坦な床面が形成されてい

る。標高421.68m前後。

竈　竪穴建物北東隅の内側に設置されていた様子が看取

出来たが、両袖の芯材に使用されたであろう自然石が辛

うじて原位置を保ってはいるものの、竈の構造物自体は

完全に平坦に削平され、焚口から燃焼部にかけて、皿状

に浅く掘り窪められた掘方の状態で検出された。焚口の

天井部の構築材の自然石は、手前側に落下した状態で検

出され、さらに竈の構築材と推測出来る自然石の一部も

竪穴建物内に散乱していたが、構築材の大部分は失われ

ており、煙道部の痕跡は全く検出することが出来なかっ

た。かくも小規模で貧弱な構造の竈の類例は、本遺跡か

ら検出された竪穴建物では類例がなく、竪穴建物自体

の異例の小ささと相俟って、非常に奇異な印象を受け

る。竈の主軸方位はN-73°-Eで、北西－南東方向であ

る。燃焼部は竪穴建物内に構築されていたものと考えら

れる。竈の検出全長は0.51m、焚口の幅は0.41m、燃焼

部幅は0.60m。煙道部は、痕跡すら全く検出されなかっ

た。竈の燃焼部から竈前にかけての床面からは焼土と炭

化物が顕著な範囲が南北約1.1m、東西約0.7mの範囲に

わたって検出された。

貯蔵穴　検出されなかった。

柱穴　検出されなかった。

周溝　検出されなかった。

掘方　竪穴建物の北東隅と中央部において特に地山を凹

凸激しく掘り窪められている。掘方における起伏の高低

差は約0.02～0.21m程度である。

遺物　図化・掲載した遺物は2点である。土器は7世紀

前半に属するのものである。竪穴建物中央部北寄りの床

面直上からは、完形の土師器杯が1点出土した（1、標

高421.67m）。また、竈前の床面直上からは須恵器壺口

縁部～胴部中位片が1点出土した（2）。

所見　出土遺物の量が少なく、出土土器が示す年代観を、

本竪穴建物そのものの年代として理解すべきか否か、竪

穴建物自体の規模、構造からみても、若干躊躇せざるを

得ない部分がないわけではないが、平安時代の土器片が

1片も出土していないので、出土した年代が判明する土

器を根拠に、一応、7世紀前半代の竪穴建物と位置付け

た。概して、平安時代の竪穴建物に比して、巨大で、4

柱穴を備え、構築された竈の構造が精緻であり、且つ竈

の煙道が竪穴建物の外側に長く延びるものが多い6～7

世紀の竪穴建物としては異例の小ささであり、貧弱な構

造である。本遺跡から検出された7世紀前半の竪穴建物

は、2区から検出された21号竪穴建物、4区から検出さ

れた33～35号と本竪穴建物の5棟で、7世紀代の竪穴建

物としては、他に2区から検出された27・29・31号竪穴

建物等の類例があるが、本竪穴建物は、それらのいずれ

と比較しても異例である。

時期　出土した土器から9世紀第3四半期頃のものと考

えられる。

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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第174図　39号竪穴建物

竈

掘方

竈掘方
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39号竪穴建物
1　攪乱。
2　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。炭化物粒、焼土粒を少量、黄褐色粘質土粒、径1～2ｍｍ

程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
3　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。黄褐色粘質土粒、炭化物粒、焼土粒を少量、径1～2ｍｍ

程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
4　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。黄褐色粘質土粒を多量に、炭化物粒、焼土粒を少量、径

1～2ｍｍ程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
5　10YR4/3鈍い黄褐色土　白色粒、黄橙色粒、炭化物粒を多量に、黒褐色土ブロック、焼土粒を少量含

む。締まりやや有り。
6　10YR5/8黄褐色土　径10～30㎜程の礫を少量、径1～3ｍｍ程の黄褐色粒、灰黄褐色粒  を若干含む。

粘性有り。

39号竪穴建物竈
1　攪乱。
2　10YR2/3黒褐色土　赤褐色焼土粒、炭化物粒を大量に含む。
3　10YR4/3鈍い黄褐色土　白色粒、黄橙色粒、炭化物粒を多量

に、黒褐色土ブロック、焼土粒を少量含む。締まりやや有り。
4　10YR5/8黄褐色土　径10～30㎜程の礫を少量、径1～3ｍｍ程

の黄褐色粒、灰黄褐色粒  を若干含む。粘性有り。

1

2
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　2．ピット(第175～178図、PL.128・155～160)

　本遺跡2面から検出されたピットは2区2面から128、

129、190、170号の4基、4区2面から199～221、305～

314、320～341、345～373号の77基であった。2面自体

が検出されなかった1区、また3区の2面からはピット

の検出はなかった。

　2区2面の4基のピットの検出状況には、特徴は見い

出せない。4区2面では北西端の柱穴列の周辺と南西側

の8号掘立柱建物の周辺の一角、すなわち北西側およそ

1/5の範囲に集中している。4区においてもっとも平坦

な範囲が広がる一帯ではあるが、逆に、この場所には全

く竪穴建物が見られない点に疑問が遺る。

　これら2面から検出されたピットは、縄文時代か古代

かのものということになるが、遺物の出土が少なく、ま

た、遺構自体も小規模であるため、埋土中の火山灰粒子

の混入も少ないので、明確な年代を示すことが難しいの

で、まとめて掲載した。

　2面から検出されたピットについても、1面から検出

されたピットと同様に、検出調査区ごとに後掲の一覧表

に示した。

第175図　2区2面128・129・160・170、4区2面199～207号ピット

128・129号ピット 170号ピット160号ピット

201号ピット 202号ピット 203号ピット

204号ピット

205号ピット

206号ピット 207号ピット

200号ピット199号ピット

第3節　2～4区2面の遺構と遺物

291



Ａ Ａ′
830
-70
4

L=422.50mＡ Ａ′

1 2

Ａ Ａ′

83
2

-7
03

L=422.50mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

83
4

-7
05

L=422.40mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

836
-728

L=422.50mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′ 834
-721

L=422.50mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

830
-717

L=422.30m
Ａ Ａ′

1

Ａ Ａ′

833
-725

L=422.50mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

825
-697

L=422.20mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

823
-695

L=422.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

823
-694

L=422.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

831
-699

L=422.30mＡ Ａ′

1 22

Ａ Ａ′
821
-691

L=422.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′
820
-689

L=422.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

821
-691

L=422.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

822
-688

L=422.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

819
-689

L=422.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

819
-688

L=421.90mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

81
9

-7
01

L=422.20mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

813
-700

L=422.20mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

813
-700

L=422.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

813
-69
9

L=422.20mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

815
-700

L=422.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

815
-700

L=422.20mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

81
5

-6
99

L=422.20mＡ Ａ′

1
０ １ｍ１: 40

第176図　4区2面208～210・218～221、305～314、320～326号ピット

221号ピット

320号ピット

220号ピット219号ピット

218号ピット208号ピット 209号ピット 210号ピット

311号ピット

312号ピット 313号ピット 314号ピット

305号ピット 306号ピット

307号ピット 308号ピット 309号ピット 310号ピット

321号ピット

322号ピット 323号ピット 324号ピット 325号ピット 326号ピット
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第177図　4区2面327～341、345～349号ピット

331号ピット
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341号ピット337号ピット 338号ピット 339号ピット 340号ピット
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第178図　4区2面350～373号ピット
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第2項　縄文時代の遺構と遺物

　縄文時代の遺構は、2・3区では、2面調査でわずか

に暗色味をおびた部分、もしくはローム上面まで掘り下

げて確認できた遺構で、竪穴建物が2棟と土坑54基であ

る。

　縄文時代のものと考えられる遺構のほとんどは3区で

確認された。4区では、古代・中世の遺構と表土などか

ら縄文時代の遺物が出土しているものの、縄文時代の遺

構は全く確認できなかった。

　本遺跡から検出された唯一の竪穴建物は、3区の東端

付近において確認された。楕円形を呈し、石組み炉の可

能性のある礫が北より床直上に散在していた。

　土坑は2区から4基、3区から50基が検出された。

　なお、古代・中世の遺構から出土した縄文時代の遺物

については、各出土遺構の記述の中で、出土遺構ごとに

報告した。

　1　竪穴建物

　先述した様に、本遺跡において検出された縄文時代の

竪穴建物は9号竪穴建物1棟のみである。

9号竪穴建物(第179・180図、PL.140・171・172)

位置　3区の東端の位置。59号土坑の東側に位置する。

X＝61801～807、Y＝－94732～737。

重複　南西隅を1面339号土坑に掘り込まれる。

規模　長 径5.87m、 短 径4.89m、 深 さ0.49m、 面 積

21.40㎡。

主軸方位　N－6°－W。

形状　南北に長い楕円形状を呈する。北西側から南東に

向かって緩やかに傾斜する斜面が、南東側に急激に落ち

ていく傾斜変換点付近に掘りこまれているため、後世に

かなり削平されており、また、主体部、本調査着手前に

行われた確認調査時の試掘坑によって大きく破壊されて

いる。

埋土　上層に径1～2㎜の白色粒子を少量含む黒褐色土

が堆積している。中層から底部にかけては径1～4㎜の

白色、黄色粒子を多量に含む黒褐色土が堆積している。

また、底面の直上では、径1～4㎜の黄色粒子を多量に

含み、径約5㎜程度の炭化物を含む黒褐色土が堆積して

いる箇所も見られた。

上部構造

(1)主体部　主体部は南北に長い隅丸長方形状を呈して

いる。

(2)床面　確認面から約0.38～0.49mの深さから検出さ

れた。床面は地山を平坦に削り出して形成されていた。

検出された床面の標高は、おおむね425.61～69m前後と

平坦である。床面から検出された石の量は非常に少ない。

床面直上からは、全体的に炭化物粒がやや多く検出され

たが、炭化物の検出が特定箇所に顕著であるということ

はなかった。標高425.64m前後。

(3)壁　主体部の壁高は、確認面から0.26～0.50mを測

るが、おおむね0.4m前後である。南東側に下がる緩斜

面に立地する竪穴建物であるため、おおむね北側寄りの

部分における壁高が高い。

(4)炉　主体部の床面のほぼ中央からやや北東寄りの位

置、X=61804.7～805.7、Y=－94734.2～734.8の範囲に

おいて自然礫が多く検出されたので、この周囲に炉が存

在していたものと推測されるが破壊されており、竪穴建

物中央部からやや西寄りの範囲にまで散乱した状態で検

出された。なお、これらの自然礫のいずれにも被熱され

た痕跡を確認することが出来なかった。炉の残存状態か

ら、炉の長軸、短軸については推定すらできない状態で

ある。火床面も全く検出できなかった。

(5)柱穴　床面調査時に、南北に長い楕円形状の主体部

の四隅から検出されたP1・P2・P3・P5が建物の上屋を支

えた柱を建てたと考えられる。長方形状に並ばず、恰も

平行四辺形に近い状態の配列である点に不自然さは遺る

が、規模形状からみて、これらが柱穴であったと見られ

る。柱穴はおおむね円形状で、径はおよそ0.25～0.3m

前後、深さはおよそ0.2～0.3m前後であった。埋土は、

竪穴建物と同様、黒褐色土をベースとしている。

P1：北西柱穴。北東－南東方向に僅かに長い円形状。長

径0.30m、短径0.33m、深さ0.21m。

P2：南東柱穴。南北に長い楕円形状。長径0.28m、短径

0.21m、深さ0.20m。

P3：南西柱穴。北東-南西に僅かに長い楕円形状。長径

0.26m、短径0.24m、深さ0.17m。

P5：南西柱穴。南北に僅かに長い楕円形状。長径0.26m、
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短径0.24m、深さ0.30m。

　各柱穴間の距離は、柱穴芯々間で、P5-P1間が2.35m、

P1-P2間 が2.85m、P2-P3間 が1.72m、P4－P5間 が2.40m

である。

(6)その他のピット　柱穴と考えられるP1・P2・P3・

P5の4基のピットの他に、南西隅柱穴であるP3の真北

0.62mの位置からP4が検出された。南北に長い楕円形状

を呈し、長径0.27m、短径0.26m、深さ0.21mと柱穴と

全く同規模であり、補助的な柱穴か、あるいはやや不自

然ではあるが5本柱であった可能性も想定すべきかもし

れない。埋土は竪穴建物本体や4柱穴と全く同様、黒褐

色土が堆積している。

(7)ピット6　また、P2の南東側約0.12mの至近距離か

らはP6が検出された。北西－南東方向に僅かに長い楕円

形状を呈し、長径0.37m、短径0.35m、深さ0.27mで、

上層に、径5～20㎜の黄褐色粘質土粒、径約3～5㎜の

焼土粒を多く含む暗褐色土が約0.04～0.07m堆積し、そ

の下に、径3～5㎜の焼土粒を多く含む暗褐色土が0.04

～0.13m堆積し、下半分約0.16m分径1～2㎜の白色粒

子を僅かに含む暗渇色土が堆積している。ピットの中央

部、底面から約0.18mの高さには、ほぼ完形の縄文時代

前期後葉諸磯a式鉢が据え置かれ、口縁部には恰も蓋を

するように礫が嵌め込まれていた状態で出土した。鉢は

第2層中で、蓋をしたかのように嵌め込まれた礫は第1

層中に当たる。人為的なものと考えられるが、埋甕にし

ては、掘方が土器に比して大き過ぎて不自然であり、土

器の位置も底面から約0.2mも上に位置し、蓋に当たる

礫の上面は確認面に相当している点もまた不自然であ

る。用途・機能は現段階では不明である。

下部構造

(1)主体部・底面　不明。

(2)炉　炉の掘方は全く検出されなかった。

掲載した遺物　出土した土器は、1～7の7点を図化・

掲載した。いずれも縄文時代前期中葉の土器で、深鉢が

6点、鉢が1点であった。諸磯a式のものが4点で、大

部分を占める。その他、黒浜式のものが2点と有尾式の

ものが1点である。

(1)縄文土器　1は埋土中から出土した有尾式の深鉢口

縁部片、2は竪穴建物内中央部東壁際、床面より約10cm

上から出土した黒浜式の深鉢口縁部片、3は竪穴建物内

北西隅付近の床面から約20cm上の位置から出土した黒浜

式の深鉢底部片、4はP6埋土から諸磯a式深鉢口縁部～

胴部下位1/2片、5は竪穴建物内北東部の床面から約20

㎝上から出土した諸磯a式深鉢底部片、6はP6内の底面

から約20㎝上に恰も据え置かれたかのような状態で出土

した、ほぼ完形の諸磯a式の鉢である。7は、中央部

床面直上から出土した諸磯a式深鉢胴部片で、標高は

425.79mである。

(3)石器　石器は8・9の2点を図示・掲載した。いず

れも竪穴建物埋土中からの出土である。8、9とも竪穴

建物内北西部のP5から南東側にそれぞれ約20～30㎝の

床面直上から出土した。いずれも、変玄武岩製の長さ

30㎝前後、幅9㎝前後の磨製石斧で、出土位置は標高

425.70mであった。なお、非掲載であるが、埋土中から

は黒曜石、チャート、粗粒輝石安山岩などの2次加工の

ある剥片が4点、粗粒輝石安山岩製の凹石が1点、粗粒

輝石安山岩や変質安山岩、軽石などの礫片が計56点、黒

曜石や石英閃緑岩、ひん岩、軽石、粗粒輝石安山岩、変

質安山岩、溶結凝灰岩、赤碧玉などの剥片が計41点出土

している。

所見　炉の位置が明確には判別できないくらいに、竪穴

建物の残存状態は良くなかった。

時期　出土した土器から縄文時代前期後葉の諸磯a式期

のものと考えられる。
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第179図　9号竪穴建物、出土遺物(1)
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9号竪穴建物
1　10YR3/1黒褐色土　径1～2㎜の白色粒子を少量含む。
2　10YR2/2黒褐色土　径1～4㎜の白色、黄色粒子を多量に含む。
3　10YR3/3暗褐色土　径1～4㎜の黄色粒子を多量に含み、径約5㎜程度の炭化物を含む。

9号竪穴建物ピット6　
1　10YR3/4暗褐色土　径5～20㎜の黄褐色粘質土粒、径約3～5㎜程度の焼土粒を多く含む。
2　10YR3/3暗褐色土　径3～5㎜の焼土粒を多く含む。
3　10YR3/3暗褐色土　径1～2㎜の白色粒子を僅かに含む。

3(1/4)

1
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第180図　9号竪穴建物出土遺物(2)
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　2.　土坑

　縄文時代と考えられる土坑は、2区2面から143～145

号、163号の4基、3区2面から44～91号、99号、100号

の50基の合計54基である。出土遺物がない土坑も少なく

なかったが、遺構確認面や埋土の状況から考えて縄文時

代のものと考えられ、結果的に、本遺跡2面から検出さ

れた土坑は、すべて縄文時代のものと考えられる遺構で

あった。なお、4区からは縄文時代の土坑の検出はなかっ

た。

44号土坑(第181図、PL.43)

位置　3区のほぼ中央。58号土坑の東側、74・76号土坑

の西側に隣接する。X＝61815～817、Y＝－94760～761。

重複　1面21号土坑に上面を掘り込まれる。

平面形状　北西－南西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－34°－W。

規模　長径1.92m、短径1.67m、深さ0.81m。

埋土　上層に径5㎜以下の白色粒子を少量含み、固く締

まった褐色土が、中間に径5～20㎜程の黄色As-YR粒、

炭化物粒を僅かに含み固く締まった暗褐色土が、下層に

地山の黄褐色砂質ロームをベースとし、炭化物粒を少量

含み固く締まった褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　深く、しっかりとした掘方を有しており、断面は

分厚い半円形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

45号土坑(第181図、PL.43)

位置　3区の北東隅付近。66号土坑の東側に隣接する。

X＝61825～827、Y＝－94777～779。

重複　1面336号土坑に上面を掘り込まれる。

平面形状　北西－南西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－37°－W。

規模　長径2.14m、短径1.38m、深さ0.35m。

埋土　上層に径1㎜以下の微細な白色粒子を多く含む黒

褐色土が堆積している。中層に上層よりも若干明るい色

調を呈し、白色粒子を上層よりも少量含む暗褐色土が、

下層に地山ロームブロックと中層の土とを斑状に含む褐

色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　やや、しっかりとした掘方を有しており、断面は

扁平な不整レンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

46号土坑(第181・190図、PL.44・172)

位置　3区の北東隅付近。67号土坑の東側に隣接する。

72号土坑の北側に位置する。X＝61826～828、Y＝－94782

～774。

重複　南東端を66号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北西－南西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－67°－W。

規模　長径2.32m、短径1.72m、深さ0.66m。

埋土　上層に径1㎜以下の微細な白色粒子を多く含む黒

褐色土が堆積している。中層に上層よりも若干明るい色

調を呈し、白色粒子を上層よりも少量含む暗褐色土が、

下層に地山ロームブロックと中層の土とを斑状に含む褐

色土が堆積している。

遺物　図化・掲載した遺物は、埋土中より出土した粗粒

輝石安山岩製品磨石(1)と粗粒輝石安山岩製凹石(2)が

各1点。また、非掲載ではあるが、黒色頁岩剥片が1点

出土している。

所見　深く、しっかりとした掘方を有しており、断面は

逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

47号土坑(第181図、PL.44)

位置　3区の東隅付近。48号土坑の東側に位置する。X

＝61799～800、Y＝－94714～715。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－17°－W。

規模　長径1.05m、短径1.02m、深さ0.36m。

埋土　上層に若干明るい色調を呈し、白色粒子を上層よ

りも少量含む暗褐色土が、下層に地山ロームブロックと

上層の土とを斑状に含む褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　深く、しっかりとした掘方を有しており、断面は

逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。
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48号土坑(第181図、PL.44)

位置　3区の東隅付近。47号土坑の西側に位置する。X

＝61800～802、Y＝－94723～725。

重複　なし。

平面形状　北西－南東に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－16°－W。

規模　長径1.50m、短径1.23m、深さ0.24m。

埋土　上層に径1㎜以下の微細な白色粒子を多く含む黒

褐色土が堆積している。中層に白色粒子を少量含む暗褐

色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　非掲載ではあるがひん岩礫片が1点出土した。

所見　比較的しっかりとした掘方を有しており、断面は

扁平な逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

49号土坑(第181図、PL.45)

位置　3区の東隅付近。48号土坑の北側に位置する。X

＝61806～807、Y＝－94724～725。

重複　50号土坑の北東端を掘り込む。

平面形状　北東－南西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－23°－E。

規模　長径1.27m、短径1.13m、深さ0.41m。

埋土　上層に白色粒子を少量含む暗褐色土が、下層に褐

色土が堆積し、壁際に褐色土が斜めに堆積している。

遺物　なし。

所見　深く、しっかりとした掘方を有しており、断面は

逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

50号土坑(第182・190図、PL.45・172)

位置　3区の東隅付近。51号土坑の東側に位置する。X

＝61806～807、Y＝－94725～726。

重複　49号土坑に北東端を掘り込まれる。

平面形状　南北に僅かに長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－45°－E。

規模　長径1.19m、短径1.14m、深さ0.51m。

埋土　上層に白色粒子を少量含む暗褐色土が、下層に褐

色土が堆積している。

遺物　埋土中から粗粒輝石安山岩製凹石が1点出土して

いる(1)。また、非掲載であるが、粗粒輝石安山岩礫が

17点出土している。

所見　埋土中からは多量の自然礫が出土した。深く、しっ

かりとした掘方を有しており、断面は逆台形状を呈して

いる。

時期　縄文時代のものと考えられる。

51号土坑(第182図、PL.45・46)

位置　3区の東隅付近。49・50号土坑の西側に位置する。

X＝61805～807、Y＝－94730～731。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－62°－W。

規模　長径1.48m、短径1.38m、深さ0.25m。

埋土　上層に白色粒子を少量含む暗褐色土が、下層に褐

色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　掘方は比較的浅く、断面は扁平な逆台形状を呈し

ている。

時期　縄文時代のものと考えられる。

52号土坑(第182図、PL.46)

位置　3区の東寄り。54号土坑の北に位置する。X＝

61815～816、Y＝－94744～745。

重複　338号土坑に東側約半分を掘り込まれる。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－17°－W。

規模　長径1.21m、検出短径0.98m、深さ0.26m。

埋土　上層に白色粒子を少量含む暗褐色土が、下層に褐

色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　掘方は比較的浅く、断面は扁平な逆台形状を呈し

ている。

時期　縄文時代のものと考えられる。

53号土坑(第182・190図、PL.46・172)

位置　3区の東寄り。77号土坑の東側に隣接し、55号土

坑の北側に位置する。X＝61815～817、Y＝－94749～752。

重複　1面38号土坑に東辺を掘り込まれる。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－17°－W。
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44号土坑
1　10YR4/4 褐色土　径5㎜以下の白色粒子を少量含む。固く締まる。
2  10YR3/3暗褐色土　径5～20㎜程の黄色As-YR粒、炭化物粒を僅かに

含む。固く締まる。
3　10YR4/4褐色土　地山の黄褐色砂質ロームをベースとし、炭化物粒を

少量含む。固く締まる。
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規模　検出長径2.47m、短径2.24m、深さ0.22m。

埋土　上層に白色粒子を少量含む暗褐色土が、下層に褐

色土が堆積している。

遺物　図化・掲載した遺物は、埋土中より出土した完形

の黒色安山岩製石匙1点(1)、ほぼ完形の石英閃緑岩製

磨石1点(2)である。他に非掲載ではあるが、埋土中か

ら粗粒輝石安山岩礫片及び変質安山岩礫が出土した。

所見　大きな土坑であるが、掘方は比較的浅く、断面は

扁平なレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

54号土坑(第182・190図、PL.46・172)

位置　3区の東寄り。77号土坑の東側に隣接し、55号土

坑の北側に位置する。X＝61815～817、Y＝－94749～752。

重複　1面337号土坑に東辺を掘り込まれる。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－23°－E。

規模　検出長径1.55m、短径1.22m、深さ0.24m。

埋土　上層に黒褐色土が、下層に白色粒子を含む暗褐色

土が堆積している。

遺物　図化・掲載した遺物は、埋土中より出土した完形

の黒色安山岩製石匙1点(1)である。他に非掲載ではあ

るが、埋土中から黒曜石の二次加工がある剥片が1点出

土した。

所見　やや大きな土坑であるが、掘方は比較的浅く、断

面は扁平なレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

55号土坑(第182・191図、PL.47・172)

位置　3区の東寄り。53号土坑の南側に位置する。X＝

61812～813、Y＝－94751～752。

重複　1面337号土坑に南辺を掘り込まれる。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈していたものと推測

される。

主軸方位　N－79°－W。

規模　検出長径1.74m、検出短径1.32m、深さ0.22m。

埋土　上層に白色粒子を少量含む暗褐色土が、下層に褐

色土が堆積している。

遺物　図化・掲載した遺物は、埋土中より出土した完形

の楔形石器1点(1)である。

所見　やや大きな土坑で、比較的しっかりとした掘方を

有しており、断面は逆台形状を呈している。

時期　古代のものと考えられる。

56号土坑(第183図、PL.47)

位置　3区の中央。、やや北寄りの位置。76号土坑の東

側に隣接する。X＝61817～818、Y＝－94756～757。

重複　80号土坑を掘り込む。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－79°－W。

規模　検出長径1.74m、検出短径1.32m、深さ0.22m。

埋土　上層に径5㎜以下のAs-Kｋ粒を僅かに含む黒褐色

土が、下層に白色粒子を含む暗褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　やや大きな土坑で、深く、しっかりとした掘方を

有しており、断面は深い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

57号土坑(第183・191図、PL.47・172)

位置　3区のほぼ中央。44・74号土坑の南側に隣接する。

73・84・85号土坑の北側に位置する。X=61811～814、

Y＝－94757～760。

重複　北側を1面337号土坑に掘り込まれる。

平面形状　南北に僅かに長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－72°－E。

規模　長径2.71m、短径2.63m、深さ0.47m。

埋土　上層に微細な白色粒子を含む黒褐色土が、下層に

ロームブロックを含む褐色土がが堆積している。白色粒

子を僅かに含む暗褐土が壁際に斜めに堆積している。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した完形の黒

曜石製石鏃1点(1)。他に非掲載ではあるが、埋土中か

ら黒曜石剥片が1点出土している。

所見　大きな土坑で、深く、しっかりとした掘方を有し

ており、断面は底面が幅広い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

58号土坑(第183・191図、PL.48・172)

位置　3区のほぼ中央。44号土坑の直ぐ西側に近接する。

86号土坑の北側に位置する。X=61816～817、Y＝－94762

～764。
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重複　南側を1面21号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－44°－E。

規模　長径2.71m、短径2.63m、深さ0.47m。

埋土　上層に微細な白色粒子を含む黒褐色土が、下層に

ロームブロックを含む褐色土が堆積している。白色粒子

を僅かに含む暗褐土が壁際に斜めに堆積している。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した縄文時代

早期沈線文系土器深鉢胴部片2点(1、2)及び早期鵜が

島台式土器深鉢胴部片1点(3)、ほぼ完形の黒曜石製石

鏃1点(4)、完形の粗粒輝石安山岩製磨石2点(5、6)

の5点である。この他にも、非掲載ではあるが、埋土中

から赤碧玉剥片1点、粗粒輝石安山岩礫片が9点出土し

た。

所見　大きな土坑で、深く、しっかりとした掘方を有し

ており、断面は底面が幅広い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代早期のものと考えられる。

59号土坑(第183図、PL.48)

位置　3区のほぼ中央、南寄り。79号土坑の西側、91号

土坑の東側に位置する。X=61803～804、Y＝－94761～

762。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－85°－W。

規模　長径1.68m、短径1.63m、深さ0.54m。

埋土　上層に微細な白色粒子を含む黒褐色土が、下層に

ロームブロックを含む褐色土、黄褐色土等が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　大きな土坑で、深く、しっかりとした掘方を有し

ており、壁はほぼ垂直に近い角度で落ちており、断面は

長方形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

60号土坑(第183・191図、PL.48・172)

位置　3区のほぼ中央、南寄り。70号土坑の東側、61号

土坑の東側に位置する。X=61811～812、Y＝－94773～

774。

重複　なし。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－71°－W。

規模　長径1.44m、短径1.13m、深さ0.56m。

埋土　上層に微細な白色粒子を含む黒褐色土が、下層に

ロームブロック含む褐色土、黄褐色土等が堆積している。

遺物　図化・掲載したのは縄文時代前期後半諸磯a式深

鉢胴部片1点(1)。非掲載ではあるが、埋土中から粗粒

輝石安山岩剥片1点、粗粒輝石安山岩礫片1点、変質安

山岩礫片1点が出土している。

所見　大きな土坑で、深く、しっかりとした掘方を有し

ており、断面は逆台形状を呈している。

時期　縄文時代前期のものと考えられる。

61号土坑(第183図、PL.48)

位置　3区の中央からやや北西寄り。60号土坑の北側、

に位置する。X=61813～814、Y＝－94772～773。

重複　2号竪穴建物に北側を掘り込まれる。。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－77°－W。

規模　長径1.44m、短径1.13m、深さ0.56m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土、黄褐色土等が

堆積している。

遺物　なし。

所見　小規模ながらも、深く、しっかりとした掘方を有

しており、断面は逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

62号土坑(第184・191図、PL.49・172)

位置　3区の中央からやや北西寄り。63号土坑の直ぐ南

東側に近接し、61号土坑の西側、60・70号土坑の北側に

位置する。X=61814～815、Y＝－94774～775。

重複　2号竪穴建物に北側を掘り込まれる。

平面形状　南北に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－68°－W。

規模　長径1.19m、検出短径1.17m、深さ0.48m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土、黄褐色土等が

堆積している。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した縄文時代

中期前葉阿玉台式土器深鉢口縁部片1点(1)。

所見　小規模ながらも、深く、しっかりとした掘方を有
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しており、断面は逆台形状を呈している。

時期　縄文時代中期のものと考えられる。

63号土坑(第184図、PL.49)

位置　3区の中央からやや北西寄り。62号土坑の直ぐ北

西側に近接する。X=61815～816、Y＝－94775～776。

重複　2号竪穴建物に東側を掘り込まれる。

平面形状　東西に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－70°－W。

規模　検出長径0.95m、短径0.87m、深さ0.31m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より粗粒輝石安山岩製礫

片が1点出土している。

所見　小規模ながらも、深く、しっかりとした掘方を有

しており、断面は逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

64号土坑(第184図、PL.49)

位置　3区の中央からやや北寄り。89・90号土坑の北側

に位置する。X=61818～820、Y＝－94764～767。

重複　2号竪穴建物に東側を掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－63°－W。

規模　検出長径2.40m、短径2.12m、深さ0.27m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　大規模ながらも、浅く扁平なレンズ状を呈してい

る。

時期　縄文時代のものと考えられる。

65号土坑(第184図、PL.49)

位置　3区の中央から東寄り。69号土坑の北東側に位置

する。X=61804～805、Y＝－94782～783。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－70°－W。

規模　長径1.51m、短径1.33m、深さ0.22m。

埋土　上層に黒褐色土が、下層に暗褐色土が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　大規模ながらも、やや浅く、扁平なレンズ状を呈

している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

66号土坑(第184図、PL.50)

位置　3区の北東隅寄り。45号土坑の西側に隣接する。

X=61825～827、Y＝－94780～783。

重複　西端を46号土坑に掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－65°－W。

規模　検出長径2.41m、短径1.91m、深さ0.44m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　大規模な土坑で、しっかりとした堀方を有し、断

面は底面が広い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

67号土坑(第184図、PL.50)

位置　3 区 の 北 東 隅。46号 土 坑 の 西 側 に 隣 接 す る。

X=61826～827、Y＝－94785～787。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－80°－W。

規模　長径1.66m、短径1.52m、深さ0.36m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　人頭大の礫が顕著に検出された。比較的しっかり

とした堀方を有し、断面は底面が広い逆台形状を呈して

いる。

時期　縄文時代のものと考えられる。

68号土坑(第184・191図、PL.50・172)

位置　3区の中央から北東寄りの位置。2号竪穴建物の

直ぐ北側に近接する。X=61819～820、Y＝－94772～774。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－53°－E。

規模　長径2.09m、短径1.36m、深さ0.31m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した粗粒輝石

第3節　2～4区2面の遺構と遺物

305



Ａ Ａ′

80土

818
-756

L=426.30mＡ Ａ′

1

2

Ａ Ａ′

撹乱

812
-758

L=426.30mＡ Ａ′

1

3

22

Ａ Ａ′

21土
816
-763

L=426.20mＡ Ａ′

1

3
2

s

s

Ａ Ａ′

804
-761

L=426.20mＡ Ａ′

1

3
4

5

2

s

3
3
4

4

Ａ Ａ′

813
-774

L=426.30mＡ Ａ′

1 12
3

4
5

5
5

1 1

Ａ Ａ′

2竪建

814-772

L=426.30mＡ Ａ′

1
32

3

０ １ｍ１: 40

第183図　56～61号土坑

61号土坑

56号土坑 57号土坑

58号土坑

59号土坑

60号土坑

第３章　発見された遺構と遺物

306



Ａ Ａ′

2竪建

814
-775

L=426.30mＡ Ａ′

3

根痕

1 1

2
2
3

Ａ Ａ′

2竪建

815
-776

L=426.30mＡ Ａ′

1

3
2

Ａ Ａ′

 332土

820
-767

L=426.20mＡ Ａ′

1
2

Ａ Ａ′

805
-782

L=426.30mＡ Ａ′
1

2 s
礫  層

1
2

s
ss s s s s

Ａ Ａ′

46土

827
-781

L=426.30mＡ Ａ′

1

3

2
根痕
46土

1

32

1

Ａ Ａ′

30ピット

撹乱

826
-78
7

L=426.30mＡ Ａ′

1

2

Ａ Ａ′

820-775

L=426.20mＡ Ａ′

1
2

０ １ｍ１: 40

第184図　62～68号土坑

62号土坑 63号土坑 64号土坑

65号土坑 66号土坑

67号土坑

68号土坑

第3節　2～4区2面の遺構と遺物

307



安山岩製の完形の磨石1点(1)。

所見　大きな土坑であるが、比較的しっかりとした堀方

を有しながらも、やや浅く、断面は扁平で底面が広い逆

台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

69号土坑(第185図、PL.51)

位置　3区の南西隅寄りの位置。65号土坑の南東側に位

置する。X=61801～803、Y＝－94783～785。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－61°－W。

規模　長径1.87m、短径1.47m、深さ0.37m。

埋土　上層に黒褐色土が、下層に褐色土が堆積している。

遺物　非掲載ではあるが、石英閃緑岩礫片1点、粗粒輝

石安山岩礫片2点が出土している。

所見　大きな土坑で、比較的しっかりとした堀方を有し、

断面は逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

70号土坑(第185図、PL.51)

位置　3区の中央から西寄りの位置。60号土坑の西側に

隣接する。X=61811～812、Y＝－94775～776。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－68°－W。

規模　長径1.58m、短径1.38m、深さ0.65m。

埋土　上層に暗褐色土ベースで、下層に褐色土、黄褐色

土が堆積している。

遺物　なし。

所見　比較的小型の土坑であるが、深く、しっかりとし

た堀方を有し、断面は厚い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

71号土坑(第185図、PL.51)

位置　3区の北西隅寄りの位置。72号土坑の南側に隣接

する。X=61821～822、Y＝－94781～783。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－63°－W。

規模　長径1.70m、短径1.24m、深さ0.77m。

埋土　上層に暗褐色土、中下層に褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　70号土坑と規模、形状が類似している。比較的小

型ながらも、深くしっかりとした掘方を有し、断面は70

号土坑と同様、厚い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

72号土坑(第185図、PL.51)

位置　3区の北西隅寄りの位置。71号土坑の北側に隣接

する。X=61823～824、Y＝－94782～783。

重複　14号ピットに西側を掘り込まれる。。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－47°－W。

規模　長径1.53m、短径1.49m、深さ0.43m。

埋土　上層に暗褐色土、中下層に褐色土が堆積している。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した粗粒輝石

安山岩製の完形の磨石2点である(1、2)。

所見　平面形態は70・71号土坑と類似しているが、若干

浅い。しっかりとした堀方を有し、断面はやや厚い逆台

形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

73号土坑(第185図、PL.52)

位置　3区の中央。X=61806～808、Y＝－94758～759。

重複　85号土坑に東側約半分を掘り込まれる。

平面形状　南北に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－87°－W。

規模　検出長径1.40m、短径1.25m、深さ0.24m。

埋土　暗褐色土主体。底面付近に部分的に褐色土が堆積

している。

遺物　なし。

所見　浅く、断面は扁平なレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

74号土坑(第185図、PL.52)

位置　3区の中央。76号土坑の直ぐ南側、57号土坑の直

ぐ北側に近接する。X=61814～816、Y＝－94757～759。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。
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主軸方位　N－23°－E。

規模　長径1.48m、短径1.40m、深さ0.67m。

埋土　上層に暗褐色土、下層に褐色土が堆積している。

遺物　非掲載であるが、埋土中から粗粒輝石安山岩礫片

2点、変質安山岩礫片1点、黒曜石剥片1点が出土して

いる。

所見　小型ながら深く、しっかりとした掘方を有し、断

面は厚い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

75号土坑(第186図、PL.52)

位置　3区の中央から南寄りの位置。79号土坑の直ぐ東

側、81号土坑の直ぐ北側に近接する。X=61803～804、

Y＝－94756～758。

重複　なし。

平面形状　南北に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－86°－E。

規模　長径1.01m、短径0.97m、深さ0.44m。

埋土　上層に暗褐色土、下層に褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　小型ながら深く、しっかりとした掘方を有し、断

面は厚い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

76号土坑(第186・191図、PL.52・53・173)

位置　3区の中央から北寄りの位置。74号土坑の直ぐ北

側、44号土坑の直ぐ東側に近接し、56・78・80号土坑の

西側に位置する。X=61816～818、Y＝－94758～759。

重複　なし。

平面形状　南北に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－13°－E。

規模　長径1.34m、短径1.21m、深さ0.34m。

埋土　上層に暗褐色土、下層に褐色土が堆積している。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した縄文時代

早期沈線文系土器深鉢口縁部片1点(1)。

所見　小型ながらしっかりとした掘方を有し、断面はや

や厚いレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

77号土坑(第186・191図、PL.53・173)

位置　3区の中央から北西寄りの位置。53号土坑の直ぐ

北西側、56・78・80号土坑の東側に位置する。X=61816

～817、Y＝－94752～753。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－63°－W。

規模　長径1.48m、短径1.26m、深さ0.27m。

埋土　上層に暗褐色土、底面付近に褐色土が堆積してい

る。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した粗粒輝石

安山岩製関係磨石1点(1)である。非掲載ではあるが、

その他に変質安山岩礫片が1点出土している。

所見　掘方は比較的浅く、断面は浅く扁平で底面が広い

逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

78号土坑(第186・191図、PL.53・173)

位置　3区の中央から北西寄りの位置。74号土坑の東側、

77号土坑の西側に位置する。X=61815～817、Y＝－94754

～756。

重複　80号土坑に北西端を掘り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－43°－W。

規模　検出長径1.71m、短径1.58m、深さ0.51m。

埋土　暗褐色土と褐色土のブロックがモザイク状に堆積

している。人為的な埋土と考えられる。

遺物　図化・掲載したのは埋土中から出土した完形の粗

粒輝石安山岩製関係磨石1点(1)。同完形の凹石1点で

ある(2)。また、非掲載ではあるが、その他に粗粒輝石

安山岩礫片が2点出土している。

所見　しっかりとした堀方を有し、断面は厚い逆台形状

を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

79号土坑(第186図、PL.53・54)

位置　3区の中央から南寄りの位置。75号土坑の直ぐ西

側に近接する。X=61802～803、Y＝－94758～796。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

第３章　発見された遺構と遺物

310



主軸方位　N－62°－E。

規模　長径1.16m、検出短径0.96m、深さ0.42m。

埋土　上半分に暗褐色土、下半分に褐色土が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　小型ながらしっかりとした掘方を有し、断面は厚

い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

80号土坑(第186・191図、PL.54・173)

位置　3区の中央から北寄りの位置。76号土坑の東側、

77号土坑の西側に位置する。X=61816～818、Y＝－94755

～756。

重複　北辺を56号土坑に掘り込まれる。78号土坑の北西

隅を掘り込む。

平面形状　北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－21°－E。

規模　長径1.53m、短径1.22m、深さ0.49m。

埋土　暗褐色土と褐色土のブロックがややランダムに堆

積している。人為的な埋土と考えられる。

遺物　図化・掲載した遺物は、埋土中から出土した早期

条痕文系土器深鉢胴部片(1)及び底部片(2)。その他に

非掲載であるが、埋土中から石英閃緑岩礫片1点、黒色

頁岩2次加工のある剥片1点が出土している。

所見　小型ながらしっかりとした掘方を有し、断面は厚

い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

81号土坑(第186図、PL.54)

位置　3区の中央から南西寄りの位置。83号土坑の南東

側に隣接する。X=61801～802、Y＝－94756～757。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－54°－W。

規模　長径1.23m、短径1.11m、深さ0.47m。

埋土　上層に暗褐色土、中～下層に褐色土が堆積してい

る。

遺物　なし。

所見　小型ながらしっかりとした掘方を有し、断面は厚

い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

82号土坑(第186図、PL.54)

位置　3区の中央から南寄りの位置。83号土坑の南東側

に隣接する。X=61803～806、Y＝－94750～753。

重複　なし。

平面形状　北東－南西方向に長い不整長円形状を呈する。

主軸方位　N－49°－E。

規模　長径3.18m、短径1.53m、深さ0.39m。

埋土　暗褐色土主体、底部付近に薄く灰黄褐色土、鈍い

黄褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　大型で、広く浅い掘方を有し、断面は扁平で、底

辺が長い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

83号土坑(第187図、PL.55)

位置　3区の中央から南寄りの位置。82号土坑の北西側

に隣接する。X=61805～807、Y＝－94753～755。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－87°－E。

規模　長径1.93m、短径1.69m、深さ0.36m。

埋土　上層に暗褐色土、下層に鈍い黄褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　大型で、広く浅い掘方を有し、断面は扁平で底辺

が長い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

84号土坑(第187図、PL.55)

位置　3区の中央から西寄りの位置。83号土坑の北西側

に位置する。X=61807～808、Y＝－94756～757。

重複　85号土坑の西辺を掘り込む。

平面形状　北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－59°－W。

規模　長径1.35m、短径1.02m、深さ0.34m。

埋土　上半分に黒褐色土が、下半分に暗褐色土、褐色土、

灰黄褐色土等が堆積している。

遺物　なし。
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所見　小型ながらしっかりとした掘方を有し、断面は厚

い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

85号土坑(第187図、PL.55)

位置　3区の中央からやや南西寄りの位置。X=61807～

809、Y＝－94757～758。

重複　73号土坑の西側を掘り込む。84号土坑に東側を掘

り込まれる。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－17°－W。

規模　長径1.94m、短径1.72m、深さ0.33m。

埋土　暗褐色土と鈍い黄褐色土との互層。

遺物　なし。

所見　広く浅い掘方を有し、断面はやや扁平な逆台形状

を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

86号土坑(第187図、PL.55)

位置　3区の中央。X=61813～815、Y＝－94764～765。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－27°－W。

規模　長径1.47m、短径1.11m、深さ0.31m。

埋土　上層に白色粒子を多く含む暗褐色土が、下層に黄

褐色の砂質ロームを主体とする褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　広く浅い掘方を有し、断面はやや扁平な逆台形状

を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

87号土坑(第187図、PL.55)

位置　3区西端の中央。88号土坑の直ぐ東側に近接する。

X=61813～814、Y＝－94790～791。

重複　なし。

平面形状　東西にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－75°－W。

規模　長径1.42m、短径1.32m、深さ0.48m。

埋土　上層にロームの小ブロック含む暗褐色土が、下層

に地山砂質ロームを主体とする鈍い黄褐色土が堆積して

いる。

遺物　なし。

所見　比較的小規模ながら、深く、しっかりとした堀方

を有し、断面は厚い逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

88号土坑(第187図、PL.56)

位置　3区西端の中央。87号土坑の直ぐ西側に近接する。

X=61812～814、Y＝－94791～793。

重複　なし。

平面形状　東西に僅かに長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－34°－W。

規模　長径1.65m、短径1.61m、深さ0.72m。

埋土　上層に暗褐色土が、下層に鈍い黄褐色土が堆積し

ている。

遺物　非掲載ではあるが、埋土中から黒色頁岩の2次加

工がある剥片が出土している。

所見　上面から拳大～人頭大の礫が検出された。比較的

小規模ながら、深く、しっかりとした堀方を有し、断面

は厚い隅丸直角三角形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

89号土坑(第188図、PL.56)

位置　3区の中央からやや北寄りの位置。90号土坑の南

東側に隣接する。64号土坑の南西側、86号土坑の北西側

に位置している。X=61816～817、Y＝－94766～768。

重複　上面を1面20号土坑に掘り込まれる。

平面形状　東西にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－81°－W。

規模　長径1.48m、短径1.35m、深さ0.19m。

埋土　上層に径5～20㎜の黄色パミスを含む暗褐色土

が、下層に地山黄褐色砂質ローム土を主体とする固く

締った褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　広く、浅い堀方を有し、断面は扁平なレンズ状を

を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

90号土坑(第188図、PL.57)

位置　3区の中央からやや北寄りの位置。89号土坑の北
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91号土坑
1　10YR4/3鈍い黄褐色土　赤色味を帯びた細粒の粘

性有るローム土と暗褐色土との混土。白色粒子を
ごく僅かに含む。締まり有り。

2　10YR3/2黒褐色土　やや砂質。白色・黄色粒子をや
や多く含む。締まり強い。

3　10YR3/3暗褐色砂質土　白色粒子を少量含む。締ま
り強い。

4　10YR3/3暗褐色土　ロームブロックを不均等に含
む。締まり強い。

5　10YR4/4褐色土　ローム土主体。暗褐色土をブロッ
ク状に不均等に含む。締まりやや強い。

6　10YR4/3鈍い黄褐色土　
7　10YR3/4暗褐色土　砂質ローム土と暗褐色土との

混土。
8　10YR3/3暗褐色土　ローム状土を多く、やや大粒の

白色粒子を少量含む。
9　10YR4/4褐色土　砂質ローム土と暗褐色土との混

土。下側ほどローム土を多く含む。白色粒子をごく
少量含む。

10　7.5YR4/4褐色土　赤色味をおびた砂質ローム土。
暗褐色土ブロックを不均等に含む。



西側、64号土坑の南西側に位置している。X=61817～

818、Y＝－94768～769。

重複　なし。

平面形状　南北に僅かに長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－7°－W。

規模　長径0.99m、短径0.91m、深さ0.21m。

埋土　径5～20㎜の黄色パミスを含む暗褐色土が主体、

底面付近に僅かに地山黄褐色砂質ローム土を主体とする

固く締った褐色土が薄く堆積している。

遺物　なし。

所見　広く、浅い堀方を有し、断面は扁平なレンズ状を

を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

91号土坑(第188図、PL.57)

位置　3区の中央からやや南西寄りの位置。X=61803～

809、Y＝－94765～772。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い不整長円形状を呈する。

主軸方位　N－48°－W。

規模　長径7.42m、短径4.11m、深さ0.53m。

埋土　上層に暗褐色土、下層に褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　巨大な土坑であるが、いくつもの土坑が連結下物

である可能性が高い。円形もしくは楕円形状を呈する数

棟の縄文時代の竪穴建物が重複している可能性は、焼土

や炭化物、土器片・石器等の出土が皆無であるため、そ

の可能性は考えにくい。広く、浅い堀方を有し、断面は

広く扁平な逆台形状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

99号土坑(第189図、PL.58・59)

位置　3区の中央からやや西寄りの南端。X=61793～

794、Y＝－94771～772。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈する。

主軸方位　N－23°－W。

規模　長径1.55m、短径1.44m、深さ0.29m。

埋土　上層に径1㎜程度の白粒子を少量含む暗褐色土、

下層に径1㎜程度の白色粒子、ロームブロックを含む褐

色土が堆積している。

遺物　非掲載であるが、埋土中より粗粒輝石安山岩礫片

1点が出土している。

所見　比較的しっかりとした堀方を有し、断面はレンズ

状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

100号土坑(第189図、PL.59)

位置　3区の中央からやや南西寄り。X=61797～798、

Y＝－94773～775。

重複　なし。

平面形状　東西に長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－82°－E。

規模　長径1.30m、短径1.16m、深さ0.39m。

埋土　上層に径1㎜程度の白粒子を少量含む暗褐色土、

下層に径1㎜程度の白色粒子、ロームブロックを含む褐

色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　しっかりとした堀方を有し、断面は厚いレンズ状

を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

143号土坑(第189図、PL.128)

位置　2 区 の 東 端、 中 央 か ら や や 北 寄 り の 南 端。

X=61812～814、Y＝－94812～813。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－11°－E。

規模　長径1.64m、短径1.52m、深さ0.25m。

埋土　細粒土で、微細な粒子・炭化物粒・ローム粒を含

み、下側ほどローム粒を多く含み、粘性有る褐色土の小

ブロックを不均等に含み、As－Kｋ粒を含まない。粘性は

弱く、締りが強い黒褐色土が堆積している。

遺物　なし。

所見　堀方は浅く、断面は薄いレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

144号土坑(第189図、PL.128)

位置　2区の中央から東寄りの位置。145号土坑の西側

に隣接する。X=61812～813、Y＝－94818～819。
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45～90・99・100号土坑
1　10YR2/2黒褐色土　径1㎜以下の微細な白色粒子を多く含む。
2　10YR3/3暗褐色土　白色粒子を少量含む。
3　10YR4/4褐色土　地山ロームブロックを斑状に含む。
4　10YR4/4褐色土　夾雑物を殆ど含まない。
5　10YR5/8黄褐色土　ローム主体。
6　10YR5/8黄褐色ローム　粘性強いロームがブロック状に堆積。
7　10YR3/3暗褐色土　ロームブロックを不均等にやや多く含む。締まり強い。
8　10YR5/4鈍い黄褐色土　粘性有るローム土主体。西側で暗褐色土をやや多く含む。

143号土坑
1　10YR3/2黒褐色土　細粒土。微細な粒子・炭化物粒・ローム粒を含み、下側ほどローム粒を多く含む。粘

性有る褐色土の小ブロックを不均等に含み、As－Kｋ粒を含まない。粘性弱く、締り強い。

144号土坑　
1　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に含み、炭化物粒、焼土粒、ローム粒等を少

量含むが、As－Kｋ粒は含まない。粘性弱く、締り強い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　ローム状土と1層の土との混土。炭化物粒等を1層よりも少量含む。地山の粘

性有る褐色土と類似する。黒褐色土ブロックを不均等に含む。粘性有り。締り強い。

145号土坑　
1　10YR3/2黒褐色土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に含み、As－Kｋ粒は含まない。粘性弱く、締

り強い。
2　10YR4/2灰黄褐色土　地山の粘性有る褐色土と類似する。黒褐色土ブロックを不均等に含む。粘性有

り。締り強い。

163号土坑　
1　10YR4/2灰黄褐色土　不揃いの粒子を不均等に含む。粘性、締りやや強い。
2　10YR5/2灰黄褐色土　1層の土と地山ローム状土との混土。



０ 10㎝１:３

０ １:２ ５㎝

０ ２㎝１:１

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－53°－W。

規模　長径0.71m、短径0.64m、深さ0.15m。

埋土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に、炭化物

粒・焼土粒・ローム粒を少量含み、As－Kｋ粒を含まない、

粘性弱く、締り強い黒褐色土が上層に堆積し、ローム状

土と上層黒褐色土との混土で、炭化物粒等を少なく含み、

黒褐色土ブロックを不均等に含む。粘性が有り。締りが

強い灰黄褐色土が下層に堆積している。

遺物　なし。

所見　堀方は浅く、断面は薄いレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

145号土坑(第189図、PL.128)

位置　2区の中央から東寄りの位置。145号土坑の西側

に隣接する。X=61812～813、Y＝－94818～819。

重複　なし。

平面形状　北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－53°－W。

規模　長径0.71m、短径0.64m、深さ0.15m。

埋土　粘性有る褐色土の小ブロックを不均等に、炭化物

粒・焼土粒・ローム粒を少量含み、As－Kｋ粒を含まない、

粘性弱く、締り強い黒褐色土が上層に堆積し、ローム状

土と上層黒褐色土との混土で、炭化物粒等を少なく含み、

黒褐色土ブロックを不均等に含む。粘性が有り。締りが

強い灰黄褐色土が下層に堆積している。

遺物　なし。

所見　堀方は浅く、断面は薄いレンズ状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

163号土坑(第189図、PL.128)

位置　2区のほぼ中央。X=61807、Y＝－94833。

重複　なし。

平面形状　南北にやや長い楕円形状を呈する。

主軸方位　N－7°－W。

規模　長径0.77m、短径0.70m、深さ0.16m。

埋土　不揃いの粒子を不均等に含み、粘性、締りがやや

強い灰黄褐色土が主体で、中間層に地山ローム土が混じ

る。

遺物　なし。

所見　小規模な土坑で、堀方は浅く、断面は薄いレンズ

状を呈している。

時期　縄文時代のものと考えられる。

第190図　縄文時代土坑出土遺物(1)
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55土1(1/2) 57土1(1/1)



０ 10㎝１:４

０ １:２ ５㎝

０ 10㎝１:３

０ ２㎝１:１

第191図　縄文時代土坑出土遺物(2)

第3節　2～4区2面の遺構と遺物
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０ １:２ ５㎝

０ 10㎝１:３

第4節　遺構外出土遺物

　遺構外から出土した遺物を以下にまとめて掲載する。

細かな調整や特徴等については、後掲の遺物観察表に明

示してある。採り上げた遺構外出土遺物の詳細について

は遺物観察表を参照されたい。

　遺構外出土遺物で採り上げたものは縄文時代の土器

112点、土師器1点、須恵器7点、石器・石製品23点で

ある(PL.173～180)。他に近世土器・陶磁器類26点を

PL.181・182に掲載した。

192図　1～3区遺構外出土縄文土器

1区 2区

3区

第３章　発見された遺構と遺物
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０ １:２ ５㎝

第193図　3区遺構外出土縄文土器(1)

第4節　遺構外出土遺物
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０ １:２ ５㎝

第194図　3区遺構外出土縄文土器(2)
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０ １:２ ５㎝

０ 10㎝１:３

第195図　3区遺構外出土縄文土器(3)

第4節　遺構外出土遺物
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０ 10㎝１:３

第196図　3区遺構外出土縄文土器(4)、4区遺構外出土縄文土器(1)

4区
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０ 10㎝１:４

０ 10㎝１:３

第197図　4区遺構外出土縄文土器(2)

第4節　遺構外出土遺物
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０ 10㎝１:４ ０ 10㎝１:３

第198図　2・4区表土出土縄文土器
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０ 10㎝１:３

第199図　2・4区遺構外出土土師器・須恵器

第4節　遺構外出土遺物
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０ 10㎝１:４

０ 20㎝１:６

第200図　1区遺構外出土石器・石製品(1)

1区

第３章　発見された遺構と遺物
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０ 10㎝１:４

０ 10㎝１:３

第201図　1区遺構外出土石器・石製品(2)

第4節　遺構外出土遺物
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０ 10㎝１:４

０ １:２ ５㎝

０ 10㎝１:３

第202図　2区遺構外出土石器・石製品、3区遺構外出土石器・石製品(1)

2区

3区
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０ 20㎝１:８

０ 20㎝１:６

０ 10㎝１:３

第203図　3区遺構外出土石器・石製品(2)

第4節　遺構外出土遺物
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０ １ｍ１: 40

第5節　旧石器確認調査
　本遺跡では2～4調査区一部でローム層の堆積が認め

られたので、すべての遺構の調査を終了した後、旧石器

時代の遺物の包蔵の有無を確認するために、2区で2箇

所、3区で10箇所、4区で2箇所の計14箇所のトレンチ

を設定し、確認調査を行った。

　2区では最深で、遺構確認面から約1.80m前後、標高

424.05m付近まで、3区では遺構確認面から1.47m前後、

標高424.40m付近まで、4区では遺構確認面から3.45m

前後、標高431.65mまで掘削したが、いずれのトレンチ

においても旧石器の出土は全く見られなかった。

第204図　2区旧石器トレンチ位置図

第３章　発見された遺構と遺物
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7号トレンチ
1　10YR4/3鈍い黄褐色土　径2～10㎜程の黄褐色粒を含む。径10㎜

程度の粒子が目立つ。
2　10YR4/6褐色粘質土　ローム層。径2～10㎜程の黄褐色粒を含

む。径10㎜程度の粒子が目立つ。
3　10YR4/4褐色粘質土　ローム層。径1～3㎜程の白色・黄色粒子

を多く含む。
4　10YR3/2黒褐色粘質土　ローム層。敬1～2㎜の白色及び黄色粒

子を僅かに含む。他のトレンチから検出された黒褐色ローム層
よりも色調はやや明るい。

5　10YR4/2灰黄褐色粘質土　ローム層。　やや砂質感有り。肌理細
かい。

6　10YR5/2灰黄褐色砂質土　ややシルト質。非常に肌理細かい。
7　10YR5/6　黄褐色砂質土　径1㎜以下の非常に細かい砂粒。
8　礫層　径10～300㎜の礫が主体。礫の間に7層の土が入る。
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第205図　3区旧石器トレンチ位置図
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9号トレンチ
1　7.5YR5/8明褐色ローム(軟質)　径1㎜以下の微細な砂粒を含

み、やや砂質。2層よりやや赤色味を帯びる。
2　7.5YR5/6明褐色ローム(軟質)　肌理細かなローム。1層に比べ

砂質ではなく、暗色。ブロック状に砂を含む。
3　7.5YR5/8明褐色ローム(軟質)　土質は2層と同じ。色調やや明

るい。
4　7.5YR4/3褐色砂質ローム　径1㎜以下の微細な砂粒をベースと

する。部分的に鉄分凝固した斑状の砂粒ブロックがみられる。
5　7.5YR5/6明褐色砂層　径1㎜以下の微細な肌理細かな砂粒。
6　7.5YR4/1褐灰色粘土層　6層と土質同じ。色調は黒色味を帯び

る。　
7　7.5YR5/2灰褐色砂層　5層と同様の砂層。
8　7.5YR4/6褐色粘土質ローム　径10～30㎜の礫・微細な砂をベー

スとし、ロームを含む。
9　礫層　径100㎜を超える大型礫を含む。礫間に褐色粘土質ローム

が堆積。
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第206図　4区旧石器トレンチ位置図
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5号トレンチ
1　10YR4/2灰黄褐色～10YR3/2黒褐色土　表土。小礫やAs-Kｋ粒を多量に含む。
2　10YR4/3鈍い黄褐色～10YR3/3暗褐色土　径2～7mm程のAs-Kｋ粒を大量に、径7～10mm程の小

礫、灰をブロック状に少量含む。
3　10YR3/2 黒褐色土　通称「黒ザラ」。径2～7mm程のAs-Kｋ粒を大量に、径7～10mm程の小礫を少

量含む。
4　2.5Y4/3オリーブ褐色～5Y4/4暗オリーブ色軽石　径1～10㎜程のAs-Kｋ粒層。
5　2.5Y3/1黒褐色土　As-KｋとAs-Bの間層。非常に薄い。粘性有り。
6　As-B灰層。色調は場所により多様。2.5Y5/4黄褐色やや粗粒、2.5Y3/2黒褐色細粒、10G5/1緑灰色

微細粒、2.5Y5/6細粒黄褐色、5Y3/1オリーブ黒やや粗粒、10YR6/6明黄褐色細粒、2.5Y6/6明黄褐
色微細粒、7.5Y5/1灰色細粒、5Y5/2灰オリーブ色微細粒、5Y4/1灰色細粒、2.5Y5/2暗灰黄色細粒、
10YR6/6明黄褐色やや粗粒、5YR6/1褐灰色微細粒、10YR4/4褐色粗粒(径0.5～5mm程)、7.5Y5/1灰
色細粒、2.5Y6/4鈍い黄色細粒、2.5Y4/2暗灰黄色細粒

7　10YR3/1黒褐色土　やや淡い色調を呈する。径1～2mm程の褐色粒、黄褐色粒を若干含む。
8　10YR3/4暗褐色土　径1～10㎜程の灰白色及び鈍い黄橙色粒を若干含む。
9　10YR5/8黄褐色土　径10～30㎜程の礫を少量、径1～3mm程の黄褐色粒、灰黄褐色粒を若干、部分

的に砂粒を若干含む。粘性有り。
10　10YR6/8明黄褐色砂礫層　5～50cm大の円礫を大量、50cm大以上の円礫を若干含む。



第4章　調査成果の整理とまとめ
　1．調査面

　1～3区の調査においてAs-Kｋの上の面を1面の遺構

確認面とし、埋土にAs-Kｋが混入していることを指標と

して、検出された遺構群を中世から近世の遺構と位置付

けた。4区の調査ではAs-Kｋの下の面を1面の遺構確認

面とし、検出された遺構群をAs-Kｋよりも下面でである

ので、中世の遺構と位置付けた。

　1～3区と4区とではAs-Kｋの上か下かという時間差

があるので、1面と称しても1～3区と4区とでは整合

しない。

　2面は、テフラ(As-Kｋ)下に見られるAs-B下の黒色土

下面から検出された古墳時代後期～平安時代中期の遺構

群の調査面、及び、その下層から検出された黒褐色土層

の下位付近で確認された縄文時代の遺構の調査面を総称

した。縄文時代の遺構確認面が確実に古墳時代後期～平

安時代中期の遺構群の下層から検出された場所も存在し

たが、国府時代後期～平安時代中期の遺構と、縄文時代

の遺構とが同一面から検出された箇所も大きかったた

め、古代の遺構の確認面と縄文時代の遺構の確認面をと

もに2面として扱うことにした。

　1区では、2面の遺構は検出されず、縄文時代～古代

には、人の手が入らなかった場所であったと考えられる。

　2・3区にかけては、古墳時代後期から平安時代中期

にかけての竪穴建物が最も多く検出された地点で、30棟

の竪穴建物が確認されている。集落は調査区東側から中

央付近まで広がっていた。その反面、当該期のピットの

検出数は少なく、溝や土坑の検出は皆無であった。

　2区からは7世紀前半から10世紀前半にかけての竪穴

建物が18棟、3区からは9世紀後半から10世紀にかけて

の竪穴建物が12棟、4区からは、掘立柱建物1棟、柱穴

列2条、7世紀前半から10世紀初頭にかけての竪穴建物

7棟が検出された。

　平坦面が広く、比較的傾斜が少ない西寄りの箇所の方

により多くの竪穴建物が造営されたことは、地形的条件

から見れば当然のことである

　2．1～3区1面から検出された
　　　遺構について　

　先述した通り、1～3区の1面からは、掘立柱建物2

棟、竪穴状遺構2基、溝7条、畑2箇所、土坑117基、ピッ

ト119基等の遺構が検出された。遺構の量に比して出土

した遺物の量が少ないものの、検出された層位や火山灰

の堆積状況から判断して、これらの遺構の時期は、ほと

んどのものが中近世のものと考えられる。

(1)掘立柱建物

　本遺跡で検出された掘立柱建物8棟の内、1～3区1

面において検出されたのは3区の西寄りから検出された

1・2号掘立柱建物の2棟のみであった。いずれも桁行

ないし梁間各2間程度の小規模なものであり、それぞれ

の柱穴も比較的小規模である。1号掘立柱建物は床束を

有する総柱建物で、2号掘立柱建物は側柱建物であり、

規模もほぼ似通っている。

　両建物の用途や機能について、明確に出来得るような

痕跡及び遺物等は発見されなかったが、規模・形状と構

造からみて、例えば軽微ないし仮設的な作業小屋あるい

は道具置場のようなものである可能性が考えられる。い

ずれも中近世のものと考えられる。

(2)竪穴状遺構

　本遺跡で検出された竪穴状遺構は2区から検出された

2基のみで、いずれも中近世のものであった。2区の中

央から西寄りの位置の北端付近に2基が近接して検出さ

れた。規模はほぼ同じ、形状はいずれも隅丸長方形状を

呈しているが、主軸方位は約90度異なっている。この遺

構の用途・機能等については不明である。

(3)溝

　本遺跡では8条の溝が検出され。いずれも1面から検

出されたものばかりである。うち、1～3区において検

出されたものは7条である。本遺跡では、いずれの調査

区においても2面からは、溝は全く検出されなかった。

1．調査面
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調査区内を横断ないし縦断するような長大な形状のもの

は、1～2区にわたって検出された、上端部に石列を伴

う9号溝のみであった。

　1～3区1面において検出された溝は、1～2区にわ

たって検出された9号溝の他は、1区で3条(10・12・

14号溝)、2区で3条(15～17号溝)が検出された。3区

1面においては、溝は検出されなかった。

　1区1面において検出された溝は、南北方向から東西

方向にほぼ直角に曲がる巨大な9号溝、ほぼ南北方向の

10・14号溝、南東側から約70度屈曲して9号溝に合流す

る12号溝等で、溝の走向はまちまちであるが、いずれも

調査区の東半分のエリアにおいて検出されている。

　2区では、調査区の西南寄りの位置を南から北へ流

れ、9号溝に合流する15・16号溝と、調査区の中央から

やや西寄りの北端付近から発し、北西方向に調査区外へ

向かって流れる17号溝等が検出された。2区において検

出された溝は、いずれも南側から北側に向かって流れて

いる。

　本遺跡1～3区において南側から北側に向かって流れ

る溝が概して多いことは、南側の榛名山の北麓の傾斜地

から北側の吾妻川が東西に流れる谷に向かって傾斜して

いる地形に起因しているわけであるが、9号溝を除いて

小規模なものが多く、溝としての用途は不明なものが多

い。

　また、1区から検出された10・14号溝、2区から検出

された17号溝など、1面において検出された他の遺構と

同様、上面を甚だしく削平されているために部分的にし

か検出されていないものも少なくない。

(4)畑

　本遺跡においては7箇所の畑が検出された。いずれも

1面からの検出である。うち1～3区1面からは4箇所

の畑が検出された。中近世の遺構と考えられる。

　上面が大きく削平され、検出状態は極めて悪く、溝状

に掘削された畑のサクの痕跡が部分的に辛うじて検出さ

れたに過ぎない。残存状態は極めて悪く、3区から検出

された1号畑と1区の南東隅部から検出された3号畑以

外では、サクの掘り込みの深さはほとんど確認すること

が出来なかった。

　本遺跡では、すべての調査区において、全般的に南側

から北側に向かって低くなる地形である点はほぼ共通し

ている。1区1面において畑が検出されたのは最も標高

が高い調査区の南東端付近、3区1面では、同様に調査

区の南側から検出されているが、傾斜変換点からも1箇

所検出されている。なお、1区から検出された3・4号

畑の主軸方位はおおむね西北西－東南東方向、3区から

検出された1・2号畑の主軸方位はおおむね北北西－南

南東方向と、それぞれ主軸方向が類似しており、それぞ

れが同じ設計理念に基づいて造られていた可能性が考え

られる。

　本遺跡においては、地形の傾斜が比較的急であり、調

査区内における比高が1.50mにもなるため、棚田を造成

したとしても、生産効率が高い安定した水田面を形成し

にくかったという事情から、本調査区の位置に限っては

水田ではなく畑が造られたものと推測出来る。

(5)土坑

　本遺跡では176基の土坑が検出された。1区1面から

27基、2区1面から33基、3区1面から59基がそれぞれ

検出された。

　1～3区とも土坑の分布は各調査区の全域にわたって

おり、特定の地域において集中して検出されるというよ

うなことはなかった。土坑の形状は、円形、楕円形、隅

丸方形状を呈するごく一般的な形状のものと、長大な溝

状を呈する、俗に「芋穴」と称されるものとに大別できる。

両者とも各調査区に混在している。長大な溝状の土坑の

大きさや形状もまちまちで、主軸方向も、東西、南北、

北西-南西の各方向が混在しており、一定ではない。東

側に隣接する唐堀B遺跡の1面から検出された土坑にお

いても同傾向であり、この地域における近世の土坑の特

徴と言えよう。

　1区から検出された土坑は27基である。本遺跡の1・

3区1面において検出されているいわゆる「芋穴」と称さ

れる長大な溝状の土坑の類である平面形態が隅丸長方形

状ないし長円形状の土坑が8基検出されている。1区か

ら検出された土坑の主軸方位は、おおむね南北方向のも

のと、おおむね東西方向のものに大別できるが、円形、

不整円形、楕円形、不整楕円形状のものにはおおむね主

軸を南北に近い方向に取るものがおおく、逆に長大な溝

状の土坑や、長円形状、隅丸長方形状の土坑にはおおむ
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ね東西の方向に掘られたものが多いという特徴が伺え

る。長大な溝状の土坑は、他の調査区から検出された事

例では、南北の方向に近いものもあるので、必ずしも、

土坑の形状によって主軸方位が決められていたわけでは

ないようである。

　2区から検出された土坑は33基である。2区は、北東-

南西方向に走行する生活道路を挟んで北西の狭小な面積

の調査区(以下、2区北西隅小調査区と称する)と、その

南側から南東側にかけて展開する大規模な調査区(以下、

2区主調査区と称する)から成るが、2区北西隅小調査

区の1面からは土坑とピットしか遺構は検出されなかっ

た。2区北西隅小調査区においては、土坑は中央よりや

や南寄りの位置から北側から検出される傾向にある。こ

の調査区において検出された主軸方向や土坑の規模・形

状には特段の斉一性は見受けられなかった。北西隅の小

調査区から検出された土坑は7基である。主軸方位はそ

れぞれ異なるものの、小型矩形の隅丸長方形状を呈し、

規模もほぼ類似しているものが3基ある一方、それ以外

の土坑は、規模、形状、主軸方位いずれもまちまちであ

る。2区北西隅小調査区のさらに北西隅から検出された

隅丸不整長方形状の133号土坑は、西側が調査区外に出

ているため全容は不明であるが、土坑としては群を抜い

て巨大であることが特徴的である。

　また、2区主調査区からは26基の土坑が検出された。

土坑は、2区主調査区の東側約2/5の範囲からまとまっ

て検出され、調査区の北東及び南東隅部からは検出され

なかった。また、長方形状ないし隅丸長方形状の土坑は

検出されているが、いずれも長さは然程ではなく、1区

や3区から検出されたような、長大な溝状を呈する土坑

は検出されなかった。長方形ないし隅丸長方形状の土坑

の主軸方向はおおむね南北方向である。

　3区から検出された土坑は59基である。土坑は調査区

のほぼ全域から検出されているが、調査区の東端では北

側に傾いた斜面になっているためか、土坑はほとんど検

出されなかった。俗に芋穴と称される南北方向、北西-

南東方向、東西方向の長大な溝状の土坑が8基検出され

ている。

(6)ピット

　1区1面からは調査区の中央付近から13基が纏まって

検出された。2区1面では、北西隅小調査区の全域にわ

たって47基が、また、主調査区では東半分の地域におい

て集中的に67基が検出された。3区から検出された67基

のピットは調査区の西半側にほぼ集中している。

　このように、1面から検出されたピットは、検出箇所

にかなりの偏りがあったことが判明したが、その理由に

ついては明らかにできなかった。これらのピットはいず

れも小規模であり、土坑などとの重複による新旧関係が

明瞭なものがあるものの、具体的な時期や用途・機能に

ついても全く不明である。

　3．4区1面から検出された遺構について

　先述した通り、4区の1面において確認された遺構は

As-Kｋよりも下面なので、中世の遺構と位置付けた。故に、

1面と称しても1～3区と4区とでは整合していない。

　4区1面(As-Kｋ下面)では、As-B粒を含む埋土で埋没

した畑2箇所、As-Kｋ粒を含む埋土で埋没した掘立柱建

物5棟、畑3箇所、溝1条、土坑122基、、ピット38基等

の遺構が検出された。

　4区1面では、遺構確認面自体の検出がある程度限定

され、遺構がある程度まとまって検出されたのは、西寄

りの部分と、調査区中央部から西寄りにかけての範囲で

あった。

　4区1面において検出された掘立柱建物は、いずれも

調査区の西側から纏まって検出された。いずれの建物も、

北東-南西に細長い構造である。いずれの掘立柱建物柱

穴の埋土にもAs-Kｋ粒が含まれており、中世以降のもの

と考えられる。西側に廂を備える掘立柱建物も検出され

たが、いずれも小規模な側柱建物ばかりである。

　As-Bを含む埋土で埋没した畑(5号)は、調査区南東寄

りにある谷地形の底から検出された。畝は、若干東に傾

きながら南北方向に延びていた。As-Kｋを含む埋土で埋

没した畑は、調査区の中央南側(6号)と、調査区南西

寄りから検出された(7号)。それぞれの断面を観察する

とAs-Bが混じる黒褐色土を切り込む形でAs-Kｋの一次堆

積と思われる軽石層が堆積しており、As-B降下後から

As-Kｋ降下前の20年間で耕作された畑と考えられる。

　土坑は調査区内で遺構が検出された箇所のほぼ全域か

ら122基が検出されたが、調査区の東側では少なかった。

土坑の多くは細長い隅丸長方形の、1・3区から検出さ

3．4区1面から検出された遺構について
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れたいわゆる芋穴と称される形状のものが多くみられ

た。As-Kｋを含む埋土によって埋没しており、中世以降

のものと考えられる。

(1)掘立柱建物

　4区1面からは5棟の掘立柱建物が検出された。4区

から検出された掘立柱建物は、いずれも調査区の西側か

ら纏まって検出された。いずれの建物の柱穴の埋土にも

As-Kｋ粒が含まれており、中世以降のものと考えられる。

最大規模のものは、東西1間×南北4間の規模の7号掘

立柱建物である。他に、東西2間×南北3間の6号掘立

柱建物、母屋が東西1間×南北3間で西側に廂を備えた

5号掘立柱建物などがあり、さらに2間四方の3号掘立

柱建物、東西1間×南北2間の4号掘立柱建物等が検出

された。いずれも側柱建物ばかりであり、検出された掘

立柱建物の中でも最大規模のもので東西約4m×南北約

8.3m程度と、いずれも小規模なものばかりである。

　これらの掘立柱建物の用途や機能については、1～3

区1面、ないしは4区2面から検出された掘立柱建物と

同様、判明する上での手掛かりとなるような痕跡や遺物

等は発見されなかったので、明確にすることは出来な

かった。

　また、柱列が歪んでいたり、柱間の距離がまちまちだっ

たりと、精緻に造られているとは見做しがたいものが少

なくなかった。規模・形状と構造からみて、例えば軽微

ないし仮設的な作業小屋あるいは道具置場のようなもの

である可能性が考えられる。

(2)溝

　本遺跡で検出された溝は、いずれも1面からの検出で、

うち、1～3区において7条検出されたが、4区1面か

ら検出された溝は、4区の中央からやや東に寄った、西

から東に向かって緩やかに傾斜している地点に南北方向

に掘り込まれている20号溝1条のみであった。全長約

12m、上幅約1.6m前後、下幅約0.8m前後、深さ約0.5m

程度溝底の標高は北から南に向かって低くなっており、

高低差は最大で約0.26mとなってはいるものの、水流の

痕跡は全く確認出来なかった。比較的しっかりとした掘

方を有しており、何らかの区画溝と考えることも可能に

思われるが、規模や形状、周辺において検出された遺構

の状況などから見て、用排水路とは考えにくいように思

われる。

(3)畑

　本遺跡においては全般的に南側から北側に向かって低

くなる地形であるが、特に4区においては、部分的に西

から東へ傾斜する部分も存在していた。4区は他の1～

3区に比べて地形の傾斜や高低差が大きいものの、3箇

所から検出された畑は、いずれも傾斜が比較的緩やかな

箇所を選んで造られているように見受けられる。

　As-Bを含む埋土で埋没した畑(5号)は、調査区南東寄

りにある谷地形の底で約125㎡確認された。畝は、東に

傾きながら南北方向に延びていた。

　また、As-Kｋを含む埋土で埋没した畑は、調査区の中

央南側で約70㎡(6号)、調査区南西寄りから約510㎡確

認された(7号)。それぞれの断面を観察するとAs-Bが混

じる黒褐色土を切り込む形でAs-Kｋの一次堆積と思われ

る軽石層が堆積しており、As-B降下後からAs-Kｋ降下前

の20年間で耕作された畑と考えられる。畝幅30cm、畝高

10cm、畝間40cm程度で若干湾曲しながら南北方向に延び

ていた。

　本遺跡においては、地形の傾斜が比較的急であり、調

査区内における比高が1.50mにもなるため、棚田を造成

したとしても、生産効率が高い安定した水田面を形成し

にくかったという事情から、本調査区の位置に限っては

水田ではなく畑が造られたものと推測出来る。

(4)土坑

　4区1面から122基が検出された。土坑の分布は調査

区の全域にわたっており、特定の地域において集中して

検出されるというようなことはなかった。土坑の形状は、

円形、楕円形、隅丸方形状を呈するごく一般的な形状の

ものもあるが、4区から検出された土坑には、長大な溝

状を呈する、俗に「芋穴」と称されるものを含めて、細長

い形状のものが目立って多い。1～3区から検出された

土坑の形状とは際立って異なこの特色がいかなる理由に

よるものなのかという点については明らかに出来なかっ

た。

　長大な溝状の土坑の大きさや形状もまちまちで、主軸

方向も、東西、南北、北西-南西の各方向が混在しており、
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一定ではない。東側に隣接する唐堀B遺跡の1面から検

出された土坑においても同傾向であり、この地域におけ

る中近世の土坑の特徴と言えよう。

(5)ピット

　4区1面から検出された38基のピットは、調査区の西

側に集中しており、調査区の中央部及び東側のからは全

く検出されなかった。このように、4区ではピットの検

出箇所にかなりの偏りがあったが、その理由については

明らかにすることは出来なかった。なお、1～3区から

検出されたピットに比べて規模もまちまちであり、中に

は土坑と称しても差支えが無いような規模のものも存在

していた。

　4．2～4区2面から検出された
　　　遺構について
　2～4区における2面の遺構は、As-KｋもしくはAs-B

下に発見されたものである。これらテフラが埋没土中に

一次堆積したものもあり、古墳時代から平安時代の遺構

と見られる。

　1区では遺構はなく、縄文時代～古代には、人の手が

入らなかった場所であったと考えられる。

　2・3区にかけては、古墳時代後期から平安時代中期

にかけての竪穴建物が最も多く検出された地点で、30棟

の竪穴建物が確認されている。集落は2区の中央から東

にかけてと3区の西側から中央付近に展開していた。そ

の反面、当該期のピットの検出数は少なく、溝や土坑の

検出は皆無であった。

　4区では、調査区の西半分側から6棟の竪穴建物が、

また、西側約1/4の範囲から77基のピットが集中して検

出された。調査区の中央から東寄りにかけては、調査区

の東端付近から1棟のみ竪穴建物が検出された。

　2区からは7～10世紀の18棟の竪穴建物が、3区から

は9～10世紀のものを中心に12棟の竪穴建物が、4区か

らは、掘立柱建物1棟、柱穴列2条、7～10世紀の竪穴

建物7棟等の遺構が検出された。

　平坦面が広く、比較的傾斜が少ない西寄りの2・3区

の方に、より多くの竪穴建物が造営されたことは、地形

的条件から見れば当然と言えよう。

(1)掘立柱建物

　古代の掘立柱建物は2間四方の小規模な1棟のみが4

区の西寄りから検出された。本遺跡では、古墳時代後期

～平安時代中期の竪穴建物が37棟検出されているのに比

して、掘立柱建物は極端に少ない。本遺跡における、極

端な掘立柱建物の少なさは、特徴的である。

(2)柱穴列

　本遺跡で検出された検出された柱穴列は2条のみで4

区北西隅のほぼ同位置に隣接しての検出であった。恐ら

くは何らかの柵のようなものと想定されるが、小規模で、

柱穴間も均一ではなく、区画した対象も不明である。仮

設的なものであったと考えた方が良いように思われる。

(3)竪穴建物

　本遺跡から検出された古墳時代後期～平安時代中期の

竪穴建物は、1～8、10～29、31～39号竪穴建物の計37

棟である。いずれも竈を有する時期のものであるが、お

おむね南東向きか南東側に取り付くものが多いが、2区

からは13～29、31～32号の18棟の竪穴建物が検出された。

7世紀前半頃のものが1棟(21号)、7世紀後半頃のもの

が2棟(15、29号)、7世紀代のものが1棟(31号)、8世

紀第3四半期頃のものが1棟(26号)、9世紀第3四半期

頃のものが1棟(27号)、10世紀第1四半期頃のものが1

棟(23号)、10世紀前半頃のものが1棟(20号)、10世紀代

のものと考えられるものが2棟(13、14号)、古墳時代後

期から平安時代中期にかけてのものであることに間違い

はないが、正確な年代を絞り込めないものが9棟あった

(16～19、22、24、25、28、32号)。正確な年代を絞り込

めない竪穴建物が約半数を占めるが、年代がある程度判

明するものの中では7～8世紀のものが半数を占めてい

る。2区では、調査区の中央南寄りに密集して造られて

おり、17、20、23、26、27号の5棟、18・19号竪穴建物

の2棟、31・32号竪穴建物の2棟等が重複している。そ

れ以外の竪穴建物は、それぞれ単独で検出された。

　3区からは1～8・10～13号の12棟の竪穴建物が検出

された。9世紀第3四半期のものが5棟(2～4、9、

13号)、9世紀第4四半期のものが1棟(1号)、10世紀

第1四半期のものが3棟(5～7号)、規模や形状、構造、

埋土の状況等から見て古墳時代後期から平安時代中期に

4．2～4区2面から検出された遺構について
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かけてのものであることに間違いはないが、正確な年代

を絞り込めないものが3棟あった(8、10、11号)。3区

では7～8世紀の竪穴建物が存在していないことに特徴

がある。東側ないし南東側に竈が取り付くものは5棟、

北側に竈が取り付くものが1棟、南側に竈が取り付くも

のが3棟検出された。調査区の南東寄りからは5～8号

竪穴建物の4棟が重複して検出された。これらの竪穴建

物群では、5～7号竪穴建物が南竈、最も古い8号竪穴

建物のみ東竈である。これら以外の3区から検出された

竪穴建物は、重複なく、単独での検出である。

　4区からは、33～39号の7棟の竪穴建物が検出された。

竪穴建物は、7世紀前半のものが4棟(33～35、39号)、

9世紀後半のものが2棟(37、38号)、10世紀第1四半期

のものが1棟(36号)検出された。古墳時代後期の竪穴建

物の方が半数状を占めていた。

　以上、本遺跡から検出された古墳時代後期～平安時代

中期の竪穴建物を年代別に分類すると

7世紀前　2区1、4区4　　　　　計5棟

7世紀後　2区2　　　　　　　　　計2棟

7世紀　　2区1　　　　　　　　　計1棟

8世紀Ⅲ　2区1　　　　　　　　　計1棟

9世紀Ⅲ　2区1、3区4　　　　　計5棟

9世紀Ⅳ　3区1、4区1　　　　　計2棟

10世紀Ⅰ　2区1、3区3、4区1　計5棟

10世紀　　2区2、4区1　　　　　計3棟

不明　　　2区10、3区3　　　　　計13棟

となり、7世紀前半代のものと9世紀第3四半期のもの

と10世紀第1四半期のものがそれぞれ5棟ずつとなり、

8世紀から9世紀前半にかけて、いったん集落は形成さ

れなくなる時期が存在したように見受けられる。

　また竈の方向を調査区毎に纏めると、

2区　東竈8、南竈1、北竈6、不明4

3区　東竈5、南竈3、北竈1、不明2

4区　東竈4、北竈3

となり、東竈17、南竈4、北竈10となる。本遺跡から検

出された竪穴建物に取り付く竈は東側か北側が多数とい

うことになる。西竈のものは調査範囲内には存在しな

かった。

　平坦面が広く、比較的傾斜が少ない西寄りの箇所の方

により多くの竪穴建物が造営されたことは、地形的条件

から見れば当然のことである。東側に竈が取り付くもの

が4棟、北側に竈が取り付くものが5棟であった。吾妻

地域に特有な燃焼部から煙道にかけて石組で構築された

竈を有する竪穴建物も多く検出された。

　各調査区から検出された竪穴建物は、大きさも主軸方

位もおおむねまちまちであり、何棟もの竪穴建物が重複

して造られている箇所と、単独で造られている箇所があ

り、各竪穴建物を時期ごとに分類すると、非常に疎らな

印象を受ける。決して濃密的な集落とは言い難く、あま

り計画的に形成された集落とは考えにくい。

(4)ピット

　本遺跡2面から検出されたピットは2区2面から4

基、4区2面から77基であった。3区の2面からはピッ

トの検出はなかった。

　2区2面の4基のピットの検出状況には、特徴は見い

出せない。4区2面では北西端の柱穴列の周辺と南西側

の8号掘立柱建物の周辺の一角、すなわち北西側およそ

1/5の範囲に集中している。4区においてもっとも平坦

な範囲が広がる一帯ではあるが、逆に、この場所には全

く竪穴建物が見られない点に疑問が遺る。

　これら2面から検出されたピットは、縄文時代から古

代のものということになるが、遺物の出土が皆無で、ま

た、遺構自体も小規模であるため、埋土中の火山灰粒子

の混入も少ないので、明確な年代を示すことが難しい。

(5)縄文時代の遺構

　縄文時代の遺構は、2・3区では、2面調査でわずか

に暗色味をおびた部分、もしくはローム上面まで掘り下

げて確認できた遺構で、竪穴建物が2棟と土坑54基であ

る。縄文時代のものと考えられる遺構のほとんどは3区

から確認された。4区では、古代・中世の遺構と表土な

どから縄文時代の遺物が出土しているものの、縄文時代

の遺構は全く確認出来なかった。なお、2～4区では、

縄文時代の遺物包含層(暗褐色土層で径1㎜以下のテフ

ラと思われる微細な白色・黄色粒子を含み、下層では径

20㎜以上の軽石が集中して堆積する箇所があり、As-YP

の可能性あり)から多くの遺物が出土している。遺構外

出土の縄文時代の土器については、遺物観察表を参照さ

れたい。また、本考察にも縄文時代の遺物についてまと
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めている。

　本遺跡から検出された唯一の竪穴建物は、3区の東端

付近において確認された。楕円形を呈し、石組み炉の可

能性のある礫が北より床直上に散在していた。また、土

坑は2区から4基、3区から50基が検出された。

　本遺跡から検出された唯一の縄文時代の竪穴建物は、

長径約6m、短径約5mm、深さ0.5mの規模で、南北に

長い楕円形状を呈する。

　北西側から南東に向かって緩やかに傾斜する斜面が、

南東側に急激に落ちていく傾斜変換点付近に掘りこまれ

ているため、後世にかなり削平されていた。炉は、主体

部の床面のほぼ中央からやや北東寄りで自然礫が多く検

出されたので、この周囲に炉が存在していたものと推測

されるが破壊されており、竪穴建物中央部からやや西寄

りの範囲にまで散乱した状態で検出された。なお、これ

らの自然礫のいずれにも被熱された痕跡を確認すること

が出来なかった。

　出土した土器はいずれも縄文時代前期中葉の土器で縄

文時代前期中葉の諸磯a式期のものと考えられる。

　5．縄文土器について

　本遺跡から出土したすべての土器について、時代別の

分類を行った。その結果、縄文土器の総点数は1,772点、

総重量は28,997ｇであった。さらに縄文土器については、

調査区毎に時期別・型式別に分類し、点数と重量を計測

した。点数は、破片の数量で破片の大きさに関係なく1

点として計測した。重量は破片の合計を計測した。なお、

不明については、おおむね2㎝以下の小破片で、縄文土

器であることは確実であるが、無文や磨滅等の原因によ

り、時期及び型式判別ができなかったものである。不明

の点数は662点で縄文土器全体の約37％を占めている。

　正確な土器の個体数の割り出しはできていないが、こ

の計測によって、遺跡における縄文土器の時期別の概要

と遺跡形成の概略的な変遷過程は把握できる。

(1)調査区別組成(第6表)

　調査区別にみると、3区が最も多く1,309点が出土し

た。総点数の約3/4を占めている。次いで4区の312点、

2区の148点である。3区からの出土点数が最も多い点

は、縄文縄文時代の遺構が3区に最も多い点と一致する。

　4区で縄文時代の遺構・遺物が少ないことが判明した。

特に、晩期の土器はわずか10点であった。この事実は本

遺跡4区の東側に隣接する唐堀遺跡の集落範囲を復原す

る際の参考になる。唐堀遺跡は、4区東側の1段下の下

位段丘面に立地し、縄文時代後期から晩期の遺跡である。

水場遺構や配石、集石、土坑、埋甕、遺物包含層が検出

され、膨大な量の土器や石器類が出土した。その量は遺

物収納パン箱に換算して1500箱を超える多さである。出

土遺物には、粗製の深鉢を主体に精製の鉢や浅鉢類、遮

光器土偶、ミミズク形土偶、耳飾りなどの土器・土製品

類、大量の石鏃や石錐、磨石、台石、石棒、石剣、玉類

などの石器・石製品類がある。水場遺構からはトチノミ

やクルミ、木製品など有機質遺物も大量に出土している。

しかし、唐堀遺跡は定住的な居住の痕跡を示す竪穴建物

がとても少なく、集落は別の地点に存在した可能性が高

い。4区で後期から晩期の土器の出土量がとても少ない

事実は、唐堀遺跡の集落が西側の台地上には展開してい

なかったことを示している。

(2)時期別組成(第5表)

　時期別にみると、早期、前期、中期、後期、晩期の土

器が継続して出土している。点数からみると、前期が

650点で最も多く次いで早期の375点となる。中期、後期、

晩期はいずれも50点以下である。前期の土器は、前期の

遺構が集中していた3区から約2/3が出土している。

　また、早期に帰属する遺構は少なかったものの、早期

の土器が多く出土した。一方、後期・晩期の土器は少な

く、特に晩期の土器はわずか10点で、晩期に帰属する遺

構は検出されなかった。

(3)型式別組成(第5表、グラフ2・3)

　次に型式別組成について、各時期別にみる。なお、型

式判別ができなかった土器については、時期名までの判

別とし点数と重量を計測した。

①早期

　押型文系、沈線文系、条痕文系、上林中道南式、槻木

式、鵜ヶ島台式が出土している。このうち条痕文系が最

も多く344点で、早期全体の約90％以上を占める。大部

分が3区からの出土である。押型文系や沈線文系、鵜ヶ

島台式は10点以下である。また、上林中道南式、槻木式

5．縄文土器について
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も少量ながら出土している。下荒田式の可能性があるも

のもあった。早期については、条痕文系が最も多いこと

が判明した。

②前期

　関山Ⅱ式、有尾式、黒浜式、諸磯a式、諸磯ｂ式、諸

磯ｃ式、十三菩提式、松原が出土してい。このうち諸磯

a式が329点で前期全体の約51％を占める。次いで黒浜

式が200点・約31％である。諸磯式ｂは27点・約4％で、

諸磯ｃ式はわずか1点の出土である。また、前期末葉に

比定される松原が56点と比較的多く出土している。すべ

て4区からの出土である。

　黒浜式は2区と3区から多く出土しているが、2区表

土出土の黒浜式は同一個体の深鉢破片であった。諸磯a

式は大部分が3区からの出土で、ほかに2区、4区から

も少量ながら出土している。なお、3区9号竪穴建物は

諸磯a式に帰属する。

　前期については、黒浜式から諸磯a式の時期でピーク

となり諸磯ｂ式以後は急減していることが判明した。

③中期

　阿玉台式、焼町類型が出土している。いずれも10点以

下と少量である。このほか型式判別できなった中期の土

器が主に4区から出土している。

④後期

　堀之内1式、堀之内2式、加曽利B式が出土してい

る。加曽利B式は3区・4区から出土し、堀之内1式は

主に4区から出土している。このほか、型式判別できな

かった後期及び後期後半の土器が主に4区から出土して

いる。

⑤晩期

　浮線文系が2点出土している。いずれも2区からの出

土である。このほか、型式判別できなかった晩期及び晩

期後半の土器が出土している。

(4)小結

　縄文土器を時期別にみると、早期から前期、中期、後期、

晩期までの土器が出土し、このうち前期が最も多く次に

早期が多いことが判明した。また、型式別に分類した結

果、早期の押型文系から晩期の浮線文系までの土器が出

土していたことが判明し、早期から晩期まで数千年間に

わたって断続的に遺跡が形成されたことがわかる。この

うち、早期の条痕文系と前期の黒浜式から諸磯a式の土

器が多く、この二つの時期に遺跡形成のピークがあった

ことが想定される。

　調査区別に出土点数をみると、大部分が3区からの出

土である。3区は、吾妻川右岸の段丘崖に面し、西側の

2区や東側の4区よりも標高がやや高い微高地状の河岸

段丘地形である。3区では、早期・前期の土器が多く残

され、前期の遺構も多く残されていた。このことから、

3区のような微高地状の地形を選んで早期の条痕文系と

前期の黒浜式・諸磯a式の2回の時期に積極的に遺跡形

成がなされたものと考えられる。特に、諸磯a式の時期

には3区を中心にして竪穴建物や土坑、配石などの遺構

も構築されており、居住の痕跡が色濃く残されており、

この時期に集落が形成されたと考えられる。

　一方、本遺跡4区のすぐ東側には縄文時代後期から晩

期の唐堀遺跡が隣接する。4区では後期・晩期の遺構は

検出されず土器も極めて少なかったことから、唐堀遺跡

の集落は西側には広がっていない可能性が高いことが想

定される。

　6．弥生土器について

　弥生土器の総点数は7点、総重量は158ｇであった。

2区から1点、4区から6点出土した。2区、3区から

の出土はなかった。いずれも前期に相当する条痕文であ

る。

　まとめ

　以上のように、本遺跡では調査面積に比して、竪穴建

物や掘立柱建物などの集落を構成する中心的な遺構の検

出数は決して多くはなく、それらの重複もあまりみられ

ない。しかもそれらは縄文時代前期のものが1棟と7世

紀前半から8世紀第3四半期にかけてのもの9棟と、9

世紀第3四半期から10世紀前半までの竪穴建物15棟、不

正確な時期不明の門を含めて計38棟と、極めて時期的に

も限定されている。この地域における人々の生活の根拠

である居住域の中心部分は本遺跡の調査範囲外にあった

と言わざるを得ない。

　検出された遺構の種類としては、土坑、ピットの類が

非常に多く、これらの重複は顕著な場所もあり、中には

調査区内で非常に濃密に分布しているような場所もあ

第３章　発見された遺構と遺物

342



る。しかしながら、これらの遺構の明確な用途・機能に

ついては明らかにし難いものの方が多かった。

　本遺跡では、畑など、耕作地としての人々の生活の痕

跡は検出できるものの、本遺跡が、現在も北側を流れる

吾妻川によって形成された谷に面した場所に立地してお

り、人々が生活の根拠とした居住地としての集落の中心

部は、より安定的に平坦地が確保できる場所にあったと

みられよう。

第4表　縄文土器集計表(時期別)

グラフ1　縄文土器集計グラフ(時期別)

第3表　調査区、確認面ごとの調査区別遺構検出量

1. 1面 2. 2面

まとめ

343

遺構名 1区 2区 3区 1～3区計 4区
掘立柱建物 0 0 2 2 5
竪穴状遺構 0 2 0 2 0
溝 4 3 0 7 1
畑 2 0 2 4 3
土坑 27 33 59 119 122
ピット 13 114 67 194 38

遺構名 1区 2区 3区 4区 1～4区計
掘立柱建物 0 0 0 1 1
竪穴建物 0 18 12 7 37
柱穴列 0 0 0 2 0
土坑 0 4 50 0 54
ピット 0 4 0 77 81



第5表　縄文土器型式別組成表

第３章　発見された遺構と遺物

344



グラフ2　縄文土器型式別組成グラフ(点数)

グラフ3　縄文土器型式別組成グラフ(重量)

縄文土器型式別組成表、グラフ
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第6表　縄文土器時期別・調査区別の出土量

第7表　弥生土器出土量
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ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

－K
ｋ粒

主
体

で
粘

性
有

る
地

山
褐

色
土

が
混

じ
る

。
締

ま
り

や
や

弱
い

。

N
-8

2°
-E

23
第

44
図

PL
.2

3
87

 
2

 1
 8

28
87

8
南

北
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

34
 

0.
30

 
0.

28
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
い

黒
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-2
2°

-E
24

第
44

図
PL

.2
3

88
 

2
 1

 8
27

88
0

東
西

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

25
 

0.
22

 
0.

42
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
　

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-8

0°
-E

25
第

44
図

PL
.2

3
89

 
2

 1
 8

27
-8

28
88

0
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
36

 
0.

32
 

0.
41

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
　

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

－K
ｋ粒

主
体

で
地

山
褐

色
粘

性
土

が
混

じ
る

。
締

ま
り

や
や

弱
い

。

N
-3

3°
-E

26
第

44
図

PL
.2

3
90

 
2

 1
 8

27
88

4
東

西
に

長
い

楕
円

形
状

0.
27

 
0.

19
 

0.
41

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

炭
化

物
を

や
や

多
く

含
む

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
締

ま
り

、
粘

性
強

い
。

N
-7

0°
-E

27
第

44
図

PL
.2

3
91

 
2

 1
 8

25
88

6
北

西
・

南
東

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
27

 
0.

21
 

0.
17

 
な

し
1

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
As

－K
ｋ粒

が
混

じ
る

黒
褐

色
土

と
の

混
土

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
－K

ｋ粒
主

体
で

粘
性

有
る

褐
色

土
が

混
じ

る
。

炭
化

物
粒

を
少

量
含

む
。

締
ま

り
や

や
弱

い
。

N
-2

8°
-W

28
第

44
図

PL
.2

3
92

 
2

 1
 8

26
88

6
南

北
に

長
い

楕
円

形
0.

23
 

0.
18

 
0.

19
 

な
し

1 0
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
底

面
付

近
に

As
-K

ｋ粒
を

や
や

多
く

含
む

。
N

-7
°

-W
29

第
45

図
PL

.2
4

93
 

2
 1

 8
31

-8
32

88
7

西
北

西
・

東
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

37
 

0.
28

 
0.

14
 

な
し

10
YR

3/
4暗

褐
色

土
。

純
層

で
は

な
い

As
－K

ｋ粒
。

N
-5

8°
-W

30
第

45
図

PL
.2

4
94

 
2

 1
 8

29
88

0
北

東
・

南
西

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

26
 

0.
23

 
0.

55
 

な
し

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

地
山

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
と

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
と

の
混

土
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
4/

3鈍
い

黄
褐

色
土

。
粘

性
有

る
地

山
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
少

量
、

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

強
い

。

N
-7

°
-E

31
第

45
図

PL
.2

4
95

 
2

 1
 8

29
87

8-
87

9
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

 
0.

33
 

0.
31

 
0.

31
 

な
し

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

地
山

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
と

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
4暗

褐
色

土
。

純
層

で
は

な
い

As
－K

ｋ粒
。

3
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

4
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
As

－K
ｋ粒

を
含

ま
ず

粘
性

有
る

褐
色

土
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
不

均
等

に
含

む
。

し
ま

り
強

く
粘

性
弱

い
。

N
-5

°
-W

32
第

45
図

PL
.2

4
96

 
2

 1
 8

29
-8

30
87

8
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
28

 
0.

27
 

0.
48

 
な

し
　

埋
土

中
よ

り
16

世
　

　
　

紀
前

半
瀬

戸
・

美
　

　
　

濃
陶

器
皿

底
部

片
　

　
　

1
点

。

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。黒
褐

色
で

粘
性

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

。締
ま

り
比

較
的

強
い

。2
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。ロ

ー
ム

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
含

み
、焼

土
粒

、炭
化

物
粒

を
少

量
含

む
。。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-2

6°
-E

33
第

45
図

PL
.2

4
97

 
2

 1
 8

27
87

8
東

西
に

長
い

楕
円

形
0.

37
 

0.
23

 
0.

31
 

な
し

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、A

s－
K ｋ

粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
と

の
混

土
。

炭
化

物
粒

を
少

量
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-7

0°
-E

34
第

45
図

PL
.2

4
98

 
2

 1
 8

27
87

9
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
31

 
0.

28
 

0.
59

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。粘

性
が

弱
い

黒
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
1

層
と

ほ
ぼ

変
わ

ら
な

い
土

質
で

あ
る

が
、

As
-K

ｋ粒
を

含
ま

な
い

。
3

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
締

ま
り

、
粘

性
強

い
。

N
-1

9°
-E

35
第

45
図

PL
.2

4
99

 
2

 1
 8

27
-8

28
88

1-
88

2
南

北
に

長
い

楕
円

形
0.

42
 

0.
37

 
0.

48
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
、

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
や

や
締

ま
り

あ
る

土
。

3
層

は
10

YR
4/

3鈍
い

黄
褐

色
土

。
地

山
の

粘
性

が
あ

る
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

少
量

、
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
強

い
。

N
-2

°
-E

36
第

45
図

PL
.2

4
10

0 
2

 1
 8

27
88

2
南

北
に

僅
か

に
長

い
楕

円
形

0.
29

 
0.

27
 

0.
37

 
な

し
1

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

の
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
少

量
、

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

強
い

。。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
締

ま
り

や
や

有
り

。

N
-3

5°
-W

37
第

45
図

PL
.2

4
10

1 
2

 1
 8

27
88

3-
88

4
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
27

 
0.

24
 

0.
52

 
な

し
1

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

の
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
少

量
、

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

強
い

。
炭

化
物

粒
を

僅
か

に
含

む
。

2
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

地
山

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
と

、
As

－K
ｋ粒

が
混

じ
る

黒
褐

色
土

の
混

土
。

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。

N
-4

0°
-W



ピット一覧表
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挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置 (

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

38
第

45
図

PL
.2

4
10

2 
2

 1
 8

23
88

2-
88

3
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
35

 
0.

30
 

0.
48

 
な

し
1

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

の
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
少

量
、

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

強
い

。
2

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

As
－K

ｋ粒
を

含
ま

ず
、

粘
性

が
あ

る
褐

色
土

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

不
均

等
に

含
む

。
し

ま
り

強
く

粘
性

弱
い

。
3

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

の
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
ご

く
僅

か
に

、
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
強

い
。

N
-7

0°
-W

39
第

45
図

PL
.2

4
10

3 
2

 1
 8

24
88

0
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
26

 
0.

21
 

0.
05

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
2.

5Y
5/

2暗
灰

黄
色

土
。

灰
層

で
締

ま
り

極
め

て
強

い
。

3
層

は
5Y

R4
/3

鈍
い

赤
褐

色
土

。
被

熱
に

よ
る

赤
変

層
。

N
-2

3°
-W

40
第

45
図

PL
.2

4
10

4 
2

 1
 8

25
87

8
北

東
・

南
西

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
25

 
0.

22
 

0.
19

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
－K

ｋ粒
主

体
で

、
粘

性
あ

る
褐

色
土

が
混

じ
る

、
や

や
締

ま
り

り
弱

い
。

炭
化

物
粒

を
僅

か
に

含
む

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
締

ま
り

や
や

有
り

。

N
-7

3°
-E

41
第

45
図

PL
.2

4
10

5 
2

 1
 8

24
87

7-
87

8
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

状
0.

39
 

0.
35

 
0.

39
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

－K
ｋ粒

主
体

で
、

粘
性

が
あ

る
褐

色
土

が
混

じ
る

、
締

ま
り

や
や

弱
い

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ
粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
、

締
ま

り
や

や
有

り
。

3
層

は
10

YR
4/

3
鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

の
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
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量
、
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等
に

含
む

。
締

ま
り

は
あ

ま
り

強
く

な
い

。

N
-2

2°
-E

42
第

45
図

PL
.2

4
10

6 
2

 1
 8

27
87

7-
87

8
東

北
東

・
西

南
西

に
僅

か
に

長
い

隅
丸

長
方

形
状

0.
22

 
0.

20
 

0.
18

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。
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ｋ粒
主

体
で
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粘

性
が

あ
る

褐
色

土
が

混
じ

る
、

締
ま

り
や

や
弱

い
。

2
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
As

－K
ｋ粒

を
含

ま
ず

、
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
不

均
等

に
含

む
。

し
ま
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性
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。
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4/

3鈍
い

黄
褐
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土

。
地

山
の

粘
性

が
あ

る
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、
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－K

ｋ粒
を
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量

、 不
均

等
に

含
む
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ま
り

強
い

。
2
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は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。
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ｋ粒
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含
ま

ず
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性
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褐

色
土

小
ブ
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ク
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に
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粘

性
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。

N
-2

8°
-W

47
第

46
図

PL
.2

5
11

1 
2

 1
 8

25
88

3
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
26

 
0.

22
 

0.
30

 
79

ピ
ッ

ト
に

掘
り

込
ま

れ
る

。
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
As

－K
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ま
ず
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性
が

あ
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褐
色

土
小

ブ
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ッ
ク

を
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に
含
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土
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土
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ｋ粒
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じ
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褐
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や

や
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褐
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土
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じ
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褐

色
土
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混

土
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や
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有

り
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褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
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土
を

ベ
ー

ス
と

し
て
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ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山
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褐

色
土

を
不

均
等

に
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む
、

締
ま

り
や

や
有

り
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色
土
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色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
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－K

ｋ粒
が
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じ
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黒
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色

土
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土
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締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む
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締

ま
り

や
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有
り

。
3

層
は

10
YR
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3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
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の
粘
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が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
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を
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量
、
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含
む
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色
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。
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色
土

。
黒

褐
色

で
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性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
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等

に
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む
。
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や
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有
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。
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な

し
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は
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YR

4/
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黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
As

－K
ｋ粒

が
混

じ
る

黒
褐

色
土

と
の

混
土

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
い

黒
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
3

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

粘
性

有
る

地
山

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、A
s－

Kｋ
粒

を
少

量
、

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

強
い

。
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し
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は
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3鈍
い

黄
褐

色
土

。
粘

性
有

る
地

山
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、
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－K

ｋ粒
を
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量

、不
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等
に

含
む
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ま
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強
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。
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層
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黄
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色

土
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と
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ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

炭
化

物
粒

を
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

を
ベ

ー
ス

と
し

As
－K

ｋ粒
を

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。

N
-5

°
-W

10
8

第
49

図
PL

.2
9

17
7 

2
 1

 8
21

84
2-

84
3

東
北

東
・

西
南

西
に

僅
か

に
長

い
楕

円
形

0.
32

 
0.

32
 

0.
35

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
い

黒
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

As
－K

ｋ粒
を

少
量

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
状

で
混

入
物

少
な

い
。

N
-0

°

10
9

第
49

図
PL

.2
9

17
8 

2
 1

 8
16

-8
17

82
6

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
43

 
0.

37
 

0.
37

 
な

し
1

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
As

－K
ｋ粒

が
混

じ
る

黒
褐

色
土

と
の

混
土

。
ロ

ー
ム

の
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
や

や
多

く
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
粘

性
弱

い
黒

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

3
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
粘

性
弱

い
黒

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

。
2

層
よ

り
も

As
-K

ｋ粒
を

多
く

含
み

、
ボ

ソ
ボ

ソ
と

し
た

感
触

。
締

ま
り

や
や

有
り

。

N
-2

8°
-W



ピット一覧表

353

挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

11
0

第
50

図
PL

.2
9

17
9 

2
 1

 8
07

84
2

隅
丸

方
形

0.
33

 
0.

33
 

0.
24

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
粘

性
弱

い
黒

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
上

半
部

に
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-5

0°
-E

11
1

第
50

図
PL

.2
9

18
0 

2
 1

 8
08

-8
09

84
1-

84
2

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
37

 
0.

32
 

0.
21

 
15

5土
坑

を
掘

り
込

む
。

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

地
山

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
と

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
と

の
混

土
。

や
や

赤
み

を
帯

び
る

が
、

焼
土

は
含

ま
れ

ず
、

酸
化

鉄
分

凝
集

の
影

響
と

見
ら

れ
る

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
い

黒
褐

色
土

を
ベ

ー
ス

と
し

As
－K

ｋ
粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

3
層

は
10

YR
4/

3
鈍

い
黄

褐
色

土
。

粘
性

有
る

地
山

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
As

－K
ｋ粒

を
少

量
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
強

い
。

N
-7

6°
-E

11
2

第
50

図
PL

.2
9

18
1 

2
 1

 8
10

84
0-

84
1

北
西

・
南

東
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

42
 

0.
33

 
0.

16
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

地
山

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
と

、
As

－K
ｋ粒

が
少

量
混

じ
る

黒
褐

色
土

の
混

土
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

3
層

は
　

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

の
粘

性
が

あ
る

褐
色

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

As
－K

ｋ粒
を

少
量

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

強
い

。

N
-3

5°
-W

11
3

第
50

図
PL

.2
9

18
2 

2
 1

 8
11

84
3

南
北

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
36

 
0.

33
 

0.
27

 
な

し
1 0

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-8

2°
-W

11
4

第
50

図
PL

.2
9

18
3 

2
 1

 8
11

84
2-

84
3

北
東

-南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
46

 
0.

33
 

0.
65

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-3

5°
-E

11
5

第
50

図
PL

.2
9

18
4 

2
 1

 8
08

-8
09

84
2-

84
3

不
整

円
形

0.
35

 
0.

34
 

0.
24

 
な

し
1

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
焼

土
、

炭
化

物
を

や
や

多
く

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
As

-K
ｋy

粒
の

混
入

は
西

側
に

偏
る

。

N
-1

7°
-W

11
6

第
50

図
PL

.2
9

18
5 

2
 1

 8
09

84
3

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
33

 
0.

30
 

0.
46

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
大

粒
の

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

不
均

等
に

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
N

-3
5°

-E
11

7
第

50
図

PL
.2

9
18

6 
2

 1
 8

01
84

1-
84

2
北

西
・

南
東

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
35

 
0.

33
 

0.
23

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
炭

化
物

粒
を

少
量

含
む

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

状
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
As

－K
ｋ粒

を
及

び
炭

化
物

粒
を

少
量

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。

N
-8

0°
-W

11
8

第
50

図
PL

.2
9

18
7 

2
 1

 8
02

84
2

北
東

・
南

西
に

長
い

楕
円

形
0.

35
 

0.
31

 
0.

22
 

な
し

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。ロ
ー

ム
状

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

As
－K

ｋ粒
を

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
N

-2
4°

-E
11

9
第

50
図

PL
.2

9
18

8 
2

 1
 8

04
84

2
東

西
に

長
い

楕
円

形
0.

33
 

0.
28

 
0.

34
 

な
し

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
や

や
締

ま
り

あ
る

土
。

N
-7

1°
-W

12
0

第
50

図
PL

.3
0

18
9 

2
 1

 8
06

84
2

北
東

・
南

西
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

28
 

0.
26

 
0.

21
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
N

-9
°

-E
12

1
第

50
図

PL
.3

0
19

0 
2

 1
 8

07
84

3
北

西
・

南
東

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

28
 

0.
27

 
0.

32
 

な
し

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

地
山

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
と

、
As

－K
ｋ粒

が
少

量
混

じ
る

黒
褐

色
土

の
混

土
。

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
炭

化
物

粒
を

少
量

含
む

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

多
く

、
地

山
黄

褐
色

土
を

不
均

等
に

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。

N
-4

8°
-W

12
2

第
50

図
PL

.3
0

19
1 

2
 1

 8
20

83
2

北
東

・
南

西
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

29
 

0.
26

 
0.

41
 

下
層

2
面

の
1

竪
穴

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
－K

ｋ粒
主

体
で

、粘
性

が
あ

る
褐

色
土

が
混

じ
る

や
や

締
ま

り
弱

い
土

。
N

-1
7°

-E
12

3
第

50
図

PL
.3

0
19

2 
2

 1
 8

13
-8

14
83

0-
83

1
北

東
・

南
西

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
51

 
0.

47
 

0.
39

 
な

し
1

層
は

　
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
締

ま
り

あ
る

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
が

不
均

等
に

混
入

す
る

。
焼

土
粒

が
散

見
さ

れ
る

。
2

層
は

　
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
、

地
山

黄
褐

色
土

を
含

む
が

混
入

物
は

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-5

3°
-E

12
4

第
50

図
PL

.3
0

19
3 

2
 1

 8
16

-8
17

84
1

南
北

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
76

 
0.

54
 

0.
26

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

黒
褐

色
で

粘
性

が
弱

い
土

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

As
－K

ｋ粒
を

や
や

多
く

、 地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
や

や
締

ま
り

あ
る

土
。2

層
は

　
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
1

層
よ

り
も

多
く

含
む

や
や

締
ま

り
あ

る
土

。
3

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
－K

ｋ粒
を

少
量

含
む

土
。

ロ
ー

ム
土

の
混

入
は

や
や

少
な

い
。

N
-6

°
-W

12
5

第
50

図
PL

.3
0

19
4 

2
 1

 8
15

83
3-

83
4

南
北

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

27
 

0.
25

 
0.

20
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
－K

ｋ粒
主

体
で

、粘
性

が
あ

る
褐

色
土

が
混

じ
る

や
や

締
ま

り
弱

い
土

。
N

-7
8°

-W



ピット一覧表

354

挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

12
6

第
50

図
PL

.3
0

19
5 

2
 1

 8
12

-8
13

82
2

北
東

・
南

西
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

48
 

0.
40

 
0.

34
 

な
し

1
層

は
　

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
褐

色
土

ブ
ロ

ッ
ク

と
、

As
－K

ｋ粒
が

少
量

混
じ

る
黒

褐
色

土
の

混
土

。
や

や
締

ま
り

あ
る

土
。

炭
化

物
粒

を
少

量
含

む
。

ね
っ

と
り

と
し

た
感

触
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
や

や
締

ま
り

あ
る

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

含
む

。

N
-4

5°
-E

12
7

第
50

図
PL

.3
0

19
6 

2
 1

 8
25

-8
26

82
0

北
西

・
南

東
に

僅
か

に
長

い
楕

円
形

0.
28

 
0.

26
 

0.
38

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

褐
色

で
粘

性
が

弱
い

土
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
As

－K
ｋ粒

を
や

や
多

く
、

地
山

黄
褐

色
土

を
不

均
等

に
含

む
や

や
締

ま
り

強
い

土
。

N
-7

1°
-W

12
8

第
17

6図
PL

.1
28

12
8 

2
 2

 8
17

81
9-

82
0

東
西

に
長

い
不

整
隅

丸
長

方
形

0.
61

 
0.

52
 

0.
42

 
12

9ピ
ッ

ト
に

掘
り

込
ま

れ
る

。
不

明
。

N
-8

5°
-E

12
9

第
17

6図
PL

.1
28

12
9 

2
 2

 8
17

-8
18

81
9-

82
0

南
北

に
長

い
不

整
隅

丸
長

方
形

(
0.

95
)

0.
62

 
0.

27
 

12
8ピ

ッ
ト

を
掘

り
込

む
。

不
明

。
N

-2
1°

-W
13

0
第

17
6図

PL
.1

28
16

0 
2

 2
 8

09
82

9-
83

0
東

西
に

長
い

楕
円

形
0.

34
 

0.
28

 
0.

27
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

混
入

物
少

な
い

。
粘

性
強

く
、

締
ま

り
有

り
。

N
-5

2°
-E

13
1

第
17

6図
PL

.1
28

17
0 

2
 2

 8
09

-8
10

83
7-

83
8

北
東

・
南

西
い

長
い

整
楕

円
形

0.
30

 
0.

26
 

0.
29

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
や

や
黄

色
味

を
帯

び
る

。
締

ま
り

有
り

。
N

-8
4°

-E
13

2
第

51
図

PL
.6

1
1

 
3

 1
 8

07
78

5-
78

6
北

東
・

南
西

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
31

 
0.

27
 

0.
37

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
や

や
腐

食
土

質
。

や
や

締
ま

り
欠

く
。

N
-5

5°
-E

13
3

第
51

図
PL

.6
1

2
 

3
 1

 8
09

78
6

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
42

 
0.

37
 

0.
29

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

不
均

等
に

や
や

多
く

含
む

。
や

や
し

ま
り

欠
く

。
2

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

含
む

。
不

揃
い

の
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
　

粘
性

弱
く

、
や

や
締

ま
り

欠
く

。

N
-5

°
-E

13
4

第
51

図
PL

.6
1

3
 

3
 1

 8
05

-8
06

78
8

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

53
 

0.
48

 
0.

51
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

含
む

。
ロ

ー
ム

の
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
底

面
、

壁
際

付
近

に
や

や
多

く
含

む
　

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-5
5°

-W
13

5
第

51
図

PL
.6

1
4

 
3

 1
 8

09
78

6
東

西
に

長
い

楕
円

形
0.

18
 

0.
17

 
0.

32
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

含
む

。
不

揃
い

の
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
。

焼
土

粒
が

散
見

さ
れ

る
。

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-6
0°

-W
13

6
第

51
図

PL
.6

1
5

 
3

 1
 8

07
78

7-
78

8
不

整
円

形
0.

16
 

0.
15

 
0.

24
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

黒
色

味
強

い
。

As
-K

ｋ粒
を

少
量

含
み

、
不

揃
い

の
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
ご

く
少

量
含

む
。

混
入

物
少

な
い

。
　

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-3
7°

-W
13

7
第

51
図

PL
.6

1
6

 
3

 1
 8

07
-8

08
78

6
南

北
に

僅
か

に
長

い
楕

円
形

0.
24

 
0.

22
 

0.
29

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

を
や

や
多

く
含

む
。

や
や

締
ま

り
欠

く
。

N
-2

2°
-E

13
8

第
51

図
PL

.6
1

7
 

3
 1

 8
05

-8
06

79
0

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
33

 
0.

30
 

0.
20

 
8

ピ
ッ

ト
を

掘
り

込
む

。
1

層
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
や

や
腐

植
土

質
。

締
ま

り
弱

い
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
締

ま
り

有
り

。
N

-6
5°

-W
13

9
第

51
図

PL
.6

1
8

 
3

 1
 8

05
-8

06
79

0
南

北
に

長
い

隅
丸

長
方

形
(

0.
35

)
0.

32
 

0.
11

 
7

ピ
ッ

ト
に

掘
り

込
ま

れ
る

。
N

-4
°

-E
14

0
第

51
図

PL
.6

1
9

 
3

 1
 8

07
79

0
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
18

 
0.

17
 

0.
36

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-5
8°

-W
14

1
第

51
図

PL
.6

1
10

 
3

 1
 8

18
79

1
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
33

 
0.

27
 

0.
33

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
A s

- K
ｋ粒

を
僅

か
に

含
む

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
や

や
締

ま
り

欠
く

。
N

-3
6°

-E
14

2
第

51
図

PL
.6

2
11

 
3

 1
 8

15
79

0
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
33

 
0.

26
 

0.
13

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

を
少

量
含

む
。

N
-3

7°
-E

14
3

第
51

図
PL

.6
2

12
 

3
 1

 8
24

78
6-

78
7

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
61

 
0.

50
 

0.
58

 
2

掘
立

と
重

複
。

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
の

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、A
s-

K ｋ
粒

を
少

量
含

む
。

締
ま

り
や

や
強

い
。

2
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

が
散

見
さ

れ
る

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

強
い

。
3

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

地
山

ロ
ー

ム
土

を
ベ

ー
ス

と
し

、2
層

の
土

を
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
含

む
。

締
ま

り
強

い
。

N
-6

5°
-W

14
4

第
51

図
PL

.6
2

13
 

3
 1

 8
24

-7
84

南
北

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
50

 
0.

43
 

0.
45

 
2

掘
立

と
重

複
。

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
の

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、A
s-

K ｋ
粒

を
少

量
含

む
。

締
ま

り
欠

く
。

2
層

は
10

YR
4/

3鈍
い

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

土
と

1
層

と
の

混
土

。
締

ま
り

あ
ま

り
強

く
な

い
。

N
-2

8°
-E

14
5

第
51

図
PL

.6
2

14
 

3
 1

 8
23

-8
24

-7
82

北
東

・
南

西
に

長
い

楕
円

形
0.

63
 

0.
57

 
0.

56
 

2
掘

立
と

重
複

。
1

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

の
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
や

や
多

く
、A

s-
K ｋ

粒
を

少
量

含
む

。
締

ま
り

欠
く

。。
2

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
土

と
1

層
と

の
混

土
。

N
-2

4°
-E

14
6

第
51

図
PL

.6
2

15
 

3
 1

 8
21

78
2-

78
3

西
北

西
・

東
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

55
 

0.
47

 
0.

61
 

2
掘

立
と

重
複

。
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

不
揃

い
の

ロ
ー

ム
粒

を
下

側
中

心
に

不
均

等
に

含
む

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。。
ロ

ー
ム

土
と

1
層

と
の

混
土

。
N

-6
5°

-W
14

7
第

51
図

PL
.6

2
16

 
3

 1
 8

21
-8

22
78

5-
78

6
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
46

 
0.

32
 

0.
18

 
2

掘
立

と
重

複
。

1
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
表

層
に

焼
土

を
、

炭
化

物
粒

を
、

そ
れ

ぞ
れ

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

強
い

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
地

山
ロ

ー
ム

土
と

1
層

と
の

混
土

。

N
-2

5°
-W



ピット一覧表

355

挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

14
8

第
51

図
PL

.6
2

17
 

3
 1

 8
23

78
6

西
北

西
・

東
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

56
 

0.
45

 
0.

43
 

2
掘

立
と

重
複

。
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

上
面

に
焼

土
ブ

ロ
ッ

ク
を

含
む

。
As

-K
ｋ粒

を
少

量
含

む
。

2
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
主

体
で

、
1

層
の

土
を

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

不
均

等
に

含
む

。
締

ま
り

有
り

。

N
-8

1°
-W

14
9

第
51

図
PL

.6
2

18
 

3
 1

 8
22

-8
23

78
5-

78
6

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
53

 
0.

45
 

0.
64

 
2

掘
立

と
重

複
。

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
AS

-K
ｋ粒

を
少

量
含

む
。

N
-8

1°
-E

15
0

第
51

図
PL

.6
2

19
 

3
 1

 8
21

78
3-

78
4

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

28
 

0.
24

 
0.

19
 

2
掘

立
と

重
複

。
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

AS
-K

ｋ粒
を

少
量

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

4/
2

灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
主

体
。

締
ま

り
有

り
。

N
-4

0°
-W

15
1

第
52

図
PL

.6
2

20
 

3
 1

 8
20

78
6-

78
7

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
53

 
0.

42
 

0.
43

 
2

掘
立

と
重

複
。

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-4

7°
-W

15
2

第
52

図
PL

.6
2

21
 

3
 1

 8
09

-8
10

76
5

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
37

 
0.

31
 

0.
29

 
下

層
2

面
1

竪
穴

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-1

2°
-W

15
3

第
52

図
PL

.6
2

22
 

3
 1

 8
08

-8
09

76
2-

76
3

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
46

 
0.

42
 

0.
15

 
下

層
2

面
1

竪
穴

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-8
3°

-E
15

4
第

52
図

PL
.6

2
23

 
3

 1
 8

08
-8

09
76

2
南

北
に

長
い

楕
円

形
0.

39
 

0.
33

 
0.

27
 

下
層

2
面

1
竪

穴
を

掘
り

込
む

。
1

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
や

や
多

く
含

む
。締

ま
り

や
や

有
り

。2
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。や
や

腐
植

土
質

。締
ま

り
や

や
弱

い
。

N
-1

2°
-E

15
5

第
52

図
PL

.6
2

24
 

3
 1

 8
20

78
8

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
32

 
0.

27
 

0.
30

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

上
面

に
焼

土
粒

を
僅

か
に

、
As

-K
ｋ粒

に
僅

か
に

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
2

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
腐

植
土

質
で

や
や

ボ
ソ

ボ
ソ

と
し

た
感

触
。

ロ
ー

ム
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
不

均
等

に
含

む
。

N
-7

0°
-W

15
6

第
52

図
PL

.6
2

25
 

3
 1

 8
17

79
1

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
29

 
0.

26
 

0.
24

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

ボ
ソ

ボ
ソ

し
た

感
触

で
、

下
層

に
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
含

む
。

N
-6

1°
-W

15
7

第
52

図
PL

.6
3

26
 

3
 1

 8
18

79
3

不
明

0.
28

 
(

0.
18

)
0.

36
 

27
ピ

ッ
ト

に
掘

り
込

ま
れ

る
。

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

主
体

で
暗

褐
色

土
が

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

含
む

。
N

-5
2°

-W
15

8
第

52
図

PL
.6

3
27

 
3

 1
 8

18
79

3
東

西
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

38
 

0.
32

 
0.

42
 

P
26

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。A

s-
Kｋ

粒
散

見
。ロ

ー
ム

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

僅
か

に
含

む
。締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-8
1°

-E
15

9
第

52
図

PL
.6

3
28

 
3

 1
 8

17
-8

18
79

4
南

北
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

33
 

0.
31

 
0.

25
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
腐

植
土

質
。

上
面

に
焼

土
粒

が
散

見
。

ロ
ー

ム
粒

を
少

量
含

む
。

2
層

は
10

YR
4/

3鈍
い

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

小
ブ

ロ
ッ

ク
主

体
。

や
や

締
ま

り
強

い
。

N
-6

2°
-W

16
0

第
52

図
PL

.6
3

29
 

3
 1

 8
20

79
3

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

34
 

0.
28

 
0.

43
 

下
層

2
面

3
竪

穴
を

掘
り

込
む

。
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
や

や
砂

質
。

As
-K

ｋを
僅

か
に

含
む

。
や

や
締

ま
り

欠
く

。
N

-5
7°

-W
16

1
第

52
図

PL
.6

3
30

 
3

 1
 8

26
-8

27
78

6
南

北
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

59
 

0.
57

 
0.

44
 

な
し

1
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
の

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、A
s-

Kｋ
粒

を
少

量
含

む
。

や
や

締
ま

り
欠

く
。

2
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

を
含

み
、不

揃
い

の
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
。

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
3

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

腐
植

土
質

で
や

や
締

ま
り

を
欠

く
。

As
-K

ｋ粒
を

少
量

含
む

。

N
-7

°
-E

16
2

第
52

図
PL

.6
3

31
 

3
 1

 8
07

74
9

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
39

 
0.

37
 

0.
18

 
な

し
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

を
ほ

と
ん

ど
含

ま
な

い
。

N
-5

6°
-W

16
3

第
52

図
PL

.6
3

32
 

3
 1

 8
16

78
5

南
北

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
33

 
0.

26
 

0.
26

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
の

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、
や

や
締

ま
り

欠
く

。
3

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
と

1
層

の
土

と
の

混
土

。

N
-2

2°
-W

16
4

第
52

図
PL

.6
3

33
 

3
 1

 8
13

-8
14

77
9-

78
0

ほ
ぼ

円
形

0.
18

 
0.

17
 

0.
43

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
下

層
で

は
締

ま
り

欠
く

。
N

-5
5°

-W
16

5
第

52
図

PL
.6

3
34

 
3

 1
 8

18
77

8-
77

9
西

北
西

・
東

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
28

 
0.

24
 

0.
29

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

色
土

と
粘

性
弱

い
褐

色
土

と
の

混
土

。
As

-K
ｋ粒

を
含

ま
な

い
。

下
側

で
ロ

ー
ム

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

含
む

。
N

-6
5°

-W
16

6
第

52
図

PL
.6

3
35

 
3

 1
 8

20
77

9
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
31

 
0.

27
 

0.
33

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
表

層
に

As
－K

ｋ粒
を

含
む

。
や

や
締

ま
り

欠
く

。
N

-4
5°

-W
16

7
第

52
図

PL
.6

3
36

 
3

 1
 8

20
77

7
南

北
に

僅
か

に
長

い
楕

円
形

0.
18

 
0.

16
 

0.
21

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
腐

植
土

質
。

N
-2

9°
-W

16
8

第
52

図
PL

.6
3

37
 

3
 1

 8
21

77
6

南
北

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
32

 
0.

28
 

0.
29

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
腐

植
土

質
。

混
入

物
少

な
く

、
As

-K
ｋ粒

を
含

ま
な

い
。

N
-1

3°
-W

16
9

第
52

図
PL

.6
3

38
 

3
 1

 8
14

78
3

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

21
 

0.
16

 
0.

15
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-6

6°
-W
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挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

17
0

第
53

図
PL

.6
3

39
 

3
 1

 8
13

-8
14

76
3

北
東

・
南

西
に

長
い

楕
円

形
0.

32
 

0.
27

 
0.

19
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
黒

色
土

と
粘

性
が

弱
い

褐
色

土
と

の
混

土
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

As
-K

ｋ粒
を

含
ま

な
い

。
2

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
粘

性
あ

る
褐

色
土

を
主

体
と

し
、

黒
色

土
が

不
均

等
に

混
じ

る
。 

N
-4

2°
-E

17
1

第
53

図
PL

.6
3

40
 

3
 1

 8
11

76
5-

76
6

東
西

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
36

 
0.

33
 

0.
35

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

や
や

多
く

含
む

。
や

や
締

ま
り

欠
く

。
2

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

含
み

、
不

揃
い

の
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
。

粘
性

弱
く

、締
ま

り
や

や
有

り
。

3
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
の

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、
As

-K
ｋ粒

を
少

量
含

む
。

や
や

締
ま

り
欠

く
。

N
-6

6°
-W

17
2

第
53

図
PL

.6
3

41
 

3
 1

 8
23

77
6

北
東

・
南

西
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

25
 

(
0.

25
)

0.
34

 
42

ピ
ッ

ト
を

掘
り

込
む

。
1

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、
As

-K
ｋ粒

を
少

量
含

む
。

や
や

締
ま

り
欠

く
。

2
層

は
10

YR
3/

3　
暗

褐
色

土
。

や
や

粗
粒

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
。

粘
性

僅
か

に
有

り
。

N
-0

°

17
3

第
53

図
PL

.6
3

42
 

3
 1

 8
23

77
6

不
明

0.
27

 
(

0.
24

)
0.

23
 

41
ピ

ッ
ト

に
掘

り
込

ま
れ

る
。

N
-1

7°
-W

17
4

第
53

図
PL

.6
4

43
 

3
 1

 8
02

77
0

東
西

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

33
 

0.
31

 
0.

38
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-4

6°
-E

17
5

第
53

図
PL

.6
4

44
 

3
 1

 8
02

-8
03

76
8-

76
9

南
北

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
36

 
0.

30
 

0.
33

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-2
3°

-W
17

6
第

53
図

PL
.6

4
45

 
3

 1
 8

02
-8

03
76

6-
76

7
南

北
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

37
 

0.
32

 
0.

39
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-1

1°
-E

17
7

第
53

図
PL

.6
4

46
 

3
 1

 8
06

76
2-

76
3

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
52

 
0.

48
 

0.
36

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-4
5°

-E
17

8
第

53
図

PL
.6

4
47

 
3

 1
 8

00
76

6
東

西
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

30
 

0.
27

 
0.

24
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

底
部

付
近

で
は

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

多
く

含
む

。
N

-6
1°

-E
17

9
第

53
図

PL
.6

4
48

 
3

 1
 8

25
77

5-
77

6
南

北
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

27
 

0.
27

 
0.

19
 

49
ピ

ッ
ト

に
掘

り
込

ま
れ

る
。

1
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

及
び

As
－K

ｋ粒
を

少
量

含
む

。
2

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。小

ブ
ロ

ッ
ク

状
の

ロ
ー

ム
土

を
ベ

ー
ス

と
し

、黒
色

土
を

少
量

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
3

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
下

部
に

小
ブ

ロ
ッ

ク
状

の
ロ

ー
ム

を
や

や
多

く
含

む
。

締
ま

り
や

や
強

い
。

N
-0

°

18
0

第
53

図
PL

.6
4

49
 

3
 1

 8
24

-8
25

77
5-

77
6

東
西

に
長

い
不

整
楕

円
形

0.
32

 
0.

28
 

0.
22

 
48

ピ
ッ

ト
を

掘
り

込
む

。
N

-5
3°

-E
18

1
第

53
図

PL
.6

4
50

 
3

 1
 8

19
78

2
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
22

 
0.

18
 

0.
22

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
下

部
に

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

含
む

。
N

-7
0°

-W
18

2
第

53
図

PL
.6

4
51

 
3

 1
 8

01
-8

02
75

8
西

北
西

・
東

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
48

 
0.

45
 

0.
36

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
腐

植
土

質
で

サ
ラ

サ
ラ

し
た

感
触

。
N

-8
8°

-E
18

3
第

53
図

PL
.6

4
52

 
3

 1
 8

02
-8

03
75

8
東

西
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

32
 

0.
28

 
0.

24
 

な
し

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

N
-6

2°
-E

18
4

第
53

図
PL

.6
4

53
 

3
 1

 8
02

73
5

南
北

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
50

 
0.

47
 

0.
30

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-3
0°

-E
18

5
第

53
図

PL
.6

4
54

 
3

 1
 8

02
76

1
南

北
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

43
 

0.
41

 
0.

48
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
表

層
に

As
-K

ｋ粒
含

む
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-5
1°

-E
18

6
第

53
図

PL
.6

4
55

 
3

 1
 8

08
-8

09
73

6
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
46

 
0.

39
 

0.
36

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-5
0°

-E
18

7
第

53
図

PL
.6

4
56

 
3

 1
 8

26
78

1-
78

2
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
61

 
0.

52
 

0.
50

 
な

し
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

欠
く

。
N

-4
4°

-W
18

8
第

53
図

PL
.6

4
57

 
3

 1
 8

10
-8

11
77

9-
78

0
北

西
・

南
東

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
36

 
0.

33
 

0.
31

 
1

掘
立

と
重

複
。

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
欠

く
。

N
-5

2°
-W

18
9

第
53

図
PL

.6
4

58
 

3
 1

 8
09

78
0

北
東

・
南

西
に

長
い

楕
円

形
0.

43
 

0.
37

 
0.

32
 

1
掘

立
と

重
複

。
10

YR
3/

2黒
褐

色
土

。
炭

化
物

粒
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

混
入

物
は

全
体

に
少

な
い

。
締

ま
り

や
や

欠
く

。
N

-2
0°

-E
19

0
第

54
図

PL
.6

4
59

 
3

 1
 8

18
75

2-
75

3
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
47

 
0.

39
 

0.
69

 
1

畑
を

掘
り

込
む

。
1

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

炭
化

物
粒

を
ご

く
僅

か
に

含
む

。
混

入
物

は
全

体
に

少
な

い
。

締
ま

り
や

や
有

り
。

2
層

は
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

置
く

含
む

。
締

ま
り

強
い

。

N
-3

7°
-E

19
1

第
54

図
PL

.6
5

60
 

3
 1

 8
12

77
1

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

29
 

0.
24

 
0.

28
 

な
し

不
明

。
N

-3
6°

-W
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通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

19
2

第
54

図
PL

.6
5

61
 

3
 1

 7
94

76
6

南
北

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
31

 
0.

28
 

0.
16

 
な

し
不

明
。

N
-2

2°
-E

19
3

第
54

図
PL

.6
5

62
 

3
 1

 7
97

-7
98

76
9

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
47

 
0.

41
 

0.
73

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
く

、
や

や
締

ま
り

有
り

。
2

層
は

10
YR

4/
3鈍

い
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

含
む

。
3

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
含

む
。

N
-4

°
-W

19
4

第
54

図
PL

.6
5

72
 

3
 1

 7
94

76
4-

76
5

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
35

 
0.

31
 

0.
27

 
11

8土
坑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-7
0°

-W
19

5
第

54
図

PL
.6

5
73

 
3

 1
 7

93
-7

94
76

4
南

北
に

長
い

形
状

と
思

わ
れ

る
が

不
明

0.
27

 
(

0.
27

)
0.

26
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-8
8°

-E
19

6
第

54
図

PL
.6

5
74

 
3

 1
 7

96
76

2-
76

3
南

北
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

35
 

0.
33

 
0.

14
 

な
し

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

粘
性

弱
く

、
締

ま
り

や
や

有
り

。
N

-1
8°

-W
19

7
第

54
図

37
4 

3
 1

 8
25

78
6-

78
7

南
北

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
35

 
0.

33
 

0.
21

 
2

掘
立

内
に

点
在

。
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
の

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

や
や

多
く

、
As

-K
ｋ粒

を
少

量
含

む
。

や
や

締
ま

り
欠

く
。

N
-2

0°
-W

19
8

第
54

図
37

5 
3

 1
 8

20
78

5-
78

6
東

西
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

56
 

0.
52

 
0.

76
 

2
掘

立
と

重
複

。
1

層
は

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

の
小

ブ
ロ

ッ
ク

を
や

や
多

く
、

As
-K

ｋ粒
を

不
均

等
に

少
量

含
む

。
や

や
締

ま
り

欠
く

。
2

層
は

10
YR

3/
2黒

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
を

含
み

、
不

揃
い

の
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
。

粘
性

弱
く

、
や

や
締

ま
り

欠
く

。

N
-7

4°
-W

19
9

第
85

図
PL

.1
04

19
8 

4
 1

 7
77

51
8

北
西

・
南

東
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

75
 

0.
70

 
0.

33
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

1黒
褐

色
土

。
非

常
に

大
量

の
As

-K
ｋ粒

を
含

む
。

径
2

㎜
程

の
褐

色
粒

子
を

ご
く

僅
か

に
含

む
。

締
ま

り
弱

い
。

2
層

は
10

YR
5/

4鈍
い

黄
褐

色
軽

石
。

二
次

堆
積

の
As

-K
ｋ粒

。
N

-4
3°

-W
20

0
第

85
図

PL
.1

04
22

2 
4

 1
 8

09
-8

10
69

1-
69

2
北

東
・

南
西

に
長

い
長

円
形

1.
04

 
0.

57
 

0.
22

 
な

し
1

層
は

10
YR

5/
4鈍

い
黄

褐
色

軽
石

。
二

次
堆

積
の

As
‐

Kｋ
粒

。
2

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
含

む
。

N
-2

4°
-E

20
1

第
85

図
PL

.1
04

22
3 

4
 1

 8
10

69
1

北
西

・
南

東
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

42
 

0.
35

 
0.

24
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
-B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
含

む
。

N
-6

6°
-W

20
2

第
85

図
PL

.1
04

22
4 

4
 1

 8
11

69
1

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

62
 

0.
52

 
0.

23
 

な
し

1
層

は
10

YR
5/

4鈍
い

黄
褐

色
軽

石
。

二
次

堆
積

の
As

‐
Kｋ

粒
。

2
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

－B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

含
む

。
N

-3
9°

-W
20

3
第

85
図

PL
.1

04
22

5 
4

 1
 8

10
68

9-
69

0
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
66

 
0.

43
 

0.
18

 
な

し
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

-B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

含
む

。
N

-6
0°

-W
20

4
第

85
図

PL
.1

04
22

6 
4

 1
 8

07
-8

08
69

2
北

東
・

南
西

に
長

い
長

円
形

0.
73

 
0.

42
 

0.
21

 
な

し
1

層
は

10
YR

5/
4鈍

い
黄

褐
色

軽
石

。
二

次
堆

積
の

As
‐

Kｋ
粒

。
2

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
含

む
。

N
-4

9°
-E

20
5

第
85

図
PL

.1
05

22
7 

4
 1

 8
06

-8
07

68
9

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

70
 

0.
65

 
0.

23
 

26
6土

坑
を

掘
り

込
む

。
不

明
。

N
-6

3°
-W

20
6

第
85

図
PL

.1
05

22
8 

4
 1

 8
08

-8
09

68
8

北
東

・
南

西
に

長
い

長
円

形
0.

42
 

0.
37

 
0.

30
 

な
し

1
層

は
10

YR
5/

4鈍
い

黄
褐

色
軽

石
。

二
次

堆
積

の
As

‐
Kｋ

粒
。

2
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

－B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

含
む

。
N

-3
8°

-E
20

7
第

86
図

PL
.1

05
22

9 
4

 1
 8

04
-8

05
68

6-
68

7
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
76

 
0.

59
 

0.
11

 
な

し
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

－B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

多
量

に
含

む
。

N
-7

6°
-W

20
8

第
86

図
PL

.1
05

23
0 

4
 1

 8
03

-8
04

68
6

北
東

・
南

西
に

や
や

長
い

長
円

形
0.

55
 

0.
52

 
0.

33
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-1
0°

-E
20

9
第

86
図

PL
.1

05
23

1 
4

 1
 8

03
68

5
北

西
・

南
東

に
長

い
楕

円
形

0.
57

 
0.

43
 

0.
26

 
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

－B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

多
量

に
含

む
。

N
-7

9°
-W

21
0

第
86

図
PL

.1
05

23
4 

4
 1

 8
04

67
2

南
北

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

29
 

0.
27

 
0.

27
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
と

暗
褐

色
土

と
の

混
土

。
N

-6
°

-W
21

1
第

86
図

PL
.1

05
23

5 
4

 1
 8

03
-8

04
67

1-
67

2
北

西
・

南
東

に
僅

か
に

長
い

隅
丸

長
方

形
0.

29
 

0.
27

 
0.

39
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
と

暗
褐

色
土

と
の

混
土

。
N

-2
3°

-W
21

2
第

86
図

PL
.1

05
23

9 
4

 1
 8

01
66

8-
66

9
南

北
に

僅
か

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
32

 
0.

27
 

0.
46

 
7

掘
立

内
に

点
在

。
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

と
暗

褐
色

土
と

の
混

土
。

N
-7

°
-W

21
3

第
86

図
PL

.1
05

24
0 

4
 1

 8
00

66
7

東
西

に
長

い
隅

丸
長

方
形

0.
47

 
0.

38
 

0.
35

 
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

と
暗

褐
色

土
と

の
混

土
。

N
-8

4°
-W

21
4

第
86

図
PL

.1
05

24
2 

4
 1

 8
06

67
8

ほ
ぼ

円
形

0.
24

 
0.

23
 

0.
37

 
6

掘
立

内
と

重
複

。
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
As

-K
ｋ粒

と
暗

褐
色

土
と

の
混

土
。

N
-5

7°
-W

21
5

第
86

図
PL

.1
05

24
9 

4
 1

 7
96

-7
97

67
0

西
北

西
・

東
南

東
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

27
 

0.
23

 
0.

25
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

As
-K

ｋ粒
と

暗
褐

色
土

と
の

混
土

。
N

-6
7°

-W



ピット一覧表

358

挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

21
6

第
86

図
PL

.1
06

25
2 

4
 1

 8
04

-8
05

66
6

北
西

・
南

東
に

僅
か

に
長

い
楕

円
形

0.
26

 
0.

24
 

0.
17

 
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
2/

3黒
褐

色
土

。
小

石
・

軽
石

を
多

量
に

、
白

色
粒

を
若

干
含

む
。

N
-4

7°
-W

21
7

第
86

図
PL

.1
06

25
4 

4
 1

 8
04

66
8

北
東

・
南

西
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

45
 

0.
32

 
0.

22
 

7
掘

立
と

重
複

。
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
2/

3黒
褐

色
土

。
小

石
・

軽
石

を
多

量
に

、
白

色
粒

を
若

干
含

む
。

N
-1

6°
-E

21
8

第
86

図
PL

.1
06

25
6 

4
 1

 7
97

66
9-

67
0

東
西

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
52

 
0.

45
 

0.
27

 
7

掘
立

と
重

複
。

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

2/
3黒

褐
色

土
。

小
石

・
軽

石
を

多
量

に
、

白
色

粒
を

若
干

含
む

。
N

-3
2°

-E
21

9
第

86
図

PL
.1

06
25

7 
4

 1
 7

96
66

9-
67

0
東

西
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

28
 

0.
20

 
0.

19
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

2/
3黒

褐
色

土
。

N
-4

0°
-E

22
0

第
86

図
PL

.1
06

25
9 

4
 1

 7
96

66
9

北
東

・
南

西
に

長
い

楕
円

形
0.

38
 

0.
33

 
0.

20
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

2/
3黒

褐
色

土
。

小
石

・
軽

石
を

多
量

に
、

白
色

粒
を

若
干

含
む

。
N

-6
3°

-W
22

1
第

86
図

PL
.1

06
26

0 
4

 1
 7

96
66

9
ほ

ぼ
円

形
0.

33
 

0.
33

 
0.

34
 

7
畑

を
掘

り
込

む
。

10
YR

2/
3黒

褐
色

土
。

N
-0

°
22

2
第

86
図

PL
.1

06
26

1 
4

 1
 8

04
65

8
ほ

ぼ
円

形
0.

32
 

0.
32

 
0.

36
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-0
°

22
3

第
87

図
PL

.1
06

26
2 

4
 1

 8
07

-8
08

65
4

南
北

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

43
 

0.
40

 
0.

55
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-3
8°

-W
22

4
第

87
図

PL
.1

06
26

3 
4

 1
 7

98
66

8-
66

9
ほ

ぼ
円

形
0.

30
 

0.
28

 
0.

19
 

7
掘

立
と

重
複

。
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
2/

3黒
褐

色
土

。
小

石
・

軽
石

を
多

量
に

、
白

色
粒

を
若

干
含

む
。

N
-8

2°
-E

22
5

第
87

図
PL

.1
06

26
4 

4
 1

 7
99

66
8-

66
9

東
西

に
僅

か
に

長
い

楕
円

形
0.

32
 

0.
29

 
0.

18
 

7
掘

立
と

重
複

。
7

畑
を

掘
り

込
む

。
10

YR
2/

3黒
褐

色
土

。
小

石
・

軽
石

を
多

量
に

、
白

色
粒

を
若

干
含

む
。

N
-7

2°
-E

22
6

第
87

図
PL

.1
06

28
0 

4
 1

 8
12

-8
13

66
6-

66
7

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

72
 

0.
53

 
0.

58
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-3
2°

-W
22

7
第

87
図

PL
.1

06
28

1 
4

 1
 8

10
66

5-
66

6
ほ

ぼ
円

形
0.

33
 

0.
33

 
0.

76
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-0
°

22
8

第
87

図
PL

.1
06

28
9 

4
 1

 8
13

68
9-

69
0

北
西

・
南

東
に

長
い

不
整

楕
円

形
1.

01
 

0.
68

 
0.

21
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

4暗
褐

色
土

。
二

次
堆

積
の

As
－

Kｋ
粒

主
体

。
2

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-5
5°

-W
22

9
第

87
図

PL
.1

06
29

0 
4

 1
 8

15
69

2-
69

3
東

西
に

長
い

楕
円

形
0.

85
 

0.
52

 
0.

34
 

な
し

1
層

は
10

YR
3/

4暗
褐

色
土

。
二

次
堆

積
の

As
－

Kｋ
粒

主
体

。
2

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-8
0°

-E
23

0
第

87
図

PL
.1

06
29

1 
4

 1
 8

12
69

4-
69

5
南

北
に

長
い

楕
円

形
0.

63
 

0.
53

 
0.

41
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-3
°

-E
23

1
第

87
図

PL
.1

06
29

2 
4

 1
 8

12
69

5
南

北
に

長
い

楕
円

形
0.

58
 

0.
40

 
0.

35
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-8
°

-W
23

2
第

87
図

PL
.1

06
29

3 
4

 1
 8

12
-8

13
69

6
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
60

 
0.

43
 

0.
47

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
4暗

褐
色

土
。

二
次

堆
積

の
As

－
Kｋ

粒
主

体
。

2
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

－B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

多
量

に
含

む
。

N
-4

3°
-E

23
3

第
87

図
PL

.1
06

29
4 

4
 1

 8
13

-8
14

69
8-

69
9

北
西

・
南

東
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

95
 

0.
77

 
0.

36
 

3
掘

立
と

重
複

。
1

層
は

10
YR

3/
4暗

褐
色

土
。

二
次

堆
積

の
As

－
Kｋ

粒
主

体
。

2
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
As

－B
灰

、
径

5
㎜

以
下

の
軽

石
粒

、
小

礫
を

多
量

に
含

む
。

N
-6

7°
-W

23
4

第
87

図
PL

.1
06

30
2 

4
 1

 8
12

-8
13

68
5

南
北

に
長

い
楕

円
形

0.
47

 
0.

28
 

0.
36

 
な

し
1

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

暗
褐

色
土

と
As

-K
ｋ粒

と
の

混
土

。
2

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-3
°

-W
23

5
第

87
図

PL
.1

06
30

3 
4

 1
 8

09
-8

10
68

7
北

西
・

南
東

に
や

や
長

い
楕

円
形

0.
30

 
0.

25
 

0.
38

 
な

し
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
暗

褐
色

土
と

As
-K

ｋ粒
と

の
混

土
。

N
-4

2°
-W

23
6

第
87

図
PL

.1
06

30
4 

4
 1

 8
09

68
9-

69
0

西
北

西
・

東
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

32
 

0.
22

 
0.

33
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

As
－B

灰
、

径
5

㎜
以

下
の

軽
石

粒
、

小
礫

を
多

量
に

含
む

。
N

-6
5°

-W
23

7
第

17
5図

PL
.1

55
19

9 
4

 2
 8

18
71

1
南

北
に

長
い

不
整

楕
円

形
0.

32
 

0.
27

 
0.

15
 

な
し

1
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
径

1
～

3
㎜

程
度

の
褐

色
粒

子
を

僅
か

に
、

径
5

～
15

㎜
程

度
の

小
礫

を
少

量
、

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

斑
状

に
含

む
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

大
量

に
含

む
。

ロ
ー

ム
以

外
の

混
入

物
は

極
め

て
少

な
い

。

N
-3

3°
-W

23
8

第
17

5図
PL

.1
55

20
0 

4
 2

 8
18

70
9

北
東

・
南

西
に

や
や

長
い

楕
円

形
0.

33
 

0.
30

 
0.

13
 

な
し

1
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
径

1
～

3
㎜

程
度

の
褐

色
粒

子
を

僅
か

に
、

径
5

～
15

㎜
程

度
の

小
礫

を
少

量
、

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

斑
状

に
含

む
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

大
量

に
含

む
。

ロ
ー

ム
以

外
の

混
入

物
は

極
め

て
少

な
い

。

N
-2

0°
-E

23
9

第
17

5図
PL

.1
55

20
1 

4
 2

 8
19

71
0

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

37
 

0.
32

 
0.

13
 

な
し

1
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
径

1
～

3
㎜

程
度

の
褐

色
粒

子
を

僅
か

に
、

径
5

～
15

㎜
程

度
の

小
礫

を
少

量
、

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

斑
状

に
含

む
。

2
層

は
10

YR
3/

3暗
褐

色
土

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

大
量

に
含

む
。

ロ
ー

ム
以

外
の

混
入

物
は

極
め

て
少

な
い

。

N
-5

7°
-W

24
0

第
17

5図
PL

.1
56

20
2 

4
 2

 8
20

71
1

東
西

に
長

い
楕

円
形

0.
30

 
0.

18
 

0.
12

 
な

し
1

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

径
1

～
3

㎜
程

度
の

褐
色

粒
子

を
僅

か
に

、
径

5
～

15
㎜

程
度

の
小

礫
を

少
量

、
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

含
む

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

斑
状

に
大

量
に

含
む

。
ロ

ー
ム

以
外

の
混

入
物

は
極

め
て

僅
少

。

N
-8

2°
-W
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挿
図

写
真

図
版

ピ
ッ

ト
 

通
番

区
面

位
置(

座
標

値
)

平
面

形
状

規
模(

m
)

重
複

遺
物

埋
土

方
位

X＝
61

…
Y=

-9
4…

長
径

短
径

深
さ

24
1

第
17

5図
PL

.1
56

20
3 

4
 2

 8
18

70
8

北
西

・
南

東
に

長
い

楕
円

形
0.

23
 

0.
20

 
0.

17
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

径
1

～
3

㎜
程

度
の

褐
色

粒
子

を
僅

か
に

、
径

5
～

15
㎜

穂
d

の
小

礫
を

少
量

含
む

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

含
む

。
N

-5
8°

-W
24

2
第

17
5図

PL
.1

56
20

4 
4

 2
 8

19
-8

20
70

8-
70

9
東

西
に

長
い

楕
円

形
0.

58
 

0.
43

 
0.

20
 

な
し

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

径
1

～
3

㎜
程

度
の

褐
色

粒
子

を
僅

か
に

、
径

5
～

15
㎜

穂
d

の
小

礫
を

少
量

含
む

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

含
む

。
N

-7
6°

-W
24

3
第

17
5図

PL
.1

56
20

5 
4

 2
 8

20
70

8
北

東
・

南
西

に
長

い
楕

円
形

0.
73

 
0.

65
 

0.
30

 
な

し
1

層
は

10
YR

2/
2黒

褐
色

土
。

径
1

～
3

㎜
程

度
の

褐
色

粒
子

を
僅

か
に

、
径

5
～

15
㎜

穂
d

の
小

礫
を

少
量

含
む

。
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

を
斑

状
に

含
む

。
2

層
は

10
YR

3/
3暗

褐
色

土
。

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

斑
状

に
大

量
に

含
む

。
ロ

ー
ム

以
外

の
混

入
物

は
極

め
て

僅
少

。

N
-6

7°
-E

24
4

第
17

5図
PL

.1
56

20
6 

4
 2

 8
21

-8
22

70
7-

70
8

北
東

・
南

西
に

長
い

楕
円

形
0.

49
 

0.
40

 
0.

24
 

な
し

1
層

は
10

YR
2/

2黒
褐

色
土

。
径

1
～

3
㎜

程
度

の
褐

色
粒

子
を

僅
か

に
、

径
5

～
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第9表　遺物観察表
2号掘立柱建物

9号溝

10号溝

15号溝

101号土坑

108号土坑

109号土坑

121号土坑

122号土坑

131号土坑

遺物観察表

362

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第9図 
PL.163 1 石製品 

砥石
埋土 
4/5

長 
幅

(10.2) 
　2.9

厚 
重

　1.8 
78.1 砥沢石

表面に砥面が認められ上方に向かい研ぎ減りする。裏面と左右
両側面及び上部小口面には櫛歯タガネ痕が明瞭に認められる。
下端部には断面Ｖ字形の溝状痕跡が表面と右側面及び裏面に周
回するように認められ折断を目的とした痕跡の可能性がある。

 
PL.163 2 肥前陶器 

皿
埋土 
1/5

口 
底

(28.5) 
(10.8)

器
高

9.9 夾雑物微量/褐灰

口縁端部は尖り、直立気味に傾く。口縁部は段をなし、外側に
開く。体部外面中位から口縁部と内面に透明釉を掛け、体部外
面中位から下位は黒色の錆釉。口縁部から体部内面に様々な文
様を彫り込んだスタンプ(印花)で4段の紋様構成。底部内面に
は2か所の重ね焼き痕。

17世紀後半

 
PL.163 3 肥前陶器 

皿
埋土 
口縁部破片

口 
底

(20.4) 器
高

 夾雑物微量/黄灰 口縁端部は尖り、口縁部は段をなし、外側に開く。口縁部内面
に白化粧土を塗り、内外面に透明釉を掛ける。 江戸時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.163 1 在地系土器 

皿
埋土 
2/3

口 
底

（8.5） 
　6.0

器
高

1.8 夾雑物少量/橙 口縁端部は直立気味に尖る。内外面はナデ、底部は回転糸切後
無調整。 14C

 
PL.163 2 在地系土器 

鍋
埋土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/にぶい
赤褐色

口縁端部は平坦をなし、外側にゆるく傾く。口縁部と体部境は
縊れる。内外面はナデ、外面は炭素が吸着。 中世

 
PL.163 3 肥前磁器 

染付碗
埋土 
口縁部から体部
破片

口 
底

(11.6) 器
高

 夾雑物微量/灰白 体部外面は斜線入りの丸文と塗りつぶした小さな丸文。高台境
に圏線。内面は口縁端部直下と見込みに二重圏線。

18C後半～
19C前半

 
PL.163 4 在地系土器 

鍋
埋土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/にぶい
橙色 口縁端部は平坦をなし、外側にゆるく傾く。内外面はナデ。 中世

 
PL.163 5 龍泉窯系

青磁　碗か
埋土 
体部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物なし/灰オ
リーブ 内外面に青磁釉、体部外面に鎬蓮弁文。 13～14C

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.163 1 常滑陶器 

甕
埋土 
体部破片

口 
底

 器
高

 白色片を含む/褐灰 体部内面は粘土紐の凹凸が認められる。 中世か

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第13図 
PL.163 1 石製品 

茶臼(上)
埋土 
1/2

直 
幅

20.4 
-

厚 
重

　　12.4 
3425.2 粗粒輝石安山岩

底面のすり合わせ面は非常に滑らかであり挽き目の痕跡がわず
かに認められる。側面には菱形の文様の一部が認められその中
央に矩形の挽き手孔が位置する。軸孔の直径約3cm。

中近世

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.163 1 瀬戸・美濃

陶器　皿 底部破片 口 
底 (5.9) 器

高
夾雑物少量/にぶい
黄棟

底部内面と体部外面下位と高台端部、高台内の一部に灰釉。高
台は低く削り出す。 17世紀か

 
PL.163 2 石製品 

砥石
埋土

(標高425.75m) 
1/2

長 
幅

(9.2) 
　5.0

厚 
重

　　4.0 
271.6 粗粒輝石安山岩

表面と左右両側面に砥面が認められる。表面と右側面には浅く
幅の狭い線条痕がわずかに認められる。全体的に自然面(節理面)
と判断され露頭から石材を直接採取している可能性がある。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第18図 
PL.164 1 石製品 

石臼(上)
埋土 
1/2

長 
幅

(15.1) 
(27.6)

厚 
重

　　10.5 
4343.8 粗粒輝石安山岩

底面のすり合わせ面には挽き目の痕跡がわずかに残り配給孔から
続く分配のための溝が明瞭に認められる。側面には矩形の挽き手
孔の一部が認められる。底面には軸受孔の一部が認められる。

中近世

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.164 1 生産地未詳

土器　皿
埋土 
口縁部破片

口 
底

(7.0) 
(5.0)

器
高

 夾雑物少量/黄灰 口縁端部は丸味を持って尖る。口縁部内面から体部外面に被熱
によるガラス化。取鍋皿か。 取鍋皿か

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.164 1 石器 

石鏃
埋土 
不明

長 
幅

(2.0) 
(1.3)

厚 
重

0.5 
1.0 黒色頁岩 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第20図 
PL.164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    細砂、繊維/にぶい
赤褐/良好 口縁が緩く外反する。外面縦位、内面斜位の擦痕を施す。 早期条痕文系

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第22図 
PL.164 1 石製品 

石臼(下)
埋土 
2/3

長
幅

32.5 
-

厚 
重

　　13.0 
11410.0 粗粒輝石安山岩

上面のすり合わせ面には挽き目の痕跡が明瞭に残る。底面の加
工は比較的粗く棒状の工具痕が明瞭に認められる。軸孔の直径
約3cm。

中近世



155号土坑

4号土坑

5号土坑

12号土坑

14号土坑

17号土坑

19号土坑

27号土坑

28号土坑

37号土坑

42号土坑

遺物観察表
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第27図 
PL164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    細砂、白色粒/にぶ
い橙/ふつう

口縁が緩く内湾する。口縁下に変形工字文を施す。文様は沈線
施文により浮線を表出する。 晩期浮線文系

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第30図 
PL164 1 石器 

石鏃
埋土 
完形

長 
幅

1.5 
1.0

厚 
重

0.3 
0.5 黒曜石 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。凹基無茎鏃。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第30図 
PL.164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    細砂、白色粒/橙/
良好 RLを横位施文する。 諸磯a式

 
PL.164 2 石製品 

砥石
埋土 
不明

長 
幅

(10.8) 
(　9.5)

厚 
重

(10.3) 
1011.7 粗粒輝石安山岩 荒砥。表裏面と右側面に砥面が認められる。表面と右側面には

横方向のわずかな段差が多く認められる。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第31図 
PL.164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
底部破片

    細砂、繊維/橙/良
好 内外面に斜位の条痕を施す。底面にも条痕を施文。 早期条痕文系

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第32図 
PL.164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    細砂、白色粒/にぶ
い赤褐/良好 口唇外端肥厚。C字状爪形文を横位にめぐらす。内面研磨。 諸磯a式

第32図 
PL.164 2 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、白色粒/暗赤
褐/良好 横位、波状の集合沈線をめぐらし、RLを施文する。 諸磯a式

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第33図 
PL.164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう 外面に細かな条痕を縦位、斜位に施す。 早期条痕文系

第33図 
PL.164 2 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    細砂、繊維/にぶい
橙/ふつう 外面に斜位の条痕を施す。内面剥離。 早期条痕文系

第33図 
PL.164 3 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    細砂、白色粒/明赤
褐/良好 横位集合沈線を施す。 諸磯a式

 
PL.164 4 石製品 

砥石
埋土 
完形

長 
幅

14.0 
　3.0

厚 
重

　　5.1 
423.2 砥沢石

表裏面に砥面が認められる。左右両側面と上下小口面には平ノ
ミ状の痕跡が累積する。平ノミ状痕跡の内部にはわずかに櫛歯
状痕が部分的に認められる。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.164 1

瀬戸・美濃
陶器 
鉢

埋土 
1/4

口 
底

(19.0) 
(11.0)

器
高

12.0 夾雑物少量/灰白
口縁端部は丸く内外に弱く肥厚する。口縁端部直下外面に沈線
が巡る。口縁部内面から体部外面下位まで褐色飴釉。体部内面
と体部外面下位から高台は無釉。

18C中頃

 
PL.164 2 瀬戸・美濃

陶器　灯明皿
埋土 
1/2

口 
底

(9.6) 
(4.3)

器
高

1.9 夾雑物微量/灰白 内面から口縁部外面と体部外面の一部に錆釉、外面の錆釉は施
釉後に釉を拭う。底部内面に輪状の重ね焼き痕。 18C

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第34図 
PL.164 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/橙/
ふつう C字状爪形文、平行沈線を横位にめぐらす。内面研磨。 諸磯a式

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第35図 
PL.164 1 石製品 

石臼(上)
埋土 
1/4

長 
幅

(18.2) 
(15.4)

厚 
重

　　12.0 
2919.0 粗粒輝石安山岩

片減りが認められる。底面のすり合わせ面には挽き目の痕跡が
明瞭に残る。側面には矩形の挽き手孔の一部が認められるが底
面のすり合わせ面に露出した状態である。底面には軸受孔の一
部が認められる。

中近世

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第36図 
PL.164 1 石器 

玦状耳飾
埋土 
1/3

長 
幅

(2.4) 
(1.9)

厚 
重

(1.1) 
　4.1 葉ろう石

オリーブ黄色。全体的に丁寧に研磨整形されており光沢がある。
上方に孔の一部が2箇所認められ補修孔の可能性がある。孔の内
面には横方向の段差が累積しており穿孔時の痕跡と考えられる。

縄文時代

第36図 
PL.164 2 縄文土器 

注口土器
埋土 
注口部

    細砂/にぶい橙/良
好 短く上を向く。外面研磨。 縄文時代後期

前半

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第37図 
PL.164 1 土師器 

杯
埋土 
底部小片

    細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 底部は外面が手持ちヘラ削り、内面は横ナデ。底部外面墨書「物」8C代か
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第38図 
PL.173 1 縄文土器　

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、白色粒、繊維/
にぶい黄橙/ふつう

絡条体圧痕を沿わせた隆線をめぐらして区画、区画内にも絡条
体圧痕を施す。地文擦痕。 早期条痕文系

第38図 
PL.173 2 縄文土器　

深鉢
埋土 
口縁部破片

    細砂、白色粒/明赤
褐/良好 口縁が緩く外反。RLを横位施文する。 諸磯a式

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.164 1 肥前磁器 

染付小碗
埋土 
口縁部欠損

口 
底

 
（2.9）

器
高

 夾雑物なし/白 体部外面に笹文か。口縁部を細かく叩き出して円盤状に加工か。
高台も数か所が破損する。紅猪口か。

江戸時代 

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第63図 
PL.164 1 須恵器 

杯
埋土 
2/3

口 
底

13.4 
　7.8 高 3.5 細砂粒・粗砂粒/還

元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期

第63図 2 須恵器 
壺

埋土 
頸部～胴部上位片

胴 19.2   細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。 9C代か

第63図
PL.164 3 須恵器 

短頸壺
埋土 
底部～胴部の一
部、口唇部欠

底 
台

12.0 
12.6 胴 24.8 細砂粒/還元焔/灰

白
ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転ヘラナデ、高台は貼付、
胴部は下位から中位に回転ヘラ削り。 9C代か

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第63図 1 須恵器 
杯蓋

埋土 
1/4

口 
摘

14.4 
　4.0

高 3.7 細砂粒/還元焔/灰
オリーブ

ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付。天井部は中程まで回転
ヘラ削り。 9C代か

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第69図 
PL.165 1

石器 
スクレイ
パー

埋土 
完形

長 
幅

7.1 
3.5

厚 
重

　1.2 
39.0 黒色頁岩

表裏面の縁辺部全体に二次加工が認められる。表面のほぼ全体
と裏面の右側縁には摩滅痕が認められる。表面の縁辺部の二次
加工の一部には摩滅痕より新期に形成されたものがある。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.165 1 肥前陶器 

陶胎染付碗
埋土 
体部から高台部
破片

口 
底

 
（4.7）

器
高

 夾雑物少量/黒褐 体部外面中位に不明文、体部外面下位と高台境、高台に圏線。
口縁端部を除き内外面に透明釉。口縁端部は鉄銹。 江戸時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第75図 
PL.165 1 石器 

打製石斧
埋土 
完形

長 
幅

7.9 
4.0

厚 
重

　1.4 
58.7 黒色頁岩

左右両側辺と先端刃部は両面加工が認められる。上側辺は裏面
側への片面加工である。裏面の中央付近には素材剥片の主要剥
離面が広く認められ横長剥片を素材とする。表面には自然面が
広く認められ円礫を利用する。左右両側辺の中央付近にはつぶ
れ痕が認められる。短冊形。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第76図 
PL.165 1 須恵器 

椀
埋土 
底部片

底 8.2   細砂粒/酸化焔/暗
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。底部外
面墨書(判読不能)。 9C後か

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.165 1 在地系土器 

鍋
埋土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/にぶい
黄橙 口縁端部は平坦をなす。内外面はナデ。 中世

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.165 1 古瀬戸 

深皿
埋土 
底部破片

口 
底

 
（15.0）

器
高

 夾雑物微量/灰白 体部内面下位にヘラで削った線状の模様が入る。灰釉を施し釉
を拭う。外面は無釉。 14-15世紀

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第79図 1 須恵器 
椀

埋土 
口縁部～体部片

口 14.8   細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回りか。 9C後か

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第81図 
PL.165 1 石製品 

石臼(下)
埋土 
4/5

直 
幅

28.2 
-

厚 
重

　　12.3 
14700.0 粗粒輝石安山岩

上面のすり合わせ面には挽き目の痕跡が明瞭に残る。底面の加
工は比較的粗く棒状の工具痕が明瞭に認められる。軸孔は中央
が狭くなっており両面穿孔と考えられる。軸孔の直径約3cm。

中近世



307号土坑

1号竪穴建物

2号竪穴建物

遺物観察表
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.165 1 在地系土器 

鍋
埋土 
体部破片

口 
底

 器
高

 白色片を含む/暗灰
褐 内外面はナデ、外面に炭素が吸着。 中世

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第90図 
PL.165 1 土師器 

甕

竈下部
（標高425.97～
426.36m） 
口縁～胴部上半片

口 
胴

20.8 
21.4

  細砂粒・褐色粒/良
好/明赤褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第4四半

期

第90図 
PL.165 2 土師器 

甕
堀方
（標高426.92m） 
口縁～胴部上半片

口 
胴

20.0 
23.2

  細砂粒・褐色粒/良
好/明赤褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第4四半

期

第90図 3 土師器 
甕

貯蔵穴埋土 
口縁～胴部上半片

口 
胴

17.4 
20.8

  細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半

期
第91図 4 須恵器 

椀
堀方 
口縁部～体部片

口 16.2   細砂粒/還元焔/灰
黄 ロクロ整形、回転は右回りか。 9C第4四半

期
第90図 5 土師器 

甕
貯蔵穴埋土 
口縁～胴部上半片

口 
胴

11.6 
13.3

  細砂粒/良好/暗褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半
期

第91図 
PL.165 6 須恵器 

杯
南壁

(標高425.80m) 
1/3

口 
底

13.4 
　7.2

高 3.6 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り無調整。 9C第4四半
期

第91図 
PL.165 7 須恵器 

広口壺
中央部床直
（標高426.35m） 
口縁～胴部上位片

口 
胴

26.0 
28.8

  細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。 9C第4四半

期

第91図 8 須恵器 
甕

床直
(標高426.20～33m) 
口縁部下位～胴
部上位片

頸 24.5   細砂粒/還元焔/黒
褐

頸部で胴部と口縁部は接合、外面に粘土紐を貼付し補強してい
る。口縁部は内外面ともヘラナデ。胴部は外面に平行叩き痕、
内面に同心円状アテ具痕が残る。

9C第4四半
期

第91図 
PL.165 9 須恵器 

杯
埋土 
完形

口 
底

13.6 
　7.2

高 3.9 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り無調整。 9C第4四半

期
第91図 
PL.165 10 黒色土器 

椀
埋土 
体部小片

    細砂粒/酸化焔/橙 内面黒色処理。ロクロ整形。内面体部に斜放射状ヘラミガキ。
体部外面墨書(判読不能)

9C第4四半
期

第91図 
PL.165 11 須恵器 

杯
埋土 
1/4

口 
底

13.9 
　7.6

高 3.8 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り無調整。 9C第4四半
期

第91図 12 須恵器 
椀

埋土 
底部片

底 
台

6.8 
6.6

  細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第4四半
期

第91図 13 須恵器 
椀

堀方 
1/4

口 
底

15.6 
　7.9

台 
高

8.8 
5.8 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第4四半

期
第91図 
PL.165 14 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、白色粒/黒褐
/良好

横位沈線をめぐらして区画、区画内に縦位、斜位の沈線を施す。
内面平滑。 田戸下層式

第91図 
PL.165 15 石器 

石鏃
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

(1.6) 
(1.3)

厚 
重

0.3 
0.4 黒色頁岩 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。 凹基無茎鏃

第91図 
PL.165 16 石器 

石鏃
埋土 
4/5

長 
幅

(1.7) 
(1.4)

厚 
重

0.5 
1.0 細粒輝石安山岩 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。 凹基無茎鏃

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第96図 
PL.165 1 黒色土器 

杯
床下土坑

(標高426.27m) 
2/3

口 
底

13.0 
　7.2

高 4.5 細砂粒/酸化焔/暗
赤褐

内面黒色処理。ロクロ整形か。口縁部から体部は横方向ヘラミ
ガキ、底部は手持ちヘラ削り。内面は底部から口縁部にかけて
斜放射状ヘラミガキ。

9C第2四半
期

第95図 
PL.165 2 土師器 

甕
竈周辺床直

(標高425.91m) 
口縁～胴部中位片

口 
胴

19.8 
21.4

  細砂粒/良好/褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半
期

第95図 
PL.165 3 土師器 

甕
竈周辺床直

(標高426.02m) 
口縁～胴部下位片

口 
胴

19.8 
21.0

  細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部は
ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第95図 
PL.166 4 土師器 

甕
竈周辺床直

(標高425.98m) 
口縁～胴部中位片

口 
胴

20.0 
21.8

  細砂粒/良好/明赤
褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部は
ヘラ削り、一部にナデ。内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第95図 5 土師器 
甕

竈周辺床直
(標高426.01m) 
口縁部片

口 18.8   細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 9C第3四半

期

第95図 
PL.166 6 須恵器 

杯
埋土 
1/2

口 
底

12.6 
　6.9

高 2.9 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期

第96図 7 須恵器 
杯蓋

P4周辺床直
(426.14m) 
ほぼ完形

口 
摘

17.2 
　3.8

高 3.7 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付。天井部は中心から3分
の1程度まで回転ヘラ削り。

9C第3四半
期

第96図 
PL.166 8 須恵器 

杯
中央床直

(425.99m) 
ほぼ完形

口 
底

14.8 
　8.4

高 3.5 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期

第96図 
PL.166 9 石製品 

砥石
埋土 
完形

長 
幅

33.3 
18.0

厚 
重

　　23.1 
13420.0 粗粒輝石安山岩

表裏面に複数の砥面が認められる。各砥面は非常に滑らかであ
り内湾する。左右両側面には滑かな部分が散在しており便宜的
な砥面として利用された可能性がある。上下両側面は自然面と
判断され大形円礫を利用する。

第95図 10 土師器 
甕

埋土 
口縁～胴部上位片

口 19.6   細砂粒/良好/赤褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半
期

第96図 11 須恵器 
杯

埋土 
1/4

口 
底

12.2 
　7.8

高 3.4 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期



3号竪穴建物

4号竪穴建物

5号竪穴建物

6号竪穴建物

7号竪穴建物

12号竪穴建物

遺物観察表
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第96図 12 須恵器 
椀

埋土 
底部片

底 
台

8.5 
8.6

  細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラナデ、高台は貼付。 9C第3四半
期

第95図 
PL.166 13 須恵器 

杯
埋土 
1/2

口 
底

13.4 
　8.0

高 3.5 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期

第95図 14 須恵器 
皿

埋土 
1/4

口 
底

12.6 
　7.0

  細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付が
剥落。

9C第3四半
期

第96図 
PL.166 15 須恵器 

杯蓋
埋土 
1/2

口 
摘

18.0 
　3.5

高 2.8 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付。天井部は中心から3分
の1程度まで回転ヘラ削り。

9C第3四半
期

第96図 
PL.166 16 縄文土器 

深鉢
3区755～760、
470～475Gr. 
胴部破片

    粗砂、白色粒/明赤
褐/ふつう

C字状爪形文をめぐらして区画、RLを施し、円形刺突列を垂下
させる。 諸磯a式

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第97図 
PL.166 1 須恵器 

杯
竈前床直

(標高426.39m) 
1/2

口 
底

13.8 
　7.4

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削り無調整。 9C第3四半

期

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第98図 
PL.166 1 土師器 

甕
東壁際埋土
（標高426.49m） 
口縁～胴部中位片

口 
胴

15.0 
18.0

  細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半

期

第98図 
PL.166 2 石製品 

砥石
埋土 
完形

長 
幅

13.6 
　4.8

厚 
重

- 
241.3 砥沢石

表面と左右両側面に砥面が認められる。表面が主要な砥面であ
り中央が研ぎ減りする。裏面には櫛歯タガネ痕がわずかに残る
が滑かな部分も広範囲に認められ便宜的な砥面と考えられる。
上部小口面は全体的にザラザラした凹凸で構成されるが横方向
の細かい前条痕が数条認められる。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第103図 
PL.166 1 土師器 

鉢
竈床直

(標高426.45m) 
口縁～体部上半

口 24.7   細砂粒・粗砂粒/良
好/褐

口縁部は横ナデ、体部はヘラナデ後上位にミガキか。内面は口
唇部から体部にヘラナデ。

10C第1四半
期

第102図 
PL.167 2 土師器 

鉢
竈床直

(標高426.57m) 
1/3

口 
底

28.2 
13.9

高 28.2 細砂粒・粗砂粒/良
好/赤褐

口縁部は横ナデ、体部と底部は手持ちヘラ削り体部の口縁部下
と底部上は器面摩滅のため不鮮明。内面は底部から体部にヘラ
ナデ。

10C第1四半
期

第103図 
PL.167 3 土師器 

鉢
竈床直(標高
425.45m) 
底～体部下位片

底 13.6   細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい黄褐

底部はヘラ削り、器面摩滅のため不鮮明、体部はヘラ削り。内
面は底部から体部にヘラナデ。

10C第1四半
期

第103図 
PL.167 4 土師器 

羽釜
竈床直(標高
426.75m) 
鍔破片

    細砂粒・粗砂粒/良
好/明赤褐 鍔は貼付。胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 10C第1四半

期

第103図 
PL.167 5 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    細砂/にぶい橙/良
好 平行沈線による肋骨文を施し、円形刺突列を垂下させる。 諸磯a式

第103図 
PL.167 6 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    細砂/にぶい橙/良
好 平行沈線による肋骨文を施し、円形刺突列を垂下させる。 諸磯a式

第103図 
PL.167 7 石器 

石皿
埋土 
完形

長 
幅

24.3 
16.7

厚 
重

　　　9.4 
6200.0 粗粒輝石安山岩 表面の全面がほぼ平坦で滑らかである。全体的に自然面と判断

され亜円礫を利用する。 縄文時代

第103図 
PL.167 8 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

14.2 
13.0

厚 
重

　　　5.0 
1551.8 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体に磨面が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第105図 
PL.167 1 土師器 

鉢
竈堀方(標高
426.57m) 
底～体部下半片

底 12.0   細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい黄褐 底部と体部はヘラ削り。内面は底部から体部にヘラナデ。 10C第1四半

期

第105図 2 土師器 
鉢

中央部床直
（426.61m） 
体部下位片

    細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい赤褐 体部は外面がヘラ削り、内面はヘラナデ。 10C第1四半

期

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第106図 
PL.167 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    粗砂、繊維/にぶい
赤褐/ふつう

微隆線による襷状文を描き、区画内にペン先状刺突を充填施文
する。内削ぎの口唇部外端に刻みを付す。内面条痕施文。 鵜ヶ島台式

第106図 
PL.167 2 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、繊維/にぶい
赤褐/ふつう

内屈する部位。微隆線による襷状文を描き、区画内に竹管外皮
による刺突を充填施文する。屈曲部に刻みを付す。 鵜ヶ島台式

第106図 
PL.167 3 石器 

石鏃
埋土 
4/5

長 
幅

(1.3) 
(1.2)

厚 
重

0.3 
0.2 黒曜石 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。表面の中央に素

材剥片段階の剥離面をわずかに残す。 凹基無茎鏃

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第115図 1 土師器 
甕

北東隅床直
(標高426.31m) 
口縁～胴部上位片

口 20.0   細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半

期



15号竪穴建物

13号竪穴建物

14号竪穴建物

16号竪穴建物

遺物観察表

367

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.168 1 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

7.0 
6.4

厚 
重

　　3.2 
218.8 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.168 1 龍泉窯系青

磁　碗か 底部破片 口 
胴

- 
-

  夾雑物少量/灰 底部内面に陰刻で模様が入る。高台内は炭化物が付着。 13-14世紀

 
PL.168 2 石製品 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

19.1 
　8.2

厚 
重

　　　5.8 
1519.1 石英閃緑岩 表面の全体に磨面が認められる。表面の中央付近と下方に敲打

痕が認められる。右側面と下端部に敲打痕が集中する。
 

PL.168 3 石製品 
石皿

埋土 
完形

長 
幅

17.0 
13.0

厚 
重

　　　4.2 
1463.6 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体に平坦で滑らかな部分が認められる。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第115図 2 土師器 
甕

北東隅床直
（標高426.30m） 
口縁～胴部上位片

口 19.0   細砂粒/良好/にぶ
い褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第115図 
PL.167 3 須恵器 

杯
北東隅床直
（標高426.33m） 
1/4

口 
底

14.4 
　7.5

高 3.4 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/褐灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期

第115図 
PL.167 4 須恵器 

杯
北東隅床直
（標高426.35m） 
ほぼ完形

口 
底

14.0 
　7.0

高 4.1 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期

第115図 5 須恵器 
杯

南東隅床直
（標高426.38m） 
1/4

口 
底

12.6 
　7.4

高 3.5 細砂粒・礫/還元焔
/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期

第116図 
PL.167 6 石製品 

砥石
埋土 
完形

長 
幅

34.2 
18.5

厚 
重

　　21.6 
14580.0 粗粒輝石安山岩

表裏面と左右両側面に複数の砥面が認められる。各砥面は非常
に滑らかであり内湾する。上下両側面は自然面と判断され大形
円礫を利用する。

第115図 7 須恵器 
杯

埋土 
口縁部片

口 12.8   細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回りか。 9C第3四半

期
第115図 8 須恵器 

椀
埋土 
ほぼ完形

口 
底

14.8 
　7.2

台 
高

7.2 
5.0

細砂粒・粗砂粒/還
元焔/褐灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第115図 
PL.167 9 須恵器 

杯
埋土 
3/4

口 
底

13.4 
　6.7

高 3.6 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期

第116図 10 土師器 
甕

埋土 
口縁部～胴部中
位片

口 
胴

21.0 
22.3

  細砂粒・粗砂粒/良
好/橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部上位下がナデ、その下位は縦方
向のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。吾妻地方を中心としたコ
の字状口縁甕

9C第3四半
期

第116図 11 須恵器 
杯

埋土 
1/4

口 
底

14.8 
　8.2

高 3.3 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期
第116図 
PL.167 12 須恵器 

椀
埋土 
1/4

口 
底

15.5 
　7.4

台 
高

6.7 
5.3

細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰黄褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第116図 
PL.167 13 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、輝石/橙/良
好 双環状突起、隆線を施し、沈線を充填施文する。 焼町類型

第116図 14 石器 
打製石斧

埋土 
2/3

長 
幅

(10.1) 
(8.9)

厚 
重

(4.8) 
375.9 黒色頁岩

中央のくびれ部には両面加工が集中するが他の側面部の二次加
工は散発的である。左右両側辺のくびれ部にはつぶれ痕が集中
する。器種の整形加工が不十分であり未成品の可能性がある。
分銅形。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第121図 
PL.168 1 土師器 

小型甕
竈床直

(標高426.26m) 
1/2

口 
底

15.8 
　5.7

胴 
高

15.3 
15.3

細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部
から胴部にヘラナデ。内面吸炭による黒色化。 7C前

第121図 
PL.168 2 土師器 

杯
竈右袖脇
（標高426.14m） 
3/4

口 
稜

12.5 
11.4

高 4.7 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前

第121図 3 土師器 
杯

中央東壁際埋土
（標高426.56m） 
1/3

口 
稜

14.4 
13.0

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前

第121図 
PL.168 4 土師器 

杯
埋土 
完形

口 
稜

13.1 
11.5

高 4.7 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。底部に焼成
後の穿孔(長径5.0、短径3.7㎝)。孔の面は整えられている。 7C前

第121図 
PL.168 5 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

13.4 
10.0

厚 
重

　　　5.4 
1064.2 溶結凝灰岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第124図 
PL.168 1 石製品 

紡輪
埋土 
完形

長 
幅

4.3 
4.5

厚 
重

　1.6 
46.4 蛇紋岩

全体的によく研磨され光沢がある。表面の縁辺部は微細な剥落
痕が集中しており使用時に形成された痕跡と考えられる。表面
に「加」の刻書があり、そのほか判読不明の刻書が認められる。
また、紡輪と軸棒を表したと考えられる線刻がある。孔径約7㎜。

古代

第124図 
PL.168 2 石製品 

砥石
埋土 
完形

長 
幅

8.9 
6.2

厚 
重

　　3.6 
258.0 砥沢石

表面と左右両側面に砥面が認められる。表面は研ぎ減りにより
内湾しており主要な砥面と判断される。裏面には滑かな部分も
認められ便宜的な砥面と考えられる。上部小口面は全体的にザ
ラザラした凹凸で構成されるが縦及び横方向の細かい前条痕が
数条認められ折断後に砥面として機能した可能性がある。

 
PL.168 3 在地系土器 

皿
 
1/3

口 
底

（8.5） 
（4.9）

器
高

2.2 夾雑物少量/にぶい
橙 内外面はナデ、底部は回転糸切後無調整。 14C



17号竪穴建物

20号竪穴建物

21号竪穴建物

26号竪穴建物

遺物観察表

368

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第126図 1 須恵器 
杯蓋

埋土 
1/4

口 
摘

15.4 
　5.5

カ 
高

12.8 
　2.3

細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付。天井部は中程まで回転
ヘラ削り。

8C第1四半
期

第126図 
PL.168 2 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

15.8 
　5.8

厚 
重

　　5.0 
732.2 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。右側面も全体的に磨面

が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第131図 1 黒色土器 
杯

竈埋土 
口縁部片

口 14.5   細砂粒/酸化焔/に
ぶい黄褐

内面黒色処理。ロクロ整形、回転は右回りか。内面は体部から
口縁部に横方向のヘラミガキ。 10C前半

第131図 
PL.168 2 土師器 

甕
竈埋土 
口縁～胴部下位

口 
胴

25.9 
28.2

  細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/明赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り後下半に斜
めのヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 10C前半

第131図 3 須恵器 
杯

竈埋土 
1/4

口 
底

14.5 
10.2

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/淡黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C前半

第131図 4 須恵器 
杯蓋

埋土 
口縁部片

口 
カ

16.0 
13.2

  細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。天井部は中程まで回転ヘラ削り。 8C第1四半
期

第131図 
PL.168 5 石製品 

管玉
埋土 
完形

長 
幅

1.6 
0.8

厚 
重

0.8 
1.6 蛇紋岩

暗オリーブ灰色。側面と上面は丁寧に研磨されており光沢があ
る。下面は全体的に滑らかであるが光沢は認められない。上面
の孔の周囲は浅鉢状に窪んでいる。上下面の孔径約2mm。

古墳時代

 
PL.168 6 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

11.7 
　6.9

厚 
重

　　4.5 
508.0 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体に磨面が認められる。側面部に敲打痕が散在す

る。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第132図 
PL.169 1 土師器 

杯
P1埋土 
3/4

口 
稜

12.6 
10.6

高 4.4 細砂粒・粗砂粒/良
好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 
PL.169 2 土師器 

杯
P1埋土 
3/4

口 
稜

11.2 
10.6

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/良
好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 
PL.169 3 土師器 

杯
P1埋土 
2/3

口 
稜

11.6 
10.8

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/良
好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 
PL.169 4 土師器 

杯
P1埋土 
2/4

口 
稜

10.8 
　9.8

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 5 土師器 
杯

P1埋土 
1/4

口 
稜

15.0 
14.8

高 4.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 6 土師器 
杯

埋土 
1/4

口 
稜

11.8 
10.0

  細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 7 土師器 
大型杯

南西隅床直 
口縁部～体部片

口 
稜

22.8 
21.1

  細砂粒・粗砂粒・
礫(片岩)/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第132図 
PL.169 8 石製品 

臼玉
埋土 
完形

長 
幅

0.7 
0.7

厚 
重

0.5 
0.4 滑石

オリーブ灰色。表面はほぼ平坦であり擦痕がわずかに認められる。
裏面はほぼ平坦であるが擦痕は認められない。側面は中央に明瞭
な張りはなく横～斜め方向の擦痕が認められる。孔径約2mm。

7C前半

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第142図 1 土師器 
杯

竈脇床直
(標高426.20m) 
1/3

口 
底

15.9 
10.8

高 4.4 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は体部
から口縁部に斜放射状暗文、器面摩滅のため不鮮明。

8C第3四半
期

第142図 
PL.169 2 土師器 

杯
東壁

(標高426.20m) 
1/2

口 13.8   細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横ナデ、体部は上半がナデ、下半から底部は手持ちヘ
ラ削り。

8C第3四半
期

第142図 3 土師器 
甕

北東隅床直
(標高425.83m) 
口縁～胴部上位片

口 21.0   細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 8C第3四半
期

第142図 
PL.169 4 須恵器 

杯蓋
東壁

(標高425.90m) 
完形

口 
摘

11.9 
　5.3

高 
カ

2.8 
8.8 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付。天井部は中程まで回転

ヘラ削り。内面は天井部がヘラナデ。
8C第1四半
期

第142図 5 須恵器 
杯蓋

南側床直
(標高425.99m) 
口縁～天井部片

口 
カ

14.4 
11.4

  細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。天井部は中程まで回転ヘラ削り。 8C第1四半
期

第142図 
PL.169 6 須恵器 

短頸壺蓋
中央部床直

(標高425.99m) 
1/4

口 
鍔

11.0 
10.2

  細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。鍔・凸帯は貼付、摘も貼付。天井
部は回転ヘラ削り。

8C第1四半
期

第142図 7 土師器 
小型甕

埋土 
口縁部～胴部下
位片

口 
胴

10.9 
12.3

  細砂粒/良好/褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 8C第1四半
期

第142図 8 土師器 
甕

埋土 
口縁～胴部上位片

口 24.0   細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 8C第3四半
期

第142図 9 土師器 
甕

埋土 
口縁部～頸部片

口 21.6   細砂粒/良好/にぶ
い褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 8C第3四半

期
第142図 
PL.169 10 須恵器 

杯
埋土 
1/2

口 
底

11.8 
　8.1

高 3.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は手持ちヘラ削り。 8C第1四半
期

第142図 11 須恵器 
杯

埋土 
1/4

口 
底

15.6 
11.0

台 
高

10.0 
　3.4

細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転ヘラ削りか、器面摩滅
のため単位不明。高台は削り出し。

8C第1四半
期

第142図 
PL.169 12 石器 

石鏃
埋土 
4/5

長 
幅

(2.5) 
　1.3

厚 
重

0.4 
1.0 黒色頁岩 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。凸基有茎鏃。 縄文時代



27号竪穴建物

29号竪穴建物

31号竪穴建物

32号竪穴建物

33号竪穴建物

34号竪穴建物

遺物観察表

369

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第144図 
PL.169 1 土師器 

甕
埋土 
口縁～胴部上半片

口 
胴

19.0 
20.5

  細砂粒/良好/明褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半
期

第144図 
PL.169 2 土師器 

甕
埋土 
口縁～胴部中位片

口 
胴

19.1 
21.6

  細砂粒/良好/明褐 外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部は
ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ、器面摩滅のため単位不明。

9C第3四半
期

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第148図 
PL.169 1 土師器 

杯
竈周辺床直

(標高425.41m) 
ほぼ完形

口 
稜

12.1 
10.4

高 4.8 細砂粒・粗砂粒/良
好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第148図 
PL.169 2 土師器 

杯
竈周辺床直

(標高425.34m) 
3/4

口 
稜

11.4 
10.4

高 3.9 細砂粒・粗砂粒/良
好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第148図 
PL.169 3 土師器 

杯
竈周辺床直

(標高425.33m) 
1/2

口 
稜

12.1 
11.2

高 3.8 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第148図 
PL.169 4 土師器 

杯
竈周辺床直

(標高425.36m) 
1/3

口 
稜

11.9 
10.6

高 3.8 細砂粒/やや軟質/
橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第148図 5 土師器 
杯

竈周辺床直
(標高425.36m) 
口縁部～体部片

口 
稜

12.8 
11.4

  細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第148図 
PL.169 6 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    細砂、繊維/橙/ふ
つう ループ縄文を横位施文する。 前期前葉

第148図 
PL.169 7 石器 

打製石斧
埋土 
完形

長 
幅

17.0 
　7.8

厚 
重

　　3.1 
407.4 黒色頁岩

側面部には全体的に両面加工が認められる。表裏面の中央付近
には摩滅痕がわずかに認められる。表面の中央付近に自然面が
わずかに認められる。分銅形。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第151図 1 土師器 
杯

埋土 
1/2

口 
稜

11.8 
11.5

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第151図 
PL.169 2

石器 
スクレイ
パー

埋土 
完形

長 
幅

3.3 
5.1

厚 
重

　0.6 
13.0 ホルンフェルス

表裏面は全体的に滑かな部分が広範囲に認められるが加工時の研
磨痕であるか使用痕跡であるか判断できない。表裏面には複数の
剥離面が認められるがいずれも新期に形成された研磨等面によっ
て稜線が不鮮明である。側面部には全体的に幅の狭い摩滅した面
が認められるが加工時の痕跡か使用時のものか判別できない。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

 
PL.169 1 石器 

砥石
埋土 
完形

長 
幅

15.5 
　5.0

厚 
重

　　6.9 
657.8 砥沢石

表裏面と左右両側面に砥面が認められる。表面が主要な砥面で
あり中央が著しく研ぎ減りする。右側面には断面Ｕ～Ｖ字形の
線条痕が斜め方向に多数認められる。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第156図 1 土師器 
甕

竈床直
(標高416.72m) 
口縁～胴部上半片

口 14.8   細砂粒・粗砂粒/良
好/赤褐

外面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラナデ。 7C前半

第156図 
PL.169 2 土師器 

甕
竈床直

(標高416.69m) 
口縁～胴部上半片

口 20.2   細砂粒・粗砂粒/良
好/橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部は
ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 7C前半

第156図 3 土師器 
甕

竈床直
(標高416.58m) 
口縁～胴部上位片

口 15.9   細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 7C前半

第156図 
PL.169 4 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

24.4 
12.7

厚 
重

　　　6.2 
2665.1 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体に磨面が認められる。下端部に敲打痕が集中す

る。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第159図 1 土師器 
杯

埋土 
1/4

口 
稜

11.2 
10.0

  細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第159図 2 土師器 
杯

埋土 
1/4

口 
稜

10.8 
　9.2

  細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第159図 3 土師器 
杯

埋土 
口縁部～体部片

口 
稜

12.8 
11.9

  細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第159図 4 土師器 
杯

埋土 
口縁部～体部片

口 
稜

9.2 
8.9

  細砂粒/良好/橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第159図 
PL.169 5 土師器 

短頸壺
竈左脇床直

(標高420.10m) 
1/2

口 
胴

10.9 
15.4

高 12.3 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面は底部から胴
部にヘラナデ、器面摩滅のため単位不明。 7C前半

第159図 6 土師器 
短頸壺

中央部床直
（標高420.10m） 
口縁～胴部上半片

口 10.2   細砂粒(石英多)/
良好/褐

口縁部は横ナデ、胴部はヘラミガキ、器面摩滅のため単位不明。
内面胴部はヘラナデ。 7C前半

第159図 7 須恵器 
高杯

埋土 
杯部片

口 
底

11.8 
11.2

  細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転は右回りか。体部下位に2条の凹線が巡る。
底部の整形不明、底部中程に脚部との貼付痕が残る。金属器模倣。7C前半
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第163図 1 土師器 
杯

埋土 
1/2

口 
稜

12.4 
11.4

  細砂粒/やや軟質/
橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

第163図 2 土師器 
杯

埋土 
1/2

口 
稜

11.8 
10.0

  細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り、器面摩滅の
ため単位不明。 7C前半

第163図 3 土師器 
杯

中央部床直
（標高420.49m） 
口縁部～体部片

口 
稜

12.4 
10.5

  細砂粒/やや軟質/
明赤褐

口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り、器面摩滅の
ため単位不明。 7C前半

第163図 4 土師器 
杯

貯蔵穴脇床直（標
高420.49m）　1/2

口 
稜

14.2 
13.2

高 5.5 細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい橙 口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り。 7C前半

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第165図 
PL.170 1 須恵器 

羽釜
竈埋土 
口縁～胴部上半

口 
鍔

17.2 
21.6

  細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/明赤褐 ロクロ整形。鍔は貼付。 10C第1四半

期
第165図 
PL.170 2 須恵器 

椀
竈埋土 
3/4

口 
底

13.6 
　6.1

高 4.6 細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/にぶい黄 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 10C第1四半

期
第165図 
PL.170 3 須恵器 

椀
竈埋土 
1/3

口 
底

13.8 
　6.5

台 
高

5.8 
5.0

細砂粒・粗砂粒/酸
化焔/にぶい褐 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 10C第1四半

期
第165図 
PL.170 4 須恵器 

羽釜
貯蔵穴埋土 
口縁～胴部上位片

口 
鍔

17.1 
19.6

  細砂粒・粗砂粒/還
元焔/黄灰

ロクロ整形、回転方向不明、内面に輪積み痕が残る。鍔は貼付、
胴部は下から鍔へ向けてのヘラ削り。

10C第1四半
期

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第168図 
PL.170 1 土師器 

甕
中央部床直
（標高421.25m） 
口縁～胴部中位片

口 
胴

19.8 
21.8

  細砂粒/良好/橙 内外面に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘ
ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第168図 
PL.170 2 土師器 

甕
竈焚口埋土 
口縁～胴部中位片

口 
胴

19.1 
21.5

  細砂粒/良好/にぶ
い褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部は
ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第168図 
PL.170 3 土師器 

甕

1号土坑底面直
上

(標高421.09m) 
口縁～胴部中位片

口 
胴

20.0 
20.2

  細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部と内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナ
デ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ、器面摩滅のため単
位不明。

9C第3四半
期

第168図 
PL.170 4 土師器 

甕

1号土坑底面直
上

(標高421.02m) 
口縁～胴部中位片

口 
胴

14.8 
17.2

  細砂粒・粗砂粒/良
好/にぶい黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部は縦方向の櫛目。内面胴部はヘ
ラナデ。

9C第3四半
期

第168図 5 土師器 
甕

1号土坑埋土 
口縁～胴部上位片

口 18.5   細砂粒/良好/にぶ
い褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第168図 6 土師器 
甕

南東隅付近床直
(標高421.10m) 
口縁～胴部上位片

口 19.6   細砂粒/良好/褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 9C第3四半
期

第168図 7 土師器 
甕

東壁際埋土 
口縁～胴部上位片

口 19.7   細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 9C第3四半
期

第168図 8 土師器 
甕

北東側床直
(標高421.03m) 
口縁～胴部上位片

口 21.2   細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部は横ナデ、口唇部下に凹線が巡る、胴部はヘラ削り。内
面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第168図 9 土師器 
甕

P5埋土 
口縁～胴部上位片

口 20.4   細砂粒/良好/橙 外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラナデ。

9C第3四半
期

第169図 
PL.170 10 須恵器 

杯
1号土坑埋土 
完形

口 
底

13.3 
　7.4

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期
第169図 
PL.170 11 須恵器 

杯
1号土坑埋土 
1/3

口 
底

13.4 
　8.0

高 3.6 細砂粒・礫/還元焔
/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期
第169図 
PL.170 12 須恵器 

椀
1号土坑埋土 
1/2

口 
底

12.2 
　6.2

高 4.0 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期

第169図 13 須恵器 
椀

竈周辺埋土 
1/4

口 
底

12.6 
　7.0

高 4.1 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期
第169図 
PL.170 14 須恵器 

杯
埋土 
口縁部～底部片

口 
底

14.0 
　9.0

高 3.6 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回りか。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半
期

第169図 15 須恵器 
椀

竈周辺埋土 
完形

口 
底

16.0 
　7.6

台 
高

7.6 
5.5

細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第169図 
PL.170 16 須恵器 

椀
南西部埋土 
2/3

口 
底

14.8 
　7.3

台 
高

7.3 
6.0

細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第169図 
PL.170 17 須恵器 

椀
竈周辺埋土 
1/3

口 
底

14.5 
　8.0

台 
高

7.8 
5.1

細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第169図 18 須恵器 

椀
竈周辺埋土 
1/4

口 
底

15.8 
　7.8

台 
高

7.6 
6.1

細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第169図 
PL.170 19 須恵器 

椀
南西部埋土 
底部～体部下位

底 
台

7.2 
7.4

  細砂粒/還元焔/黄
灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。
底部内外面墨書。底部内面「石」、底部外面「馬」

9C第3四半
期

第169図 
PL.170 20 石製品 

砥石
埋土 
2/3

長 
幅

(8.2) 
　5.0

厚 
重

　　2.9 
132.6 砥沢石

表裏面と左右両側面に砥面が認められる。表裏面が主要な砥面
であり上方に向かい著しく研ぎ減りする。下部小口面は滑らか
でないが断面Ｕ～Ｖ字形の幅の狭い線条痕が斜め方向に集中し
ており砥面として利用されたと考えられる。

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第172図 
PL.171 1 土師器 

甕
北東隅埋土 
口縁～胴部下位

口 
胴

19.7 
21.1

  細砂粒/良好/明赤
褐

外面頸部と内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナ
デ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

9C第2四半
期
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第172図 2 須恵器 
椀

北東隅埋土 
1/4

口 
底

12.5 
　5.4

高 4.3 細砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第4四半

期
第172図 
PL.171 3 土師器 

甕
中央部埋土 
口縁～胴部上位片

口 19.8   細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。 9C第2四半
期

第172図 
PL.171 4 土師器 

小型甕
1号土坑埋土 
胴部一部欠

口 
底

12.5 
　5.0

胴 
高

13.2 
13.6

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部
から胴部がヘラナデ。

9C第2四半
期

第172図 
PL.171 5 須恵器 

杯蓋
1号土坑埋土 
完形

口 
摘

16.4 
　7.4

高 3.7 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰黄

ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付。天井部中程は回転糸切
り無調整、その周囲は回転ヘラ削り。

9C第2四半
期

第172図 
PL.171 6 須恵器 

長頸壺
1号土坑埋土 
口縁～胴部下位

口 
胴

12.9 
20.8

  細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰

頸部で胴部と口縁部を接合。胴部、口縁部ともロクロ整形、回
転は右回り。胴部下位は回転ヘラ削り。

9C第3四半
期

第172図 
PL.171 7 須恵器 

杯
P1埋土 
完形

口 
底

14.1 
　7.5

高 3.8 細砂粒・礫/還元焔
/灰白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C第3四半

期
第172図 8 土師器 

甕
埋土 
口縁～胴部上半片

口 
胴

20.0 
20.4

  細砂粒/良好/黒褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半
期

第173図 9 土師器 
甕

埋土 
口縁～胴部上半片

口 
胴

15.9 
15.2

  細砂粒/良好/褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。9C第3四半
期

第173図 
PL.171 10 須恵器 

椀
埋土 
ほぼ完形

口 
底

15.6 
　8.6

台 
高

8.5 
5.8 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。 9C第3四半

期
第173図 
PL.171 11 須恵器 

椀
埋土 
ほぼ完形

口 
底

14.5 
　7.5

台 
高

7.5 
6.5

細砂粒・礫/還元焔
/灰

ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。
体部外面墨書「物」。

9C第3四半
期

第173図 
PL.171 12 石器 

打製石斧
埋土 
完形

長 
幅

14.9 
　8.9

厚 
重

　　4.3 
598.2 粗粒輝石安山岩

側辺部には全体的に裏面から表面への片面加工が認められる。
裏面はほぼ全面が自然面であり円礫を利用する。二次加工が進
展しておらず器形の形成が不十分であり未成品と考えられる。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第174図 
PL.171 1 土師器 

杯
中央北寄り床直

(標高421.67m) 
完形

口 
稜

11.0 
10.5

高 4.1 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は横ナデ、稜下から底部は手持ちヘラ削り、器面摩滅の
ため単位不明。 7C前半

第174図 
PL.171 2 須恵器 

壺
竈前床直

(標高421.73m) 
口縁～胴部中位片

口 
胴

14.2 
22.0

  細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰黄 ロクロ整形、回転は右回り。胴部はカキメ。 7C前半

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第179図 
PL.171 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう C字状爪形文を横位、斜位に施文する。 有尾式

第179図 
PL.171 2 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう

波状口縁。胴上位でくの字状に緩く開く。RL、LRによる羽状縄
文を施す。 黒浜式

第179図 
PL.171 3 縄文土器 

深鉢
埋土 
底部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう 底径8.6㎝。やや上げ底。RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第180図 
PL.171 4 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁～胴下位1/2

    細砂、白色粒/にぶ
い赤褐/良好

口径19.2㎝。波状口縁で、口縁に沿って2条のC字状爪形文を
施文。胴中位にC字状爪形文をめぐらして文様帯を区画、縦位
の平行沈線を充填施文し、波頂部下、波底部下に円形刺突列を
垂下させる。文様帯下はLR横位施文。

諸磯a式

第180図 
PL.171 5 縄文土器 

深鉢
埋土 
底部破片

    細砂、白色粒/明赤
褐/良好 LRを横位施文する。 諸磯a式

第180図 
PL.171 6 縄文土器 

鉢

P6埋土
(標高425.82m) 
口縁～底部
ほぼ完形

    細砂、白色粒/橙/
良好

口径10.7㎝、底径6.6㎝、器高10.9㎝。小形の鉢。口縁部に幅1
㎝ほどの無文帯を形成し、この部分を薄くすることによって以
下の縄文帯と明瞭な段を作出している。縄文帯はRL横位施文。
内面丁寧な研磨。

諸磯a式

第180図 
PL.171 7 縄文土器 

深鉢
中央部床直

(標高425.79m) 
胴部破片

    細砂、白色粒/暗赤
褐/良好

胴下半が膨らみ、中位ですぼまって口縁に向かって開く器形。
波状の集合沈線をめぐらして文様帯を区画、文様帯内は集合沈
線による肋骨文を描き、円形刺突列を垂下させる。文様帯下はR
L横位施文。

諸磯a式

第180図 
PL.171 8 石器 

磨製石斧
床直

(標高425.70m) 
完形

長 
幅

32.0 
　8.6

厚 
重

　　　5.0 
1853.1 変玄武岩 緑灰色。全体的に丁寧に研磨整形される。細かい線条痕がわず

かに認められる。 縄文時代

第180図 
PL.171 9 石器 

磨製石斧
床直

(標高425.70m) 
完形

長 
幅

28.8 
　9.3

厚 
重

　　　4.2 
1439.6 変玄武岩

緑灰色。全体的に丁寧に研磨整形される。細かい線条痕がわず
かに認められる。表面の先端刃部には微細剥離痕がわずかに認
められる。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第190図
　PL.172 1 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

12.6 
　9.1

厚 
重

　　6.1 
975.9 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体に磨面が認められる。 縄文時代

第190図
　PL.172 2 石器 

凹石
埋土 
2/3

長 
幅

(9.8) 
　7.2

厚 
重

　　4.0 
286.8 粗粒輝石安山岩

表面の中央と上方に浅鉢状の凹みが認められる。裏面の中央に
は敲打痕が集中する。表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。
側面部には敲打痕が散在する。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第190図
　PL.172 1 石器 

凹石
埋土 
完形

長 
幅

10.6 
　8.0

厚 
重

4.9 
477.8 粗粒輝石安山岩 縄文時代

 
PL.172 2 石器 

石皿
埋土 
完形

長 
幅

32.6 
23.4

厚 
重

　　　8.7 
10260.0 粗粒輝石安山岩

表裏面の中央付近に平坦で滑らかな部分が認められ中心付近は
特に滑らかである。全体的に自然面であり扁平な大形円礫を利
用する。

縄文時代
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第190図 
PL.172 1 石器 

石匙
埋土 
完形

長 
幅

6.0 
2.6

厚 
重

0.6 
8.2 黒色安山岩

左右両側辺の全体に両面加工が認められる。上側辺の二次加工
は散発的である。表裏面の中央には素材剥片段階の剥離面を広
く残す。表面側が主要剥離面と考えられ横長剥片を素材とする。

縄文時代

第190図 
PL.172 2 石器 

磨石
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

8.5 
5.9

厚 
重

　　3.7 
242.0 石英閃緑岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第190図 
PL.172 1 石器 

石匙
埋土 
完形

長 
幅

6.6 
2.9

厚 
重

　1.0 
17.1 黒色安山岩 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第190図 
PL.172 1 石器 

楔形石器
埋土 
完形

長 
幅

3.0 
2.5

厚 
重

0.6 
4.2 黒色頁岩

上下端部に両極加撃に伴う微細剥離痕が集中する。表面の右側
に両極加撃の際に形成された縦長の剥離痕が集中する。表裏面
に素材剥片段階の剥離面が広く認められ表面側に主要剥離面が
位置する。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第190図 
PL.172 1 石器 

石鏃
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

1.2 
1.2

厚 
重

0.3 
0.3 黒曜石 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。裏面の中央に素

材剥片段階の剥離面を比較的広く残す。凹基無茎鏃。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.172 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    76土坑1と同一個体。 早期沈線文系

第191図 
PL.172 2 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    76土坑1と同一個体。 早期沈線文系

第191図 
PL.172 3 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/にぶい赤褐/ふ
つう

沈線による斜格子目文を施し、一つの区画に刺突を充填施文す
る。地文、内面横位の条痕施文。 鵜ヶ島台式

第191図 
PL.172 4 石器 

石鏃
埋土 
完形

長 
幅

1.5 
1.4

厚 
重

0.4 
0.5 黒曜石 表裏面の全体に面的な二次加工が認められる。凹基無茎鏃。 縄文時代

第191図 
PL.172 5 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

10.1 
　6.4

厚 
重

　　3.5 
338.4 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体と裏面の中央付近に磨面が認められる。表裏面

の中央に敲打痕が集中する。側面部には敲打痕が散在する。 縄文時代

第191図 
PL.172 6 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

9.8 
6.5

厚 
重

　　3.2 
299.3 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。表面の中央付近に敲打

痕がある。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.172 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    粗砂、白色粒/にぶ
い黄橙/良好 RLを横位施文する。 諸磯a式

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.172 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/橙/
ふつう 双頭状の突起か。押引文による渦巻状モチーフを描く。 阿玉台式

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.172 1 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

10.8 
7.0

厚 
重

4.2 
425.2 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体と右側面の中央付近に磨面が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.173 1 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

8.6 
6.9

厚 
重

　　5.1 
421.7 粗粒輝石安山岩 表面の全体から左側面にかけて磨面が認められる。 縄文時代

第191図 
PL.173 2 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

(11.5) 
　10.2

厚 
重

　　5.1 
860.7 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められ敲打痕が散在する。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.173 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
口縁部破片

    細砂、繊維/橙/良
好 隆線を垂下、口縁下に刺突をめぐらし、斜位の細沈線を施す。 早期沈線文系
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.173 1 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

11.4 
　9.0

厚 
重

　　3.9 
494.4 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。 縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.173 1 石器 

磨石
埋土 
完形

長 
幅

11.6 
　7.4

厚 
重

　　3.9 
430.7 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体と上端部に磨面が認められる。 縄文時代

第191図 
PL.173 2 石器 

凹石
埋土 
完形

長 
幅

13.3 
13.4

厚 
重

　　　8.2 
1804.2 粗粒輝石安山岩

表面の中央に漏斗状の凹みがありその周辺に敲打痕が認められ
る。表裏面のほぼ全面に磨面が認めら表面の中央付近は特に滑
らかである。

縄文時代

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 
PL.173 1 縄文土器 

深鉢
埋土 
胴部破片

    細砂、繊維/橙/ふ
つう 内外面に斜位の細条痕を施す。 早期条痕文系

第191図 
PL.173 2 縄文土器 

深鉢
埋土 
底部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/明赤褐/良好 底径9.2㎝。内外面にまばらに条痕を施す。 早期条痕文系

挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土/焼成/色調 

石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第192図 
PL.173 1 縄文土器 

深鉢
1区表土 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/にぶ
い黄橙/ふつう 折り返し状の肥厚口縁。無文。 晩期

第192図 
PL.173 1 縄文土器 

深鉢
2区表土 
口縁部破片

    粗砂、雲母/明赤褐
/良好 環状突起の部位。 焼町類型

第192図 
PL.173 2 縄文土器 

浅鉢
2区表土 
胴部破片

    細砂/明赤褐/良好 緩く内屈する。屈曲部下に横位多段の浮線をめぐらし、最上位
に粘土粒貼付による小突起を付す。 晩期浮線文系

第192図 
PL.173 1 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/明赤褐
/ふつう 格子目押型文を横位施文する。 早期押型文系

第192図 
PL.173 2 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
735～740Gr． 
胴部破片

    3区遺構外遺物1と同一個体。 早期押型文系

第192図 
PL.173 3 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
胴部破片

    3区遺構外遺物1と同一個体。 早期押型文系

第192図 
PL.173 4 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
胴部破片

    3区遺構外遺物1と同一個体。 早期押型文系

第192図 
PL.173 5 縄文土器 

深鉢
3区表土 
口縁部破片

    粗砂、繊維/にぶい
橙/良好 口縁下に刺突をめぐらし、条線を横位施文する。内面擦痕。 上林中道南式

第192図 
PL.173 6 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
口縁部破片

    細砂、白色粒、繊
維/にぶい赤褐/ふ
つう

多条沈線を縦位鋸歯状に施す。 上林中道南式
か

第192図 
PL.173 7 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
750～760Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/橙/良
好 斜位に微隆線を貼付し、縦位の微隆線を充填する。器壁薄手。 槻木式

第192図 
PL.173 8 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
770～775Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/橙/良
好

微隆線による襷状文を描き、微隆線上に刺突を施す。角頭状の
口唇部内外端に刻みを付す。内面条痕施文。 鵜ヶ島台式

第192図 
PL.173 9 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
770～775Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/橙/良
好

口縁小突起の部位。微隆線による襷状文を描き、区画内に竹管
外皮による刺突を充填施文する。内面条痕施文。 鵜ヶ島台式

第192図 
PL.173 10 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
770～775Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう

内屈する部位。微隆線による襷状文、刺突を施す。屈曲部に刻
みを付す。屈曲部下、内面条痕施文。 鵜ヶ島台式

第192図 
PL.173 11 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    粗砂、白色粒、繊維/
にぶい赤褐/ふつう 沈線による襷状文を描き、沈線上に刺突を施す。内面条痕施文。 鵜ヶ島台式

第192図 
PL.173 12 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
790～795Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/にぶい
赤褐/良好

2条1単位の工具による押引文を横位、斜位に施す。地文、内
面条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.173 13 縄文土器 

深鉢
3区795～780、
720～725Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/橙/ふ
つう

口縁が緩く外反する。隆帯をめぐらして幅狭な口縁部文様帯を
区画、区画内に貝殻腹縁文を充填施文する。口唇部、隆帯上に
も貝殻腹縁文を施文。

早期条痕文系

第193図 
PL.174 14 縄文土器 

深鉢
3区810～815、
750～755Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう

口縁が緩く外反する。口縁下から横位の線状絡条体圧痕を多段
に施文する。絡条体はやや大きめ。内面細条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 15 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
755～760Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/橙/良
好

口縁が緩く外反する。口縁下から線状絡条体圧痕を横位多段に
施す。内面条痕施文。補修孔あり。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 16 縄文土器 

深鉢
3区810～815、
630～635Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/黒褐/
ふつう

線状絡条体圧痕を縦位、斜位に施す。口唇部にも絡条体圧痕を
施文。地文、内面に細条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 17 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
760～765Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/橙/良
好

縦位、斜位の線状絡条体圧痕を施す。絡条体はやや大きめ。地文、
内面に条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 18 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
730～735Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/明赤褐
/良好

低平な隆帯をめぐらし、上下に横位の線状絡条体圧痕を施す。
隆帯上には櫛歯状工具による刺突を斜位施文。 早期条痕文系
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第193図 
PL.174 19 縄文土器 

深鉢
3区815～820、
765～770Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/橙/ふ
つう

隆帯を横位にめぐらし、隆帯上に絡条体圧痕をハの字状に施文
する。隆帯下にも絡条体圧痕を沿わせる。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 20 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
775～780Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/にぶい
赤褐/ふつう

線状絡条体圧痕を横位多段に施す。絡条体はやや大きめ。内面
条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 21 縄文土器 

深鉢
3区815～820、
760～765Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/黒褐/
ふつう 線状絡条体圧痕を縦位、斜位に施す。地文、内面に細条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 22 縄文土器 

深鉢
3区740～745、
805～810Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/黒褐/
ふつう 縦位、斜位の線状絡条体圧痕を施す。地文、内面に細条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 23 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    細砂、繊維/橙/良
好

複数条の線状絡条体圧痕を横位にめぐらして文様帯を区画、区
画内に縦位、斜位の線状絡条体圧痕を施す。地文、内面条痕施文。早期条痕文系

第193図 
PL.174 24 縄文土器 

深鉢
3区810～815、
750～755Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/黒褐/
ふつう ハの字状の絡条体圧痕を施す。地文に細条痕、擦痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 25 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    粗砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう 横位2条の線状絡条体圧痕をめぐらす。地文、内面条痕施文。 早期条痕文系

第193図 
PL.174 26 縄文土器 

深鉢
3区795～780、
740～745Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/明赤褐
/ふつう

口唇部に蛇行隆帯を貼付。外面横位、縦位、内面斜位の条痕を
施す。口唇部にも条痕施文。 早期条痕文系

第194図 
PL.174 27 縄文土器 

深鉢
3区表土 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/にぶ
い橙/ふつう 内外面に横位、斜位の条痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.174 28 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
胴部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/にぶい橙/ふつ
う

外面細条痕、内面擦痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.174 29 縄文土器 

深鉢
3区815～820、
760～765Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/にぶい
橙/ふつう 内外面に斜位の条痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.174 30 縄文土器 

深鉢
3区795～780、
740～745Gr． 
胴部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/橙/ふつう 外面斜位、内面横位、斜位の条痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.174 31 縄文土器 

深鉢
3区795～780、
740～745Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/にぶい
橙/ふつう 内外面に斜位の細条痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.174 32 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
725～730Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう 外面斜位、内面横位の条痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.175 33 縄文土器 

深鉢
3区815～820、
760～765Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/黒褐/
良好 内外面に細条痕を施す。 早期条痕文系

第194図 
PL.175 34 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    粗砂、繊維/橙/良
好 外面斜位、内面縦位、斜位の条痕を施す。 早期条痕文系

第195図 
PL.175 35 縄文土器 

深鉢
3区795～780、
740～745Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう 内外面に斜位の細条痕を施す。 早期条痕文系

第195図 
PL.175 36 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
740～745Gr． 
底部破片

    細砂、繊維/明赤褐
/ふつう

底径2.8㎝のやや上げ底。外面に斜位の条痕を施す。底面にも条
痕施文。 早期条痕文系

第195図 
PL.175 37 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
725～730Gr． 
底部破片

    粗砂、繊維/にぶい
赤褐/ふつう やや上げ底。外面に斜位の条痕を施す。底面にも条痕施文。 早期条痕文系

第195図 
PL.175 38 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
720～725Gr． 
底部破片

    粗砂、繊維/にぶい
橙/ふつう 外面に斜位の細条痕を施す。 早期条痕文系

第195図 
PL.175 39 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
730～735Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒、繊
維/橙/ふつう ループ縄文を横位、斜位施文する。 前期前葉

第195図 
PL.175 40 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
730～735Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう 波状口縁。RLを横位施文する。 黒浜式

第195図 
PL.175 41 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/明赤褐
/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第195図 
PL.175 42 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
730～735Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう RLを横位施文する。 黒浜式

第195図 
PL.175 43 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
730～735Gr． 
口縁部破片

    粗砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第195図 
PL.175 44 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
730～735Gr． 
口縁部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/にぶい黄橙/ふ
つう

RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第195図 
PL.175 45 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
胴部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/橙/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第195図 
PL.175 46 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
720～725Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒、繊
維/橙/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第195図 
PL.175 47 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
730～735Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式
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第195図 
PL.175 48 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
730～735Gr． 
口縁部破片

    細砂、繊維/黄橙/
ふつう 波状口縁。C字状爪形文を横位、菱形状に施文する。 有尾式

第195図 
PL.175 49 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
740～745Gr． 
口縁部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/にぶい黄橙/ふ
つう

波状口縁。C字状爪形文を菱形状に施文する。 有尾式

第195図 
PL.175 50 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
750～760Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう C字状爪形文を横位、菱形状に施文する。 有尾式

第196図 
PL.175 51 縄文土器 

深鉢
3区800～
805,760～765Gr． 
胴部破片

    粗砂、繊維/にぶい
黄橙/ふつう C字状爪形文を横位、菱形状に施文する。 有尾式

第196図 
PL.175 52 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    粗砂、繊維/橙/ふ
つう C字状爪形文を横位、斜位に施文する。 有尾式

第196図 
PL.175 53 縄文土器 

深鉢
3区810～815、
765～770Gr． 
口縁部破片

    細砂、白色粒/にぶ
い赤褐/良好 口唇外端肥厚。C字状爪形文、円形刺突を施す。内面研磨。 諸磯a式

第196図 
PL.175 54 縄文土器 

深鉢
3区表土 
口縁部破片

    細砂、白色粒/明赤
褐/良好

口唇外端肥厚。C字状爪形文による幾何学モチーフを描き、円
形刺突を施す。地文にRLを施文。内面研磨。 諸磯a式

第196図 
PL.175 55 縄文土器 

深鉢
3区表土 
口縁部破片

    細砂、白色粒/橙/
良好

口縁が緩く外反する。横位、波状の集合沈線をめぐらす。内面
研磨。 諸磯a式

第196図 
PL.175 56 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    粗砂、白色粒/明赤
褐/良好 C字状爪形文、円形刺突を施す。 諸磯a式

第196図 
PL.175 57 縄文土器 

深鉢
3区810～815、
770～775Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒/橙/
ふつう 平行沈線による肋骨文を施し、円形刺突列を垂下させる。 諸磯a式

第196図 
PL.175 58 縄文土器 

深鉢
3区805～810、
765～770Gr． 
胴部破片

    細砂、 白色粒/橙/
ふつう RLを施し、円形刺突列を垂下させる。 諸磯a式

第196図 
PL.175 59 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
775～780Gr． 
胴部破片

    細砂、 白色粒/橙/
ふつう 横位、波状の集合沈線をめぐらす。 諸磯a式

第196図 
PL.175 60 縄文土器 

深鉢
3区810～815、
770～775Gr． 
胴部破片

    粗砂、白色粒/明赤
褐/ふつう C字状爪形文を2条めぐらし、以下、RLを横位施文する。 諸磯a式

第196図 
PL.175 61 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
780～785Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒/橙/
良好

C字状爪形文をめぐらして区画、上位に縦位の集合沈線、下位
にRLを施す。内面研磨。 諸磯a式

第196図 
PL.175 62 縄文土器 

深鉢
3区表土 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/黒褐
/良好

波状口縁で口縁が内折する。口縁に沿って3条の浮線を貼付し、
間隙に弧状の浮線を貼付する。 諸磯ｂ式

第196図 
PL.175 63 縄文土器 

深鉢
3区表土 
胴部破片

    粗砂、白色粒/黒褐
/良好 浮線を横位多段にめぐらす。 諸磯ｂ式

第196図 
PL.175 64 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
790～795Gr． 
口縁部破片

    粗砂、細礫/にぶい
赤褐/良好 横位、鋸歯状の押引文を施す。口縁に小突起を付す。 阿玉台式

第196図 
PL.175 65 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
790～795Gr． 
胴部破片

    粗砂、輝石/橙/良
好 隆線、弧状の集合沈線を施す。 焼町類型

第196図 
PL.175 66 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
750～755Gr． 
口縁部破片

    細砂/黒褐/良好
口縁がくの字状に緩く内折、波状口縁で小突起を付す。口縁に
沿って磨消LRを伴った沈線を施す。波頂部下に円孔を穿ち、沈
線による逆Ｕ字状モチーフを描く。口縁内面にも2条の沈線を
めぐらす。内外面研磨され、光沢を持つ。

加曽利B式

第196図 
PL.175 67 縄文土器 

深鉢
3区795～800、
750～755Gr． 
口縁部破片

    細砂/黒褐/良好
口縁がくの字状に緩く内折、波状口縁で小突起を付す。2条の
帯縄文LRをめぐらし、区切文を施す。口唇部に刻みを付す。口
縁内面に2条の沈線をめぐらす。内外面研磨され、光沢を持つ。

加曽利B式

第196図 
PL.175 68 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
725～730Gr． 
口縁部破片

    第196図67と同一個体。 加曽利B式

第196図 
PL.175 69 縄文土器 

深鉢
3区800～805、
750～755Gr． 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/にぶ
い赤褐/良好

口縁に向かって緩く外反する。無文で外面研磨。口縁内面に2
条の沈線をめぐらす。 加曽利B式

第196図 
PL.175 1 縄文土器 

深鉢
4区780～785、
470～475Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/橙/ふ
つう 組紐を施文する。 関山Ⅱ式

第196図 
PL.176 2 縄文土器 

深鉢
4区795～800、
705～710Gr． 
胴部破片

    細砂、繊維/にぶい
赤褐/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第196図 
PL.176 3 縄文土器 

深鉢
4区755～760、
470～475Gr． 
口縁部破片

    粗砂、白色粒、繊
維/橙/ふつう 波状口縁。口縁に沿ってC字状爪形文を弧状に施す。 有尾式

第196図 
PL.176 4 縄文土器 

深鉢
4区820～825、
705～710Gr． 
胴部破片

    粗砂/にぶい赤褐/
ふつう RLを横位施文する。 諸磯a式

第196図 
PL.176 5 縄文土器 

深鉢
4区815～820、
625～630Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒/明赤
褐/良好 横位3条、弧状の浮線を施す。地文にRL横位施文。 諸磯ｂ式

第196図 
PL.176 6 縄文土器 

深鉢
4区815～820、
625～630Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒/にぶ
い橙/良好 横位多段に浮線をめぐらす。地文にRL横位施文。 諸磯ｂ式

第196図 
PL.176 7 縄文土器 

深鉢
4区815～820、
660～665Gr． 
胴部破片

    粗砂/明赤褐/良好 横位集合沈線、斜位沈線を施す。 諸磯ｂ式
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第196図 
PL.176 8 縄文土器 

深鉢
4区810～815、
640～645Gr． 
口縁部破片

    粗砂/暗赤褐/良好 口唇肥厚。肥厚部下に斜位の集合沈線を施す。 松原土器

第196図 
PL.176 9 縄文土器 

深鉢
4区795～800、
705～710Gr． 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/暗赤
褐/良好

横位沈線をめぐらして帯状に区画、区画内に斜位沈線を充填施
文する。 松原土器

第197図 
PL.176 10 縄文土器 

深鉢
4区790～800、
630～635Gr． 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 横位沈線をめぐらして区画、区画内に斜格子目沈線を充填施文
する。 松原土器

第197図 
PL.176 11 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
655～660Gr． 
胴部破片

    細砂/橙/良好 横位集合沈線をめぐらして帯状に区画、区画内に斜格子目沈線
を充填施文する。 松原土器

第197図 
PL.176 12 縄文土器 

深鉢
4区800～805、
640～645Gr． 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部に斜格子目沈線を
充填施文する。 松原土器

第197図 
PL.176 13 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
660～665Gr． 
胴部破片

    粗砂/暗赤褐/良好 平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部に斜格子目沈線を
充填施文する。 松原土器

第197図 
PL.176 14 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
455～460Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒/暗赤
褐/良好

平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部にヘラ切り沈線を
充填施文する。間隙に印刻を施す。 松原土器

第197図 
PL.176 15 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
655～660Gr． 
胴部破片

    細砂/にぶい赤褐/
良好

平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部に格子目沈線を充
填施文する。 松原土器

第197図 
PL.176 16 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
660～665Gr． 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部に斜格子目沈線を
充填施文する。地文にRL横位施文。 松原土器

第197図 
PL.176 17 縄文土器 

深鉢
4区805～810、
660～665Gr． 
胴部破片

    細砂/橙/良好 平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部に斜位沈線を充填
施文する。地文にLR横位施文。 松原土器

第197図 
PL.176 18 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
455～460Gr． 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 横位集合沈線をめぐらして区画、区画内に縦位平行沈線を充填
施文する。 松原土器

第197図 
PL.176 19 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
655～660Gr． 
胴部破片

    粗砂/明赤褐/良好 横位沈線をめぐらして区画、区画内に縦位鋸歯状沈線を充填施
文する。 松原土器

第197図 
PL.176 20 縄文土器 

深鉢
4区800～805、
640～645Gr． 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 横位沈線をめぐらして区画、区画内に鋸歯状沈線を充填施文す
る。 松原土器

第197図 
PL.176 21 縄文土器 

深鉢
4区805～820、
670～675Gr． 
胴部破片

    粗砂、白色粒/橙/
良好 横位沈線をめぐらして区画、区画内に鋸歯状沈線を施す。 松原土器

第197図 
PL.176 22 縄文土器 

深鉢
4区790～800、
630～635Gr． 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 横位集合沈線をめぐらして帯状に区画、区画内に縦位の平行沈
線を施す。地文にLR横位施文。 松原土器

第197図 
PL.176 23 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
455～460Gr． 
胴部破片

    粗砂/明赤褐/良好 平行沈線により三角形状モチーフを描き、内部に横位沈線を充
填施文する。地文にLR横位施文。 松原土器

第197図 
PL.176 24 縄文土器 

深鉢
4区795～800、
665～670Gr． 
胴部破片

    粗砂、金雲母/明赤
褐/良好

平行沈線により幾何学モチーフを描き、内部に斜位沈線を充填
施文する。地文にLR横位施文。 松原土器

第197図 
PL.176 25 縄文土器 

深鉢
4区795～800、
660～665Gr． 
口縁部破片

    粗砂、白色粒/にぶ
い橙/良好

沈線により幾何学モチーフを描き、斜位沈線を充填施文する。
口唇部に刻みを付す。 五領ヶ台式

第197図 
PL.176 26 縄文土器 

深鉢
4区795～800、
735～740Gr． 
胴部破片

    粗砂、細礫/橙/良
好 結節沈線による横位、渦巻状、鋸歯状モチーフを描く。 五領ヶ台式

第197図 
PL.176 27 縄文土器 

深鉢
4区 
胴部破片

    粗砂/橙/良好 端部結節のRL、LR結束羽状縄文を横位施文する。 前期末葉～中
期初頭

第197図 
PL.176 28 縄文土器 

深鉢
4区790～800、
630～635Gr． 
胴部破片

    粗砂/明赤褐/良好 結節LRを縦位帯状施文する。 中期初頭

第197図 
PL.176 29 縄文土器 

深鉢
4区790～795、
660～665Gr． 
底部破片

    粗砂/明赤褐/良好 結節LRを縦位帯状施文する。 中期初頭

第197図 
PL.176 30 縄文土器 

深鉢
4区825～830、
670～675Gr． 
口縁部破片

    粗砂/橙/良好 縦位隆線、環状突起を付す。 焼町類型

第197図 
PL.176 31 縄文土器 

深鉢
4区805～820、
670～675Gr． 
胴部破片

    細砂/浅黄橙/良好 縦位、ワラビ手状沈線を施す。地文にLRを施文。 堀之内1式

第197図 
PL.176 32 縄文土器 

深鉢
4区805～820、
670～675Gr． 
胴部破片

    第197図31と同一個体。波状沈線をめぐらす。 堀之内1式

第197図 
PL.176 33 縄文土器 

深鉢
4区785～790、
700～705Gr． 
胴部破片

    細砂、白色粒/橙/
良好 横位沈線、区切文を施す。地文にLR横位施文。 加曽利B式

第197図 
PL.176 34 縄文土器 

深鉢
4区800～805、
500～505Gr． 
口縁部破片

    細砂/橙/良好 折り返し状の肥厚口縁で、肥厚部に1条の沈線をめぐらす。肥
厚部下に羽状の沈線を施文。 後期後半

第197図 
PL.176 35 縄文土器 

深鉢
4区820～825、
650～955Gr． 
胴部破片

    粗砂/浅黄橙/ふつ
う 太沈線による弧状モチーフを描く。 晩期後半
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第198図 
PL.176
～178

1 縄文土器 
深鉢

2区表土 
口縁～胴下位2/3

    細砂、白色粒、繊維/
にぶい赤褐/ふつう

推定口径43.0㎝。波状口縁。胴中位が膨らみ、口縁が開く器形。
RL＋L 3条の附加条2種縄文による菱形構成。 黒浜式

第198図 
PL.178 2 縄文土器 

浅鉢
4区表土 
口縁～底部4/5

    粗砂、白色粒/明赤
褐/良好

口径23.8㎝、最大径33.6㎝、推定底径19.4㎝、器高9.7㎝。無段
の内湾形浅鉢で高台状の底部が付く。口縁に沿って2条、胴中
位に1条の素浮線をめぐらす。口縁部の円孔は4単位で、これ
に対応するよう胴部の浮線に山形状の浮線を施し、半レンズ状
のモチーフを表出する。

諸磯ｂ式

第198図 
PL.178 3 縄文土器 

深鉢
4区表土 
口縁部破片

    細砂、繊維/にぶい
赤褐/ふつう RL、LRによる羽状縄文を施す。 黒浜式

第198図 
PL.178 4 弥生土器 

深鉢
4区表土 
胴部破片

    細砂/浅黄橙/良好 斜位の条痕を施す。 晩期末葉～弥
生前期

第198図 
PL.178 5 弥生土器 

深鉢
4区表土 
胴部破片

    細砂/橙/良好 刷毛目状の条痕を施す。 晩期末葉～弥
生前期

第199図 1 須恵器 
長頸壺蓋

2区表土 口 
カ

8.6 
6.2

  細砂粒/還元焔/灰
オリーブ

ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付か。摘周囲は貼付時のナデ、
天井部は中程まで回転ヘラ削り。口縁部の大部分を欠く。 7C中

第199図 
PL.178 2 須恵器 

𤭯
4区表土 
口縁部～胴部中
位片

口 
胴

　8.9 
11.8

  細砂粒・粗砂粒/還
元焔/黒

ロクロ整形、回転は右回りか。頸部にて胴部と口縁部を接合。
口縁部に波状文、胴部中程に刺突文、胴部下半は回転ヘラ削り。
在地産。

6C前？

第199図 
PL.178 3 須恵器 

杯
4区表土 
1/2

口 
底

13.2 
　8.0

高 3.4 細砂粒/還元焔/灰
白 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C前

第199図 4 須恵器 
杯

4区表土 
1/3

口 
底

11.8 
　6.0

高 3.2 細砂粒・粗砂粒/還
元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C後

第199図 5 須恵器 
杯

4区表土 
1/3

口 
底

12.8 
　7.8

高 3.7 細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C後

第199図 
PL.178 6 須恵器 

杯
4区表土 
ほぼ完形

口 
底

13.2 
　7.3

高 3.9 細砂粒・礫/還元焔
/灰 ロクロ整形、回転は右回り。底部は回転糸切り無調整。 9C後

第199図 7 須恵器 
杯蓋

4区表土 
摘～天井部片

摘 3.8   細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転は右回り。摘は貼付、天井部は回転ヘラ削り。 9C後

第199図 8 手捏ね 
椀形

4区表土 
1/4

口 
底

8.0
前後 
7.4

高 5.0～
6.0㎝ 細砂粒・褐色粒/良

好/にぶい黄褐
口唇部は横ナデ、体部と底部はヘラナデ。内面は底部から体部・
口縁部にヘラナデ。 古代

第200図 
PL.179 1 石製品 

地輪
1区表土 
完形

長 
幅

31.2 
29.7

厚 
重

　　22.8 
14600.0 二ツ岳石 各面はほぼ平坦であり丁寧に加工整形される。 中近世

第200図 
PL.179 2 石製品 

火輪
1区表土 
2/3

長 
幅

(30.9) 
(34.2)

厚 
重

　　20.1 
14800.0 二ツ岳石

丁寧な成整形。隅棟の反り及び屋だるみはわずかに認められる。
軒の上辺及び下辺はわずかに曲線を呈しほぼ平行する。底面の
中央部は比較的滑らかであり水輪との接触により生じたと考え
られる。

中近世

第200図 
PL.179 3 石製品 

茶臼(上)
1区表土 
1/2

長 
幅

(10.1) 
(19.5)

厚 
重

(10.7) 
2320.0 粗粒輝石安山岩

底面のすり合わせ面は非常に滑らかであり挽き目の痕跡は認め
られない。側面には矩形の挽き手孔の一部がが認められる。供
給孔の直径約3cm。

中近世

第200図 
PL.179 4 石製品 

茶臼(下)
1区表土 
1/2

長 
幅

(12.6) 
(23.5)

厚 
重

　　10.6 
3508.3 粗粒輝石安山岩

上面のすり合わせ面は滑らかであり挽き目の痕跡がわずかに残
る。底面の加工は比較的粗く棒状の工具痕がわずかに認められ
る。

中近世

第200図 
PL.179 5 石製品 

石鉢
1区表土 
2/3

長 
幅

(12.5) 
(16.7)

厚 
重

　　　8.2 
1287.3 粗粒輝石安山岩

漏斗状の孔が認められ内面は全体的に滑らかである。側面は曲
面で構成され丁寧に整形される。底面は全体的に非常に滑らか
である。下側面には幅5mm程度の底部が平坦な溝状痕跡が多数
認められ砥石等に転用された可能性がある。

中近世

第201図 
PL.179 6 石製品 

石臼(上)
1区表土 
4/5

直 
幅

33.6 
-

厚 
重

　　17.3 
18920.0 粗粒輝石安山岩

底面のすり合わせ面には挽き目の痕跡がわずかに残り配給孔か
ら続く分配のための溝がわずかに認められる。供給孔は隅丸矩
形であり中央が狭くなっており両面穿孔と考えられる。側面に
は矩形の挽き手孔が認められる。軸受孔の直径約3cm。

中近世

第201図 
PL.179 7 石製品 

茶臼(下)
1区表土 
1/2

長 
幅

(14.0) 
(24.2)

厚 
重

　　12.2 
4107.1 粗粒輝石安山岩 上面のすり合わせ面は滑らかであり挽き目の痕跡がわずかに残

る。底面の加工は比較的粗く棒状の工具痕が明瞭に認められる。 中近世

第201図 
PL.179 8 石製品 

茶臼(上)
1区表土 
1/2

長 
幅

　20.1 
(17.8)

厚 
重

(12.5) 
4039.6 粗粒輝石安山岩

底面のすり合わせ面は非常に滑らかであり挽き目の痕跡がわず
かに認められる。側面には菱形の文様がありその中央に矩形の
挽き手孔が認められる。軸孔の直径約3cm。

中近世

第202図 
PL.180 1 石器 

打製石斧
2区表土 
完形

長 
幅

11.4 
　4.8

厚 
重

　1.8 
92.6 黒色頁岩 側辺部には全体的に両面加工が認められる。両側辺の中央から

上方にかけてはつぶれ痕が認められる。撥型 縄文時代

第202図 
PL.180 2 石器 

磨石
2区表土 
完形

長 
幅

13.8 
　9.9

厚 
重

　　　5.7 
1147.1 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。表裏面の中央付近に敲

打痕が集中する。 縄文時代

第202図 
PL.180 3 石器 

砥石
2区表土 
完形

長 
幅

12.6 
10.4

厚 
重

　　8.1 
1796.7 粗粒輝石安山岩

表面は平坦であり非常に滑かな部分が広範囲に認められ線条痕
が多数ある。砥面と判断した。全体的に自然面(節理面)と判断
され露頭から石材を直接採取している可能性がある。

縄文時代

 
PL.180 4 石製品 

石製品
4区表土 
完形

長 
幅

2.0 
1.5

厚 
重

1.1 
5.2 葉ろう石

淡黄色。長柱状を呈し全体的に研磨整形され光沢がわずかにあ
る。多方向の線条痕が多数認められ研磨整形段階の擦痕の可能
性が高い。

中近世

 
PL.180 5 石製品 

硯
4区表土 
1/2

長 
幅

(5.6) 
(3.7)

厚 
重

　2.6 
87.4 変質安山岩

底面と側面部は平坦で滑らかであり丁寧に研磨整形される。表
面は幅3mm程度の縁をもち、すり面は非常に滑らかであり左上
方に向かいわずかに傾斜する。

中近世

第202図 
PL.180 1  

石皿
 
完形

長 
幅

28.1 
19.6

厚 
重

　　6.7 
5405.6 粗粒輝石安山岩 表面の全面が平坦で滑らかである。全体的に自然面と判断され

亜角礫を利用する。 縄文時代

第202図 
PL.180 2 石器 

石製研磨具
3区795～800、
770～775Gr． 
不明

長 
幅

(6.2) 
(2.7)

厚 
重

(1.6) 
40.4 珪質頁岩 棒状の円礫を利用する。先端部の側面につぶれ痕が集中し、つ

ぶれ痕の周辺に微細剥離痕が認められる。 縄文時代

第202図 
PL.180 3 石器 

石皿
3区800～805、
730～735Gr． 
1/2

長 
幅

(13.1) 
(19.4)

厚 
重

　(8.3) 
3237.8 粗粒輝石安山岩 表面の中央に非常に滑かな部分が認められる。全体的に自然面

と判断され円礫を利用する。 縄文時代

第202図 
PL.180 4 石器 

打製石斧
3区795～800、
770～775Gr． 
完形

長 
幅

19.0 
　5.7

厚 
重

　　2.6 
300.3 珪質頁岩

側辺部には全体的に両面加工が認められる。先端刃部の表裏面
には摩滅痕が認められ使用痕の可能性がある。左右両側辺には
つぶれ痕が集中する。撥形。

縄文時代
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挿　図 
PL.No. No. 種 類 

器 種
出土位置 
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石 材 ・ 素 材 等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第203図 
PL.180 5 石器 

磨製石斧
3区795～800、
755～760Gr． 
完形

長 
幅

11.1 
　6.1

厚 
重

　　2.2 
240.1 変質蛇紋岩

全体的に丁寧に研磨整形されておりわずかに光沢がある。部分
的に製作時の研磨単位と考えられる稜線状の高まりがあり、全
体的に多方向の線条痕が認められる。表裏面の先端刃部には先
端方向からの剥離痕が認められる。刃部形態は片刃である。

縄文時代

第203図 
PL.180 6 石器 

磨石
3区795～800、
730～735Gr.完形

長 
幅

10.4 
 9.4

厚 
重

　　3.6 
549.2 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体と裏面の中央付近に磨面が認められる。 縄文時代

第203図 
PL.180 7 石器 

磨石
3区795～800、
730～735Gr．1/2

長 
幅

(6.4) 
(9.4)

厚 
重

　　3.7 
299.8 粗粒輝石安山岩 表裏面のほぼ全体に磨面が認められる。表面の中央付近に敲打

痕が認められる。 縄文時代

第203図 
PL.180 8 石器 

石皿
3区795～800、
730～735Gr． 
不明

長 
幅

(29.1) 
(25.5)

厚 
重

(12.5) 
14200.0 粗粒輝石安山岩

表面の中央付近に平坦で滑らかな部分が認められる。表面から
側面部にかけては自然面であり大形円礫を利用する。側面部か
ら裏面全体にかけては表層的な剥落痕が認められこの形態で機
能した可能性がある。

縄文時代

第203図 
PL.180 9 石器 

石皿
3区800～805、
750～755Gr． 
完形

長 
幅

46.4 
27.8

厚 
重

　　12.6 
22200.0 粗粒輝石安山岩

表面は中央がわずかに窪んだ形態であり左半部に滑らかな部分
が認められる。側面から裏面にかけては全体的に自然面と判断
され扁平な大形円礫を利用する。

縄文時代

第203図 
PL.180 10 石器 

石皿
3区795～800、
750～755Gr． 
完形

長 
幅

34.5 
27.6

厚 
重

　　10.4 
13500.0 粗粒輝石安山岩

表裏面の上方に平坦で滑らかな部分が認められる。表面には表
層的な剥落痕が散在しており敲打されることにより生じた可能
性がある。全体的に自然面であり扁平な大形円礫を利用する。

縄文時代

第203図 
PL.180 11 石器 

磨石
3区795～800、
750～755Gr.完形

長 
幅

11.6 
　7.0

厚 
重

　　4.6 
501.2 粗粒輝石安山岩 表裏面の全体に磨面が認められる。 縄文時代

第203図 
PL.180 12 石器 

石皿
3区755～760、
470～475Gr.完形

長 
幅

32.2 
24.3

厚 
重

　　10.1 
11300.0 粗粒輝石安山岩 表面の中央から上方にかけて滑らかな部分が認められる。全体

的に自然面と判断され扁平な円礫を利用する。 縄文時代

 
PL.180 13 石器 

磨石
4区表土 
完形

長 
幅

13.9 
11.1

厚 
重

　　　6.0 
1250.7 粗粒輝石安山岩 表面のほぼ全体と裏面の中央付近に磨面が認められる。側面部

に敲打痕が散在する。表面の中央付近は黒色変化している。 中近世

 
PL.181 1 瀬戸・美濃

陶器　皿
4区表土 
底部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物微量/にぶい
黄橙 底部内面に陰刻で菊花文、灰釉を施し貫入が入る。 16世紀前半

 
PL.181 2 常滑陶器 

甕
4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 白色片を含む/褐灰 口縁端部は口縁部に直交し上下に肥厚する。 13世紀

 
PL.181 3 常滑陶器 

擂鉢
4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/灰黄 口縁端部は内側に折り返して前後に肥厚する。内面にクシ目。 江戸時代

 
PL.181 4 在地系土器 

擂鉢
4区表土 
口縁部から体部

口 
底

（33.0） 器
高

 夾雑物少量/にぶい
褐

口縁端部は平坦をなし、内側に肥厚して尖る。体部内面は摩耗
している。 15世紀

 
PL.181 5 中国製白磁 

角杯
4区表土 
高台部

口 
底

 
4.2

器
高

 夾雑物少量/灰白 内外面に透明釉、底部内面に4か所の重ね焼きの痕跡。高台は
4か所が削り取られる。 14世紀

 
PL.181 6 在地系土器 

鍋
4区表土 
底部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/にぶい
橙 内面はナデ、底部外面は砂底。 中世

 
PL.181 7 瀬戸・美濃

陶器　碗
4区表土 
体部から高台部

口 
底

 
5.0

器
高

 夾雑物微量/灰白 内面と体部外面下位に褐色飴釉。体部外面下位と高台は無釉。 江戸時代

 
PL.181 8 瀬戸・美濃

陶器　碗
4区表土 
口縁部から体部

口 
底

（12.2） 器
高

 夾雑物微量/灰白 内面から体部外面下位まで褐色飴釉。体部外面下位は無釉。 江戸時代

 
PL.181 9 瀬戸・美濃

陶器　天目碗
4区表土 
口縁部から体部

口 
底

（11.0） 器
高

 夾雑物微量/灰白 口縁端部は外側に開く。内面から体部外面下位まで柿色の鉄釉。
体部外面下位は無釉。 17世紀か

 
PL.181 10 生産地未詳

磁器　人形か
4区表土 
体部から底部

口 
底

 器
高

 夾雑物なし/白 型打成形で製作か、褐色釉と青色釉が施され、透明釉が掛かる。
底部は無釉。 近現代か

 
PL.181 11 在地系土器 

鉢
4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/にぶい
黄褐 口縁端部は内側に肥厚する。内外面はナデ。 中世 

すり鉢か
 

PL.181 12 龍泉窯系
青磁　碗か

4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物微量/灰白 内外面に青磁釉、体部外面に鎬蓮弁文。 13-14世紀

 
PL.181 13

瀬戸・美濃
陶器 
二次加工品

4区表土 
高台部

口 
底

 
5.3

器
高

 夾雑物少量/灰白 底部内面は褐色飴釉。高台は錆釉を施す。高台脇と高台の一部
を細かく叩き出し、円盤状に加工。

江戸時代 
碗

 
PL.181 14 瀬戸陶器 

すり鉢
4区表土 
口縁部破片

口 
底

（34.0） 器
高

 夾雑物少量/にぶい
黄橙

口縁端部は平坦をなし、丸みを帯びて内側に肥厚する。口縁部
と体部は段をなす。内外面に錆釉。 18世紀

PL.182 15 肥前磁器 
染付蓋

4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物なし/白 表面は口縁端部に圏線、七宝繋ぎ文か。裏面は口縁端部は輪状
に無釉。 18世紀か

PL.182 16 在地系土器 
鍋

4区表土 
体部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/暗灰褐 内外面はナデ、外面に炭素が吸着。 中世

PL.182 17 肥前磁器 
青磁瓶

4区表土 
底部破片

口 
底

 
6.0

器
高

 夾雑物なし/白 高台端部を除き外面と高台内は青磁釉。内面は無釉。 17世紀後半か
ら18世紀前半

PL.182 18 肥前磁器 
染付小碗

4区表土 
2/3

口 
底

7.0 
2.9

器
高

3.4 夾雑物なし/白 口縁部外面に笹文。内面は無文。 18世紀 
紅猪口か

PL.182 19 龍泉窯系青
磁　碗か

4区表土 
体部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物なし/灰白 内外面に青磁釉、体部外面に鎬蓮弁文。 13-14世紀

PL.182 20 在地系土器 
香炉

4区表土 
底部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/橙 底部に脚が残存。 中世

PL.182 21 生産地未詳
陶器　煮繭鍋

4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/灰白 筒状の口縁部内外面に白濁の藁灰釉か。 近現代

PL.182 22 在地系土器 
火鉢か

4区表土 
口縁部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/橙 口縁端部は平坦をなし、内外に肥厚する。外面に炭素が吸着、
被熱による赤橙色の被膜。 江戸時代か

PL.182 23 在地系土器 
鍋

4区表土 
底部破片

口 
底

 器
高

 夾雑物少量/褐灰 底部は平坦で砂底。 中世

PL.182 24 在地系土器 
鍋

4区表土 
底部破片

口 
底

 
(12.0)

器
高

 白色片を含む/橙 底部は平坦で砂底。 中世

PL.182 25 瓦か 
二次加工品

4区表土 
体部破片

口 
底

 器
高

 白色片を含む/明赤
褐

平板な板状の製品で上下に高温で焼かれガラス化した釉が見ら
れる。細かく叩き出して円盤に加工か。

現代 
瓦か

PL.182 26 搬入系土器 
蒸し竈蓋

4区表土 
1/3

口 
底

（37.2） 
（35.0）

器
高

 粗粒の白色岩片や
風化した黒雲母を
含む/にぶい橙

口縁部外面に太い沈線が巡る。体部外面には把手、松をモチー
フにした型で成形。〇の中に「ヒ」の字の刻印。胎土は多摩ロー
ム起源か。

近現代　田口窯
(武蔵村山市)
「ヒバチヤ」の
製品


